
緑西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住

７
０
周
年
記
念
誌

１
９
２
９
～
１
９
９
９

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
７
０
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会



移
住
七
十
周
年
記
念
誌
発
刊
に
際
し
て

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
と
し
て
、「
西
部

ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
誌
」
を
発
刊
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ア
マ
ゾ
ン
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で
先
人
達
は
、幾
多
の
困
難
を
乗
り

越
え
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
新
た
な
る
農
業
を
興
し
て
、
地
域
産
業
の
振
興
と
経
済

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
日
系
社
会
の
偉
大
な
る
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
先
駆
者
の
足
跡
を
記
録
に
と
ど
め
、
貴
重
な
記
録
、
歴
史
を
後
世
に
伝
え

る
こ
と
は
今
が
残
さ
れ
た
最
後
の
機
会
で
あ
る
と
認
識
し
て
、移
住
誌
編
纂
に
取

り
組
ん
だ
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
年
の
移
住
七
十
周
年
記
念
行
事
、
移
住
誌
の
発
刊
に
は
、
日
本
政
府
の
関
係

機
関
の
方
々
を
は
じ
め
、
当
地
の
日
系
企
業
、
商
社
、
そ
し
て
在
留
邦
人
各
位
の

方
々
の
絶
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

本
移
住
誌
が
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
き
、後
世
に
お
け
る
日
系
社
会

の
繁
栄
の
一
助
と
な
ら
ん
こ
と
を
念
願
い
た
し
、本
誌
発
刊
の
言
葉
と
さ
せ
て
戴

き
ま
す
。

一
九
九
九
年
十
一
月

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

委
員
長

村
山

惟
元
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概
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叙
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三
木

祥
弘

（
文
庫
注
・
編
集
段
階
で
日
本
側
の
著
作
権
と
の
関
係
に
不
明
な
点
が
あ
り
、
日
本
か

ら
の
祝
辞
な
ど
は
省
略
い
た
し
ま
す
）

祝

辞

日
本
国
外
務
大
臣

河

野

洋

平

（
省
略
）

平
成
十
一
年
十
一
月



祝

辞

駐
プ
ラ
ジ
ル
日
本
国
全
権
特
命
大
使

鈴

木

勝

也

（
省
略
）

平
成
十
一
年
十
一
月

祝

辞

在
マ
ナ
オ
ス
日
本
国
総
領
事

小

林

健

一

（
省
略
）

平
成
十
一
年
十
一
月

祝

辞

国
際
協
力
事
業
団
総
裁

藤

田

公

郎

（
省
略
）

平
成
十
一
年
十
一
月

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
記
念
式
典
に
お
け
る

小
渕
恵
三
日
本
国
総
理
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

（
省
略
）平

成
十
一
年
十
一
月
六
日

日
本
国
総
理
大
臣

小

渕

恵

三



日
本
人
移
住
者
の
歴
史

■
西
部
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
先
史
―
―
―
■

ペ
ル
ー
下
り
の
日
本
人

中
村
弥
寿
平

ま
ず
、
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
民
の
歴
史
を
述
べ
る
前
に
、
ペ
ル
ー
か
ら
ア

マ
ゾ
ン
へ
と
下
っ
て
き
た
人
た
ち
に
つ
い
て
ふ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
マ
ゾ
ン
に
戦
後
最
初
の
日
本
人
が
移
住
し
た
と
き
、既
に
ア
マ
ゾ
ン
に
は
大

農
場
を
持
ち
、
現
地
人
の
労
働
者
を
多
数
使
っ
て
い
た
人
や
、
マ
ナ
オ
ス
な
ど
の

都
会
で
手
広
く
商
売
を
し
て
い
た
日
本
人
達
が
い
た
。そ
の
日
本
人
達
の
中
に
ペ

ル
ー
下
り
と
呼
ば
れ
る
、
ペ
ル
ー
よ
り
ア
マ
ゾ
ン
に
移
動
し
て
き
た
人
達
が
い

た
。

一
八
九
九
年
に
始
ま
っ
た
ペ
ル
ー
移
民
、
ア
ン
デ
ス
の
太
平
洋
岸
地
域
の
、
綿
や

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
耕
地
に
労
働
者
と
し
て
移
住
し
て
き
た
日
本
人
移
住
者
が
、過
酷

な
労
働
や
低
賃
金
に
嫌
気
が
差
し
て
い
た
こ
と
に
加
え
、ア
マ
ゾ
ン
の
ゴ
ム
景
気

の
話
し
を
聞
き
、自
分
達
も
一
儲
け
を
と
ア
ン
デ
ス
高
地
を
越
え
て
ペ
ル
ー
領
ア

マ
ゾ
ン
に
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
ペ
ル
ー
領
ア
マ
ゾ
ン
の
マ
ド
レ
・
デ
・

デ
ィ
オ
ス
川
を
下
り
、ボ
リ
ビ
ア
を
源
流
と
す
る
タ
ン
ボ
バ
タ
川
と
の
合
流
点
プ

エ
ル
ト
・
マ
ル
ド
ナ
ル
ド
の
町
に
達
し
、そ
の
前
面
を
流
れ
る
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ィ

オ
ス
川
を
さ
ら
に
六
百
キ
ロ
下
っ
た
ベ
ニ
川
と
の
合
流
点
に
出
来
た
ボ
リ
ビ
ア
領



ア
マ
ゾ
ン
の
リ
ベ
ラ
ル
タ
の
町
に
出
る
の
が
一
般
的
な
ル
ー
ト
で
あ
っ
た
。

こ
の
リ
ベ
ラ
ル
タ
や
、ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ク
レ
州
と
接
す
る
ボ
リ
ビ
ア
領
コ
ビ
バ

の
町
が
、
ア
マ
ゾ
ン
で
取
れ
た
天
然
ゴ
ム
の
集
積
地
と
し
て
栄
え
、
こ
れ
ら
の
町

に
移
動
し
た
日
本
人
は
近
辺
の
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
自
生
し
て
い
た
天
然
ゴ
ム
採
集

に
従
事
し
た
。
当
時
ボ
リ
ビ
ア
領
コ
ビ
バ
に
は
約
百
人
、
リ
ベ
ラ
ル
タ
に
は
二
百

人
近
く
の
日
本
人
が
い
た
。
こ
の
他
、
ウ
カ
ヤ
リ
川
を
下
っ
て
ペ
ル
ー
領
イ
キ
ト

ス
に
移
動
し
た
日
本
人
の
グ
ル
ー
プ
も
い
た
。

天
然
ゴ
ム
景
気
は
、一
九
一
〇
年
頃
に
マ
レ
ー
半
島
の
ゴ
ム
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
成
功
し
た
こ
と
に
よ
り
、
価
格
が
急
落
し
て
幕
を
閉
じ
た
。

こ
れ
ら
の
ペ
ル
ー
下
り
の
人
達
は
、
ゴ
ム
景
気
が
過
ぎ
た
後
、
ペ
ル
ー
や
ボ
リ
ビ

ア
と
の
国
境
地
帯
で
砂
金
掘
り
や
、
農
業
に
従
事
し
、
水
運
を
利
用
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
の
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
諸
都
市
に
散
っ
て
行
っ
た
が
、第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま

る
と
と
も
に
、
日
本
人
は
敵
国
人
と
し
て
の
制
約
を
受
け
、
戦
後
こ
れ
が
な
く
な

る
ま
で
大
き
な
町
に
は
近
づ
く
こ
と
が
出
来
ず
、ソ
リ
モ
ン
エ
ス
河
の
上
流
地
帯

で
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
オ
ス
市
以
外
に
も
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
ポ
ル
ト
・
ベ
ー

リ
ョ
市
、
グ
ア
ジ
ャ
ラ
ミ
リ
ン
市
、
ア
ク
レ
州
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
市
、
ブ
ラ
ジ
レ

イ
ア
町
に
ペ
ル
ー
下
り
の
日
本
人
が
居
住
し
て
い
た
が
現
在
で
は
皆
死
亡
し
て
い

る
。戦
後
移
住
者
が
マ
ナ
オ
ス
対
岸
の
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
に
移
住
し
て
き
た
当

時
、
マ
ナ
オ
ス
前
面
を
流
れ
る
ネ
グ
ロ
河
の
フ
ル
ト
ゥ
ア
ン
チ
（
水
上
家
屋
）
で

バ
ナ
ナ
の
卸
売
り
を
い
た
諏
訪
敏
男
氏
、ネ
グ
ロ
河
か
ら
ソ
リ
モ
ン
エ
ス
河
に
通

じ
る
水
路
シ
ボ
レ
ナ
で
、マ
ナ
オ
ス
へ
出
荷
す
る
野
菜
を
栽
培
し
て
い
た
高
橋
数

馬
氏
、ソ
リ
モ
ン
エ
ス
河
の
少
し
上
流
で
野
菜
作
り
を
し
て
い
た
田
中
氏
と
井
野



氏
、計
四
名
の
ペ
ル
ー
下
り
の
人
達
が
マ
ナ
オ
ス
市
や
そ
の
近
郊
に
居
住
し
て
い

た
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
マ
ウ
エ
ス
移
住
者
の
記
録

三
木

祥
弘

・
不
老
長
寿
の
妙
薬
、
グ
ァ
ラ
ナ
の
由
来

昔
、
マ
ウ
エ
族
（
ア
マ
ゾ
ン
、
マ
ウ
エ
ス
に
住
む
イ
ン
ヂ
オ
）

の
酋
長
に
一

人
娘
が
あ
っ
た
。
彼
は
娘
を
大
変
か
わ
い
が
っ
て
い
た
が
、
な
ぜ
か
娘
は
病
弱

で
、
種
々
な
薬
草
を
せ
ん
じ
て
飲
ま
す
の
だ
が
効
果
な
く
、
年
頃
に
な
る
と
ま
す

ま
す
痩
せ
細
り
遂
に
死
亡
す
る
の
で
あ
る
が
、
娘
は
死
ぬ
前
に
「
自
分
は
本
当
に

短
命
で
あ
っ
た
が
、私
が
死
ん
だ
ら
必
ず
マ
ウ
エ
族
の
た
め
に
不
老
長
寿
の
薬
草

を
あ
げ
ま
す
。」
と
約
束
し
た
。
酋
長
は
懇
ろ
に
娘
を
葬
り
、
墓
の
上
に
三
日
間

も
泣
き
伏
し
て
お
り
、
ふ
と
墓
を
撫
で
る
と
小
さ
な
草
が
生
え
て
い
た
。
そ
の
草

は
良
く
伸
び
て
花
が
咲
き
、
実
を
付
け
て
や
が
て
熟
れ
た
。
黄
金
の
実
の
中
か
ら

は
、
真
っ
黒
な
目
玉
の
よ
う
な
も
の
が
弾
け
出
た
。
酋
長
は
こ
れ
を
見
て
、
こ
れ

は
娘
が
約
束
し
た
不
老
長
寿
の
薬
草
に
違
い
な
い
と
思
い
、
そ
の
実
を
植
え
た
。

こ
れ
が
殖
え
て
マ
ウ
エ
ス
の
グ
ァ
ラ
ナ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。（
マ
ウ
エ
ス
郡
役

場
所
蔵
、
グ
ァ
ラ
ナ
の
起
源
史
よ
り
）

・
ア
マ
ゾ
ン
初
期
移
民
の
記
録

今
を
遡
る
こ
と
九
十
年
も
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
、国
策
と
し
て
移
民
を
導
入



し
て
い
た
。
一
九
二
三
年
、
パ
ラ
ー
州
知
事
テ
ィ
ジ
ニ
オ
・
ベ
ン
デ
ス
は
赴
任
前
、

在
リ
オ
日
本
大
使
を
訪
問
懇
談
中
、パ
ラ
ー
州
に
て
も
移
民
を
入
れ
て
国
土
開
発

を
し
た
い
旨
を
告
げ
、も
し
同
意
が
あ
れ
ば
出
来
る
限
り
の
便
宜
を
図
る
こ
と
を

約
束
し
た
。
田
付
大
使
は
こ
の
吉
報
を
外
務
省
に
伝
え
、
翌
年
外
務
省
は
野
田
書

記
官
に
命
じ
、
北
伯
、
特
に
ア
マ
ゾ
ン
の
調
査
を
せ
し
め
た
。
尚
、
当
時
の
鐘
紡

社
長
の
武
藤
山
治
は
ア
マ
ゾ
ン
開
発
に
着
目
し
、同
社
取
締
役
の
福
原
八
郎
に
ア

マ
ゾ
ン
調
査
団
を
組
織
さ
せ
、
一
九
二
六
年
パ
ラ
ー
州
の
調
査
を
し
た
。

当
時
、
大
石
小
作
（
後
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
現
地
支
配
人
）
元
鐘
紡
和
歌

山
技
師
長
は
会
社
を
辞
職
し
、
農
牧
産
業
調
査
の
た
め
自
費
で
日
本
を
旅
立
ち
、

三
年
間
に
わ
た
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
よ
り
北
米
を
視
察
し
、南
米
に
入
っ
て
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
い
た
。
彼
は
日
本
の
調
査
団
が
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
来
訪
し
た

こ
と
を
知
り
、
調
査
団
の
来
伯
の
目
的
を
知
る
と
早
速
リ
オ
に
赴
き
、
こ
の
調
査

団
に
通
訳
と
し
て
加
わ
っ
た
。
一
行
は
パ
ラ
ー
州
四
カ
所
に
コ
ン
セ
ッ
ソ
ン

（
土
地
の
使
用
権
利
）
を
獲
得
。
パ
ラ
ー
州
ア
カ
ラ
郡
に
南
米
拓
殖
会
社
を
設
立

し
た
。
こ
の
知
ら
せ
を
知
っ
た
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
エ
フ
ィ
ジ
エ
ニ
オ
・
サ
ー
レ

ス
は
福
原
に
電
報
に
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
の
調
査
を
依
頼
し
た
の
で
、大
石
は
単
身
で

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
調
査
を
し
た
。

マ
ウ
エ
ス
に
た
ま
た
ま
不
老
長
寿
の
グ
ァ
ラ
ナ
が
あ
る
の
を
知
り
、そ
こ
へ
行
き

調
査
を
し
た
結
果
、
大
い
に
有
望
性
が
あ
る
の
を
感
じ
、
当
時
の
郡
長
ミ
ラ
ン
ダ

リ
オ
ン
に
も
会
い
、
会
社
設
立
の
意
を
固
め
た
の
で
あ
る
。

植
民
地
建
設
地
点
は
マ
ウ
エ
ス
町
上
流
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
決
め
、マ
ナ
オ
ス
に

帰
り
一
万
町
歩
の
こ
の
土
地
使
用
権
利
の
仮
契
約
を
し
て
日
本
に
帰
国
、会
社
設

立
に
取
り
か
か
っ
た
。
大
石
は
旧
知
の
沢
柳
政
太
郎
（
当
時
、
東
京
大
学
教
授
、



元
文
部
大
臣
）

に
相
談
、
休
職
中
の
氏
の
実
弟
、

沢
柳
猛
雄
（
当
時
、
海
軍
中
佐
）
を
用
い
、
尚
、
知
人
の
小
川
亀
重
（
東
京
で
薬

局
経
営
）、
塚
原
喜
義
、
相
田
忠
一
等
の
賛
同
を
得
て
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社

を
設
立
し
た
の
で
あ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
一
九
二
八
年

（
昭
和
三
年
）
九
月
十
七
日

設
立
登
記

専
務
取
締
役

沢
柳
猛
雄

常
務
取
締
役

大
石
小
作
、
小
川
亀
重



監
査
役

塚
原
喜
義
、
相
田
忠
一

書
記

一
名

会
社
概
要

資
本
金

二
十
五
万
円

株
数

一
万
株

時
価

一
株

五
円

最
低
持
株

一
人

五
株

各
株
主
一
人
に
対
し
、
現
地
マ
ウ
エ
ス
に
て
二
十
五
町
歩
の
土
地
を

無
償
で
払
い
下
げ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
現
地
要
員

直
営
農
場
長

大
石
小
作

社
員

増
田
太
郎
、
羽
野
鶴
雄
、
唐
木
道
雄
、
三
石

久
、
尾
崎
貞
吉
、

久
保
田
善
久
郎

以
上
七
名
の
社
員
は
一
九
二
八
年
八
月
二
十
三
日
、現
地
マ
ウ
エ
ス
に

到

着
し
た
。
会
社
の
登
記
前
で
あ
る
。
二
十
町
歩
を
伐
採
し
、
ア
マ
ゾ
ン

初
期
移

民
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

会
社
は
必
要
な
建
物
を
建
て
、
猛
烈
に
働
い
た
。
そ
の
翌
年
に
は
さ
ら
に
百
町

歩
を
伐
採
し
グ
ァ
ラ
ナ
定
植
中
、
第
一
回
移
民
が
現
地
に
到
着
し
た
。
第
一
回
移

住
者
四
十
九
名
は
、一
九
二
九
年
十
月
十
六
日
神
戸
発
の
さ
ん
と
す
丸
で
翌
年
一

月
二
日
に
マ
ウ
エ
ス
に
到
着
し
た
。四
十
九
名
の
移
住
者
の
内
訳
は
次
の
通
り
で

あ
る
。

（
九
家
族
三
十
二
名
）



北
林
梅
吉

六
名

東
京

山
根
良
忠

四
名

鳥
取

根
尾
哲
朗

二
名

富
山

内
山
健
吉

六
名

静
岡

福
島

伝

四
名

三
重

武
富
健
一

三
名

神
奈
川

平
川
峰
雄

二
名

神
奈
川

古
川

正

三
名

神
奈
川

福
永
秀
雄

二
名

山
口

（
独
身
者
十
七
名
）

小
島
五
二
、

杉
浦
初
二
、

直
木
勝
雄
、

勅
使
河
原
要

宇
野
邦
雄
、

佐
藤
武
雄
、

庄
司
忠
治
、

宮
内
多
賀
雄

山
中
新
之
助
、

奥
村
久
衛
門
、

長
尾
誠
四
郎
、

種
子
田
秀
雄

種
子
田
光
二
、



水
井
治
郎
松
、

広
瀬
友
二
、

野
沢

暁

自
柳
敏
男

以
上
四
十
九
名
の
方
々
の
中
で
、現
在
生
存
さ
れ
て
い
る
方
は
数
少
な
く
な
っ
て

い
る
。

・
第
二
回
植
民

（
一
九
三
〇
年
五
月
十
四
日
神
戸
発
、
さ
ん
と
す
丸
、
七
月
二

十
二
日
マ
ウ
エ
ス
到
着
移
住
者
六
十
二
名
。）

（
十
三
家
族
三
十
九
名
）

鈴
木
信
次
郎
十
名

北
海
道

泉
仁
一
郎

二
名

青
森

島
田
幸
乃
助

二
名

北
海
道

楠

薫

三
名

静
岡

河
野
与
平
次

二
名

広
島

五
味
国
竹

二
名

静
岡

弓
場
井
末
松

二
名

広
島

五
味

栄

二
名

静
岡

岩
田

清

二
名

島
根

岡
田
秀
臣

二
名

山
口

東

春
雄

二
名

熊
本

本
田
光
一

三
名

熊
本

浅
野
輝
茂

四
名

岡
山

（
独
身
者
二
十
三
名
）



小
出
秀
雄
、
小
出
一
郎
、
斉
藤
良
雄
、
大
野
左
門
大
野
文
吉
、
大
野
一
悦
、

藤
井

官
、
槍
口
茂
一

富
田
四
郎
次
、
市
川
正
清
、
赤
石
幸
雄
、
蛙
田
勝
雄

鹿
倉
幸
作
、
大
久
保
繁
治
、
山
本
修
三
、
相
川
卓
弥

栗
山
弥
一
、
樋
口
敏
一
、

中
尾
文
司
、
立
川
尚
一

野
原
武
雄
、
手
島
道
雄
、
武
藤
桂
治

・
第
三
回
植
民

（
一
九
三
〇
年
十
月
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
丸
）（
三
家
族

人
名
）

田
中
喜
代
治

二
名

北
海
道

四
釜
要
造

二
名

北
海
道

吉
岡

栄

四
名

北
海
道

マ
ウ
エ
ス
入
植
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
の
た
め
、
第
一
次
四
十
九
名
、
第
二
次
六
十
二

名
、
第
三
次
八
名
、
合
計
百
十
九
名
の
日
本
人
が
移
住
し
、
開
拓
事
業
に
精
根
を

傾
け
な
が
ら
子
弟
の
教
育
に
心
血
を
注
い
だ
。
現
存
す
る
人
は
す
で
に
少
な
く

な
っ
た
。

か
く
し
て
植
民
は
、
マ
ウ
エ
ス
町
上
流
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
（
コ
ロ
コ
ロ

村
）
よ
り
下
流
に
向
か
っ
て
、
二
百
メ
ー
ト
ル
を
一
ロ
ッ
テ

（
耕
地
）
と
し
て

配
耕
さ
れ
、
各
自
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
に
取
り
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
年
月
を
迫
っ
て
会
社
、
植
民
地
に
起
き
た
様
々
な
出
来
事
を
記
し
た

い
。

一
九
二
九
年
十
一
月

沢
柳
専
務
は
大
石
夫
妻
、
鈴
木
茂
、
松
本
武
彦
、
永
井
す

え
、
樫
村
等
と
同
伴
現
地
社
員
補
充
会
社
の
仕
事
を
見
て
帰
国
、
会
社
が
百
町
歩

の
伐
採
を
し
つ
つ
あ
っ
た
時
に
第
一
回
移
民
到
着
（
一
九
三
〇
年
一
月
）。



一
九
三
〇
年
五
月

大
石
退
社
、
対
岸
に
移
転
。
同
年
七
月
沢
柳
専
務
、
第
二
回

移
民
と
共
に
マ
ウ
エ
ス
到
着
。
大
石
と
懇
談
す
る
も
、
そ
の
内
容
を
知
る
者
は
お

ら
ず
、
良
き
よ
う
に
取
り
計
ら
う
と
言
い
、
三
石
氏
を
責
任
者
と
し
て
帰
国
。

一
九
三
〇
年
八
月

上
塚
司
、
粟
津
金
六
来
訪
。
会
社
は
収
容
所
、
病
院
建
設
、

同
年
十
二
月
、
植
民
地
の
家
長
と
三
石
と
折
衝
善
後
策
を
研
究
、
会
社
に
は
資
金

な
し
、
仕
事
せ
ず
、
社
員
や
植
民
者
は
四
散
。

一
九
三
三
年
三
月

三
石
氏
退
社
し
久
保
田
氏
の
み
残
る
。

日
本
外
務
省
よ
り
ヤ
ン
マ
ー
四
馬
力
、
手
押
し
精
米
機
、
脱
穀
機
、
計
十
台
の

寄
贈
を
受
け
、
一
九
三
三
年
一
月
植
民
大
会
を
開
き
、
善
後
策
、
子
弟
の
教
育
問

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
、
日
本
人
会
、
学
校
青
年
団
が
発
足
し
た
。
同
年

五
月
に
は
林
大
使
他
二
名
が
来
訪
さ
れ
、マ
ウ
エ
ス
町
の
有
力
者
を
招
待
し
て
会



食
し
た
。
久
保
田
氏
も
会
社
を
退
き
友
人
の
家
に
寄
食
し
て
お
り
、
氏
の
発
案
に

よ
り
各
自
耕
地
の
登
記
を
し
た
。

退
耕
者
が
目
立
つ
一
九
三
七
年
に
は
有
志
四
名
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
へ
ジ
ュ
ー
ト
の

視
察
に
出
張
す
る
。

一
九
三
三
年

マ
ラ
リ
ア
が
大
流
行
。
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
と
合
併
し
、

モ
ー
タ
ー
船
で
、
解
体
し
た
家
を
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
に
運
ぶ
。

残
る
は
病
院
で
、
後
で
あ
る
人
が
処
理
し
た
と
聞
く
。

一
九
四
五
年

日
本
人
移
住
者
は
敵
国
人
と
な
り
、
財
産
を
没
収
さ
れ
各
自

ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
四
散
し
、マ
ウ
エ
ス
植
民
地
に
残
る
者
は
一
人
も
い
な
く
な
り

ア
マ
ゾ
ン
初
期
移
民
は
こ
こ
に
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。

・
白
柳
敏
男
自
書

自
作
農
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
私
は
、
一
九
二
八
年
当
時
（
昭
和
三
年
農
学

校
三
年
時
代
）
農
村
の
あ
ま
り
に
も
深
刻
な
疲
弊
を
見
て
大
い
に
憂
慮
し
た
。
私

の
よ
う
な
次
男
が
日
本
に
い
る
と
い
う
こ
と
は
、な
ん
だ
か
邪
魔
者
で
は
な
い
か

と
密
に
思
っ
て
い
た
。事
実
日
本
で
は
国
を
挙
げ
て
の
海
外
移
住
を
奨
励
し
て
い

た
全
盛
期
で
あ
っ
た
。
一
町
歩
足
ら
ず
の
自
作
農
か
ら
分
家
し
て
も
、
そ
れ
で
食

べ
て
い
け
る
の
だ
ろ
う
か
等
考
え
て
い
た
矢
先
、海
外
興
業
株
式
会
社
の
海
外
事

情
を
知
ら
せ
る
映
画
が
村
の
小
学
校
で
上
映
さ
れ
、そ
れ
を
見
た
私
は
海
外
に
出

る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
小
生
の
村
に
日
本
力
行

会
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
力
行
会
支
部
に
行
き
、
力
行
世
界
を
読
み
ふ

け
っ
た
の
で
あ
る
。
力
行
会
は
一
九
〇
〇
年
（
明
治
三
十
三
年
）
島
貫
兵
大
夫
牧



師
に
よ
り
設
立
さ
れ
日
本
民
族
霊
園
救
済
が
目
的
で
、そ
の
事
業
の
一
環
と
し
て

海
外
学
校
を
建
て
て
移
民
の
指
導
者
を
養
成
し
、
月
刊
誌
「
力
行
世
界
」
を
発
行

し
た
。
そ
れ
を
見
る
と
大
体
植
民
地
の
事
情
が
分
か
る
の
で
、
そ
れ
を
借
り
て
読

み
、
ま
た
、
支
部
の
集
会
に
も
出
席
し
一
驚
し
た
の
は
、
彼
ら
が
皆
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。彼
ら
の
激
烈
な
る
祈
り
と
疲
弊
し
た
日
本
を
救
う
の

は
、
海
外
移
住
の
他
に
な
し
と
同
調
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
年
）

二
月
の
あ
る
日
、
校
長
に
呼
ば
れ
、
内
山
健
吉
（
同

窓
生
）

の
親
書
を
見
せ
ら
れ
た
。
手
紙
に
は
同
窓
生
で
海
外
移
住
を
志
す
者
な

き
か
等
、
そ
れ
を
知
っ
た
小
生
は
内
山
と
面
談
す
る
こ
と
に
決
め
、
氏
の
住
む
川

崎
市
へ
行
き
懇
談
し
た
。そ
の
結
果
ア
マ
ゾ
ン
に
て
共
同
の
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
野
沢
暁
と
い
う
隣
村
の
青
年
も
同
行
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

農
学
校
卒
業
後
、先
生
の
要
望
に
よ
り
六
月
ま
で
母
校
で
養
蚕
助
手
と
し
て
奉

仕
し
た
。
内
山
は
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
の
株
主

（
五
十
株
）
で
、
私
た
ち

三
人
の
共
同
事
業
と
い
う
こ
と
で
登
記
所
を
通
じ
て
完
全
な
契
約
書
を
作
成
し

た
。
渡
航
は
十
月
と
決
ま
っ
た
が
期
限
が
三
ヶ
月
以
上
あ
る
の
で
、
助
手
を
辞
職

後
二
ヶ
月
間
浜
松
の
聖
隷
農
場
に
入
り
、
大
野
耕
二
、
長
谷
川
保
の
薫
陶
を
受
け

た
。

一
九
二
九
年
十
月
十
六
日
神
戸
発
の
さ
ん
と
す
丸
で
翌
年
一
月
二
日
マ
ウ
エ
ス
着

の
四
十
九
名
の
友
人
と
共
に
、マ
ウ
ェ
ス
の
地
に
開
拓
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た

の
で
あ
る
。
会
社
は
前
年
百
町
歩
を
伐
採
し
て
グ
ァ
ラ
ナ
定
植
中
、
移
民
が
到
着

し
た
。
移
民
は
す
ぐ
米
を
播
種
、
会
社
は
上
流
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
コ

ロ
コ
ロ
村
の
下
流
二
百
メ
ー
ト
ル
を
一
ロ
ッ
テ
と
し
て
移
住
者
に
分
譲
し
た
が
、



内
山
の
土
地
は
地
形
が
悪
く
、氏
は
や
む
な
く
会
社
よ
り
下
流
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
現
地
人
よ
り
土
地
を
購
入
し
、
数
人
の
土
人
を
使
用
し
伐
採
、
住
居
建

築
が
始
ま
っ
た
。

九
月
に
山
焼
き
を
し
た
が
半
焼
き
で
、や
っ
と
五
町
歩
を
整
地
し
て
グ
ァ
ラ
ナ
を

定
植
し
た
。
間
作
と
し
て
米
を
播
種
、
こ
の
時
期
よ
り
日
雇
い
は
一
人
も
使
用
せ

ず
、
内
山
の
自
力
主
義
で
、
限
ら
れ
た
資
本
を
後
日
の
た
め
に
用
意
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
、土
曜
日
の
夜
に
は
必
ず
野
沢
と
二
人
で
投
網
を
持
っ
て
夜
打

ち
に
行
き
、
二
百
～
三
百
匹
の
雑
魚
を
捕
る
の
で
食
料
に
は
事
欠
か
な
か
っ
た
。

米
も
収
穫
二
十
俵
、
そ
の
後
す
ぐ
マ
ン
ジ
ョ
カ
を
植
え
、
鶏
も
二
十
羽
程
飼
い
、

卵
を
生
産
し
た
。
内
山
は
、
そ
の
後
は
伐
採
も
せ
ず
に
ひ
た
す
ら
グ
ァ
ラ
ナ
を
手

入
れ
し
て
、
そ
の
生
育
を
待
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
大
き
な
誤
算
で
あ
っ
た
。
マ

ン
ジ
ョ
カ
は
出
来
た
が
米
に
事
欠
く
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
三
年

間
、
グ
ア
ラ
ナ
定
植
後
は
土
人
を
一
人
も
使
わ
ず
、
小
生
等
三
人
の
労
力
の
み
で

あ
っ
た
。

第
一
契
約
の
三
年
が
過
ぎ
た
。
必
要
な
施
設
は
す
べ
て
完
備
し
た
。
待
ち
に

待
っ
た
グ
ァ
ラ
ナ
も
花
を
付
け
た
が
収
穫
は
僅
か
で
、野
沢
と
相
談
し
て
独
立
す

る
こ
と
に
決
め
、
内
山
に
話
す
と
承
託
し
た
。
五
百
ミ
ル
戴
く

（
日
当
五
ミ
ル

時
代
）、
手
持
ち
百
三
十
円
の
金
も
半
減
し
、
労
働
服
他
、
地
下
足
袋
は
全
部
使

い
果
た
し
、
裸
足
で
仕
事
を
し
て
い
た
。
労
働
服
は
メ
リ
ケ
ン
袋
、
炊
事
用
具
は

会
社
の
久
保
田
か
ら
借
り
た
。
山
刀
も
斧
も
借
り
た
。
七
十
三
ミ
ル
で
三
人
乗
り

の
カ
ノ
ア
を
買
い
、
す
ぐ
植
民
地
に
行
き
、
小
島
五
三
の
家
に
寄
食
、
内
山
が
捨

て
た
ロ
ッ
テ
二
町
歩
を
伐
採
し
た
が
山
焼
き
に
失
敗
、一
町
歩
か
ら
三
十
俵
の
米

を
収
穫
し
た
。



こ
の
年
に
二
十
俵
、
植
民
四
人
で
四
ト
ン
を
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
に
売
却
し
、
一
俵

十
七
ミ
ル
売
り
三
百
七
十
ミ
ル
の
金
も
入
っ
た
の
で
、脱
耕
者
の
ロ
ッ
テ
を
グ
ア

ラ
ナ
六
百
本
、
マ
ン
ジ
ョ
カ
二
反
の
植
え
付
け
と
共
に
百
五
十
ミ
ル
で
買
い
、
一

夜
に
し
て
一
般
植
民
と
肩
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。野
沢
は
私
よ
り

も
ま
だ
条
件
の
良
い
所
へ
移
転
し
た
。

私
は
、
こ
う
し
て
こ
の
年
（
一
九
四
五
年
）

こ
の
土
地
に
家
を
建
て
、
一
町

歩
の
伐
採
を
し
て
グ
ァ
ラ
ナ
を
定
植
、
米
を
植
え
付
け
、
日
雇
い
人
夫
を
一
人
も

使
わ
ず
、
す
べ
て
自
力
で
米
の
収
穫
後
は
マ
ン
ジ
ョ
カ
を
植
え
た
が
、
一
九
四
七

年
に
襲
っ
た
マ
ラ
リ
ア
に
よ
り
、こ
の
懐
か
し
い
耕
地
も
他
人
に
売
り
ジ
ュ
ー
ト

栽
培
に
出
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
私
は
瓦
の
家
を
建
て
た
。
そ
こ

に
永
住
を
決
心
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
小
売
買
い
も
し
、
パ
ウ

ロ
ー
ザ
も
採
り
、
グ
ア
ラ
ナ
、
フ
ァ
リ
ー
ニ
ヤ
も
出
た
し
一
人
で
は
多
少
余
裕
あ

る
生
活
に
な
っ
た
。
カ
ノ
ア
を
三
艘
作
っ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
そ
の
翌
年

に
開
い
た
土
地
か
ら
は
、
米
一
俵
も
取
れ
な
か
っ
た
。
イ
ラ
ウ
ー
ナ
の
害
や
マ
ラ

リ
ア
で
鳥
追
い
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
毎
月
巡

回
診
察
に
来
ら
れ
て
い
た
戸
田
ド
ト
ー
ル
の
奨
め
に
よ
り
、
私
一
人
に
あ

ら
ず
植
民
者
の
大
部
分
は
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
が
、グ
ァ
ラ
ナ

の
収
穫
は
植
民
地
に
残
る
伊
藤
氏
に
歩
合
で
頼
み
、大
野
氏
と
ジ
ュ
ー
ト
共
同
栽

培
が
始
ま
っ
た
。
最
初
の
年
は
マ
ラ
リ
ア
の
た
め
仕
事
も
出
来
ず
、
そ
ん
な
時
、

戸
田
ド
ト
ー
ル
の
奨
め
に
よ
り
、
プ
ラ
ス
モ
キ
ー
ナ
を
十
二
本
続
け
て
注
射
。
こ

の
お
か
げ
で
熱
も
出
ず
マ
ラ
リ
ア
は
完
治
し
た
。

こ
の
年
、
十
町
歩
よ
り
十
五
ト
ン
の
ジ
ュ
ー
ト
の
収
穫
が
あ
り
、
上
成
績
で

あ
っ
た
が
農
具
等
の
支
払
い
が
多
く
残
金
は
少
な
か
っ
た
。翌
年
共
同
続
く
大
野



氏
は
実
直
勤
勉
家
で
あ
る
現
地
人
と
結
婚
し
て
三
人
の
子
供
を
も
う
け
だ
。私
も

こ
の
年
に
は
マ
ラ
リ
ア
も
治
っ
た
の
で
十
分
働
く
こ
と
が
出
来
た
。ジ
ュ
ー
ト
十

四
ト
ン
の
大
部
分
は
一
等
品
で
、当
時
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
で
は
ジ
ュ
ー
ト

の
格
付
け
を
し
て
受
け
取
っ
て
い
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
ア
マ
産
よ
り
前
借
り
し

て
仕
事
を
し
て
い
た
。
現
金
三
十
五
コ
ン
ト
ス
、
大
野
君
と
別
れ
大
河
に
出
る
。

イ
タ
ピ
ラ
ン
ガ
郡
レ
ブ
ジ
ョ
ン
土
地
主
と
三
人
共
同
、こ
の
土
地
は
こ
の
地
方
の

商
人
と
話
し
、
前
借
り
十
町
歩
の
伐
採
を
し
た
。
ジ
ュ
ー
ト
は
良
く
出
来
た
が
労

働
者
不
足
で
失
敗
、
や
っ
と
借
金
を
返
し
た
。
私
は
所
持
金
も
少
な
く
な
っ

た
の
で
ラ
ー
モ
ス
に
帰
り
フ
ァ
ゼ
ン
ジ
ー
ニ
ヤ
に
落
ち
着
く
こ
と
に
な
っ
た
。十

町
歩
を
伐
採
し
た
が
、
山
焼
き
が
悪
く
失
敗
で
あ
っ
た
。
友
人
の
薦
め
に
よ
り
結

婚
、
持
参
金
な
し
。
相
川
氏
と
大
江
に
出
ん
と
仕
事
を
始
め
た
が
、
友
の
薦
め
に

よ
り
こ
こ
に
残
る
こ
と
に
決
め
た
。ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
出
て
初
め
て
一
人
に
な
っ

た
。
二
年
も
続
く
失
敗
に
、
一
つ
に
は
土
地
を
変
え
た
こ
と
が
原
因
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
っ
て
い
る
。



こ
の
後
、
一
人
に
な
り
堅
実
に
仕
事
を
始
め
た
。
不
焼
の
バ
ル
ゼ
ア
の
一
番
良
い

土
地
に
今
一
度
テ
ル
サ
ー
ド
を
入
れ
て
ジ
ュ
ー
ト
殻
を
積
み
、
約
一
町
歩
、
九
月

に
火
を
つ
け
た
ら
見
事
に
焼
け
た
。後
片
付
け
も
す
る
こ
と
な
く
五
日
で
ジ
ュ
ー

ト
を
播
き
終
え
た
。今
年
は
ほ
と
ん
ど
私
一
人
だ
け
で
二
ト
ン
の
ジ
ュ
ー
ト
を
収

穫
し
た
。
ア
ル
キ
メ
デ
ス
五
馬
力
の
船
外
モ
ー
タ
ー
を
購
入
し
た
。

大
東
亜
戦
争
が
始
ま
り
、日
本
人
は
す
べ
て
軟
禁
さ
れ
た
の
で
約
二
年
間
思
う

よ
う
に
仕
事
も
出
来
ず
、
こ
の
仕
事
を
縮
め
て
生
活
し
た
が
、
こ
の
翌
年
も

ジ
ュ
ー
ト
が
良
く
出
来
、
こ
の
土
地
フ
ァ
ゼ
ン
ジ
ー
ニ
ャ
を
買
う
こ
と
に
し
た
。

こ
の
土
地
に
は
シ
リ
ン
ガ

（
ゴ
ム
の
木
）

が
三
百
本
、カ
ス
タ
ー
ニ
ヤ
が
年
八

十
バ
リ
ー
ガ
、船
の
材
料
に
な
る
イ
タ
ウ
ー
バ
材
等
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
の

で
、
二
十
コ
ン
ト
ス
三
年
払
い
で
地
主
と
契
約
し
買
う
こ
と
に
し
た
。
商
売
も

上
々
、
シ
リ
ン
ガ
の
液
を
取
れ
ば
生
活
で
き
る
好
条
件
の
土
地
で
あ
る
。
こ
の
年

に
は
、
船
外
モ
ー
タ
ー
ア
ル
キ
メ
デ
ス
二
馬
力
を
買
い
、
商
売
に
ジ
ュ
ー
ト
、
そ

し
て
船
大
工
等
生
活
も
だ
ん
だ
ん
楽
に
な
っ
た
が
、子
供
の
教
育
の
た
め
マ
ウ
エ

ス
町
に
家
内
、
義
弟
、
佐
藤
の
子
供
五
人
の
計
十
一
人
を
移
し
通
学
さ
せ
た
。
毎

月
一
回
レ
ガ
ト
ン
を
し
な
が
ら
マ
ウ
エ
ス
へ
食
料
を
運
ぶ
。マ
ウ
エ
ス
で
は
食
料

品
や
バ
ナ
ナ
等
を
売
り
、
家
内
は
家
計
を
助
け
て
く
れ
た
。
こ
の
時
に
は
牛
も
飼

い
仕
事
も
順
調
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
ん
な
時
に
大
病
に
か
か
る
。

ア
マ
ゾ
ン
産
業
の
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
戸
田
医
師
に
六
ヵ
月
の
入
院
生
活
、全
財
産

を
使
い
果
た
し
二
百
八
十
コ
ン
ト
ス
と
言
う
大
金
の
借
金
が
残
っ
た
。当
時
ボ
リ

ン
デ
モ
ー
タ
ー
が
六
十
コ
ン
ト
ス
の
時
代
で
あ
る
。借
金
を
払
う
の
に
三
年
か
か

り
、
払
え
た
の
で
商
人
サ
バ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
の
好
意
に
よ
り
古
い
モ
ー
タ
ー
を

借
金
の
形
に
受
け
取
っ
て
く
れ
た
。時
は
過
ぎ
て
一
九
七
〇
年
に
は
進
学
の
た
め



末
娘
ま
で
マ
ナ
オ
ス
に
出
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、義
弟
の
佐
藤
と
相
談
し
て
各

自
マ
ナ
オ
ス
に
移
転
す
る
こ
と
に
決
め
た
。内
山
薬
局
で
働
い
て
い
た
長
男
と
相

談
し
て
エ
ド
カ
ン
ド
に
古
い
家
を
買
い
、そ
こ
に
子
供
た
ち
を
集
め
雑
貨
商
を
開

き
、
子
供
も
共
働
き
し
な
が
ら
通
学
し
た
。
そ
ん
な
時
、
長
女
は
セ
ア
ラ
の
進
学

校
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
土
地
の
人
と
結
婚
し
、
続
い
て
長
男
、
次
女
と
二
年
の
間

に
結
婚
、
独
立
し
た
。
時
は
流
れ
て
長
男
は
独
立
し
薬
局
を
経
営
し
て
い
た
が
、

支
店
を
出
す
と
言
う
の
で
、雑
貨
商
を
た
た
み
こ
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
現
在
に
至
る
の
で
あ
る
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

三
木
祥
弘

（
み
き
よ
し
ひ
ろ
）

一
九
三
一
年
、
兵
庫
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
五
年
一
月
、
パ
ラ
州
ベ
ル
テ
ー
ラ
ゴ
ム
園
に
雇
用
移
民
と
し
て
入
植
し
、

同
年
九
月
、
ロ
ラ
イ
マ
州
タ
イ
ア
ー
ノ

（
コ
ロ
ネ
ル
モ
ッ
タ
）

移
住
地
へ
転

住
。
一
九
七
六
年
五
月
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地

に
再
転
住
し
、
現
在
に
至
る
。
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
自
治
会
長
、
西
部

ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
副
会
長
、
事
務
局
長
。



ア
マ
ゾ
ン
生
活
で
の
思
い
出

白
柳

敏
男

・
ア
マ
ゾ
ン
河
を
上
る

一
九
二
九
年
十
二
月
二
十
日
、
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
（
ア
マ
興
）
第
一
回
植

民
は
、
ベ
レ
ー
ン
に
到
着
、
南
米
拓
殖
株
式
会
社
（
南
拓
）

の
収
容
所
に
四
日

間
入
所
し
、南
拓
二
回
植
民
と
別
れ
て
ア
マ
興
社
員
唐
木
氏
の
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た

蒸
気
船
ビ
ク
ト
リ
ア
号
に
乗
船
し
て
ア
マ
ゾ
ン
河
を
逆
航
し
、
パ
ラ
ー
州
を
通

り
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス
の
ア
マ
興
植
民
地
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

朝
、
乗
船
し
、
サ
ン
タ
レ
ン
出
身
の
某
上
院
議
員
が
子
女
同
伴
で
便
乗
。

出
港
し
ば
ら
く
後
に
昼
食
が
あ
り
、
船
の
中
央
に
大
テ
ー
ブ
ル
を
用
意
し
、
上

院
議
員
を
上
席
に
一
同
着
席
、
三
枚
の
皿
が
重
ね
ら
れ
て
あ
っ
た
。
ガ
ル
フ
ォ

（
フ
ォ
ー
ク
）、
フ
ァ
カ

（
ナ
イ
フ
）、
ス
プ
ー
ン
、
ナ
フ
キ
ン
、
銀
製
の
水
容
器
、

花
形
に
切
っ
た
大
マ
モ
ン

（
パ
パ
イ
ヤ
）、
ソ
パ

（
ス
ー
プ
）

が
出
さ
れ
、
音

楽
の
吹
奏
が
あ
っ
た
。
皆
は
上
院
議
員
を
見
習
っ
て
食
事
を
と
り
、
昼
食
が
終

わ
っ
て
船
の
下
へ
行
っ
て
み
る
と
、
四
つ
割
の
牛
の
生
肉
が
吊
り
下
が
っ
て
い

た
。
鶏
、
羊
も
一
頭
つ
な
い
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
そ
の
都
度
料
理
し
て
旅
を
続
け
る
の
で
あ
る
。九
州
大
の
マ
ラ
ジ
ョ
ウ

島
は
河
霞
の
た
め
見
え
ず
、
海
と
し
か
思
え
な
か
っ
た
。
大
河
、
牧
場
、
や
し
ぶ

き
の
家
。
河
岸
に
は
野
猿
、
オ
オ
ム
、
水
鳥
、
大
魚
が
姿
を
現
す
。
河
岸
の
太
古

の
森
、
そ
の
雄
大
さ
に
見
と
れ
て
い
た
。

上
院
議
員
の
娘
は
盛
ん
に
私
た
ち
に
話
し
掛
け
る
が
、
全
然
分
か
ら
な
い
。
や



が
て
指
を
出
し
て
、
一
、
二
、
三
と
数
え
始
め
、
日
本
語
で
な
ん
と
言
う
の
か
聞

い
て
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
指
を
折
り
な
が
ら
、
一
、
二
、
三
と
九
ま

で
言
う
と
、
彼
女
は
変
な
顔
を
す
る
の
で
、
後
で
唐
木
氏
に
聞
い
て
み
る
と
、
九

の
意
味
が
分
か
っ
た
。

二
日
目
、
サ
ン
タ
レ
ン
で
上
院
議
員
一
同
は
下
船
し
た
。
船
は
所
々
に
寄
っ

て
、
鶏
卵
、
魚
を
積
み
つ
つ
の
旅
で
、
オ
ビ
ド
ス
は
夜
の
う
ち
に
通
過
し
た
ら
し

く
分
か
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
七
日
後
、
目
的
地
マ
ウ
エ
ス
に
到
着
し
た
。

古
い
建
物
、
土
壁
の
家
が
後
ろ
向
き
に
建
っ
て
い
る
岸
で
は
、
人
が
手
を
振
り

な
が
ら
往
か
い
、
岸
に
は
二
十
隻
か
ら
三
十
隻
の
カ
ノ
ア
（
カ
ヌ
ー
）
と
、
五
、

六
隻
の
パ
テ
ロ
ン

（
大
舟
）
が
着
け
ら
れ
て
い
た
。
一
九
三
〇
年
一
月
二
日
、
マ

ウ
ェ
ス
の
町
を
さ
ら
に
上
り
、
ア
マ
興
直
営
農
場
に
十
時
に
着
い
た
。
河
岸
は
黄

土
の
断
崖
で
、
会
社
は
そ
の
低
地
の
所
に
位
置
し
、
そ
こ
に
は
三
軒
の
家
が
あ
り

十
数
人
の
人
が
盛
ん
に
手
を
振
る
岸
に
は
、モ
ー
タ
ー
付
き
カ
ノ
ア
が
一
隻
あ
る

も
の
の
、
桟
橋
は
な
か
っ
た
。
昼
食
を
と
り
、
下
船
が
始
ま
る
と
髭
を
生
や
し
た

小
柄
な
人
が
迎
え
に
来
た
。
す
ぐ
に
大
石
小
作
だ
と
分
か
っ
た
。
会
社
に
い
る
日

雇
い
人
夫
と
共
に
各
自
の
荷
物
を
担
ぎ
、や
し
ぶ
き
の
収
容
所
に
入
っ
た
時
は
す

で
に
夕
方
で
、
ビ
ク
ト
リ
ア
号
は
汽
笛
を
鳴
ら
し
て
去
っ
て
い
っ
た
。
収
容
所
は

五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
部
屋
一
つ
で
、
前
に
小
さ
な
炊
事
場
が
あ
り
、
植
民
者
は
荷

物
の
整
理
等
で
一
睡
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

・
あ
わ
や
大
蛇
に

そ
れ
は
私
が
ピ
ラ
ル
ク

（
ア
マ
ゾ
ン
の
大
魚
を
塩
漬
け
に
し
て
乾
か
し
て
保

存
食
と
な
す
、
ア
マ
ゾ
ン
無
二
の
産
物
）
を
買
い
に
行
っ
た
時
の
夜
の
出
来
事
で



あ
る
。
こ
の
年
（
一
九
五
七
年
）
は
私
の
ア
マ
ゾ
ン
入
植
以
来
も
っ
と
も
ひ
ど
い

セ
ッ
カ

（
早
魅
）

の
年
で
あ
っ
た
。
私
の
住
む
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス
郡

ラ
ー
モ
ス
大
河
畔
フ
ァ
ゼ
ン
ジ
ー
ニ
ャ
か
ら
四
キ
ロ
上
流
の
所
よ
り
、ま
た
カ
ナ

ル

（
水
路
）

を
三
キ
ロ
遡
る
と
ア
ロ
イ
ス
ザ
ー
ル
と
言
う
マ
ウ
エ
ス
郡
随
一
の

ピ
ラ
ル
ク
漁
場
が
あ
る
が
、
セ
ッ
カ
の
た
め
水
路
は
干
上
が
り
、
カ
ノ
ア
が
な
ん

と
か
通
れ
る
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
漁
場
付
近
に
住
む
住
人
は
日
用
品
、
特

に
一
番
必
要
な
塩
が
品
切
れ
と
な
り
た
く
さ
ん
捕
れ
る
ピ
ラ
ル
ク
も
塩
漬
け
が
出

来
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
を
見
た
私
は
、
カ
ノ
ア
で
ピ
ラ
ル
ク
買
い
を
始
め
た
。
当

時
ピ
ラ
ル
ク
は
キ
ロ
あ
た
り
二
百
レ
ー
ス
し
か
利
益
が
な
か
っ
た
が
、日
に
二
百

キ
ロ
も
買
え
ば
四
十
ミ
ル

（
当
時
の
日
当
五
ミ
ル
）

の
利
益
が
あ
り
、こ
の
利

益
金
目
当
て
に
が
ん
ば
っ
た
の
で
あ
る
。

あ
る
十
一
月
の
日
曜
日
の
朝
二
時
に
塩
四
俵
、
煙
草
一
キ
ロ
、
酒
五
本
、
手
秤
、

金
少
々
、
全
荷
物
を
積
み
、
カ
フ
ェ
ー
を
飲
み
出
発
し
た
。
そ
の
時
、
東
方
で
雷

鳴
雷
光
が
し
て
い
た
。私
が
住
ん
で
い
る
場
所
か
ら
上
流
へ
二
キ
ロ
く
ら
い
の
所

に
、
河
岸
が
水
流
の
た
め
に
陥
没
し
て
逆
流
し
て
い
る
所
が
あ
っ
た
。
昔
か
ら
こ

こ
に
は
大
蛇
が
住
む
と
の
噂
が
あ
っ
た
。

私
は
こ
の
逆
流
を
利
用
し
て
何
度
も
一
休
み
す
る
の
だ
が
、こ
の
時
は
雷
雨
と
な

り
暴
風
と
な
っ
た
の
で
、
休
ま
ず
ヘ
モ

（
耀
）
を
持
ち
、
漕
ご
う
と
し
た
が
、
腕

に
力
が
な
く
体
は
骨
を
抜
か
れ
た
よ
う
に
だ
る
か
っ
た
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
力
無
い
腕
を
さ
す
り
な
が
ら
、
や
っ
と

五
百
メ
ー
ト
ル
漕
い
だ
と
こ
ろ
で
休
む
こ
と
に
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ
こ
は
私
の
顧

客
オ
タ
ビ
オ
と
言
う
イ
ン
ヂ
オ
の
家
の
前
で
、直
径
一
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
立
ち

木
を
利
用
し
た
大
き
な
桟
橋
が
あ
っ
た
。私
は
こ
の
桟
橋
の
後
ろ
に
カ
ノ
ア
を
引



き
い
れ
ジ
ャ
ッ
パ

（
椰
子
の
葉
で
作
っ
た
日
よ
け
、
雨
除
け
）

の
下
で
休
ん

だ
。
物
凄
い
雷
光
と
暴
風
で
あ
る
。
力
無
い
身
体
を
い
た
わ
り
つ
つ
、
い
る
こ
と

し
ば
し
四
時
頃
に
も
な
っ
た
だ
ろ
う
か
、
そ
ん
な
時
一
瞬
大
波
が
桟
橋
を
超
え
、

カ
ノ
ア
に
半
分
程
水
が
入
っ
た
。
風
は
強
い
が
こ
ん
な
大
波
が
来
る
は
ず
が
な

い
。
ラ
ン
バ
リ
ー
ニ
ヤ

（
ラ
ン
プ
）
は
消
え
、
真
っ
暗
闇
の
中
ク
ー
ヤ
（
ア
マ

ゾ
ン
の
ひ
ょ
う
た
ん
、
お
椀
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
る
）

を
手
探
り
で
探
す
。
カ

ノ
ア
の
水
を
出
し
な
が
ら
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
。や
っ
と
水
を
出
し
終
わ

り
ラ
ン
バ
リ
ー
ニ
ヤ
に
火
を
と
も
し
、
ま
た
ジ
ャ
ッ
パ
の
下
に
入
り
休
ん
だ
。
暴

風
は
過
ぎ
、
雨
も
小
降
り
と
な
っ
た
が
体
に
力
の
な
い
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

そ
ん
な
時
、ま
た
雷
光
の
明
か
り
で
私
の
い
る
下
十
メ
ー
ト
ル
の
所
に
黒
い
流
木

の
如
く
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
浮
い
た
物
が
見
え
、私
の
カ
ノ
ア
で
も
流
れ
て
い

る
の
か
と
思
っ
た
。
雨
は
止
み
、
河
は
静
か
な
そ
ん
な
時
、
ま
た
大
波
が
来
た
。

そ
れ
と
同
時
に
物
凄
い
悪
臭
が
し
、私
は
朝
飲
ん
だ
カ
フ
ェ
ー
を
吐
い
て
し
ま
っ

た
。
体
は
ま
す
ま
す
弱
る
一
方
で
、
岸
に
逃
げ
よ
う
と
す
る
が
立
つ
こ
と
も
出
来

な
い
。
そ
の
時
、
私
は
始
め
て
気
が
付
い
た
。
こ
れ
は
ヘ
ビ
の
仕
業
で
あ
る
。
ヘ

ビ
は
獲
物
を
見
つ
け
る
と
毒
を
吹
き
か
け
て
麻
痺
さ
せ
て
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
飲
み

込
む
と
の
こ
と
で
あ
る
。
救
い
を
求
め
る
べ
く
大
声
で
家
主
の
名
、
オ
タ
ビ
オ
を

三
回
続
け
て
呼
ん
だ
。
オ
タ
ビ
オ
は
す
ぐ
に
義
弟
を
伴
っ
て
河
岸
を
下
っ
て
来

て
、
二
人
で
私
を
引
き
ず
る
よ
う
に
引
き
上
げ
て
家
に
着
き
、
私
を
吊
り
床
に
寝

か
せ
て
く
れ
た
。
時
は
す
で
に
五
時
を
回
っ
て
お
り
、
彼
の
妻
が
カ
フ
ェ
ー
を
飲

め
と
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
瞬
間
ひ
ょ
い
と
立
ち
上
が
り
、
目
が
覚
め

た
如
く
そ
の
カ
フ
ェ
ー
を
受
け
取
り
ご
馳
走
に
な
っ
た
。体
は
元
ど
お
り
に
な
っ

て
い
た
。
こ
の
様
子
を
見
て
、
皆
は
一
体
ど
う
し
た
こ
と
か
と
質
問
し
た
の
で
、



私
は
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
詳
し
く
話
を
し
た
。
彼
等
は
す
ぐ
に
、
そ
れ
は
大
蛇

の
仕
業
で
あ
る
と
言
っ
て
疑
わ
な
か
っ
た
。九
死
に
一
生
を
得
た
と
は
こ
ん
な
こ

と
で
あ
る
。
暴
風
後
の
ラ
ー
モ
ス
河
は
静
か
に
流
れ
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ

う
に
私
は
三
時
間
カ
ノ
ア
を
漕
ぎ
、漁
場
に
着
い
て
二
百
キ
ロ
余
り
の
ピ
ラ
ル
ク

を
買
い
、
無
事
家
に
帰
り
つ
い
た
の
で
あ
る
。

・
大
鰐
を
捕
る

雨
期
に
な
れ
ば
私
の
住
ん
で
い
た
バ
ル
ゼ
ア
（
低
地
）
は
水
没
し
て
漁
場
と
な

る
の
で
、
魚
が
良
く
釣
れ
食
料
に
事
欠
く
こ
と
は
な
い
。
四
月
に
な
れ
ば
、
タ
ン

パ
キ
釣
り
が
始
ま
る
。
タ
ン
バ
キ
は
主
に
水
中
林
の
木
の
実
を
食
べ
る
の
で
、
木

の
実
の
落
ち
る
水
中
五
～
六
寸
の
所
に
釣
り
糸
を
吊
る
す
の
で
あ
る
。
カ
ジ
ュ

ラ
ー
ナ
と
言
う
タ
ン
バ
キ
の
好
き
な
木
の
実
を
見
つ
け
た
私
は
、夕
方
針
を
仕
掛

け
て
翌
朝
行
っ
て
み
る
と
大
き
な
タ
ン
バ
キ
が
掛
か
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
、

三
日
同
じ
よ
う
に
仕
掛
け
る
の
だ
が
掛
か
ら
な
い
。
疑
問
に
思
い
針
を
調
べ
る

と
、
魚
が
掛
か
っ
た
跡
が
歴
然
と
し
て
い
る
。
イ
ン
ヂ
オ
に
話
す
と
鰐
が
盗
む
の

だ
と
言
う
。
そ
れ
で
今
度
は
鰐
釣
り
が
始
ま
っ
た
。
当
時
、
鰐
皮
は
相
当
な
値
が

し
て
い
た
け
れ
ど
も
鰐
釣
り
は
始
め
て
で
、イ
ン
ヂ
オ
に
教
わ
り
な
が
ら
針
は
零

番
の
一
番
大
型
、釣
り
糸
は
小
指
の
太
さ
で
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
出
来
上

が
っ
た
の
で
、夕
方
タ
ン
パ
キ
の
腸
を
餌
に
し
て
カ
ジ
ユ
ラ
ー
ナ
の
木
に
吊
る
し

て
お
い
た
。
翌
朝
行
っ
て
み
る
と
綱
が
水
中
に
引
っ
張
り
込
ま
れ
て
い
る
。
さ
て

は
掛
か
っ
た
な
と
網
を
引
い
て
み
た
が
動
か
な
い
。

力
い
っ
ぱ
い
引
く
と
ゆ
っ
く
り
上
が
っ
て
き
た
。丸
太
の
よ
う
な
鰐
と
分
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
私
は
鰐
を
捕
っ
た
経
験
が
な
い
の
で
イ
ン
ヂ
オ
に
頼
る
し
か
な
い
。



隣
に
三
人
の
若
者
が
い
る
の
で
頼
み
に
行
っ
た
。彼
等
は
す
ぐ
に
モ
リ
を
持
っ
て

応
援
に
来
た
。
私
に
は
銃
を
持
っ
て
行
け
と
言
う
。

用
意
し
て
現
場
に
行
く
と
イ
ン
ヂ
オ
た
ち
は
釣
り
糸
を
引
き
、獲
物
の
い
る
所
を

モ
リ
で
探
っ
て
、
こ
こ
だ
と
思
う
所
に
モ
リ
を
打
っ
た
。
見
事
に
命
中
し
、
水
底

で
大
暴
れ
し
て
い
る
鰐
と
の
戦
い
で
あ
る
。
カ
ノ
ア
で
引
い
て
は
危
険
な
の
で
、

カ
ジ
ュ
ラ
ー
ナ
の
大
枝
の
上
に
網
を
通
し
、脇
に
あ
っ
た
倒
木
に
二
人
が
か
り
で

引
い
た
の
だ
が
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
、
他
の
一
人
が
木
に
登
り
、
三
人
の
力
で
引
く
と
や
っ
と
頭
を
出
し

た
。
イ
ン
ヂ
オ
は
私
に
撃
て
と
言
う
。
鰐
を
撃
つ
の
は
目
か
頭
の
付
け
根
、
鰐
は

暴
れ
つ
づ
け
る
が
人
が
近
く
に
い
る
の
で
流
れ
弾
に
で
も
当
た
っ
た
ら
大
変
だ
と

思
い
、
私
は
鰐
の
後
ろ
に
カ
ノ
ア
を
廻
し
、
静
ま
る
の
を
待
っ
た
。
銃
は
絶
え
ず

鰐
の
首
根
を
狙
っ
て
い
る
。
や
や
静
か
に
な
っ
た
の
で
撃
っ
た
。
命
中
し
、
鰐
は

大
口
を
開
け
て
木
に
噛
み
つ
き
暴
れ
た
が
、
つ
い
に
弱
っ
て
静
か
に
な
っ
た
。
死

ん
だ
の
で
あ
る
。
今
度
は
岸
ま
で
運
ぶ
の
が
一
仕
事
で
、
カ
ノ
ア
に
は
鰐
を
乗
せ

る
余
裕
が
な
い
。
カ
ノ
ア
に
く
く
り
つ
け
て
引
き
ず
り
な
が
ら
漕
ぎ
、
や
っ
と
の

こ
と
で
岸
に
着
い
た
時
は
十
時
だ
っ
た
。
実
に
三
時
間
も
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
四

人
で
引
き
上
げ
て
計
っ
て
み
た
ら
、
な
ん
と
四
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
ア
マ
ゾ
ン
生

活
の
中
で
こ
ん
な
大
鰐
を
見
た
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。こ
う
し
て
タ
ン
バ
キ
を

盗
ん
だ
鰐
を
撃
ち
捕
っ
た
の
で
あ
る
。

・
マ
ラ
リ
ア
の
惨
事

一
九
三
七
年
マ
ウ
エ
ス
郡
一
帯
に
マ
ラ
リ
ア
が
大
流
行
を
来
た
し
、一
人
と
し
て

履
病
せ
ざ
る
も
の
な
し
と
ま
で
言
わ
れ
た
。
マ
ラ
リ
ア
は
一
日
、
二
日
、
不
定
熱



と
三
種
類
あ
り
、
不
定
熱
に
か
か
る
と
治
療
が
難
し
い
。

長
引
く
と
黄
疸
を
誘
発
し
て
死
に
至
り
、当
時
大
部
分
の
人
は
最
後
に
は
黄
疸
に

な
っ
て
死
亡
し
た
。植
民
者
は
お
互
い
に
手
持
ち
の
キ
ニ
ー
ネ
を
分
け
合
っ
て
飲

み
、
最
後
に
は
マ
ウ
ェ
ス
の
町
に
は
薬
も
な
く
な
っ
た
。

や
む
な
く
キ
ー
ナ
と
言
う
薬
草
を
煎
じ
て
飲
む
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
な
く
な

り
、
カ
ラ
パ
ナ
ウ
ー
バ
の
木
の
皮
を
、
一
夜
、
水
に
浸
し
て
朝
コ
ッ
プ
に
入
れ
て

飲
ん
で
気
休
め
と
し
て
い
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、私
は
熱
に
侵
さ
れ
自
分
の
太
股
に
注
射
針
を
刺
し
た
ま
ま
気

を
失
い
、
気
が
付
い
た
時
は
ま
だ
針
が
刺
さ
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

働
く
こ
と
も
出
来
ず
、
マ
ン
ジ
ョ
カ
不
足
を
来
し
た
。
私
は
幸
い
毎
年
一
町
歩
の

新
耕
地
を
拓
く
の
で
米
に
も
マ
ン
ジ
ョ
カ
に
も
不
足
は
な
か
っ
た
が
、植
民
者
に

は
食
う
に
事
欠
く
人
も
出
て
、
米
を
あ
る
人
に
貸
し
た
こ
と
も
覚
え
て
い
る
。
私

の
持
っ
て
い
る
マ
ン
ジ
ョ
カ
目
当
て
に
フ
ァ
リ
ー
ニ
ヤ
作
り
が
五
家
族
、小
さ
い

小
屋
に
重
な
り
合
っ
て
寝
て
い
た
。
彼
等
は
、
働
け
る
者
は
食
料
を
得
る
た
め
狩

猟
に
行
く
毎
日
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
病
の
者
に
は
ま
ま
な
ら
ず
、
食
物
が
あ
れ

ば
一
家
の
よ
う
に
共
同
生
活
を
す
る
の
で
あ
る
。私
も
彼
等
の
た
め
に
ど
れ
だ
け

助
け
ら
れ
た
か
、
彼
等
は
実
に
人
情
深
い
人
種
で
あ
る
。

当
時
植
民
地
を
訪
れ
た
人
た
ち
に
よ
り
邦
人
の
惨
事
を
知
っ
た
日
本
政
府
は
、

多
量
の
薬
品
と
注
射
器
を
送
っ
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
時
、
ア
マ
興
よ
り
戸
田
ド
ク

タ
ー
の
巡
回
診
察
が
始
ま
り
、十
分
な
治
療
が
出
来
た
の
で
私
は
命
拾
い
し
た
の

で
あ
る
。
薬
は
現
地
の
人
に
も
分
け
、
注
射
器
を
持
っ
て
毎
日
の
よ
う
に
ブ
ラ
ジ

ル
人
に
注
射
し
て
歩
い
た
。
そ
ん
な
時
、
私
の
家
で
三
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
死
亡

し
た
。
大
工
道
具
を
持
っ
て
い
た
私
は
、
棺
作
り
を
し
た
。
あ
る
時
は
、
皆
病
気



の
た
め
に
死
に
、
棺
も
作
れ
ず
吊
床
に
く
る
ん
で
葬
る
の
が
や
っ
と
の
こ
と
も

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
私
の
住
む
対
岸
に
カ
マ
ロ
ン
と
言
う
イ
ン
ヂ
オ
部
落
が
あ

り
、
マ
ヌ
エ
ル
と
言
う
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
住
ん
で
い
た
。
彼
の
妻
も
子
供
も
死
に
、

最
後
に
彼
一
人
と
な
っ
て
い
た
。
あ
る
日
、
隣
人
が
カ
ノ
ア
で
彼
の
家
の
前
を
通

る
と
ウ
ル
ブ
ー
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
変
に
思
い
入
っ
て
み
る
と
、マ
ヌ
エ
ル
は

す
で
に
死
亡
し
ウ
ル
ブ
ー
に
食
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

・
病
魔
と
の
戦
い

一
九
五
三
年
、
私
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
ェ
ス
郡
ラ
ー
モ
ス
河
畔
に
住
ん
で
い

た
。
九
月
の
あ
る
日
、
仕
事
中
煙
草
に
火
を
付
け
よ
う
と
し
て
指
先
に
小
さ
な
火

傷
を
し
た
が
、
気
に
も
留
め
ず
に
そ
の
ま
ま
マ
ン
ジ
ョ
カ
植
え
を
し
た
が
、
指
先

が
痛
む
の
で
見
る
と
皮
膚
が
破
れ
て
い
た
。そ
れ
が
原
因
で
六
ヵ
月
も
の
入
院
生

活
を
し
よ
う
と
も
夢
に
も
思
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
夜
は
指
先
の
痛
み
に
よ
り
、一
睡
も
せ
ず
四
十
度
と
も
思
え
る
熱
が
出
始

め
た
。
大
変
喉
が
渇
き
、
指
が
木
の
よ
う
に
腫
れ
、
激
痛
が
は
し
り
紫
色
と
な
っ

た
。
三
日
目
に
は
手
の
ひ
ら
ま
で
腫
れ
上
が
っ
た
。
こ
れ
は
普
通
で
は
な
い
と
気

付
い
た
私
は
、
対
岸
に
住
む
ベ
ル
ミ
ッ
ト
と
言
う
田
舎
医
者
に
頼
み
、
診
察
を
受

け
た
ら
、
彼
は
腫
れ
物
を
見
る
な
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で

一
刻
も
早
く
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
行
き
、戸
田
医
師
の
診
察
を
受
け
る
べ
き
だ
と
言

わ
れ
た
。
岩
田
氏
の
モ
ー
タ
ー
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
付
き
添
い
を
雇
い
、
三
十
余

時
間
の
後
、
や
っ
と
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
戸
田
病
院
に
着

い
た
。
食
事
は
全
然
取
れ
ず
、
た
だ
喉
の
渇
き
の
た
め
水
を
飲
む
だ
け
、
全
身
の

間
節
が
痛
み
、
腫
れ
が
回
り
歩
行
も
出
来
な
く
な
っ
た
。
熱
の
た
め
意
識
は
朦
朧



と
し
、
熱
は
四
十
二
度
（
看
護
婦
の
話
）
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
私
を
運

ん
で
く
れ
た
岩
田
氏
一
行
は
帰
り
、
そ
の
後
、
私
は
戸
田
医
師
が
持
っ
て
き
た
消

毒
薬
一
リ
ッ
ト
ル
を
飲
み
、
頭
を
壁
に
打
ち
つ
け
て
自
殺
を
図
っ
た
こ
と
や
、
そ

の
夜
、
夜
中
に
起
き
て
裸
で
外
に
飛
び
出
し
、
わ
め
き
回
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
あ

る
。幸

い
マ
ウ
エ
ス
植
民
地
時
代
の
友
人
、
河
野
氏
（
当
時
メ
カ
ニ
コ
と
し
て
ア
マ

産
で
働
い
て
い
た
）

の
厚
意
に
よ
り
、
す
べ
て
責
任
を
持
っ
て
私
の
看
護
を
引

き
受
け
て
く
れ
、
彼
の
家
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
る
と
す
ぐ
指
と
手
の
ひ
ら

の
二
個
所
を
手
術
し
、
手
術
後
は
熱
も
下
が
り
落
ち
着
い
た
の
で
、
私
は
何
と
か

こ
の
こ
と
を
家
内
に
知
ら
せ
よ
う
と
思
っ
た
が
、田
舎
住
ま
い
に
は
何
と
も
仕
様

が
な
か
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
大
野
氏
（
数
年
前
の
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
の
協
力

者
）

の
妻
が
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。
こ
の
便
を
利
用
し
て
河
野
氏
の
代
筆
で

家
内
に
手
紙
を
託
し
た
。

大
野
氏
は
二
日
が
か
り
で
手
紙
を
届
け
て
く
れ
、そ
れ
を
受
け
取
っ
た
家
内
は
す

ぐ
に
す
べ
て
を
用
意
し
て
、手
が
離
れ
な
い
子
供
三
人
を
連
れ
て
モ
ー
タ
ー
船
で

ア
マ
興
病
院
に
下
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
左
上
腕
、
右
脇
下
を
手
術
し
、
す
で
に

三
ケ
月
に
な
っ
た
の
で
病
院
を
移
る
こ
と
に
し
た
。

そ
の
数
日
後
、
家
内
の
父
、
浅
野
氏
と
長
男
を
連
れ
て
、
佐
藤
氏
の
ア
ウ
ロ
ラ
号

に
便
乗
し
て
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
。
着
い
た
そ
の
夜
、
浅
野
氏
は
脳
溢
血
で
倒

れ
、
歩
行
も
出
来
な
く
な
っ
た
。
三
人
の
子
供
を
抱
え
て
二
人
の
病
人
の
世
話
を

す
る
家
内
は
ど
ん
な
に
苦
労
を
し
た
だ
ろ
う
か
。

五
ヵ
月
後
、
四
回
目
の
手
術
を
し
、
や
っ
と
歩
行
が
出
来
食
事
も
と
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
持
ち
金
も
底
を
つ
い
た
の
で
あ
る
が
、
友
達
の
佐
藤
、
山
崎
、
ブ
ラ
ジ



ル
人
サ
バ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
氏
等
の
厚
意
に
よ
り
何
不
自
由
な
く
病
院
療
養
生
活

を
終
え
、
六
ヶ
月
後
に
退
院
し
た
の
で
あ
る
。

・
人
の
情
け
に
泣
く

パ
リ
ン
チ
ン
ス
よ
り
退
院
し
て
家
に
帰
っ
て
み
る
と
、一
町
歩
の
伐
採
を
し
て

お
い
た
所
が
ジ
ユ
タ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
の
で
不
思
議
に
思
っ
て
行
っ
て
み
る

と
、
ジ
ュ
ー
ト
は
二
メ
ー
ト
ル
に
も
伸
び
て
い
る
。
向
こ
う
の
方
で
人
の
声
が
す

る
の
で
呼
ん
で
み
る
と
、ジ
ュ
ー
ト
の
除
草
作
業
ら
し
く
三
人
の
イ
ン
ヂ
オ
が
来

た
。
私
を
見
て
驚
く
や
ら
、
喜
ぶ
や
ら
で
、
す
ぐ
家
に
帰
り
四
方
山
話
。
こ
の
中

の
一
人
は
マ
ノ
エ
ル
と
言
う
前
か
ら
知
っ
て
い
た
人
で
、
実
直
で
良
く
働
き
、
計

算
も
出
来
る
イ
ン
ヂ
オ
に
は
珍
し
い
人
で
あ
る
。彼
は
対
岸
の
ベ
ル
ミ
ッ
ト
と
言

う
人
の
セ
リ
ン
ゲ
イ
ロ

（
ゴ
ム
採
取
人
）

で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
こ
こ
に

ジ
ュ
ー
ト
を
植
え
た
の
か
と
質
問
す
る
と
、
ド
ナ
・
ロ
ー
ザ

（
家
内
の
ブ
ラ
ジ

ル
名
）

が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
下
る
時
、
滞
在
が
長
引
く
か
も
し
れ
な
い
の
で
山

を
焼
い
て
利
用
す
れ
ば
と
彼
に
言
っ
た
と
。
そ
れ
で
マ
ヌ
エ
ル
は
、
友
人
を
使
っ

て
ジ
ュ
ー
ト
を
植
え
た
と
の
こ
と
。私
は
家
内
に
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
こ
と
も

な
く
、
ま
た
、
思
い
も
し
な
か
っ
た
。
す
べ
て
を
忘
れ
て
い
た
。

「
セ
リ
ン
ゲ
イ
ロ
は
午
後
暇
に
な
る
の
で
、
こ
の
時
間
を
利
用
し
、
あ
な
た
の
日

用
品
も
必
要
だ
っ
た
の
で
そ
れ
を
使
い
働
い
て
い
た
。
私
は
日
当
は
必
要
で
す

が
、
こ
の
ジ
ュ
タ
ー
ル
は
あ
な
た
の
物
で
す
」
と
彼
は
言
っ
た
。
私
は
ジ
ュ
ー
ト

が
出
来
て
い
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、こ
の
ジ
ュ
ー
ト
は
マ
ヌ

エ
ル
あ
な
た
の
物
だ
と
互
い
に
所
有
権
を
譲
り
合
っ
て
い
た
が
、
彼
は
ど
う
し

て
も
受
け
取
ろ
う
と
せ
ず
、
私
が
引
き
取
る
こ
と
に
し
た
。
彼
は
前
か
ら
そ
の
気



持
ち
だ
っ
た
ら
し
く
、
働
い
た
日
数
、
使
用
し
た
日
用
品
等
の
帳
面
を
持
っ
て
き

た
の
で
、
す
べ
て
を
計
算
し
、
彼
に
は
正
当
な
日
当
を
払
い
、
品
物
を
使
っ
た
分

だ
け
差
し
引
い
た
。一
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
私
へ
の
金
銭
的
利
害
を
超
え
た
暖
か
い
好

意
に
泣
い
た
。

病
気
で
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
入
院
中
、
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
サ
バ
ア
ラ
ウ
ー

ジ
ョ
と
い
う
商
人
の
見
舞
い
を
受
け
た
。彼
と
は
一
年
余
り
の
商
業
取
引
が
あ
っ

た
。
私
を
見
舞
っ
た
彼
は
、
私
の
窮
状
を
知
っ
た
ら
し
く
、
注
文
も
頼
み
も
し
な

い
の
に
品
物
、
米
一
俵
、
砂
糖
一
俵
、
ミ
ル
ク
、
石
油
、
缶
詰
な
ど
を
私
の
部
屋

に
運
ば
せ
、
そ
の
上
三
コ
ン
ト
ス
の
大
金
を
無
利
子
無
期
限
で
貸
し
て
く
れ
た
。

い
つ
全
快
す
る
か
分
か
ら
な
い
私
に
、か
く
も
温
か
い
心
尽
く
し
を
し
て
く
れ
た

こ
と
は
死
ん
で
も
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

ア
マ
興
高
拓
生
と
同
年
の
佐
藤
行
雄
と
い
う
人
が
い
た
。彼
は
高
拓
一
の
行
商

人
で
私
と
も
取
引
が
あ
っ
た
。
彼
は
月
に
一
度
商
売
の
た
め
、
必
ず
ヴ
ィ
ラ
・
ア

マ
ゾ
ニ
ア
を
通
り
、
そ
の
都
度
私
を
見
舞
い
必
需
品
を
貸
し
て
く
れ
た
。
こ
の
人

に
も
三
コ
ン
ト
ス
の
現
金
を
無
利
子
、
無
期
限
で
借
り
た
。
こ
う
し
て
温
か
い
人

た
ち
の
好
意
に
よ
り
長
い
入
院
生
活
が
何
不
自
由
な
く
出
来
た
の
で
あ
る
が
、こ

れ
ら
の
人
々
の
中
で
は
す
で
に
他
界
し
た
人
も
あ
り
、こ
の
面
影
は
脳
裏
に
焼
き

付
い
て
い
る
。
恩
も
出
来
ず
永
遠
の
別
れ
と
な
っ
た
が
、
今
私
の
で
き
る
こ
と
と

言
っ
た
ら
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
名
前
を
書
き
留
め
、
こ
の
紙
の
朽
ち
果
て
る
ま
で

残
し
て
お
く
こ
と
で
あ
り
、そ
れ
が
万
分
の
一
の
恩
と
な
ら
ん
こ
と
を
切
に
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。

パ
リ
ン
チ
ン
ス
入
院
中
の
私
の
負
債
は
百
八
十
コ
ン
ト
ス
と
い
う
大
金
で
あ
っ

た
が
、帰
宅
後
受
け
取
っ
た
ジ
ュ
ー
ト
の
利
益
と
入
院
前
作
り
終
え
て
い
た
五
ト



ン
積
み
の
船
体
が
あ
っ
た
の
で
、こ
れ
を
売
却
し
て
半
分
以
上
の
負
債
を
支
払
っ

た
の
で
あ
る
が
、
残
り
半
分
は
二
年
か
か
っ
て
や
っ
と
支
払
う
こ
と
が
出
来
た
。

・
偶
感

ア
マ
ゾ
ン
初
期
の
移
民
は
、
パ
ラ
ー
州
の
南
拓
（
南
米
拓
殖
株
式
会
社
）
よ
り

始
ま
り
、
ア
マ
ゾ
ン
河
中
流
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
郡
の
ア
マ
産
（
ア

マ
ゾ
ン
産
業
研
究
所
）
と
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス
郡
の
ア
マ
興

（
ア
マ
ゾ

ン
興
業
株
式
会
社
）

の
三
ヵ
所
で
あ
る
。
南
拓
で
は
、
あ
る
篤
志
家
に
よ
り
十

本
の
胡
椒
苗
を
イ
ン
ド
よ
り
持
っ
て
き
て
、
こ
れ
を
植
え
、
一
時
は
世
界
の
三
分

の
一
の
生
産
高
を
誇
る
ま
で
に
の
し
上
が
っ
た
。
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
ア
マ
産
に

あ
っ
て
は
、
一
篤
農
家
尾
山
氏
が
、
イ
ン
ド
か
ら
持
っ
て
こ
ら
れ
た
ジ
ュ
ー
ト
の

種
子
の
中
か
ら
二
本
の
新
種
を
発
見
し
、そ
の
種
子
を
拡
げ
ブ
ラ
ジ
ル
の
麻
の
自

給
を
可
能
に
す
る
一
大
産
業
と
な
し
た
。ア
マ
ゾ
ン
河
畔
の
六
千
数
百
キ
ロ
の
範

囲
に
住
む
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
も
ど
れ
だ
け
裕
福
に
し
た
か
、そ
の
功
績
は
絶
大
な
る

も
の
が
あ
る
。マ
ウ
エ
ス
郡
の
ア
マ
興
の
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
に
は
何
ら
顕
著
な
る
功

績
は
な
い
。
私
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
・
マ
ウ
ェ
ス
に
入
植
し
た
第
一
回
移
民
の
一
人
で

あ
る
が
、
人
の
成
功
、
不
成
功
は
そ
の
人
の
努
力
の
み
に
て
決
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
す
べ
て
は
運
命
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
河
畔
に
あ
る
田
舎
墓
地
の
夏
草
の
下
に
眠
る
友
は
廿
指
に
余
る
だ
ろ
う

が
、
日
本
に
帰
国
し
た
友
も
あ
る
。
あ
る
い
は
世
界
の
果
て
に
生
き
し
も
の
も
あ

ろ
う
が
、
私
の
知
る
限
り
そ
の
多
く
は
若
く
し
て
病
魔
と
闘
い
、
事
成
ら
ず
し
て

逝
き
し
者
の
み
、
こ
れ
ら
の
友
の
面
影
は
眼
前
に
彷
彿
す
る
。



白
柳
氏
は
、
一
九
九
四
年
三
月
二
十
日
、
八
十
四
歳
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。（
本

文
は
原
文
の
ま
ま
掲
載
致
し
ま
し
た
。）

〔
執
筆
者
略
歴
〕

白
柳
敏
男

（
し
ろ
や
な
ぎ
と
し
お
）

一
九
一
〇
年
、
静
岡
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
二
九
年
、ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
第
一
回
移
民
と
し
て
単
身
マ
ウ
エ
ス
に

移
住
。
一
九
七
〇
年
、
マ
ナ
オ
ス
に
移
転
。
一
九
九
四
年
三
月
二
十
日
、
八
十
四

歳
で
逝
去
。

海
外
植
民
学
校

ア
マ
ゾ
ン
開
拓
先
発
隊
の
懐
古

海
外
植
民
学
校
交
友
会
編

一
九
一
八
年
、
植
民
を
目
的
と
す
る
人
材
養
成
の
た
め
に
、
東
京
世
田
谷
に

「
海
外
植
民
学
校
」
を
創
立
し
た
校
長
で
あ
る
崎
山
比
佐
衛
氏
は
、
青
山
学
院
大

学
の
神
学
部
を
卒
業
、
一
九
一
四
年
か
ら
二
年
間
に
わ
た
り
南
米
、
北
米
を
歴
訪

し
た
。

海
外
植
民
学
校
は
、一
九
二
九
年
ま
で
に
十
一
回
の
卒
業
生
三
百
余
人
と
関
係

者
を
含
め
て
、
約
千
三
百
人
が
海
外
で
活
躍
し
て
い
る
。
崎
山
校
長
は
一
九
二
七

年
五
十
四
歳
の
時
、
再
度
南
米
に
渡
り
、
一
九
二
八
年
七
月
に
マ
ウ
エ
ス
を
訪
れ

た
。
マ
ウ
エ
ス
が
グ
ァ
ラ
ナ
の
特
産
地
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
の
訪
問
で
あ
っ



た
。
マ
ウ
エ
ス
は
風
光
明
媚
な
土
地
で
あ
り
、
こ
こ
に
移
住
者
を
入
植
さ
せ
、

グ
ァ
ラ
ナ
を
栽
培
、収
穫
し
た
実
を
加
工
し
て
販
売
す
る
構
想
を
抱
い
て
日
本
に

帰
国
し
た
。

崎
山
氏
は
帰
国
後
の
一
九
二
九
年
に
海
外
植
民
学
校
の
卒
業
生
で
あ
る
伊
藤
松

之
助
氏
を
マ
ウ
エ
ス
の
土
地
選
定
の
た
め
に
派
遣
し
た
。
一
九
三
〇
年
七
月
、
伊

藤
氏
の
選
定
し
た
土
地
登
記
の
た
め
、海
外
植
民
学
校
主
事
の
今
井
修
一
氏
が
同

校
卒
業
生
で
あ
る
宇
野
丹
治
と
共
に
マ
ウ
エ
ス
に
入
り
、五
百
町
歩
の
土
地
の
登

記
を
お
こ
な
っ
た
。

一
九
三
二
年
九
月
、
海
外
植
民
学
校
分
校
設
立
の
た
め
、
崎
山
校
長
自
ら
一
行
十

名
と
共
に
マ
ウ
エ
ス
に
移
住
し
た
。崎
山
校
長
夫
妻
は
校
舎
建
設
の
協
力
を
求
め

る
た
め
に
一
九
三
九
年
四
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
、
南
伯
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
訪

れ
マ
ウ
エ
ス
に
帰
着
し
た
。と
こ
ろ
が
帰
っ
て
み
る
と
健
康
地
と
安
心
し
て
い
た

マ
ウ
エ
ス
が
マ
ラ
リ
ア
の
発
生
に
よ
り
、留
守
番
を
し
て
い
た
人
た
ち
も
ほ
と
ん

ど
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
っ
て
い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
崎
山
校
長
も
旅
か
ら
帰
っ
て

二
ヶ
月
目
に
か
か
り
、
一
九
四
一
年
七
月
二
十
四
日
、
享
年
六
十
七
歳
で
そ
の
生

涯
を
閉
じ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
、
大
石
小
作
氏
の
耕
地
、
そ
し
て
海
外
植
民
学
校
の
耕
地
は
現

地
人
の
耕
作
地
と
な
っ
た
り
、
再
生
林
の
森
に
な
っ
て
い
る
。

・
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
先
発
隊
の
懐
古

（
一
九
五
八
年
発
行
の
海
外
植
民
学
校
校
友
会
誌
よ
り
抜
粋
）

水
と
緑
の
天
地
ア
マ
ゾ
ン
に
三
十
年
、
植
民
学
校
分
校
建
設
の
先
駆
と
し
て
、

単
身
移
住
し
、崎
山
校
長
入
植
の
基
盤
を
築
い
た
伊
藤
松
之
助
氏
の
手
記
か
ら
の



抜
粋
で
あ
る
。

鰐
と
大
蛇
の
水
境
、サ
ル
と
イ
ン
ヂ
オ
の
住
む
密
林
に
分
け
入
っ
て
ゴ
ム
液
の

採
取
、
こ
れ
が
一
般
世
人
の
ア
マ
ゾ
ン
に
対
す
る
認
識
で
あ
り
、
知
識
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
。
私
に
と
っ
て
は
、
植
民
学
校
と
世
田
谷
を
切
り

離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
に
、
崎
山
先
生
と
マ
ウ
エ
ス
と
は
「
心
同
体
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

マ
ウ
エ
ス
は
風
光
明
媚
の
地
、
減
水
期
と
も
な
れ
ば
、
浜
の
真
砂
に
も
劣
ら

ぬ
、
雪
を
も
凌
ぐ
白
砂
が
出
て
河
岸
を
覆
い
、
一
層
そ
の
美
を
増
す
の
で
あ
る
。

絶
対
の
健
康
地
と
先
生
が
太
鼓
判
を
押
し
た
マ
ウ
エ
ス
も
一
九
三
六
年
来
マ
ラ
リ

ア
の
発
生
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、先
生
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
よ
り
帰
着
後
ま
も
な
く

マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
教
会
堂
建
設
を
も
見
ず
し
て
逝
い
た
の
で
あ
る
。
交
友
と

し
て
の
我
々
に
求
遠
の
ゆ
か
り
を
持
つ
に
至
っ
た
マ
ウ
エ
ス
に
つ
い
て
、私
は
三

十
年
の
記
憶
を
辿
り
、
記
録
（
日
記
）
を
め
く
り
、
先
生
と
私
、
マ
ウ
エ
ス
と
私
、

と
い
っ
た
形
で
書
い
て
み
た
い
と
思
う
。
も
と
よ
り
不
才
の
私
、
ミ
ミ
ズ
の
戯
言

に
も
及
ば
ぬ
夢
の
う
わ
言
に
終
わ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、事
実
は
事
実
で
天
地
神

明
に
恥
ざ
る
と
こ
ろ
、こ
れ
を
な
ん
と
言
え
ど
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
殊
に
、
先
生
と
私
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
事
実
の
記
録
で

あ
っ
て
、
先
生
へ
の
讃
美
歌
で
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
ま
た
、
こ
れ
は

創
作
で
は
な
い
の
で
、勢
い
所
々
筆
を
抜
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
も
あ
る
と
言
っ

た
訳
で
、
そ
の
辺
は
諸
兄
の
洞
察
に
よ
っ
て
自
ら
明
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

私
が
先
生
の
命
を
受
け
て
一
人
マ
ウ
エ
ス
に
や
っ
て
来
た
の
は
、一
九
二
九
年

の
一
月
で
あ
っ
た
。
当
時
マ
ウ
エ
ス
に
は
、
ア
マ
輿
の
一
行
が
仕
事
を
始
め
て
い

た
。
大
石
小
作
氏
を
支
配
人
と
し
て
、
他
に
六
名
の
青
年
が
彼
を
助
け
、
内
三
名



は
校
友
で
、
唐
木
、
羽
野
、
尾
崎
の
三
君
で
あ
っ
た
。
先
生
か
ら
マ
ウ
エ
ス
郡
長

に
宛
て
た
紹
介
状
を
貰
っ
て
来
た
の
で
、
同
氏
に
私
の
来
意
を
告
げ
、
当
分
同
氏

宅
に
厄
介
に
な
る
こ
と
に
し
、
大
石
氏
に
敬
意
を
表
し
に
行
っ
た
。
一
行
は
、
前

年
九
月
に
つ
い
て
、
時
期
と
し
て
は
遅
れ
て
い
た
が
、
百
町
歩
を
伐
っ
て
の
け
、

河
岸
に
小
屋
を
建
て
、
名
実
と
も
に
戦
争
の
よ
う
な
奮
闘
を
し
て
い
た
。
私
に
対

す
る
先
生
の
命
は
、
土
地
の
獲
得
、
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
習
得
で
あ
っ
た
の
で
、
先
生

が
大
石
氏
に
依
頼
し
て
あ
っ
た
同
件
に
つ
い
て
伺
っ
た
の
み
で
、私
に
つ
い
て
は

何
も
お
願
い
し
な
か
っ
た
と
言
う
の
は
、
仕
事
は
じ
め
の
氏
の
許
に
あ
っ
て
は
、

グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
の
習
得
不
可
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

私
は
郡
長
レ
オ
ン
氏
に
頼
ん
で
、
既
成
に
就
労
す
べ
く
、
グ
ァ
ラ
ナ
耕
地
と
名

の
付
く
唯
一
の
イ
ガ
ッ
ポ
ー
耕
地
に
住
み
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
大
石
氏
が

「
伊
藤
と
言
う
奴
は
生
意
気
な
野
郎
だ
」
と
校
友
に
当
て
付
け
て
怒
っ
た
と
後
で

知
っ
た
。

土
地
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
レ
オ
ン
氏
か
ら
聞
い
た
。

先
生
が
欲
し
た
土
地
は
、
町
の
対
岸
で
ラ
ギ
ー
ニ
ョ
か
ら
上
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
ア
マ
輿
の
真
正
面
で
あ
っ
た
。
同
地
帯
に
は
、
六
、
七
家
族
の
先
住
者
が
お
り
、

こ
れ
を
入
手
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、そ
こ
を
過
ぎ
れ
ば
リ
モ
ン
河
ま
で
誰
も

お
ら
ず
、
こ
れ
が
最
適
の
土
地
で
あ
る
と
レ
オ
ン
氏
は
説
明
し
て
く
れ
た
。
私
は

早
速
先
生
に
そ
の
旨
を
報
告
し
た
。
折
り
返
し
「
よ
ろ
し
く
頼
む
」

の
日
本
語

電
報
を
受
け
た
私
は
、
翌
日
大
石
氏
を
訪
問
し
手
続
き
進
行
を
お
願
い
し
て
、
万

が
一
崎
山
先
生
が
来
な
い
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、自
分
た
ち
の
面
目
に
か
か
る

問
題
で
あ
る
か
ら
、こ
の
件
に
つ
い
て
は
積
極
的
斡
旋
は
こ
こ
ろ
良
し
と
は
し
な

い
と
言
う
の
で
、
彼
等
の
誠
意
な
き
こ
と
を
見
た
私
は
同
件
に
つ
い
て
手
を
切

り
、
先
生
が
託
し
て
お
い
た
土
地
獲
得
費
一
コ
ン
ト
を
受
け
取
っ
て
帰
っ
た
。
日



曜
を
待
っ
て
レ
オ
ン
氏
を
訪
ね
、同
氏
を
煩
わ
し
て
同
氏
推
薦
の
土
地
を
見
に
行

き
、
一
コ
ン
ト
を
氏
に
渡
し
手
続
き
方
を
依
頼
し
た
。
同
氏
は
快
諾
し
て
く
れ

た
。
こ
う
し
て
土
地
問
題
が
安
定
し
た
の
で
気
が
楽
に
な
り
、
グ
ァ
ラ
ナ
ザ
ー
ル

の
除
草
に
専
念
し
て
い
た
。
イ
ガ
ツ
ポ
ー
に
突
然
山
内
君
が
訪
ね
て
来
た
。
夢
か

と
疑
う
よ
う
な
会
合
で
あ
っ
た
。
同
君
は
卒
業
後
間
も
な
く
、
さ
ん
と
す
丸
処
女

航
海
で
渡
伯
の
折
り
、私
が
渡
航
費
稼
ぎ
に
時
事
新
報
の
地
方
専
売
店
設
置
員
と

な
っ
て
相
馬
の
中
村
に
い
た
時
、
途
中
下
車
し
て
訪
ね
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
横
浜
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
私
は
、
さ
ん
と
す
丸
船
上
で
別
れ
の
握
手
を
し

て
以
来
の
会
合
な
の
で
、
非
常
に
懐
か
し
く
語
り
明
か
し
た
よ
う
に
覚
え
て
い

る
。
私
が
マ
ウ
エ
ス
に
来
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
同
君
が
考
え
て
い
た
よ
う
な
情

実
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
彼
は
、多
い
に
共
鳴
し
ア

マ
ゾ
ン
旅
行
予
定
を
変
え
て
、
共
に
働
く
こ
と
を
約
束
し
た
。



翌
日
、
支
配
人
に
そ
の
旨
を
告
げ
、
私
の
住
み
込
み
を
止
め
て
二
人
で
自
炊
し

て
除
草
請
け
負
い
を
始
め
た
。
働
い
て
み
る
と
収
入
が
多
い
の
で
、
イ
ン
ヂ
オ
を

一
人
雇
い
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
引
い
た
エ
ン
シ
ャ
ー
ダ
の
腕
に
自
信
を
持
た
せ
、
崎

山
耕
地
伐
採
費
を
稼
ぐ
べ
く
奮
闘
し
て
い
た
あ
る
日
、イ
ン
ヂ
オ
が
カ
フ
ェ
ー
を

作
っ
て
い
た
火
の
不
注
意
で
、
グ
ァ
ラ
ナ
ザ
ー
ル
に
燃
え
広
が
り
、
除
草
未
済
の

大
半
を
焼
い
て
し
ま
っ
た
。
火
消
し
に
終
日
働
い
て
へ
と
へ
と
に
な
り
、
山
内
君

と
二
人
で
河
岸
に
出
て
、
話
す
元
気
も
な
く
地
上
に
仰
向
け
と
な
り
、
空
に
輝
く

星
を
見
な
が
ら
、こ
の
疲
れ
き
っ
た
体
が
自
分
の
体
力
で
回
復
す
る
で
あ
ろ
う
か

と
思
っ
た
ほ
ど
五
体
の
血
が
干
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。そ

ん
な
こ
と
で
せ
っ
か
く
働
い
た
金
も
手
に
入
ら
ず
、イ
ガ
ッ
ポ
ー
を
出
て
無
一
文

で
崎
山
耕
地
の
伐
採
を
始
め
た
。
ダ
ビ
デ
と
言
う
老
夫
婦
が
最
後
の
住
人
で
、

テ
ー
ラ
・
プ
レ
ッ
タ
は
彼
の
所
有
で
あ
る
と
言
っ
て
い
た
テ
ー
ラ
・
プ
レ
ッ
タ
と

言
え
ば
ア
マ
ゾ
ン
地
方
で
は
、
テ
ー
ラ
・
フ
ィ
ル
メ
の
最
肥
沃
の
土
地
で

（
こ

れ
は
イ
ン
ヂ
オ
が
住
ん
だ
跡
で
、永
年
の
耕
作
に
よ
り
黒
土
と
化
し
た
も
の
で
あ

る
）
我
々
と
し
て
は
、
そ
れ
を
手
に
入
れ
た
か
っ
た
の
で
、
ダ
ビ
デ
老
人
に
頼
ん

で
書
類
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
彼
の
所
有
は
前
面
五
百
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
お

り
、
テ
ー
ラ
・
プ
レ
ッ
タ
は
完
全
に
彼
の
所
有
外
で
あ
る
こ
と
が
解
っ
た
。
そ
こ

で
、
二
人
で
相
談
の
上
、
こ
こ
を
本
拠
と
し
て
仕
事
を
始
め
た
。
こ
こ
が
先
生
一

家
が
マ
ウ
エ
ス
に
着
い
て
、
彼
等
の
土
地
で
初
夜
の
夢
を
結
ん
だ
所
で
あ
り
、
今

宵
、
君
子
未
亡
人
が
女
手
一
つ
で
守
っ
て
い
る
所
で
あ
る
。

ダ
ビ
デ
の
家
を
越
し
て
三
軒
目
に
ア
ン
ナ
と
言
う
女
主
人
が
住
ん
で
お
り
、そ

こ
の
バ
ラ
ッ
ク
が
空
い
て
い
た
の
で
借
り
、こ
こ
か
ら
毎
朝
河
岸
の
白
砂
を
踏
ん

で
通
っ
た
。
マ
ウ
エ
ス
河
は
町
か
ら
リ
モ
ン
河
に
向
か
っ
て
進
む
の
で
、
乾
い
た



砂
を
ギ
ュ
ー
ギ
ュ
ー
踏
み
、朝
の
柔
ら
か
い
太
陽
の
光
に
目
を
細
め
な
が
ら
歩
む

我
等
の
意
気
は
昂
然
た
る
も
の
だ
っ
た
。

こ
こ
で
一
言
し
て
お
く
。一
文
無
し
で
イ
ガ
ッ
ポ
ー
を
出
た
我
等
が
ど
の
よ
う
に

し
て
仕
事
を
進
め
た
か
。
そ
こ
は
山
内
君
の
こ
と
で
あ
る
、
町
の
商
人
か
ら
伐
採

用
具
と
食
費
を
出
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
山
刈
り
を
終
わ
り
、
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、

山
内
君
は
財
布
を
叩
き
、私
は
文
無
し
で
イ
ン
ヂ
オ
が
欲
し
が
っ
て
い
た
赤
毛
布

を
渡
し
、
と
も
か
く
労
働
者
の
支
払
い
を
済
ま
せ
た
。
崎
山
一
家
を
迎
え
る
べ
く

大
き
な
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、
ア
ン
ナ
の
所
か
ら
こ
こ
に
移
っ
た
。

当
時
、
ア
マ
興
を
始
め
、
一
般
入
植
者
大
石
氏
の
如
き
頑
鉄
の
人
で
さ
え
、
バ

ラ
ッ
ク
の
新
築
祝
と
し
て
近
所
の
住
民
を
集
め
、ダ
ン
ス
会
を
開
く
の
が
習
慣
に

な
っ
て
い
た
。
私
た
ち
も
例
に
漏
れ
ず
ア
マ
興
社
員
を
始
め
、
近
所
の
人
々
、
手

伝
っ
て
く
れ
た
人
々
を
招
待
し
た
。

新
バ
ラ
ッ
ク
に
移
り
、
米
播
き
に
は
時
期
が
早
か
っ
た
の
で
、
そ
の
間
、
ア
マ

興
入
植
者
の
バ
ラ
ッ
ク
建
て
を
請
け
負
っ
た
り
、パ
ー
リ
ヤ
を
採
っ
た
り
し
て
食

費
を
稼
い
だ
。
米
を
作
れ
と
の
先
生
の
命
が
あ
っ
た
の
で
一
町
歩
播
き
、
四
十
俵

収
穫
し
た
。
米
の
収
穫
後
、
山
内
君
は
結
婚
し
ラ
モ
ス
に
出
て
商
売
を
始
め
た
。

レ
ガ
ト
ン
で
儲
け
て
今
日
の
大
成
を
見
る
に
至
っ
た
。山
内
君
が
出
て
一
人
と
な

り
、
エ
ン
シ
ャ
ー
ダ
を
引
き
な
が
ら
走
馬
灯
の
如
く
私
の
頭
を
過
ぎ
る
も
の
は
、

先
生
は
果
た
し
て
来
る
で
あ
ろ
う
か
。
来
る
と
す
れ
ば
い
つ
頃
か
、
そ
の
こ
と
だ

け
が
行
き
来
し
て
一
日
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。夜
に
な
る
と
先
生
宛
て
に
手

紙
を
書
く
の
が
日
課
で
あ
っ
た
。
先
生
か
ら
も
絶
え
ず
音
信
が
あ
っ
た
。
学
校
の

経
営
難
を
訴
え
、諸
先
生
方
の
給
料
支
払
い
も
滞
り
が
ち
で
心
は
矢
の
如
く
マ
ウ

エ
ス
に
走
れ
ど
も
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
い
つ
行
け
る
か
見
通
し
が
つ
か
な
い
と



言
っ
て
来
た
。
先
生
は
手
紙
の
中
に
い
つ
で
も
マ
ウ
エ
ス
を
祝
し
、
耕
地
の
上

に
、
私
の
上
に
、
主
の
恵
み
豊
か
な
ら
ん
こ
と
を
祈
る
と
書
く
の
を
忘
れ
な
か
っ

た
。先

生
の
渡
伯
日
時
不
確
定
の
報
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ

た
。そ
れ
は
同
盟
国
か
ら
突
然
国
交
断
絶
状
を
叩
き
つ
け
ら
れ
た
も
同
然
で
あ
っ

た
。
と
言
う
の
は
、
モ
ヂ
ア
ナ
の
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
で
こ
ち
ら
に
来
る
こ
と
を
引

き
受
け
た
時
、
た
だ
一
つ
私
は
条
件
を
つ
け
た
。
そ
れ
は
先
生
が
再
渡
伯
後
、
私

が
帰
国
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
は
快
諾
し
た
。
日
本
に
帰
っ
て
一
年
位
で
一

家
を
ま
と
め
て
来
る
と
約
束
し
た
。

私
の
帰
国
は
、
国
を
出
る
時
の
両
親
と
の
約
束
を
果
た
す
た
め
の
、
私
の
一
身
上

の
こ
と
も
あ
っ
た
。

山
内
君
の
協
力
を
得
て
、
山
を
刈
り
バ
ラ
ッ
ク
を
建
て
、
米
を
作
っ
て
一
日
千

秋
の
思
い
で
先
生
を
待
っ
て
い
た
私
に
は

「
と
ん
ぼ
釣
り
今
日
は
ど
こ
ま
で

行
っ
た
や
ら
」
と
母
の
心
境
が
同
感
で
き
た
。
曇
り
が
ち
な
心
を
抱
え
て
過
ご
す

日
が
多
く
な
っ
た
。
あ
る
日
、
今
井
先
生
が
宇
野
君
を
同
伴
し
て
や
っ
て
来
た
。

今
井
先
生
は
、
先
生
の
心
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
周
囲
の
事
情
が
そ
れ
を
許
さ

ず
、
現
在
の
と
こ
ろ
い
つ
渡
伯
で
き
る
か
は
っ
き
り
し
な
い
旨
を
告
げ
、
ア
マ
ゾ

ン
分
校
設
置
運
動
に
つ
い
て
土
地
所
有
権
が
必
要
な
の
で
、そ
の
手
続
き
方
々
マ

ウ
エ
ス
視
察
に
来
た
と
語
っ
た
。
そ
れ
で
早
速
町
に
行
き
、
登
記
所
を
訪
ね
て
地

権
を
取
っ
た
。
先
生
の
委
任
状
が
な
い
の
で
、
不
在
地
主
の
登
記
不
可
と
あ
っ

て
、
名
義
は
今
井
修
一
と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
名
義
変
更
を
し
た
か
否
か
は

私
の
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
土
地
名
は
ボ
ン
・
ジ
ェ
ズ
ー
ズ
で
あ
る
。

在
学
当
時
の
今
井
先
生
の
印
象
は
、い
つ
も
コ
テ
コ
テ
と
ポ
マ
ー
ド
を
つ
け
た



髪
を
き
ち
ん
と
分
け
て
、
後
方
に
二
、
三
本
の
後
れ
毛
を
立
て
、
凡
帳
面
な
表
情

を
し
、
木
で
鼻
を
か
ん
だ
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
二
十
日
余
り
寝
食
を
共
に

し
て
見
る
と
、
そ
れ
は
反
対
で
情
実
豊
か
な
先
生
で
あ
っ
た
。
気
を
ひ
い
て
み
る

と
、
自
分
は
マ
ウ
エ
ス
に
来
る
意
志
は
な
い
と
正
直
な
こ
と
を
言
っ
た
。
君
ら
の

よ
う
な
感
激
、
情
熱
は
自
分
に
は
起
き
な
い
と
言
っ
た
。

使
命
を
果
た
し
た
今
井
先
生
は
、宇
野
君
を
残
し
て
マ
ナ
オ
ス
を
見
て
南
下
す

べ
く
別
れ
て
い
っ
た
。
別
れ
る
に
先
立
っ
て
、
宇
野
君
を
こ
こ
に
置
い
て
も
ら
え

る
だ
ろ
う
か
と
言
う
の
で
、私
は
無
給
で
働
く
の
な
ら
と
の
条
件
の
も
と
に
引
き

受
け
た
。
私
に
と
っ
て
は
口
が
一
つ
増
え
た
訳
で
あ
る
。

宇
野
君
が
慣
れ
る
の
を
待
っ
て
私
は
ア
マ
興
に
日
給
稼
ぎ
に
行
き
、一
週
間
働

い
て
帰
っ
て
み
る
と
、
彼
は
ム
ク
イ
ン
に
や
ら
れ
夜
も
眠
れ
な
い
と
言
っ
て
い

た
。
私
は
ア
マ
ゾ
ン
に
来
て
第
一
に
受
け
る
洗
礼
で
、
そ
の
う
ち
に
慣
れ
る
と
彼

に
言
っ
た
。
慣
れ
る
と
い
う
こ
と
は
動
作
に
お
い
て
は
、
そ
の
熟
練
、
上
達
で
あ

り
、
精
神
的
に
は
事
に
当
た
っ
て
の
感
情
麻
痺
で
あ
る
。
水
中
に
糞
を
た
れ
尿
を

放
ち
、
そ
の
水
を
飲
む
と
言
っ
た
ら
諸
兄
は
驚
く
で
あ
ろ
う
。
好
ん
で
水
中
に
糞

を
す
る
訳
で
は
な
い
。
横
断
す
る
の
に
一
時
間
半
も
か
か
る
の
で
あ
る
か
ら
、
腹

の
調
子
の
悪
い
時
は
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
。
こ
ち
ら
に
来
た
当
時
、
一
緒
に
カ
ノ
ア

を
漕
い
で
い
た
土
人
が
川
に
小
便
を
し
、少
し
過
ぎ
て
用
水
を
汲
ん
で
飲
む
の
を

見
て
変
な
感
じ
が
し
た
。
し
か
し
、
考
え
て
み
れ
ば
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
は
用
水

を
水
瓶
に
汲
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
と
は
思
い
な
が
ら
も
、
直
接
川
水
を
汲
ん
で

飲
む
気
に
は
な
れ
ず
、渇
き
を
し
の
ん
で
家
に
着
い
て
か
ら
水
瓶
の
水
を
飲
む
と

言
っ
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
も
い
つ
慣
れ
る
と
も
な
く
慣
れ
る
の
で
あ
る
。
用
水
を

飲
ん
で
生
活
し
て
い
な
が
ら
、
汚
物
は
一
切
川
に
投
げ
捨
て
る
。
水
は
三
寸
流
れ



ば
清
ま
る
か
。ム
ク
イ
ン
に
負
け
る
と
炎
症
を
起
こ
し
て
フ
ェ
リ
ー
ダ

（
傷
）

に
な
る
。

宇
野
君
は
詩
人
的
な
男
で
、
日
曜
に
は
い
ろ
い
ろ
語
り
な
が
ら
過
ご
し
た
。
軍

隊
生
活
に
入
っ
た
新
兵
古
兵
の
感
じ
で
、話
し
て
い
る
中
に
も
私
の
ほ
う
が
ア
マ

ゾ
ン
の
水
を
多
く
飲
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
点
が
感
じ
ら
れ
た
。
私
は
、
次
の
週

働
く
べ
く
月
曜
の
未
明
に
カ
ノ
ア
を
仕
立
て
て
ア
マ
興
に
行
っ
た
。マ
ナ
オ
ス
発

信
で
今
井
先
生
か
ら
手
紙
が
来
て
い
た
。

滞
在
中
の
謝
意
と
私
の
結
婚
問
題
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
で
マ
ウ
エ
ス
の
自
然
に
触
れ
て
お
こ
う
。
当
地
方
は
雨
期
と
乾
期
、
増

水
期
と
減
水
期
と
に
分
か
れ
て
い
る
。
十
一
月
か
ら
四
月
が
雨
期
で
、
も
っ
と
も

雨
の
多
い
の
は
二
月
か
三
月
で
あ
る
。
バ
イ
シ
ョ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
と
ア
ル
ト
・
ア

マ
ゾ
ナ
ス
に
よ
っ
て
差
は
あ
る
。
ソ
リ
モ
ン
エ
ス
、
マ
デ
ィ
ラ
河
は
四
月
半
ば
に

減
水
し
始
め
る
。
当
地
方
は
六
月
半
ば
か
ら
始
ま
り
、
十
月
末
ま
で
減
水
す
る
。

減
水
期
か
ら
増
水
期
に
入
る
の
は
覿
面
で
、減
水
が
止
ま
っ
た
と
思
う
瞬
間
増
水

し
て
く
る
。
自
然
美
は
な
ん
と
言
っ
て
も
乾
燥
期
で
、
六
、
七
月
と
も
な
れ
ば
分

校
地
側
か
ら
ア
マ
輿
岸
に
向
け
、
風
に
抗
し
て
淡
黄
色
の
小
さ
な
蝶
が
、
ひ
ら
り

ひ
ら
り
と
、
そ
れ
は
一
つ
の
乱
れ
も
な
く
一
斉
に
対
岸
目
指
し
て
飛
ん
で
い
く
。

こ
れ
が
終
日
い
つ
果
て
る
と
も
な
く
、
あ
る
期
間
毎
日
続
く
の
で
あ
る
。
実
に
無

数
で
あ
る
。
無
数
と
言
う
言
葉
は
こ
ん
な
状
態
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

月
の
美
は
や
は
り
八
月
、
満
月
時
は
河
岸
に
下
り
て
、
こ
の
頃
か
ら
現
れ
て
く

る
岩
に
腰
掛
け
て
月
見
を
す
る
。
空
に
一
点
の
曇
り
な
く
、
星
の
光
も
消
え
る
よ

う
な
月
光
が
水
面
に
輝
く
、
夜
は
風
が
な
く
て
、
さ
ざ
波
に
映
え
る
月
影
、
金
波

銀
波
、
万
金
に
勝
る
眺
め
で
あ
る
。
昼
は
九
時
頃
か
ら
風
が
出
て
、
対
岸
か
ら
吹



い
て
く
る
。
波
は
終
日
岸
辺
を
洗
う
。
マ
ウ
エ
ス
に
来
て
の
当
時
は
、
こ
の
ゴ
ロ

ゴ
ロ
と
い
う
音
が
カ
ー
マ

（
ベ
ッ
ド
）

に
横
に
な
っ
て
も
耳
に
残
る
。赤
道
直

下
で
あ
る
の
で
、
日
光
の
直
射
は
強
く
、
小
蟻
を
巣
か
ら
取
っ
て
放
り
出
せ
ば
見

て
い
る
間
に
焼
け
死
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
目
陰
に
入
れ
ば
実
に
涼
し
い
。
こ
の
風
は

自
然
の
大
扇
風
機
で
、
強
い
日
光
の
直
射
を
浴
び
て
働
く
も
の
を
潤
す
の
で
あ

る
。
水
ま
た
水
の
ア
マ
ゾ
ン
は
河
ま
た
河
で
湖
水
も
多
く
従
っ
て
魚
が
豊
富
だ
。

魚
類
に
お
い
て
は
世
界
第
一
と
言
わ
れ
る
が
、日
常
の
食
膳
に
供
せ
ら
れ
る
の
は

小
範
囲
で
、
ジ
ャ
ラ
キ
、
タ
ン
パ
キ
、
ツ
ク
ナ
レ
、
ア
カ
ラ
等
で
あ
る
。

商
品
価
値
の
あ
る
物
で
は
、
ピ
ラ
ル
ク
が
一
位
を
占
め
る
。
ピ
ラ
ニ
ヤ
は
種
類

が
多
く
ピ
ラ
ニ
ヤ
・
プ
レ
ッ
タ
は
そ
の
最
大
な
も
の
で
、
歯
は
鋭
く
、
た
ま
に
は

釣
り
針
を
食
い
切
る
ほ
ど
で
あ
る
。
ぺ
ス
カ
に
も
種
々
の
方
法
が
あ
り
、
主
に
呼

び
釣
り
で
あ
る
。ピ
ラ
ニ
ヤ
は
釣
り
竿
で
ゴ
ボ
ゴ
ボ
と
音
を
立
て
て
ピ
ラ
ニ
ャ
を

呼
ぶ
。
タ
ン
パ
キ
は
木
の
実
を
食
う
魚
で
、
増
水
期
に
水
中
林
に
水
が
侵
入
し
て

く
る
と
、
ボ
ン
ガ
と
い
う
物
で
木
の
実
が
水
中
に
落
ち
る
音
を
真
似
し
て
釣
る
。

ツ
ク
ナ
レ
は
鮎
式
で
餌
の
な
い
針
に
赤
白
の
布
を
つ
け
、な
ぎ
な
た
流
に
水
面
を

撫
で
る
と
小
魚
と
間
違
い
飛
び
つ
い
て
く
る
。

ピ
ラ
ル
ク
は
肺
を
有
し
時
々
浮
か
び
上
が
っ
て
呼
吸
を
す
る
が
、そ
れ
は
瞬
間

の
こ
と
で
あ
り
、
魚
体
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
土
人
は
水
の
動
き
を
見

て
見
当
を
つ
け
、
投
槍
の
先
に
銛
を
つ
け
、
銛
に
は
紐
を
つ
け
、
そ
れ
に
浮
き
を

つ
け
た
も
の
で
射
止
め
る
。
大
な
る
物
は
骨
抜
き
で
八
十
キ
ロ
位
の
も
の
が
い

る
。ペ

イ
シ
・
ボ
イ
は
草
食
魚
で
水
牛
で
な
く
魚
牛
で
、
牛
と
異
な
る
点
は
角
が
な

い
の
と
、
足
が
ヒ
レ
に
変
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
鯨
の
よ
う
に
頭
に
穴
が
あ
り
、



ブ
ー
ウ
ブ
ー
ウ
と
水
煙
を
立
て
て
息
を
吹
き
出
す
。
ペ
イ
シ
・
ポ
イ
の
雌
牡
と
も

に
生
殖
器
が
人
間
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
言
う
が
、私
は
お
目
に
か

か
っ
て
い
な
い
。
十
月
か
ら
は
投
網
の
時
期
で
ジ
ャ
ラ
キ
を
は
じ
め
、
雑
多
な
小

魚
を
捕
る
。
ジ
ャ
ラ
キ
は
清
水
魚
で
マ
ウ
エ
ス
の
よ
う
な
リ
オ
・
プ
レ
ッ
ト
に
棲

む
が
、
濁
川
に
出
て
産
卵
す
る
の
で
群
を
な
し
て
下
る
。
こ
れ
が
十
二
月
半
か
ら

一
月
末
ま
で
続
く
。

群
れ
を
迫
っ
て
投
網
で
捕
る
の
で
あ
る
が
、
ど
ん
な
素
人
に
も
捕
れ
る
の
で
、
二

十
か
ら
三
十
隻
の
カ
ノ
ア
が
出
て
群
れ
を
追
う
様
は
壮
観
で
あ
る
。

山
狩
り
と
し
て
、
コ
チ
ア
、
パ
ッ
カ
、
タ
ツ
ー
等
を
始
め
と
し
て
鹿
、
山
豚
、

ア
ン
タ
等
。
鳥
類
で
は
ム
ツ
ン
、
ジ
ャ
ク
ー
、
イ
ナ
ン
ブ
ー
等
が
あ
り
、
ラ
ー
ゴ

に
行
け
ば
、
パ
ト

（
鴨
）、
ガ
ル
サ

（
白
鷺
）、
マ
グ
ア
リ
ー
（
鶴
）
等
が
群
れ

を
な
し
て
い
る
。
先
住
人
は

「
明
日
の
こ
と
を
思
い
煩
う
こ
と
な
か
れ
」
を
、
地

で
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。常
食
は
マ
ン
ジ
ョ
ッ
カ
粉
で
半
町
歩
も
植
え
れ
ば
一

年
の
食
料
が
あ
り
、
グ
ァ
ラ
ナ
を
二
百
～
三
百
本
あ
れ
ば
衣
類
が
補
わ
れ
る
と

い
っ
た
具
合
で
発
展
性
は
な
い
。

州
政
府
の
賄
い
と
し
て
も
、
自
然
ゴ
ム
、
カ

ス
タ
ー
ニ
ヤ
が
主
で
あ
り
農
業
と
し
て
は
、近
年
ア
マ
産
会
社
と
殖
民
の
努
力
で

成
功
し
た
ジ
ュ
ー
ト
産
業
が
あ
る
く
ら
い
の
も
の
で
あ
る
。最
近
は
鉱
業
方
面
に

目
を
つ
け
開
発
に
努
め
て
い
る
が
、
資
本
と
技
術
に
乏
し
い
国
と
し
て
は
、
勢
い

外
国

（
ア
メ
リ
カ
）

に
頼
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
成
績
は
上
が
っ
て
い
な
い
。
ア
マ

ゾ
ン
地
帯
に
お
け
る
鉱
物
類
の
豊
富
な
こ
と
は
、ユ
ネ
ス
コ
派
遣
で
あ
る
坂
本
教

授
の
証
言
の
ご
と
く
で
あ
る
。多
方
面
に
わ
た
る
技
術
と
資
本
を
持
つ
大
ア
マ
ゾ

ン
で
あ
る
。

一
九
三
二
年
五
月
、
私
は
イ
ン
ヂ
オ
の
娘
と
結
婚
し
た
。
同
年
七
月
、
先
生
か
ら



一
家
を
ま
と
め
て
渡
伯
決
行
、
八
月
ベ
レ
ー
ン
入
港
、
同
市
ま
で
出
迎
え
せ
よ
と

の
命
を
受
け
た
。

マ
ウ
エ
ス
を
後
に
し
た
伊
藤
氏
は
、
マ
ナ
オ
ス
に
転
居
し
て
日
系
団
体
の
通
訳
を

さ
れ
て
い
た
。
氏
の
お
世
話
に
な
っ
た
方
は
大
勢
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
編
集
子
宅
に
も
何
度
か
足
を
伸
ば
さ
れ
、
ク
ラ
ボ
と
い
う
柑
橘
類
が
大
好
き

で
あ
っ
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
る
。
同
氏
は
既
に
他
界
さ
れ
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
。

高
拓
生

ア
マ
ゾ
ン
移
住
者
の
記
録パ

ラ
ー
高
拓
会
編

・
ア
マ
ゾ
ン
入
植
の
幕
開
け

一
九
二
六
年
、当
時
の
駐
伯
日
本
全
権
大
使
田
付
七
太
は
水
路
パ
ラ
ー
州
を
公
式

訪
問
し
た
が
、こ
れ
を
知
っ
た
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
は
是
非
と
も
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

訪
問
も
実
施
し
て
欲
し
い
と
大
使
に
要
請
し
た
結
果
、受
け
入
れ
て
マ
ナ
オ
ス
市

を
訪
問
し
た
。

当
時
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
は
ゴ
ム
産
業
も
衰
退
し
て
お
り
、他
に
目
立
っ
た
産
業
は

な
く
、日
本
人
移
住
者
を
導
入
し
て
全
地
域
の
農
業
開
発
を
計
画
し
て
い
た
た
め



と
、
ま
た
、
パ
ラ
ー
州
知
事
が
日
本
政
府
に
対
し
て
百
万
町
歩
の
土
地
の
無
償
譲

渡
を
申
し
込
ん
で
い
た
こ
と
に
刺
激
さ
れ
、パ
ラ
ー
州
と
同
様
に
百
万
町
歩
の
土

地
の
無
償
譲
渡
を
申
し
入
れ
た
。

田
付
大
使
は
帰
京
後
、同
大
使
一
行
の
通
訳
官
と
し
て
同
行
し
た
粟
津
金
六
に

対
し
、
同
氏
の
名
前
で
コ
ン
セ
ッ
ソ
ン
契
約
を
締
結
す
る
よ
う
に
勧
め
た
。
栗
津

金
六
は
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
を
訪
問
し
て
新
市
場
調
査
中
の
東
京
の
実
業
家
中
西
源
三

郎
と
話
し
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
申
し
出
の
百
万
町
歩
を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
、

一
九
二
七
年
二
月
マ
ナ
オ
ス
市
を
訪
問
し
譲
渡
契
約
を
締
結
し
た
。

一
九
二
七
年
三
月
八
日
の
州
官
報
に
て
、
一
九
二
六
年
十
月
二
十
日
付
け
法
令
・

第
一
一
四
号
、
第
三
条
、
Ｅ
、
Ｋ
項
に
基
づ
き
、
二
年
間
の
期
限
で
百
万
町
歩
の

土
地
内
の
選
択
を
す
る
権
利
の
許
可
が
発
表
さ
れ
た
。

次
い
で
、
三
月
十
一
日
に
は
両
者
の
間
で
二
年
間
の
選
択
契
約
が
署
名

さ
れ
た
。百
万
町
歩
も
あ
る
遊
休
地
内
で
の
選
択
権
な
の
で
い
ろ
い
ろ
な
選
択
が

考
え
ら
れ
た
が
、
結
局
次
の
よ
う
な
方
法
が
決
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
次
の
よ

う
に
指
定
さ
れ
た
い
ず
れ
か
の
地
域
の
百
万
町
歩
を
選
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。

（
一
）

ス
ク
ン
ド
リ
河
、
カ
ヌ
マ
河
、
マ
デ
ィ
ラ
河
。
右
岸
を
境
界
と
し
、

パ
ラ
ナ
・
ド
・
ラ
ー
モ
ス
河
、
パ
ラ
ウ
ア
リ
河
、
左
岸
奥
行
、
南

へ
第
六
平

行
線
ま
で
。

（
二
）

ソ
リ
モ
ン
エ
ス
河
右
岸
、
コ
ア
リ
と
テ
フ
エ
河
間
の
地
域
。
前
者

は
右
岸
、
後
者
は
左
岸
奥
行
、
第
六
平
行
線
ま
で
。

（
三
）

ネ
グ
ロ
河
、
右
岸
地
域
、
カ
プ
リ
河
右
岸
と
チ
ン
ビ
ー
ラ
河
。
左

岸
を
境
界
と
し
て
、
第
三
十
平
行
線
ま
で
。
子
午
線
六
十
三
度
に

相
当
す

る
。



二
年
間
の
選
択
契
約
と
は
、
契
約
締
結
後
、
一
年
間
の
間
に
認
可
責
任
者
は
指

定
地
域
の
調
査
を
行
い
、
会
社
を
設
立
す
る
。
そ
し
て
一
個
所
の
地
域
ま
た
は
連

続
す
る
地
域
を
合
計
百
万
町
歩
ま
で
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
。こ
の
条
件
を
満

た
し
た
後
、
一
年
間
に
入
植
地
を
建
設
す
る
。

粟
津
、
山
西
両
名
が
百
万
町
歩
無
償
譲
渡
の
契
約
を
行
っ
た
も
の
の
、
ア
マ
ゾ

ン
開
発
に
は
多
額
の
経
費
と
技
術
及
び
長
期
間
を
要
し
実
施
不
可
能
と
の
こ
と
が

判
明
し
た
の
で
、
田
付
大
使
は
、
熊
本
県
出
身
で
神
戸
高
等
商
業
学
校
の
同
輩
で

あ
る
粟
津
金
六
及
び
神
戸
商
高
よ
り
調
査
に
派
遣
さ
れ
て
帰
国
し
た
同
高
の
後
輩

辻
小
太
郎
を
呼
び
、
ア
マ
ゾ
ン
開
発
の
諸
細
目
を
検
討
の
上
、
調
査
に
必
要
な
る

経
費
下
付
申
請
を
行
っ
た
結
果
五
百
円
の
補
助
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
た
。

一
九
三
〇
年
、
上
塚
は
渡
伯
し
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
に
在
住
す
る
各
分
野
の
専
門

家
、
技
術
者
二
十
名
を
集
め
て
調
査
団
を
組
織
し
ア
マ
ゾ
ン
に
向
か
っ
た
。
マ
ナ

オ
ス
市
に
到
着
し
た
同
調
査
団
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
ド
ル
バ
ル
ポ
ル
ト
の
好
意

に
よ
り
、
モ
ー
タ
ー
船
を
傭
船
し
て
ア
マ
ゾ
ン
中
流
を
調
査
し
た
結
果
、
イ
タ
コ

ア
チ
ア
ラ
町
よ
り
パ
リ
ン
チ
ン
ス
町
を
中
心
と
し
た
地
点
に
百
万
町
歩
の
土
地
を

選
定
し
、
同
時
に
パ
リ
ン
チ
ン
ス
町
よ
り
下
流
の
ヴ
ィ
ラ
・
バ
チ
ス
タ
耕
地
を
購

入
し
て
本
部
基
地
と
定

め
、
こ
れ
を
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
と
命
名
し
た
。
そ
し
て
調
査
団
の
一
部
を
現

地
に
残
し
て
直
ち
に
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
施
設
の
建
設
を
開
始
し
た
。調
査

終
了
後
マ
ナ
オ
ス
に
帰
着
し
た
上
塚
司
、粟
津
金
六
等
は
調
査
結
果
を
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
知
事
に
報
告
す
る
と
同
時
に
土
地
の
譲
渡
契
約
書
を
粟
津
金
六
よ
り
上
塚
司

名
義
に
変
更
し
た
。



上
塚
司
は
ヴ
ィ
ラ
・
バ
チ
ス
タ
を
購
入
す
る
と
、
直
ち
に
パ
リ
ン
チ
ン
ス
郡
長

外
官
憲
を
招
待
し
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
の
起
工
式
を
盛
大
に
行
い
、同
研

究
所
内
に
農
事
部
、
気
象
観
測
所
、
病
院
、
実
業
訓
練
所
の
四
部
門
を
設
け
、
各

部
門
の
責
任
者
を
定
め
、
粟
津
金
六
を
所
長
に
任
命
し
た
。
前
記
四
部
門
は
決
定

す
る
と
同
時
に
、
各
責
任
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
必
要
な
る
道
路
、
職
員
宿

舎
、
売
店
、
農
事
試
験
場
、
病
院
、
港
湾
等
の
建
設
を
開
始
し
た
。

・
国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
の
設
立

一
九
三
〇
年
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
調
査
を
終
了
し
て
帰
国
し
た
上
塚
司
は
、
言

葉
、
風
俗
、
習
慣
も
知
ら
な
い
多
数
の
邦
人
移
住
者
を
異
国
の
地
に
送
り
出
す
こ

と
は
、
必
ず
烏
合
の
衆
の
団
体
と
な
り
、
種
々
の
問
題
が
起
こ
る
こ
と
を
懸
念
し

て
、
各
グ
ル
ー
プ
の
中
心
人
物
と
な
る
人
材
の
養
成
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
、

東
京
世
田
谷
に
あ
る
国
士
舘
武
道
専
門
学
校
内
に
国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
を
設
立

し
て
中
等
学
校
卒
業
以
上
の
資
格
あ
る
生
徒
の
募
集
を
始
め
た
。

入
学
し
た
生
徒
に
対
す
る
授
業
は
南
米
地
理
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
農
業
、
土
木
、

農
産
加
工
、
獣
医
学
、
体
育
等
で
あ
り
、
一
九
三
一
年
に
至
り
第
一
回
卒
業
生
四

七
名
を
送
り
出
し
た
。

入
学
し
た
生
徒
の
家
庭
は
、
ほ
と
ん
ど
中
流
家
庭
以
上
の
子
弟
で
あ
り
、
鍬
も

鎌
も
握
っ
た
こ
と
の
な
い
者
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
農
業
実
習
の
必
要
を
感

じ
、
農
地
の
あ
る
場
所
に
学
校
を
移
す
こ
と
を
計
画
し
調
査
し
た
結
果
、
小
田
急

沿
線
の
登
戸
に
約
二
町
歩
の
土
地
を
購
入
し
て
、
校
舎
新
築
を
開
始
し
た
。
名
前

も
日
本
高
等
拓
殖
学
校
と
改
名
し
、
辻
小
太
郎
を
主
事
に
任
命
し
た
。
こ
の
た

め
、
第
二
回
生
は
二
学
期
ま
で
は
所
定
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
第



三
学
期
は
校
舎
が
未
完
成
で
あ
り
、
生
徒
は
付
近
の
農
家
に
分
宿
し
、
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
ず
、
道
路
工
事
な
ど
に
従
事
し
た
。

そ
の
他
卒
業
生
家
族
、ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
従
業
員
家
族
等
が
百
五
十
名

渡
伯
し
た
。

百
万
町
歩
の
土
地
無
償
譲
渡
契
約
は
、
連
邦
政
府
を
通
せ
ず
、
単
に
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
知
事
と
粟
津
金
六
、
山
西
源
三
郎
と
の
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一

九
三
四
年
に
至
り
、ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
新
憲
法
第
一
三
〇
条
を
発
布
し
て
一
万
町

歩
以
上
の
外
国
人
に
対
す
る
売
買
、譲
渡
等
は
連
邦
政
府
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば

成
立
し
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
上
塚
司
は
百
万
町
歩
の
譲
渡
契
約
が

連
邦
政
府
に
て
問
題
化
す
る
こ
と
を
懸
念
し
て
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
に
対
し

て
、
連
邦
政
府
が
こ
の
契
約
を
承
認
す
る
よ
う
依
頼
し
た
が
、
当
時
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
台
頭
し
て
お
り
、政
府
要
人
に
は
百
万
町
歩
の
土
地
を
譲

渡
す
る
こ
と
は
国
防
上
好
ま
し
く
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の
意
見
が
強
く
、つ
い
に

譲
渡
契
約
に
関
す
る
契
約
書
は
無
効
と
な
っ
た
。
ま
た
、
日
本
国
内
に
お
い
て

も
、
満
蒙
進
出
の
気
運
が
強
く
、
日
本
人
の
ア
マ
ゾ
ン
進
出
に
対
し
て
の
反
対
の

者
も
あ
り
、
加
え
る
に
第
一
回
生
、
第
二
回
生
の
帰
国
者
の
話
に
よ
り

ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
内
情
も
悲
観
的
な
報
告
に
よ
っ
て
入
学
希
望
者
が
少
な
く
な
っ

た
た
め
と
、
百
万
町
歩
の
コ
ン
セ
ッ
ソ
ン
を
失
っ
た
今
日
、
日
本
高
等
拓
殖
学
校

を
経
営
し
て
指
導
者
を
養
成
す
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、せ
っ

か
く
大
き
な
理
想
と
希
望
を
持
っ
て
創
立
し
た
日
本
高
等
拓
殖
学
校
を
、涙
を
飲

ん
で
閉
鎖
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。そ
の
後
閉
鎖
さ
れ
た
高
拓
は
陸
軍
に
買
収
さ

れ
て
陸
軍
科
学
研
究
所
に
変
身
し
た
。



・
ボ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
、
ア
ン
ジ
ラ
模
範
移
住
地
の
建
設

一
九
三
一
年
に
渡
伯
し
た
第
一
回
生
四
二
名
は
農
業
実
習
所
訓
練
生
と
し
て
約
五

十
町
歩
の
耕
地
と
し
て
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
敷
地
内
を
伐
採
し
て
カ
ス
タ
ー
ニ

ヤ
、
グ
ァ
ラ
ナ
、
米
、
マ
ン
ジ
ョ
カ
等
を
植
え
付
け
た
が
一
年
間
の
実
習
が
終
了

す
る
と
共
に
個
人
的
に
入
植
す
る
土
地
を
選
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
結
果
、ラ
ー

モ
ス
河
の
支
流
ウ
イ
ク
ラ
ッ
パ
河
岸
に
風
光
明
媚
で
健
康
的
高
台
を
入
植
地
と
決

定
し
、
ボ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
と
名
づ
け
た
。

し
か
し
、
一
年
間
の
実
習
に
よ
り
食
料
品
も
少
な
く
、
娯
楽
も
少
な
く
、
ま
た

農
産
物
の
販
売
市
場
も
少
な
い
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
営
農
す
る
こ
と
は
将
来
性
が
な

い
と
見
切
り
を
付
け
た
第
一
回
生
の
半
数
以
上
は
南
伯
に
転
住
し
、ま
た
は
帰
国

し
、
一
部
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
所
員
と
し
て
残
留
し
た
結
果
、
十
九
名
が

入
植
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

入
植
し
た
一
回
生
は
直
ち
に
カ
ス
タ
ー
ニ
ャ
、
グ
ァ
ラ
ナ
、
米
等
を
植
え
付
け

て
入
植
第
一
歩
を
開
始
し
た
が
、一
九
三
三
年
ア
ン
ジ
ラ
模
範
移
住
地
の
開
設
に

伴
い
、
御
薗
福
衛
、
泉
桂
治
、
佐
藤
行
夫
、
日
高
正
治
、
有
田
忠
夫
、
国
宗
淳
、

馬
場
三
郎
、
金
子
玄
三
生
、
小
山
松
喜
、
大
平
茂
登
吉
、
吉
村
明
の
十
一
名
が
ア

ン
ジ
ラ
へ
転
住
し
、
大
石
隆
大
家
族
が
残
留
し
た
。
そ
の
後
、
大
石
隆
人
も

ジ
ュ
ー
ト
栽
培
の
た
め
、
低
湿
地
帯
に
転
住
し
た
の
で
、
第
三
回
生
の
森
進
一
郎

が
耕
地
を
譲
り
受
け
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

一
九
三
二
年
第
二
回
生
は
渡
伯
し
た
が
、ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
所
長
粟
津
金

六
は
、
す
で
に
南
伯
地
域
に
在
住
す
る
邦
人
移
住
者
が
、
肥
沃
な
土
地
で
営
農

し
、
優
秀
な
成
績
を
上
げ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
は
強
酸
性
の
痩
せ

地
で
生
産
性
が
な
く
、
交
通
不
便
で
あ
り
、
ま
た
マ
ラ
リ
ア
病
が
猛
威
を
振
る
う



熱
帯
地
で
営
農
す
る
こ
と
に
危
倶
を
感
じ
て
お
り
、こ
の
こ
と
を
上
塚
氏
に
進
言

し
た
。

し
か
る
に
辻
小
太
郎
の
意
見
は
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
を
主
幹
作
物
と
し
て
営
農
を
行

え
ば
ア
マ
ゾ
ン
開
発
は
可
能
で
あ
る
と
の
意
見
で
、上
塚
司
も
そ
の
意
見
に
同
調

し
た
た
め
、
両
者
の
意
見
が
対
立
し
粟
津
金
六
は
辞
任
す
る
こ
と
を
申
し
出
た
。

そ
の
た
め
、
一
九
三
三
年
一
月
、
辻
小
太
郎
が
渡
伯
し
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
研
究
所
所

長
に
就
任
し
た
が
、す
で
に
渡
伯
し
て
い
た
第
二
回
生
は
両
者
の
意
見
に
惑
わ
さ

れ
て
多
数
の
者
が
南
伯
の
移
住
地
に
転
住
し
た
。

辻
小
太
郎
は
一
九
三
三
年
に
渡
伯
す
る
第
三
回
生
に
、こ
の
不
穏
な
空
気
の
中

で
一
年
間
の
農
業
実
習
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
か
え
っ
て
害
が
あ
る
と
考
え
、新
移

住
地
を
建
設
し
て
直
接
入
植
さ
せ
る
こ
と
を
計
画
し
た
。

ラ
ー
モ
ス
河
沿
い
に
約
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
在
る
ア
ン
ジ
ラ
地
区
を
新

入
植
地
と
決
定
し
て
、
こ
れ
を
ア
ン
ジ
ラ
模
範
移
住
地
と
命
名
し
た
。
同
移
住
地

に
は
、
ボ
ア
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
移
住
地
よ
り
転
住
し
た
一
回
生
十
一
名
と
二
回
生

の
残
住
者
の
一
部
及
び
、
三
回
生
全
員
が
入
植
し
て
、
越
智
栄
が
所
長
に
、
高
相

正
寿
が
副
所
長
に
就
任
し
た
。

し
か
る
に
、
こ
れ
ら
高
拓
生
の
配
耕
さ
れ
た
耕
地
は
前
面
百
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

き
二
百
～
五
百
メ
ー
ト
ル
の
小
面
積
で
あ
り
、こ
の
小
面
積
の
土
地
に
永
住
し
て

農
業
を
営
む
こ
と
は
不
可
能
と
の
理
由
に
よ
り
、移
住
地
よ
り
四
キ
ロ
の
原
生
林

に
新
移
住
地
を
造
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
移
住
地
は
、
二
戸
あ
た
り
前
面

二
百
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
一
キ
ロ
の
耕
地
で
、
タ
ワ
コ
エ
ー
ラ
、
サ
ン
タ
ル
チ
ア
、

ボ
ア
フ
ォ
ン
チ
及
び
ド
ッ
セ
の
四
地
区
に
分
か
れ
、第
一
回
生
よ
り
第
七
回
生
ま

で
約
二
百
家
族
が
入
植
し
た
。



入
植
者
の
主
な
る
作
物
は
カ
ス
タ
ー
ニ
ヤ
、
ゴ
ム
、
カ
フ
ェ
ー
、
グ
ァ
ラ
ナ
、
米
、

マ
ン
ジ
ョ
カ
等
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
地
域
は
痩
せ
地
で
、
陸
稲
は
町
あ
た
り
籾
で

十
か
ら
十
五
俵
位
の
収
穫
し
か
な
く
、永
年
作
の
カ
ス
タ
ー
ニ
ャ
そ
の
他
は
収
穫

ま
で
、
長
年
月
を
要
す
る
の
で
経
済
的
に
は
非
常
に
苦
し
い
状
況
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
植
え
付
け
た
マ
ン
ジ
ョ
カ
も
一
年
ほ
ど
経
過
し
、
収
穫
期
に
入
っ

た
が
精
製
設
備
も
技
術
も
な
く
、
放
棄
状
態
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
農
業
者
に
確

固
た
る
農
法
が
な
い
た
め
、
暗
中
模
索
的
農
業
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、多
数
の
入
植
者
の
中
に
は
耕
地
を
放
棄
し
て
南
伯
地
域
へ
転
住
す
る
者

も
出
て
き
た
が
、
一
九
三
六
年
頃
よ
り
、
尾
山
良
太
の
発
見
し
た
新
ジ
ュ
ー
ト
種

は
多
収
穫
で
経
済
的
に
も
非
常
に
有
利
で
あ
る
こ
と
か
ら
、大
部
分
が
パ
リ
ン
チ

ン
ス
周
辺
の
バ
ル
ゼ
ア
地
帯
に
移
り
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
し
た
の
で
、
多
数
の
経

費
と
入
植
者
の
血
と
汗
で
造
成
さ
れ
た
こ
の
移
住
地
も
一
瞬
に
し
て
消
滅
し
、古

賀
邦
次
家
族
の
み
が
残
留
し
た
。

・
新
ジ
ュ
ー
ト
種
の
発
見

辻
小
太
郎
は
イ
ン
ド
の
低
湿
地
帯
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
状
況
を
研
究
し
た

結
果
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
低
湿
地
帯
も
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
有
利
で
あ
り
、
こ
れ
を

ア
マ
ゾ
ン
開
発
に
必
要
な
る
主
幹
作
物
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
持
っ
て
い

た
。
そ
の
理
由
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）

ブ
ラ
ジ
ル
は
世
界
一
の
カ
フ
ェ
ー
生
産
国
で
あ
り
、多
量
の
麻
を

イ
ン
ド
よ
り
輸
入
し
て
い
る
の
で
、此
れ
を
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
栽

培
す
れ
ば

ブ
ラ
ジ
ル
は
経
済
上
非
常
に
有
利
な
立
場
と
な
る
。

（
二
）

世
界
的
に
需
要
の
あ
る
農
作
物
で
あ
る
ジ
ュ
ー
ト
は
ア
マ
ゾ
ン
地

域



で
生
産
す
れ
ば
国
内
需
要
を
満
た
し
、残
り
を
外
国
に
輸
出
し

て
外
貨
獲

得
も
出
来
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
に
貢
献
で
き
る
。

（
三
）

多
額
の
資
本
を
投
入
す
る
こ
と
な
く
、ど
ん
な
規
模
の
ジ
ュ
ー
ト

園
で
も
経
営
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
四
）

永
年
生
作
物
は
収
穫
ま
で
に
長
時
間
を
要
し
資
金
が
停
滞
す
る
が
、

ジ
ュ
ー
ト
は
一
年
生
作
物
で
あ
る
た
め
、
資
金
の
回
転
が
早
い
。

上
塚
司
は
辻
小
太
郎
の
計
画
は
非
常
に
有
利
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
採
用

し
、
イ
ン
ド
よ
り
種
子
を
取
り
寄
せ
、
ま
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
て
現
地
種
を
集
め

て
、
調
査
団
を
組
織
す
る
時
に
持
参
し
、
鹿
児
島
高
等
農
林
学
校
出
身
の
荒
木
衛

門
に
試
作
を
命
じ
た
。ジ
ュ
ー
ト
を
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
気
候
に
適
応
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
を
設
立
、荒
木
衛
門
は
産
業
研
究
所
開

設
と
同
時
に
、
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
低
湿
地
で
八
回
に
渡
り
試
作
を
行
っ
た

が
、
背
丈
は
一
～
二
メ
ー
ト
ル
に
伸
び
る
と
開
花
し
て
、
繊
維
の
生
産
量
少
な

く
、
採
算
が
取
れ
な
い
こ
と
が
判
明
し
て
こ
の
試
験
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

一
方
ア
ン
ジ
ラ
移
住
地
に
入
植
し
た
高
拓
生
も
、同
移
住
地
対
岸
の
低
湿
地
帯
に

小
面
積
を
与
え
て
試
作
さ
せ
た
が
、
荒
木
衛
門
の
試
作
結
果
と
同
様
に
な
っ
た
。

尾
山
良
太
の
試
作
し
た
耕
地
内
に
背
丈
が
三
メ
ー
ト
ル
も
伸
び
、枝
も
出
な
い
新

し
い
ジ
ュ
ー
ト
が
二
本
発
見
さ
れ
た
。尾
山
は
種
子
を
採
取
す
べ
く
大
事
に
育
て

た
が
、
一
本
は
河
水
に
流
さ
れ
、
残
っ
た
一
本
よ
り
若
干
の
種
子
を
採
取
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
で
、そ
の
種
子
の
一
部
を
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
農
事
部
に
渡

し
、
残
部
は
自
分
の
耕
地
に
植
え
付
け
て
種
子
の
増
産
を
は
か
っ
た
。
そ
し
て
ア

マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
で
は
、
こ
の
新
種
を
尾
山
種
と
命
名
し
、
外
部
に
発
表
し

た
。
一
九
三
五
年
に
い
た
り
、
新
ジ
ュ
ー
ト
種
の
種
子
も
若
干
増
収
さ
れ
た
の



で
、ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
は
同
所
の
少
し
上
流
に
あ
る
フ
ォ
ル
モ
ー
ザ
島
を

買
収
し
て
尾
山
良
太
に
、
ま
た
中
内
義
一
二
の
両
家
族
に
試
作
栽
培
を
依
頼
し

た
。
第
一
年
目
に
尾
山
良
太
は
六
ト
ン
、
中
内
義
正
は
三
ト
ン
の
ジ
ュ
ー
ト
繊
維

を
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
た
。（
中
内
義
正
は
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
て
試
作

し
た
。）

こ
の
繊
維
は
ベ
レ
ー
ン
市
の
マ
ル
チ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
商
会
に
販
売
さ
れ

た
結
果
、
非
常
に
良
質
の
繊
維
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
と
も
大
量
に
買
い

付
け
し
た
い
と
申
し
出
て
き
た
。
尾
山
種
ジ
ュ
ー
ト
は
諸
経
費
を
差
し
引
い
て

も
、
尚
百
％
純
利
益
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、
タ
ワ
コ
エ
ー
ラ
、
サ
ン

タ
ル
ジ
ア
、ボ
ア
フ
ォ
ン
チ
そ
の
他
の
高
拓
生
の
全
部
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
付
近
の

低
湿
地
地
帯
に
進
出
し
、
こ
の
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
を
始
め
た
。
戦
後
は
す
べ
て
の
日

本
人
が
思
い
思
い
の
地
に
土
地
を
求
め
、
自
ら
も
栽
培
し
、
さ
ら
に
伯
人
に
も
種

子
を
配
給
し
栽
培
を
指
導
し
た
の
で
そ
の
生
産
量
は
年
々
増
加
し
、一
九
六
五
年

の
最
盛
期
に
は
六
一
、
五
〇
〇
ト
ン
の
生
産
量
に
達
し
た
。
こ
の
頃
に
は
高
拓
関

係
者
及
び
、
マ
ウ
ェ
ス
地
域
よ
り
の
栽
培
者
を
含
め
、
約
七
十
五
家
族
の
邦
人
が

ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
。

こ
の
ジ
ュ
ー
ト
生
産
量
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
需
要
量
を
オ
ー
バ
ー
し
て
、一
部
を
外

国
に
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
た
。し
か
る
に
一
九
七
二
年
と
一
九
七
五
年
の
大
洪

水
の
た
め
、せ
っ
か
く
刈
り
取
っ
て
浸
水
し
た
ジ
ュ
ー
ト
は
激
流
に
流
さ
れ
収
穫

が
出
来
ず
、
多
大
の
損
害
を
受
け
た
者
が
多
く
、
ま
た
そ
の
頃
発
明
さ
れ
た
ナ
イ

ロ
ン
製
サ
ッ
カ
が
ジ
ュ
ー
ト
製
サ
ッ
カ
よ
り
安
価
の
た
め
、ジ
ュ
ー
ト
の
消
費
量

が
減
少
し
、
価
格
が
暴
落
し
た
。

こ
の
た
め
、
多
く
の
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
者
は
ベ
レ
ー
ン
近
郊
に
転
住
し
、
ピ
メ
ン
タ

栽
培
に
移
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
不
利
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
伯
人
農
業
者



は
ア
マ
ゾ
ン
河
低
湿
地
帯
の
主
要
農
産
物
と
し
て
の
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
を
続
け
て
い

る
の
で
あ
る
。
残
っ
た
高
拓
関
係
者
は
、
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
は
中
止
し
て
牧
場
経

営
、
ま
た
は
ジ
ュ
ー
ト
や
そ
の
他
の
産
物
の
仲
買
業
、
す
な
わ
ち
商
店
経
営
者
と

転
化
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
の
設
立

一
九
三
一
年
設
立
さ
れ
た
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
は
、ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
お
け

る
経
済
的
に
有
利
な
作
物
の
研
究
を
行
っ
て
き
た
が
、新
ジ
ュ
ー
ト
の
発
見
に
よ

り
ジ
ュ
ー
ト
繊
維
の
買
い
付
け
、
梱
包
、
輸
出
等
の
必
要
性
が
生
じ
て
き
た
の

で
、
上
塚
司
は
こ
れ
を
会
社
組
織
に
変
更
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
た
め
、
彼
は

当
時
の
大
蔵
大
臣
高
橋
是
清
を
通
じ
て
日
本
に
お
け
る
経
済
界
の
大
物
た
る
郷
誠

之
助
に
依
頼
し
、
彼
の
音
頭
に
よ
り
三
井
合
名
、
三
菱
合
名
、
住
友
合
資
、
安
田

保
険
、
東
洋
綿
花
等
の
出
資
金
と
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
の
資
産
を
含
め
、
百

万
円
の
資
本
金
と
し
、
一
九
三
五
年
十
月
に
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
を
設

立
し
、
上
塚
司
が
社
長
に
就
任
し
た
。
会
社
の
営
業
目
的
は
上
記
の
通
り
、

ジ
ュ
ー
ト
繊
維
の
買
い
付
け
、
梱
包
、
輸
出
及
び
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
者
に
対
す
る
融

資
ま
た
は
斡
旋
等
を
行
い
、
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
本
社
を
置
き
、
マ
ナ
オ
ス
、

イ
タ
コ
チ
ア
ラ
、
ベ
レ
ー
ン
に
支
店
を
開
設
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
中
流
地
帯
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
産
業
の
隆
盛
に
刺
激
さ
れ
た
パ
ラ
ー

州
知
事
は
、マ
ラ
ジ
ョ
ー
島
を
中
心
と
す
る
ア
マ
ゾ
ン
河
下
流
地
域
に
も
ジ
ュ
ー

ト
産
業
を
起
す
べ
く
計
画
し
て
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
に
対
し
、
州
政
府

の
費
用
を
も
っ
て
ジ
ュ
ー
ト
試
験
場
の
開
設
を
要
請
し
た
。会
社
側
は
こ
の
要
請

を
引
き
受
け
調
査
し
た
結
果
、マ
ラ
ジ
ョ
ー
島
に
あ
る
プ
レ
ー
ベ
ス
町
近
郊
に
試



験
場
を
設
け
、
場
長
に
越
智
栄
、
従
業
員
と
し
て
池
上
欣
次
、
石
原
義
人
、
石
原

義
雄
の
三
名
を
任
命
し
た
。

契
約
に
よ
る
試
験
期
間
は
二
年
間
で
、
一
九
三
八
年
に
開
設
し
た
。

し
か
る
に
、
同
地
域
は
強
酸
性
の
粘
土
質
土
壌
で
、
表
土
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

ま
た
一
日
に
二
回
の
河
水
の
干
満
が
あ
り
、農
地
に
浸
水
す
る
の
で
作
業
は
非
常

に
困
難
で
あ
り
、
せ
っ
か
く
植
え
付
け
た
ジ
ュ
ー
ト
も
一
、
五
メ
ー
ト
ル
く
ら
い

し
か
成
長
せ
ず
、
加
え
て
悪
性
の
マ
ラ
リ
ア
が
暴
威
を
振
る
い
、
会
社
の
従
業
員

や
労
働
者
が
罹
病
し
て
作
業
は
進
ま
ず
、試
験
を
続
行
す
る
こ
と
は
不
可
能
と
の

判
断
か
ら
閉
鎖
す
る
こ
と
に
決
定
し
、一
九
四
〇
年
，
サ
ン
タ
レ
ン
市
上
流
の
サ



ン
ト
・
ア
ン
ト
ニ
オ
に
新
た
に
土
地
を
求
め
移
転
し
た
。
上
記
試
験
場
開
設
と
同

時
に
、場
長
越
知
栄
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
の
マ
ナ
オ
ス
支
店
長
に
任
命

さ
れ
、
池
上
欣
治
が
場
長
に
任
命
さ
れ
た
が
、
一
九
四
一
年
に
至
り
、
第
二
次
世

界
大
戦
が
勃
発
し
て
試
験
場
は
閉
鎖
さ
れ
た
。

・
第
二
次
世
界
大
戦
の
勃
発

一
九
四
一
年
世
界
大
戦
が
勃
発
し
た
が
、ブ
ラ
ジ
ル
は
参
戦
せ
ず
に
傍
観
の
立
場

で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
四
二
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
商
船
バ
イ
ペ
ン
ジ
ー
号
が
ア
マ
ゾ

ン
河
口
に
て
敵
国（
ド
イ
ツ
）

の
潜
水
艦
に
撃
沈
さ
れ
た
の
を
機
に
参
戦
し
た
。

一
部
有
識
者
の
間
で
は
、
こ
の
潜
水
艦
に
よ
る
撃
沈
は
、
ア
メ
リ
カ
が
ブ
ラ
ジ
ル

を
参
戦
さ
せ
る
た
め
に
行
っ
た
陰
謀
で
あ
り
、当
時
の
ド
イ
ツ
は
自
国
の
潜
水
艦

を
南
米
ま
で
送
る
余
裕
は
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、日
伯
両
国
は
国
交
断
絶
し
て
日
本
の
公
館
は
閉
鎖
し
引
き
揚
げ
た

が
、ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
及
び
ト
メ
ア
ス
ー
に
在
っ
た
南
米
拓
殖
会
社
の

資
産
は
敵
国
人
財
産
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
に
接
収
さ
れ
た
の
で
、せ
っ
か
く
苦

労
し
て
建
設
し
た
ア
マ
ゾ
ン
地
域
開
拓
基
地
を
失
っ
た
。各
所
で
家
屋
の
焼
き
討

ち
、
婦
女
子
へ
の
暴
行
、
銀
行
預
金
の
封
鎖
が
行
わ
れ
た
。

日
伯
両
国
の
国
交
断
絶
に
よ
り
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
産
業
株
式
会
社
幹
部
社
員
は
必

ず
拘
留
さ
れ
る
と
推
測
し
た
辻
小
太
郎
は
、全
従
業
員
に
対
し
出
来
る
だ
け
地
方

に
分
散
退
去
す
る
よ
う
勧
告
し
た
が
、幹
部
従
業
員
の
多
く
は
最
後
ま
で
踏
み
と

ど
ま
り
、
会
社
の
最
後
を
見
届
け
て
か
ら
退
去
す
る
と
の
意
見
が
強
く
、
辻
小
太

郎
家
族
の
み
パ
ラ
ー
州
サ
ン
タ
レ
ン
市
下
流
イ
ッ
キ
ー
島
に
退
出
し
た
。

国
交
断
絶
後
数
日
を
出
ず
し
て
、
マ
ナ
オ
ス
市
よ
り
軍
隊
が
出
動
し
て
ヴ
ィ



ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
到
着
。
下
記
幹
部
従
業
員
家
族
は
危
険
人
物
と
し
て
、
ト
メ

ア
ス
ー
移
住
地
に
設
け
ら
れ
た
敵
国
人
拘
留
所
に
収
容
さ
れ
、重
労
働
に
従
事
し

た
。
収
容
さ
れ
た
家
族
は
、
越
知
栄
、
高
村
正
寿
、
九
十
九
利
雄
、
三
宅
義
郎
、

岸
田
好
明
、
畑
中
実
、
安
藤
美
代
次
郎
の
七
家
族
で
あ
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業

株
式
会
社
の
責
任
者
で
あ
る
辻
小
太
郎
が
全
従
業
員
を
残
し
て
一
家
族
だ
け
脱
出

し
て
拘
留
を
逃
れ
た
こ
と
に
対
し
て
は
、責
任
の
な
い
行
動
で
あ
っ
た
と
非
難
さ

れ
て
い
る
が
、
ま
た
一
方
、
辻
小
太
郎
は
全
従
業
員
に
勧
告
し
て
い
る
の
に
対

し
、こ
の
勧
告
を
受
け
入
れ
ず
最
後
ま
で
残
留
し
た
者
に
も
落
ち
度
が
あ
る
と
の

言
葉
も
あ
り
、結
局
こ
の
こ
と
は
第
三
者
の
判
断
を
待
つ
よ
り
方
法
は
な
い
と
思

わ
れ
る
。

し
か
る
に
、ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
終
戦
と
同
時
に
接
収
し
た
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株

式
会
社
の
基
地
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
を
何
の
通
知
も
行
わ
ず
、
経
緯
不
明
の
ま

ま
マ
ナ
オ
ス
市
の
Ｊ
・
Ｇ
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
商
会
に
当
時
の
金
で
、
七
百
コ
ン
ト

で
売
却
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
封
鎖
さ
れ
て
い
た
移
住
者
の
銀
行
預
金
は
終
戦

後
二
年
目
に
至
り
三
十
％
差
し
引
き
の
上
返
還
さ
れ
た
が
、当
時
は
イ
ン
フ
レ
が

次
第
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
貨
幣
価
値
が
下
落
し
て
多
大
の
損
害
を
被
っ
た
。

・
ア
マ
ゾ
ン
地
域
へ
邦
人
移
住
者
五
千
家
族
導
入
許
可

サ
ン
タ
レ
ン
下
流
イ
ッ
キ
ー
島
に
て
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
従
事
し
て
い
た
辻
小
太

郎
は
夫
人
の
死
去
を
機
会
に
サ
ン
タ
レ
ン
市
に
移
り
、
小
さ
な
雑
貨
商
を
開
い

た
。

一
九
五
一
年
五
月
、
労
働
党
よ
り
立
候
補
し
て
大
統
領
に
当
選
し
た
ゼ
ッ
リ
オ
・

バ
ル
ガ
ス
が
北
伯
地
域
視
察
の
た
め
に
サ
ン
タ
レ
ン
市
に
立
寄
っ
た
。当
時
の
労



働
党
サ
ン
タ
レ
ン
支
部
長
ユ
リ
ア
ス
・
ピ
ン
ト
は
辻
商
会
の
保
険
係
と
し
て
働
い

て
い
た
が
、辻
小
太
郎
は
同
氏
を
通
じ
て
バ
ル
ガ
ス
大
統
領
に
会
見
を
申
し
込
ん

だ
と
こ
ろ
許
可
を
得
ら
れ
た
の
で
、邦
人
五
千
家
族
を
導
入
し
て
ア
マ
ゾ
ン
地
域

を
農
業
に
よ
っ
て
開
発
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
と
こ
ろ
、同
大
統
領
は
こ
の
意
見

に
賛
同
し
た
。

辻
小
太
郎
は
邦
人
移
住
者
導
入
理
由
と
し
て
次
の
事
項
に
つ
き
説
明
し
た
。

（
一
）

ア
マ
ゾ
ン
開
発
事
業
は
商
業
、工
業
ま
た
は
鉱
業
面
か
ら
の
開
発

は
資
本
、
技
術
面
の
不
足
、
運
輸
面
の
困
難
性
等
が
あ
り
、
現
在
で
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
が
、
邦
人
移
住
者
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
ピ
メ
ン
タ
、
ジ
ュ
ー
ト
を
主

幹
作
物
と
し
て
の
農
業
開
発
は
大
い
に
可
能
性
が
あ
る
。

（
二
）

欧
米
人
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
酷
暑
に
労
働
す
る
こ
と
は
不
向
き
で
あ
り
、

ま
た
現
地
在
住
者
は
資
本
、
教
育
、
技
術
が
な
く
、
開
発
は
困
難
で
あ
る
が
、
日

本
人
移
住
者
な
ら
熱
帯
地
域
に
も
適
応
し
て
お
り
開
発
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
三
）

上
記
の
理
由
に
よ
り
、日
本
人
移
住
五
千
家
族
の
導
入
を
許
可
し
て
頂
き

た
い
。

当
時
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た
と
は
言
え
、
平
和
条
約
は
締
結
さ
れ
て
お

ら
ず
、
敵
国
の
立
場
に
あ
っ
た
が
、
バ
ル
ガ
ス
大
統
領
は
辻
小
太
郎
の
申
し
出
を

受
理
し
、ア
マ
ゾ
ン
開
発
計
画
書
を
作
成
し
て
至
急
移
植
民
院
に
提
出
す
る
よ
う

要
請
し
て
、
次
の

訪
問
先
で
あ
る
マ
ナ
オ
ス
市
に
向
か
っ
た
。

辻
小
太
郎
は
直
ち
に
計
画
書
を
作
成
し
、
自
費
を
持
っ
て
エ
リ
ア
ス
・
ピ
ン
ト

同
伴
の
上
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
向
か
い
、
移
植
民
院
に
計
画
書
を
提
出
し

た
が
、
非
常
に
有
意
義
な
計
画
書
で
あ
る
と
し
て
受
理
さ
れ
、
若
干
修
正
の
上
こ

れ
を
大
統
領
に
手
渡
さ
れ
、
議
会
に
提
出
し
審
議
の
結
果
承
認
さ
れ
た
。



一
九
五
二
年
辻
小
太
郎
は
上
京
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
移
植
民
院
と
の
間
に
邦
人
移
住
者

五
千
家
族
導
入
契
約
に
署
名
し
た
。
こ
の
移
住
者
導
入
契
約
は
、
当
時
日
伯
両
国

が
ま
だ
平
和
条
約
は
締
結
さ
れ
て
お
ら
ず
、敵
国
人
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る

時
期
に
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、邦
人
移
住
史
に
残
る
大
き
な
功
績
で
あ

る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

・
戦
後
邦
人
移
住
の
開
始

邦
人
移
住
者
五
千
家
族
の
導
入
許
可
を
得
た
辻
小
太
郎
は
、早
速
上
塚
司
を
通

じ
て
こ
の
件
を
外
務
省
に
報
告
し
た
。
当
時
、
日
本
国
内
は
数
百
万
人
の
外
地
引

き
揚
げ
者
を
抱
え
、
彼
ら
に
与
え
る
職
場
も
な
く
、
ま
た
食
料
も
少
な
く
、
そ
の

対
策
に
困
り
き
っ
て
い
た
時
に
こ
の
朗
報
が
あ
っ
た
の
で
、辻
小
太
郎
を
日
本
に

招
待
し
て
移
住
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
と
共
に
、全
国
主
要
都
市
を
ま
わ

り
、
ア
マ
ゾ
ン
移
住
に
関
す
る
講
演
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
は
国
交
が
回
復

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
辻
小
太
郎
を
現
地
引
き
受
け
者
に
任
命
し
て
、
受
入
に

関
す
る
費
用
は
日
本
政
府
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
五
二
年
十
二
月
、十
四
家
族
五
十
四
名
が
ア
マ
ゾ
ン
中
流
地
域
に
到
着
し
た

が
、
辻
商
会
の
従
業
員
の
み
で
は
引
き
受
け
業
務
が
順
調
に
行
わ
れ
な
い
た
め
、

辻
小
太
郎
は
神
戸
高
商
の
先
輩
で
あ
る
、当
時
東
洋
綿
花
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
支
配

人
で
あ
っ
た
江
村
良
造
に
呼
び
掛
け
、両
者
の
出
資
金
を
も
っ
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
経

済
開
発
株
式
会
社
を
創
立
し
て
ベ
レ
ー
ン
市
ガ
ス
バ
ル
ヴ
ィ
ア
ナ
街
に
本
店
を
置

き
、
辻
小
太
郎
が
社
長
に
、
江
村
良
三
が
副
社
長
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
移
住
者

の
世
話
人
と
し
て
、
高
拓
関
係
者
の
越
智
栄
、
高
村
正
寿
、
東
久
一
、
上
森
六
園
、

小
谷
祐
次
、
谷
正
一
、
藤
田
猛
、
鈴
木
五
郎
、
藤
島
正
徳
、
原
田
行
郎
、
石
里
条



吉
等
が
入
社
し
、
ま
た
、
前
田
光
世
コ
ン
セ
ッ
ソ
ン
に
入
植
し
た
山
田
義
雄
移
住

団
よ
り
大
岳
二
山
本
栄
一
等
が
参
加
し
た
。こ
れ
ら
世
話
人
は
各
移
住
地
に
駐
在

し
て
、
営
農
指
導
、
通
訳
、
営
農
資
金
の
取
り
扱
い
、
病
人
の
世
話
等
行
っ
た
が
、

日
本
に
お
け
る
募
集
要
項
が
現
地
に
到
着
し
て
み
る
と
、ブ
ラ
ジ
ル
の
予
算
関
係

で
要
項
通
り
実
施
さ
れ
ず
、
移
住
者
の
契
約
違
反
に
よ
る
苦
情
と
ブ
ラ
ジ
ル
の

満
々
た
る
政
策
の
板
挟
み
と
な
り
、
非
常
に
苦
労
を
し
た
。

・
入
植
地
の
選
定
と
入
植

邦
人
移
住
者
の
入
植
候
補
地
は
、こ
の
広
大
な
る
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
は
ど
こ
に

て
も
入
植
可
能
で
あ
る
が
、
問
題
は
入
植
に
必
要
な
る
各
種
施
設
、
道
路
建
設
等

に
多
額
の
費
用
を
要
し
、
こ
の
費
用
を
入
植
者
に
課
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
連

邦
直
轄
移
住
地
に
対
す
る
必
要
経
費
は
す
で
に
五
千
家
族
導
入
契
約
時
に
移
植
民

院
と
決
定
済
み
で
あ
る
が
、
各
州
直
轄
地
の
入
植
に
対
し
て
は
未
定
で
あ
り
、
こ

の
た
め
、
辻
小
太
郎
は
各
州
知
事
及
び
直
轄
地
知
事
を
訪
問
し
て
、
邦
人
移
住
者

に
よ
る
農
業
開
発
の
必
要
性
を
説
明
し
て
次
の
入
植
地
に
対
す
る
導
入
契
約
を

行
っ
た
。

（
注
）

ア
メ
リ
カ
、フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社
が
巨
額
の
資
本
を
投
じ
て
自
社
に
使

用
す
る
ゴ
ム
を
確
保
す
る
た
め
に
、
一
九
二
六
年
に
造
成
し
た
ゴ
ム
園
に
、
約
四

百
万
本
を
植
え
付
け
た
。
し
か
し
、
ゴ
ム
採
液
量
が
少
な
く
、
経
営
は
赤
字
と
な

り
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
に
安
価
で
売
却
し
、
政
府
は

こ
れ
を
北
伯
農
事
試
験
場
の
管
轄
下
に
置
い
た
。一
九
五
四
～
一
九
五
五
年
に
至

り
前
記
移
住
地
に
は
邦
人
移
住
者
の
受
入
が
不
可
能
に
な
っ
た
の
で
、辻
小
太
郎

は
移
植
民
院
と
交
渉
し
、こ
の
ゴ
ム
園
に
仮
入
植
し
数
年
後
本
人
の
希
望
地
に
転



住
、
独
立
営
農
の
目
的
で
交
渉
し
た
結
果
、
許
可
さ
れ
、
ゴ
ム
液
採
取
の
日
雇
い

労
働
者
と
し
て
入
植
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
、
一
部
政
治
家
の
反
対

に
よ
り
、
契
約
は
無
効
に
な
り
、
移
住
者
は
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ
、
グ
ア
マ
、
ベ

レ
ー
ン
近
郊
ま
た
一
部
は
南
伯
地
域
に
転
住
し
た
。

・
計
画
的
移
住
地

（
直
轄
地
）

の
崩
壊

直
轄
移
住
地
の
多
く
は
多
数
邦
人
移
住
者
を
受
け
入
れ
る
土
地
が
少
な
く
、現

地
人
入
植
者
に
よ
っ
て
伐
採
さ
れ
尽
く
し
て
い
た
り
、低
湿
地
地
域
は
強
酸
性
で

農
耕
に
不
適
当
で
あ
り
、
道
路
が
悪
く
出
荷
不
便
で
あ
り
、
ま
た
消
費
地
が
遠
く

販
売
に
不
利
で
あ
り
、そ
の
上
マ
ラ
リ
ア
等
に
よ
り
大
部
分
の
邦
人
移
住
者
は
マ

ナ
オ
ス
近
郊
や
ベ
レ
ー
ン
近
郊
に
転
住
し
て
い
っ
た
。

・
高
等
拓
殖
学
校
卒
業
生
移
住
者
名
簿

第
一
回
生

秋
山
桃
水
、
有
田
忠
夫
、
荒
木
衛
門
、
飯
田
嘉
平
、

泉
桂
治
、
岩
村
茂
木
、
上
木
正
治
郎
、
大
石
隆
人

大
平
茂
登
吉
、
大
森
克
己
、
小
山
松
喜
、
御
園
福
衛
、

金
子
亥
三
、
鹿
野
勇
、
岸
田
好
明
、
木
田
謙
一
、

木
村
一
則
、
木
村
光
、
工
藤
講
一
、
国
宗
淳
、
熊
谷
忠
、

栗
崎
一
正
、
佐
竹
基
、
佐
藤
信
市
、
佐
藤
弥
門
、

佐
藤
行
夫
、
椎
名
勲
、
庄
司
和
雄
、
庄
司
二
郎
、

武
田
善
郎
、
田
中
正
夫
、
中
島
敏
三
、
橋
本
俊
次
、

日
高
正
治
、
千
葉
彦
洋
、
馬
場
三
郎
、
林
健
一
、

原
田
順
平
、
藤
島
正
徳
、
星
野
広
美
、
松
本
哲
哉
、



溝
口
利
太
郎
、
矢
野
武
雄
、
山
本
一
郎
、
山
本
紀
雄
、

吉
村
明
、
吉
村
利
夫
、
渡
辺
祐
郎
、（
四
十
八
人
）

第
二
回
生

有
田
豊
二
郎
、
有
吉
一
義
、
出
水
不
可
止
、
伊
藤
秀
光
、

上
田
正
見
、
内
田
照
彦
、
江
口
洋
夫
、
大
河
原
宣
夫
、

大
野
綾
夫
、
岡
木
博
、
尾
崎
龍
夫
、
小
野
田
正
次
、

尾
山
万
馬
、
数
馬
角
平
、
加
藤
清
勝
、
城
戸
糺
、

栗
田
吉
行
、
黒
田
隆
、
小
林
増
美
、
斉
藤
俊
太
郎
、

杉
村
倫
、
鈴
木
憲
司
、
芹
沢
正
芳
、
副
島
利
彦
、

高
世
虎
雄
、
高
橋
亥
年
生
、
高
橋
健
二
、
滝
沢
正
夫

滝
田
吉
一
、
竹
添
長
生
、
田
辺
博
、
田
山
泉
、

辻
川
栄
太
郎
、
堤
順
次
、
戸
上
保
一
、
床
間
武
四
郎
、

夏
秋
季
晴
、
西
栄
健
二
郎
、
西
川
利
夫
、
根
本
七
郎
、

野
々
山
政
人
、
野
村
弘
、
橋
本
四
郎
、
日
浦
弾
吉
、

東
久
一
、
平
田
三
次
、
藤
沢
秀
彦
、
藤
島
利
親
、

星
原
貞
治
、
三
浦
虎
彦
、
光
岡
陸
郎
、
南
政
、
宮
川
哲
二
、

宮
島
靖
彦
、
山
川
正
夫
、
山
口
諭
、
山
口
紀
元
、

吉
沢
利
八
、
吉
田
泰
正
、
渡
辺
藤
二
、（
六
十
名
）

第
三
回
生

青
木
正
司
、
井
川

誠
、
池
上
欣
二
、
石
原
義
雄
、

石
原
義
人
、
井
田

太
、
板
倉

博
、
井
上
末
雄
、

井
山
武
彦
、
上
原
章
、
上
森
六
園
、
大
竹

昇
、
岡
芳
郎
、

岡
山
則
政
、
長
内
保
、
尾
崎
章
、
斉
藤
従
之
、
小
野
三
郎
、
小
野
七
郎
、
加
藤

繁
、
金
田
誉
吉
、
神
山
果
三
、
河
野
宗
輔
、
木
島
茂
、
黒
川

均
、
小
海
半
治
、

古
賀
邦
次
、
小
谷
裕
次
、
金
野

至
、
坂
本
光
彦
、
佐
々
木
一
哲
、
笹
倉
武
夫
、



佐
藤
四
郎
、
佐
藤
正
文
、
里
見
義
夫
、
城
間
宏
忠
、
新
保
宗
雄
、
杉
山
哲
弥
、
竹

内
暁
、
鈴
木
五
郎
、
高
橋
義
雄
、
高
野
文
雄
、
高
橋
金
策
、
田
中
一
彦
、
田
中
誠

一
、
田
中
貞
介
、
谷
正
一
、
綱
島
芳
男
、
民
谷
賢
司
、
徳
田
源
爾
、
内
藤
茂
三
郎
、

中
井
憲
明
、
中
村
健
夫
、
成
田
俊
興
、
西
村
武
蔵
、
土
師
郁
郎
、
畑
原
稜
、
畑
原

優
、
八
田
公
重
、
林
田
又
雄
、
原
田
行
郎
、
藤
田
猛
、
前
原
三
郎
、
前
山

嶺
、

松
井
忠
正
、
蒲
田
六
郎
、
三
東
活
人
、
森
進
一
郎
、
山
口
昌
、
横
田
輿
一
郎
、
横

山
光
男
、
吉
田
正
三
郎
、
吉
永
精
、（
七
十
三
名
）

第
四
回
生

秋
山
三
雄
、
井
原
只
郎
、
大
友
達
眼
、
木
村
宗
一
、
坂
本
太
郎
、
清

水
義
弘
、
千
葉
守
、
二
条
豊
基
、

安
部
支
、
有
井
繁
弥
、
石
黒
条
吉
、

今
村
泰
三
、
大
川
博
、
大
久
保
巌
、

岡
村
徹
、
沖
沢
初
男
、
荻
野
正
美
、
加
藤
楽
、
小
坂
井
浄
治
、
斉
藤
四
郎
、
坂
本

孝
、
佐
瀬
仁
、
茂
木
弥
五
郎
、
清
水
耕
治
、
武
井
信
元
、
立
松
幹
雄
、
玉
井
豊
幸
、

戸
口
恒
治
、
永
谷
信
次
郎
、
中
根
敏
造
、
長
谷
川
信
次
郎
、
畠
中
実
、
馬
場
康
二
、

原
荘
太
郎
、
半
田
二
郎
、
平
石
定
吉
、
松
沢
正
行
、

松
原
和
夫
、
丸
岡
京
、
宮
地
茂
、
村
尾
宗
義
、

薬
師
寺
光
雄
、
安
井
宇
宙
、
山
崎
太
郎
、
横
田
信
男
、

若
林
政
雄
、
渡

辺
正
治
、（
四
十
七
名
）

第
五
回
生

井
上
進
、
井
上
時
任
、
今
井
栄
三
、
内
海
要
造
、

笠
松
新
吉
、
金
沢
七
郎
、
清
原
堅
一
、
古
関
達
雄
、

佐
久
間
岡
策
、
澤
高
志
、
高
橋
房
雄
、
田
中
長
次
、

玉

川
文
夫
、
内
藤
菊
次
郎
、
原
田
公
三
、
福
井
義
寛
、

柳
井
正
至
、
山
田
弘

紀
、（
十
八
名
）



第
六
回
生

石
田
真
紀
、
荻
野
源
太
郎
、
小
田
具
紀
、
川
上
顕
二
、

小
松
政
夫
、
佐
脇
忠
、
清
水
博
、
鈴
木
四
郎
、
高
島
将
元

高
橋
忠
治
、
中
島
忠
之
、
成
田
大
助
、
村
上
一
郎
、

諸
岡

次
男
、
塩
見
商
玄
、（
十
五
名
）

第
七
回
生

今
井
正
彦
、
上
田
尭
、
小
野
八
郎
、
東
海
林
善
之
進
、
丸
岡
東
、

（
五
名
）



我
が
思
い
出

パ
リ
ン
チ
ン
ス
市

猪
股

正

（
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
従
業
員

家
族
移
住
者
）

一
九
三
四
年
、
私
は
父
母
と
弟
三
人
で
一
番
寒
い
北
の
島
、
樺
太
か
ら
、
一
番
暑

い
南
の
国
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ン
へ
家
族
移
民
と
し
て
き
た
の
で
す
。来
た
年
に

は
入
植
で
き
ず
、
翌
年
の
伐
採
が
始
ま
る
前
に
、
サ
ン
タ
ル
ジ
ア
模
範
植
民
地
に

入
植
し
た
の
で
す
。
父
と
子
は
毎
日
、
テ
ル
サ
ー
ド
と
マ
シ
ャ
ー
ド
を
持
っ
て
、

あ
の
大
ア
マ
ゾ
ン
の
原
生
処
女
林
に
挑
ん
だ
の
で
す
。本
当
に
あ
の
当
時
を
思
い

出
す
と
小
英
雄
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
我
々
移
民
の
第
一
歩
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

二
町
歩
の
山
切
り
が
終
わ
っ
た
頃
に
、会
社
の
頼
み
で
父
は
マ
ウ
エ
ス
の
ア
バ

カ
シ
ー
河
周
辺
の
林
相
を
調
査
し
に
行
く
こ
と
に
な
り
、父
は
出
る
前
に
私
に
こ

う
言
い
ま
し
た
。「
俺
は
い
つ
帰
る
か
分
か
ら
な
い
。
お
前
が
責
任
を
持
っ
て
山

焼
き
、
寄
せ
焼
き
、
米
の
植
え
付
け
を
全
部
や
れ
。」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。
本

当
に
数
え
年
十
五
歳
の
少
年
が
一
人
で
出
来
る
仕
事
で
し
ょ
う
か
。私
は
仕
事
を

始
め
る
前
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。そ
し
て
そ
れ
を
実
行
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
す
。

私
は
、
最
初
に
一
年
前
に
入
植
し
た
高
拓
四
回
生
の
人
た
ち
の
と
こ
ろ
へ
行

き
、
山
焼
き
の
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
た
ら
、
皆
さ
ん
は
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
本
当
に
安
心
し
ま
し
た
。山
焼
き
の
数
日
前
に
私
は
椰
子
の
木
の
皮

を
取
り
、
何
本
も
の
松
明
を
作
り
、
そ
の
日
の
来
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
山
焼
き



の
日
に
四
人
が
来
た
の
で
、
皆
に
松
明
を
渡
し
、
私
も
皆
と
一
緒
に
な
っ
て
火
を

付
け
始
め
た
の
で
す
。時
々
木
の
枝
や
切
り
株
に
足
を
取
ら
れ
て
ひ
っ
く
り
返
り

な
が
ら
も
、
あ
ま
り
人
々
に
遅
れ
ず
最
後
ま
で
や
り
ま
し
た
。
も
し
遅
れ
て
い
た

ら
醜
い
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
今
来
た
方
を
見
る
と
火
の
海
で
し

た
。
翌
日
、
焼
け
跡
を
見
回
り
ま
し
た
が
本
当
に
良
く
焼
け
て
お
り
、
寄
せ
焼

き
は
簡
単
に
終
わ
る
こ
と
が
分
か
り
安
心
し
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
若
者
が
一
人
来
て
仕
事
が
欲
し
い
と
言
う
の
で
雇
い
ま
し

た
。
一
緒
に
寄
せ
焼
き
を
始
め
た
の
で
す
が
、
若
者
は
寄
せ
焼
き
の
や
り
方
を

知
っ
て
い
た
の
で
本
当
に
助
か
り
ま
し
た
。午
前
中
二
人
は
邪
魔
に
な
る
枝
や
そ

の
他
の
木
を
切
り
、
午
後
か
ら
は
切
っ
た
木
を
寄
せ
集
め
、
五
時
過
ぎ
か
ら
火
を

付
け
始
め
て
、
終
わ
っ
て
家
に
帰
り
着
く
の
は
七
時
か
八
時
頃
に
な
り
ま
し
た
。

植
え
付
け
の
時
に
、
ま
た
高
拓
四
回
生
の
と
こ
ろ
へ
行
き
お
願
い
し
た
ら
、
Ｔ

さ
ん
が
来
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。あ
ま
り
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
す
ぐ
に
覚
え
て
自
分
一
人
で
最
後
ま
で
植
え
付
け
を
や
り
続
け
ま
し
た
。

稲
が
少
し
伸
び
て
前
の
方
が
見
え
な
く
な
っ
た
の
で
、木
の
切
り
株
に
上
り
四

方
を
見
回
し
た
ら
、
青
々
と
し
た
稲
は
風
に
吹
か
れ
、
波
の
よ
う
に
う
ね
り
く

ね
っ
て
お
り
ま
し
た
。
本
当
に
美
し
い
な
と
思
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
そ

の
時
、「
こ
れ
が
自
分
の
や
っ
た
仕
事
の
う
ち
の
一
つ
だ
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
身

を
入
れ
て
や
ろ
う
。」
と
思
っ
た
の
で
す
が
。

ま
た
、
自
分
の
分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
人
に
聞
き
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
や
れ

ば
、
自
分
で
も
出
来
る
と
自
信
が
つ
い
た
の
で
す
。

そ
の
後
、
父
が
帰
り
ま
し
た
が
、
こ
と
が
少
し
変
わ
り
ま
し
た
。
収
穫
が
終
わ

り
、私
た
ち
は
毎
日
毎
日
荷
車
で
米
袋
を
サ
ン
タ
ル
ジ
ア
の
事
務
所
ま
で
運
ん
だ



も
の
で
す
。
収
穫
は
父
の
思
っ
て
い
た
以
上
の
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
あ
の

頃
、
私
は
何
も
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
父
の
様
子
を
見
て
私
は
心
か
ら
「
あ

あ
良
か
っ
た
、
助
か
っ
た
。」
と
思
い
ま
し
た
。

一
九
三
七
年
一
月
、
私
は
植
民
地
を
捨
て
、
会
社
に
入
っ
た
の
で
す
。

戦
争
の
始
ま
る
ま
で
五
年
間
、
私
に
は
本
当
に
良
き
時
代
で
あ
っ
た
の
で
す
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

猪
股
正

（
い
の
ま
た
た
だ
し
）

一
九
二
一
年
、
北
海
道
に
生
ま
れ
る
。

一
九
三
四
年
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
従
業
員
家
族
移
住
者
と
し
て
パ
リ
ン
チ
ン
ス
、

サ
ン
タ
ル
ジ
ア
植
民
地
に
家
族
５
人
に
て
入
植
。
一
九
九
八
年
逝
去
。

■
戦
後
ジ
ュ
ー
ト
移
民
の
歴
史
―
―
―
■

羽
田

重
吉

・
移
住
の
再
開
と
募
集

一
九
五
二
年
十
二
月
、
戦
時
中
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
が
再
開
さ
れ

た
。
そ
の
当
時
は
ま
だ
、
日
本
、
ブ
ラ
ジ
ル
両
国
間
で
は
、
移
住
協
定
は
で
き
て

い
な
か
っ
た
が
、我
々
の
大
先
輩
で
あ
る
高
拓
生
と
い
わ
れ
る
方
々
が
戦
前
か
ら

ア
マ
ゾ
ン
に
渡
っ
て
ア
マ
ゾ
ン
の
開
拓
に
従
事
し
、
苦
闘
の
末
、
従
来
ア
マ
ゾ
ン

流
域
で
は
栽
培
不
可
能
と
さ
れ
て
い
た
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
を
可
能
に
せ
し
め
た
。

と
言
う
よ
り
も
、
ア
マ
ゾ
ン
に
は
ジ
ュ
ー
ト
は
あ
っ
た
の
だ
が
、
在
来
種
で
あ
り



背
が
伸
び
ず
、
五
十
セ
ン
チ
位
で
止
ま
り
花
・
実
が
つ
き
、
使
い
物
に
な
ら
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
イ
ン
ド
か
ら
新
ジ
ュ
ー
ト
種
を
取
り
寄
せ
、い
ろ
い
ろ
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
栽
培
し
、
四
メ
ー
ト
ル
に
も
伸
び
る
ジ
ュ
ー
ト
の
栽
培
に
成
功
し
た
の
で
あ

る
。
ジ
ュ
ー
ト
と
い
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
主
産
物
で
あ
る
コ
ー
ヒ
ー
の
袋
の
原

料
に
な
る
も
の
で
、イ
ン
ド
の
方
か
ら
毎
年
大
量
に
輸
入
し
て
い
た
も
の
が
ア
マ

ゾ
ン
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、そ
の
伯
国
の
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
た
功

績
が
当
国
政
府
に
高
く
評
価
さ
れ
、ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
携
る
者
に
限
り
移
住
が
許

さ
れ
、
急
遽
日
本
で
募
集
さ
れ
た
。
そ
れ
が
五
十
二
年
の
十
二
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
十
八
歳
以
上
五
十
歳
未
満
の
男
女
三
名
家
族
、
文
武
両
道
、
高
校
卒
業
等
、

難
し
い
条
件
が
要
求
さ
れ
、全
国
か
ら
選
ば
れ
た
の
が
た
っ
た
十
八
家
族
五
十
四

名
で
あ
っ
た
。
現
地
で
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
移
住
者
に
は
入
植
地
に
於
い
て
、

植
民
地
と
な
る
土
地
そ
の
他
援
助
恩
典
は
な
く
、入
植
者
は
現
地
で
ジ
ュ
ー
ト
栽

培
を
営
ん
で
い
る
邦
人
の
家
庭
に
配
耕
さ
れ
て
二
年
間
の
契
約
で
雇
用
さ
れ
る
、

期
限
終
了
後
は
自
由
、
以
上
で
あ
っ
た
。

そ
の
頃
、
日
本
で
は
次
か
ら
次
へ
と
海
外
か
ら
引
揚
げ
者
が
入
り
、
食
糧
事
情

が
よ
く
な
く
物
資
も
不
足
し
て
お
り
、非
常
に
混
乱
し
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
た

め
、
こ
の
募
集
に
対
し
わ
ん
さ
と
応
募
が
あ
り
、
何
十
家
族
と
い
う
競
争
率
で

あ
っ
た
。
私
も
復
員
し
て
間
も
な
い
頃
で
、
終
戦
の
痛
手
か
ら
脱
却
で
き
ず
、
ご

た
ご
た
し
て
い
る
日
本
が
ど
う
も
自
分
の
意
思
に
合
わ
な
い
た
め
、い
つ
か
海
外

に
出
て
、広
々
と
し
た
所
で
の
ん
び
り
農
場
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
で

あ
っ
た
。
移
住
で
き
れ
ば
後
は
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
の
簡
単
な
考
え
で
、
何
の

躊
躇
も
な
く
家
族
に
相
談
も
せ
ず
に
す
ぐ
応
募
し
た
。非
常
に
難
関
で
あ
っ
た
た



め
、
入
れ
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
半
ば
諦
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
何
の
間
違
い
か
、
一

家
族
選
考
に
入
っ
た
の
で
、
大
学
入
試
に
で
も
受
か
っ
た
か
、
宝
く
じ
に
で
も
当

た
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
で
喜
ん
だ
。

十
二
月
に
選
考
が
決
ま
り
、十
二
月
中
に
は
出
航
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
忙
し

く
、
色
々
、
財
産
の
整
理
や
渡
航
の
準
備
な
ど
早
急
に
取
り
ま
と
め
て
出
た
訳
で

あ
る
。

・
斡
旋
所
に
入
所
と
船
出

選
考
さ
れ
た
移
住
者
は
、
神
戸
の
移
住
斡
旋
所
に
入
所
し
、
出
国
の
手
続
き

等
、
必
要
な
事
項
を
教
え
ら
れ
、
こ
こ
で
一
週
間
余
り
過
ご
し
た
後
、
神
戸
港
に

向
か
っ
た
。
出
港
に
際
し
て
は
、
埠
頭
に
は
数
千
人
の
見
送
入
が
ご
っ
た
返
し
、

各
自
が
五
色
の
テ
ー
プ
を
投
げ
交
し
、
別
れ
の
声
が
交
錯
し
、
興
奮
し
た
空
気
に

包
ま
れ
た
中
、
警
察
予
備
隊
の
奏
で
る
「
蛍
の
光
」
に
送
ら
れ
な
が
ら
船
は
岸
壁

を
離
れ
た
。
私
は
、
戦
時
中
に
幾
度
か
故
国
を
離
れ
た
経
験
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

よ
う
な
華
や
か
な
出
港
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
が
祖
国
を
見
る
最
後

で
あ
り
、
も
う
こ
の
地
を
見
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
胸
が
熱
く
な

り
、
男
な
が
ら
に
涙
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。

移
住
斡
旋
所
で
は
、
所
定
の
手
続
き
を
行
っ
た
後
、「
貴
殿
等
は
戦
後
第
一
回

の
移
住
者
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
移
住
で
あ
る
た
め
、
貴
殿
方
の
定

着
如
何
が
今
後
の
移
住
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
だ
か
ら
、そ
の

こ
と
を
肝
に
命
じ
て
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
が
ん
ば
る
よ
う
に
」と
き
つ
い

訓
示
を
受
け
た
。

私
た
ち
が
乗
船
し
た
船
は
、
戦
後
新
造
進
水
し
た
「
さ
ん
と
す
丸
」
と
称
す
一



万
ト
ン
級
の
立
派
な
貨
客
船
で
、
そ
の
処
女
航
海
に
乗
っ
た
の
で
あ
る
。
他
の
移

住
で
来
た
人
達
は
蚕
だ
な
式
の
船
に
乗
っ
て
来
た
が
、私
た
ち
は
そ
の
船
の
二
等

船
客
と
し
て
扱
わ
れ
て
各
自
に
船
室
を
供
さ
れ
、食
事
等
も
背
広
姿
で
サ
ロ
ン
内

で
と
り
、
身
分
不
相
応
な
待
遇
で
あ
っ
た
。

神
戸
を
発
つ
と
、
間
も
な
く
一
九
五
三
年
の
新
年
を
船
上
に
迎
え
、
餅
つ
き
、

そ
の
他
の
新
年
の
行
事
が
行
わ
れ
、
意
義
深
い
新
年
を
過
ご
し
た
。

航
路
は
ア
フ
リ
カ
経
由
の
西
廻
り
で
、
航
海
途
中
は
各
国
の
主
要
港
に
寄
港
し
、

貨
物
の
積
み
下
ろ
し
を
行
い
、最
初
に
寄
港
し
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
港
で
は
私
た
ち

移
住
者
に
も
上
陸
許
可
が
出
た
。シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
戦
時
中
鉄
砲
を
持
っ
て
歩
い

た
所
で
あ
っ
た
た
め
興
味
深
く
見
学
し
た
。
そ
の
後
、
ア
フ
リ
カ
の
数
ヵ
所
の
港

に
寄
港
し
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
上
陸
を
許
可
さ
れ
た
た
め
、
ア
フ
リ
カ
見
物
を
し

な
が
ら
の
航
海
で
あ
っ
た
。
長
途
の
旅
で
、
途
中
嵐
に
遭
い
船
酔
い
な
ど
し
た

が
、
処
女
航
海
で
あ
っ
た
た
め
か
航
海
中
は
多
彩
な
行
事
が
行
わ
れ
、
比
較
的
楽

し
い
船
旅
で
あ
っ
た
。

・
入
植
先
は
生
命
の
危
険
が
あ
る
と
こ
ろ

船
は
最
後
の
寄
港
地
、
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
港
に
寄
港
し
、
こ
こ
で
も
上
陸
が
許
可

さ
れ
て
街
を
見
物
し
た
後
、
い
よ
い
よ
待
望
の
ブ
ラ
ジ
ル
に
向
か
っ
た
。
神
戸
を

発
っ
て
四
十
五
日
の
長
い
船
旅
を
終
え
て
、
一
九
五
三
年
二
月
十
一
日
朝
、
キ
リ

ス
ト
の
像
に
迎
え
ら
れ
て
リ
オ
の
港
に
入
港
し
た
。

港
に
は
、戦
時
中
航
行
が
途
絶
え
て
い
た
日
本
船
が
戦
後
初
め
て
入
っ
た
こ
と
を

聞
き
つ
け
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
方
面
か
ら
新
聞
報
道
陣
を
は
じ
め
、
一
般
の
在
留
邦
人

が
わ
ん
さ
と
押
し
か
け
て
来
て
、
船
内
は
ご
っ
た
返
し
た
。



そ
し
て
、
久
し
振
り
に
日
本
か
ら
来
た
同
胞
に
会
い
、
珍
し
い
の
か
懐
か
し
そ
う

に
話
し
合
っ
て
い
る
カ
ッ
プ
ル
が
至
る
所
に
見
ら
れ
た
。日
本
の
話
を
す
る
の
が

楽
し
み
だ
そ
う
で
、
戦
時
中
や
戦
後
の
日
本
の
状
況
を
話
し
た
り
、
こ
ち
ら
の
状

況
な
ど
を
話
し
合
う
等
、
楽
し
い
風
景
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
船
の
中
に
は
売
店
が

あ
り
、
そ
の
売
店
で
日
本
食
を
買
っ
た
り
す
る
人
も
い
た
。
そ
ん
な
情
景
の
中

で
、
私
た
ち
が
ア
マ
ゾ
ン
に
入
植
す
る
こ
と
を
聞
き
、
あ
ん
な
所
に
入
植
す
る
な

ん
て
気
の
毒
だ
わ
と
か
、
か
わ
い
そ
う
に
と
か
の
囁
き
が
あ
り
、
そ
の
上
、
翌
日

の
あ
る
邦
字
新
聞
に
は
、我
社
で
は
ア
マ
ゾ
ン
入
植
者
取
材
の
た
め
生
命
の
危
険

を
冒
し
て
記
者
を
同
行
せ
し
む
る
、
と
大
き
く
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
見
た
私

た
ち
は
、
夜
、
直
ち
に
緊
急
家
長
会
議
を
し
、
新
聞
記
事
の
件
で
「
記
者
の
生
命

に
危
険
が
あ
る
所
に
私
た
ち
が
入
植
し
ょ
う
と
し
て
い
る
が
、も
し
そ
れ
が
真
実

な
ら
、
私
た
ち
は
今
の
う
ち
に
入
植
拒
否
し
よ
う
」
と
の
不
穏
な
空
気
が
漂
い
、

そ
の
真
偽
を
確
認
す
る
た
め
に
代
表
者
を
リ
オ
に
派
遣
し
、現
地
受
入
責
任
者
に

会
っ
て
談
判
す
る
こ
と
に
決
ま
り
、
朝
を
待
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
翌
朝
早
々
リ
オ

か
ら
現
地
受
入
責
任
者
及
び
、
輸
送
監
督
、
毎
日
新
聞
の
記
者
、
そ
れ
に
大
使
館

の
書
記
官
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
や
っ
て
来
た
の
で
、
例
の
件
に
つ
い
て
質
疑
し
た
と
こ

ろ
、「
貴
殿
等
は
何
を
呆
け
た
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
、
入
植
地
の
拠
点
で
あ

る
パ
リ
ン
チ
ン
ス
は
近
代
的
で
大
き
な
文
化
都
市
で
、立
派
な
政
府
が
す
べ
て
管

理
し
て
い
る
。現
今
社
会
に
必
要
な
す
べ
て
の
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
る
立
派
な

街
で
、
貴
殿
等
の
先
輩
が
大
成
功
し
て
貴
殿
等
を
待
っ
て
い
る
」
と
一
喝
さ
れ
、

這
々
の
呈
で
引
き
下
が
ら
ず
を
得
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
後
、

入
植
に
つ
い
て
詳
細
な
指
示
が
あ
っ
た
。

移
住
者
は
長
い
間
世
話
に
な
っ
た
「
さ
ん
と
す
丸
」
に
別
れ
を
告
げ
下
船
し



た
。リ

オ
ま
で
は
快
適
な
日
本
船
だ
っ
た
が
、リ
オ
か
ら
現
地
ま
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
船

に
な
る
の
で
、
そ
の
船
が
来
る
ま
で
の
船
待
ち
の
た
め
、
リ
オ
港
内
に
在
る
イ
リ

ヤ
・
デ
・
フ
ロ
レ
ス
、
日
本
語
に
訳
す
と
「
花
の
島
」、
と
呼
ば
れ
る
移
民
収
容

所
に
入
っ
た
。
収
容
所
は
、
昔
は
汚
く
て
有
名
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
私
た
ち
が

入
っ
た
時
は
設
備
の
整
っ
た
居
心
地
の
よ
い
施
設
で
、ブ
ラ
ジ
ル
第
一
歩
の
印
象

と
し
て
は
申
し
分
な
か
っ
た
。
偶
然
に
も
、
そ
の
収
容
所
で
は
、
移
住
に
失
敗
し

て
帰
国
す
る
イ
タ
リ
ア
移
民
の
一
団
と
居
合
わ
せ
た
が
、樵
悴
し
て
身
な
り
の
よ

く
な
い
彼
等
と
今
着
い
た
ば
か
り
の
私
た
ち
が
比
較
さ
れ
、こ
れ
が
敗
戦
し
た
日

本
移
民
だ
か
ら
、日
本
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
優
秀
な
移
民
と
し
て
こ
の
国
に
貢
献
し

て
い
る
と
称
賛
さ
れ
優
遇
を
受
け
た
。

ち
ょ
う
ど
カ
ー
ニ
バ
ル
の
時
期
で
、
島
で
は
踊
り
で
非
常
に
賑
や
か
で
あ
っ

た
。
移
民
の
中
に
柔
道
有
段
者
が
い
た
こ
と
も
あ
り
、
新
来
の
日
本
人
だ
か
ら
皆

柔
道
を
す
る
の
だ
ろ
う
と
勘
違
い
さ
れ
、
模
範
試
合
を
所
望
さ
れ
た
の
で
、
朝
ま

で
そ
れ
を
披
露
し
目
伯
親
善
に
努
め
た
。

こ
こ
で
一
週
間
余
過
ご
し
た
後
、カ
ン
ボ
ス
サ
ー
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
ロ
イ
ド
ブ

ラ
ジ
ル
社
の
大
き
な
海
洋
汽
船
に
乗
船
し
た
。
こ
の
船
も
貨
物
船
で
、
途
中
で
荷

物
の
積
み
下
ろ
し
を
し
な
が
ら
航
海
し
た
の
で
、マ
ナ
オ
ス
に
着
く
ま
で
二
十
日

も
要
し
た
。
船
が
ア
マ
ゾ
ン
河
に
入
っ
て
か
ら
は
、
ベ
レ
ー
ン
、
オ
ビ
ド
ス
、
サ

ン
タ
レ
ン
、
パ
リ
ン
チ
ン
ス
、
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
、
マ
ナ
オ
ス
と
次
か
ら
次
へ
と

寄
港
し
、
そ
の
度
に
移
住
者
は
一
、
二
家
族
ず
つ
下
船
し
た
。
我
々
は
、
移
住
協

定
前
の
移
民
な
の
で
植
民
地
が
な
く
、
戦
前
の
移
住
者
の
所
に
一
、
二
家
族
ず
つ

世
話
に
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
ア
マ
ゾ
ン
移
住
地
に
は
、
私
た
ち
を
引
受
け



て
く
れ
る
人
が
た
く
さ
ん
い
た
た
め
、そ
れ
ら
の
人
が
入
植
し
て
い
る
地
の
港
に

着
く
度
に
下
船
す
る
。
そ
の
中
の
大
半
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
で
下
船
し
た
。
港
に
は

大
勢
の
邦
人
が
出
迎
え
て
い
て
、爆
発
が
起
き
た
の
か
と
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い

パ
パ
ン
と
爆
竹
を
打
ち
上
げ
る
な
ど
大
歓
迎
だ
っ
た
。私
も
こ
こ
で
下
船
し
た
の

で
、
引
受
者
（
パ
ト
ロ
ン
）

門
氏
の
夫
人
が
出
迎
え
て
く
れ
た
。
し
か
し
門
氏

の
農
場
は
パ
リ
ン
チ
ン
ス
か
ら
遠
い
上
流
に
あ
る
と
言
っ
た
の
で
、そ
の
夜
は
こ

こ
で
一
泊
し
、翌
朝
早
く
に
門
氏
所
有
の
ボ
ン
ボ
ン
機
船
で
パ
リ
ン
チ
ン
ス
を
出

て
、
現
地
へ
と
溯
っ
た
。
ア
マ
ゾ
ン
河
は
ち
ょ
う
ど
大
増
水
の
真
最
中
と
か
で
、

向
こ
う
岸
の
見
え
な
い
海
の
よ
う
な
海
原
と
、濁
流
が
渦
巻
い
て
い
る
景
観
は
雄

大
と
言
う
よ
り
も
恐
ろ
し
く
感
じ
た
。

そ
の
激
流
の
中
を
、
船
速
の
遅
い
小
さ
な
ボ
ン
ボ
ン
船
は
、
流
れ
に
逆
ら
わ
な

い
よ
う
に
河
の
岸
辺
を
蛇
行
す
る
。
増
水
中
で
あ
る
た
め
、
浮
遊
物
が
河
一
杯
に

ど
ん
ど
ん
流
れ
て
来
る
。中
に
は
流
れ
に
抉
り
取
ら
れ
た
一
町
歩
位
も
あ
る
土
地

が
沈
ん
で
流
れ
て
お
り
、
そ
の
木
が
流
れ
て
来
る
の
だ
が
、
そ
の
中
に
蛇
が
住
ん

で
い
た
り
す
る
。そ
れ
ら
の
危
険
を
避
け
な
が
ら
ボ
ン
ボ
ン
と
遡
航
し
て
い
っ
た

訳
で
あ
る
。
し
か
し
、
ボ
ン
ボ
ン
船
で
あ
る
た
め
、
行
け
ど
も
行
け
ど
も
な
か
な

か
目
的
地
に
着
か
な
い
。

非
常
に
暑
い
の
で
、
そ
の
う
ち
に
咽
が
渇
き
、
飲
水
は
ど
こ
か
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
飲
水
は
河
水
を
飲
む
の
で
す
と
言
わ
れ
て
絶
句
し
た
。
い
く
ら
何
で
も
泥
水

を
飲
む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
我
慢
で
き
な
く
な
り
、
飲
ま
な
い
訳
に
も
行
か

ず
、
毒
薬
で
も
飲
む
思
い
で
目
を
閉
じ
て
ご
く
ん
と
飲
ん
だ
。
こ
れ
が
ア
マ
ゾ
ン

に
入
っ
て
初
め
て
飲
ん
だ
飲
水
で
、
そ
の
時
の
気
持
ち
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な

い
。
そ
れ
が
今
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
河
の
水
は
甘
く
て
美
味
い
な
ど
と
言
え
る
ぐ
ら



い
で
あ
る
。

パ
リ
ン
チ
ン
ス
を
発
っ
て
七
時
間
程
遡
航
し
た
地
点
に
、川
幅
百
メ
ー
ト
ル
程

の
支
流
が
あ
り
、
そ
の
支
流
を
さ
ら
に
五
百
メ
ー
ト
ル
程
入
っ
た
と
こ
ろ
で
、

「
着
き
ま
し
た
」
と
言
わ
れ
た
が
、
辺
り
を
見
渡
し
て
も
水
ば
か
り
で
、
農
場
み

た
い
な
空
地
等
そ
れ
ら
し
い
も
の
は
何
も
な
か
っ
た
。

何
か
の
聞
き
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
、農
場
は
ど
こ
で
す
か
と
聞
き
直

し
た
ら
、
や
は
り
こ
こ
で
す
と
指
を
差
さ
れ
、
そ
こ
で
日
本
を
発
つ
前
に
抱
い
て

い
た
夢
か
ら
覚
め
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
農
場
で
、
そ
の
中
に
パ
ト
ロ
ン

（
雇

い
主
）

の
大
邸
宅
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
、
何
も
な
い
。
増
水
で
河
が

溢
れ
て
ピ
タ
ピ
タ
と
低
い
陸
地
に
流
れ
込
ん
で
い
る
川
辺
の
水
の
中
に
、裸
足
で

パ
ン
ツ
一
つ
の
丸
裸
の
男
性
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。そ
の
後
方
に

パ
ー
リ
ア

（
椰
子
の
葉
）
葺
き
の
建
物
が
ピ
タ
ピ
タ
と
水
に
浸
っ
て
建
っ
て
お

り
、
今
見
れ
ば
立
派
な
家
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り

だ
っ
た
た
め
、
日
本
の
炭
焼
き
小
屋
位
に
し
か
思
え
な
か
っ
た
。
そ
の
遥
か
後
方

に
は
、ジ
ャ
ン
グ
ル
を
切
り
開
い
て
耕
地
に
し
た
と
思
わ
れ
る
明
る
く
開
け
た
場

所
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
辺
二
倍
に
も
既
に
濁
流
が
満
々
と
し
て
お
り
、
そ
の
水
中

に
は
焼
け
残
っ
た
枯
れ
木
が
所
々
に
立
っ
て
い
た
。

な
ん
だ
か
ポ
カ
ン
と
し
て
夢
か
ら
覚
め
た
よ
う
で
、も
う
声
が
出
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
と
に
か
く
来
た
の
だ
か
ら
早
く
下
船
し
て
挨
拶
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
た
が
、
パ
ト
ロ
ン
と
は
初
対
面
な
の
で
、
一
応
日
本
を
出
る
時

新
調
し
た
一
張
羅
の
背
広
を
着
て
待
機
し
た
。そ
の
服
装
で
は
ぬ
か
る
み
に
な
っ

た
地
上
に
下
船
で
き
な
い
の
で
、
急
い
で
靴
を
脱
ぎ
、
膝
上
ま
で
ズ
ボ
ン
を
ま
く

り
上
げ
、
裸
足
で
下
船
し
た
が
、
ま
く
り
上
げ
た
衣
服
に
ま
で
ビ
チ
ャ
ビ
チ
ャ



入
っ
て
し
ま
い
、
全
く
そ
の
時
は
地
獄
に
来
て
し
ま
っ
た
と
思
っ
た
ほ
ど
で
あ

る
。
裸
の
パ
ト
ロ
ン
に
挨
拶
を
し
た
ら
、「
門
で
す
、
ご
く
ろ
う
で
し
た
」
と
挨

拶
が
あ
り
屋
内
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
。川
辺
に
あ
っ
た
バ
ラ
ッ
ク
建
て
が
住
家
で

あ
り
、
屋
内
は
二
つ
に
仕
切
ら
れ
て
い
て
、
片
方
は
寝
室
ら
し
く
一
メ
ー
ト
ル
半

程
の
高
い
床
、
他
の
方
は
土
間
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
土
間
に
も
水
が
入
り
始
め

て
い
て
、
空
箱
を
並
べ
て
床
代
わ
り
に
し
て
、
其
の
上
に
机
を
置
い
て
あ
り
、
そ

こ
で
今
後
仕
事
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
話
し
が
あ
っ
た
が
、そ
ん
な
こ
と
は
一
つ

も
耳
に
入
ら
ず
、と
ん
で
も
な
い
所
へ
来
て
し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
で
頭
が
一
杯

だ
っ
た
。夕
暮
れ
に
な
る
と
蚊
の
群
集
が
ぷ
う
ん
ぷ
う
ん
と
音
を
た
て
て
や
っ
て

来
て
、
顔
や
手
足
と
こ
ろ
構
わ
ず
チ
ク
リ
と
や
る
の
で
、
そ
れ
を
追
い
払
う
の
に

大
忙
し
で
参
っ
た
。
挙
句
に
は
喋
っ
て
い
る
口
の
中
に
ま
で
入
り
込
ん
で
き
て
、

噛
ん
で
し
ま
っ
た
。

裸
の
パ
ト
ロ
ン
の
体
に
は
沢
山
蚊
が
と
ま
っ
て
い
る
の
で
、「
蚊
が
と
ま
っ
て
い

ま
す
よ
」
と
言
っ
た
ら
、「
蚊
な
ん
ぞ
に
か
ま
っ
て
い
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
に
は
住
め

ま
せ
ん
よ
」
と
し
ゃ
あ
し
ゃ
あ
と
し
て
い
る
。

と
に
か
く
仕
事
が
遅
れ
て
ジ
ュ
ー
ト
が
水
に
潜
っ
て
し
ま
い
、そ
れ
だ
か
ら
明

日
一
目
だ
け
荷
物
の
整
理
を
行
い
、明
後
日
か
ら
早
速
仕
事
に
就
く
よ
う
指
示
さ

れ
、
こ
れ
が
ま
た
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
た
め
に
用
意
し
た
と
言
う
住

家
に
案
内
さ
れ
た
が
、そ
の
住
家
は
パ
ト
ロ
ン
の
住
家
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
程
離
れ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
屋
根
か
ら
壁
、
窓
、
戸
、
す
べ
て
パ
ー
リ
ァ
で
で
き
て
お
り
、

釘
は
一
本
も
使
わ
ず
に
全
部
シ
ッ
ポ
と
い
う
山
の
蔓
で
縛
っ
て
あ
り
、山
小
屋
の

よ
う
な
、
そ
れ
は
そ
れ
で
珍
し
い
建
物
で
、
こ
う
言
っ
た
ら
叱
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
戦
後
の
日
本
で
も
こ
ん
な
粗
末
な
建
物
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。



こ
の
住
家
内
に
は
真
ん
中
に
パ
ー
リ
ァ
の
仕
切
り
が
あ
る
だ
け
で
何
も
な
い
の

だ
が
、
一
方
に
は
高
い
板
張
り
の
床
が
あ
り
、
他
の
一
方
は
土
間
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
土
間
に
も
水
が
入
り
始
め
て
、
じ
め
じ
め
し
て
い
る
の
で
、
歩
く
所
だ

け
板
が
渡
し
て
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
中
に
は
ソ
ル
テ
ィ
ロ

（
独
身
）

の
も
の

も
、
家
族
を
連
れ
て
来
た
も
の
も
い
た
が
、
そ
の
床
の
方
で
カ
ザ
ー
ド

（
既
婚

者
）
も
ソ
ル
テ
ィ
ロ
も
な
く
雑
魚
寝
し
た
。

そ
れ
で
も
、
蚊
帳
を
持
っ
て
来
て
い
た
の
で
そ
れ
を
張
り
、
そ
の
中
で
過
ご
し

た
。
そ
の
夜
は
こ
の
家
で
入
植
第
一
夜
を
明
か
し
た
が
、「
と
ん
で
も
な
い
所
に

来
て
し
ま
っ
た
、
今
後
ど
う
な
る
だ
ろ
う
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
不
安
で
頭
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
一
睡
も
で
き
な
か
っ
た
。

入
植
地
が
そ
の
よ
う
な
状
態
な
の
は
、
他
に
配
耕
な
っ
た
人
達
の
所
も
同
様

で
、
あ
る
入
植
地
な
ど
で
は
、
荷
物
も
開
か
ず
に
、
乗
っ
て
き
た
船
が
引
き
返
す

の
に
再
び
乗
っ
て
他
方
に
退
耕
す
る
な
ど
騒
然
と
な
っ
た
。

・
第
一
次
移
民
崩
れ
る

第
一
陣
と
い
う
こ
と
で
、
私
た
ち
の
動
静
を
取
材
す
る
た
め
に
、
毎
日
新
聞
か

ら
記
者
一
名
、
ま
た
、
息
子
が
移
住
す
る
の
だ
が
、
そ
の
移
住
（
入
植
）

先
が

ど
ん
な
所
で
あ
る
の
か
調
べ
て
欲
し
い
と
言
う
、岡
山
の
資
産
家
か
ら
依
頼
さ
れ

た
社
会
党
の
代
議
士
一
名
、
そ
の
他
外
務
省
の
役
人
一
名
、
計
三
名
が
神
戸
を
出

る
船
の
中
か
ら
私
た
ち
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
の
で
、船
の
中
の
様
子
な
ど
を

逐
一
詳
細
に
日
本
に
知
ら
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
入
植
先
が
前
記
の
よ

う
だ
っ
た
の
で
、
直
ち
に
日
本
に
報
道
さ
れ
、
日
本
で
は

「
第
一
次
移
住
崩
れ

る
」
と
大
き
な
見
出
し
で
報
じ
ら
れ
た
。
そ
の
新
聞
の
切
抜
き
同
封
で
、
現
地
人



の
住
ん
で
い
る
所
に
住
め
な
い
こ
と
は
な
い
は
ず
で
あ
り
、軽
挙
な
行
動
は
慎
む

よ
う
に
な
ど
と
留
守
家
族
か
ら
や
か
ま
し
く
言
っ
て
く
る
の
で
、進
退
極
ま
る
と

は
正
し
く
こ
の
こ
と
か
と
思
っ
た
程
で
あ
る
。私
等
は
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
判

断
に
迷
っ
た
。私
は
野
戦
を
大
分
歩
き
回
っ
た
経
験
が
あ
る
の
で
少
し
く
ら
い
の

こ
と
で
は
驚
か
な
い
が
、
ま
だ
若
い
女
房
に
、
こ
ん
な
所
に
来
て
し
ま
っ
た
と
泣

か
れ
困
っ
た
が
、先
輩
が
戦
前
か
ら
来
て
が
ん
ば
っ
て
来
た
所
に
住
め
な
い
と
言

う
の
も
い
け
な
い
、
ま
た
、
日
本
を
出
る
時
に
、
が
ん
ば
っ
て
こ
い
と
か
、
し
っ

か
り
や
れ
、
と
喧
し
く
言
わ
れ
、
華
々
し
く
船
出
を
し
、
神
戸
で
は
厳
重
に
訓
示

を
受
け
、
そ
れ
で
だ
め
で
し
た
、
と
簡
単
に
退
耕
す
る
訳
に
は
い
か
ず
、
来
て
し

ま
っ
た
の
だ
か
ら
し
ば
ら
く
様
子
を
見
よ
う
と
い
う
こ
と
で
居
残
っ
た
の
で
あ

る
。

・
動
物
た
ち
と
同
居

そ
う
し
て
、早
く
仕
事
に
掛
か
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
の
で
仕
事
に
掛
か
っ
た

が
、
水
の
中
の
生
活
が
ま
た
大
変
な
の
で
あ
る
。
ア
マ
ゾ
ン
河
は
、
増
水
期
に
な

る
と
水
が
ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
で
、
毎
日
四
、
五
セ
ン
チ
ず
つ
増
え
て
い
く
の
だ

が
、
大
増
水
だ
っ
た
そ
の
年
は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
床
に
ピ
タ
ピ
タ
水
が
入
っ
て
来

る
の
で
水
浸
し
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
住
家
の
床
を
上
げ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
だ
が
、
シ
ツ
ポ

（
蔓
）

で
縛
っ
て
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
良
い
も
の
だ

と
思
っ
た
。
釘
だ
と
大
変
だ
が
、
シ
ッ
ポ
な
の
で
簡
単
に
上
げ
ら
れ
る
の
だ
。
こ

の
辺
り
で
水
は
止
ま
る
だ
ろ
う
と
予
想
し
、
三
十
セ
ン
チ
位
上
げ
る
と
、
ま
た
ピ

チ
ヤ
ピ
チ
ヤ
し
始
め
、
ま
た
上
げ
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
い
る
う
ち
に
と
う
と

う
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
い
床
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。床
下
は
ご
う
ご
う
と
川
が



流
れ
て
い
る
た
め
家
か
ら
一
歩
も
出
ら
れ
ず
、ト
イ
レ
も
洗
濯
も
炊
事
も
家
に
居

な
が
ら
す
る
の
で
あ
る
。
何
で
も
軒
下
で
で
き
て
便
利
で
、
し
か
も
こ
ん
な
水
洗

便
所
は
な
い
と
冗
談
を
言
っ
た
り
も
し
た
。
だ
が
、
時
々
炊
事
場
で
魚
等
を
料
理

す
る
の
で
、
料
理
屑
や
残
飯
を
漁
り
に
、
大
き
な
プ
ラ
ケ

（
電
気
鰻
）

や
ピ
ラ

ニ
ア
が
の
ろ
の
ろ
と
や
っ
て
来
て
、
女
房
た
ち
が
悲
鳴
を
上
げ
た
り
し
た
。
そ
う

い
う
時
、「
ま
た
や
っ
て
来
た
」
な
ん
て
包
丁
な
ど
を
用
意
し
て
置
く
の
だ
が
、

「
包
丁
は
電
気
鰻
だ
っ
た
ら
い
か
ん
」
な
ど
と
言
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
あ
っ
た
。い
く
ら
か
た
っ
て
か
ら
飲
め
な
か
っ
た
水
が
飲
め
る
よ
う
に
な

り
、
ポ
ッ
チ
と
い
う
素
焼
き
の
瓶
に
濁
流
を
入
れ
、
泥
を
沈
殿
さ
せ
て
か
ら
飲
む

の
で
、
朝
早
く
起
き
て
そ
の
水
を
汲
む
の
が
私
の
仕
事
に
な
っ
た
。

ま
た
水
が
増
え
て
、
い
よ
い
よ
陸
地
が
無
く
な
る
と
、
犬
、
猫
、
鶏
を
は
じ
め

陸
地
の
動
物
す
べ
て
が
、人
間
の
住
ん
で
い
る
住
家
に
集
ま
っ
て
同
居
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。あ
る
時
は
女
房
が
行
李
の
蓋
を
開
け
た
ら
蛇
が
出
て
来
て
悲
鳴
を
上

げ
た
こ
と
、
ま
た
昼
寝
し
て
い
て
屋
根
裏
に
目
を
や
っ
た
と
こ
ろ
、
パ
ー
リ
ア
の

間
を
蛇
が
鼠
を
追
い
か
け
て
の
ろ
の
ろ
し
て
い
た
こ
と
。
ま
た
夕
暮
れ
時
、
部
屋

の
中
に
あ
る
パ
ー
リ
ァ
の
仕
切
り
戸
の
裏
に
靴
下
の
よ
う
な
黒
い
も
の
が
落
ち
て

い
た
の
で
、
そ
れ
を
女
房
が
拾
お
う
と
し
た
ら
、
大
き
な
毒
蜘
味
が
出
て
来
て
驚

い
て
腰
を
抜
か
し
た
こ
と
。
あ
る
夜
半
、
鶏
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る
の
で
、
ま
た
来

た
な
ー
と
懐
中
電
灯
片
手
に
行
っ
て
見
た
ら
ビ
ー
ル
缶
大
の
ス
ク
リ
ジ
ュ
ー（
大

蛇
）
が
鶏
を
銜
え
て
呑
み
込
む
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
ス
ク
リ
ジ
ュ
ー
は
大
き
い
割
に

は
人
間
を
襲
わ
な
い
の
で
テ
ル
サ
ー
ド
で
一
刀
両
断
に
打
ち
切
っ
た
こ
と
な
ど
。

も
っ
と
吃
驚
し
た
こ
と
は
、ま
だ
ハ
イ
ハ
イ
を
し
て
い
二
歳
の
幼
児
だ
っ
た
長
男

の
添
寝
を
し
て
い
た
ら
、屋
外
の
渡
し
板
の
上
に
洗
濯
物
を
干
し
て
い
た
女
房
が



何
か
流
れ
て
い
る
と
大
き
な
声
で
叫
ぶ
の
に
目
を
覚
ま
し
、見
て
み
る
と
長
男
が

お
ら
ず
、慌
て
て
開
き
戸
か
ら
外
を
見
る
と
眠
っ
て
い
る
間
は
い
は
い
し
て
水
中

に
落
ち
た
ら
し
く
、十
メ
ー
ト
ル
位
先
を
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い
く
の
を
死
に
物
狂

い
で
掴
ん
で
助
け
青
く
な
っ
た
こ
と
、
そ
の
他
、
正
直
な
と
こ
ろ
生
き
た
心
地
が

し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
悲
鳴
を
上

げ
て
驚
く
こ
と
が
あ
っ
て
何
も
な
か
っ
た
目
に
は
一
目
が
終
る
と
、今
日
も
一
目

寿
命
が
延
び
た
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

・
ピ
ン
ガ
の
缶
を
水
面
に
浮
か
せ
て
飲
む

入
植
三
日
目
か
ら
与
え
ら
れ
た
第
一
番
の
仕
事
は
、増
水
が
早
く
て
収
穫
が
遅

れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
三
、
四
メ
ー
ト
ル
に
伸
び
た
ジ
ュ
ー
ト
が
、
穂
先
五
十
セ

ン
チ
程
出
し
て
水
に
没
し
て
い
る
の
を
早
く
刈
り
取
っ
て
く
れ
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。
そ
れ
が
ま
た
大
変
で
、
水
深
三
メ
ー
ト
ル
位
あ
る
所
に
潜
っ
て
、
根
元
か
ら

息
の
続
く
限
り
刈
り
取
る
の
だ
っ
た
。
一
回
や
二
回
な
ら
未
だ
面
白
い
が
、
こ
れ

を
一
日
中
繰
り
返
し
て
い
る
と
、い
く
ら
赤
道
直
下
の
ア
マ
ゾ
ン
で
も
寒
く
な
っ

て
震
え
る
の
で
、ピ
ン
ガ
缶
を
流
れ
な
い
よ
う
に
何
か
に
縛
り
付
け
て
水
面
に
浮

か
せ
て
置
き
、
寒
く
な
っ
た
ら
チ
ビ
リ
チ
ビ
リ
飲
ん
で
体
を
温
め
て
、
ま
た
潜
る

の
で
あ
る
。

毎
日
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い
る
と
、泥
水
な
の
で
目
が
霞
ん
で
来
て
体
が
だ
る
く

な
り
、
夜
も
安
眠
で
き
ず
不
健
康
に
な
っ
た
た
め
、
命
が
助
か
る
か
心
配
し
た
位

で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
そ
の
年
が
大
水
で
あ
っ
た
た
め
、
な
お
さ
ら
酷
か
っ
た
の

で
あ
り
、
普
通
の
年
な
ら
ば
そ
れ
程
水
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
ジ
ュ
ー
ト
と
い
う



も
の
は
、
乾
期
で
増
水
期
に
入
る
前
に
土
地
を
整
理
し
種
を
蒔
き
、
水
が
増
え
る

従
っ
て
ジ
ュ
ー
ト
が
生
育
し
、
ち
ょ
う
ど
水
位
が
膝
位
に
な
っ
た
時
に
刈
り
取

り
、
そ
こ
に
沈
め
る
の
が
普
通
の
や
り
方
で
あ
る
。
長
い
間
同
じ
場
所
に
住
ん
で

い
る
と
、今
年
は
ど
の
辺
り
ま
で
水
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
が
大
体
勘
で
分
る
よ

う
に
な
り
、
ど
の
辺
り
に
種
を
蒔
い
た
ら
一
番
良
い
か
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
そ

の
勘
が
外
れ
る
と
、
ジ
ュ
ー
ト
が
生
育
し
き
る
前
に
水
が
き
て
、
水
に
浸
し
て
し

ま
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
生
育
し
た
の
に
ま
だ
水
が
来
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

な
り
、
こ
う
な
る
と
、
全
長
四
メ
ー
ト
ル
の
ジ
ュ
ー
ト
を
約
五
十
セ
ン
チ
に
束
ね

た
も
の
、一
把
で
約
四
十
キ
ロ
あ
る
も
の
を
水
の
在
る
所
ま
で
担
い
で
行
き
浸
け

な
く
て
は
な
ら
ず
、
し
か
も
、
熱
帯
地
な
の
で
裸
で
作
業
を
し
、
刈
り
た
て
の
ぬ

る
ぬ
る
し
た
地
面
を
歩
く
の
は
大
変
な
重
労
働
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
の
苦
し
さ

に
、
パ
ト
ロ
ン
に
、「
そ
こ
ら
辺
に
寝
て
い
る
牛
に
引
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
か
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、「
ア
マ
ゾ
ン
の
牛
は
仕
事
を
し
ま
せ
ん
」
と
あ
っ
さ

り
言
わ
れ
、
で
は
「
牛
が
寝
て
い
て
人
間
が
働
く
訳
で
す
か
」
と
不
平
を
言
っ
た

り
し
た
。
う
ま
く
す
れ
ば
、
前
に
述
べ
た
よ
う
な
酷
い
目
に
遭
わ
な
く
て
す
む
の

だ
が
、
時
々
予
想
が
外
れ
、
そ
の
よ
う
な
過
酷
な
仕
事
を
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
ま
た
、
収
穫
は
ほ
と
ん
ど
水
に
浸
か
っ
て
や
る
仕
事
で
あ

る
た
め
、
作
業
着
等
は
乾
く
暇
も
な
く
腐
っ
て
く
る
と
い
う
よ
う
な
、
不
衛
生
さ

で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
作
業
を
行
う
の
に
ト
ラ
ク
タ
ー
を
使
え
ば
、
と
思
っ
た
が
、
一
輪
車

も
な
い
よ
う
な
所
な
の
で
、
ト
ラ
ク
タ
ー
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
過
酷
な

労
働
に
耐
え
か
ね
た
私
た
ち
は
、面
積
だ
け
を
広
げ
よ
う
と
す
る
パ
ト
ロ
ン
に
機

械
農
業
を
進
言
し
た
が
、「
機
械
に
替
わ
る
よ
う
な
現
地
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の



だ
か
ら
、
機
械
な
ど
必
要
な
い
」
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

ジ
ュ
ー
ト
の
間
の
草
を
取
る
の
も
、
ま
た
辛
い
労
働
で
あ
り
、
ジ
ュ
ー
ト
の
植

わ
っ
て
い
る
水
の
中
に
潜
り
込
み
、ジ
ュ
ー
ト
畑
の
草
を
テ
ル
サ
ー
ド
で
取
る
の

で
あ
る
。
草
刈
鎌
等
が
な
い
の
で
、
草
取
り
、
ペ
イ
シ
（
魚
）
料
理
、
野
良
仕
事
、

山
切
等
、
す
べ
て
テ
ル
サ
ー
ド
で
行
う
の
で
あ
る
。

入
植
当
初
一
番
困
っ
た
こ
と
が
食
料
で
あ
る
。
日
本
か
ら
来
た
ば
か
り
で
、
現

地
食
に
慣
れ
て
お
ら
ず
、ペ
イ
シ
は
ア
マ
ゾ
ン
だ
か
ら
豊
富
に
あ
る
の
だ
が
泥
臭

く
て
な
か
な
か
食
べ
ら
れ
ず
、
野
菜
が
な
い
の
に
特
に
困
っ
た
。
土
地
が
水
没
し

て
い
る
の
で
何
も
な
く
、パ
ト
ロ
ン
が
私
た
ち
の
た
め
に
保
存
し
て
く
れ
て
い
た

一
日
一
切
れ
の
南
瓜
と
、
ラ
ッ
タ

（
缶
）
に
植
え
た
葱
三
本
が
一
日
の
野
菜
で

あ
っ
た
。
勿
論
パ
ン
屋
が
在
る
訳
で
も
な
く
、
メ
ル
カ
ー
ド

（
市
場
）

が
在
る

訳
も
な
い
。
米
は
陸
稲
の
一
番
ポ
ロ
ポ
ロ
し
た
も
の
で
あ
る
し
、
コ
ー
ヒ
ー
と
ボ

ラ
ッ
シ
ャ
と
い
う
塩
味
の
つ
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
だ
け
だ
っ
た
。
本
当
に
何
も
な

か
っ
た
が
、砂
糖
が
あ
ま
り
豊
富
で
は
な
い
国
か
ら
来
た
せ
い
か
甘
い
コ
ー
ヒ
ー

だ
け
よ
く
飲
ん
だ
。
食
料
が
な
い
た
め
本
当
に
悲
し
く
な
っ
た
。
パ
ト
ロ
ン
が
明

日
は
仕
事
頑
張
っ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
弁
当
を
持
っ
て
来
る
と

言
っ
た
の
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
ら
、ボ
ド
ー
と
い
う
鎧
を
着
た
よ
う
な
グ
ロ
テ

ス
ク
な
ペ
イ
シ
の
生
き
た
の
を
紐
で
尻
尾
を
縛
り
ぶ
ら
ぶ
ら
と
下
げ
、
そ
れ
と

フ
ァ
リ
ー
ニ
ヤ
の
入
っ
た
空
き
缶
を
持
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。昼
飯
の
時
間
に
な

る
と
、
そ
の
ペ
イ
シ
を
引
き
上
げ
て
焼
き
、
美
味
い
と
言
っ
て
私
た
ち
に
く
れ
る

の
だ
が
、
と
て
も
食
べ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
、十
八
家
族
来
た
う
ち
日
本
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
何

家
族
か
あ
っ
た
が
、
住
め
ば
都
で
私
た
ち
は
残
っ
た
。
と
言
う
よ
り
も
、
逃
げ
よ



う
と
し
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
気
分
も
の
ん
き
で
良
い
し
、
ペ
イ
シ
も
美

味
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
も
い
い
も
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
よ
う
な
気

持
ち
が
ほ
ん
の
り
出
始
め
、も
う
少
し
様
子
を
見
て
か
ら
と
い
っ
て
い
る
う
ち
に

逃
げ
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。三
十
四
歳
の
時
に
来
た
が
既
に
八

十
一
歳
を
迎
え
た
私
で
あ
る
。

今
で
は
、
ア
マ
ゾ
ン
の
苦
労
を
し
た
移
住
者
な
ど
と
言
わ
れ
、
恥
ず
か
し
く
て

ど
う
に
も
な
ら
な
い
も
の
だ
が
、
そ
の
当
時
の
心
境
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

コ
ー
ヒ
ー
の
大
農
園
で
働
く
の
だ
と
夢
見
て
き
た
が
、
夢
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の

か
。
住
め
ば
都
で
、「
緑
の
地
獄
が
緑
の
天
国
へ
と
変
わ
っ
た
」
と
仕
方
な
く
言
っ

て
い
る
そ
ん
な
現
在
で
あ
る
。

そ
の
後
私
た
ち
が
困
っ
た
の
は
、
植
民
地
を
も
た
ず
、
パ
ト
ロ
ン
と
の
二
年
間

の
契
約
が
過
ぎ
た
後
、ほ
と
ん
ど
の
移
住
者
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
方
面
に
散
ら
ば
っ
て

し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
大
半
は
日
本
に
戻
っ
た
。
現
在
、
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯

協
会
に
勤
務
し
て
い
る
辻
田
氏
の
お
父
さ
ん
と
も
一
緒
で
あ
っ
た
。そ
の
他
ア
レ

ン
ケ
ー
に
一
家
族
い
る
よ
う
な
も
の
で
、
居
残
っ
た
の
は
私
一
人
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

契
約
が
終
わ
り
自
由
に
な
っ
た
時
、
私
も
南
伯
へ
行
く
つ
も
り
で
い
た
が
、
パ

リ
ン
チ
ン
ス
は
マ
ナ
オ
ス
の
下
流
な
の
で
、こ
こ
を
一
度
出
た
ら
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

の
州
都
で
あ
る
マ
ナ
オ
ス
を
見
な
い
で
し
ま
う
と
思
い
、一
度
だ
け
見
て
み
よ
う

と
マ
ナ
オ
ス
に
来
た
。
そ
れ
は
立
派
な
町
で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
不
自
由
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
町
を
見
学
し
ょ
う
と
市
場
へ
行
く
と
、
野
菜
が
非
常
に
高
く
、

ま
た
少
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
野
菜
売
り
を
し
た
ら
良
い
の
で
は
と
思
っ

た
時
、ち
ょ
う
ど
そ
こ
で
ア
マ
ゾ
ン
の
草
分
け
と
言
わ
れ
て
い
る
三
輪
さ
ん
と
い



う
方
と
お
会
い
し
、
お
願
い
す
る
と
、
野
菜
の
作
り
方
か
ら
販
売
方
法
ま
で
教
え

て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、
喜
ん
で
こ
こ
で
野
菜
作
り
を
始
め
た
。
し
か
し
、
植
民

地
が
な
く
、
友
達
も
あ
ま
り
お
ら
ず
、
自
分
一
人
で
現
地
人
の
中
を
放
浪
し
な
が

ら
過
ご
し
て
き
た
。
健
康
に
は
自
身
が
あ
っ
た
つ
も
り
が
、
と
う
と
う
現
地
の
ア

マ
レ
ロ
ン
と
い
う
病
気
に
か
か
り
、ま
わ
り
は
現
地
人
ば
か
り
で
言
葉
も
分
ら
な

い
た
め
困
り
き
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
や
は
り
日
本
人
は
日
本
人
同
士

で
一
つ
の
植
民
地
の
あ
る
所
で
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
絶
対

必
要
だ
、
と
つ
く
づ
く
感
じ
た
の
で
あ
る
。

最
初
は
不
便
で
あ
っ
て
も
次
第
に
発
展
し
、
や
が
て
は
町
に
な
り
、
町
か
ら
都

市
に
な
る
と
い
う
植
民
地
が
理
想
た
が
、
ア
マ
ゾ
ン
の
田
舎
、
特
に
バ
ル
ゼ
ア
地

帯
は
、
地
形
の
関
係
で
、
そ
こ
に
集
落
を
作
る
と
い
う
所
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で

も
一
人
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
子
供
が
学
習
す
る
年
齢
に
な
っ
て
も
、
学
校
が
な

く
、
教
育
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
学
校
も
で
き
て
い

る
そ
う
だ
が
、
増
水
期
に
は
水
の
中
に
ぽ
つ
ん
と
浮
か
ん
で
し
ま
い
、
そ
う
い
う

所
で
あ
る
た
め
先
生
と
し
て
い
く
人
も
い
な
い
。
学
校
は
建
て
て
も
ら
っ
た
が
、

開
店
休
業
と
い
う
形
で
、
使
用
さ
れ
ず
今
で
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
あ
る
。

ジ
ュ
ー
ト
も
当
時
は
日
本
人
が
作
っ
た
も
の
で
、華
々
し
く
日
本
人
を
は
じ
め

現
地
人
も
多
く
の
人
々
が
栽
培
し
、
こ
こ
の
産
業
に
貢
献
し
た
が
、
そ
の
後
化
学

製
品
の
進
歩
に
よ
り
、
そ
れ
に
押
さ
れ
て
ジ
ュ
ー
ト
の
需
要
が
少
な
く
な
り
、
値

段
が
安
く
採
算
が
合
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、不
便
な
田
舎
に
住
む
人
が
少
な
く

な
り
、
社
会
が
発
展
す
る
と
同
時
に
人
間
の
生
活
様
式
も
変
わ
り
、
日
本
人
の
中

で
も
ジ
ュ
ー
ト
を
作
る
人
が
年
々
減
り
、現
在
で
は
現
地
人
で
も
ジ
ュ
ー
ト
生
産

者
は
極
ま
れ
で
あ
る
。



こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、ア
マ
ゾ
ン
に
来
た
沢
山
の
移
住
者
は
苦
労

を
し
て
い
る
が
、
ジ
ュ
ー
ト
、
大
水
の
年
と
い
う
も
の
を
経
験
し
た
者
は
あ
ま
り

い
な
い
と
思
う
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

羽
田
重
吉

（
は
だ
じ
ゅ
う
き
ち
）

一
九
一
八
年
、
新
潟
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
三
年
、
戦
後
第
一
回
移
民
（
ジ
ュ
ー
ト
移
民
）
と
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
ウ

ル
ク
リ
ツ
ー
バ
郡
パ
ラ
ナ
ー
・
デ
・
コ
ン
プ
リ
ー
ド
の
南
政
耕
地
に
入
植
。

ジ
ュ
ー
ト
栽
培
に
従
事
し
た
後
、
一
九
五
五
年
、
マ
ナ
オ
ス
市
対
岸
カ
レ
ー
ロ
郡

に
転
住
し
、
野
菜
栽
培
に
従
事
。
一
九
五
七
年
、
ソ
リ
モ
ン
エ
ス
上
流
ジ
ャ
ノ
ウ

カ
地
区
に
お
い
て
農
場
造
成
の
た
め
再
転
住
し
た
後
、一
九
五
九
年
に
マ
ナ
オ
ス

市
に
移
り
、
商
店
経
営
の
傍
ら
日
伯
協
会
会
長
な
ど
日
系
人
社
会
活
動
に
携
り
、

現
在
に
至
る
。

■
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
街
道
道
路
工
事
―
―
―
■

松
田

和
夫

・
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
計
画
の
歴
史

ま
ず
こ
の
道
路
の
歴
史
に
つ
い
て
調
べ
て
見
る
と
、前
世
紀
の
終
わ
り
頃
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
出
身
の
技
師
ト
ル
ク
ア
ッ
ト
・
ハ
ビ
エ
ル
・
モ
ン
テ
イ
ロ
・
タ
パ
ジ
ョ



ス
氏
が
、州
都
マ
ナ
オ
ス
と
ア
マ
ゾ
ン
河
中
流
地
帯
に
あ
る
都
市
イ
タ
コ
ア
チ
ア

ラ
間
を
結
ぶ
鉄
道
の
建
設
を
考
え
、
現
地
を
調
べ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
り
、
そ
の

結
果
を
こ
の
技
師
が
亡
く
な
る
少
し
前
に
ペ
ン
を
と
っ
て
当
時
の
州
知
事
で
あ
っ

た
フ
ィ
レ
ト
・
ピ
ー
レ
ス
・
フ
エ
ヘ
イ
ラ
氏
に
「
植
民
と
移
民
」
と
い
う
題
で
報

告
書
を
渡
さ
れ
た
。そ
の
中
で
こ
の
技
師
は
ア
マ
ゾ
ン
河
流
域
の
低
湿
地
地
帯
か

ら
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
奥
地
地
帯
に
あ
る
高
台
地
地
帯
に
移
民
を
送
り
込
ん
で
開

発
す
る
こ
と
を
最
初
に
提
案
し
、こ
の
書
物
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
公
式
記
録
所
に

納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
代
に
は
一
般
に
は
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
技
師
ト

ル
ク
ア
ッ
ト
・
タ
パ
ジ
ョ
ス
氏
は
他
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
人
た
ち
と
共
に
、
こ
の

鉄
道
建
設
に
よ
り
高
台
地
帯
を
征
服
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
を
大
発
展
さ
せ
る
大
夢

を
見
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
初
め
の
路
線
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
調
べ
る

と
、
一
八
九
九
年
、
時
の
州
知
事
ハ
マ
ー
リ
ョ
・
ジ
ユ
ニ
オ
ー
ル
大
佐
の
命
令
に

よ
り
、
州
都
マ
ナ
オ
ス
よ
り
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
へ
、
そ
れ
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
河
の
少

し
下
流
に
位
置
す
る
パ
リ
ン
チ
ン
ス
へ
、
ア
マ
ゾ
ン
の
大
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
を

通
っ
て
電
話
線
を
引
く
た
め
の
小
道
を
作
れ
と
い
う
契
約
が
、
セ
バ
ス
チ
ア
ー

ノ
・
ン
ヨ
ゼ
・
デ
ィ
ニ
ス
氏
と
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
の
間
に
結
ば
れ
、
一
八
九
九

年
十
一
月
二
十
六
日
付
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
公
報
第
一
七
二
八
号
で
発
令
さ
れ
、こ

れ
が
現
在
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
チ
ア
ラ
道
路
（
Ａ
Ｍ
〇
一
〇
号
）

の
基
本
線
に

な
っ
た
。
こ
の
小
道
は
一
九
〇
一
年
七
月
九
日
に
や
っ
と
完
成
し
た
。
そ
れ
か
ら

十
八
年
後
の
一
九
一
九
年
、
ま
だ
大
学
生
だ
っ
た
ド
ル
ネ
ー
ラ
ス
・
カ
マ
ラ
氏
が

ブ
ラ
ジ
ル
北
東
部
の
乾
燥
地
帯
で
苦
し
む
人
達
を
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
へ
連
れ
て
来
て

助
け
よ
と
発
言
し
た
こ
と
が
公
式
に
一
般
の
人
達
に
発
表
さ
れ
、マ
ナ
オ
ス
～
イ



タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
が
必
要
で
あ
る
と
一
般
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
ま
た
、年
月
が
経
っ
て
か
ら
の
一
九
二
六
年
六
月
十
四
日
に
エ
フ
ィ

ジ
ェ
ニ
オ
・
フ
エ
へ
イ
ラ
・
サ
ー
レ
ス
氏
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
で
あ
っ
た
と
き

に
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
議
会
に
こ
の
道
路
建
設
に
つ
い
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
た

が
、
そ
の
こ
ろ
の
小
道
の
全
長
は
三
百
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
二
メ
ー
ト
ル
幅
で

あ
り
、
労
働
者
が
百
三
十
三
日
か
か
っ
て
開
い
た
。
そ
の
沿
線
に
は
天
然
の
ゴ
ム

林
や
コ
パ
イ
ー
バ
と
呼
ば
れ
る
油
状
の
樹
液
が
と
れ
る
木
、沢
山
の
種
類
の
立
派

な
木
材
等
が
あ
る
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
た
が
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
フ
ェ
へ
イ

ラ
・
サ
ー
レ
ス
州
知
事
は
一
九
二
九
年
、
彼
の
最
後
の
州
政
府
の
年
に
州
議
会
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、こ
れ
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
開
か
れ
た
小
道
は
路
線
決
定
上
そ

れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
り
結
構
だ
が
、結
論
と
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
都
マ
ナ
オ
ス
か

ら
ロ
ラ
イ
マ
州
都
の
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ

（
現
在
は
ボ
ア
ビ
ス
タ
と
呼
ば
れ
る
）

へ

向
け
る
道
路
の
三
十
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
点
か
ら
分
か
れ
、ア
レ
イ
シ
ョ
と
パ
ラ

ケ
ク
ア
ラ
の
湖
へ
向
か
い
、
そ
れ
か
ら
既
に
開
か
れ
て
い
る
電
話
路
線
と
ペ
ド

ロ
・
デ
ニ
ス
が
開
い
た
小
道
な
ど
を
利
用
し
て
、
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ

道
路
線
を
技
術
的
並
び
に
経
済
的
な
見
地
か
ら
決
定
す
る
と
発
表
し
た
。そ
し
て

一
九
三
〇
年
に
ド
ル
バ
ウ
・
ポ
ル
ト
氏
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
に
な
っ
た
と
き

に
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
中
全
体
に
新
し
い
政
治
制
度
が
植
え
付
け
ら
れ
、
革
命
が
起

き
、
ま
た
、
新
し
い
政
治
方
法
に
変
更
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
全
般
的
に
よ
く
な
る

こ
と
を
期
待
さ
れ
た
が
、特
に
交
通
や
通
信
問
題
の
解
決
に
つ
い
て
は
政
治
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
行
き
、一
九
三
〇
年
か
ら
一
九
四
〇
年
の
十
年
間
は
政
府
関
係
の
情

報
に
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
あ
ま
り
話
さ
れ
な
い
よ
う
に
な
り
、
従
っ
て
、

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
お
い
て
も
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
建
設
の
こ
と



は
忘
れ
ら
れ
た
。

一
九
三
二
年
に
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
バ
ル
ガ
ス
大
統
領
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
を
訪
問
し

た
と
き
に
、
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
よ
り
ル
イ
ザ
・
メ
ン
デ
ス
・
デ
・
パ
ス
コ
ン
セ
ロ

ス
・
ジ
ア
ス
と
い
う
学
校
の
先
生
が
先
頭
に
立
ち
、
皆
が
サ
イ
ン
を
し
た
マ
ナ
オ

ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
建
設
に
つ
い
て
の
嘆
願
書
を
持
っ
て
来
、マ
ナ
オ

ス
に
お
い
て
バ
ル
ガ
ス
大
統
領
に
直
接
手
渡
し
、こ
の
道
路
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の

発
展
に
と
っ
て
如
何
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
を
伝
え
、連
邦
政
府
の
緊
急
問
題

と
し
て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
と
お
願
い
し
た
が
、
そ
の
話
だ
け
に
と
ど
ま
っ
た
。

ま
た
そ
れ
か
ら
八
年
後
の
一
九
四
〇
年
に
マ
リ
オ
・
イ
ピ
ラ
ン
ガ
・
モ
ン
テ
ィ

ロ
教
授
は
農
業
雑
誌
第
三
六
号
で
こ
の
間
題
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
は
相
変
わ
ら
ず

の
ん
び
り
し
て
い
て
解
決
し
な
い
こ
と
を
ひ
ど
く
嘆
い
て
州
政
府
に
訴
え
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
一
九
四
〇
年
か
ら
一
九
五
二
年
の
間
相
変
わ
ら
ず
道
路
問
題
は
進

行
せ
ず
中
止
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

一
九
五
三
年
の
自
然
現
象
に
よ
り
、ア
マ
ゾ
ン
河
の
本
流
は
も
と
よ
り
沢
山
の
支

流
も
か
つ
て
な
か
っ
た
大
洪
水
に
遭
い
、こ
の
河
の
流
域
の
低
湿
地
帯
や
湖
地
帯

は
短
い
期
間
に
水
に
埋
も
れ
て
し
ま
い
、
作
っ
て
い
た
農
作
物
、
特
に
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
に
と
っ
て
重
要
作
物
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ー
ト
麻
は
、
そ
の
大
部
分
を
失
っ
た
。

そ
の
他
、流
域
の
あ
ち
こ
ち
に
飼
わ
れ
て
い
た
牛
を
高
台
地
へ
移
す
だ
け
の
時
間

も
場
所
も
な
く
、
多
数
の
牛
が
死
に
、
大
損
害
と
な
っ
た
。

こ
こ
で
少
し
ア
マ
ゾ
ン
の
雨
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、ア
マ
ゾ
ン
は
常
夏
と
言
わ

れ
る
の
だ
が
、
雨
は
毎
年
十
二
月
頃
か
ら
よ
く
降
り
だ
し
、
翌
年
の
六
月
頃
に
少

な
く
な
る
ま
で
約
半
年
間
続
く
。
そ
の
後
乾
燥
期
に
な
り
雨
は
降
ら
な
く
な
る

が
、
河
の
水
面
は
六
月
の
末
に
最
高
水
位
に
な
り
、
そ
の
後
徐
々
に
減
水
し
て
十



一
月
の
初
め
に
は
最
低
水
位
に
な
る
。そ
の
水
位
の
差
は
平
年
で
は
十
二
メ
ー
ト

ル
位
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ア
マ
ゾ
ン
河
で
は
日
常
茶
飯
事
で
、
大
洪
水
と
は
言
わ

な
い
。一
九
五
三
年
に
は
水
位
の
差
が
十
六
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
ア
マ
ゾ
ン
河
の

低
湿
地
帯
に
住
む
人
達
は
思
い
が
け
な
い
苦
し
み
に
遭
っ
た
と
共
に
、そ
れ
か
ら

水
が
引
く
ま
で
の
間
高
台
地
に
逃
げ
込
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
お
い
て
は
、州
都
の
マ
ナ
オ
ス
や
そ
の
下
流
に
あ
る

イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
が
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
政
治
、
経
済
、
社
会
面
に
お
い
て
最
も

重
要
な
る
街
で
あ
り
、そ
の
奥
に
永
遠
に
眠
る
様
に
あ
る
高
台
地
帯
を
通
っ
て
結

ぶ
道
路
の
建
設
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
ト
ル
ク
ア
ッ
ト
・
タ
パ
ジ
ョ
ス
技
師
の

鉄
道
建
設
の
大
夢
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
他
に
も
州
の
発
展
の
為
や
、
再
び
一
九

五
三
年
の
大
洪
水
で
低
地
帯
に
住
む
人
達
が
悩
ん
だ
様
な
苦
し
み
を
起
こ
さ
な
い

為
に
、
エ
フ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
州
知
事
や
、
多
く
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
の
人
た
ち

が
道
路
建
設
の
必
要
性
を
叫
ん
だ
事
が
思
い
出
さ
れ
、そ
の
実
現
を
早
め
る
べ
き

事
の
必
要
性
が
又
認
め
ら
れ
た
の
だ
っ
た
。

・
道
路
建
設
の
予
算

と
こ
ろ
で
、
道
路
建
設
に
は
、
多
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る
が
、
そ
の
費
用
を

ど
の
よ
う
に
し
て
都
合
す
る
か
が
政
治
の
大
問
題
に
な
る
訳
で
あ
っ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
で
は
前
世
紀
末
か
ら
今
二
十
世
紀
の
始
め
頃
ま
で
は
、ゴ
ム
の
大
景

気
時
代
で
あ
り
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
経
済
は
裕
福
で
あ
っ
た
た
め
、イ
ギ
リ
ス
人
の

技
師
た
ち
が
マ
ナ
オ
ス
の
都
市
計
画
を
し
、
上
下
水
道
、
電
気
、
市
内
電
車
や
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
造
り
、一
万
ト
ン
級
の
外
航
船
が
年
中
何
時
で
も
横
付
け
出

来
る
マ
ナ
オ
ス
港
の
浮
桟
橋
を
建
設
し
た
が
、
こ
の
ゴ
ム
景
気
は
終
わ
り
、



ジ
ュ
ー
ト
麻
の
景
気
が
出
た
が
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
出
る
ジ
ュ
ー
ト
麻
に

世
界
市
場
で
押
さ
れ
て
し
ま
い
長
続
き
せ
ず
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
経
済
は
非
常
に

苦
し
く
な
っ
て
い
た
。

幸
い
に
ブ
ラ
ジ
ル
国
中
全
体
で
道
路
の
建
設
が
必
要
に
な
り
、
エ
ウ
リ
コ
・
ガ
ス

パ
ー
・
ド
ゥ
ト
ラ

（
一
九
四
六
年
～
一
九
五
一
年
）

政
府
の
終
わ
り
頃
に
、
国

中
で
消
費
さ
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
や
そ
の
他
の
燃
料
の
消
費
税
が
基
礎
に
な
っ
て
各
州

や
郡
の
道
路
予
算
が
連
邦
政
府
か
ら
出
る
様
に
な
っ
た
。ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
は
道

路
公
団
が
す
で
に
出
来
て
お
り
、こ
の
公
団
が
年
々
道
路
予
算
の
分
け
前
を
受
け

取
っ
て
い
た
が
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
建
設
に
は
あ
ま
り
熱
が

入
っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
五
四
年
に
、こ
れ
ま
で
永
年
の
間
政
権
を
と
っ
て
い
た
政
党
派
の
候
補
者
を

破
っ
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
に
な
っ
た
プ
リ
ー
ニ
ョ
・
ラ
ー
モ
ス
・
コ
エ
リ
ョ
氏

は
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
い
け
な
い
と
考
え
て
道
路
公
団
組
織
を
変
更
し
、
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
政
府
直
属
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
を
作
り
始
め
た
。そ
し
て
マ
ナ
オ
ス
～

イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
建
設
に
熱
を
入
れ
、パ
ラ
ー
州
の
あ
る
請
負
会
社
と
契

約
し
て
仕
事
を
始
め
さ
せ
た
。

・
私
の
ア
マ
ゾ
ン
移
住
ま
で
の
経
緯

さ
て
、こ
こ
で
題
目
に
あ
る
一
日
本
人
ア
マ
ゾ
ン
移
民
と
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ

ア
チ
ア
ラ
道
路
が
ど
の
様
な
関
係
に
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。私

、
松
田
和
夫
は
一
九
二
七
年
（
昭
和
二
年
）
一
月
一
日
に
松
田
金
松
の
三
男

と
し
て
、
愛
知
県
知
多
郡
西
浦
町
刈
屋
、
現
在
の
愛
知
県
常
滑
市
刈
屋
町
で
生
ま



れ
、
一
九
四
五
年

（
昭
和
二
十
年
）、
大
東
亜
戦
争
が
終
戦
に
な
る
前
に
名
古
屋

工
業
専
門
学
校
土
木
科
、
現
在
の
名
古
屋
工
業
大
学
に
入
学
し
、
一
九
四
八
年

（
昭
和
二
十
三
年
）
同
校
、
同
科
を
卒
業
し
、
そ
の
後
あ
る
請
負
会
社
、
そ
れ
か

ら
ま
も
な
く
あ
る
私
鉄
会
社
に
一
ヵ
年
ほ
ど
勤
た
が
会
社
か
ら
任
命
さ
れ
ず
、ど

う
も
面
白
く
な
く
三
度
目
に
職
先
を
変
え
て
名
古
屋
市
役
所
の
水
道
局
拡
張
課
へ

一
九
四
九
年
（
昭
和
二
十
四
年
）

六
月
か
ら
勤
め
た
。

そ
の
当
時
の
日
本
は
終
戦
直
後
の
時
代
で
日
本
経
済
は
非
常
に
苦
し
く
、社
会

は
大
変
に
混
雑
し
て
お
り
、
日
本
国
は
米
軍
に
占
領
さ
れ
、
米
軍
が
命
令
す
る
通

り
に
日
本
の
政
治
は
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

役
所
内
で
は
、
当
時
の
課
長
は
名
工
専
の
先
輩
で
あ
り
私
の
伯
父
の
後
輩
で

あ
っ
た
の
で
、
非
常
に
親
切
に
指
導
し
て
く
れ
、
課
内
の
人
達
と
も
す
ぐ
に
顔
見

知
り
に
な
り
、そ
の
中
で
も
毎
日
机
を
並
べ
て
最
も
親
し
く
働
い
た
の
は
西
尾
武

喜
氏
（
後
に
名
古
屋
市
水
道
局
長
、
名
古
屋
市
助
役
、
そ
の
後
三
度
名
古
屋
市
長

に
な
ら
れ
た
方
）

で
あ
っ
た
。
市
役
所
に
勤
め
だ
し
た
当
時
は
、
臨
時
の
職
員

で
あ
っ
た
が
四
年
後
に
名
古
屋
市
役
所
水
道
局
の
技
術
吏
員
に
任
命
さ
れ
た
。

一
九
五
三
年
（
昭
和
二
十
八
年
）

の
春
、
市
役
所
の
医
者
の
紹
介
で
名
大
の
医

者
に
蓄
膿
症
の
手
術
を
受
け
、
名
大
病
院
の
大
部
屋
に
入
院
中
、
よ
く
私
の
ベ
ッ

ド
の
前
を
通
る
女
の
人
が
い
た
。
最
初
は
別
に
気
に
も
留
め
な
か
っ
た
が
、
あ
ま

り
に
も
し
ば
し
ば
通
る
の
で
気
を
つ
け
て
よ
く
見
て
み
る
と
、
十
九
年
前
、
小
学

校
２
年
生
の
と
き
の
担
任
教
師
で
あ
り
、
お
互
い
に
す
ぐ
分
か
り
、
奇
遇
に
び
っ

く
り
し
た
。
同
じ
大
部
屋
の
角
に
、
胃
の
大
手
術
を
さ
れ
た
先
生
の
お
姉
さ
ん
が

入
院
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
お
見
舞
い
の
た
め
に
よ
く
病
院
に
来
ら
れ
る
と
の
事

で
、「
四
日
市
の
住
所
を
教
え
る
の
で
、
病
院
の
退
院
後
、
役
所
の
ひ
ま
な
時
に



遊
び
に
来
て
下
さ
い
、
な
つ
か
し
い
昔
話
で
も
致
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
、
あ

る
日
曜
日
に
先
生
の
お
宅
を
訪
ね
た
。
そ
の
と
き
に
、
先
生
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

ア
マ
ゾ
ン
に
弟
が
住
ん
で
お
り
大
牧
場
主
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
を
聞
き
、「
ど

う
で
す
か
、
ア
マ
ゾ
ン
に
行
っ
て
見
ま
せ
ん
か
、
ア
マ
ゾ
ン
に
行
け
ば
す
ぐ
に
金

持
ち
に
な
れ
ま
す
よ
」
と
の
う
ま
い
話
を
聞
か
さ
れ
、
少
し
び
っ
く
り
し
た
が
、

後
で
よ
く
考
え
て
返
事
を
す
る
と
答
え
、
そ
の
日
は
別
れ
た
。

そ
こ
で
役
所
内
で
最
も
親
し
い
西
尾
氏
に
、他
人
に
は
内
緒
で
意
見
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
ア
マ
ゾ
ン
行
き
の
決
定
は
君
の
自
由
だ
が
、
ち
ょ
っ
と
面
目
そ
う
な
話

だ
ね
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
当
時
、
私
は
西
尾
氏
と
共
に
水
道
局
の
あ
る
上
水
道
鉄

管
工
事
現
場
に
配
属
さ
れ
て
お
り
、鉄
管
の
つ
な
ぎ
目
に
溶
か
し
た
鉛
を
流
し
込

ん
で
つ
な
ぐ
こ
と
や
、地
盤
が
悪
い
所
に
は
厚
い
板
を
囲
ん
で
両
側
の
土
崩
れ
を

防
ぎ
、
そ
し
て
立
て
込
み
内
を
排
水
し
て
基
礎
地
盤
を
作
り
、
鉄
管
を
敷
設
す
る

と
こ
ろ
を
毎
日
見
て
い
た
。

下
宿
に
帰
っ
て
か
ら
一
人
で
役
所
勤
め
の
将
来
を
考
え
た
の
だ
が
、役
所
内
に

は
終
戦
後
外
地
か
ら
帰
ら
れ
た
元
職
員
た
ち
も
お
り
、上
の
方
は
一
杯
で
あ
り
何

時
に
な
っ
た
ら
私
に
順
番
が
来
る
こ
と
か
と
思
う
と
心
寂
し
く
な
っ
た
。そ
れ
で

先
生
か
ら
聞
い
た
話
を
信
用
し
、
ア
マ
ゾ
ン
行
き
を
一
人
で
決
め
、
先
生
の
お
宅

を
訪
た
。
実
は
、
そ
の
と
き
私
は
役
所
内
の
試
験
を
通
っ
て
技
術
吏
員
に
任
命
さ

れ
た
ば
か
り
で
、
自
分
で
も
「
惜
し
い
な
あ
」
と
は
思
っ
た
が
ア
マ
ゾ
ン
行
き
の

決
心
を
先
生
に
話
し
た
。

し
か
し
、ど
の
様
な
手
続
き
を
と
っ
た
ら
ア
マ
ゾ
ン
へ
行
け
る
か
考
え
が
つ
か

ず
、
先
生
が
、
今
外
務
省
が
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
を
募
集
中
で
外
務
次
官
は
上
塚
代
議

士
で
あ
り
、
こ
の
代
議
士
は
元
ア
マ
ゾ
ン
高
等
拓
殖
学
校
の
元
校
長
先
生
で
、
私



の
弟
も
そ
の
学
校
を
卒
業
し
て
ア
マ
ゾ
ン
へ
行
っ
た
の
で
、上
塚
外
務
次
官
を
お

尋
ね
し
て
、
お
願
い
し
て
見
よ
う
と
言
わ
れ
た
。
上
塚
外
務
次
官
は
、
現
在
一
人

で
移
民
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
へ
は
送
れ
な
い
が
、
家
族
移
民
（
家
族
内
に
十
八
歳
以

上
の
者
が
二
人
以
上
い
る
こ
と
）な
ら
ア
マ
ゾ
ン
に
住
ん
で
い
る
私
の
元
教
え
子

の
所
へ
行
け
る
様
に
特
別
の
便
宜
を
図
り
ま
し
ょ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。そ
し
て

今
、外
務
省
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
計
画
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
パ
ラ
ー
州
州
都

ベ
レ
ン
市
郊
外
と
、
マ
ラ
ジ
ョ
ー
島
と
言
う
所
へ
、
胡
椒
か
野
菜
栽
培
を
目
的
に

移
民
を
送
る
計
画
と
、マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
ド
ラ
ー
ド
地
区
へ
移
民
を
送
る
計

画
が
あ
る
が
と
い
う
訳
で
、
そ
の
移
民
計
画
に
入
れ
て
も
ら
う
た
め
に
、
ま
ず
構

成
家
族
を
作
る
こ
と
に
な
り
、す
で
に
ア
マ
ゾ
ン
に
移
住
し
て
い
る
人
の
義
兄
に

当
た
る
人
が
ア
マ
ゾ
ン
移
住
を
希
望
し
て
お
り
、ブ
ラ
ジ
ル
政
府
よ
り
永
住
査
証

を
取
得
す
る
目
的
で
家
族
の
構
成
を
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
認
め
る
形
に
作
る
た
め
、

こ
の
人
と
養
子
縁
組
を
し
、三
重
県
の
あ
る
病
院
の
看
護
婦
だ
っ
た
人
も
ア
マ
ゾ

ン
へ
行
き
た
い
と
の
こ
と
で
戸
籍
上
私
の
妻
と
な
っ
て
も
ら
い
、移
民
手
続
き
の

書
類
を
作
成
し
、外
務
省
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
計
画
の
中
に
入
れ
て
も
ら
う
許
可
が

下
り
た
。

・
ブ
ラ
ジ
ル
到
着

一
九
五
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、ク
リ
ス
マ
ス
の
日
に
神
戸
港
を
移
民
船
ア
フ

リ
カ
丸
に
乗
船
し
、
名
古
屋
港
を
経
て
横
浜
港
を
十
二
月
二
十
八
日
に
出
帆
、
祖

国
日
本
と
お
別
れ
し
た
。

三
十
四
日
後
の
一
九
五
四
年
二
月
一
日
、ブ
ラ
ジ
ル
国
の
ベ
レ
ン
港
に
到
着
し

た
。
船
は
埠
頭
に
接
岸
出
来
ず
、
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
沖
合
に
停
船
し
、
十
一
家
族
が



は
し
け
に
て
ベ
レ
ン
港
に
上
陸
し
、私
達
一
家
族
だ
け
が
ア
マ
ゾ
ン
河
を
ブ
ラ
ジ

ル
の
商
船
で
一
週
間
ほ
ど
の
ぼ
り
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
バ
レ
リ
ニ
ヤ
郡
の
田
舎

［
先
生
の
弟
は
一
九
三
四
年
（
昭
和
九
年
）
入
植
］

に
夜
到
着
し
た
。

こ
の
商
船
は
商
用
を
済
ま
せ
る
と
す
ぐ
上
流
に
向
け
て
行
っ
て
し
ま
い
、そ
こ

に
は
電
気
も
な
く
、
私
た
ち
は
先
生
の
弟
で
あ
る
Ｈ
氏
の
家
に
通
さ
れ
、
石
油
ラ

ン
プ
の
明
か
り
の
下
で
Ｈ
氏
に
到
着
の
挨
拶
を
し
た
。

私
た
ち
の
三
人
の
部
屋
は
別
棟
の
中
に
準
備
し
て
あ
り
、大
変
な
長
旅
で
疲
れ
て

お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
ら
休
ん
で
下
さ
い
と
の
こ
と
で
、そ
れ
ぞ
れ
石
油
ラ

ン
プ
を
一
つ
ず
つ
も
ら
っ
て
部
屋
に
入
り
、
体
を
休
め
よ
う
と
考
え
た
が
、
頭
の

中
に
色
々
な
こ
と
が
浮
か
ん
で
来
て
、
と
て
も
寝
付
か
れ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
翌
朝
、
明
る
く
な
る
と
同
時
に
部
屋
を
出
て
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
所
だ

ろ
う
か
と
見
回
す
と
、
他
の
二
人
も
同
じ
様
に
考
え
た
ら
し
く
、
お
互
い
に
顔
を

見
合
わ
せ
た
が
そ
の
瞬
間
に
は
何
も
言
葉
は
出
な
か
っ
た
。
と
言
う
の
は
昨
夜
、

私
た
ち
が
商
船
か
ら
下
り
た
と
き
は
か
な
り
の
人
達
が
い
た
の
に
、今
朝
に
な
っ

て
見
る
と
家
の
近
く
に
は
た
っ
た
一
軒
ヤ
シ
葺
き
の
家
が
見
え
る
だ
け
で
、当
た

り
は
全
く
静
か
で
あ
り
、あ
の
人
達
は
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
不

思
議
に
思
っ
た
。
日
本
で
名
古
屋
の
大
都
会
に
住
み
慣
れ
て
い
た
者
に
と
っ
て

は
、
す
ぐ
に
え
ら
い
所
に
来
た
も
の
だ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
私
の
先
生
の
お
話

で
は
、
Ｈ
氏
は
大
牧
場
主
で
あ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
家
の
周
囲
に
は
牧
草
ら

し
き
草
は
あ
っ
た
が
牛
は
一
頭
も
見
え
ず
、夕
方
に
牛
が
集
め
ら
れ
る
柵
の
中
を

見
て
も
一
頭
も
お
ら
ず
、
お
か
し
い
と
思
っ
た
が
、
後
で
Ｈ
氏
か
ら
聞
い
て
午
た

ち
は
す
で
に
柵
か
ら
出
て
遠
く
に
あ
る
新
し
い
牧
草
を
食
べ
に
行
っ
た
後
な
の
で

一
頭
も
牛
が
い
な
い
訳
が
分
か
っ
た
。



そ
の
時
期
、ア
マ
ゾ
ン
地
帯
で
は
年
中
雨
が
降
る
時
期
で
家
の
前
の
川
べ
り
の

水
面
を
日
々
注
意
し
て
見
て
い
る
と
水
位
が
ぐ
ん
ぐ
ん
上
が
っ
て
来
て
家
の
軒
先

に
ま
で
近
づ
い
て
来
、日
本
で
は
想
像
出
来
な
か
っ
た
こ
と
ば
か
り
で
び
っ
く
り

し
た
。

私
た
ち
が
最
初
に
し
た
仕
事
は
、
朝
早
く
コ
ー
ヒ
ー
と
塩
味
だ
け
の
ビ
ス
コ

イ
ッ
ト
の
朝
食
を
済
ま
せ
た
後
、大
き
な
カ
ヌ
ー
に
Ｈ
氏
と
私
た
ち
二
人
と
数
人

の
使
用
人
（
現
地
人
）
が
乗
り
、
ジ
ュ
ー
ト
麻
の
畑
に
行
き
、
ジ
ュ
ー
ト
麻
を
か

ま
で
刈
り
取
っ
て
直
径
二
十
セ
ン
チ
位
の
束
に
し
て
縛
り
、畑
の
中
の
低
地
で
河

水
が
た
っ
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
の
束
を
積
み
上
げ
、そ
の
四
方
に
長
い
棒
を

立
て
、こ
の
束
が
水
に
浸
か
っ
た
と
き
に
浮
か
び
上
が
っ
て
河
水
に
流
さ
れ
な
い

よ
う
に
そ
の
上
に
横
棒
を
の
せ
、
そ
の
棒
を
縦
棒
に
縛
り
付
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

そ
れ
を
十
数
日
間
水
に
つ
け
て
お
く
と
、
麻
の
表
皮
は
柔
ら
か
く
な
っ
て
来
る
。

そ
の
柔
ら
か
く
な
っ
た
皮
と
繊
維
を
水
中
に
潜
っ
て
引
き
上
げ
、そ
の
近
く
に
浮

か
べ
て
あ
る
大
き
な
木
材
の
上
に
の
せ
、た
た
い
た
り
し
て
柔
ら
か
く
な
っ
た
皮

の
部
分
を
は
ぎ
取
り
、水
に
た
た
き
つ
け
た
り
し
て
洗
い
繊
維
だ
け
に
し
て
家
の

周
り
に
作
っ
て
あ
る
柵
に
か
け
て
乾
燥
さ
せ
、そ
れ
を
五
十
キ
ロ
位
の
梱
包
に
し

て
月
に
一
度
ぐ
ら
い
家
の
前
を
通
る
商
船
に
売
る
の
だ
っ
た
。

ア
マ
ゾ
ン
河
の
水
が
増
水
し
て
来
る
と
岸
の
土
が
水
の
力
で
削
ら
れ
、

そ
の
土
が
河
の
水
に
流
さ
れ
、日
本
の
河
の
様
に
澄
ん
だ
水
で
は
な
く
濁
っ
た
泥

水
に
な
っ
た
。ジ
ュ
ー
タ
麻
の
刈
り
入
れ
時
の
人
夫
た
ち
は
の
ど
が
渇
く
と
そ
の

泥
水
を
飲
む
が
、
私
た
ち
も
他
に
飲
み
水
が
な
い
の
で
そ
の
水
を
飲
ん
だ
。

ジ
ュ
ー
ト
麻
の
収
穫
時
に
は
陸
地
は
ほ
と
ん
ど
水
没
し
、ア
リ
が
麻
に
登
っ
て

丸
く
な
っ
て
野
球
の
ボ
ー
ル
位
の
大
き
き
に
な
る
が
、そ
れ
を
切
り
倒
す
と
私
た



ち
の
体
に
登
っ
て
き
て
刺
し
、
こ
の
ア
リ
の
名
前
が
「
火
の
ア
リ
」
と
言
わ
れ
る

く
ら
い
刺
さ
れ
た
後
が
非
常
に
痛
か
っ
た
の
だ
が
、当
時
は
ま
だ
日
本
か
ら
持
っ

て
来
た
大
夢
は
覚
め
ず
、
元
気
を
出
し
て
仕
事
に
が
ん
ば
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
移

住
す
る
た
め
に
便
宜
上
妻
に
な
り
一
緒
に
来
た
人
の
仕
事
は
、こ
の
家
の
女
中
仕

事
や
炊
事
だ
っ
た
。日
本
に
い
た
と
き
の
約
束
ど
お
り
こ
ち
ら
に
つ
い
た
ら
す
ぐ

に
別
れ
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、そ
れ
ぞ
れ
日
本
の
家
に
連
絡
し
て
離
縁
の
手

続
き
を
し
、
私
も
養
子
先
よ
り
戻
っ
て
松
田
姓
に
戻
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。

こ
ち
ら
に
着
い
て
半
年
位
経
過
す
る
と
到
着
直
後
の
張
り
切
っ
た
気
持
ち
は

段
々
と
弱
く
な
り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も
少
し
は
理
解
出
来
る
様
に
な
っ
た
。
あ
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
か
ら
、
一
九
五
三
年
、
私
共
が
入
植
す
る
前
の
大
洪
水
で
Ｈ
氏
は
大

損
害
を
受
け
、私
た
ち
が
ベ
レ
ン
の
港
か
ら
乗
っ
て
来
た
商
船
の
会
社
に
沢
山
の

借
金
が
あ
る
こ
と
を
聞
か
さ
れ
、私
た
ち
三
人
が
日
本
で
聞
い
た
話
と
現
地
で
の

実
生
活
と
は
大
変
違
っ
て
お
り
、え
ら
い
所
に
来
た
も
の
だ
と
三
人
で
こ
っ
そ
り

話
し
あ
っ
た
。
そ
の
後
Ｈ
氏
の
義
兄
に
当
た
る
人
は
と
う
と
う
辛
抱
し
き
れ
ず
、

（
こ
の
人
は
名
古
屋
で
小
学
校
の
先
生
を
し
て
い
た
）
彼
の
伯
父
宛
に
手
紙
を
書

い
て
実
状
を
訴
え
た
の
だ
っ
た
。こ
の
伯
父
と
い
う
人
は
当
時
の
外
務
大
臣
だ
っ

た
岡
崎
氏
と
高
等
学
校
時
代
の
同
級
生
だ
っ
た
そ
う
で
あ
り
、
直
接
大
臣
に
「
実

は
私
の
甥
が
ア
マ
ゾ
ン
の
田
舎
に
だ
ま
さ
れ
て
送
り
込
ま
れ
、と
ん
だ
苦
労
を
し

て
い
る
」
と
話
さ
れ
、
外
務
大
臣
の
命
令
で
帰
国
の
特
別
許
可
を
出
す
と
の
通
知

を
受
け
、
あ
る
日
河
船
に
乗
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
う
す
る
と
残
っ
た
私
た
ち
二
人
も
心
細
く
な
り
、
寂
し
く
な
り
、
ま
も
な
く
看

護
婦
さ
ん
も「
日
本
を
出
る
前
に
聞
い
た
話
は
こ
ん
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
言
い
、
私
も
日
本
に
帰
る
と
河
船
に
乗
っ
て
ベ
レ
ン
へ
行
っ
て
し
ま
っ



た
。そ

れ
か
ら
も
毎
日
泥
水
を
飲
み
な
が
ら
、名
古
屋
に
い
た
と
き
飲
ん
で
い
た
木

曽
川
の
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
を
思
い
出
し
て
い
た
。そ
れ
ま
で
の
一
ヵ
年
間
に

二
度
も
ア
メ
ー
バ
ー
赤
痢
に
か
か
り
、幸
い
に
日
本
人
の
ベ
テ
ラ
ン
の
医
者
が
い

る
医
院
で
手
当
を
し
て
も
ら
い
一
命
を
助
け
ら
た
が
、一
時
は
非
常
に
悲
し
い
思

い
を
し
た
。日
本
を
出
る
と
き
に
私
の
先
生
か
ら
お
金
は
持
っ
て
行
か
な
く
て
も

い
い
と
の
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
、私
の
手
元
に
は
た
っ
た
一
つ
の
五
円
玉
が

あ
っ
た
だ
け
で
、そ
の
他
に
は
日
本
で
勉
強
し
た
と
き
の
本
類
と
市
役
所
を
や
め

る
時
に
も
ら
っ
た
お
金
で
買
っ
た
百
科
事
典
と
現
代
小
説
文
集
だ
け
だ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
更
残
念
に
思
っ
て
も
仕
方
が
な
い
し
、
男
と
し
て
お
め
お

め
日
本
に
逃
げ
か
え
る
の
は
恥
ず
か
し
い
話
だ
と
悩
ん
で
い
た
と
き
、時
の
バ
レ

リ
ニ
ャ
郡
長
が
私
の
入
植
し
た
所
に
来
て
、
私
に
、
お
ま
え
は
日
本
で
何
を
し
て

い
た
の
か
尋
ね
、私
に
代
わ
っ
て
先
生
の
弟
の
Ｈ
氏
が
こ
の
日
本
人
は
土
木
技
術

者
だ
っ
た
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、郡
長
は
今
一
度
私
の
顔
を
見
つ
つ
大
笑
い
し
て
日

本
の
技
術
者
が
ジ
ュ
ー
ト
麻
の
刈
り
取
り
を
し
て
い
る
の
か
と
あ
き
れ
、マ
ナ
オ

ス
へ
行
っ
た
ら
お
ま
え
の
適
職
が
き
っ
と
あ
る
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
当
時
河
船
に
支
払
う
船
代
さ
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
そ

の
話
を
あ
る
日
本
人
に
し
た
と
こ
ろ
、
私
の
所
で
少
し
働
い
た
ら
、
マ
ナ
オ
ス
行

き
の
船
賃
ぐ
ら
い
都
合
す
る
と
言
わ
れ
た
の
で
、そ
の
日
本
人
の
所
で
半
年
ほ
ど

働
い
て
マ
ナ
オ
ス
ま
で
の
船
賃
を
貯
め
、一
九
五
五
年
八
月
に
マ
ナ
オ
ス
へ
職
探

し
に
出
か
け
た
。

・
マ
ナ
オ
ス
へ



初
め
て
見
る
マ
ナ
オ
ス
の
街
は
、か
つ
て
ゴ
ム
景
気
時
代
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
技
術

者
た
ち
が
都
市
計
画
を
し
て
造
っ
た
だ
け
あ
り
、大
田
舎
か
ら
来
た
者
に
は
実
に

立
派
な
大
都
会
に
見
え
た
。

の
大
洪
水
の
後
に
マ
ナ
オ
ス
市
の
住
民
が
急
激
に
増
加
し
、
広
が
っ
た
た
め
に
、

道
路
を
作
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

ア
マ
ゾ
ン
の
一
九
五
三
年
郊
外
に
街
が
一

九
五
四
年
の
選
挙
で
当
選
し
た
新
し
い
州
知
事
は
マ
ナ
オ
ス
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ

間
の
道
路
建
設
が
長
年
の
夢
で
あ
る
が
、自
分
を
当
選
さ
せ
て
く
れ
た
マ
ナ
オ
ス

市
民
に
対
す
る
お
礼
の
意
味
か
ら
も
、市
内
の
道
路
網
の
整
備
が
最
も
急
を
要
す

と
考
え
て
い
た
。す
ぐ
に
も
道
路
の
拡
張
工
事
や
新
た
な
道
路
の
造
成
に
取
り
か

か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
で
あ
っ
た
が
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
経
済
状
態
が
す

ぐ
に
工
事
を
始
め
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
時
期
に
私
は
マ
ナ
オ
ス
の
街
に
職
探
し
に
来
、あ
る
日
職
を
探
し

な
が
ら
街
を
歩
い
て
い
る
と
き
に
日
本
人
の
青
年
に
出
会
い
、
話
を
し
た
と
こ

ろ
、
こ
の
青
年
は
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地

（
マ
ナ
オ
ス
市
の
対
岸
に
位
置
す
る
移

住
地
で
、
日
本
人
の
集
団
移
住
地
で
あ
っ
た
）

に
入
植
し
た
が
、
面
白
く
な
い

の
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
行
き
た
い
と
思
い
マ
ナ
オ
ス
に
出
て
来
た
と
言
い
、と
り
あ

え
ず
私
の
下
宿
屋
の
女
主
人
が
顔
が
広
い
か
ら
相
談
し
て
み
た
ら
良
い
職
が
見
つ

か
る
か
も
知
れ
な
い
と
言
う
の
で
、早
速
そ
こ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
話
を
し

た
と
こ
ろ
、
州
知
事
の
、
秘
書
官
長
と
親
し
い
か
ら
電
話
を
し
て
あ
げ
る
と
言
わ

れ
、早
速
二
日
後
に
州
知
事
の
官
邸
に
来
た
ら
知
事
に
あ
わ
せ
て
あ
げ
る
と
の
こ

と
に
な
っ
た
。
び
っ
く
り
し
、
う
ま
く
仕
事
が
見
つ
か
れ
ば
良
い
が
と
宿
に
帰
っ

て
か
ら
も
心
配
だ
っ
た
。
私
が
泊
っ
て
い
る
木
賃
宿
の
主
人
は
歯
医
者
だ
っ
た

が
、そ
の
人
か
ら
州
の
道
路
局
へ
行
っ
て
職
を
頼
ん
で
み
た
ら
と
言
わ
れ
て
い
た



の
で
、
事
前
に
辞
書
を
持
ち
、
少
し
ば
か
り
話
せ
る
英
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
混

ぜ
て
道
路
局
長
に
就
職
の
件
を
お
願
い
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
へ
就
職

州
知
事
の
秘
書
官
長
に
指
定
さ
れ
た
日
の
午
後
、早
め
に
州
知
事
の
官
邸
を
訪

ね
、
立
派
な
部
屋
に
通
さ
れ
、
し
ば
ら
く
待
っ
て
い
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
で

待
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後
す
ぐ
に
何
人
か
の
人
た
ち
が
こ
の
部
屋
に
入
っ
て
来

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
椅
子
に
腰
掛
け
、
私
は
と
言
う
と
お
ど
お
ど
し
て
な
ん
と
州
知

事
に
お
願
い
し
た
ら
良
い
か
と
大
変
心
配
し
な
が
ら
部
屋
の
隅
の
椅
子
に
腰
掛
け

て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
部
屋
の
奥
の
ド
ア
か
ら
、
一
人
の
背
が
低
く
痩
せ
て
度

の
強
い
め
が
ね
を
掛
け
た
人
が
入
っ
て
く
る
と
、部
屋
に
い
た
人
た
ち
は
皆
立
ち

上
が
っ
た
の
で
私
も
立
ち
上
が
っ
た
が
、ま
さ
か
こ
の
人
が
州
知
事
で
あ
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
他
の
人
た
ち
の
様
子
を
見
る
と
、
こ
の
人
が
州
知
事

で
あ
る
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
り
、最
後
に
私
の
番
に
な
っ
た
と
き
緊
張
し
た
た
め

に
す
ぐ
に
は
言
葉
が
出
な
か
っ
た
が
、
知
事
の
ほ
う
か
ら
手
を
伸
ば
さ
れ
、
私
に

如
何
で
す
か
と
言
わ
れ
、
見
る
と
同
時
に
「
あ
あ
分
か
っ
た
君
の
こ
と
は
道
路
局

長
よ
り
聞
い
て
知
っ
て
い
る
が
働
き
た
い
か
」と
言
わ
れ
私
は
ハ
イ
と
返
事
を
し

た
だ
け
だ
っ
た
。州
知
事
は
こ
れ
か
ら
道
路
工
事
の
現
場
を
視
察
に
行
く
が
君
も

良
か
っ
た
ら
一
緒
に
行
く
か
と
言
わ
れ
、
私
は
ま
た
ハ
イ
と
だ
け
返
事
を
し
た
。

こ
の
部
屋
の
横
側
の
ド
ア
か
ら
外
へ
出
た
所
に
オ
ー
ス
チ
ン
の
中
古
の
乗
用
車
が

停
ま
っ
て
お
り
、
さ
あ
こ
れ
で
行
こ
う
と
車
の
ド
ア
を
開
け
、
私
に
乗
り
な
さ
い

と
言
わ
れ
、
自
分
は
さ
っ
さ
と
運
転
席
に
座
る
と
、
も
う
一
人
カ
メ
ラ
を
持
っ
た

人
も
乗
り
込
ん
で
来
て
州
知
事
、
自
ら
の
運
転
で
工
事
現
場
へ
向
か
っ
た
。



後
で
こ
の
中
古
の
オ
ー
ス
チ
ン
は
州
知
事
の
自
家
用
車
で
、も
う
一
人
こ
の
車

に
乗
り
込
ん
だ
人
は
新
聞
記
者
で
、工
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
新
聞
に
載
せ
る
た
め
に

工
事
現
場
へ
行
っ
た
の
だ
っ
た
。
工
事
現
場
は
官
邸
か
ら
近
い
所
に
あ
り
、
深
い

谷
を
埋
め
立
て
て
新
し
い
道
路
を
造
り
始
め
て
い
た
が
、ま
だ
工
事
を
始
め
た
ば

か
り
だ
っ
た
。
そ
し
て
州
知
事
の
車
が
現
場
に
着
く
と
、
沢
山
の
市
民
が
車
の
側

に
よ
っ
て
来
て
、
プ
リ
ー
ニ
ョ
、
プ
リ
ー
ニ
ョ
と
叫
ぶ
中
を
現
場
主
任
が
そ
の
人

た
ち
を
か
き
分
け
て
州
知
事
に
挨
拶
を
し
に
来
た
。
州
知
事
は
現
場
主
任
に
、
こ

の
日
本
人
は
土
木
技
術
者
で
働
き
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、試
験
的
に
つ
か
っ

て
み
よ
と
命
令
し
、
そ
の
翌
日
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）

十
月
一
日
か
ら

私
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
に
勤
め
始
め
た
。

私
は
一
日
本
ア
マ
ゾ
ン
移
民
で
、ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
に
勤
め
る

た
め
に
来
た
の
で
は
な
か
っ
た
し
、外
国
人
で
あ
り
日
本
の
技
術
者
で
あ
る
こ
と



が
ブ
ラ
ジ
ル
で
通
用
す
る
証
拠
は
何
も
な
く
、当
時
マ
ナ
オ
ス
に
は
日
本
の
在
外

公
館
す
ら
な
く
、
私
を
雇
っ
て
く
れ
た
プ
リ
ニ
オ
・
ラ
ー
モ
ス
・
コ
エ
ー
リ
ョ
州

知
事
に
永
久
に
そ
の
あ
り
が
た
さ
を
感
謝
す
る
と
共
に
、日
本
の
技
術
者
で
あ
る

こ
と
を
仕
事
の
上
で
示
そ
う
と
決
心
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
現
場
の
主
任
は
技
術
者
で
は
な
く
、技
術
的
な
こ
と
は
何
も
知

ら
な
か
っ
た
の
で
、
私
は
谷
底
の
地
盤
検
査
を
し
、
排
水
管
ほ
ど
く
ら
い
の
大
き

さ
の
も
の
が
必
要
か
、地
図
で
こ
の
谷
底
に
流
れ
込
む
最
大
水
量
を
マ
ナ
オ
ス
の

最
大
雨
量
を
調
べ
て
計
算
し
、
盛
土
の
高
さ
に
よ
り
排
水
管
の
直
径
の
大
き
さ
、

本
数
な
ど
を
現
場
主
任
に
話
し
、
準
備
を
す
る
よ
う
に
言
っ
た
。
現
場
主
任
は
州

知
事
に
排
水
管
の
準
備
を
話
し
た
と
こ
ろ
、知
事
は
昔
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
が
使
い

残
し
た
上
水
道
用
の
直
径
一
、一
メ
ー
ト
ル
の
鉄
管
が
沢
山
河
辺
に
放
っ
て
あ
る

か
ら
そ
れ
を
使
用
せ
よ
と
の
命
令
を
さ
れ
、そ
れ
を
使
用
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
と
思
っ
た
が
、
ま
ず
谷
底
に
厚
板
で
立
て
込
み
の
幅
と
長
さ
を
し
た
て
、
そ
の

中
を
排
水
し
、
わ
り
石
を
敷
き
、
そ
の
上
に
砂
利
を
敷
き
、
厚
さ
二
十
セ
ン

チ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
込
ん
で
地
盤
工
事
を
造
成
し
、そ
の
上
に
例
の
鉄
管

を
二
列
に
並
べ
た
。

話
は
そ
れ
る
が
、名
古
屋
市
役
所
の
水
道
局
の
鉄
管
工
事
現
場
で
働
い
て
い
た

の
で
、
毎
日
見
て
い
た
鉄
管
工
事
は
頭
に
残
っ
て
お
り
、
鉄
管
の
つ
な
ぎ
目
に
厚

い
布
で
作
っ
た
バ
ン
ド
を
掛
け
、そ
れ
を
締
め
付
け
る
た
め
に
バ
ン
ド
の
終
わ
り

に
小
さ
な
ボ
ル
ト
が
つ
け
て
あ
る
の
で
、そ
れ
を
バ
ン
ド
の
先
に
つ
け
て
あ
る
穴

に
通
し
て
ネ
ジ
を
．
締
め
付
け
て
行
き
、こ
こ
に
溶
か
し
た
鉛
を
流
し
込
ん
で
管

を
つ
な
げ
て
行
く
の
を
思
い
出
し
、州
知
事
が
現
場
視
察
に
来
た
と
き
に
や
っ
て

見
せ
た
と
こ
ろ
、知
事
は
昔
イ
ギ
リ
ス
人
の
技
師
が
鉛
を
溶
か
し
て
鉄
管
を
つ
な



げ
た
と
言
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
今
初
め
て
そ
れ
を
見
た
と
喜
ば

れ
、す
ぐ
こ
の
日
本
人
を
州
の
道
路
局
の
技
師
補
と
し
て
六
ヵ
月
の
労
働
契
約
を

せ
よ
と
命
令
し
、
私
は
契
約
書
に
サ
イ
ン
を
し
た
。

そ
の
後
盛
土
も
高
く
な
り
工
事
も
完
成
に
近
づ
く
と
、州
知
事
の
反
対
党
派
の

連
中
が
今
に
見
て
い
ろ
ア
マ
ゾ
ン
河
が
増
水
し
、大
雨
が
降
れ
ば
盛
土
は
す
ぐ
崩

れ
落
ち
る
ぞ
、州
知
事
は
無
駄
金
を
使
っ
て
い
る
と
新
聞
で
悪
口
を
言
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、そ
れ
で
は
今
一
度
日
本
の
土
木
技
術
者
と
し
て
の
能
力
を
見
せ
よ

う
と
考
え
、
盛
土
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
土
羽
面
を
よ
く
突
き
固
め
、
五
十
セ
ン
チ

間
隔
に
芝
を
埋
め
込
ま
せ
、木
で
作
っ
た
串
で
盛
土
に
止
め
て
滑
り
落
ち
な
い
よ

う
に
し
、本
来
な
ら
セ
メ
ン
ト
で
側
溝
を
作
る
と
こ
ろ
を
時
間
が
な
か
っ
た
の
で

板
で
側
溝
を
作
り
、
道
路
面
に
落
ち
る
雨
水
を
集
め
る
と
共
に
、
そ
の
水
を
盛
土

の
一
番
低
い
と
こ
ろ
か
ら
下
に
落
ち
る
よ
う
に
板
で
溝
を
作
っ
た
。
そ
の
後
、
大

雨
が
降
っ
た
が
盛
土
は
少
し
も
崩
れ
ず
、そ
の
度
に
芝
は
広
が
っ
て
根
づ
い
て
行

き
、
反
対
党
の
面
々
も
次
第
に
黙
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
に
し
て
他
の
所
も
工
事
を
進
め
、マ
ナ
オ
ス
の
中
心
か
ら
郊
外
に
行

く
の
に
も
大
回
り
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り
、こ
れ
ら
の
道
路
は
新
道
路
と
呼
ば

れ
バ
ス
も
走
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ナ
オ
ス
の
市
民
か
ら
喜
ば
れ
、
州
知
事
の
信
用

と
人
気
は
ま
す
ま
す
上
が
っ
て
い
っ
た
。

・
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
工
事

そ
う
し
て
私
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
に
勤
め
だ
し
て
か
ら
一
ヵ
年
の
月
日
が

経
ち
、
そ
の
間
マ
ナ
オ
ス
市
内
の
道
路
の
拡
張
工
事
を
し
て
過
ご
し
た
が
、
一
九

五
五
年
よ
り
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
市
か
ら
マ
ナ
オ
ス
に
向
か
っ
て
道
路
建
設
を
し
か



け
て
い
た
パ
ラ
ー
州
の
或
る
請
負
会
社
が
、わ
ず
か
の
工
事
を
し
た
だ
け
で
一
九

五
六
年
に
破
産
し
て
し
ま
い
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
と
の
契
約
を
破
棄
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
こ
で
プ
リ
ニ
オ
・
コ
エ
リ
ョ
州
知
事
は
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア

ラ
間
の
道
路
工
事
は
ど
う
し
て
も
継
続
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
定

し
、
州
道
路
局
の
直
営
工
事
と
し
て
行
え
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
州
知
事
の
指
令

で
私
は
一
九
五
六
年
十
一
月
早
々
、土
木
機
械
を
積
ん
だ
船
に
大
勢
の
職
員
を
つ

れ
て
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
市
に
向
か
っ
た
。

私
に
任
さ
れ
た
仕
事
は
道
路
予
定
地
の
測
量
、
排
水
管
の
敷
設
、
大
小
さ
ま
ざ

ま
な
川
に
木
材
で
仮
設
の
橋
を
作
る
こ
と
で
、す
ぐ
に
現
場
主
任
に
な
る
責
任
技

師
を
送
る
か
ら
と
の
事
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
に
着
き
、
船
か

ら
土
木
機
械
を
降
ろ
す
の
を
見
て
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
市
民
は
今
度
こ
そ
本
当
に

道
路
を
建
設
す
る
だ
ろ
う
と
大
歓
迎
を
し
た
。

早
速
連
れ
て
行
っ
た
測
量
隊
員
と
共
に
測
量
を
開
始
し
た
が
、街
を
は
ず
れ
る

と
間
も
な
く
ア
ニ
ン
ガ
ー
地
帯
と
呼
ば
れ
る
湿
地
帯
に
な
り
、測
量
隊
の
人
足
た

ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
こ
の
湿
地
帯
に
は
大
き
な
ヒ
ル
、
ワ
ニ
、
水
蛇
や
電
気
ウ

ナ
ギ
等
が
い
る
と
言
っ
て
入
り
た
が
ら
な
か
っ
た
の
で
、よ
う
し
そ
れ
な
ら
私
が

ま
ず
先
頭
に
立
っ
て
湿
地
帯
に
飛
び
込
ん
で
や
れ
と
一
本
の
棒
を
杖
と
し
て
飛
び

込
ん
だ
。
少
し
遅
れ
て
測
量
隊
の
面
々
も
渋
々
入
り
込
ん
で
来
た
訳
で
あ
っ
た

が
、私
た
ち
が
大
戦
中
に
受
け
た
教
育
を
思
え
ば
こ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
何
で
も
な

か
っ
た
。

こ
の
湿
地
帯
を
テ
ー
プ
で
測
り
、
そ
の
延
長
距
離
を
知
り
、
土
木
工
事
班
が
埋
め

立
て
工
事
を
す
る
と
き
に
そ
の
埋
め
立
て
幅
を
示
す
た
め
に
二
列
に
長
い
棒
を
二

十
メ
ー
ト
ル
お
き
に
設
置
し
、そ
の
棒
に
盛
土
高
を
示
す
た
め
の
赤
く
塗
っ
た
木



片
を
釘
で
打
ち
付
け
て
目
印
に
し
た
。
こ
の
湿
地
帯
は
千
六
百
メ
ー
ト
ル
あ
り
、

そ
の
向
こ
う
に
普
通
の
土
地
が
続
い
て
い
た
。前
に
工
事
を
請
け
負
っ
た
会
社
の

技
師
が
置
い
て
い
っ
た
道
路
の
予
定
図
を
再
検
当
し
、私
自
身
が
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

を
覗
き
、測
量
隊
員
を
使
っ
て
二
十
メ
ー
ト
ル
毎
に
道
路
の
中
心
線
に
小
さ
な
杭

を
打
ち
込
ま
せ
、そ
の
中
心
点
に
小
釘
を
打
っ
て
行
く
仕
事
が
道
路
の
平
面
測
量

で
あ
り
、
い
く
ら
か
の
距
離
が
進
む
と
各
点
の
高
さ
を
測
量
す
る
。
こ
の
仕
事
で

レ
ベ
ル
と
い
う
測
量
器
械
を
使
う
が
、
全
て
私
が
覗
き
、
野
帳
に
記
帳
し
て
ゆ

き
、
後
ほ
ど
そ
ろ
ば
ん
を
使
っ
て
各
点
の
高
さ
を
計
算
す
る
縦
断
測
量
を
行
っ

た
。ま

た
各
点
の
土
地
は
右
側
と
左
側
で
は
中
心
点
と
比
較
し
て
ど
の
様
に
傾
斜
し

て
い
る
か
を
測
る
の
が
道
路
の
横
断
測
量
で
、
私
た
ち
が
作
っ
て



い
る
道
路
幅
は
十
メ
ー
ト
ル
な
の
で
、特
に
傾
斜
の
き
つ
い
土
地
や
高
い
盛
土
を

必
要
と
し
て
い
る
場
所
以
外
は
道
路
の
基
礎
幅
を
二
十
五
メ
ー
ト
ル
、二
メ
ー
ト

ル
毎
に
そ
の
地
点
の
高
さ
を
測
り
計
算
し
て
、道
路
の
横
断
図
を
一
ミ
リ
の
グ
ラ

フ
用
紙
に
縮
尺
百
分
の
一
に
し
て
書
き
込
め
ば
、一
ミ
リ
は
現
地
で
は
十
セ
ン
チ

に
な
る
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
そ
の
地
点
の
盛
土
幅
、
又
は
切
土
幅
が
簡
単
に
分
か

る
訳
で
あ
る
。
私
が
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
や
っ
て
見
せ
た
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
技

師
は
現
場
に
は
あ
ま
り
出
て
こ
な
く
事
務
所
に
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
こ
の
様
な

仕
事
は
し
な
い
が
、日
本
の
技
術
者
は
違
う
と
隊
員
か
ら
信
用
を
受
け
る
よ
う
に

な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
間
も
な
く
現
場
の
責
任
者
で
あ
る
技
師
が
着
任
し
た
が
、当
時
の
道

路
局
長
出
身
大
学
の
後
輩
で
、私
は
三
十
才
な
っ
て
い
た
が
彼
は
大
学
卒
業
早
々



で
あ
り
私
よ
り
年
下
で
、今
行
っ
て
い
る
仕
事
を
説
明
し
た
が
特
別
な
指
令
は
な

か
っ
た
。と
に
か
く
私
が
必
要
な
物
は
何
で
も
都
合
す
る
か
ら
遠
慮
な
く
言
っ
て

く
れ
と
の
こ
と
で
、
私
は
現
場
責
任
者
と
し
て
の
彼
を
尊
敬
し
た
の
だ
っ
た
。
そ

の
後
道
路
工
事
も
進
み
、
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
よ
り
の
最
初
の
川
に
着
い
た
が
、

土
木
工
事
用
の
重
機
械
類
を
通
過
さ
せ
る
た
め
に
仮
橋
を
架
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
に
な
り
、
現
場
責
任
者
に
そ
の
橋
の
件
に
つ
い
て
相
談
し
た
の
だ
が
、
彼

か
ら
は
技
術
的
な
指
示
は
何
も
な
く
、日
本
に
い
た
と
き
は
橋
を
架
け
た
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
の
で
、本
な
ど
を
見
て
こ
れ
ら
の
機
械
を
通
過
さ
せ
る
に
は
ど

の
ぐ
ら
い
の
太
さ
の
木
材
を
何
本
切
り
出
せ
ば
良
い
か
を
考
え
た
。こ
の
川
は
イ

タ
コ
ア
チ
ア
ラ
の
街
か
ら
約
二
、
五
キ
ロ
の
所
に
あ
り
、
素
早
く
仕
事
を
済
ま
せ

る
に
は
こ
の
川
岸
に
飯
場
を
作
ら
な
け
れ
ば
と
考
え
、
現
場
責
任
者
に
相
談
し
、

大
き
な
テ
ン
ト
、食
器
類
を
用
意
し
て
も
ら
い
料
理
人
を
雇
い
全
員
で
飯
場
住
ま

い
を
始
め
た
。

そ
の
後
、
日
曜
祭
日
な
し
で
働
き
、
ま
ず
近
く
の
原
始
林
よ
り
必
要
な
木
材
を

探
し
出
し
、
斧
で
切
り
倒
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
掛
け
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
橋
を
架
け

る
所
ま
で
引
き
出
し
、
そ
の
間
に
労
働
者
た
ち
に
両
岸
の
土
を
掘
り
出
さ
せ
て
、

橋
の
台
に
な
る
場
所
を
材
木
で
積
み
上
げ
て
作
り
、そ
れ
か
ら
橋
の
長
さ
の
十
二

メ
ー
ト
ル
の
長
材
を
橋
台
に
の
せ
、
三
本
を
一
組
に
し
て
所
々
を
ワ
イ
ヤ
ー
で

し
っ
か
り
と
く
く
り
、各
組
の
中
心
線
と
の
間
隔
が
一
メ
ー
ト
ル
を
越
え
な
い
よ

う
に
し
て
、
そ
の
上
に
横
幅
一
杯
の
細
い
木
を
並
べ
、
ヤ
シ
の
葉
を
敷
き
並
べ
て

土
を
盛
り
上
げ
て
真
ん
中
に
雨
水
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
少
し
傾
斜
を
つ
け
、最

後
に
簡
単
な
手
す
り
を
つ
け
て
仕
上
げ
た
。こ
の
橋
が
出
来
た
と
き
に
は
道
路
の

土
工
を
し
て
い
た
機
械
隊
が
、あ
の
千
六
百
メ
ー
ト
ル
の
ア
ニ
ン
ガ
ー
地
帯
の
盛



土
を
終
え
て
来
て
い
た
の
で
、早
速
二
十
八
ト
ン
の
重
量
が
あ
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

に
橋
を
通
過
さ
せ
た
が
、
橋
桁
は
び
く
と
も
せ
ず
、
も
っ
と
重
量
の
あ
る
モ
ー

タ
ー
ス
ク
レ
バ
ー
を
通
過
さ
せ
て
も
な
ん
と
も
な
く
、
責
任
者
と
し
て
の
私
も

や
っ
と
安
心
し
た
。

以
後
、
何
ヵ
所
も
の
川
を
同
じ
よ
う
に
し
て
工
事
を
進
め
た
。
あ
る
日
私
を
州

の
道
路
局
に
雇
っ
て
く
れ
た
プ
リ
ー
ニ
ョ
・
ラ
ー
モ
ス
・
コ
エ
リ
ョ
州
知
事
が
道

路
局
長
を
と
も
な
っ
て
道
路
現
場
の
視
察
に
来
ら
れ
、私
共
の
キ
ャ
ン
プ
に
入
る

や
否
や
水
を
一
杯
く
れ
な
い
か
と
言
わ
れ
、私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
水
は
小
川
の

水
を
素
焼
き
の
壷
に
入
れ
て
あ
る
だ
け
で
、
濾
過
も
し
て
な
か
っ
た
が
、
州
知
事

は
君
た
ち
が
毎
日
飲
ん
で
い
る
水
な
ら
ど
う
し
て
飲
め
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と

言
わ
れ
、
工
事
の
進
行
状
態
に
大
変
満
足
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

・
エ
フ
ィ
ジ
エ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
内
道
路
建
設

一
九
五
七
年
の
始
め
に
は
マ
ナ
オ
ス
側
か
ら
数
え
て
二
回
目
の
ウ
ル
ブ
河
の
渡
河

地
点
（
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
か
ら
二
十
キ
ロ
）
迄
来
た
と
き
、
マ
ナ
オ
ス
か
ら
道
路

局
員
は
全
員
マ
ナ
オ
ス
に
帰
れ
と
の
命
令
が
来
て
吃
驚
し
た
。こ
の
ウ
ル
ブ
河
の

対
岸
か
ら
マ
ナ
オ
ス
へ
向
け
て
の
道
路
工
事
は
或
る
請
負
会
社
に
委
託
し
た
と
の

こ
と
だ
っ
た
。マ
ナ
オ
ス
に
帰
る
と
今
度
は
マ
ナ
オ
ス
側
か
ら
の
工
事
が
非
常
に

遅
れ
て
い
る
の
で
、マ
ナ
オ
ス
よ
り
三
十
七
キ
ロ
の
地
点
か
ら
州
の
直
営
工
事
と

し
て
す
ぐ
行
え
と
の
局
長
命
令
で
、直
ち
に
そ
の
地
点
に
拠
点
の
キ
ャ
ン
プ
を
作

り
工
事
を
始
め
た
。

こ
れ
は
後
ほ
ど
に
な
っ
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、州
知
事
は
ベ
レ
ン
に
お
か
れ

て
い
た
日
本
国
総
領
事
館
と
の
話
し
合
い
に
よ
り
、マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア



ラ
道
路
の
三
十
八
キ
ロ
か
ら
五
十
キ
ロ
地
点
の
沿
線
に
日
本
移
民
を
入
植
さ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。こ
の
移
住
地
が
現
在
の
エ
フ
ジ
ェ
ニ
オ
．
サ
ー

レ
ス
移
住
地
で
あ
る
。
そ
れ
で
こ
の
間
の
道
路
建
設
を
急
げ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
何
時
で
も
最
前
線
に
キ
ャ
ン
プ
を
作
り
仕
事
を
し
て
い
た

が
、
イ
タ
コ
ア
チ

ア
ラ
で
の
と
き
の
様
に
橋
を
架
け
る
必
要
は
な
く
、
道
路
が

通
る
所
の
地
形
が
高
い
所
と
低

い
所
が
あ
り
、土
工
工
事
の
切
土
と
盛
土
量
を

出
来
る
だ
け
小
さ
く
し
て
、
道
路
工
事
の
進
行
を
早
め
る
の
が
主
目
的
で
あ
っ

た
。四

十
六
キ
ロ
付
近
の
地
点
に
道
路
規
定
の
許
す
範
囲
な
い
で
、最
小
の
曲
線
半

径
で
道
路
の
曲
が
り
角
度
を
と
っ
た
所
が
あ
り
、
後
ほ
ど
一
度
事
故
が
あ
り
、
そ

の
事
故
を
起
こ
し
た
運
転
手
が
道
路
局
の
職
員
で
道
路
局
の
ジ
ー
プ
を
運
転
し
て



い
た
た
め
、
こ
の
曲
線
部
が
マ
ツ
ダ
カ
ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
っ
た
。
私
と
し

て
は
事
故
を
起
こ
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
の
カ
ー
ブ
を
作
っ
た
訳
で
は
な
く
、地
形

と
、道
路
の
進
行
を
早
め
る
た
め
に
許
容
限
度
一
杯
の
カ
ー
ブ
が
出
来
た
の
で
あ

る
。局

長
か
ら
私
た
ち
が
命
令
さ
れ
て
三
十
七
キ
ロ
地
点
か
ら
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
へ

向
か
い
、
道
路
工
事
を
始
め
て
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
或
る
請
負
会
社
が
責
任
を

持
っ
て
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、道
路
局
の
機
械
類
と
局
員
全
員
が
こ
の
会
社

に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、お
か
し
な
話
だ
と
は
思
っ
た
が
月
々
の
収
入
は

変
わ
り
が
な
く
、役
所
と
こ
の
会
社
と
の
間
に
ど
の
様
な
契
約
を
交
わ
し
た
か
気

に
す
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

こ
の
会
社
は
益
々
道
路
建
設
の
速
度
を
速
め
て
、州
政
府
が
予
定
し
た
通
り
一
九

五
八
年
に
日
本
人
移
民
が
入
植
す
る
ま
で
に
工
事
は
終
わ
っ
た
。

一
九
五
九
年
に
州
知
事
が
替
わ
っ
た
が
道
路
工
事
の
ほ
う
は
何
ら
変
わ
り
な
く
進

め
ら
れ
、
舗
装
工
事
も
引
き
続
き
行
わ
れ
た
。



・
ブ
ラ
ジ
ル
帰
化
、
そ
し
て
道
路
局
技
師
へ

一
九
六
二
年
、
私
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
道
路
局
に
勤
め
始
め
て
七
年
目
に
当
た

り
、
そ
の
間
二
人
の
州
知
事
に
私
の
仕
事
を
認
め
て
も
ら
い
、
私
の
ア
マ
ゾ
ン
に

於
け
る
人
生
の
道
は
開
け
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て
ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
化
し
た
。役
所
の

資
格
は
相
変
わ
ら
ず
技
師
補
で
あ
り
、何
時
も
工
事
の
最
先
端
に
出
さ
れ
て
働
い

て
い
た
が
、そ
の
機
会
に
州
知
事
や
州
の
高
官
に
日
本
の
技
術
者
の
実
力
を
示
す

こ
と
が
出
来
た
。

親
し
く
な
っ
た
代
議
士
や
上
院
議
員
は
、私
が
役
所
の
技
師
補
で
あ
る
の
は
不

公
平
だ
、ブ
ラ
ジ
ル
の
技
術
者
協
会
へ
技
師
の
資
格
を
も
ら
え
る
よ
う
許
可
願
い

を
申
請
し
な
さ
い
と
言
い
、技
術
者
協
会
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
支
部
が
ベ
レ
ー
ン
市

に
あ
っ
た
の
で
、
必
要
な
書
類
を
持
っ
て
ベ
レ
ン
へ
行
き
、
支
部
長
に
申
請
書
を

提
出
し
た
と
こ
ろ
、支
部
で
は
私
の
様
に
帰
化
ブ
ラ
ジ
ル
人
で
外
国
の
学
校
の
卒

業
者
に
は
技
師
の
資
格
を
与
え
て
協
会
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、

申
請
書
は
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
本
部
へ
回
す
か
ら
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。そ
の

話
を
或
る
代
議
士
に
し
た
と
こ
ろ
、そ
れ
で
は
私
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
本
部

に
行
っ
て
解
決
し
て
来
て
上
げ
ま
し
ょ
う
と
私
に
便
宜
を
図
っ
て
く
れ
た
。し
ば

ら
く
た
っ
て
か
ら
そ
の
代
議
士
よ
り
技
術
者
協
会
本
部
の
会
議
で
私
の
申
請
が
許

可
さ
れ
た
と
い
う
会
議
の
結
果
の
コ
ピ
ー
を
渡
さ
れ
、そ
れ
を
当
時
の
道
路
局
長

の
所
へ
持
っ
て
行
っ
た
と
こ
ろ
、局
長
は
私
が
技
師
補
で
あ
る
こ
と
を
か
ね
が
ね

気
に
し
て
い
た
が
何
と
も
出
来
な
っ
か
た
と
言
い
、州
知
事
に
見
せ
て
許
可
を
受

け
す
ぐ
に
技
師
に
し
よ
う
と
言
わ
れ
、知
事
よ
り
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
の
技
師

に
任
命
し
て
く
れ
た
。

一
九
六
三
年
、
再
び
プ
リ
ー
ニ
ョ
・
ラ
ー
モ
ス
・
コ
エ
リ
ョ
氏
が
州
知
事
に
就
任



し
、私
は
道
路
局
の
一
番
新
し
い
検
査
官
と
し
て
ウ
マ
イ
タ
の
請
負
現
場
な
ど
を

飛
行
機
で
飛
び
回
っ
て
い
た
。

一
九
六
四
年
三
月
三
十
一
日
の
午
前
零
時
を
期
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
全
国
に
軍
事
革
命

が
起
き
、
陸
軍
大
将
で
あ
っ
た
人
が
大
統
領
に
就
任
し
、
議
会
は
全
て
閉
鎖
さ

れ
、
各
州
へ
は
大
統
領
の
任
命
に
よ
る
知
事
が
着
任
し
た
の
だ
が
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス

州
知
事
に
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
出
身
の
学
者
の
大
学
教
授
ア
ー
ト
ウ
・
セ
ー

ザ
ー
・
フ
エ
ヘ
イ
ラ
・
レ
イ
ス
氏
が
就
任
し
た
。
軍
人
の
大
統
領
は
こ
れ
ま
で
の

腐
敗
政
治
の
責
任
者
た
ち
を
き
つ
く
取
り
締
ま
ら
せ
る
と
言
わ
れ
、軍
の
高
級
将

校
が
各
州
へ
の
調
査
団
の
団
長
と
し
て
派
遣
さ
れ
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
も
陸
軍
少

佐
が
団
長
に
な
っ
た
調
査
団
が
派
遣
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
調
査
団
は
大
統
領
令
に

よ
り
調
査
の
た
め
の
全
て
の
権
限
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、そ
の
事
務
所
に
道
路
局

局
長
室
の
裏
の
会
議
室
が
当
て
ら
れ
、
ア
ー
ト
ウ
・
へ
イ
ス
州
知
事
は
就
任
早
々

に
新
し
い
道
路
局
長
を
を
任
命
し
全
て
の
道
路
に
関
す
る
請
負
工
事
の
中
止
を
命

令
し
た
。

道
路
局
は
中
止
さ
れ
た
道
路
工
事
を
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
受
け

取
り
に
三
人
の
技
師
が
任
命
さ
れ
、
私
が
そ
の
長
に
指
名
さ
れ
た
。
早
速
マ
ナ
オ

ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
と
ウ
マ
イ
タ
～
ラ
ブ
レ
ア
道
路
を
請
負
会
社
か
ら
受

け
取
っ
た
が
、
ウ
マ
イ
タ
市
に
行
っ
た
時
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、
マ
ナ
オ
ス
へ

帰
っ
て
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
病
院
に
入
院
し
た
。
特
別
手
当
を
受
け
な
が
ら
、
熱
の

下
が
っ
た
と
き
は
病
院
で
仕
事
を
し
た
。

調
査
団
の
団
長
で
あ
る
少
佐
は
、道
路
局
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
で
は
不
正
事
件
の

中
心
で
あ
る
と
に
ら
み
、
昼
夜
調
査
に
か
か
り
、
道
路
局
の
古
い
技
師
か
ら
順
番

に
調
査
団
か
ら
呼
び
出
し
、不
正
の
証
拠
が
あ
り
と
さ
れ
た
技
師
た
ち
は
無
条
件



で
職
場
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
私
も
仕
事
中
調
査
団
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
が
、

道
路
局
で
は
一
番
新
し
い
技
師
で
あ
り
、何
ら
不
正
な
こ
と
に
は
関
係
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
無
事
に
済
ん
だ
。こ
の
こ
と
で
道
路
局
の
技
師
数
は
ほ
ん
の
僅
か
に

減
っ
て
し
ま
い
、
新
し
い
知
事
が
任
命
し
た
道
路
局
長
は
心
労
の
あ
ま
り
病
気

に
な
り
辞
任
し
て
し
ま
っ
た
。そ
し
て
次
の
局
長
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
出
身
の
技
師

だ
っ
た
が
、
電
気
科
出
身
の
イ
ボ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
と
言
う
人
だ
っ
た
。

・
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
開
通

あ
る
日
、
州
知
事
は
新
聞
記
者
を
州
知
事
官
邸
に
集
め
、
一
九
六
五
年
九
月
五

日
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
制
定
記
念
日
に
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
を
開
通

さ
せ
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
夜
、
イ
ボ
局
長
は
私
の
自
宅
を
訪
ね
て
来
て
「
明
日

の
新
開
を
見
れ
ば
分
か
る
と
思
う
が
、今
日
州
知
事
が
新
聞
記
者
に
こ
の
よ
う
な

発
表
を
し
た
。
私
は
州
知
事
の
信
用
を
得
て
こ
の
職
に
就
い
た
が
、
出
身
が
電
気

科
で
道
路
工
事
に
つ
い
て
は
何
も
分
か
ら
な
い
。君
の
他
に
は
信
用
出
来
る
技
師

が
い
な
い
の
で
是
非
主
任
技
師
に
な
っ
て
工
事
を
行
っ
て
欲
し
い
。」
と
頼
ま
れ

た
。
私
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
あ
り
が
た
い
話
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
道
路
建
設

は
、
考
え
れ
ば
世
紀
に
渡
っ
て
話
さ
れ
る
道
路
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
部
分
は
マ
ナ

オ
ス
側
か
ら
も
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
か
ら
も
最
も
遠
い
地
帯
で
、何
か
に
つ
け
て

工
事
に
は
不
便
で
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
の
大
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
と
あ
る
所
等
と
瞬
間
的
に

頭
に
浮
か
ん
だ
。そ
れ
と
共
に
私
に
と
っ
て
は
絶
好
の
日
本
技
術
者
と
し
て
の
実

力
を
見
せ
る
機
会
を
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
た
と
も
考
え
て
、そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
て
や
ら
せ
て
戴
き
ま
す
と
局
長
に
返
事
を
し
た
。局
長
は
非
常

に
喜
ん
で
そ
れ
で
は
君
と
僕
が
一
緒
に
な
っ
て
こ
れ
か
ら
工
事
に
体
当
た
り
で
行



こ
う
と
言
い
、
堅
く
握
手
を
し
て
そ
の
夜
は
別
れ
た
。

明
く
る
日
の
新
聞
は
ア
ー
ト
ル
・
レ
イ
ス
州
知
事
は
大
統
領
の
信
用
を
得
る
た

め
に
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
発
表
し
た
、頭
が
狂
っ
て
い
る
の
に
相
違
な
い
等
と

書
き
立
て
た
。

早
速
局
長
と
共
に
マ
ナ
オ
ス
側
と
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
の
両
方
か
ら
道
路
の
突

貫
工
事
を
行
う
た
め
の
人
員
を
ど
の
様
に
す
る
か
、工
事
を
進
行
さ
せ
る
た
め
に

は
も
う
一
台
二
十
八
ト
ン
級
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
必
要
で
あ
り
、そ
れ
を
買
う
た

め
の
入
札
手
続
き
の
許
可
と
、工
事
進
行
を
容
易
に
す
る
た
め
の
マ
ナ
オ
ス
～
イ

タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
工
事
建
設
特
別
委
員
会
を
道
路
局
内
に
設
置
す
る
許
可
を
州

知
事
に
も
ら
っ
て
欲
し
い
と
局
長
に
話
し
、
す
ぐ
に
裁
可
を
も
ら
っ
た
。

私
は
す
で
に
局
長
よ
り
道
路
建
設
課
長
に
任
命
さ
れ
て
い
た
が
、こ
の
特
別
委

員
会
の
委
員
長
に
も
任
命
さ
れ
、
こ
の
道
路
建
設
責
任
技
師
に
正
式
に
就
い
た
。

こ
の
時
道
路
は
マ
ナ
オ
ス
側
か
ら
百
十
五
キ
ロ
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
か
ら
は
八

十
四
キ
ロ
ま
で
車
が
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、開
通
す
る
た
め
に
は
全
長

二
百
八
十
六
キ
ロ
の
う
ち
真
ん
中
の
八
十
七
キ
ロ
が
ま
だ
出
来
て
な
か
っ
た
。そ

れ
で
最
初
に
労
働
者
に
原
始
林
を
斧
で
五
十
メ
ー
ト
ル
幅
で
伐
採
さ
せ
、そ
の
中

の
十
メ
ー
ト
ル
幅
は
道
路
幅
に
な
る
の
で
伐
根
作
業
を
さ
せ
て
い
た
が
、あ
る
日

労
働
者
の
不
注
意
で
ツ
タ
が
上
方
で
絡
ま
っ
て
い
る
大
木
を
切
り
倒
し
、自
分
が

倒
そ
う
と
思
っ
て
い
る
方
向
と
反
対
の
方
向
に
倒
れ
そ
の
大
木
の
下
敷
き
に
な
る

事
故
が
起
き
た
。

数
日
後
に
州
知
事
が
工
事
現
場
を
視
察
さ
れ
、
現
場
の
最
先
端
ま
で
行

き
、
そ
の
付
近
で
働
く
労
働
者
を
集
め
励
ま
し
の
演
説
を
始
め
た
と
き
、
道
路
局

の
古
参
の
技
師
で
局
長
の
信
用
が
な
く
て
他
の
部
署
に
回
さ
れ
て
い
た
人
が
、私



を
ね
た
ん
で
聞
こ
え
よ
が
し
に「
今
に
見
と
れ
松
田
の
計
画
し
て
行
っ
て
い
る
工

事
は
予
定
の
通
り
に
は
施
工
出
来
ず
州
知
事
は
怒
っ
て
松
田
の
首
を
ち
ょ
ん
ぎ
っ

て
あ
の
枯
れ
木
の
先
に
つ
り
下
げ
る
と
ウ
ル
ブ
（
は
げ
た
か
）
が
そ
の
首
を
突
っ

つ
き
に
来
る
だ
ろ
う
」
と
嘲
笑
し
た
。
私
は
残
念
で
た
ま
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
こ

で
喧
嘩
を
し
て
も
し
ょ
う
が
な
い
、
今
に
見
て
い
ろ
と
、
現
場
の
労
働
者
共
々
、

益
々
が
ん
ば
っ
て
働
い
た
の
だ
っ
た
。

工
事
は
ど
ん
ど
ん
進
み
、
あ
る
日
現
場
の
視
察
に
行
っ
た
夜
、
キ
ャ
ン
プ
地
で

た
き
火
を
囲
ん
で
夕
食
の
シ
ュ
ハ
ス
コ
を
と
っ
て
い
る
と
き
、ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
担

当
の
主
任
が
、
お
天
気
が
良
け
れ
ば
明
日
、
六
月
二
十
九
日
、
サ
ン
ペ
ド
ロ
の
宗

教
祭
日
の
日
、
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
か
ら
道
路
予
定
地
を
整
地
し
て
い
る
ブ
ル

ド
ー
ザ
ー
と
マ
ナ
オ
ス
側
か
ら
来
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
出
会
う
の
で
は
な
い
か
と

私
に
言
っ
た
。
二
十
九
日
は
朝
か
ら
良
い
天
気
で
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

た
の
だ
が
、や
っ
と
午
後
二
時
過
ぎ
に
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
か
ら
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

が
黒
い
煙
を
吐
い
て
来
る
の
を
、切
り
株
の
上
に
乗
っ
て
見
つ
け
た
と
き
の
感
激

は
今
で
も
忘
れ
な
い
。
そ
の
夜
は
そ
の
ま
ま
現
場
に
泊
ま
り
込
み
、
よ
く
や
っ
て

く
れ
た
と
現
場
の
労
働
者
た
ち
を
励
ま
し
た
。

翌
日
は
朝
遅
く
な
っ
て
マ
ナ
オ
ス
市
に
帰
り
着
き
、
そ
れ
か
ら
出
勤
し
、
局
長

に
昨
日
や
っ
と
マ
ナ
オ
ス
側
と
イ
タ
コ
ァ
チ
ア
ラ
側
と
か
ら
道
路
予
定
地
を
開
削

し
て
い
る
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
行
き
会
っ
た
と
報
告
し
た
ら
、
大
変
う
れ
し
い
話

だ
、
そ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
ら
私
も
一
緒
に
行
き
た
か
っ
た
と
言
わ
れ
た
。
私

は
局
長
に
、
こ
の
話
は
す
ぐ
発
表
し
な
い
で
下
さ
い
、
す
ぐ
に
も
っ
と
良
い

ニ
ュ
ー
ス
が
発
表
出
来
ま
す
か
ら
と
頼
ん
だ
。

一
九
六
五
年
七
月
の
あ
る
日
、マ
ナ
オ
ス
側
と
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
側
の
土
木
機
械



の
主
任
と
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
運
転
手
が
、泥
だ
ら
け
の
ジ
ー
プ
で
私
の
家
を
訪
ね

て
来
て
、
道
路
全
線
車
で
通
り
抜
け
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
と
報
告
し
て
く
れ
た
。

そ
れ
で
は
早
速
そ
の
こ
と
を
局
長
に
報
告
に
行
こ
う
と
道
路
局
に
行
っ
た
ら
、局

長
は
子
供
み
た
い
に
躍
り
上
が
っ
て
喜
び
、す
ぐ
州
知
事
に
報
告
に
行
こ
う
と
言

わ
れ
た
。
州
知
事
は
す
ぐ
に
現
場
の
人
た
ち
に
会
い
た
い
と
言
わ
れ
、
一
人
一
人

に
握
手
さ
れ
、
み
ん
な
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
た
。
翌
日
の
新
聞
に
は
、
マ
ナ
オ
ス
か

ら
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
ま
で
車
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
現
場
員
た
ち
が
泥
だ
ら

け
の
ジ
ー
プ
で
州
知
事
に
報
告
に
来
た
と
報
じ
た
が
、一
部
の
新
聞
で
は
こ
の
道

路
は
十
数
年
も
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
い
た
の
に
、革
命
政
権
後
わ
ず
か
一
年
三
ヵ

月
で
出
来
る
は
ず
が
な
い
、ア
ー
ト
ル
知
事
は
全
く
の
芝
居
話
に
の
せ
ら
れ
て
い

る
の
だ
と
、
こ
の
話
を
全
然
信
用
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
新
聞
を
読
ん
だ
知
事

は
、州
知
事
の
代
理
と
し
て
書
記
官
長
に
州
知
事
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
イ
タ
コ
チ
ア

ラ
市
の
市
長
に
手
渡
せ
と
知
事
公
用
車
を
出
発
さ
せ
た
。私
も
道
路
局
を
代
表
し

て
書
記
官
長
と
同
じ
車
で
お
供
を
し
、
新
聞
記
者
も
同
行
し
た
。

イ
ア
タ
コ
チ
ア
ラ
市
迄
に
は
百
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
河
を
二
回
渡
ら
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
橋
が
な
い
の
で
箱
形
の
渡
し
船
に
車
を
乗
せ
、
両
岸
に
渡
し
た
ワ
イ

ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
手
で
た
ぐ
つ
て
渡
り
、
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
市
に
着
き
州
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
に
手
渡
し
た
。そ
の
翌
日
の
新
聞
は
道
路
が
開
通
し
た
こ
と

を
大
々
的
に
書
き
、
悪
口
を
書
い
た
新
聞
も
訂
正
記
事
を
載
せ
、
こ
れ
ら
の
新
聞

を
読
ん
だ
人
達
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
信
用
し
た
。

九
月
五
日
に
開
通
式
が
行
わ
れ
マ
ナ
オ
ス
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
間
二
百
八
十
六

キ
ロ
が
未
舗
装
で
は
あ
っ
た
が
公
式
に
開
通
し
た
。

そ
の
後
私
は
州
知
事
の
命
令
で
道
路
局
の
技
師
長
に
任
命
さ
れ
、契
約
技
師
か



ら
正
式
に
雇
用
さ
れ
た
技
師
と
な
り
局
長
代
理
の
地
位
に
就
い
た
。

マ
ナ
オ
ス
に
最
初
の
日
本
国
領
事
館
が
出
来
、初
代
領
事
の
福
島
氏
の
援
助
が

あ
っ
て
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
推
薦
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
人
土
木
技
師
と
し
て
、
一
九

六
八
年
に
東
京
で
二
ヶ
月
間
、他
の
六
力
国
代
表
の
技
師
た
ち
と
共
に
橋
梁
工
学

の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
ま
た
、
イ
ボ
道
路
局
長
よ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
技

術
者
協
会
に
永
久
登
録
さ
れ
る
た
め
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
国
立
大
学
土
木
科
の
最
終
学

年
の
五
年
生
と
し
て
勉
強
に
行
け
と
言
わ
れ
、一
ヵ
年
間
大
学
生
と
し
て
勉
強
し

た
。こ
の
と
き
の
土
木
科
長
の
教
授
や
も
う
二
人
の
教
授
は
道
路
局
時
代
の
朋
輩

で
あ
り
、
も
う
一
人
は
道
路
局
で
私
の
助
手
を
し
て
い
た
人
で
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
国

立
大
学
土
木
科
の
第
一
回
の
卒
業
生
と
共
に
一
九
七
〇
年
土
木
課
程
を
修
了
し

た
。



こ
の
と
き
私
が
持
っ
て
い
た
名
古
屋
工
業
専
門
学
校
土
木
科
の
卒
業
証
書
の
裏
面

に
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
国
立
大
学
土
木
課
程
を
修
了
し
た
土
木
技
師
で
あ
る
こ
と
を
認

め
る
と
書
か
れ
、
大
学
総
長
の
サ
イ
ン
と
大
学
の
印
鑑
を
押
し
て
も
ら
っ
た
。
こ

れ
で
や
っ
と
正
式
に
ブ
ラ
ジ
ル
技
術
者
協
会
に
登
録
す
る
こ
と
が
出
来
、全
て
の

書
類
に
サ
イ
ン
し
て
技
術
者
登
録
者
番
号
を
付
帯
す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
っ

た
。マ

ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
の
道
路
は
請
負
会
社
に
よ
り
全
線
が
舗
装
さ
れ

た
が
、
一
部
新
し
い
路
線
と
な
り
、
全
体
で
二
十
キ
ロ
程
距
離
が
短
く
な
っ
た
。

途
中
の
河
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
梁
が
架
け
ら
れ
、船
便
だ
と
下
り
で
十
時

間
以
上
か
か
っ
た
の
が
三
時
間
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
主
要

道
路
と
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
の
経
済
、
社
会
的
な
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
道
路
の
沿
線
に
は
エ
フ
ジ
ェ
ニ
オ
、
サ
ー
レ
ス
移
住
地

（
日
本
人
集
団
移
住

地
）

が
あ
り
、
バ
ル
ジ
ョ
ア
（
低
湿
地
）

農
業
し
か
知
ら
な
か
っ
た
ア
マ
ゾ
ナ

ス
人
に
テ
ー
ラ
フ
ィ
ル
メ

（
高
台
地
）
農
業
を
行
っ
て
見
せ
た
こ
と
は
公
私
共

に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

最
後
に
一
言
私
事
を
言
わ
せ
て
戴
く
と
、一
日
本
人
移
住
者
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン

に
来
た
者
が
、
こ
の
様
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路
局
に
三
十
二
年
勤
め
、
今
は
退
職

し
て
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
コ
パ
カ
バ
ー
ナ
に
住
ま
い
を
求
め
、こ
こ
で
私
の
人

生
を
終
わ
る
べ
く
覚
悟
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
は
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
に
な
る
と
の
こ
と

で
私
の
様
に
ア
マ
ゾ
ン
移
民
落
第
生
に
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道

路
に
つ
い
て
書
く
よ
う
指
名
し
て
く
れ
た
編
纂
委
員
長
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
、
こ
こ
に
ペ
ン
を
置
く
。



一
九
九
八
年
六
月
三
十
日

〔
執
筆
者
略
歴
〕

松
田
和
夫

（
ま
つ
だ
か
ず
お
）

愛
知
県
出
身
。

一
九
五
三
年
、
戦
後
第
一
回
移
民
（
ジ
ュ
ー
ト
移
民
）
と
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ

リ
ン
チ
ン
ス
郡
に
入
植
。
そ
の
後
、
マ
ナ
オ
ス
市
に
転
住
し
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
道
路

局
に
就
職
。マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
工
事
に
従
事
す
る
な
ど
様
々
な

功
績
を
残
し
た
後
、
リ
オ
・
デ
・
ン
ャ
ネ
イ
ロ
市
へ
移
り
、
現
在
に
至
る
。

■
戦
後
各
移
住
地
の
記
録
―
―
―
■

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地

中
村
弥
寿
平

現
在
の
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
は
、マ
ナ
オ
ス
市
の
前
面
を
流
れ
る
ネ
グ
ロ
河
の

対
岸
に
位
置
す
る
イ
ラ
ン
ド
ゥ
ー
バ
郡
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
港
を
起
点
と
し
て
、マ

ナ
カ
プ
ル
ー
郡
に
至
る
州
道
七
〇
号
線
の
三
キ
ロ
地
点
か
ら
二
十
一
キ
ロ
地
点
ま

で
と
、
そ
の
州
道
十
三
キ
ロ
地
点
よ
り
カ
ル
デ
ロ
ン

（
ソ
リ
モ
ン
エ

ス
河
に
面
し
た
旧
農
務
局
試
験
農
場
）

に
至
る
十
キ
ロ
の
支
線
沿
線
に
点
在
し

た
二
十
六
家
族
の
日
本
人
移
住
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。こ
の
ベ
ラ
ビ
ス

タ
移
住
地
は
最
初
の
日
本
人
移
住
者
が
入
植
し
た
当
時
、す
で
に
連
邦
政
府
に
よ

り
運
営
さ
れ
る
内
国
民
（
東
北
伯
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
）
向
け
の
移
住
地
と
し
て
、
す



で
に
十
六
年
間
の
歴
史
が
あ
っ
た
。

当
時
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
は
二
つ
の
異
な
っ
た
地
区
に
分
割
し
て
設
置
さ
れ
て

お
り
、そ
の
二
つ
の
地
区
の
間
に
は
陸
路
に
よ
る
連
絡
路
は
な
く
水
路
に
よ
っ
て

の
み
連
絡
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
本
部
は
、
ソ
リ
モ
ン
エ
ス
河
（
ア
マ
ゾ
ン
河
本
流
）

左
岸
の
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、マ
ナ
オ
ス
よ
り
水
路
約
百
キ
ロ

の
距
離
に
あ
っ
た
。
こ
の
本
部
所
在
地
に
は
入
植
者
向
け
に
レ
ン
ガ
作
り
の
住

宅
、
小
学
校
、
教
会
、
製
材
所
、
鉄
工
所
、
発
電
所
、
診
療
所
等
の
施
設
が
あ
り
、

こ
の
地
区
に
は
新
規
末
日
本
人
移
住
者
を
ま
と
め
て
入
植
さ
せ
る
耕
地
の
余
裕
は

な
か
っ
た
。

本
部
以
外
の
日
本
人
入
植
地
と
し
て
上
げ
ら
れ
た
地
区
は
、マ
ナ
オ
ス
市
の
対

岸
（
リ
オ
ネ
グ
ロ
河
）

八
キ
ロ
を
渡
っ
た
所
に
あ
る
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
港
を
起

点
と
し
た
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
地
区
、
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
、
ア
リ
ア
ウ
地
区
、
カ

ル
デ
ロ
ン
地
区
で
、
こ
の
地
域
は
本
部
の
置
か
れ
た
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
と
異
な

り
、
何
ら
見
る
べ
き
施
設
も
な
く
、
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
地
区
に
八
軒
の
レ
ン
ガ
造

り
の
入
植
者
用
住
宅
が
あ
る
だ
け
で
、ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
を
通
っ
て
カ
ル
デ
ロ

ン
地
区
ま
で
や
っ
と
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
道
が
切
り
開
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

た
。こ

の
よ
う
に
何
の
施
設
も
な
い
た
め
に
内
国
民
の
移
住
者
に
も
嫌
わ
れ
、入
植

者
用
住
宅
の
あ
る
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
地
区
に
八
家
族
の
内
国
民
移
住
者
が
い
る
の

み
で
、
あ
と
は
ま
だ
全
然
切
り
開
か
れ
た
こ
と
の
な
い
原
始
林
が
あ
る
の
み
で

あ
っ
た
。



・
日
本
人
移
住
の
歴
史

一
九
五
三
（
昭
和
二
十
八
）
年
九
月
十
二
日
、
第
一
次
入
植
者
二
十
三
世
帯
が
ア

グ
ア
フ
リ
ア
地
区
に
作
ら
れ
た
合
宿
所
に
到
着
し
た
。入
植
者
用
の
耕
地
は
す
で

に
移
住
地
当
局
に
よ
っ
て
移
住
地
内
の
道
路
沿
い
に
、
間
口
六
百
メ
ー
ト
ル
、
奥

行
き
六
百
メ
ー
ト
ル
（
三
十
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
土
地
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
土
地

の
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
縦
横
二
百
メ
ー
ト
ル
）
分
の
原
始
林
が
、
す
で
に
伐
採
さ
れ
、

入
植
者
の
到
着
を
待
っ
て
耕
地
の
割
り
当
て
を
す
る
ば
か
り
に
な
っ
て
い
た
。

各
入
植
者
は
く
じ
引
き
に
よ
っ
て
、
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
、
カ
ル
デ
ロ
ン
地

区
、
ア
リ
ア
ウ
地
区
に
分
か
れ
て
配
耕
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
耕
地
の
分
配
が

終
わ
る
と
、耕
地
に
移
る
前
に
伐
採
さ
れ
た
原
始
林
の
山
焼
き
を
し
な
け
れ
ば
住



宅
を
造
る
こ
と
も
出
来
ず
、各
入
植
者
は
合
宿
所
よ
り
毎
日
徒
歩
に
て
自
分
の
耕

地
に
山
焼
き
、
そ
の
後
の
寄
焼
き
の
作
業
に
通
い
、
耕
地
の
一
隅
に
バ
ラ
ッ
ク
を

作
っ
て
合
宿
所
よ
り
自
分
の
耕
地
に
移
っ
て
い
っ
た
。

一
九
五
四
（
昭
和
二
十
九
）
年
六
月
十
日
に
第
二
次
入
植
者
三
十
八
世
帯
が
到
着

し
た
が
、こ
の
時
始
め
て
本
部
の
あ
る
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
十
家
族
の
入
植
者
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
も
っ
て
入
植
者
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
ベ
レ
ー

ン
港
よ
り
マ
ナ
オ
ス

（
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
）
に
向
か
う
川
船
の
上
で
希
望
者

を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
本
部
が
近
く
、
設
備
（
移
住
地
当
局
の
事
務
室
、
支
配
人
官



舎
、
職
員
官
舎
、
商
店
、
教
会
、
医
務
室
、
製
材
所
、
発
電
施
設
、
入
植
者
住
宅

等
）

の
整
っ
た
地
区
な
の
で
希
望
者
が
多
く
抽
選
に
て
入
植
者
を
選
定
し
た
も

の
だ
っ
た
。

ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
の
合
宿
所
に
着
い
た
残
り
の
二
十
人
世
帯
の
入
植
者
は
、

到
着
し
た
時
、
ま
だ
割
り
当
て
耕
地
が
伐
採
作
業
中
だ
っ
た
た
め
に
、
割
り
当
て

が
あ
っ
た
も
の
の
自
分
の
耕
地
に
移
る
こ
と
も
出
来
ず
、
伐
採
終
了
を
合
宿

所
に
て
待
ち
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
耕
地
に
に
入
植
し
た
。
中
に
は
伐
採
を
自
分

た
ち
で
行
い
、
伐
採
費
や
山
焼
き
経
費
を
受
け
と
る
入
植
者
も
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
移
住
地
当
局
が
支
払
う
伐
採
費
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
八
百
ク
ル
ゼ
イ
ロ

ス
、
山
焼
き
費
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
五
百
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
で
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
山
焼
き
を
す
る
ま
で
に
最
低
三
ヵ
月
間
の
伐
木
の
乾
燥
期
間
を
必
要
と
し
、

そ
の
間
住
宅
の
建
設
や
そ
の
周
り
の
整
地
な
ど
を
行
っ
た
。

こ
の
二
十
八
家
族
の
入
植
者
た
ち
は
合
宿
所
の
あ
っ
た
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
よ

り
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
へ
の
耕
地
に
入
植
し
た
者
が
多
か
っ
た
が
、第
一
次
入
植
者

に
親
戚
や
知
人
が
い
た
入
植
者
は
、
そ
の
近
く
の
耕
地
を
選
ん
で
入
植
し
た
。

一
方
移
住
地
当
局
の
本
部
の
あ
る
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
入
植
し
た
人
々
は
、内
国

移
民
の
退
去
し
た
耕
地
に
再
配
置
さ
れ
た
の
で
、古
い
レ
ン
ガ
造
り
の
入
植
者
用

の
住
宅
が
あ
り
、そ
の
周
囲
に
は
先
住
者
の
植
え
た
果
樹
類
や
コ
ー
ヒ
ー
の
木
が

あ
り
一
応
環
境
的
に
は
良
く
感
じ
ら
れ
た
が
、耕
地
は
先
住
者
が
種
々
の
作
物
を

植
付
け
た
後
の
地
味
の
衰
え
た
耕
地
で
、大
部
分
は
サ
ッ
ペ

（
茅
）

の
一
面
に

生
い
茂
っ
た
何
に
も
植
付
け
出
来
な
い
耕
地
で
あ
っ
た
。ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
耕

地
面
積
は
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
の
面
積
よ
り
少
々
小
さ
く
、約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
間
口
二
百
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
千
五
百
メ
ー
ト
ル
）

で
あ
っ
た
。



一
九
五
四

（
昭
和
二
十
九
）

年
七
月
六
日
、
第
三
次
入
植
者
七
家
族
、
三
十
六

名
が
到
着
し
た
が
、こ
の
移
住
者
た
ち
は
全
員
本
部
の
あ
る
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に

入
植
し
た
。
第
二
次
が
入
植
し
て
一
ヶ
月
後
で
あ
り
、
移
住
地
の
状
態
は
前
の
移

住
者
の
時
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

同
年
九
月
四
日
、
第
四
次
入
植
者
三
十
家
族
百
八
十
三
名
が
到
着
、
ベ
ラ
ビ
ス

タ
地
区
に
十
八
家
族
、
ア
リ
ア
ウ
地
区
に
十
二
家
族
入
植
し
た
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
入
植
者
は
船
着
き
場
に
お
い
て
各
耕
地
の
配
分
が
行
わ
れ
た
。

抽
選
に
て
各
自
の
耕
地
が
割
り
振
ら
れ
た
の
は
い
つ
も
の
通
り
で
あ
っ
た
。住
宅

は
ヤ
シ
葺
き
の
バ
ラ
ッ
ク
立
て
の
も
の
で
、
旧
入
植
者
（
伯
国
人
）

用
住
宅
と



し
て
建
て
ら
れ
た
レ
ン
ガ
造
り
ト
タ
ン
葺
き
の
も
の
は
、う
ま
く
抽
選
に
て
空
耕

地
が
当
た
れ
ば
入
れ
た
が
、ほ
と
ん
ど
の
人
達
は
地
味
が
や
せ
て
い
て
伯
国
人
が

入
植
し
な
か
っ
た
耕
地
や
、ブ
ラ
ジ
ル
人
の
移
住
者
の
耕
地
よ
り
さ
ら
に
奥
の
耕

地
に
配
耕
さ
れ
た
。

第
四
次
の
入
植
者
の
中
に
野
菜
養
鶏
専
業
の
移
住
者
が
四
家
族
入
っ
て
お
り
、

こ
の
四
家
族
は
ア
マ
ゾ
ン
河
沿
い
の
低
湿
地
地
帯
に
入
植
し
た
が
、他
の
十
四
家

族
は
す
で
に
使
用
さ
れ
た
耕
地
に
入
植
し
、一
面
の
茅
の
原
に
な
っ
た
荒
れ
地
を

ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
転
し
た
土
地
で
、作
物
を
植
付
け
て
も
す
ぐ
茅
に
負
け
て
し
ま

う
よ
う
な
土
地
で
あ
っ
た
。

ア
リ
ア
ウ
地
区
に
入
植
し
た
人
達
は
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
と
は
ち
が
い
全
然
住

宅
な
ど
は
造
ら
れ
て
お
ら
ず
、
た
だ
原
始
林
を
伐
採
し
た
だ
け
の
耕
地
で
、
そ
の

上
伐
採
時
期
が
遅
れ
て
伐
木
が
良
く
乾
燥
す
る
期
間
が
な
く
、山
焼
き
し
て
も
良

く
焼
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
お
り
、陸
稲
を
植
付
け
て
も
良
い
収
穫

が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
視
さ
れ
て
い
た
。

同
年
十
一
月
十
二
日
、
第
五
次
入
植
者
二
十
七
家
族
百
六
十
六
名
が
到
着
、
ベ

ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
九
家
族
、
ア
リ
ア
ウ
地
区
に
十
人
家
族
入
植
し
た
。
ベ
ラ
ビ
ス

タ
地
区
は
ま
だ
耕
地
の
伐
採
も
済
ん
で
お
ら
ず
、現
地
人
が
伐
採
し
て
い
る
最
中

で
あ
っ
た
が
、
す
で
に
乾
期
は
終
わ
っ
て
お
り
、
山
焼
き
を
す
る
と
し
て
も
雨
期

に
山
焼
き
な
ど
出
来
る
は
ず
も
な
く
、作
物
の
植
付
け
が
出
来
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。ア
リ
ア
ウ
地
区
に
入
植
し
た
人
達
は
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
伐
採
さ
れ
た
耕
地
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、山
焼
き
後
す
ぐ
に
住
宅
を
造
っ
て
各
耕
地
に
移
る
用
意
が
出
来

て
い
た
が
、や
は
り
伐
採
の
時
期
が
遅
れ
て
い
た
の
で
伐
木
が
乾
燥
し
な
い
う
ち

に
雨
期
に
入
っ
て
し
ま
い
、山
焼
き
が
出
来
ず
今
後
の
作
物
の
植
付
け
が
心
配
さ



れ
て
い
た
。
大
体
こ
の
地
域
で
は
、
原
始
林
の
伐
採
は
六
月
い
っ
ぱ
い
に
終
わ
ら

せ
て
、
伐
採
し
た
木
を
七
月
か
ら
十
月
の
間
乾
燥
さ
せ
、
十
一
月
上

旬
の
雨
期
に
は
い
る
前
の
お
天
気
の
良
い
日
を
選
ん
で（
年
に
よ
っ
て
雨
期
に
入

る
の
が
早
く
な
っ
た
り
遅
れ
た
り
す
る
）

火
を
つ
け
て
山
焼
き
を
す
る
の
が
習

わ
し
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
第
二
次
か
ら
第
五
次
の
移
住
者
が
一
九
五
四
年
の
六
月
か
ら
十
一

月
の
五
ヶ
月
間
に
続
々
と
到
着
し
た
が
、受
入
側
の
移
住
地
当
局
は
ブ
ラ
ジ
ル
方

式
で
の
ん
き
に
受
け
入
れ
準
備
を
す
る
状
態
だ
っ
た
の
で
、日
本
か
ら
移
住
し
て

来
る
人
達
は
、現
地
に
着
け
ば
き
ち
ん
と
受
入
支
度
が
出
来
て
い
る
と
思
っ
て
来

た
も
の
の
何
も
準
備
さ
れ
て
い
ず
、裸
で
原
始
林
の
真
中
に
放
り
出
さ
れ
た
状
態

で
あ
っ
た
。



・
当
時
の
移
住
地
側
の
指
導
、
援
助
の
状
態

移
住
地
当
局
の
ラ
ン
ゼ
ル
支
配
人
は
、
日
本
人
移
住
者
受
入
準
備
と
し

て
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
で
移
住
地
当
局
に
勤
め
て
い
た
高
拓
三
回
生
藤
田
猛
氏
を

指
導
員
と
し
て
起
用
し
、
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
、
ア
リ
ア
ウ
地
区
、
カ
ル
デ
ロ
ン

地
区
等
の
日
本
人
入
植
予
定
地
の
測
量
や
伐
採
等
の
準
備
を
さ
せ
、マ
ナ
オ
ス
の

請
負
業
者
を
使
っ
て
移
住
者
の
合
宿
所
の
建
設
を
さ
せ
て
い
た
。ま
た
日
本
側
の

責
任
者
と
し
て
海
外
移
住
連
合
会
マ
ナ
オ
ス
支
所
長
と
し
て
、高
拓
生
の
教
官
と

し
て
ア
マ
ゾ
ン
に
移
住
し
、パ
レ
ン
チ
ン
ス
に
居
住
し
て
い
た
高
村
正
寿
氏
が
着

任
し
た
。

ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
に
設
置
さ
れ
る
は
ず
の
合
宿
所
は
、第
一
次
移
住
者
到
着

一
ヶ
月
前
の
八
月
に
な
っ
て
も
貯
水
タ
ン
ク
が
出
来
上
が
っ
た
の
み
で
建
物
は
何

も
出
来
て
な
い
状
態
で
あ
っ
た
の
で
、
高
村
氏
は
移
住
地
支
配
人
と
相
談
し
、
早

急
に
ヤ
シ
葺
き
、
板
壁
の
バ
ラ
ッ
ク
立
て
に
変
更
し
、
各
家
族
当
た
り
縦
三
メ
ー

ト
ル
、
横
五
メ
ー
ト
ル
の
小
部
屋
を
二
十
三
家
族
分
作
り
、
急
遽
間
に
合
わ
せ
た

様
な
状
態
で
あ
っ
た
。

耕
地
は
測
量
も
済
み
、各
耕
地
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
原
始
林
が
請
負
人
足
に
よ
り

伐
採
さ
れ
、
移
住
者
の
到
着
後
山
焼
き
を
す
れ
ば
良
い
様
に
準
備
さ
れ
て
あ
っ

た
。

第
一
次
の
移
住
者
に
は
合
宿
所
に
て
下
記
の
資
材
が
支
給
さ
れ
た
。

一
、
住
宅
建
設
材

パ
ー
リ
ヤ
（
屋
根
茸
用
ヤ
シ
の
葉
）、
板
（
床
板
、
壁
板
）
釘
。

二
、
農
具

テ
ル
サ
ー
ド
（
山
刀
）、
マ
ッ
シ
ャ
ー
ド
（
斧
）、
エ
ン
シ
ャ
ー

ダ
（
鍬
）。

三
、
生
活
費

到
着
後
一
週
間
分
の
食
料
。



四
、
種
苗

種
も
み
。

但
し
、
こ
れ
が
全
て
行
わ
れ
た
の
は
第
一
回
の
入
植
者
の
み
で
、
回
が
重
な
る

に
つ
れ
て
徐
々
に
資
材
が
配
布
さ
れ
な
く
な
り
、現
地
の
支
配
人
に
談
判
し
て
も

埒
が
あ
か
な
く
な
っ
て
来
た
。
ま
た
、
日
本
側
の
援
助
は
た
だ
渡
航
費
の
貸
付
の

み
で
あ
っ
た
。

・
入
植
地
に
於
け
る
営
農
状
況

す
で
に
入
植
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
内
国
民
移
住
者
の
農
業
形
態
は
、い
わ
ゆ

る
焼
き
畑
農
業
で
、
原
始
林
を
伐
採
し
、
乾
燥
さ
せ
て
火
を
つ
け
焼
き
畑
を
し
、

そ
の
後
焼
け
残
っ
た
大
木
の
ま
わ
り
に
そ
の
他
の
焼
け
残
り
の
雑
木
を
集
め
て
再

度
火
を
つ
け
て
寄
せ
焼
き
を
し
、
そ
の
寄
せ
焼
き
を
し
た
後
地
に
陸
稲
、
マ
ン

ジ
ョ
カ
等
の
主
要
短
期
作
物
を
植
付
け
、
そ
の
中
に
永
年
作
物
を
植
付
け
た
。

現
地
人
の
中
に
は
永
年
作
物
を
植
え
付
け
な
い
で
収
穫
後
再
生
林
に
し
て
又
焼

き
畑
を
し
て
再
度
短
期
作
物
を
植
え
付
け
る
者
も
お
り
、特
に
現
地
人
は
一
番
収

穫
量
の
多
い
マ
ン
ジ
ョ
カ
の
栽
培
を
好
ん
だ
。

・
日
本
人
入
植
者
に
対
す
る
営
農
指
導

戦
前
の
移
住
者
で
あ
る
高
拓
生
が
バ
イ
シ
ョ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス

（
ア
マ
ゾ
ン
河

中
流
地
帯
）

に
お
い
て
経
験
し
た
農
法
を
基
に
指
導
し
た
が
、
基
本
的
に
は
現

地
人
が
行
っ
て
い
る
農
法
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

山
焼
き
後
に
上
記
の
主
要
短
期
作
物
を
植
え
、
そ
の
中
に
グ
ァ
ラ
ナ
、
カ
ス
タ
ー

ニ
ャ
、
ゴ
ム
、
コ
ー
ヒ
ー
等
の
長
期
作
物
を
植
付
け
る
と
い
う
指
導
方
法
で
あ
っ

た
。



・
移
住
地
の
変
遷
と
そ
の
内
情

日
本
人
の
移
住
者
に
と
っ
て
主
作
物
は
や
は
り
米
で
あ
り
、マ
ン
ジ
ョ
カ
は
動

物
の
飼
料
に
し
か
見
え
ず
、
又
食
べ
で
も
う
ま
い
と
は
思
え
ず
、
そ
の
上
マ
ン

ジ
ョ
カ
粉
の
作
成
方
法
も
分
か
ら
な
か
っ
た
。特
に
リ
オ
ネ
グ
ロ
河
対
岸
の
ア
グ

ア
フ
リ
ア
、
ア
リ
ア
ウ
、
各
地
区
の
移
住
地
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
入
植
者
が
お
ら

ず
、
マ
ン
ジ
ョ
カ
苗
の
入
手
が
困
難
で
あ
っ
た
。

第
一
次
の
入
植
者

（
二
十
三
家
族
、百
三
十
九
名
）

は
全
員
山
焼
き
を
し
た
耕

地
に
一
九
五
三
年
十
一
月
か
ら
翌
一
九
五
四
年

の
一
月
に
か
け
て
陸
稲
を
播
種

し
た
が
、
こ
の
頃
に
な
る
と
入
植
者
の
携
行
資
金
が
無
く
な
り
始
め
、
移
住
前
に

日
本
で
聞
い
た
話
と
現
地
で

の
状
態
と
の
食
い
違
い
が
問
題
に
な
り
、
移
住
地
に
不
穏
な
空
気
が
漂
い
始
め

た
。入

植
者
と
当
時
日
本
人
移
住
者
の
責
任
者
で
あ
っ
た
高
村
支
所
長
が
い
ろ
い
ろ

相
談
し
、ア
マ
ゾ
ニ
ア
銀
行
よ
り
植
付
け
た
陸
稲
の
収
穫
費
と
い
う
形
で
短
期
融

資
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
資
金
を
得
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ち
な

み
に
第
一
次
移
住
者
の
携
行
資
金
は
大
体
一
家
族
十
コ
ン
ト
ス

（
一
万
ク
ル
ゼ

イ
ロ
ス
）

で
少
な
い
人
は
三
コ
ン
ト
ス

（
三
千
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
）

で
あ
っ
た
。

当
時
の
換
金
レ
ー
ト
は
一
米
ド
ル
が
三
十
六
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
で
、
移
住
地
で
の

一
ヶ
月
、
一
家
族
当
た
り
の
生
活
費
は
一
コ
ン
ト
ス
か
ら
二
コ
ン
ト
ス
で
あ
っ

た
。し

か
し
稲
作
の
生
育
が
不
良
で
あ
る
こ
と
が
銀
行
側
に
分
か
り
、貸
し
出
し
は

一
時
見
送
ら
れ
、
銀
行
の
調
査
官
が
派
遣
さ
れ
て
来
た
が
、
移
住
地
の
支
配
人
、

高
村
支
所
長
な
ど
に
よ
り
説
得
を
受
け
、や
っ
と
一
家
族
当
た
り
四
ヘ
ク
タ
ー
ル



の
稲
作
に
対
し
て
十
八
コ
ン
ト
ス
の
一
ヶ
年
間
の
短
期
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
出

来
た
。

一
九
五
四
年
の
四
月
に
米
の
収
穫
も
終
わ
っ
た
が
、予
想
通
り
米
の
収
穫
は
良
く

な
く
、
稲
の
生
育
が
良
か
っ
た
移
住
者
で
も
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
モ
ミ
で
十

俵
、
精
米
す
る
と
六
俵
（
五
十
キ
ロ
入
）、
稲
の
生
育
が
悪
か
っ
た
移
住
者
は
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
モ
ミ
で
三
俵
と
い
う
収
量
で
、全
収
量
を
返
済
に
当
て
た
と

し
て
も
、
収
量
の
多
か
っ
た
人
で
、
借
入
金
の
七
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
番
少
な

か
っ
た
人
で
は
借
入
金
の
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
収
入
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
態
で
、収
穫
し
た
米
を
全
て
返
済
に
当
て
て
も
融
資
を
全
額
返
済

出
来
ず
、
さ
し
あ
た
っ
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
メ
ド
も
た
た
な
い
状
態
に
な
り
、

移
住
者
の
間
に
さ
ら
に
大
き
な
動
揺
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。



そ
こ
で
移
住
地
支
配
人
、
海
協
連
マ
ナ
オ
ス
高
村
支
所
長
、
移
住
者
代
表
が
銀

行
側
と
交
渉
し
、
米
作
の
後
作
と
し
て
ゴ
ム
を
植
付
け
、
そ
の
間
作
と
し
て
短
期

作
物
を
植
付
け
る
た
め
の
融
資
を
行
い
、前
の
短
期
融
資
の
貸
付
金
を
天
引
き
返

済
す
る
、
と
い
う
条
件
で
新
し
い
融
資
を
行
う
こ
と
を
銀
行
側
に
納
得
さ
せ
た
。

そ
の
詳
細
は

＊
ゴ
ム
植
付
け
費

（
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
）

百
八
十
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス

＊
ゴ
ム
園
内
間
作
費（
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

八
十
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス

計

二
百
六
十
万
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス

但
し
返
済
は
七
年
据
え
置
き
、
残
り
の
三
年
で
均
等
返
済
、
利
率
は
年
五
パ
ー

セ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
融
資
は
稲
作
の
短
期
融
資
を
受
け
た
分
を
天
引
き
さ
れ
た
の
で
実
際
に
手

に
し
た
の
は
間
作
費
の
八
千
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
と
稲
作
の
収
穫
物
で
あ
り
、稲
作
の

成
績
の
良
か
っ
た
者
は
ゴ
ム
を
植
付
け
る
の
に
そ
れ
ほ
ど
困
難
を
感
じ
な
か
っ
た

が
、稲
作
の
成
績
の
悪
い
者
に
は
少
な
い
資
金
で
ゴ
ム
を
植
付
け
ね
ば
な
ら
ず
後

に
色
々
な
問
題
を
生
む
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
五
四
年
六
月
、
第
二
次
の
移
住
者
が
入
植
し
た
時
に
は
第
一
回
分
、
第
二
回

分
と
分
割
し
て
融
資
は
出
て
い
た
の
で

（
銀
行
の
長
期
融
資
は
一
度
に
全
額
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、植
付
け
手
順
に
従
っ
て
何
回
か
に
分
割
さ
れ
て
銀
行

よ
り
支
払
わ
れ
た
）、
移
住
地
の
不
穏
な
空
気
は
収
ま
っ
て
い
た
。

以
上
の
融
資
は
第
一
次
の
移
住
者
に
だ
け
貸
し
出
さ
れ
、第
二
次
移
住
者
以
降

に
は
融
資
さ
れ
な
か
っ
た
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
の
本
部
の
あ
る
地
域
に
入
植
し
た
第
二
次
移
住
者
は
ア
リ
ア
ウ
地

区
と
は
距
離
的
に
隔
た
り
が
あ
り
、又
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
最
初
の
入
植
者
で
あ
っ



た
た
め
に
、移
住
地
の
環
境
は
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど
く
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
が
、
ア
グ
ア
フ
リ
ア
地
区
に
入
っ
た
入
植
者
は
、
合
宿
所
に
着
く
と
同
時
に
先

着
の
移
住
者
の
現
状
を
見
開
き
し
て
不
安
な
気
持
ち
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

第
二
次
の
入
植
者
が
入
っ
た
ア
リ
ア
ウ
地
区
は
耕
地
の
伐
採
が
適
当
な
時
期
に

行
わ
れ
た
の
で
山
焼
き
が
良
く
出
来
、そ
れ
ら
の
耕
地
は
陸
稲
の
良
い
収
穫
が
見

込
ま
れ
た
。

そ
の
一
方
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
移
住
者
は
先
住
の
伯
国
人
入
植
者
の
入
っ
た
耕

地
の
後
に
配
耕
さ
れ
た
の
で
稲
作
は
良
い
収
穫
が
見
込
ま
れ
ず
、伯
国
人
の
入
植

者
よ
り
苗
の
入
手
が
よ
り
た
や
す
く
、移
住
地
内
で
現
金
化
し
易
い
マ
ン
ジ
ョ
カ

を
植
付
け
る
移
住
者
が
出
て
き
た
。

引
き
続
き
第
三
次

（
七
家
族
、
三
十
六
名
）、
第
四
次

（
三
十
家
族
、
百
八

十
三
名
）、
第
五
次
（
二
十
七
家
族
、
百
六
十
六
名
）

と
六
月
か
ら
十
一
月
の
間

に
後
続
の
移
住
者
が
ど
ん
ど
ん
到
着
し
、到
着
順
が
が
遅
く
な
る
に
従
っ
て
耕
地

の
伐
採
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
り
、
山
焼
き
が
時
期
的
に
遅
れ
て
、
火
を
つ
け
て

も
良
く
原
始
林
が
焼
け
ず
、陸
稲
の
収
穫
が
ほ
と
ん
ど
見
込
め
な
い
状
態
で
あ
っ

た
。

・
そ
の
後
の
入
植
者
の
動
向

一
九
五
五

（
昭
和
三
十
）

年
の
初
頭
に
な
る
と
、
稲
作
の
収
穫
不
良
、
耕
地

内
の
交
通
の
不
便
、
携
行
資
金
の
枯
渇
等
の
悪
条
件
と
、
第
二
次
移
住
者
の
同
船

者
に
ト
メ
ア
ス
ー
移
住
地
に
行
く
人
達
が
い
て
、ト
メ
ア
ス
ー
の
胡
椒
景
気
の
話

を
聞
い
て
い
た
こ
と
、又
ト
メ
ア
ス
ー
移
住
地
か
ら
視
察
者
が
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住

地
を
訪
問
し
、
そ
の
時
に
ト
メ
ア
ス
ー
の
景
気
の
良
い
話
を
し
た
の
で
、
移
住
者



が
自
分
で
ト
メ
ア
ス
ー
に
視
察
に
行
き
、
ト
メ
ア
ス
ー
で
パ
ト
ロ
ン
を
探
し
、
家

族
の
旅
費
や
今
ま
で
の
借
金
を
返
済
す
る
た
め
の
お
金
を
借
り
て
帰
っ
て
来
た
人

が
い
た
り
し
、一
九
五
五
年
の
末
ま
で
に
は
ベ
ラ
ビ
ス
タ
本
部
の
あ
る
地
区
で
は

四
家
族
を
残
し
て
他
の
人
達
は
全
て
ベ
レ
ー
ン
、南
伯
方
面
に
移
動
し
て
し
ま
っ

た
。

ア
リ
ア
ウ
地
区
で
も
事
情
は
そ
ん
な
に
変
わ
ら
ず
、
計
八
十
一
家
族
入
植
し
て

残
っ
た
の
は
二
十
四
家
族
の
み
で
、残
っ
た
人
達
の
大
部
分
は
経
済
的
に
動
く
に

も
動
け
な
い
人
達
だ
っ
た
。

そ
の
後
換
金
作
物
と
し
て
交
通
の
不
便
な
移
住
地
で
は
マ
ン
ジ
ョ
カ
が
有
利
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
苗
を
先
住
の
伯
国
人
よ
り
購
入
し
て
植
付
け
を
始
め
た
。

カ
カ
オ
地
区
は
リ
オ
ネ
グ
ロ
河
岸
に
近
く
運
搬
の
便
が
良
か
っ
た
の
で
、マ
ナ

オ
ス
で
販
売
す
る
野
菜
栽
培
を
始
め
、
港
ま
で
リ
ヤ
カ
ー
、
一
輪
車
、
馬
車
等
を

利
用
し
て
運
び
、
リ
オ
ネ
グ
ロ
河
七
キ
ロ
を
手
漕
ぎ
カ
ヌ
ー
で
渡
り
、
マ
ナ
オ
ス

側
の
河
岸
に
あ
る
野
菜
の
卸
市
場
で
販
売
を
始
め
た
。携
行
資
金
を
使
い
果
た
し

た
移
住
者
は
バ
ル
ジ
ョ
ア
地
帯
で
野
菜
栽
培
（
ほ
と
ん
ど
の
野
菜
は
無
肥
料
、
無

農
薬
で
作
れ
た
）
を
行
い
資
金
作
り
を
し
た
。

こ
の
ご
ろ
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
市
近
郊
の
ト
レ
ゼ
．
デ
．
セ
ッ

テ
ン
プ
ロ
移
住
地
よ
り
バ
ル
ジ
ョ
ア
で
の
野
菜
つ
く
り
を
め
ざ
し
て
数
家
族
の
人

た
ち
が
転
住
し
て
来
た
。
バ
ル
ジ
ョ
ア
（
ア
マ
ゾ
ン
河
岸
の
低
湿
地
）
の
野
菜
作

り
は
、
河
の
水
が
減
水
す
る
に
つ
れ
て
た
ね
や
苗
を
植
え
て
行
く
の
で
、
植
付
け

た
作
物
が
み
ん
な
同
時
期
に
市
場
に
出
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
為
価
格
が
安
く
な

り
、
少
数
の
人
達
を
除
い
て
大
儲
け
し
た
移
住
者
は
い
な
か
っ
た
が
、
種
床
、
苗

床
を
水
上
に
棚
を
組
ん
で
作
り
他
の
人
た
ち
が
苗
つ
く
り
を
し
て
い
る
間
に
植
付



け
を
終
え
て
人
よ
り
早
く
生
産
物
を
出
荷
し
て
、
高
い
価
格
で
販
売
す
る
な
ど
、

日
本
人
ら
し
い
き
め
細
か
さ
を
出
し
て
儲
け
た
人
た
ち
も
い
た
。

ネ
グ
ロ
河
対
岸
の
日
本
人
移
住
地
の
大
き
な
問
題
点
は
生
産
物
の
運
搬
で
、重

た
く
て
単
価
の
安
い
物
を
作
る
と
そ
れ
を
運
ぶ
だ
け
で
販
売
価
格
よ
り
高
く
つ
い

て
採
算
の
あ
わ
な
い
こ
と
に
な
り
、
生
産
物
の
選
定
も
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
、
よ
り
良
い
土
地
を
求
め
て
四
家
族
の
人
達
が
リ
モ
ン
湖
（
位
置
的
に

は
移
住
地
の
奥
に
当
た
る
が
陸
上
で
の
交
通
路
は
な
く
、一
度
ネ
グ
ロ
河
に
出
て

船
で
迂
回
す
る
）
の
テ
ー
ラ
プ
レ
ッ
タ
（
腐
植
土
を
多
く
含
む
里
色
の
土
壌
地

帯
）

へ
野
菜
栽
培
の
た
め
に
移
動
し
た
。

一
九
五
六
（
昭
和
三
十
一
）
年
、
移
住
者
は
そ
れ
ぞ
れ
落
ち
着
き
を
見
せ
た
が
、

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
（
本
部
の
あ
る
地
区
）
の
残
留
者
四
家
族
か
ら
二
家
族
が
マ
ナ

オ
ス
へ
出
て
新
し
い
仕
事
を
始
め
た
。

ア
リ
ア
ウ
地
区
は
マ
ナ
オ
ス
市
場
で
販
売
す
る
マ
ン
ジ
ョ
カ
粉
の
製
造
、カ
カ

オ
地
区
で
は
野
菜
の
出
荷
に
よ
り
商
売
人
に
知
れ
渡
り
そ
れ
な
り
に
販
売
面
で
は

苦
労
が
減
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
交
通
面
で
生
産
物
の
運
搬
に
苦
労
し
て
い
た
。

ま
た
胡
椒
栽
培
も
ト
メ
ア
ス
ー
移
住
地
よ
り
五
百
本
持
ち
込
ん
だ
苗
が
成
木
に

な
り
つ
つ
あ
り
、
移
住
地
内
で
苗
作
り
が
始
ま
り
、
又
他
の
方
法
で
苗
の
入
手
を

計
り
、
栽
培
面
積
も
徐
々
に
増
加
し
て
来
た
。
グ
ァ
ラ
ナ
も
最
初
に
植
付
け
た
分

が
、
少
量
で
は
あ
る
が
収
穫
が
始
ま
り
、
米
は
ほ
と
ん
ど
自
家
消
費
の
た
め
に
だ

け
作
ら
れ
た
。

一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
、
交
通
の
便
は
相
変
わ
ら
ず
悪
く
、
移
住
地
当
局

の
ト
ラ
ッ
ク
は
旧
型
で
整
備
が
悪
い
た
め
故
障
が
多
く
、週
一
回
の
定
期
便
が
月

一
回
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
雨
期
に
な
れ
ば
力
が
な
い
の
と
、
道
の
整
備
が
行
わ



れ
な
い
た
め
に
滑
っ
て
急
坂
を
登
る
こ
と
が
出
来
ず
、荷
物
を
一
度
ト
ラ
ッ
ク
よ

り
下
ろ
し
、
坂
の
上
ま
で
ト
ラ
ッ
ク
を
押
し
上
げ
、
人
力
に
て
荷
物
を
担
ぎ
坂
を

登
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
上
に
再
び
積
む
様
な
状
態
で
、
雨
期
の
間
は
出
荷
が
出
来
ず

ほ
と
ん
ど
自
給
自
足
に
近
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

た
だ
例
外
と
し
て
港
に
近
い
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
地
区
の
移
住
者
は
野
菜
を
植
付

け
、
毎
日
の
様
に
現
金
収
入
が
得
ら
れ
る
た
め
、
奥
地
に
入
っ
た
移
住
者
に
比
べ

て
余
裕
の
あ
る
生
活
が
出
来
、そ
の
た
め
に
奥
地
に
入
っ
た
移
住
者
が
カ
カ
オ
ペ

レ
イ
ラ
地
区
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
耕
地
を
購
入
し
て
移
る
と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
き

た
。こ

の
頃
日
本
か
ら
移
住
地
視
察
の
人
が
時
々
こ
ら
れ
る
様
に
な
り
、一
九
五
八

（
昭
和
三
十
三
）
年
交
通
の
便
を
図
る
た
め
、
海
協
連
よ
り
ト
ヨ
タ
の
中
古
の

ト
ラ
ッ
ク
と
焼
き
玉
エ
ン
ジ
ン
が
付
い
た
四
ト
ン
積
み
の
船
（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
号
）

が

貸
与
さ
れ
た
。
船
は
、
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
港
近
辺
に
日
本
人
移
住
者
が
誰
も
住
ん

で
い
な
い
た
め

（
一
番
近
い
移
住
者
の
耕
地
で
も
港
よ
り
三
キ
ロ
の
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
）、
海
協
連
マ
ナ
オ
ス
支
所
長
の
高
村
氏
が
マ
ナ
オ
ス
で
商
売
を
し
て
い

る
移
住
地
出
身
の
日
本
人
に
運
営
を
委
託
し
、ト
ラ
ッ
ク
は
移
住
地
の
日
本
入
会

（
こ
の
運
営
を
行
う
為
再
編
さ
れ
た
）

が
運
営
を
行
う
こ
と
に
決
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
の
貸
与
物
件
に
よ
り
一
時
的
に
は
移
住
地
の
交
通
の
便
が
良
く
な
っ
た

様
に
見
え
た
が
、
根
本
的
な
道
路
の
補
修
作
業
が
行
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
雨

期
に
な
れ
ば
交
通
事
情
は
前
と
何
ら
変
わ
り
な
か
っ
た
。

そ
の
上
、
ト
ラ
ッ
ク
が
移
住
地
に
着
い
た
時
に
す
で
に
中
古
で
あ
り
、
日
本
製
で

あ
る
た
め
故
障
す
る
と
部
品
の
入
手
が
困
難
で
運
行
に
難
を
来
た
し
、移
住
地
当

局
に
運
営
を
委
ね
修
理
を
依
頼
し
た
が
、す
ぐ
に
部
品
の
入
手
困
難
で
運
行
不
能



の
事
態
に
立
ち
入
っ
た
。
そ
の
後
、
引
き
続
い
て
海
協
連
の
貸
与
物
件
と
し
て
ト

ラ
ク
タ
ー
、
精
米
機
精
米
機
用
エ
ン
ジ
ン
が
到
着
し
た
。

移
住
者
の
営
農
状
態
も
次
第
に
良
く
な
り
、
マ
ナ
オ
ス
の
農
務
局
の
倉
庫
に

眠
っ
て
い
た
三
台
の
小
型
ト
ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る
者
も
出
て
き
た
。こ
れ
ら
の

ト
ラ
ク
タ
ー
は
土
地
を
耕
す
の
で
は
な
く
、
荷
物
の
運
搬
用
に
使
用
さ
れ
、
雨
期

の
悪
路
で
生
産
物
の
出
荷
、
生
活
必
需
品
の
運
搬
に
威
力
を
発
揮
し
た
。

精
米
機
の
到
着
は
、
今
ま
で
自
家
消
費
す
る
米
を
臼
で
精
米
し
た
り
、
大
量
の

場
合
は
ベ
ラ
ビ
ス
タ
の
本
部
ま
で
運
搬
し
て
精
米
を
し
て
い
た
の
が
移
住
地
の
中

で
精
米
出
来
き
る
よ
う
に
な
り
、
非
常
に
便
利
に
な
っ
た
。

こ
の
年
、
マ
ナ
オ
ス
市
郊
外
の
エ
フ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
へ
入
植
し

た
日
本
人
移
住
者
の
家
長
が
移
住
地
を
見
学
に
来
た
。

一
九
五
九
（
昭
和
三
十
四
）
年
、
益
々
胡
椒
の
栽
培
が
盛
ん
に
な
る
が
、
資
金
が

不
足
し
て

（
銀
行
融
資
は
、
前
の
ゴ
ム
融
資
を
未
返
済
の
人
が
い
た
り
し
て
新



規
の
貸
し
出
し
は
望
め
な
か
っ
た
）

自
家
労
力
で
植
付
け
を
す
る
以
外
に
方
法

は
な
く
、
植
付
け
本
数
は
多
い
人
で
五
百
本
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。

海
協
連
よ
り
貸
与
さ
れ
た
モ
ー
ト
ル
船

（
Ｓ
Ｏ
Ｌ
号
）

は
、管
理
を
依
頼
し

て
い
た
マ
ナ
オ
ス
の
商
人
よ
り
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
地
区
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
る

日
本
人
グ
ル
ー
プ
に
管
理
を
移
管
し
、
週
三
回
の
定
期
運
行
、
奥
地
の
ア
リ
ア

ウ
、
カ
ル
デ
ロ
ン
、
ア
グ
ア
フ
リ
ア
各
地
区
の
移
住
者
が
そ
の
日
に
合
わ
せ
て
生

産
物
を
出
荷
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ト
ヨ
タ
の
ト
ラ
ッ
ク
は
部
品
が
入
手
出
来
ず
結
局
一
年
も
動
か
な
い
で
放
置
さ

れ
、
そ
の
か
わ
り
海
協
連
の
貸
与
物
件
で
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
と
、
移
住
地
当
局
か

ら
日
本
人
に
貸
し
出
さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
が
牽
引
車
を
つ
け
て
フ
ル
に
活
動
を

し
、
移
住
者
の
足
代
わ
り
と
し
て
活
躍
し
た
。

十
月
二
十
一
日
、マ
ナ
オ
ス
に
お
い
て
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
入
植
三
十
周
年

記
念
祭
が
挙
行
さ
れ
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
日
本
人
会
と
し
て
参
加
し
た
。

暮
れ
も
押
し
詰
ま
っ
た
十
二
月
、移
住
地
内
の
道
路
の
補
修
と
カ
カ
オ
ペ
レ
イ

ラ
港
を
起
点
と
し
て
八
十
七
キ
ロ
離
れ
た
マ
ナ
カ
ブ
ル
ー
郡
の
郡
庁
所
在
地
ま
で

道
路
を
開
設
す
る
た
め
の
土
木
機
械
が
到
着
し
た
。

一
九
六
〇

（
昭
和
三
十
五
）
年
、
移
住
地
内
の
道
路
の
補
修
工
事
は
続
け
ら
れ
、

道
路
の
拡
張
、
谷
の
埋
め
立
て
、
急
坂
の
切
り
通
し
、
埋
め
立
て
工
事
な
ど
に

よ
っ
て
移
住
者
泣
か
せ
の
坂
は
徐
々
に
き
え
て
い
っ
た
。

営
農
面
で
は
胡
椒
栽
培
面
積
も
増
加
し
、
グ
ァ
ラ
ナ
や
短
期
作
物
の
フ
ァ
リ
ー

ニ
ャ

（
マ
ン
ジ
ョ
カ
粉
）、炭
素
類
等
の
販
売
に
よ
り
収
入
も
増
え
始
め
移
住
者

も
よ
う
や
く
一
息
つ
け
る
感
じ
に
な
っ
た
。

一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
）
年
移
住
地
内
の
道
路
工
事
が
二
十
二
キ
ロ
地
点
ま
で



完
了
し
た
。道
路
は
未
舗
装
で
あ
っ
た
が
幅
員
は
十
メ
ー
ト
ル
路
肩
が
三
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
以
前
か
ら
の
道
路
と
比
べ
る
と
雲
泥
の
さ
で
あ
っ
た
が
、
交
通
手
段
は

相
変
わ
ら
ず
移
住
地
当
局
の
ぼ
ろ
ト
ラ
ッ
ク
一
台
と
ト
ラ
ク
タ
ー
だ
け
で
あ
っ

た
。

一
九
六
二

（
昭
和
三
十
七
）

年
、海
協
連
貸
与
物
件
と
し
て
シ
ボ
レ
ー
製
の
ト

ラ
ッ
ク

（
五
十
九
年
型
）

が
到
着
し
た
。そ
れ
を
機
に
活
動
を
中
止
し
て
い
た

日
本
人
会
が
貸
与
物
件
の
ト
ラ
ッ
ク
の
運
営
、
管
理
を
行
う
た
め
再
発
足
し
た
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
最
後
の
集
団
移
住
者
た
ち
十
四
家
族
が
、十
月
二
十
二
日

長
崎
県
よ
り
到
着
し
た
。
入
植
し
た
の
は
ア
リ
ア
ウ
地
区
よ
り
道
路
の
両
側
に

沿
っ
て
奥
地
に
向
か
い
間
口
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
奥
行
き
一
キ
ロ
の
二
十
五
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
耕
地
で
あ
り
、こ
れ
ら
の
耕
地
は
マ
ナ
オ
ス
駐
在
の
海
協
連
の
職
員
に

よ
り
、
測
量
、
伐
採
な
ど
は
す
で
に
済
ま
せ
て
あ
っ
た
。

新
し
い
移
住
者
は
二
十
二
キ
ロ
地
点
に
造
ら
れ
た
共
有
地
の
奥
に
あ
る
、小
川

の
そ
ば
に
立
て
ら
れ
た
合
宿
所
に
一
時
滞
在
し
、抽
選
で
各
自
の
耕
地
が
割
当
て

ら
れ
、
協
同
で
一
度
に
全
耕
地
の
山
焼
き
を
行
い
、
そ
の
後
に
各
自
の
耕
地
に
入

植
し
た
。

山
焼
き
の
あ
と
寄
せ
焼
き
を
行
い
、最
初
に
植
付
け
た
の
は
陸
稲
で
あ
っ
た
が

マ
ン
ジ
ョ
カ
栽
培
が
現
金
収
入
に
適
し
て
い
る
こ
と
が
日
本
で
教
え
ら
れ
、フ
ァ

リ
ー
ニ
ヤ

（
マ
ン
ジ
ョ
カ
粉
）

を
作
る
た
め
に
マ
ン
ジ
ョ
カ
薯
の
粉
砕
器
を
日

本
よ
り
持
っ
て
来
て
い
た
。

稲
の
刈
り
取
り
後
す
ぐ
に
マ
ン
ジ
ョ
カ
の
植
付
け
を
行
い
、そ
の
中
に
胡
椒
用

の
支
柱
を
立
て
て
胡
椒
の
植
付
け
を
行
い
、以
前
の
移
住
者
の
失
敗
を
繰
り
替
え

さ
な
い
よ
う
に
指
導
さ
れ
た
。



こ
の
頃
に
は
本
部
の
あ
っ
た
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
は
一
九
五
四
年
に
入
植
し
た

一
家
族
だ
け
が
残
っ
て
い
た
が
、ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
市
近
郊
の
ト

レ
ゼ
．
デ
．
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
よ
り
の
転
住
者
が
一
家
族
入
植
し
た
。

一
九
六
三

（
昭
和
三
十
人
）
年
、
胡
椒
栽
培
が
進
む
に
つ
れ
て
確
実
な
収
入
源

と
な
り
、
移
住
者
も
将
来
に
希
望
が
も
て
る
様
に
な
っ
た
。

九
月
十
四
日
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
入
植
十
周
年
記
念
祭
が
行
わ
れ
、行
事
と
し

て
農
産
品
評
会
、
野
球
大
会
、
演
芸
会
が
催
さ
れ
た
。
シ
ボ
レ
ー
車
故
障
の
為
運

行
を
停
止
し
た
。

一
九
六
四

（
昭
和
三
十
九
）
年
、
胡
椒
の
植
付
け
本
数
の
増
加
に
よ
る
収
入
が

増
加
し
、
今
ま
で
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
銀
行
の
農
業
融
資
が
、
マ
ン
ジ
ョ

カ
植
付
け
の
短
期
融
資
と
し
て
再
開
さ
れ
る
様
に
な
り
移

住
者
の
経
営
状
態
が
良
く
な
り
始
め
た
。こ
の
頃
よ
り
移
住
地
内
で
陸
稲
の
植
付

け
が
少
な
く
な
り
、売
り
上
げ
単
価
が
よ
り
高
い
作
物
が
植
え
付
け
さ
れ
る
様
に

な
り
精
米
所
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

一
九
六
五

（
昭
和
四
十
）

年
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
業
会
定
期
総
会
に
よ
り
新
し
い

役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
業
会
に
よ
り
養
鶏
を
始
め
る
計
画
を
立
て
、会
員
全
員
で
は
な

く
希
望
者
の
み
を
対
象
と
し
て
マ
ナ
オ
ス
の
商
人
の
斡
旋
に
よ
り
市
中
商
業
銀
行

へ
ヒ
ナ
と
飼
料
購
入
の
短
期
融
資
（
二
ヵ
年
）

の
申
請
を
行
っ
た
。

十
二
月
ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
業
会
の
事
務
連
絡
用
に
中
古
の
ジ
ー
プ

（
五
十
七
年

型
）

を
購
入
し
た
。

一
九
六
六

（
昭
和
四
十
一
）

年
、
一
月
、
海
外
移
住
事
業
団
に
対
し
て
カ
カ
オ

ペ
レ
イ
ラ
、
マ
ナ
オ
ス
間
の
生
産
物
を
運
搬
す
る
た
め
の
モ
ー
ト
ル
船
（
六
ト
ン



積
み
）

の
船
舶
購
入
融
資
を
申
し
込
ん
だ
。
そ
れ
と
同
時
に
シ
ボ
レ
ー
ト
ラ
ッ

ク
の
修
理
を
開
始
し
た
。

四
月
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
業
会
が
発
展
解
消
し
て
任
意
団
体
ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
業
協

同
組
合
発
足
。
市
中
銀
行
よ
り
融
資
（
各
自
の
相
互
保
証
に
よ
る
）
の
貸
し
出
し

は
順
調
に
行
わ
れ
、
各
組
合
員
は
最
高
三
百
羽
、
最
低
五
十
羽
の
産
卵
鶏
を
導
入

し
た
。
ヒ
ナ
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
空
輸
し
、
飼
料
は
融
資
を
斡
旋
し
た
商
人
か
ら

仕
入
れ
た
。

船
舶
購
入
融
資
も
海
外
移
住
事
業
団
よ
り
受
け
る
こ
と
が
出
来
、Ｃ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｕ

Ｉ
号
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
十
二
馬
力
、
六
ト
ン
積
）

を
購
入
し
た
。
ト
ラ
ッ

ク
も
修
理
完
了
し
運
行
を
開
始
し
た
。海
協
連
よ
り
の
貸
与
さ
れ
た
モ
ー
ト
ル
船

Ｓ
Ｏ
Ｌ
号
は
老
朽
化
が
激
し
く
カ
カ
オ
号
の
就
航
を
待
っ
て
廃
船
処
分
さ
れ
た
。

こ
の
年
胡
椒
の
価
格
が
下
落
し
た
が
、鶏
糞
を
利
用
し
た
野
菜
栽
培
で
儲
け
て

小
型
の
新
車
貨
物
車
を
購
入
す
る
移
住
者
も
出
て
き
た
。

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
、
移
住
者
の
経
営
は
順
調
に
発
展
し
、
養
鶏
に
よ

り
現
金
収
入
が
増
加
し
、
そ
の
上
鶏
糞
を
利
用
し
て
胡
椒
、
野
菜
、
果
樹
の
栽
培

が
増
加
し
た
。
任
意
組
合
も
マ
ナ
オ
ス
市
に
倉
庫
兼
販
売
所
を
設
置
し
、
ト
ラ
ッ

ク
と
運
搬
船
は
生
産
物
の
販
売
、
養
鶏
飼
料
の
運
搬
の
為
フ
ル
運
転
さ
れ
た
。

二
月
二
十
八
日
、
マ
ナ
オ
ス
市
近
郊
地
帯
が
ゾ
ー
ナ
、
フ
ラ
ン
カ
（
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
）

に
指
定
さ
れ
た
。

十
一
月
に
一
部
の
移
住
者
が
ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
市
近
郊
に
胡
椒
栽
培
の
為
転

住
し
た
（
胡
椒
の
植
付
け
融
資
、
耕
地
の
無
料
割
り
当
て
、
重
機
械
に
よ
る
伐
根
、

整
地
作
業
等
の
優
遇
政
策
が
受
け
ら
れ
た
）。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
よ
り
四
世
帯
と
独
身
男
性
三
名
、
エ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地



よ
り
四
世
帯
の
人
達
が
転
住
し
た
。

マ
ナ
オ
ス
郊
外
の
ブ
ラ
ジ
ル
大
財
閥
の
耕
地

（
現
在
の
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ

ラ
ン
ジ
移
住
地
）
が
売
り
に
出
さ
れ
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
よ
り
五
世
帯
の
者
が

耕
地
を
購
入
転
住
し
た
。

そ
の
時
本
部
の
あ
っ
た
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
に
最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
一
家
族
が

上
記
の
耕
地
に
転
出
し
、残
り
の
も
う
一
家
族
も
マ
ナ
オ
ス
で
商
売
を
す
る
た
め

に
転
出
、
本
部
地
区
に
日
本
人
移
住
者
は
一
家
族
も
残
っ
て
い
な
く
な
っ
た
。

十
二
月
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
市
迄
道
路
が
開
通
し
た
。移
住
地
を
貫
き
未
舗
装
で
延

長
八
十
七
キ
ロ
で
あ
っ
た
。

一
九
六
八
（
昭
和
四
十
三
）
年
、
ゾ
ー
ナ
・
フ
ラ
ン
カ
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
等

に
よ
っ
て
マ
ナ
オ
ス
の
農
産
物
の
消
費
が
増
え
、移
住
地
が
経
済
的
に
潤
い
移
住

者
の
経
済
状
態
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。

マ
ナ
カ
プ
ル
ー
ま
で
道
路
が
開
通
し
た
の
に
つ
れ
て
バ
ス
便
が
運
行
さ
れ
る
様

に
な
り
マ
ナ
オ
ス
迄
の
交
通
の
便
も
良
く
な
り
、教
育
面
に
お
い
て
も
カ
カ
オ
ペ

レ
イ
ラ
港
の
近
く
に
マ
ナ
オ
ス
市
が
経
営
す
る
小
学
校
が
開
校
さ
れ
、移
住
者
子

弟
の
教
育
問
題
も
非
常
に
良
く
な
っ
た
。

一
九
六
九
（
昭
和
四
十
四
）
年
、
移
住
地
は
順
調
に
発
展
し
、
分
家
に
よ
り
家
族

数
が
増
え
、営
農
も
鶏
卵
が
一
時
的
に
安
く
な
る
こ
と
を
除
け
ば
順
調
に
発
展
し

た
。十

二
月
、マ
ナ
オ
ス
に
お
い
て
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
四
十
周
年
記
念
祭
が
行

わ
れ
た
。

一
九
七
〇
（
昭
和
四
十
五
）
年
、
養
鶏
は
益
々
発
展
し
、
産
卵
数
が
急
激
に
増
え

た
た
め

（
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
だ
け
で
は
な
く
エ
．
サ
ー
レ
ス
移
住
地
で
も
養



鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
）、
毎
年
減
水
期
に
魚
が
大
量
に
と
れ
価
格
が
非
常
に
安
く

な
る
時
期
に
、
卵
の
販
売
価
格
が
下
落
し
、
そ
の
上
販
売
量
が
激
減
し
卵
の
滞
貨

が
出
来
、
生
産
原
価
を
割
っ
て
販
売
す
る
事
態
に
立
ち
入
っ
た
。
こ
れ
は
毎
年
起

こ
る
現
象
で
約
二
ヶ
月
位
続
き
、そ
の
た
め
に
卵
の
生
産
原
価
を
下
げ
る
努
力
が

な
さ
れ
た
が
、飼
料
を
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
色
々

な
制
約
が
あ
り
、
問
題
を
あ
と
に
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

尚
、
こ
の
年
、
海
協
連
よ
り
貸
与
さ
れ
た
ト
ラ
ッ
ク
が
老
朽
化
し
修
理
不
能
の

状
態
に
な
り
、
組
合
に
て
中
古
の
フ
ォ
ー
ド
製
の
ト
ラ
ッ
ク
（
一
九
六
六
年
型
）

を
購
入
し
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
、
今
ま
で
任
意
の
協
同
組
合
で
事

業
を
行
っ
て
来
た
が
、マ
ナ
オ
ス
市
に
て
生
産
物
を
正
規
に
販
売
す
る
た
め
に
は

法
定
組
合
に
改
編
す
る
必
要
が
生
じ
た
。最
初
は
日
本
人
だ
け
の
協
同
組
合
を
設

立
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
は
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
（
農
地
改
革

院
）
の
管
轄
下
に
あ
る
連
邦
植
民
地
で
あ
る
た
め
、
日
本
人
だ
け
の
農
協
を
作
る

こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
全
会
員
の
う
ち
日
本
人
半
数
、
伯
国
人
半
数
で
し
か
設
立
の

許
可
が
降
り
な
か
っ
た
。ブ
ラ
ジ
ル
人
の
大
部
分
は
養
鶏
を
行
っ
た
こ
と
が
な
い

者
ば
か
り
で
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
銀
行
よ
り
農
業
融
資
の
斡
旋
、
養
鶏
の
指
導
等
大

変
な
仕
事
で
あ
っ
た
。日
本
人
移
住
者
の
中
で
経
済
的
に
優
位
な
人
達
は
ブ
ラ
ジ

ル
人
と
一
緒
に
組
合
を
作
る
こ
と
に
反
対
し
、自
分
た
ち
で
ト
ラ
ッ
ク
と
河
を
渡

る
た
め
の
船
を
購
入
し
、
別
組
織
を
作
っ
て
出
荷
物
の
運
搬
を
行
っ
た
。

一
九
七
二

（
昭
和
四
十
七
）
年
、
例
年
に
比
べ
て
魚
の
大
漁
が
続
き
、
九
月
か

ら
翌
年
の
二
月
迄
卵
の
価
格
が
下
落
し
、そ
の
上
販
売
量
が
激
減
し
マ
ナ
オ
ス
の

販
売
所
に
卵
の
滞
貨
が
お
き
た
。
ス
ト
ッ
ク
の
き
か
な
い
生
物
で
あ
り
、
投
げ
売

り
を
し
て
も
滞
貨
は
減
ら
ず
、
日
本
人
は
鶏
糞
を
利
用
し
て
の
野
菜
、
果
樹
、
胡



椴
、
グ
ァ
ラ
ナ
等
の
作
付
け
を
し
て
い
た
の
で
、
卵
価
の
下
落
に
も
耐
え
ら
れ
た

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
そ
れ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
不
安
が
一
挙
に
爆
発
し
理
事
会
は
総

辞
職
し
、
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
（
農
地
改
革
院
）
の
指
導
下
に
新
理
事
会
が
運
営
を
引
き

継
い
た
。

マ
ナ
カ
プ
ル
ー
～
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
間
の
交
通
量
が
飛
躍
的
に
増
え
始
め
、九

月
に
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
、
マ
ナ
オ
ス
間
の
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
が
就
航
し
た
。
運
行

は
州
政
府
の
道
路
局
の
管
轄
で
ト
ラ
ッ
ク
三
台
と
乗
用
車
五
台
し
か
積
め
な
い
小

さ
な
フ
ェ
リ
ー
で
あ
っ
た
が
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
の
港
で
荷
物
の
積
み
替
え
を
せ
ず

に
、そ
の
ま
ま
車
で
マ
ナ
オ
ス
へ
渡
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
り
農
産
物
の
出
荷

に
大
変
便
利
に
な
っ
た
。

一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
）
年
、
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
の
経
済
学
士
が
農
協
の
責
任
者
と

な
り
組
合
の
運
営
を
引
き
継
い
で
い
た
が
、農
協
は
運
営
を
続
け
る
こ
と
が
出
来

ず
解
散
し
た
。
農
協
の
運
搬
用
機
械
と
し
て
任
意
組
合
が
貸
し
出
し
て
い
た
ト

ラ
ッ
ク
と
船
は
、
再
び
任
意
の
ベ
ラ
ビ
ス
タ
農
協
へ
返
還
さ
れ
た
。
任
意
組
合
は

再
び
、
個
人
で
運
搬
車
輌
を
購
入
出
来
な
い
移
住
者
が
利
用
出
来
る
よ
う
に
、
出

荷
便
を
運
営
す
る
こ
と
に
し
、海
協
連
の
融
資
で
買
っ
た
船
は
フ
ェ
リ
ー
が
就
航

し
た
こ
と
と
、運
用
益
で
融
資
の
返
済
は
完
了
し
て
い
た
の
で
販
売
し
て
精
算
し

た
。入

植
者
が
裕
福
に
な
り
個
人
で
自
動
車
を
購
入
す
る
こ
と
が
そ
れ
ほ
ど

経
済
的
に
難
し
い
こ
と
で
な
く
な
り
、そ
の
上
フ
ェ
リ
ー
が
就
航
し
た
こ
と
に
よ

り
個
人
で
生
産
物
の
販
売
を
行
う
こ
と
が
簡
単
に
出
来
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
組

合
の
必
要
性
が
減
少
し
た
。別
組
織
を
作
っ
た
日
本
人
移
住
者
も
船
を
協
同
で
持

つ
必
要
が
な
く
な
り
販
売
し
て
精
算
し
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク
は
養
鶏
飼
料
の
購
入



等
、ま
だ
一
人
で
持
つ
よ
り
は
協
同
で
持
っ
た
方
が
有
利
と
考
え
て
そ
の
ま
ま
協

同
運
営
を
維
持
し
た
。移
住
地
に
は
日
本
人
が
協
同
で
持
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
は

二
台
で
あ
っ
た
が
、個
人
で
ト
ラ
ッ
ク
を
購
入
す
る
移
住
者
が
出
て
き
て
計
三
台

の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

移
住
地
を
代
表
し
、経
済
活
動
を
し
な
い
団
体
が
必
要
に
な
っ
た
た
め
に
ベ
ラ

ビ
ス
タ
移
住
地
自
治
会
が
作
ら
れ
た
。

九
月
十
二
日
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
日
本
人
入
植
二
十
周
年
記
念
祭
が
ア
リ
ア
ウ

中
央
小
学
校
の
運
動
場
で
挙
行
さ
れ
た
。（
記
念
式
典
、
運
動
会
、
演
芸
会
等
）
一

九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）
年
、
十
月
三
十
日
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
（
農
地
改
革
院
）
よ
り

移
住
地
内
の
入
植
者
に
地
券
の
交
付
が
行
わ
れ
た
。
土
地
の
価
格
は
（
裸
地
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
五
十
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
）。
地
券
の
交
付
に
よ
り
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
に
よ
る

移
住
地
の
管
理
は
終
わ
り
、
入
植
者
各
自
が
独
自
に
生
産
物
の
運
搬
手
段
、
生
産



物
等
の
選
択
実
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。実
際
こ
の
後
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ
は
移
住
地
事

務
所
を
引
き
払
い
、
全
て
の
面
で
入
植
者
に
対
す
る
援
助
、
保
護
は
な
く
な
り
、

そ
れ
ら
の
仕
事
は
マ
ナ
オ
ス
郡
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
、
自
治
会
の
事
務
所
及
び
日
本
人
移
住
者
の
集
会
場

と
し
て
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
館
の
建
設
が
計
画
さ
れ
た
。
資
金
は
海
外
移
住
事

業
団
の
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
助
成
金
、
残
り
は
現
地
側
で
調
達
す
る
。
そ
の
た
め
に

ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
内
に
会
館
建
設
委
員
会
が
設
立
さ
れ
、
建
物
の
設
計
の
依

頼
、
施
工
業
者
の
選
定
、
不
足
す
る
資
金
の
募
金
活
動
等
を
行
っ
た
。
会
館
敷
地

は
藤
田
猛
氏
が
耕
地
を
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
寄
付
さ
れ
、
九
月
十
日
工
事
開
始
さ
れ
、

建
築
資
材
収
集
担
当
と
し
て
永
井
勝
弘
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。



・
近
年
の
沿
革

一
九
七
六
年

四
月
四
日
自
治
会
館
の
上
棟
式
、
五
月
二
十
七
日
竣
工
式
を
行

う
。

一
九
七
七
年

会
館
建
設
工
事
が
終
了
し
た
の
で
建
設
委
員
会
は
解
散
し
た
。委

員
会
会
計
は
清
算
後
自
治
会
会
計
に
編
入
さ
れ
た
。

一
九
七
八
年

四
月
二
十
日
、
天
理
教
音
成
忠
孝
氏
よ
り
寄
付
を
受
け
、
自
家
用

発
電
機
と
ア
ン
プ
一
式
を
購
入
。

四
月
二
十
九
日
、春
の
叙
勲
で
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
よ
り
二
名
の

叙
勲
者
が
出
る
。（
勲
六
等
単
光
旭
日
章
＝
藤
由
猛
氏
、
矢
野
健
一
氏
）

六
月
十
三
日
、皇
太
子
殿
下

（
平
成
天
皇
陛
下
）

マ
ナ
オ
ス
を

訪
問
さ
れ
る
。

十
二
月
十
七
日
、マ
ナ
カ
プ
ル
ー
ま
で
八
十
七
キ
ロ
の
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工
事
完
了
。

十
二
月
二
十
一
日
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
を
法
人
登
録
す
る
。
法

人
名
は

（
和
名
）

旭
文
化
協
会
、（
ポ
語
名
）

Associcao
Cultural

Sol
Nascente.

一
九
七
九
年

二
月
、国
際
協
力
事
業
団
助
成
に
よ
り
自
治
会
の
日
本
語
学
校
用

と
し
て
探
井
戸
の
掘
削
及
び
水
中
ポ
ン
プ
と
黒
板
の
購
入
助
成
を
受
け
る
。

十
一
月
十
一
日
、西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
入
植
五
十
周
年
祭
典
挙

行
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
と
し
て
参
加
協
力
す
る
。

一
九
八
〇
年

七
月
、
国
際
協
力
事
業
団
よ
り
移
住
地
内
農
道
整
備
、

耕
地
の
整
地
、
抜
根
作
業
用
と
し
て
、
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
一



式
、ブ
ル
運
搬
用
ト
レ
ー
ラ
ー
の
助
成
が
決
ま
り
八
月
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
が
到
着
し

た
。ト
レ
ー
ラ
ー
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
陸
路
運
搬
さ
れ
た
為
二
ヶ
月
ほ
ど
遅
れ
て

着
い
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
を
運
営
す
る
た
め
の
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。
委
員

長
・
自
治
会
長
、
委
員
・
友
田
時
広
、
中
村
弥
寿
平
、
大
谷
広
行
、
野
地
忠
雄
。

一
九
八
一
年

二
月
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
ト
レ
ー
ラ
ー
車
庫
の
建
設
を
開

始
し
六
月
竣
工
。

六
月
、
南
米
銀
行
の
融
資
を
受
け
、
有
機
肥
料
の
購
入
、

ブ
ル
用
の
燃
料
を
運
搬
す
る
た
め
の
中
古
ダ
ン
プ
カ
ー

（
一
九

七
六
年
型
）
を
購
入
し
た
。

南
米
銀
行
よ
り
融
資
を
受
け
、移
住
地
治
安
用
の
無
線



電
話
を
設
置
、
八
月
資
材
購
入
、
九
月
一
日
マ
ナ
オ
ス

市
内
の
電
話
回
線
を
購
入
し
、
自
治
会
館
に
電
話
が
通
る
こ
と
に

な
っ
た
。

自
治
会
の
事
務
連
絡
及
び
自
治
会
員
の
緊
急
用
に
供
す

る
た
め
、
中
古
の
コ
ン
ビ
車
（
一
九
七
六
年
型
）

を
購
入
。

一
九
八
二
年

十
月
十
二
日
、
浩
宮
殿
下
マ
ナ
オ
ス
訪
問
、
空
港
ま
で

多
く
の
移
住
者
が
出
迎
え
に
行
っ
た
。

八
月
二
十
九
日
、
自
治
会
の
敷
地
の
中
に
野
球
場
を
造

り
、
そ
の
球
場
開
き
が
行
わ
れ
た
。

十
一
月
三
日
こ
の
年
の
秋
の
叙
勲
に
辻
福
重
氏
が
勲
六
等
単
光
旭
日
章
を
受
賞

さ
れ
た
。

一
九
八
三
年

移
住
地
の
電
化
工
事
が
始
ま
っ
た
。

道
路
沿
い
の
幹
線
工
事
は
州
政
府
の
負
担
で
行
っ
て
く
れ
る
が
、

各
耕
地
へ
の
引
き
込
み
電
線
、
ト
ラ
ン
ス
、

電
柱
、
避
雷
器
具
等
は
個
人
負
担

と
な
る
た
め
、
市
中
銀
行
よ
り
融
資
を
受
け
る
交
渉
を
始
め
た
。

前
年
度
の
選
挙
に
よ
り
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
は
マ
ナ
オ
ス
郡
よ
り
分
割
さ
れ
、

イ
ラ
ン
ド
ゥ
ー
バ
郡
と
な
り
、
初
代
の
郡
長
が
選
出
さ
れ
、
郡
長
が
自
治
会
に
挨

拶
に
来
た
。

九
月
十
三
日
、
入
植
三
十
周
年
記
念
祭
典
が
行
わ
れ
た
。

移
住
地
電
化
の
式
典
も
会
わ
せ
て
行
わ
れ
た
た
め
、
州
知
事
、
州
の
高
官
、
在
マ

ナ
オ
ス
日
本
国
総
領
事
等
、
来
賓
多
数
来
席
の
上
に
記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
迄
に
行
わ
れ
た
電
化
工
事
は
全
日
本
人
移
住
者
の
耕
地
に
行
わ
れ
た
の
で

な
く
、マ
ナ
カ
プ
ル
ー
側
か
ら
自
治
会
会
館
ま
で
の
耕
地

（
十
三
耕
地
）

に
施



工
さ
れ
た
だ
け
で
ア
リ
ア
ウ
の
一
部
、
カ
ル
デ
ロ
ン
、
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
等
日
本

人
全
耕
地
に
電
気
が
つ
く
ま
で
に
あ
と
一
ヵ
年
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

前
に
購
入
し
た
コ
ン
ビ
車
が
古
く
な
り
故
障
ば
か
り
し
て
い
る
の
で
、新
た
に
中

古
の
コ
ン
ビ
車
を
購
入
し
た
。

一
九
八
四
年

八
月
十
八
日
、移
住
地
内
の
全
日
本
人
入
植
者
の
耕
地
に
電
気
の
引
き
込
み
工
事

が
終
了
し
点
灯
視
賀
会
が
自
治
会
会
館
に
て
行
わ
れ
た
。

九
月
二
十
四
日
会
館
の
改
装
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
故
障
と
雨

期
に
入
っ
て
作
業
が
出
来
な
い
た
め
六
ヶ
月
間
休
業
し
、そ
の
間
に
修
理
済
の
エ

ン
ジ
ン
と
故
障
し
た
エ
ン
ジ
ン
を
交
換
し
た
。



十
二
月
二
十
九
日
、
金
子
力
太
氏
の
叙
勲

（
勲
六
等
瑞
宝
章
）
祝
い
を
か
ね
た

忘
年
会
が
行
こ
な
わ
れ
た
。

一
九
八
五
年

自
治
会
役
員
の
任
期
を
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
の
役
員
任
期
に
合
わ
せ
て
二
ヵ

年
と
す
る
こ
と
を
定
期
総
会
に
て
決
定
し
た
。

電
化
さ
れ
た
の
で
移
住
地
内
の
生
活
は
街
で
生
活
す
る
の
と
変
わ
り
が
な
く
な

り
、
生
活
環
境
は
非
常
に
良
く
な
っ
た
。

自
治
会
館
管
理
人
の
住
宅
十
二
月
に
建
設
完
了

一
九
八
六
年

二
月
二
十
八
日
デ
ノ
ミ
ナ
ソ
ン
が
行
わ
れ
た
。零
が
三
桁
少
な
く
な
り
呼
称
は
ク

ル
ザ
ー
ド

（
Ｃ
Ｚ
＄
）

と
な
っ
た
。
イ
ン
フ
レ
が
ひ
ど
く
、
農
業
全
般
が
不
振

で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
仕
事
が
減
り
、運
転
手
は
そ
の
ま
ま
常
雇
い
と
す
る
が
助
手

は
仕
事
が
あ
る
時
だ
け
臨
時
を
雇
う
こ
と
に
す
る
。

会
館
建
設
委
員
会
、
電
化
資
金
運
営
委
員
会
は
解
散
す
る
が
、
清
算
後
の
残
高
は

電
化
基
金
と
し
て
南
米
銀
行
に
定
期
預
金
と
し
て
存
続
す
る
。

宍
戸
良
雄
氏
春
の
叙
勲
で
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
る
。

一
九
八
九
年

一
月
十
五
日
デ
ノ
ミ
ナ
ソ
ン
、
零
を
三
桁
と
る
。
呼
称
は
ノ
ー
ボ
ク
ル
ザ
ー
ド

（
Ｎ
Ｚ
＄
）、
イ
ン
フ
レ
益
々
ひ
ど
く
な
る
。

一
九
九
〇
年

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
運
営
委
員
会
勘
定
の
廃
止
、電
化
基
金
な
ど
全
て
の
勘
定
を
自
治

会
通
常
勘
定
に
吸
収
し
会
計
の
単
純
化
を
計
る
。

三
月
十
九
日
、
デ
ノ
ミ
ナ
ソ
ン
。
零
を
三
桁
と
る
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス

（
Ｃ
ｒ
＄
）
と



呼
ば
れ
た
。

十
一
月
、
農
道
整
備
、
再
生
林
抜
根
作
業
用
の
パ
ー
メ
カ
ニ
コ

（
ロ
ー
ル
ホ
ー

ダ
ー
）

の
助
成
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
よ
り
受
け
る
。

一
九
九
二
年

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
老
朽
化
が
ひ
ど
く
、
営
業
収
入
よ
り
修
理
代
金
が
上
回
り
、
道

路
の
補
修
工
事
は
パ
ー
メ
カ
ニ
コ
に
て
出
来
る
の
で
、良
い
買
い
手
が
あ
れ
ば
ブ

ル
運
搬
用
の
ト
レ
ー
ラ
ー
共
に
売
却
す
る
こ
と
に
理
事
会
に
て
決
定
。

イ
ン
フ
レ
に
よ
り
地
域
の
経
済
状
態
が
悪
く
な
り
、移
住
地
内
の
治
安
状
態
が
悪

化
し
日
本
人
移
住
者
の
耕
地
も
強
盗
や
泥
棒
の
被
害
が
出
始
め
た
。

一
九
九
三
年

七
月
三
十
一
日
デ
ノ
ミ
ナ
ソ
ン

（
通
貨
名
‥
Ｃ
Ｒ
Ｕ
Ｚ
Ｅ
Ｉ
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ
）

と
し
零
を
三
桁
当
と
る
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
入
植
四
十
周
年
記
念
祭
を
行
う
。

自
治
会
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
ト
レ
ー
ラ
ー
の
売
却
が
決
定
さ

れ
た
が
景
気
が
悪
い
た
め
、
良
い
値
段
が
付
く
ま
で
待
っ
て
売
却
を
す
る
こ
と

と
、
移
住
地
内
に
新
し
い
作
物
の
導
入
を
考
え
る
こ
と
を
決
定
。

一
九
九
四
年

春
の
叙
勲
で
岡
留
久
氏
勲
六
等
瑞
宝
章
を
受
け
る

通
貨
改
定
（
一
Ｕ
Ｒ
Ｖ
＝
Ｃ
Ｒ
＄
二
、
七
五
〇
）
に
て
一
Ｕ

Ｒ
Ｖ
＝
一
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｌ

（
七
月
一
日
付
け
）。

十
一
月
十
九
日
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
と
ト
レ
ー
ラ
ー
を
売
却
す
る
。販
売
価
格
Ｕ
Ｓ
＄

八
六
、
七
〇
〇

一
九
九
五
年



七
月
十
九
日
、カ
ッ
サ
ン
バ

（
ダ
ン
プ
カ
ー
）

の
売
却
と
代
替
車
の
購
入
に
つ

い
て
臨
時
総
会
が
ひ
ら
か
れ
た
。

カ
ッ
サ
ン
バ
は
一
九
七
六
年
型
で
修
理
し
て
使
用
す
る
に
は
古
す
ぎ
、仕
事
も
少

な
く
な
っ
て
お
り
、
売
却
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

（
十
人
乗
り
）

に
買
い
換
え

る
こ
と
に
決
定
。

一
九
九
六
年

定
期
総
会
（
二
月
十
日
開
催
）

に
て
、
新
理
事
会
が
選
出
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年

高
イ
ン
フ
レ
は
収
ま
っ
た
が
、通
貨
の
レ
ー
ト
が
ド
ル
に
対
し
て
高
く
設
定
さ
れ

て
い
る
た
め
に
農
産
物
は
輸
入
価
格
が
安
く
な
り
、農
業
は
以
前
に
比
べ
て
利
益

が
減
少
し
、
農
業
従
事
者
は
高
イ
ン
フ
レ
時
代
よ
り
経
営
は
難
し
く
な
っ
た
。

現
在
の
移
住
地
で
一
番
の
問
題
は
後
継
者
で
、高
学
歴
の
子
弟
は
移
住
地
に
帰
っ

て
農
業
に
従
事
す
る
の
を
嫌
が
り
、
ア
マ
ゾ
ン
は
土
壌
、
環
境
問
題
等
農
業
に
向

い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
わ
せ
て
こ
れ
か
ら
の
移
住
地
に
将
来
を
考
え
る
時
の
大
き

な
障
害
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
九
八
年

二
月
、
定
期
総
会
で
新
理
事
会
が
選
出
さ
れ
る
。



入
植
者
名
簿

・
第
一
次
二
十
三
家
族

（
あ
ふ
り
か
丸
、
一
九
五
三
年
九
月
二
十
三
日
入
植
）

氏
名

出
身
地

備
考

仁
平
次
郎

青
森

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
、
姪
夫
婦
の
武
野
辰
治
、

カ
ツ
夫
妻
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
残
留
す
る
も
、
一

九
六
七
年
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住

地
に
耕
地
を
購
入
転
出
後
死
去
。

近
江
達
治

宮
城

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

小
林
仁
冶

宮
城

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

小
茄
子
川
力
雄
宮
城

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去
。
家
族
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

木
幡
巌

宮
城

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去
。
家
族
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

武
田
吉
実

山
形

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

野
地
竹
治

福
島

死
去
、
長
男
忠
雄
相
続
、
在
ベ
ラ
ビ
ス
タ

大
原
勝
ヱ

福
島

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
へ
転
出
後
、
死
去
。
家
族
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
構
成
家

族
、
木
幡
友
信
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

渡
辺
実

福
島



サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
、
妻
マ
リ
と
義
父
理
喜
衛
夫
妻
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
残
留
、
理
喜

衛
死
去
後
、
マ
リ
と
義
父
妻
い
し
ペ
ル
ー
、
リ
マ
市
へ
転
出
。

渋
谷
良
一

千
葉

ト
メ
ア
ス
ー
に
転
出
。

宍
戸
進

神
奈
川

家
長
進
離
縁
。
一
九
六
四
年
ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
に
転
出
、
義
父
良
雄
、
家
長
と

し
て
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
留
。
死
去
後
、
良
雄
長
男
、
宏
光
相
続
、
在
ベ
ラ
ビ
ス
タ
。

山
田
栄
一

山
梨

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

花
輪
克

山
梨

ト
メ
ア
ス
ー
ヘ
転
出
。

増
田
正
三
郎

愛
知

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

矢
部
豊
吉

京
都

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
後
、
死
去
。
家
族
在
サ
ン
パ
ウ
ロ
。

喜
納
字
志

福
岡

マ
ナ
カ
プ
ル
ー
転
出
後
死
去
、
長
男
正
人
相
続
。

野
口
巳
之
吉

福
岡

家
長
夫
妻
日
本
に
帰
国
、
次
男
富
士
夫
バ
ル
ジ
ョ
ア
地
帯
に
て
商
業
、
三
男
マ
ナ

オ
ス
在
住
。

山
田
元
信

熊
本

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

井
上
正
吾

熊
本

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
死
亡
、
家
族
マ
ナ
オ
ス

在
住
。

吉
田
一
憲

熊
本

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
死
亡
、
家
族
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

辻

正
義

熊
本



死
亡
、
家
族
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

高
橋

力

大
分

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

音
成
次
男

大
分

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
、
後
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
移
動
、
次
男
忠
孝
マ
ナ
オ
ズ
在
住
。

・
第
二
次
三
十
八
家
族

（
あ
め
り
か
丸
、
一
九
五
四
年
六
月
十
日
入
植
）

大
平
幸
太
郎

北
海
道

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

大
平
武
男

北
海
道

レ
シ
ー
フ
ェ
へ
転
出
。

黒
沢
勝
馬

北
海
道

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

古
館
熊
吉

岩
手

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

渡
辺
勝
身

福
島

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

梅
村
惣
逸

宮
城

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

木
幡
正

宮
城

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

後
藤
賢
司

宮
城

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

石
沢

力

山
形

マ
ナ
オ
ス
郊
外
へ
転
出
後
死
亡
、
次
男
力
男
相
続
、
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ

在
住
。

矢
作

清

山
形

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

須
賀
義
太
郎

群
馬

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

代

正
也

埼
玉

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

土
屋
政
一

山
梨

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。



佐
藤
義
信

東
京

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

山
田
功
治

神
奈
川

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

山
田
敏
雄

神
奈
川

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

天
野

守

愛
知

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

高
谷
善
一

兵
庫

死
亡
、
三
男
和
治
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

末
益
清
広

山
口

サ
ン
パ
ウ
ロ
転
出
後
死
亡
、
四
女
栄
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

武
田
義
春

山
口

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

岡

留
久

香
川

ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住

長
男
一
雄
マ
ナ
オ
ス
在

住
。
義
弟
神
田
久
彦
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

金
子
益
貴

愛
媛

レ
シ
ー
フ
ェ
へ
転
出
。

佐
藤
時
義

熊
本

パ
ラ
ナ
へ
転
出
。

橋
口
安
兵
衛

熊
本

死
亡
、
長
女
和
代
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

詫
摩
誠
治

熊
本

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

辻

福
重

熊
本

ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

桑
原
国
夫

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

森

保

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

石
崎
為
之

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

府
内
弥
平

熊
本

パ
ラ
ナ
へ
転
出
。

永
田
良
助

熊
本

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
死
亡
、
夫
人
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

村
井
秀
男

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

保
科
吉
次
郎

鹿
児
島

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。



山
本
俊
光

鹿
児
島

ト
メ
ア
ス
ー
ヘ
転
出
。

樫
村
道
雄

大
分

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
死
亡
、
次
女
節
子
ベ
レ
ー
ン
在
住
。

松
雄
喜
作

長
崎

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

権
藤
国
善

福
岡

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

金
子
力
太

福
岡

死
亡
、
次
男
恒
雄
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

・
第
三
次
七
家
族

（
あ
ふ
り
か
丸
、
一
九
五
四
年
七
月
六
日
入
植
）

佐
久
間
久
正

北
海
道

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

一
条
吉
松

北
海
道

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。



気
仙
一
郎

青
森

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

熊
谷
英
次
郎

宮
崎

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

佐
藤

清

宮
崎

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

稲
垣
新
吾

兵
庫

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

添
田
千
賀
雄

福
岡

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

・
第
四
次
三
十
家
族

（
ぶ
ら
じ
る
丸
、
一
九
五
四
年
九
月
四
日
入
植
）

三
浦

健
一

北
海
道

ピ
ア
ウ
イ
州
テ
レ
ジ
ー
ナ
市
へ
転
出
。

茂
古
沼
専
一

北
海
道

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

茂
古
沼
邦
一

北
海
道

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

伊
藤
誠
四
郎

秋
田

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

熊
谷

透

宮
城

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

寺
瀬
俊
次

福
島

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

五
島
喜
助

福
島

ト
メ
ア
ス
ー
ヘ
転
出
。

南
保
由
松

神
奈
川

レ
シ
ー
フ
ェ
へ
転
出
。

野
村
富
治

愛
知

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

橋
本
俊
男

山
口

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

亀
岡
定
夫

愛
媛

レ
シ
ー
フ
ェ
へ
転
出
。

仲
村
金
作

福
岡

ト
メ
ア
ス
ー
ヘ
転
出
。

垣
下
一
由

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

光
武
静
雄

佐
賀

パ
ラ
ナ
へ
転
出
。

矢
野
健
一

熊
本

隠
居
、
ロ
ベ
ル
ト
．
ケ
ン
ジ
．
オ
オ
イ
ワ
相
続
、
在
ベ
ラ
ビ
ス
タ
。



松
井
励

熊
本

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
、
そ
の
後
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

寺
野
義
勝

熊
本

在
マ
ナ
オ
ス
。

安
部
久
喜

熊
本

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

鶴
田
藤
助

熊
本

ト
メ
ア
ス
ー
ヘ
転
出
。

那
賀
利
則

大
分

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

浜
砂
進

宮
崎

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

天
田
勝
助

神
奈
川

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

河
村

寿

山
口

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

右
山
堅
雄

福
岡

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

右
山

昭

佐
賀

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

生
井
竹
治

千
葉

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

黄
地
政
二

岐
阜

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

三
分
一
武
穂

山
口

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

工
藤
市
蔵

大
分

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

・
第
五
次
二
十
七
家
族

（
ア
メ
リ
カ
丸
一
九
五
四
年
十
一
月
十
二
日
）

秋
元
佐
太
郎

青
森

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

三
浦
勇
一

青
森

レ
シ
ー
フ
ェ
へ
転
出
、
そ
の
後
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
。

今
野
信
一
郎

茨
城

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

鍋
島
保
寿

福
島

在
マ
ナ
オ
ス
。

渡
辺
利
司

岡
山

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。



大
谷
良
三

富
山

マ
ナ
オ
ス
に
転
出
、
後
に
死
亡
。

門

正
一

岡
山

マ
ナ
オ
ス
に
転
出
、
後
に
死
亡
。

門

大
三

岡
山

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

西
木
広
司

福
岡

マ
ナ
オ
ス
在
住
。

野
上
又
一

香
川

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

樫
原
敏
夫

福
岡

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

出
田

務

熊
本

マ
ナ
オ
ス
に
転
出
、
後
に
死
亡
。

中
崎
数
馬

熊
本

タ
イ
ア
ー
ノ
に
転
出
後
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
に
戻
り
在
住
。

垣
下
勝
行

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

長
井
一
男

熊
本

ト
メ
ア
ス
ー
に
転
出
。

生
野
芳
光

熊
本

マ
ナ
オ
ス
在
住
。

友
田
時
雄

熊
本

死
亡
、
長
男
時
広
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

上
田
政
一

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

山
口
一
雄

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

辻

保

長
崎

ト
メ
ア
ス
ー
に
転
出
。

辻

定

長
崎

ベ
レ
ー
ン
に
転
出
。

小
牧
二
夫

鹿
児
島

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

瀬
戸

茂

福
島

ベ
レ
ー
ン
に
転
出
。

中
谷
清
作

石
川

死
亡
、
長
男
裕
相
続
、
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
在
住
。

上
田
幹
男

高
知

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。

宮
西
新
次

熊
本

サ
ン
パ
ウ
ロ
に
転
出
。



藤
本

操

岡
山

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
在
住
。

・
第
六
次
十
四
家
族

（
ぶ
ら
じ
る
丸
一
九
六
二
年
十
月
二
十
日
）

高
橋
勇
作

長
崎

死
亡
、
三
男
裕
志
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

伊
地
知
定
夫

長
崎

ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
へ
転
出
。

白
井
千
勝

長
崎

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
後
に
帰
国
。

江
崎
繁
一

長
崎

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
後
に
帰
国
。

西

義
光

長
崎

死
亡
、
長
男
幸
男
相
続
、
現
在
訪
日
中
。

宮
崎
数
馬

長
崎

死
亡
、
家
族
在
マ
ナ
オ
ス
。

永
田
満
夫

長
崎

死
亡
、
次
男
敏
男
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

梶
山
武
士

長
崎

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。



蒔
本
国
男

長
崎

死
亡
、
三
男
茂
樹
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

清
水
忠
彦

長
崎

本
人
帰
国
、
家
族
在
マ
ナ
オ
ス
。

金
子
虎
男

長
崎

死
亡
、
長
男
啓
二
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

平
田
真
市

長
崎

死
亡
、
五
男
富
夫
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

川
島
唯
雄

長
崎

死
亡
、
長
男
博
知
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

橋
本

博

長
崎

死
亡
、
長
男
博
美
相
続
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

・
そ
の
他
の
入
植
者

藤
田

猛

富
山

一
九
三
三
年
四
月
十
二
日
、
も
ん
て
び
で
お
丸
に
て
移
住
。
高
拓
生
。
一
九
五
四

年
六
月
十
日
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
入
。
死
亡
。

鈴
木
五
朗

栃
木

一
九
三
三
年
四
月
十
二
日
、
も
ん
て
び
で
お
丸
に
て
移
住
。
高
拓
生
。
一
九
六
二

年
七
月
二
十
日
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
転
入
。
後
に
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。
死
亡
。

畑
原

勝

長
崎

一
九
五
四
年
五
月
二
十
八
日
、
あ
ふ
り
か
丸
に
て
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ポ
ル
ト
ベ
ー

リ
ョ
に
移
住
。
一
九
五
八
年
、
カ
ル
デ
ロ
ン
の
バ
ル
ジ
ョ
ア
に
転
入
。
後
ベ
ラ
ビ

ス
タ
に
移
動
。
死
亡
。
家
族
在
日
本
。

大
沢
武
丸

岐
阜

一
九
五
四
年
十
二
月
二
十
一
日
、
ぶ
ら
じ
る
丸
に
て
ベ
ル
デ
ー
ラ
へ
移
住
。
ロ
ラ

イ
マ
州
タ
イ
ア
ー
ノ
を
経
て
、
一
九
六
一
年
十
二
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
転

入
。
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

梅
崎
雄
象

大
分



一
九
五
四
年
九
月
二
十
五
日
、
あ
め
り
か
丸
に
て
モ
ン
テ
ア
レ
グ
レ
に
入
植
。
一

九
六
五
年
十
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
入
。
マ
ナ
オ
ス
に
転
住
後
、
死
亡
。

大
竹
隆
雄

岐
阜

一
九
五
九
年
四
月
二
日
、
さ
ん
と
す
丸
に
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
住
。
一
九
七
〇

年
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
に
転
入
。

府
内
清
太

熊
本

一
九
五
四
年
五
月
二
十
八
日
、あ
ふ
り
か
丸
に
て
ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
市
郊
外
に
入

植
。
一
九
七
七
年
十
二
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
住
。

引
き
続
き
在
住
。

坂
本
藤
吉

青
森

一
九
六
〇
年
八
月
四
日
、
ぶ
ら
じ
る
丸
に
て
ト
メ
ア
ス
ー
に
移
住
。
一
九
八
一
年

七
月
十
日
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
入
。
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
在
住
。

大
岩
邦
夫

熊
本

一
九
六
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
、
あ
め
り
か
丸
に
て
単
身
移
住
。
矢
野
健
一
呼
び

寄
せ
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

石
原
正
義

熊
本

一
九
六
〇
年
十
二
月
二
十
八
日
、
あ
め
り
か
丸
に
て
単
身
移
住
。
矢
野
健
一
呼
び

寄
せ
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

中
村
弥
寿
平

東
京

一
九
六
一
年
二
月
四
日
、
さ
ん
と
す
丸
に
て
単
身
移
住
。
矢
部
豊
吉
呼
び
寄
せ
。

マ
ナ
オ
ス
在
住
。



平
田
茂
康

長
崎

一
九
六
二
年
十
一
月
二
十
九
日
、
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
に
て
移
住
。
父
、
平
田
真
市

の
呼
び
寄
せ
。
死
亡
。

永
井
勝
弘

愛
媛

一
九
六
七
年
六
月
二
十
九
日
、
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
に
て
移
住
。
北
伯
雇
用
青
年
第

二
期
生
。

一
九
六
八
年
一
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
転
入
。
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

出
口
国
義

熊
本

一
九
六
一
年
十
二
月
、
あ
ふ
り
か
丸
に
て
ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
市
郊
外
に
入
植
。
一

九
六
二
年
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
入
。
後
に
、
帰
国
。

前
田
隆
蔵

沖
縄

一
九
七
七
年
、
バ
リ
グ
機
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
住
。
一
九
八
〇
年
十
月
、
ベ
ラ
ビ

ス
タ
に
転
入
。
後
に
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

武
田
要
一

宮
城

一
九
五
四
年
五
月
二
十
八
日
、あ
ふ
り
か
丸
に
て
ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
市
郊
外
に
移

住
。
一
九
六
二
年
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
転
入
。
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

神
庭
正
明

鳥
取

一
九
八
二
年
三
月
、
飛
行
機
に
て
ベ
ラ
ビ
ス
タ
に
移
住
。
中
村
弥
寿
平
呼
び
寄

せ
。

・
分
家
、
独
立
者

武
野
辰
治

秋
田

一
九
五
三
年
七
月
渡
航
の
仁
平
次
郎
の
構
成
家
族
と
し
て
夫
婦
で
入
植
。一
九
五



三
年
十
一
月
独
立
。
そ
の
後
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。
死
亡
。

渡
辺
正
雄

福
島

一
九
五
三
年
七
月
渡
航
の
渡
辺
実
の
構
成
家
族
と
し
て
入
植
。
一
九
五
九
年
、
野

地
竹
治
三
女
光
子
と
結
婚
独
立
。
後
に
ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
へ
転
出
。

宍
戸
宏
次

宮
城

一
九
五
三
年
七
月
渡
航
の
宍
戸
良
雄
の
次
男
。

一
九
六
七
年
、
ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
ヘ
転
出
。

宍
戸
秀
安

宮
城

一
九
五
三
年
七
月
渡
航
の
宍
戸
良
雄
の
三
男
。

吉
田
一
憲
の
妹
、
育
代
と
結
婚
独
立
。
後
に

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
へ
転

出
。

辻

信
義

熊
本

一
九
五
三
年
七
月
渡
航
の
兄
正
義
の
構
成
家
族
。
一
九
五
九
年
、
喜
納
宇
志
の
次

女
、
達
子
と
結
婚
独
立
。
後
に
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
に
転
出
。

渡
辺

進

神
奈
川

一
九
五
三
年
七
月
、
構
成
家
族
。
一
九
六
一
年
九
月
、
野
地
久
子
と
結
婚
独
立
。

一
九
六
七
年
、
ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
へ
転
出
。

木
幡

栄

宮
城

一
九
五
四
年
六
月
移
住
の
兄
、
正
の
構
成
家
族
、
一
九
五
五
年
宍
戸
良
雄
長
女
、

伴
江
と
結
婚
独
立
。
後
に
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。

大
谷
尚
視

富
山

一
九
五
四
年
九
月
移
住
の
兄
、
良
三
の
構
成
家
族
。
一
九
五
五
年
、
母
、
弟
と
独

立
。
後
に
武
田
要
一
次
女
、
み
つ
子
と
結
婚
。
マ
ナ
オ
ス
に
転
出
。



西
木
和
栄

福
岡

一
九
五
四
年
移
住
の
兄
、
広
司
の
構
成
家
族
。

一
九
六
一
年
、
カ
ル
デ
ロ
ン
地
区
に
再
移
住
独
立
。
後
に
タ
イ
ア
ー
ノ
の
片
桐
義

一
の
次
女
、
利
子
と
結
婚
。
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

大
谷
広
行

富
山

一
九
五
四
年
移
住
の
兄
、
良
三
の
構
成
家
族
、
大
原
勝
ヱ
三
女
、
三
枝
子
と
結
婚

独
立
。
ベ
ラ
ビ
ス
タ
在
住
。

永
田

実

長
崎

一
九
六
二
年
、
父
満
夫
と
移
住
。
大
谷
良
三
次
女
、
真
由
美
と
結
婚
。
独
立
。

高
橋
健
治

長
崎

一
九
六
二
年
、
父
勇
作
と
移
住
。
ア
ネ
ッ
チ
と
結
婚
。
独
立
。

・
現
在
の
入
植
者

（
耕
地
）

と
そ
の
位
置

住
所

氏
名

備
考

ROD.Am070.Km3

左

西

幸
男

不
在
地
主

Km3

右

金
子
恒
雄

Km3.5

右

府
内
清
太

KM4

左

橋
口
和
代

KM4

右

友
田
時
広

KM6

右

高
谷
和
治

支
線
に
て
４
Ｋ
ｍ
奥

KM10

左

坂
本
五
三
男

不
在
地
主

KM16

左

野
地
忠
雄

旧
道
に
沿
っ

て0.5KM

入
る



KM16.5

左

永
田

実

KM17

左

ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
会
館

KM17

右

永
井
勝
弘

不
在
地
主

KM18

右

永
田
敏
男

KM18
左

中
村
弥
寿
平
不
在
地
主

KM19

左

平
田
富
夫

KM19

右

橋
本
博
美

KM19.5

右

川
島
博
知

KM20

右

岡

留
久

KM20

左

金
子
啓
二

KM20.5

左

蒔
本
繁
樹

KM21

左

高
橋
裕
司

13KM

地
点
よ
り
支
線
カ
ル
デ
ロ
ン
道
路

Am070Est.Caldeira

KM2

右

宍
戸
宏
光

KM4

右

西
木
和
栄

KM5

右

大
谷
広
行

KM6

左

辻

福
重

KM8

右

大
竹
隆
雄

KM10

右

ロ
ベ
ル
ト
・
ケ
ン
ジ
・
オ
オ
イ
ワ

Lago
de

Caldeiran

大
岩
邦
夫



Rod.Am70-SerraBaixo

出
田
洋
次

出
田
邦
孝

〔
執
筆
者
略
歴
〕

中
村
弥
寿
平

（
な
か
む
ら
や
す
へ
い
）

一
九
三
八
年
、
愛
知
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
六
一
年
三
月
、
東
京
農
業
大
を
卒
業
後
、
呼
寄
せ
移
民
と
し
て
ベ
ラ
ビ
ス
タ

移
住
地
に
入
植
。長
年
に
わ
た
り
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
自
治
会
の
会
計
理
事
を
す

る
と
と
も
に
、
青
年
会
誌
「
線
拓
」

の
編
集
に
携
る
。
一
九
七
六
年
、
家
族
と

共
に
マ
ナ
オ
ス
市
に
移
り
、
現
在
に
至
る
。

ロ
ン
ド
ニ
ア
州

ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
プ
ロ
移
住
地

村
山

惟
元

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
州
都
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
近
郊
に
位
置
し
、
南
緯
八
度
、

西
経
六
十
三
度
の
熱
帯
降
雨
林
地
帯
に
位
置
し
、気
候
は
雨
期
が
十
一
月
か
ら
四



月
、
乾
期
が
五
月
か
ら
十
月
と
い
う
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。

年
間
を
通
し
て
平
均
最
高
気
温
は
三
十
六
度
、
平
均
最
低
気
温
は
二
十
一
度
で
、

年
間
平
均
降
雨
量
は
二
二
九
二
ミ
リ
で
あ
る
。

一
九
五
四
年
の
入
植
当
時
の
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
の
人
口
は
約
一
万
五
千
人
ほ

ど
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
約
四
十
万
人
に
達
す
る
大
都
市
に
な
っ
て
い
る
。

交
通
便
も
、
ア
マ
ゾ
ン
河
口
の
ベ
レ
ー
ン
市
か
ら
約
二
千
キ
ロ
も
遡
る
河
舟

と
、
週
一
回
の
ロ
ー
カ
ル
航
空
便
が
あ
っ
た
だ
け
だ
が
、
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九

七
〇
年
に
か
け
て
国
道
三
六
四
号
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
、
ク
イ
ア
バ
間
千
五
百
キ

ロ
の
建
設
、
国
道
三
一
九
号
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
、
マ
ナ
オ
ス
間
九
百
キ
ロ
が
建

設
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
北
と
南
を
結
ぶ
中
継
地
と
な
り
、
発
展
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
プ
ロ
移
住
地
は
、
一
九
四
一
年
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
が
グ

ア
ポ
レ
連
邦
直
轄
州
を
命
名
し
た
日
が
九
月
十
三
日

（
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ

ン
プ
ロ
）

で
あ
り
、
州
の
記
念
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
入
植
当
時
の
州
知
事

が
そ
の
記
念
日
を
移
住
地
名
に
命
名
し
た
の
で
あ
る
。そ
し
て
一
九
八
一
年
一
月

四
日
、
グ
ア
ポ
レ
直
轄
州
は
自
治
州
に
昇
格
し
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
と
な
っ
た
。

一
九
五
四
年
七
月
、
当
時
の
グ
ア
ポ
レ
連
邦
直
轄
州
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
近

郊
の
バ
テ
・
エ
ス
タ
カ
地
区
に
二
十
九
家
族
百
八
十
名
が
ゴ
ム
栽
培
を
目
的
と
し

た
自
営
農
と
し
て
入
植
し
た
。
通
称
グ
ア
ポ
レ
移
民
で
あ
る
。
そ
の
後
、
一
九
六

一
年
六
月
、
移
住
者
の
呼
寄
移
民
と
し
て
二
家
族
が
入
植
し
、
さ
ら
に
一
九
六
一

二
年
六
月
に
ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
か
ら
一
家
族
が
転
耕
入
植
し
、移
住
家

族
数
は
三
十
二
家
族
と
な
っ
た
。



・
移
住
者
名
簿

一
九
五
四
年
入
植
の
二
九
家
族

氏

名

年

齢

家
族
数

出
身
地

山
口
宣
行

三
十
一

四

熊
本



府
内
清
太

二
十
六

五

熊
本

木
田
一
男

三
十

七

熊
本

豊
田
敏
次

二
十
五

五

熊
本

田
中
初
行

四
十

七

熊
本

松
崎
恵
市

三
十
六

六

熊
本

服
部
重
五
郎

四
十
四

八

東
京

古
川
四
郎

四
十
七

五

長
崎

小
田
島
広
治

三
十
二

六

北
海
道

西
田
慶
太
郎

四
十
九

六

京
都

松
野
浩
生

三
十
九

八

大
分

栗
山
信
二

四
十
一

八

東
京

大
泉
三
男

四
十

七

福
島

池
田
昌
治

二
十
三

四

福
島

岡
部
鶴
吉

四
十
二

七

熊
本

門
脇
勝
治

三
十
三

五

山
形

橋
本
一
男

二
十
六

六

長
崎

武
田
要
一

三
十
六

八

宮
城

丸

五
郎

四
十
九

六

千
葉

北
川
利
一

四
十
六

八

熊
本

田
辺
信
道

三
十
四

七

東
京

吉
野

剛

四
十
九

六

大
分

黒
田
重
人

三
十
一

七

熊
本

高
木
正
敏

三
十
六

六

熊
本



長
岡
正
雄

二
十
六

七

山
形

笹
原
俊
雄

二
十
四

五

山
形

畑
原
健
夫

三
十
七

四

長
崎

須
藤

実

三
十

八

東
京

須
藤
巌

二
十
八

五

東
京

＊
佐
野
金
蔵

四
十
五

六

東
京
は
移
住
を
拒
否
し
、入
国
せ
ず

に
帰
国

一
九
六
一
年
、
呼
寄
移
住
二
家
族

黒
田
長
一
郎

出
口
国
義

一
九
六
三
年
、
転
耕
入
植

川
田
敏
之



一
九
五
四
年
、
大
阪
商
船
の
あ
ふ
り
か
丸
で
神
戸
港
を
出
港
、
横
浜
港
へ
寄
港

し
、
六
月
二
日
に
横
浜
港
を
出
港
し
た
。
太
平
洋
を
横
断
し
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
レ
ス

に
寄
港
、
パ
ナ
マ
運
河
を
経
由
し
、
大
西
洋
の
ク
リ
ス
ト
バ
ル
に
寄
港
。
七
月
七

日
、
ベ
レ
ー
ン
沖
に
到
着
し
た
。
船
内
で
ブ
ラ
ジ
ル
入
国
手
続
き
を
し
て
、
翌
七

月
八
日
、
ア
マ
ゾ
ン
河
運
行
船
の
リ
オ
・
タ
パ
ジ
ョ
ス
号
に
乗
り
換
え
て
ア
マ
ゾ

ン
河
を
遡
り
、
最
大
の
支
流
マ
デ
ィ
ラ
河
の
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
港
へ
向
か
っ



た
。リ

オ
・
タ
パ
ジ
ョ
ス
号
の
食
事
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
独
特
の
肉
と
豆
の
ご
っ
た
煮

（
フ
ェ
イ
ジ
ョ
ア
ー
ダ
）
だ
っ
た
の
で
、
な
か
な
か
馴
れ
ず
、
朝
食

用
の
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
食
べ
、
コ
ー
ヒ
ー
に
砂
糖
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
飲
ん
だ
。
途

中
、
船
の
原
料
の
薪
を
積
ん
だ
り
、
食
料
用
の
午
が
同
船
し
て
い
る
の
で
、
餌
の

草
刈
を
し
た
り
し
て
、
七
月
二
十
二
日
、
目
的
地
の
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
に
着

い
た
。
日
本
を
出
て
、
実
に
五
十
五
日
間
の
船
旅
で
あ
っ
た
。

目
的
地
に
着
い
た
が
、
移
住
地
の
受
け
入
れ
準
備
は
何
も
で
き
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
二
日
後
の
七
月
二
十
四
日
、
全
員
上
陸
し
、
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
か

ら
二
十
キ
ロ
地
点
の
新
築
の
ラ
イ
病
院
を
仮
宿
舎
と
し
て
入
所
し
た
。

移
住
地
は
、
幹
線
道
路
六
キ
ロ
地
点
か
ら
農
道
に
入
り
、
五
キ
ロ
の
地
点
で

あ
っ
た
が
、
原
始
林
だ
っ
た
の
で
伐
採
の
下
刈
り
作
業
か
ら
仕
事
を
は
じ
め
た
。

慣
れ
な
い
原
始
林
の
仕
事
に
大
変
苦
労
し
た
。移
住
地
の
入
り
口
に
木
造
の
合
宿

所
が
建
設
さ
れ
、
そ
こ
へ
移
転
し
て
か
ら
本
格
的
な
共
同
作
業
が
始
ま
り
、
二
戸

あ
た
り
四
町
歩
の
伐
採
も
終
わ
っ
て
、
九
月
七
日
、
二
十
九
家
族
分
百
二
十
町
歩

の
山
焼
き
を
行
っ
た
。

山
焼
き
後
、
配
耕
地
の
測
量
が
あ
り
、
各
自
耕
地
内
に
屋
根
も
壁
も
榔
子
の
葉

で
作
っ
た
仮
小
屋
を
建
て
、
よ
う
や
く
開
拓
の
仕
事
に
着
手
し
た
の
で
あ
る
。

初
年
度
は
自
給
自
足
の
体
制
で
、
全
耕
地
陸
稲
を
播
き
付
け
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
マ
ン
ジ
ョ
ッ
カ
も
混
栽
し
小
規
模
の
野
菜
も
作
っ
た
が
、
移
住
契
約
で
あ
る

ゴ
ム
栽
培
の
た
め
奥
地
ま
で
天
然
ゴ
ム
の
種
子
採
集
へ
行
き
、苗
床
を
作
っ
て
播

種
し
た
。





食
料
品
の
購
入
と
、
農
産
物
の
出
荷
の
た
め
、
週
一
回
政
府
の
ト
ラ
ッ
ク
を
利

用
し
た
が
、
そ
の
他
の
日
は
、
生
産
物
を
担
い
だ
り
、
一
輪
手
押
し
車
に
荷
を
乗

せ
て
午
前
二
時
頃
か
ら
暗
く
悪
い
道
十
一
キ
ロ
を
歩
い
て
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
の

市
場
へ
運
ぶ
生
活
が
続
い
た
。

主
作
物
で
あ
る
ゴ
ム
は
各
耕
地
四
町
歩
な
い
し
八
町
歩
植
え
付
け
た
が
成
長
が

悪
い
の
に
加
え
、
乾
燥
期
に
野
火
で
焼
け
た
こ
と
と
、
採
算
性
が
悪
い
こ
と
か
ら

四
年
位
で
放
置
さ
れ
た
。

日
本
人
移
住
者
が
作
る
野
菜
等
は
よ
く
売
れ
た
が
、所
詮
一
万
五
千
人
し
か
い

な
い
市
場
で
は
、
や
が
て
生
産
過
剰
気
味
と
な
り
、
移
住
契
約
期
間
の
四
年
間
を

過
ぎ
て
か
ら
、
暗
雲
の
移
住
地
よ
り
ベ
レ
ー
ン
、
マ
ナ
オ
ス
、
そ
し
て
南
伯
へ
の

退
耕
者
が
出
た
。
移
住
地
は
グ
ァ
ラ
ナ
、
カ
カ
オ
、
ピ
メ
ン
タ
、
ミ
カ
ン
等
の
栽

培
と
、
養
鶏
、
牧
畜
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
多
角
化
の
営
農
に
取
り
組
ん
だ
。

一
九
六
〇
年
か
ら
七
〇
年
に
か
け
て
、
国
道
の
建
設
工
事
が
始
ま
り
錫

鉱
石
の
採
掘
も
始
ま
っ
て
、
ボ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
の
人
口
が
増
加
し
た
の
で
、

野
菜
や
卵
の
需
要
が
大
幅
に
増
え
て
移
住
者
の
生
産
物
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
同
市
で

消
費
す
る
よ
う
に
な
り
、経
済
的
に
安
定
し
た
移
住
地
と
な
っ
て
一
九
七
七
年
移

住
地
内
が
電
化
さ
れ
、
一
九
八
一
年
に
は
電
話
も
架
設
さ
れ
た
。

一
九
七
四
年
に
入
植
二
十
周
年
を
記
念
し
て
、
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
プ
ロ
日

本
人
会
館
を
建
設
し
、
一
九
九
四
年
に
は
こ
の
会
館
の
正
面
に
、
入
植
四
十
周
年

を
記
念
し
て
黒
御
影
石
で
で
き
た
「
グ
ア
ポ
レ
移
民
の
碑
」
を
建
て
た
。
こ
の
グ

ア
ポ
レ
移
民
の
碑
に
は

「
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
雄
大
な
志
を
立
て
、
原
始
林
に
挑

み
し
勇
気
あ
る
人
々
の
功
績
を
称
え
、
こ
こ
に
入
植
者
の
尊
名
を
記
す
。
子
弟
一

同
」と
あ
り
、移
住
者
家
長
夫
妻
二
人
組
の
尊
名
が
刻
ま
れ
て
あ
り
、同
時
に「
忘



れ
得
ぬ
開
拓
の
友
あ
り
、
ト
レ
ー
ゼ
は
ゴ
ム
の
花
咲
く
心
の
ふ
る
さ
と
」

の
詩

が
刻
ま
れ
て
い
る
。



一
九
七
〇
年
代
に
国
道
三
六
四
号
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
、
ク
イ
ア
バ
間
が
開
通
し

て
か
ら
、
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
は
発
展
し
た
が
、
一
九
八
〇
年
頃
か
ら
サ
ン
パ
ウ

ロ
方
面
よ
り
安
く
て
大
量
の
野
菜
や
卵
が
入
り
始
め
た
の
で
、移
住
地
生
産
の
野

菜
や
卵
の
値
段
が
下
が
り
営
農
に
支
障
を
き
た
し
た
の
で
、商
業
に
転
業
し
た
人

も
あ
り
、
現
在
移
住
地
で
農
業
を
営
む
の
は
九
家
族
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
開
通
し
た
国
道
沿
線
に
国
内
移
住
者
が
入
植
し
、
日
系
人
も
、
パ

ラ
ナ
州
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
か
ら
転
耕
し
て
ジ
ー
パ
ラ
ナ
、
ア
リ
ケ
メ
ス
地
区
に
入

植
し
た
。
ア
リ
ケ
メ
ス
に
は
日
系
人
が
百
四
十
九
家
族
入
植
し
、
カ
カ
オ
、
コ
ー

ヒ
ー
、
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
栽
培
を
行
っ
た
が
、
主
作
物
の
カ
カ
オ
に
病
気

が
入
り
将
来
性
に
不
安
を
生
じ
た
の
で
、
後
続
の
入
植
者
は
な
く
、
転
住
者
が
相

次
ぎ
、
日
本
へ
の
出
稼
ぎ
者
も
多
か
っ
た
た
め
二
十
家
族
く
ら
い
に
激
減
し
、
一

九
九
一
年
に
は
同
地
域
の
日
本
人
会
も
消
滅
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
出
稼
ぎ
の

帰
国
者
も
お
り
、
二
、
三
世
を
中
心
と
し
て
公
務
員
、
牧
畜
業
、
商
業
、
農
業
、

林
業
等
多
方
面
に
活
躍
し
て
お
り
、一
九
九
九
年
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
が
調

査
し
た
時
は
、
七
十
二
家
族
が
居
住
し
て
い
た
。

日
本
人
会
の
組
織
に
は
、
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
自
治
会
ほ
か
、
ポ
ル

ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
内
に
二
世
会
が
あ
り
、
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
内
に
は
移
住
地

か
ら
の
転
出
者
と
、
パ
ラ
ナ
州
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
か
ら
転
住
し
た
二
世
を
合
わ
せ

て
日
系
人
が
約
九
十
家
族
居
住
し
て
い
る
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

村
山
惟
元
（
む
ら
や
ま
こ
れ
も
と
）

一
九
三
二
年
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。



一
九
五
四
年
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
郊
外
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ

テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
に
計
画
移
住
、
自
営
農
の
家
族
構
成
員
と
し
て
入
植
。
一
九
五

八
年
、
日
本
海
外
協
会
連
合
会
ベ
レ
ー
ン
支
部
職
員
と
し
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
エ

フ
ィ
ジ
ユ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
に
駐
在
。
一
九
六
三
年
ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー

移
住
地
へ
転
勤
し
た
後
、
一
九
六
五
年
退
職
、
マ
ナ
オ
ス
へ
移
り
在
マ
ナ
オ
ス
日

本
国
総
領
事
館
へ
勤
務
。
一
九
九
八
年
、

総
領
事
館
退
職
後
、
日
伯
協
会
会
長
に
な
り
、

現
在
に
至
る
。



入
植
当
時
移
住
地
の
様
子





ロ
ラ
イ
マ
州
ク
イ
ア
ー
ノ
移
住
地

三
木

祥
弘

・
ロ
ラ
イ
マ
州
概
況

ロ
ラ
イ
マ
州
（
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州
）

は
一
九
四
三
年
、
大
統
領
令
に

よ
っ
て
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
国
境
に
接
す
る
一
部
を
さ
い
て
直
轄
地
と
し
た
。
面

積
二
十
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
当
時
の
人
口
は
わ
ず
か
一
万
五
千
人
で
あ

り
、
一
平
方
キ
ロ
当
た
り
の
人
口
密
度
が
〇
、
〇
六
人
と
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
で
も
っ

と
も
人
口
密
度
の
希
薄
な
地
域
で
あ
っ
た
。
ギ
ア
ナ
高
地
に
位
置
し
、
そ
こ
の
自

然
条
件
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
は
特
異
な
存
在
で
あ
る
。

ロ
ラ
イ
マ
州
の
地
理
的
位
置
付
け
と
し
て
は
、北
緯
五
度
十
六
分
十
五
秒
か
ら

南
緯
一
度
二
十
七
分
に
か
け
て
、西
経
五
十
八
度
五
十
八
分
三
十
秒
か
ら
同
六
十

四
度
三
十
九
分
三
十
秒
の
広
が
り
を
持
ち
、ブ
ラ
ジ
ル
の
最
北
端
の
北
半
球
に
位

置
し
、英
領
ギ
ア
ナ
及
び
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
に
接
し
て
い
る
た
め
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦

政
府
と
し
て
は
重
要
な
州
で
あ
る
。
州
都
ボ
ア
ビ
ス
タ
市
は
、
現
在
二
十
万
人
以

上
の
人
口
を
有
し
、
州
全
体
と
し
て
は
約
三
十
万
人
の
人
口
で
あ
る
。

ロ
ラ
イ
マ
州
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
含
ま
れ
る
が
、ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
付
近
に

は
千
メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
岳
地
帯
で
、
温
帯
性
気
候
に
属
し
、
土
地
肥
沃
で
広
大

な
自
然
牧
場
（
草
原
）
と
、
そ
の
中
に
点
在
す
る
森
林
島
の
景
観
は
、
ア
マ
ゾ
ン

と
い
う
概
念
か
ら
す
れ
ば
遠
く
か
け
隔
た
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
森
林
島
の
土
壌
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
随
一
で
あ
り
、
俗
に
テ
ー
ラ

ロ
ッ
シ
ャ
地
層
（
ブ
ラ
ジ
ル
最
良
の
土
質
）

に
恵
ま
れ
、
農
作
物
の
生
育
は
成



績
優
秀
で
ア
マ
ゾ
ン
地
方
の
収
穫
量
と
は
問
題
に
な
ら
な
い
程
、
多
収
穫
で
あ

る
。
ま
た
、
鉱
山
資
源
も
豊
富
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、雨
期
と
乾
期
が
他
の
ア
マ
ゾ
ン
地
帯
と
ち
ょ
う
ど
反
対
の
時
期
に
な
っ

て
い
る
の
も
ロ
ラ
イ
マ
州
の
特
色
で
あ
る
。
雨
期
は
四
月
に
始
ま
り
、
乾
期
は
九

月
か
ら
翌
年
三
月
で
あ
る
。
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
が
州
を
南
北
に
流
れ
リ
オ
・
ネ
グ
ロ

に
注
い
で
い
る
。
乾
期
の
最
中
は
川
水
の
減
少
が
甚
だ
し
く
、
船
の
航
行
が
中
断

さ
れ
、
マ
ナ
オ
ス
か
ら
の
船
便
は
カ
ラ
カ
ラ
イ
市
ま
で
と
な
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
都
マ
ナ
オ
ス
か
ら
ボ
ア
ビ
ス
タ
ま
で
航
空
路
の
他
、水
路
千
六

百
八
十
一
キ
ロ
が
唯
一
の
交
通
路
で
あ
っ
た
が
、
マ
ナ
オ
ス
～
ボ
ア
ビ
ス
タ
～

ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
間
の
九
八
七
、
七
キ
ロ
の
陸
路
が
開
通
し
た
。
Ｂ
Ｒ
一
七
四

号
線
で
、
マ
ナ
オ
ス
を
起
点
と
Ｌ
Ｂ
Ｖ
．
八
（
Ｂ
は
ブ
ラ
ジ
ル
、
Ｖ
は
ヴ
エ
ネ
ズ

エ
ラ
、
国
境
標
石
八
番
）
ま
で
一
九
七
七
年
に
開
通
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
ア

マ
ゾ
ナ
ス
州
内
の
イ
ン
ジ
オ
部
落
付
近
の
道
路
舗
装
が
完
了
し
、ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ

ま
で
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
ボ
ア
ビ
ス
タ
か
ら
英
領
ギ
ア
ナ
の
Ｂ

Ｒ
四
〇
一
号
線
も
舗
装
道
路
と
な
り
、
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
河
に
架
設
さ
れ
た
橋

は
全
長
千
七
百
メ
ー
ト
ル
と
聞
く
。
陸
路
の
開
発
に
よ
り
、
ボ
ア
ビ
ス
タ
は
他
国

と
の
交
通
の
要
所
と
し
て
重
要
な
位
置
に
存
在
し
て
い
る
。

ロ
ラ
イ
マ
州
の
気
候
は
変
化
に
富
み
、牧
畜
に
最
適
の
大
草
原
が
広
が
っ
た
天

然
の
牧
場
地
帯
で
あ
る
。ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
付
近
に
は
標
高
二
千
八
百
六
十
五

メ
ー
ト
ル
の
ロ
ラ
イ
マ
山
が
そ
び
え
、そ
の
山
麓
地
帯
は
温
帯
気
候
を
呈
し
地
味

肥
沃
で
温
帯
果
樹
や
馬
鈴
薯
が
よ
く
出
来
、
そ
の
昔
、
英
国
人
が
こ
の
山
麓
地
帯

で
こ
れ
ら
を
栽
培
し
、生
産
物
を
英
領
ギ
ア
ナ
の
首
都
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
へ
送
っ

た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。



リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州
政
府
は
首
都
ボ
ア
ビ
ス
タ
に
野
菜
、果
物
等
を
供
給
す

る
目
的
で
日
本
人
移
住
者
の
導
入
を
図
っ
た
。
一
九
五
五
年
九
月
、
パ
ラ
ー
州
ベ

ル
テ
ー
ラ
・
ゴ
ム
園
強
制
退
去
時
に
二
家
族
（
佃
氏
、
江
田
氏
、
十
五
名
）
を
直

接
市
の
郊
外
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
地
区
へ
入
植
さ
せ
、
野
菜
栽
培
に
従
事
さ
せ

た
。現

在
で
は
、ボ
ア
ビ
ス
タ
市
へ
の
野
菜
栽
培
入
植
者
は
分
家
独
立
し
た
者
を
含

め
て
二
十
数
家
族
が
在
住
し
て
い
る
。特
に
市
の
郊
外
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
か
ら
転

住
し
て
、
手
広
く
養
鶏
業
に
従
事
す
る
辻
氏
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
国
境
十
一
キ
ロ
海

抜
六
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
サ
ー
マ
ン
と
言
う
入
植
地
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
カ
リ
フ
ラ



ワ
ー
、
ト
マ
ト
等
を
栽
培
す
る
外
館
氏
が
い
る
。
外
館
氏
は
開
発
青
年
と
し
て
ブ

ラ
ジ
ル
で
の
任
期
を
終
え
、
ロ
ラ
イ
マ
州
へ
再
移
住
し
た
。
ボ
ア
ビ
ス
タ
市
か
ら

北
東
に
パ
ッ
サ
ロ
ン
植
民
地
が
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
加
藤
氏
が
パ
ラ
ー
州
の
サ
ン

タ
イ
ザ
ベ
ル
か
ら
転
住
し
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

一
九
八
八
年
十
月
五
日
、
ロ
ラ
イ
マ
が
連
邦
直
轄
州
か
ら
独
立
、
第
二
十
六
番
目

の
州
と
な
っ
た
。
州
政
府
が
開
発
に
力
を
入
れ
、
将
来
は
北
部
ブ
ラ
ジ
ル
の
表
玄

関
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

・
タ
イ
ア
ー
ノ
移
住
地
概
況

リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州
の
首
都
ボ
ア
ビ
ス
タ
市
か
ら
西
北
九
十
キ
ロ
、
タ
イ

ア
ー
ノ
地
区
内
の
大
草
原
の
中
に
点
在
す
る
森
林
島
の
一
つ
、標
高
二
百
～
三
百



メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
地
帯
に
、ボ
ア
ビ
ス
タ
市
へ
農
産
物
供
給
増
の
た
め
に
開

設
さ
れ
た
植
民
地
で
あ
る
。
植
民
地
の
正
式
名
称
は
、
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州
タ

イ
ア
ー
ノ
郡
コ
ロ
ネ
ル
・
モ
ッ
タ
農
業
植
民
地
で
あ
る
。

一
九
五
五
年
九
月
、
パ
ラ
ー
州
ベ
ル
デ
ー
ラ
・
ゴ
ム
園
移
住
者
の
強
制
撤
去
に
伴

い
、
九
家
族
六
十
五
名
の
邦
人
が
転
住
し
農
業
に
従
事
し
た
。

そ
の
後
、一
九
六
一
年
六
月
に
第
二
次
移
住
者
九
家
族
と
単
身
呼
び
寄
せ
一
名
が

入
植
し
た
。
カ
フ
ェ
、
胡
椒
、
熱
帯
果
樹
等
の
永
年
作
物
の
他
、
陸
稲
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、
マ
ン
ジ
ョ
ッ
カ
、
マ
カ
シ
ェ
イ
ラ
、
及
び
小
規
模
の
家
畜
の
飼
育
、
鶏
、

豚
、
家
鴨
等
、
入
植
者
の
経
営
規
模
は
二
～
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。
土
地
肥

沃
の
た
め
予
想
以
上
の
収
量
で
、ボ
ア
ビ
ス
タ
市
場
は
日
本
人
移
住
者
の
農
産
物

で
過
剰
気
味
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
雨
期
に
な
る
と
道
路
の
状
態
が
悪
く
な
り
、

ボ
ア
ビ
ス
タ
へ
買
い
物
に
出
る
の
が
十
日
が
か
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、州
一
便

の
州
政
府
の
大
型
ト
ラ
ッ
ク
で
生
産
物
を
出
荷
し
、
資
金
の
蓄
積
を
は
か
り
、
四

年
の
農
業
従
事
義
務
を
終
え
、
こ
の
植
民
地
に
見
切
り
を
つ
け
て
マ
ナ
オ
ス
、
ベ

レ
ー
ン
方
面
へ
の
転
出
が
一
九
六
五
年
頃
よ
り
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
一

年
タ
イ
ア
ー
ノ
で
製
材
業
を
営
ん
で
い
た
秀
島
氏
の
退
出
を
最
後
に
、移
住
地
か

ら
日
本
人
の
入
植
者
は
い
な
く
な
っ
た
。ベ
ル
テ
ー
ラ
移
民
の
中
で
タ
イ
ア
ー
ノ

退
出
後
ボ
ア
ビ
ス
タ
に
定
着
し
て
い
る
家
族
は
な
く
、第
二
次
移
民
の
中
で
も
タ

イ
ア
ー
ノ
を
退
去
後
ボ
ア
ビ
ス
タ
に
定
着
し
た
の
は
二
家
族
（
秀
島
氏
、
土
井

氏
）
だ
け
で
あ
る
。
後
に
第
二
次
移
民
の
家
族
一
名
（
中
村
篤
徳
氏
）

が
タ
イ

ア
ー
ノ
ヘ
戻
り
、
原
住
民
の
イ
ン
ジ
オ
娘
と
結
婚
し
、
現
在
イ
ン
ジ
オ
保
護
区
内

で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。

三
十
年
振
り
に
所
用
で
タ
イ
ア
ー
ノ
を
訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
三
木
氏



は
、
感
慨
無
量
だ
っ
た
。
三
十
年
の
移
住
地
の
山
々
は
変
わ
ら
な
い
が
、
道
路
は

整
備
さ
れ
電
化
は
進
み
、
山
の
中
に
は
至
る
所
に
文
明
の
利
器
が
充
満
し
、
日
本

人
の
入
植
当
時
の
面
影
は
遠
い
昔
へ
過
ぎ
去
っ
て
い
た
。

・
ベ
ル
テ
ー
ラ
・
ゴ
ム
園
雇
用
移
民
と
は

ア
メ
リ
カ
の
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
会
社
が
開
設
し
、現
在
は
北
伯
農
事
研
究
所
の

管
轄
に
な
っ
て
い
る
こ
の
ゴ
ム
園
で
、
雇
用
労
働
者
と
し
て
一
年
～
二
年
就
労



後
、
他
の
植
民
地
へ
転
住
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
一
九
五
四
年
十
二
月
ア
フ

リ
カ
丸
で
フ
ォ
ー
ド
ラ
ン
ジ
ア
に
六
家
族
二
十
七
名
が
入
植
し
た
の
を
始
め
と
し

て
、
翌
年
四
月
か
ら
三
回
に
分
け
て
ベ
ル
テ
ー
ラ
・
ゴ
ム
園
に
百
家
族
、
フ
ォ
ー

ド
ラ
ン
ジ
ア
に
十
六
家
族
、
計
百
二
十
二
家
族
が
入
植
し
た
が
、
一
九
五
五
年
九

月
に
全
員
強
制
退
去
し
再
移
住
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。そ
の
理
由
と
し
て
は
次
の

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
一
）

ゴ
ム
園
雇
用
移
住
者
は
北
伯
農
事
研
究
所
所
長
と
、ア
マ
ゾ
ン
経
済
開
発

会
社
の
辻
小
太
郎
と
の
話
し
合
い
で
、移
植
民
院
の
許
可
の
も
と
に
入
植
さ
せ
た

が
、
所
長
は
主
務
官
庁
の
農
業
省
に
は
計
ら
な
か
っ
た
。
事
実
こ
の
こ
と
を
知
っ

た
農
務
省
は
移
植
民
院
に
対
し
、ゴ
ム
園
に
日
本
人
移
住
者
を
雇
用
す
る
こ
と
は

国
内
労
働
者
を
圧
迫
す
る
も
の
で
あ
る
と
抗
議
し
、所
長
に
対
し
て
直
ち
に
日
本

人
移
住
者
を
解
雇
す
る
よ
う
に
通
達
し
た
。

（
二
）
一
九
五
五
年
（
昭
和
三
十
年
）
一
月
、
第
一
回
ベ
ル
テ
ー
ラ
入
植

者
が
到
着
早
々
、
た
ま
た
ま
同
地
を
訪
問
し
た
移
植
民
院
技
術
部
長
が
、
移
住
の

住
宅
と
受
入
準
備
が
不
十
分
で
混
雑
中
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
入
植
早
々
に
発

狂
し
実
兄
を
殺
害
す
る
な
ど
の
事
件
が
あ
っ
た
こ
と
を
懸
念
し
た
こ
と
。

ゴ
ム
園
自
体
も
政
府
の
財
政
緊
縮
政
策
に
よ
り
予
算
が
削
減
さ
れ
、
ま

た
、
ゴ
ム
の
値
段
が
下
落
し
た
た
め
経
営
難
に
陥
り
、
多
数
の
労
働
者
を
解
雇
せ

ね
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
日
本
人
移
住
者
は
他
地
区
へ
分
散
転
住
し
た
。

モ
ン
テ
ア
レ
グ
レ
植
民
地

五
十
五
家
族

三
五
八
人

ベ
レ
ー
ン
近
郊

二
十
一
家
族

一
二
七
人

グ
ア
マ
植
民
地

十
五
家
族

一
〇
一
人



リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
地

十
二
家
族

七
一
人

サ
ン
タ
レ
ン
近
郊

七
家
族

四
三
人

ア
レ
ン
ケ
ー
ル

五
家
族

三
六
人

ア
カ
ラ
植
民
地

四
家
族

二
六
人

マ
ナ
オ
ス
Ｉ
Ｂ
サ
バ
農
地

三
家
族

二
三
人

計

百
二
十
二
家
族

七
八
五
人

・
タ
イ
ア
ー
ノ
移
住
地
入
植
者
構
成
家
族
一
九
五
五
年
九
月
入
植

（
ベ
ル
デ
ー
ラ
・
ゴ
ム
園
入
植
者
の
転
住
）

氏

名

出
身
地

構
成
員

備

考

江
田
倉
之
助

福
島

七

ボ
ア
ビ
ス
タ
へ
転
出
。

松
崎
淳
三
郎

福
島

八

ト
メ
ア
ス
ー
へ
転
出
。

竹
中
正
行

神
奈
川

三

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

三
木
一
夫

兵
庫

五

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
死
亡
。

大
沢
泰
治

岐
阜

七

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
死
亡
。

佃

善
三
郎

大
阪

六

ボ
ア
ビ
ス
タ
へ
転
出
、
死
亡
。

西
村
輝
雄

山
口

七

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

村
尾
光
治

山
口

六

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。

銅
網
康
男

島
根

八

ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
よ
り
、
中
崎
一
馬
、
小
牧
二
夫
の
二
家
族
が
同
時
に
転
入

植
。



・
第
二
次
タ
イ
ア
ー
ノ
移
住
地
入
植
者
構
成
家
族

一
九
六
一
年
六
月

あ
め
り
か
丸

氏

名

出
身
地

構
成
員

備

考

高
尾
嘉
平

佐
賀

六

カ
ス
タ
ニ
ャ
ー
ル
へ
転
出
。

片
桐
義
一

佐
賀

六

ベ
レ
ー
ン
市
内
へ
転
出
。

秀
島
幸
男

佐
賀

七

ボ
ア
ビ
ス
タ
へ
転
出
、
死
亡
。

田
代
染
吉

佐
賀

六

カ
ス
タ
ニ
ャ
ー
ル
へ
転
出
。

松
下
博

佐
賀

四

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。

田
代
治
夫

佐
賀

六

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
死
亡
。

土
井
堅
三
郎

佐
賀

七

ボ
ア
ビ
ス
タ
へ
転
出
、
死
亡
。

中
村
多
一

佐
賀

五

ベ
レ
ー
ン
郊
外
ベ
ン
フ
ィ
カ
へ
転
出
、
死
亡
。

木
村
芳
利

佐
賀

五

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
、
死
亡
。

三
木
久
子

兵
庫

一

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。三
木
祥
弘
妻
呼
び

寄
せ
。



エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地

三
木

祥
弘

・
エ
フ
ィ
ジ
エ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
概
況

戦
後
の
ア
マ
ゾ
ン
移
民
は
、
上
塚
、
辻
の
両
氏
が
経
営
す
る
ア
マ
ゾ
ン
開
発
株

式
会
社
が
所
有
す
る
五
千
家
族
導
入
枠
を
日
本
政
府
が
譲
り
受
け
、一
九
五
三
年

（
昭
和
二
十
八
年
）

二
月
に
ジ
ュ
ー
ト
栽
培
契
約
移
民
と
し
て
ア
マ
ゾ
ン
中
流
の

パ
リ
ン
チ
ン
ス
近
郊
の
日
本
人
が
栽
培
す
る
ジ
ュ
ー
ト
園
に
入
植
し
た
。

海
外
協
会
連
合
会
マ
ナ
オ
ス
事
務
所
長
高
村
正
春
氏
と
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
プ

リ
ニ
オ
氏
と
の
協
議
に
よ
れ
ば
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
連
邦
植
民
地
へ
日
本
人
移
住
者
が

入
植
を
始
め
た
の
は
一
九
五
三
年
後
期
か
ら
で
あ
る
が
、同
移
住
地
は
道
路
の
立

地
条
件
が
悪
く
、
雨
期
に
は
交
通
が
途
絶
え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
高
村
氏
は

州
政
府
が
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
～
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
道
路
を
開
設
す
る
と
の
噂
を
聞

き
、
嘆
願
書
と
写
真
を
添
え
て
プ
リ
ニ
オ
知
事
に
提
出
、
移
住
地
内
の
道
路
の
修

理
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
返
事
を
開
く
た
め
に
再
度
知
事
を
訪
問
し
、
返
事
を
求

め
た
と
こ
ろ
「
ベ
ラ
ビ
ス
タ
植
民
地
は
連
邦
政
府
の
も
の
で
、
州
が
手
を
出
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
君
た
ち
の
嘆
願
書
は
連
邦
移
植
民
院
に
送
っ
て
い

る
の
で
、
植
民
地
の
支
配
人
と
よ
く
相
談
を
し
て
み
よ
。」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

別
れ
際
に
知
事
は
、「
州
植
民
地
へ
の
日
本
人
移
民
を
連
れ
て
こ
い
。」
と
言
わ
れ

た
。
そ
れ
か
ら
五
年
、
エ
フ
ィ
ジ
エ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
が
実
現
し
た
の
で

あ
る
。

入
植
条
件
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
と
日
本
政
府
と
の
契
約
で
あ
り
、
ベ
レ
ー



ン
総
領
事
館
福
岡
章
総
領
事
が
署
名
。入
植
条
件
の
中
で
一
九
五
八
年
か
ら
一
九

六
〇
年
ま
で
の
三
年
間
に
最
低
百
八
十
家
族
を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。

日
本
人
入
植
地
は
、マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
四
十
キ
ロ
地
点
か

ら
先
を
地
区
割
り
と
の
州
政
府
か
ら
の
指
示
が
あ
っ
た
。マ
ナ
オ
ス
か
ら
四
十
キ

ロ
地
点
ま
で
は
内
国
移
民
が
す
で
に
入
植
し
て
お
り
、問
題
が
起
こ
る
と
の
こ
と



で
あ
っ
た
。

一
九
五
八
年
九
月
マ
ナ
オ
ス
郊
外
植
民
地

（
当
時
は
正
式
な
植
民
地
の
名
称
が

な
か
っ
た
）
に
日
本
人
移
民
出
発
の
確
報
に
接
し
、
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
に
乗
船
、

ベ
レ
ー
ン
港
で
チ
ャ
ー
タ
ー
船
に
乗
り
換
え
マ
ナ
オ
ス
に
上
陸
。一
九
五
八
年
十

一
月
十
日
、
十
七
家
族
百
十
七
人
が
現
地
に
第
一
次
移
住
者
と
し
て
入
植
し
た
。

続
い
て
一
九
五
九
年
九
月
三
十
日
に
第
二
次
入
植
者
六
家
族
が
入
植
。一
九
六
〇

年
八
月
十
日
に
は
第
三
次
入
植
者
十
五
家
族
、一
九
六
一
年
八
月
十
日
に
は
第
四

次
入
植
者
十
七
家
族
と
、四
年
間
に
わ
た
っ
て
五
十
四
家
族
が
マ
ナ
オ
ス
近
郊
の

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
に
入
植
し
た
。
そ
の
後
、
青
年
の
結
婚
に

よ
る
分
家
独
立
、他
地
区
か
ら
の
転
住
者
を
含
め
て
一
九
八
〇
年
代
に
は
八
十
五

家
族
の
一
大
日
系
移
住
地
を
形
成
し
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
国
外
へ
の
転
出
、
日

本
帰
国
、
マ
ナ
オ
ス
市
へ
の
転
出
が
相
次
ぎ
、
現
在
は
三
十
五
家
族
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
内
二
十
二
家
族
が
農
協
に
属
し
て
い
る
。

一
九
五
八
年
十
二
月
二
十
九
日
、
総
領
第
二
一
〇
号
、
財
団
法
人
日
本
海
外
協
会

連
合
会
支
部
長
古
田
純
三
氏
に
よ
っ
て
、ベ
レ
ー
ン
総
領
事
館
福
岡
総
領
事
宛
の

公
文
に
お
き
、
マ
ナ
オ
ス
郊
外
植
民
地
は
「
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
植
民

地
」
と
正
式
に
命
名
さ
れ
た
。

後
年
に
な
っ
て
、
こ
の
移
住
地
は
、
海
外
協
会
連
合
会
が
所
管
す
る
移
住
地
の

中
で
最
も
優
秀
な
移
住
地
の
一
つ
で
あ
る
と
言
わ
れ
た
が
、第
一
次
入
植
者
の
苦

労
は
並
大
抵
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。マ
ナ
オ
ス
市
か
ら
四
十
キ
ロ
離
れ
た
陸
の

孤
島
に
も
等
し
い
生
活
で
あ
っ
た
。
道
路
は
未
完
成
、
交
通
機
関
と
し
て
の
車
両

は
な
く
、週
一
回
の
州
農
務
局
の
ト
ラ
ッ
ク
便
が
生
産
物
の
搬
出
と
食
料
品
の
購

入
便
で
配
車
さ
れ
た
も
の
の
、
配
車
す
る
と
約
束
し
て
も
期
日
を
間
違
え
た
り
、



植
民
地
に
来
な
か
っ
た
り
と
不
定
期
で
あ
っ
た
。

一
九
五
九
年
に
農
業
協
同
組
合
を
結
成
し
、
生
産
物
の
販
売
、
食
料
品
の
購
入
、

地
域
社
会
の
諸
活
動
を
開
始
し
た
。マ
ナ
オ
ス
農
業
組
合
と
呼
称
す
る
任
意
組
合

で
あ
っ
た
。
一
九
六
四
年
五
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
の
法
律
に
準
じ
た
法
定
農
業
協
同

組
合
と
認
可
さ
れ
、
エ
フ
ィ
ジ
ユ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
が
組
織
さ
れ

た
。
現
在
ま
で
に
農
協
存
亡
の
危
機
は
あ
っ
た
と
聞
く
が
、
少
数
組
合
員
な
が
ら

組
合
員
の
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
。

入
植
当
時
か
ら
一
般
活
動
と
し
て
青
年
会
活
動
が
活
発
で
あ
っ
た
。敬
老
慰
安

演
芸
会
、
運
動
会
、
文
芸
活
動
そ
の
他
の
活
動
は
青
年
会
が
中
心

と
な
り
、
企
画
実
施
し
た
。
特
に
当
時
の
州
知
事
の
招
聘
で
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場

で
開
催
さ
れ
た
青
年
会
の
会
員
に
よ
る
演
芸
公
演
は
、マ
ナ
オ
ス
市
民
か
ら
大
好

評
で
賞
賛
さ
れ
、
今
も
昔
の
語
り
ぐ
さ
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

入
植
一
年
を
過
ぎ
た
頃
に
は
政
府
の
生
活
補
助
金
も
な
く
な
り
、永
年
作
の
胡

椒
の
植
え
付
け
の
傍
ら
野
菜
栽
培
を
手
が
け
、
徐
々
に
生
産
も
向
上
し
た
た
め
、

州
農
務
局
と
協
議
し
野
菜
類
の
販
売
許
可
を
と
り
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
側
の
道
路

で
販
売
を
開
始
し
た
。
当
時
の
マ
ナ
オ
ス
市
に
は
、
大
根
、
キ
ュ
ウ
リ
、
白
菜
そ

の
他
は
な
か
っ
た
が
、あ
る
程
度
の
野
菜
の
知
識
を
持
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
移

住
者
の
生
産
し
た
新
鮮
な
野
菜
を
買
い
始
め
、そ
れ
ら
の
野
菜
が
次
第
に
普
及
し

た
。
当
移
住
地
は
陸
路
四
十
キ
ロ
に
位
置
し
、
マ
ナ
オ
ス
市
と
い
う
大
き
な
市
場

が
控
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
地
の
利
か
ら
順
調
に
伸
び
て
い
っ
た
。

一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
一
年
ま
で
四
回
に
わ
た
っ
て
日
本
人
移
住
者
が
入
植
し

た
が
、
一
九
六
二
年
に
第
五
次
入
植
が
確
定
し
て
い
た
が
、
第
四
次
入
植
地
よ
り

更
に
奥
地
へ
と
引
き
続
き
入
植
さ
せ
る
に
は
、
地
形
的
に
高
低
差
が
激
し
く
、
ア



マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
は
方
針
を
変
え
、
当
時
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
ジ
ュ
ペ
ル
ト
・

メ
ス
ト
リ
ー
ニ
ョ
知
事
と
協
議
し
た
結
果
、マ
ナ
カ
ブ
ル
ー
道
路
沿
線
に
入
植
し

た
。永

年
作
と
し
て
の
ピ
メ
ン
タ
・
ド
・
レ
イ
ー
ノ
も
順
調
に
生
育
し
、
一
九
六
二

年
よ
り
収
穫
に
入
り
、
毎
年
収
穫
量
は
増
加
し
た
。
最
盛
期
に
は

約
二
百
ト
ン
に
達
し
、
北
米
、
欧
州
へ
輸
出
し
て
い
た
が
、
一
九
七
三
年
頃
よ
り

根
腐
れ
病
の
蔓
延
に
よ
り
生
産
量
も
減
少
、こ
れ
に
加
え
て
ピ
メ
ン
タ
価
格
の
下

落
と
、
新
種
の
ピ
メ
ン
タ
も
な
く
一
九
七
七
年
で
ピ
メ
ン
タ
栽
培
に
終
止
符
を

打
っ
た
。

マ
ナ
オ
ス
が
自
由
貿
易
地
域
と
し
て
認
可
さ
れ
、工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
マ
ナ
オ

ス
市
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、移
住
地
の
農
業
形
態
も
新
鮮
農
産
物
の



生
産
へ
と
移
行
し
た
。ピ
メ
ン
タ
栽
培
に
必
要
な
有
機
肥
料
を
鶏
糞
か
ら
補
っ
て

い
た
た
め
、
小
羽
数
養
鶏
が
暫
時
増
羽
さ
れ
、
移
住
地
の
農
業
形
態
は
産
卵
鶏
を

主
体
と
し
た
養
鶏
と
熱
帯
果
樹

（
ラ
ラ
ン
ジ
ャ
、
マ
モ
ン
、
マ
ラ
ク
ジ
ャ
等
）

の
栽
培
が
移
住
者
の
経
済
を
支
え
て
い
る
。

移
住
地
の
飼
育
羽
数
は
四
十
万
羽
に
達
し
て
い
る
が
、南
伯
産
鶏
卵
が
マ
ナ
オ
ス

市
場
に
入
荷
、
地
元
の
産
業
を
脅
か
し
て
い
る
。
現
在
、
鶏
卵
と
共
に
こ
れ
か
ら



の
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
農
業
を
支
え
る
生
産
物
と
し
て
、
プ

プ
ー
ニ
ャ
椰
子
の
栽
培
、
パ
ル
ミ
ッ
ト
の
生
産
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

一
九
九
八
年
十
一
月
入
植
四
十
周
年
記
念
日
を
迎
え
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
代
理

を
は
じ
め
日
系
企
業
の
各
代
表
、
地
元
商
店
代
表
、
移
住
者
に
よ
っ
て
盛
大
な
入

植
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
た
。
移
住
者
は
一
致
団
結
し
、
自
治
会
、
農
協
を
中
心
に

営
農
の
拡
張
、
ま
た
子
弟
の
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。



移
住
地
を
取
り
巻
く
現
状
は
、昔
日
の
感
が
あ
り
マ
ナ
オ
ス
～
コ
ロ
ニ
ア
間
に

は
バ
ス
が
一
日
十
往
復
以
上
運
行
し
、移
住
地
は
無
限
の
可
能
性

と
共
に
発
展

の
道
を
辿
る
も
の
で
あ
る
。

入
植
者
名
簿

第
一
次
十
七
家
族

（
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
、
一
九
五
八
年
十
一
月
十
日
入
植
）

氏

名

出
身
地

備

考

佐
藤
義
一

青
森

一
九
三
二
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
住
、
一
旦
帰
国
後
、
サ
ー
レ
ス
へ
再
渡
航
。
死

去
後
、
三
男
五
郎
が
相
続
。
在
サ
ー
レ
ス

山
田
二
郎

青
森

一
九
六
六
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

伊
藤
勝
男

宮
城

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
後
、
再
び
マ
ナ
オ
ス
へ
転
住
。
長
男
孝
男
が
相
続
、
在
サ
ー

レ
ス

斉
藤
清
吉

宮
城

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
後
、
死
去
。
長
男
清
正
、
帰
国

東

竜
次

石
川

死
去
、
次
男
信
行
相
続
。
在
サ
ー
レ
ス

錦
戸
理
平

石
川

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

宮
本
竹
一

石
川

死
去
、
長
男
倫
克
相
続
、
在
サ
ー
レ
ス

山
本
福
江

岡
山

一
九
六
〇
年
十
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

真
次
正
一

福
岡

一
九
六
五
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去
。

長
男
照
幸
相
続

立
山

勉

福
岡



一
九
六
三
年
パ
ラ
ナ
州
ポ
ン
タ
・
グ
ロ
ッ
サ
に
転
出
後
、
帰
国

江
藤

保

福
岡

一
九
六
〇
年
、
死
去
。
次
男
育
也
相
続
、
在

サ
ー
レ
ス

江
藤
て
ら
し

福
岡

在
サ
ー
レ
ス
、
四
男
茂
相
続

大
塚
芳
金

福
岡

死
去
後
、
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

宮
崎
繁
年

福
岡

死
去
後
、
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

武
田
達
視

鹿
児
島

死
去
後
、
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
な
ど
へ
転
出
。

野
沢
幸
助

鹿
児
島

在
サ
ー
レ
ス
、
次
男
孝
志
相
続

木
場
繁
志

鹿
児
島

一
九
六
八
年
、
死
去
。
長
男
逸
雄
相
続
。
在

サ
ー
レ
ス



・
第
二
次
六
家
族

（
ぶ
ら
じ
る
九
、
一
九
五
九
年
九
月
三
十
日
入
植
）

橋
本

勝

福
島

一
九
六
五
年
三
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

長
谷
川
浩
悟

新
潟

一
九
六
八
年
九
月
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
ヘ
転
出

長
谷
川
昭

新
潟

一
九
六
六
年
七
月
、
家
長
死
亡
後
、
一
九
六
八
年
十
一
月
、
ペ
ル
ー
へ
転
出

渋
谷
金
男

新
潟

一
九
六
二
年
八
月
、
長
男
奨
の
妻
と
し
て
り
い
子
を
呼
び
寄
せ
、
カ
シ
ョ
エ
イ

ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
に
転
出

安
田

実

神
奈
川

一
九
六
九
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

大
塚
宗
次
郎

福
岡

一
九
六
四
年
六
月
、
父
死
亡
。
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

・
第
三
次
十
五
家
族

（
ぶ
ら
じ
る
丸
、
一
九
六
〇
年
八
月
十
日
入
植
）

高
野
達
弥

北
海
道

家
長
、
三
男
、
四
男
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。

長
男
、
次
男
は
在
サ
ー
レ
ス

渡
辺
茂
雄

新
潟

一
九
六
八
年
十
二
月
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
へ
転
出

笹
川
惣
次
郎

新
潟

一
九
七
七
年
、
ペ
ル
ー
へ
転
出

長
谷
川

進

新
潟

一
九
六
八
年
九
月
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
へ
転
出



酒
井
清
治

新
潟

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

岡
本
春
雄

石
川

一
九
七
〇
年
七
月
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去

中
山

弘

石
川

在
サ
ー
レ
ス
。
一
九
六
四
年
十
月
、
弟
八
郎
、
分
家
独
立
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

新
谷
久
吉

石
川

一
九
七
〇
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

室
谷
貞
二

石
川

死
去
、
長
男
捷
男
相
続
。
在
サ
ー
レ
ス

多
原

勇

石
川

在
サ
ー
レ
ス
、
次
男
正
則
相
続

浅
井
外
次

石
川

在
サ
ー
レ
ス
、
長
男
正
男
相
続

村
本
由
恵

石
川

死
亡
。
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

森
辻
政
一

石
川

一
九
六
三
年
、
マ
ナ
オ
ス
転
出
後
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
転
住
を
経
て
一
九
六
八
年
、
帰

国桃
井
喚
一

石
川

一
九
六
一
年
十
二
月
、
桃
井
勇
一
を
呼
び
寄
せ
、
一
九
六
六
年
十
一
月
、
リ
オ
・

グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ー
ル
州
へ
転
出

石
場
武
雄

福
岡

一
九
七
八
年
、
死
去
。
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ

転
出

・
第
四
次
十
七
家
族

（
ぶ
ら
じ
る
丸
、
一
九
六
一
年
八
月
十
日
入
植
）

坂
本
善
太
郎

青
森

一
九
六
二
年
八
月
、
弟
忠
光
及
び
父
母
を
呼
び
寄
せ
。
在
サ
ー
レ
ス



鎌
田

功

青
森

死
亡
。
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

柿
本
彰
司

青
森

一
九
七
六
年
一
月
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、

死
去

木
村
昭
二

青
森

一
九
六
三
年
六
月
、
カ
ル
デ
ロ
ン
上
流
へ
転
出
後
、
ト
メ
ア
ス
ー
に
転
住

山
中
一
雄

石
川

一
九
七
〇
年
九
月
、
死
去
。
家
族
は
一
九
七
〇
年
十
一
月
帰
国

亀
崎
義
人

長
崎

帰
国

羽
座
間
繁
一

長
崎

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

二
ノ
方
勝
美

長
崎

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

藤
井
勝
義

長
崎

一
九
七
五
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去

宮
永
今
朝
市

長
崎

一
九
六
八
年
二
月
、
ペ
ル
ー
、
プ
カ
ル
パ
へ
転
出

飯
盛

明

長
崎

一
九
六
三
年
十
月
、
信
幸
夫
妻
、
陣
川
義
治
夫
妻
を
呼
び
寄
せ
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ

マ
ナ
オ
ス
に
転
出
。
陣
川
夫
妻
は
マ
ウ
エ
ス
に
転
出

飯
盛
義
雄

長
崎

一
九
六
二
年
六
月
、
帰
国

亀
崎
満
義

長
崎

在
サ
ー
レ
ス

亀
崎
房
雄

長
崎

死
去

山
口
秀
次

長
崎

一
九
六
六
年
九
月
、
死
去
。
家
族
は
一
九
六
七
年
十
月
、
ペ
ル
ー
、
プ
カ
ル
パ
へ

転
出



岩
本
広
治

長
崎

マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

大
久
保
悟

長
崎

一
九
七
七
年
三
月
、
死
去
。
家
族
は
一
九
七
九
年
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

・
そ
の
他
の
入
植
家
族

高
野
欣
弥

北
海
道

一
九
六
〇
年
八
月
入
植
。
高
野
連
弥
の
長
男
、
分
家
独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

高
野
伸
弥

北
海
道
一
九
六
〇
年
八
月
入
植
。
高
野
達
弥
の
次
男
、

分
家
独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

開
山
政
男

宮
城

一
九
五
八
年
十
一
月
入
植
。斉
藤
清
吉
の
妻

の
弟
、
一
九
六
四
年
分
家
独
立
。
一
九
六
九

年
八
月
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
帰
国

藤
井
藤
紀

福
岡

一
九
五
八
年
十
一
月
入
植
。大
塚
芳
金
の
構

成
家
族
。
一
九
六
五
年
八
月
、
分
家
独
立
、

エ
・
サ
ー
レ
ス
へ
転
出

野
沢
清
一

鹿
児
島
一
九
五
八
年
入
植
、

幸
助
よ
り
分
家
独
立
。

矢
野
信
幸

熊
本

一
九
五
四
年
八
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
へ
入
植
。

一
九
五
九
年
九
月
転
入
、
在
サ
ー
レ
ス

山
形

稔

青
森

一
九
六
〇
年
三
月
入
植
。佐
藤
義
一
が
呼
び

寄
せ
。
一
九
六
四
年
分
家
独
立
、
在
サ
ー
レ

ス

中
山
八
郎

石
川

一
九
六
〇
年
八
月
入
植
。
中
山
弘
の
弟
、
一
九
六
九
年
十

月
、
分
家
独
立
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

貞
弘
貞
男

石
川

一
九
六
〇
年
九
月
入
植
。
錦
戸
理
平
が
呼
び

寄
せ
。
一
九
六
四
年
、
分
家
独
立
。
一
九
六



九
年
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

石
沢

力

山
形

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
二
次
移
民
。一
九
六
一
年
四

月
転
入
、
二
十
七
キ
ロ
地
点
に
入
植
後
、
一

九
七
二
年
、
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
に

転
出
。
一
九
七
三
年
死
去
。
次
男
力
雄
在
マ

ナ
オ
ス

石
沢
秀
雄

山
形

一
九
六
一
年
四
月
、ベ
ラ
ビ
ス
タ
植
民
地
か

ら
転
入
、
石
沢
力
か
ら
分
家
独
立
。
在
サ
ー

レ
ス

西
脇
竜
男

青
森

一
九
六
二
年
十
月
入
植
。坂
本
善
太
郎
が
呼

び
寄
せ
。
一
九
六
四
年
三
月
、
分
家
独
立
、

一
九
七
九
年
、
マ
ナ
オ
ス
転
出

松
隈
平
介

福
岡

一
九
六
六
年
、大
塚
宗
次
郎
の
構
成
家
族
よ

り
独
立
、
在
サ
ー
レ
ス

三
木
孝
美

兵
庫

一
九
六
六
年
十
一
月
、タ
イ
ア
ー
ノ
よ
り
転

入
後
、
マ
ナ
オ
ス
に
転
出

原
田
誠

福
岡

一
九
六
七
年
、
石
場
武
雄
よ
り
独
立
、
一
九

七
六
年
九
月
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
後
、
死
去

三
木
祥
弘

兵
庫

一
九
六
七
年
五
月
、
タ
イ
ア
ー
ノ
よ
り
転
入
。

在
サ
ー
レ
ス

大
場
健
一
郎

東
京

一
九
六
八
年
、
日
本
よ
り
直
接
入
植
。
一
九

七
一
年
マ
ナ
オ
ス
転
出
後
死
去

辻
田
三
千
子

奈
良

一
九
六
八
年
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
よ
り
転
入

後
、
一
九
七
五
年
十
一
月
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転



出
（
戦
後
ジ
ュ
ー
ト
移
民
）

飯
盛
直
幸

長
崎

一
九
六
八
年
、兄
義
雄
の
構
成
家
族
よ
り
独

立
後
、
死
去
。
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

野
沢
重
夫

鹿
児
島
一
九
六
八
年
、
兄
幸
助
の
構
成
家
族
よ
り
独

立
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

堀
川
正
雄

神
奈
川

一
九
六
八
年
、技
術
移
民
と
し
て
サ
ン
パ
ウ

ロ
、
モ
ト
ラ
ジ
オ
に
入
り
、
一
九
六
九
年
十

一
月
、
農
業
を
志
し
て
当
移
住
地
に
転
住
。

そ
の
後
帰
国

里
野
悦
次

福
岡

一
九
七
〇
年
八
月
、江
藤
ソ
キ
の
構
成
家
族

よ
り
独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

西
健
二
郎

鹿
児
島

一
九
七
〇
年
八
月
、
ア
マ
パ
州
、
カ
ン
ポ
・

ベ
ル
デ
よ
り
転
入
後
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

斉
川
一
良

青
森

一
九
七
二
年
一
月
、ト
メ
ア
ス
ー
よ
り
転
入

後
、
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出
。
現
在
訪
日
中

清
水
矩
夫

石
川

一
九
七
二
年
十
月
、錦
戸
理
平
の
構
成
家
族

よ
り
独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

佐
藤
陸
奥
雄

青
森

一
九
七
三
年
、佐
藤
義
一
の
構
成
家
族
よ
り

独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

江
藤
英
明

福
岡

一
九
七
三
年
、母
ソ
キ
の
構
成
家
族
よ
り
独

立
。
在
サ
ー
レ
ス

土
師
郁
郎

東
京

一
九
七
六
年
三
月
、
マ
ナ
オ
ス
よ
り
転
入
後
、

死
去
。
家
族
は
再
び
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

（
高



拓
三
回
生
、
戦
前
移
住
者
）

畑
原
穣

長
崎

一
九
七
六
年
三
月
、イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
よ
り

転
入
後
、
死
去
。
家
族
は
マ
ナ
オ
ス
へ
転
出

（
高
拓
三
回
生
、
戦
前
移
住
者
）

坂
本

明

青
森

一
九
七
七
年
、
養
父
善
太
郎
の
構
成
家
族
よ

り
独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

坂
本

豊

青
森

一
九
七
七
年
、父
善
太
郎
の
構
成
家
族
よ
り

独
立
。
在
サ
ー
レ
ス

真
次
文
明

福
岡

一
九
七
五
年
、真
次
正
一
家
族
よ
り
分
家
独

立
。
州
道
九
十
キ
ロ
在
住
。



・
現
在
の
入
植
家
族
と
そ
の
位
置

（
一
九
九
九
年
四
月
現
在
）

住

所

氏

名

Rodovia
km.17

三
木
祥
弘

AM010
km.19

高
野
欣
弥

Km.19

高
野
富
弥

Km.20

石
沢
秀
雄

Km.27

入
る

江
藤
幸
一

Km.27

岩
本
逸
雄

KM.32

松
隈
平
介

Km.33

飯
盛
嘉
代
子

Km.33

清
水
矩
夫

Km.33

矢
野
信
行

Km.34

入
る

伊
藤
孝
男



Km.34

宮
本
倫
克

km.34

東
信
之

km.34

山
形
稔

Km.35

人
る

佐
藤
五
郎

km.36

真
次
照
幸

km.36

江
藤
英
明

km.36

江
藤
育
也

km.37

江
藤
茂

km.37

木
場
逸
雄

km.37

浅
井
正
男

km.37

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
協

km.37

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
自
治
会
館

Km.37

藤
井
藤
紀

km.37

野
沢
孝
志

km.38

佐
藤
陸
奥
雄

km.39

里
野
悦
次

km.39

坂
本
明

km.40

室
谷
克
巳

km.41

室
谷
捷
男

km.41

多
原
正
則

km.48

坂
本
善
太
郎

km.49

亀
崎
満
義

km.49

坂
本
豊



km.49

入
る

西
脇
龍
次

Km.90

真
次
文
明

・
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
年
）

四
月
二
目
付
、
農
林
省
振
興
局
長

名
、

三
三
振
局
第
九
三
五
号
、ブ
ラ
ジ
ル
国
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ

ア
ラ
地
区
植

民
地
移
住
者
募
集
要
項

一
、

移
住
地
名
及
び
所
在
地

マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
地
区
州
営
植
民
地

ブ
ラ
ジ
ル
国
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
街
道
沿

二
、
移
住
者
の
種
類
及
び
世
帯
数

自
営
開
拓
農
三
十
世
帯

三
、
引
受
機
関

日
本
海
外
協
会
連
合
会
ア
マ
ゾ
ン
支
部

四
、
募
集
方
法

全
国
公
募

五
、
手
続
書
類
並
び
に
推
薦
期
日

（
一
）
手
続
書
類
「
農
業
移
住
者
募
集
選
考
及
び
実
務
講
習
実
施
要
項
」

の

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
二
）
推
薦
期
日
県
ま
た
は
地
方
協
会
は
四
月
三
十
日
ま
で
に
連
合
会

に

適
格
者
を
推
薦
す
る

六
、
合
格
者
の
決
定

日
本
海
外
協
会
連
合
会
は
五
月
十
日
ま
で
に
決
定
し
、直
ち
に
県
ま

た

は
地
方
協
会
を
通
じ
て
当
該
世
帯
に
合
格
通
知
を
行
う
。

七
、
実
務
講
習



五
月
上
旬
実
施
の
予
定
で
あ
り
、講
習
会
場
そ
の
他
細
部
に
つ
い
て

は

迫
っ
て
示
す
。

八
、
送
出
期
日

七
月
二
日
神
戸
出
港
の

「
あ
ふ
り
か
丸
」

で
送
出
予
定
。

九
、
移
住
者
の
資
格

（
一
）

農
業
者
で
あ
る
こ
と

（
二
）

開
拓
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と

（
三
）

世
帯
の
構
成
は
一
夫
婦
を
基
幹
と
し
て
、満
十
五
歳
以
上
五

十
歳

未
満
の
稼
働
者
三
人
以
上
を
有
す
る
こ
と
。世
帯
は
三

親
等
以
内
の
者
で

構
成
さ
れ
た
自
然
家
族
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
四
）

世
帯
員
は
す
べ
て
身
体
強
健
か
つ
次
の
病
気
及
び
身
体
的
欠

陥
の

な
い
こ
と
。

（
イ
）

伝
染
病
、（
ロ
）

ト
ラ
コ
ー
マ
、（
ハ
）
結
核
性
疾
患
、

（
ホ
）
象
皮
病
、（
へ
）

ガ
ン
、（
ト
）
感
染
期
に
あ
る
性
病
、

（
チ
）
精
神
病
、（
リ
）

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
、（
ヌ
）
麻
薬
嗜
好
症
、

（
ル
）

不
具
廃
疾
、（
ヲ
）
慢
性
胃
腸
障
害
、（
ワ
）
腺
病
体
質
、

（
カ
）
遺
伝
性
疾
患
、（
ヨ
）
盲
聾
唖
、

（
タ
）

労
働
に
支
障
あ
り
と
認
め
ら
れ
る
身
体
障
害

（
五
）

思
想
堅
実
で
極
右
、
極
左
の
思
想
信
奉
者
で
な
い
こ
と
。

（
六
）

犯
罪
、
そ
の
他
反
社
会
的
行
為
を
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
。

（
七
）

ブ
ラ
ジ
ル
国
に
永
住
の
目
的
で
渡
航
す
る
こ
と
。

（
八
）

再
渡
航
者
で
な
い
こ
と
。

（
九
）

携
行
資
金
と
し
て
八
万
円
以
上
用
意
で
き
る
世
帯
で
あ
る
こ

と
。



十
、
入
植
条
件

（
一
）

土
地

州
政
府
か
ら
林
地
の
分
譲
を
受
け
る
。
各
世
帯
毎
に
二
十
五
町
歩
、
そ
の
価
格
は

三
千
七
百
五
十
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス

（
邦
貨
一
万
五
千
円
）

一
年
据
置
四
年
年
賦
償
還

（
二
）

入
植
第
一
年
の
営
農
資
金

州
政
府
は
入
植
第
一
年
目
の
種
苗
、
殺
虫
剤
、
必
要
農
機
具
を
無
償
支
給
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

（
三
）

入
植
第
一
年
の
生
活
資
金

州
政
府
は
入
植
後
十
一
ヶ
月
間
に
わ
た
っ
て
、入
植
者
の
生
活
維
持
及
び
住
宅
建

設
並
び
に
井
戸
掘
り
等
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、各
世
帯
当
た
り
毎
月
四
千
ク
ル

ゼ
イ
ロ
ス
の
補
助
金
を
支
給
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

（
四
）

合
宿
所
、
そ
の
他

州
政
府
に
お
い
て
各
世
帯
毎
の
仕
切
り
を
し
た
合
宿
所
及
び
、飲
料
水
補
給
用
の

井
戸
を
用
意
し
、
入
植
当
初
五
日
間
の
給
食
を
す
る
。

（
五
）

学
校

州
政
府
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
習
得
を
主
要
目
的
と
し
た
小
学
校
を
設
置
し
、ブ
ラ
ジ

ル
人
教
師
を
配
属
す
る
。

（
六
）

診
療
所

州
政
府
は
診
療
所
を
設
け
て
無
料
診
療
を
行
い
、必
要
に
応
じ
て
は

入
院
の

便
を
は
か
る
。

（
七
）

通
訳

州
政
府
は
通
訳
一
名
に
対
し
住
宅
を
与
え
、毎
月
三
千
五
百
ク
ル
ゼ

イ
ロ
ス



の
謝
礼
金
を
支
給
す
る
。

（
八
）

外
部
と
の
連
絡

州
政
府
は
入
植
二
年
間
、毎
週
一
回
ず
つ
入
植
者
の
交
通
及
び
生
産

物
の
運
搬

の
た
め
マ
ナ
オ
ス
へ
の
定
期
便
を
用
意
す
る
。

（
九
）

輸
送
費

ベ
レ
ー
ン
港
か
ら
植
民
地
ま
で
の
輸
送
費
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
政
府
の
負

担
で
あ

る
。

十
一
、
移
住
者
の
義
務

ブ
ラ
ジ
ル
国
の
諸
法
規
を
守
り
、引
き
続
き
四
年
間
は
本
地
区
内
に

お

い
て
農
耕
に
従
事
す
る
こ
と
。

十
二
、
渡
航
費

日
本
政
府
は
渡
航
費
の
必
要
額
全
額
を
融
資
し
返
済
は
四
ヵ
年
据
え

置

き

（
据
え
置
き
期
間
中
の
利
子
は
支
払
い
を
要
す
る
）、そ
の
後

人
ヵ
年
元

利
均
等
年
賦
償
還
と
す
る
。

以
上
の
募
集
要
項
に
応
募
し
た
十
七
家
族
百
十
七
名
の
第
一
次
移
住
者
が
、マ
ナ

オ
ス
郊
外
植
民
地
（
当
時
、
移
住
地
の
正
式
名
称
が
な
か
っ
た
）
に
入
植
し
た
。



エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
概
略
年
表

一
九
五
八
年

九
・
二
十
八

神
戸
移
住
斡
旋
所
に
て
家
長
会
議
開
催
、
謄
写
版
、
日

本
人
形
そ
の
他
共
同
購
入
。

十
・
五

あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
船
内
に
青
年
会
発
足
。

十
一
・
一

二
十
三
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
ベ
レ
ー
ン
港
港
外
に
入
港
。

十
一
・
三

チ
ャ
ー
タ
ー
船
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
号
に
乗
船
。

十
一
・
十
二

村
山
現
地
指
導
員
と
共
に
役
員
が
州
知
事
表
敬
訪
問
。

十
二
・
十
三

山
焼
き
開
始
、
午
前
十
一
時
半
に
点
火
。

一
九
五
九
年

一
・
十
五

COLONIA
EFIGENIO

DE
SALES

と
植
民
地
名
が
決

定
。

二
・
十
五

海
協
連
よ
り
フ
ォ
ー
ド
六
ト
ン
車
の
貸
与
、
利
用
委
員

会
発
足
。

三
・
二
十
三

在
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
神
田
錬
蔵
医
師
の
健
康
診
断
。

四
・
二
十
六

マ
ナ
オ
ス
農
業
協
同
組
合
（
任
意
）
創
立
総
会
。

七
・
十
二

収
穫
祭
、
農
産
品
評
会
、
運
動
会
開
催
。

八
・
二
十
三

青
年
会
が
本
格
的
な
活
動
を
開
始
。

九
・
二
十
八

農
協
だ
よ
り
の
創
刊
。

九
・
三
十

第
二
次
移
住
者
六
家
族
二
十
九
名
到
着
。

十
一
・
十

入
植
一
周
年
記
念
式
典
開
催
、
余
興
と
し
て
相
撲
大
会
が
行
わ

れ
る
。



一
九
六
〇
年

一
・
二
十
七

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
小
学
校
の
落
成
式
。

三
・
十
六

外
人
登
録
開
始
。

五
・
二

マ
ナ
オ
ス
共
同
倉
庫
に
直
売
所
開
設
。（R

U
A
1
0

D
E

JULHO618)

八
・
十

第
三
次
入
植
者
十
五
家
族
九
十
一
名
到
着
。

一
九
六
一
年

一
・
十
三

海
協
連
ベ
レ
ー
ン
支
部
、
第
一
回
農
事
講
習
会
開
催
。

一
・
二
十
五

ト
メ
ア
ス
ー
よ
り
ピ
メ
ン
タ
栽
培
実
地
指
導
。

五
・
六

第
一
回
敬
老
慰
安
演
芸
会
開
催
。（
青
年
会
主
催
）

八
・
十

第
四
次
入
植
者
十
六
家
族
到
着
。

十
一
・
八

石
川
県
寄
贈
ジ
ー
プ
「
石
川
号
」
到
着
。

一
九
六
二
年

一
・
十
五

青
年
会
主
催
、
第
一
回
成
人
式
挙
行
。

二
・
一

マ
ナ
オ
ス
農
協
を
発
展
解
消
し
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス

農
業
協
同
組
合
を
創
立
。

五
・
十
三

農
協
婦
人
部
結
成
。

八
・
十
八

婦
人
部
、
青
年
会
共
催
の
盆
踊
り
大
会
。

九
・
二
十
二

海
協
連
現
地
事
務
所
の
閉
鎖
。

一
九
六
三
年

十
・
六

農
協
へ
生
産
物
の
出
荷
を
拒
み
、
横
流
し
を
し
た
と
し

て
、
第
八
回
臨
時
総
会
で
農
協
組
合
員
十
名
が
脱
退
し

た
。

十
一
・
十

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
グ
ラ
ン
ド
開
き
。



一
九
六
四
年

五
・
三
十

任
意
農
業
協
同
組
合
を
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
規
に
基
づ
く
登
記
組
合

に
改
称
し
、
四
月
七
日
付
ブ
ラ
ジ
ル
農
務
省
第
七
七
五
三
号
登
記
許
可
証
受
領
。

一
九
六
五
年

五
・
十
四

海
協
連
Ｅ
Ｓ
種
苗
園
が
農
協
に
移
管
さ
れ
る
。

六
・
七

青
年
会
が
テ
ア
ト
ロ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
で
芸
能
公
演
。

九
・
三

ア
メ
リ
カ
向
け
十
五
ト
ン
の
ピ
メ
ン
タ
初
輸
出
。

九
・
五

マ
ナ
オ
ス
～
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
道
路
の
開
通
式
。

十
二
・
三
十
一

オ
ビ
ド
ー
ル
・
サ
ン
パ
イ
オ
小
学
校
落
成
式
。

一
九
六
六
年

四
・
十
九

移
住
地
か
ら
の
申
請
と
、
州
当
局
の
計
画
が
一
致
し
、

移
住
地
の
治
安
保
持
の
た
め
州
警
察
が
派
遣
さ
れ
た
。

十
・
二

ピ
メ
ン
タ
価
格
下
落
し
輸
出
契
約
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か

る
。

十
・
二
十
九

ピ
メ
ン
タ
八
十
五
ト
ン
の
輸
出
成
約
な
る
も
ブ
ラ
ジ
ル

銀
行
よ
り
契
約
六
百
Ｕ
Ｓ
ド
ル
／
ト
ン
以
下
で
は
輸
出

不
可
と
な
り
、
申
請
書
却
下
さ
れ
る
。

一
九
六
七
年

七
・
九

防
犯
委
員
会
の
発
足
。

一
九
六
八
年

三
・
十

自
治
会
の
発
足
。

三
・
二
十
七

ピ
メ
ン
タ
栽
培
の
た
め
、
ペ
ル
ー
国
へ
三
家
族
転
住
。

十
一
・
十

入
植
十
周
年
記
念
。



一
九
六
九
年

六
・
一

農
協
婦
人
部
を
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
婦
人
部

に
改
組
。

一
九
七
〇
年

六
・
七

高
村
正
吾
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
を
コ
ロ
ニ
ア
で
開
催
。

一
九
七
一
年

五
・
十
七

農
協
に
肉
鶏
処
理
場
が
稼
働
。

六
・
十
五

農
協
に
ピ
メ
ン
タ
乾
燥
場
が
稼
働
。

八
・
五

自
治
会
館
、
第
一
期
工
事
落
成
式
。

十
・
二
十
八

ラ
ン
プ
生
活
か
ら
脱
出
し
、
電
力
を
導
入
す
る
た
め
、

電
力
委
員
を
選
出
し
移
住
地
電
化
委
員
会
を
開
催
。

十
一
・
十
四

会
館
第
一
期
工
事
落
成
式
、
入
植
記
念
祭
開
催
。

一
九
七
二
年

十
一
・
八

中
西
陽
一
石
川
県
知
事
夫
妻
来
訪

一
九
七
三
年

五
・
三
十

農
協
、
自
治
会
電
化
合
同
委
員
会

一
九
七
四
年

四
・
十
九

移
住
者
の
家
族
の
墓
参
訪
日
団
員
に
六
名
が
参
加
、
出

発

一
九
七
五
年

三
・
十
二

移
住
地
で
運
転
免
許
取
得
実
地
試
験
実
施
、
州
交
通
局

と
折
衝
し
、
移
住
者
の
免
許
証
取
得

七
・
十
八

寒
波
来
襲
、
十
六
度
を
記
録



十
二
・
七

青
年
教
育
と
、
子
弟
へ
の
日
本
語
教
育
を
主
眼
と
す
る
、

青
年
団
運
営
の
日
本
語
学
級
を
開
設

一
九
七
六
年

六
・
二
十

青
年
団
主
催
の
農
産
品
評
会
開
催

九
・
五

マ
ナ
オ
ス
電
力
会
社
、
日
本
国
領
事
館
、
国
際
協
力
事

業
団
三
者
の
折
衝
に
よ
り
、
農
村
電
化
工
事
が
行
わ
れ
、

州
設
立
記
念
日
の
こ
の
日
、
電
化
点
灯
式
が
行
わ
れ
た

十
二
・
十
一

マ
ナ
オ
ス
、
エ
ス
コ
ー
ラ
・
テ
ク
ニ
コ
で
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｒ
Ａ

（
移
植
民
改
革
院
）

よ
り
、移
住
地
入
植
者
二
十
五
名
の
地
券
交
付
式

開
催
。

一
九
七
八
年

五
・
二
十

錦
戸
理
平
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
。

六
・
二
十
四

皇
太
子
夫
妻
歓
迎
会
が
十
四
キ
ロ
の
農
務
局
で
開
催
。

十
一
・
十
二

自
治
会
事
務
所
落
成
式
挙
行
。

一
九
八
〇
年

十
・
二
十
一

青
年
団
再
建
懇
談
会
。
青
年
団
活
動
を
目
的
に
青
年
会

が
結
成
さ
れ
る
が
、こ
の
後
十
年
間
の
活
動
の
空
白
が

あ
る
。

一
九
八
二
年

五
・
一

マ
ナ
オ
ス
入
港
の
日
本
か
ら
の
貨
客
船
を
、
日
本
語
学

校
生
徒
が
見
学
に
出
向
く
。

九
・
一

婦
人
会
員
の
日
本
船
見
学
。

一
九
八
三
年



六
・
七

佐
藤
義
一
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
。

一
九
八
六
年

三
・
三
十
一

中
学
生
の
マ
ナ
オ
ス
へ
の
勉
学
の
た
め
、
通
学
バ
ス
を

国
際
協
力
事
業
団
へ
申
請
。

五
・
十
八

自
治
会
を
法
定
団
体
に
登
記
。

六
・
五

東
龍
次
氏
の
叙
勲
伝
達
式
。

一
九
八
七
年

五
・
二
十
八

宮
本
竹
一
氏
の
叙
勲
伝
達
式
。

十
・
三
十
一

日
伯
主
催
弁
論
大
会
に
日
語
生
上
位
入
賞
。

一
九
八
八
年

六
・
二
十
一

文
仁
親
王
殿
下
歓
迎
会
。

九
・
十
七

通
学
バ
ス
の
譲
渡
式
。（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ

オ
・
サ
ー
レ
ス
自
治
会
）

一
九
八
九
年

六
・
十
三

入
植
三
十
周
年
誌
編
集
委
員
会
開
催
。

一
九
九
〇
年

十
一
・
十
一

岩
本
広
治
氏
の
叙
勲
祝
賀
会
。

十
二
・
八

青
年
会
の
再
結
成
。

一
九
九
一
年

十
二
・
二
十
八

室
谷
貞
二
氏
叙
勲
祝
賀
会
。

一
九
九
二
年

七
二
一
十
五

寺
山
テ
ル
子
シ
ニ
ア
日
本
語
教
師
の
授
業
開
始
。



一
九
九
五
年

五
・
二
十
四

石
川
県
知
事
一
行
の
移
住
地
訪
問
。（
谷
本
正
憲
知
事
）

六
・
十
九

農
村
電
話
の
設
置
完
了
。

一
九
九
六
年

九
・
九

移
住
地
福
岡
県
人
訪
問
に
「
ハ
ル
」
一
行
来
訪
。

一
九
九
七
年

八
・
十
人

通
学
生
の
減
少
と
、
車
両
維
持
経
費
が
か
さ
ん
だ
こ
と

か
ら
、フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
市
へ
通
学
バ
ス
を
売
却
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
移
住
地
農
業
を
担
う

「
ア
マ
ゾ
ナ
ス
・
パ
ル
ミ
ッ
ト
」

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
で
は
、
入
植
当
時
か
ら
野
菜
、
胡
椒
の

栽
培
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
肥
料
を
賄
う
た
め
の
養
鶏
開
始
か
ら
、
現
在
の

様
な
鶏
卵
生
産
主
体
に
移
行
し
て
い
る
が
、南
伯
産
の
鶏
卵
が
マ
ナ
オ
ス
市
場
に

入
っ
て
く
る
こ
と
や
、
卵
の
価
格
の
低
迷
、
不
安
定
さ
に
対
し
て
鶏
に
与
え
る
飼

料
や
労
働
者
の
コ
ス
ト
が
高
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
多
角
経
営
の
考
え
で
、
養

鶏
と
共
に
そ
の
鶏
糞
を
有
機
肥
料
と
し
て
有
効
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
新
た
な



事
業
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
九
三
年
、
そ
ん
な
折
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
先
進
地
視
察
研
修
で
野
沢
孝
志
氏
が
エ

ス
ピ
リ
ト
・
サ
ン
ト
州
を
訪
れ
た
際
、
マ
カ
ダ
ミ
ア
栽
培
を
視
察
。
そ
の
脇
で
潅

水
し
な
が
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
プ
プ
ー
ニ
ヤ
椰
子
に
目
が
留
ま
り
、潅
水
の
必
要

な
い
ア
マ
ゾ
ン
な
ら
成
功
す
る
の
で
は
な
い
か
と
報
告
。新
作
物
と
し
て
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
政
府
関
係
官
庁
が
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、パ
ル
ミ
ッ
ト
生
産
を

新
規
農
協
事
業
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
。

プ
プ
ー
ニ
ャ
と
い
う
種
の
椰
子
は
、
も
と
も
と
マ
ナ
オ
ス
周
辺
原
産
で
は
な

く
、
原
生
林
の
中
に
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
ア
マ
ゾ
ン
の
気
候
に
適
し
て
お

り
、以
前
か
ら
イ
ン
ヂ
オ
な
ど
が
実
を
採
る
た
め
に
刺
の
あ
る
プ
プ
ー
ニ
ャ
椰
子

を
栽
培
し
て
い
た
。こ
れ
ま
で
ア
マ
ゾ
ン
河
下
流
地
域
で
ア
サ
イ
椰
子
か
ら
パ
ル

ミ
ッ
ト
を
生
産
し
て
い
た
が
、原
生
林
中
に
植
生
す
る
ア
サ
イ
椰
子
か
ら
の
収
奪

農
法
の
た
め
環
境
問
題
が
懸
念
さ
れ
伐
採
が
禁
止
に
な
り
、ち
ょ
う
ど
政
府
研
究

所
が
、実
を
作
っ
て
種
子
を
採
取
す
る
た
め
に
プ
プ
ー
ニ
ャ
椰
子
郁
子
の
栽
培
を

研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、こ
の
椰
子
の
栽
培
に
取
り
組
む
に

は
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
三
月
、
早
速
こ
の
椰
子
の
栽
培
に
つ
い
て
の
説
明
会
に
行
き
、
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ａ

（
国
立
ア
マ
ゾ
ン
研
究
所
）、
Ｄ
ｒ
．kaoru

Yuyama

（
日
系
人
、
男
性
）

の
協
力
に
よ
り
農
場
見
学
を
し
、翌
月
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ａ
農
場
よ
り
プ
プ
ー
ニ
ャ
椰
子

の
苗
を
二
千
本
受
領
し
た
。
そ
の
後
、
ｓ
ｒ
．
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
農
場
よ
り
種
子
を
取
り

寄
せ
る
な
ど
し
て
栽
培
を
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
に
よ
る
プ
プ
ー

ニ
ヤ
椰
子
の
栽
培
は
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
か
っ
た
が
、サ
ー
レ
ス
で
は
鶏
糞
肥
料

の
利
用
に
よ
り
栽
培
は
順
調
で
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
刺
が
あ
る
プ
プ
ー
ニ
ヤ
椰



子
で
は
収
穫
作
業
等
効
率
が
悪
い
う
え
、パ
ル
ミ
ッ
ト
自
体
も
う
ぶ
毛
の
よ
う
な

も
の
が
残
り
見
栄
え
が
良
く
な
い
た
め
、ペ
ル
ー
産
の
刺
な
し
プ
プ
ー
ニ
ヤ
の
種

子
を
取
り
寄
せ
、
栽
培
す
る
こ
と
に
し
た
。

栽
培
、
収
穫
は
順
調
で
あ
り
、
次
に
加
工
、
商
品
化
し
て
出
荷
す
る
た
め
、
一

九
九
六
年
、Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ

（
ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
公
社
）

の
パ
ル
ミ
ッ
ト
加
工

技
術
講
習
会
に
参
加
し
、七
月
に
は
組
合
で
初
め
て
の
パ
ル
ミ
ッ
ト
加
工
テ
ス
ト

を
行
っ
た
。
パ
ル
ミ
ッ
ト
は
新
芽
の
部
分
、
コ
ラ
ソ
ン

（
下
部
）

か
ら
パ
ル

ミ
ッ
ト
、
パ
ー
リ
ヤ

（
先
端
部
）

に
分
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
は
コ
ラ
ソ
ン
の
硬

い
部
分
や
パ
ー
リ
ヤ
の
部
分
は
捨
て
ら
れ
て
い
た
が
、コ
ラ
ソ
ン
の
硬
い
部
分
は

煮
る
時
間
を
長
く
し
て
サ
イ
コ
ロ
状
に
カ
ッ
ト
し
商
品
化
、パ
ー
リ
ヤ
の
部
分
も

商
品
と
し
て
安
く
出
す
こ
と
に
し
た
。
当
初
、
パ
ッ
ク
詰
め
で
は
保
存
が
利
か
な

い
の
で
瓶
詰
め
で
出
荷
し
な
け
れ
ば
と
の
意
見
も
あ
っ
た
が
、
保
存
方
法
の
研

究
、
向
上
に
よ
り
パ
ッ
ク
で
出
す
こ
と
に
決
定
。
組
合
事
務
所
の
一
角
で
パ
ル

ミ
ッ
ト
加
工
を
始
め
た
が
、
生
産
が
増
え
る
に
つ
れ
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
同
年

十
二
月
に
加
工
工
場
建
設
を
開
始
し
た
。

一
九
九
七
年
三
月
よ
り
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
綱
島
青
年
を
受

入
れ
、
パ
ル
ミ
ッ
ト
の
加
工
業
務
を
強
化
。
翌
一
九
九
八
年
一
月
、
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ

（
環
境
保
全
局
）

に
プ
プ
ー
ニ
ャ
椰
子
の
パ
ル
ミ
ッ
ト
加
工
許
可
取
得
申
請
、

登
録
を
し
、三
月
に
は
Ｂ
Ｅ
Ａ

（
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
立
銀
行
）

へ
プ
プ
ー
ニ
ャ
個

人
融
資
契
約
書
の
登
記
を
行
い
、
本
格
的
に
加
工
販
売
が
始
ま
っ
た
。

四
月
か
ら
は
綱
島
青
年
が
販
売
業
務
に
加
わ
り
、
販
路
の
開
拓
、
宣
伝
な
ど

様
々
な
面
で
彼
の
貿
易
商
社
で
の
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、販
売
促
進
に

生
か
し
た
。
商
品
名
は
世
界
中
で
知
ら
れ
て
い
る
「
ア
マ
ゾ
ナ
ス
」

に
決
定
。
Ｅ



Ｘ
Ｐ
Ｏ
・
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ｏ
他
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店
参
加
に
よ
り
パ
ル
ミ
ッ
ト
を

定
着
さ
せ
る
な
ど
、
販
売
担
当
者
た
ち
の
広
報
、
宣
伝
活
動
と
い
っ
た
尽
力
の
も

と
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
お
い
て
は
販
売
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
い
る
。
パ

ッ
ク

包
装
が
功
を
奏
し
、
各
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
名
前
の
知
ら
れ
た
会
社
の

瓶
詰
め
パ
ル
ミ
ッ
ト
と
は
別
に
、
新
鮮
野
菜
と
共
に
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
か
ら
、
売

り
上
げ
も
順
調
で
あ
る
。

同
年
八
月
に
は
理
事
、
青
年
な
ど
数
名
が
、
ブ
エ
ノ

ス
・
ア
イ
レ
ス
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
出
張
。「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
出
張
報
告
書
」
と
言
う

レ
ポ
ー
ト
を
ま
と
め
、
パ
ル
ミ
ッ
ト
の
州
外
、
外
国
へ
の
輸
出
の
可
能
性
や
市
場

を
調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

ま
た
、
一
九
九
九
年
三
月
、
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
食
品

見
本
市
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｘ
９
９
に
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
日
本
貿
易
振
興
会
の
要
請
に
よ
り
ア

マ
ゾ
ナ
ス
・
パ
ル
ミ
ッ
ト
を
出
品
し
た
。

他
の
地
域
で
は
、
政
治
家
な
ど
を
通
し
て
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｅ

（
ブ
ラ
ジ
ル
零

細
・
小
企
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
）

や
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｐ
Ａ
な
ど
の
援
助
を
受
け
な
が

ら
パ
ル
ミ
ッ
ト
生
産
を
行
っ
て
い
る
が
、サ
ー
レ
ス
農
協
は
自
力
で
パ
ル
ミ
ッ
ト

の
生
産
、
販
売
を
確
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
、
農
業
大
学
生
、
テ
レ
ビ
局
、

政
府
研
究
機
関
関
係
者
等
よ
く
視
察
に
訪
れ
て
い
る
。
現
在
、
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

（
農
畜
産
協
同
組
合
救
済
資
金
）

の
融
資
を
申
請
中
で
、
そ
の
融
資
に
よ
り
、
今

後
パ
ル
ミ
ッ
ト
の
工
場
を
拡
張
す
る
予
定
で
あ
る
。

マ
ナ
オ
ス
地
区
の
販
路
は
す
で
に
征
し
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、次
は

州
外
、
将
来
的
に
は
輸
出
も
視
野
に
入
れ
、
現
在
六
十
日
で
あ
る
保
存
期
間
の
延

長
を
研
究
し
、
消
費
者
が
好
む
よ
う
な
お
い
し
く
見
栄
え
の
良
い
も
の
を
作
り
、



い
か
に
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

・
パ
ル
ミ
ッ
ト
、
農
協
の
遍
歴
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
サ
ー
レ
ス
農
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。

http://www.internext.com/br/cames/





ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
移
住
地村

山

惟
元

・
ア
ク
レ
州
、
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
概
略

ブ
ラ
ジ
ル
最
西
端
、ボ
リ
ビ
ア
と
ペ
ル
ー
に
隣
接
し
州
都
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
の

人
口
は
約
二
十
万
人
、
東
北
伯
出
身
の
内
国
移
民
が
主
で
ゴ
ム
液
採
取
人
が
多

く
、一
九
七
〇
年
代
に
入
り
ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
か
ら
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
へ
国
道
三
六

四
号
線
が
開
通
し
、
南
伯
か
ら
の
転
入
者
が
増
加
し
た
。
産
業
は
牧
畜
の
他
、
米
、

バ
ナ
ナ
の
生
産
で
あ
る
。
キ
ナ
リ
ー
植
民
地
建
設
当
時
、
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
は
中

学
校
、
師
範
学
校
、
病
院
、
農
業
試
験
場
、
兵
営
、
飛
行
場
を
備
え
た
人
口
約
二

万
人
の
町
で
あ
り
、ア
マ
ゾ
ン
河
口
ベ
レ
ー
ン
か
ら
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
ま
で
三
百
ト

ン
級
の
船
で
約
二
十
八
日
を
要
し
て
い
た
。
当
時
の
主
要
産
業
は
、
ア
ク
レ
州
全

体
で
採
取
産
業
が
見
ら
れ
る
の
み
で
、
ゴ
ム
．
（
年
間
約
一
万
ト
ン
で
ブ
ラ
ジ
ル

国
内
一
）、
カ
ス
タ
ー
ニ
ャ
・
デ
・
パ
ラ
、
及
び
獣
皮
で
あ
っ
た
。
農
業
事
情
は
、

焼
畑
で
畜
力
を
用
い
ず
、
マ
ン
ジ
ョ
ツ
カ
、
米
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
豆
等
の
一
年

性
作
物
、
及
び
コ
ー
ヒ
ー
、
ゴ
ム
等
の
永
年
性
作
物
が
作
ら
れ
て
い
た
。

ア
ン
デ
ス
お
ろ
し
に
よ
る
寒
波
の
記
録
と
し
て
一
九
二
一
年
ク
ル
ゼ
イ
ロ
・

ド
・
ス
ー
ル
市
（
ア
ク
レ
第
二
の
都
市
）

で
七
、
三
度
、
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
で

は
一
九
五
二
年
に
八
、
八
度
の
最
低
気
温
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

随
一
の
日
系
人
は
ペ
ル
ー
下
り
の
古
野
功
氏
で
、
一
九
二
〇
年
に
ペ
ル
ー

か
ら
ボ
リ
ビ
ア
を
経
て
、ブ
ラ
ジ
ル
国
境
の
町
よ
り
ア
ク
レ
河
を
下
り
リ
オ
ブ
ラ

ン
コ
に
た
ど
り
着
い
た
後
、
農
業
に
従
事
し
一
九
八
七
年
に
亡
く
な
ら
れ
て
い



る
。
氏
は
一
九
五
九
年
日
本
人
移
住
者
が
着
く
ま
で
の
四
十
年
間
、
日
本
語
を
使

う
こ
と
が
全
く
な
か
っ
た
。ア
ク
レ
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
で
一
番
古
く
日
本
人
が
足

跡
を
印
し
た
地
で
も
あ
る
。

キ
ナ
リ
ー
移
住
地
は
南
緯
九
度
五
八
分
二
二
秒
、
西
経
六
七
度
四
八
分
四
〇

秒
、
標
高
百
五
十
メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
ア
ク
レ
州
都
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
の
東
南

方
十
九
キ
ロ
地
点
か
ら
始
ま
る
。
比
較
的
平
坦
で
小
川
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、

河
水
ま
た
は
井
戸
に
よ
り
用
水
の
取
得
が
容
易
な
面
積
千
五
百
町
歩
の
民
有
地
を

買
収
し
て
植
民
地
が
建
設
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
六
月
に
六
家
族
四
十
四
名
、
続

い
て
八
月
に
七
家
族
四
十
七
名
が
入
植
し
、
キ
ナ
リ
ー
へ
移
住
し
た
十
三
家
族

中
、
現
在
二
家
族
が
農
業
に
従
事
し
て
い
る
。
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
は
人
口
約
一
万

二
千
人
の
町
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。

南
伯
方
面
か
ら
の
日
系
転
入
者
も
相
当
数
あ
り
、一
九
六
三
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

ア
リ
ア
ン
サ
出
身
の
二
世
医
師
川
田
哲
夫
氏
が
転
入
、現
在
七
十
家
族
約
三
百
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。
日
系
人
に
よ
る
日
本
・
中
華
料
理
店
も

市
内
に
一
軒
あ
り
盛
業
中
で
あ
る
。

リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
か
ら
西
へ
ペ
ル
ー
に
通
じ
る
国
道
が
完
成
す
れ
ば
、ア
ク
レ
は

交
通
の
要
所
と
し
て
益
々
発
展
す
る
と
思
う
が
、ア
マ
ゾ
ン
の
自
然
環
境
破
壊
の

声
に
押
し
流
さ
れ
て
、
こ
の
横
断
道
路
建
設
は
中
断
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ル
ー
国
境

ま
で
の
ブ
ラ
ジ
ル
側
自
動
車
道
路
は
通
じ
て
い
る
。

ア
ク
レ
日
本
人
会
も
活
発
な
活
動
を
続
け
、日
本
語
教
育
に
会
長
の
小
池
修
氏

が
従
事
さ
れ
て
い
る
。



入
植
の
記
録

川
田

敏
之

ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
入
植
地
に
日
本
か
ら
の
移
住
者
が
入
植
し
た
の
は
一
九
五

九
年
六
月
十
四
日
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
八
月
十
日
に
第
二
次
が
入
植
し
た
。
第
一
次
、
中
瀬
、

篠
木
、
原
、
坂
野
、
川
田
、
大
水
の
六
世
帯
。
第
二
次
、
菊
地
、
稲
田
、
浜
口
、

立
石
、
西
沢
、
岩
中
、
守
屋
の
七
世
帯
、
合
計
十
三
家
族
が

入
植
し
た
。
キ
ナ
リ
ー
村
か
ら
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
境
の
ポ
ッ
カ
・
ド
・
ア
ク
レ
村
ま

で
通
じ
る
道
路
を
挟
ん
で
、
右
に
第
一
次
、
左
に
第
二
次
と
各
戸
三
十
町
歩
ず
つ

の
ロ
ッ
テ
を
政
府
よ
り
無
償
で
配
布
さ
れ
た
。
間
口
三
百
米
、
奥
行
千
米
の
原
始

林
だ
っ
た
。当
初
は
入
植
地
よ
り
四
キ
ロ
手
前
の
キ
ナ
リ
ー
村
に
空
屋
を
借
り
て

毎
日
ロ
ッ
テ
ま
で
通
い
、原
始
林
の
伐
採
を
行
い
一
部
を
整
地
し
て
仮
住
ま
い
の



小
屋
を
建
て
て
井
戸
を
掘
り
、一
応
の
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
本
格
的
に
開

拓
の
仕
事
に
精
出
し
た
。

ま
だ
寒
い
三
月
三
日
の
雛
祭
り
の
目
、神
戸
を
出
港
し
て
四
月
八
日
に
ベ
レ
ー

ン
に
入
港
。
そ
の
日
の
食
卓
に
赤
飯
が
出
て
、
皆
ブ
ラ
ジ
ル
に
来
た
お
祝
い
だ
と

思
っ
て
い
た
ら
、
現
天
皇
陛
下
の
ご
成
婚
の
日
で
あ
っ
た
。

ど
ち
ら
に
せ
よ
お
め
で
た
い
こ
と
だ
と
皆
で
喜
ん
た
。日
本
船
あ
め
り
か
丸
を
降

り
、
い
よ
い
よ
ブ
ラ
ジ
ル
の
河
船
に
乗
り
換
え
て
、
ア
マ
ゾ
ン
川
を
遡
っ
て
、
六

十
日
余
り
の
船
旅
が
続
く
わ
け
で
あ
る
。蒸
気
タ
ー
ビ
ン
三
階
建
て
の
六
百
ト
ン

の
船
は
、ア
メ
リ
カ
映
画
に
見
る
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
の
船
を
思
い
出
し
て
も
ら
え

ば
い
い
だ
ろ
う
。
日
中
は
移
住
者
の
為
の
船
内
学
校
に
始
ま
り
、
夜
は
ダ
ン
ス
会

と
毎
日
が
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
だ
っ
た
。
船
の
燃
料
の
薪
切
り
、
冷
蔵
庫
が
な

い
の
で
川
沿
い
の
牧
場
で
生
牛
の
買
い
付
け
、
そ
の
牛
に
食
べ
さ
せ
る
草
刈
り
、

私
た
ち
移
民
と
は
別
に
同
船
し
て
い
た
、北
伯
地
方
か
ら
来
た
国
内
移
民
の
幼
児

の
葬
式
等
。

彼
ら
は
一
週
間
に
一
人
く
ら
い
の
割
合
で
死
亡
し
て
い
っ
た
。船
足
は
遅
々
と
し

て
延
び
ず
、川
は
雨
期
の
増
水
で
航
行
の
座
標
に
な
っ
て
い
た
小
島
が
一
夜
に
し

て
な
く
な
る
こ
と
も
珍
し
く
な
く
、
船
は
目
標
を
失
っ
て
、
全
く
別
の
支
流
を
一

昼
夜
遡
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
途
中
の
村
の
近
く
で
今
度
は
乾
期
に
入
り
、
船
を

進
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
救
援
の
船
を
待
つ
間
の
食
料
不
足
に
、
私
は
船

員
や
現
地
人
と
共
に
上
陸
し
て
マ
ッ
ト
へ
狩
り
に
行
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。開
発

の
及
ん
で
い
な
か
っ
た
マ
ッ
ト
で
は
、
獲
物
も
豊
富
で
船
客
に
も
喜
ば
れ
た
。
や

が
て
来
た
船
底
の
浅
い
救
援
の
船
で
、目
的
地
の
ア
ク
レ
州
の
州
都
リ
オ
ブ
ラ
ン

コ
に
向
か
う
船
内
で
、乗
船
者
の
六
割
が
パ
ラ
チ
フ
ス
に
罹
る
と
い
う
悲
惨
な
目



に
も
遭
っ
た
が
、目
的
地
に
上
陸
で
き
た
の
は
日
本
を
出
て
約
百
日
ぶ
り
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

伐
採
の
頃
の
思
い
出
は
、
根
元
が
ロ
ケ
ッ
ト
の
羽
根
の
様
な
、
大
人
が
十
人
手

を
つ
な
い
で
や
っ
と
届
く
ほ
ど
の
大
木
を
下
か
ら
切
る
と
時
間
が
か
か
る
の
で
、

四
米
位
上
の
少
し
細
く
な
っ
た
所
ま
で
櫓
を
組
み
、そ
の
上
で
斧
を
振
る
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
大
木
が
傾
き
か
か
っ
た
と
き
、
大
急
ぎ
で
飛
び
降
り
必
死
の
離

散
。
凄
ま
じ
い
地
響
き
と
共
に
ぽ
っ
か
り
現
れ
た
大
空
の
青
さ
は
、
生
涯
忘
れ
る

こ
と
が
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
。

伐
採
地
を
外
側
か
ら
焼
き
払
う
段
階
で
逃
げ
遅
れ
て
焼
死
し
た
動
物
は
、そ
れ
は

そ
れ
で
私
た
ち
の
貴
重
な
食
料
で
も
あ
っ
た
。
ピ
ン
ガ

（
火
酒
）
を
呑
み
な
が

ら
食
べ
る
肉
の
味
も
ま
た
天
下
一
品
だ
と
思
っ
た
の
は
、当
時
な
る
が
故
で
あ
ろ

う
。
環
境
保
護
を
考
え
る
以
前
の
生
存
の
原
則
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
切
り
開

い
た
耕
地
に
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
米
、
豆
等
を
播
き
、
次
の
収
穫
を
す
る
の
だ
が
、



そ
の
間
、
猿
の
大
群
に
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

入
植
地
の
苦
し
み
の
中
に
マ
ラ
リ
ア
の
発
生
が
あ
っ
た
。
私
は
長
崎
で
生
ま

れ
、
少
年
の
頃
は
医
師
を
志
し
て
い
た
思
い
も
あ
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
日
系
医
師

グ
ル
ー
プ
と
の
交
流
を
手
が
か
り
に
そ
の
指
導
を
受
け
、コ
ロ
ニ
ア
に
於
け
る
保

健
衛
生
を
担
当
し
、
州
政
府
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
部
の
一
員
と
し
て
の
ほ
か
に
、
一

般
外
科
、
内
科
の
治
療
ま
で
や
る
と
い
う
現
地
な
ら
で
は
の
努
力
だ
っ
た
。
ア
ク

レ
州
の
入
植
地
は
ア
マ
ゾ
ン
地
方
の
特
色
で
雨
期
と
乾
期
の
二
つ
の
気
候
し
か
な



く
、
雨
期
に
入
る
と
車
も
通
わ
ず
、
只
々
雨
宿
り
を
し
な
が
ら
収
穫
物
の
手
入

れ
、
乾
期
は
原
始
林
の
伐
採
と
農
産
物
の
出
荷
に
追
わ
れ
る
と
い
う
具
合
だ
っ

た
。
今
に
し
て
思
え
ば
、
当
時
入
植
者
一
同
環
境
の
悪
い
所
で
よ
く
が
ん
ば
っ
た

と
思
う
。

そ
の
後
、
入
植
地
は
、
余
り
の
マ
ラ
リ
ア
、
雨
期
の
交
通
止
め
等
で
一
戸
二
戸

と
脱
耕
が
始
ま
り
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ベ
レ
ー
ン
、
マ
ナ
オ
ス
等
に
移
転
し
、
現
在

の
古
い
入
植
者
は
三
戸
の
み
と
な
っ
た
が
、
反
対
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
パ
ラ
ナ
州
よ

り
日
系
の
移
住
者
が
入
植
し
て
、現
在
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
及
び
キ
ナ
リ
ー
入
植
地

に
は
多
数
の
日
系
人
が
在
住
し
て
い
る
。

・
入
植
者
名
簿

氏

名

出
身
地

構
成
員

入
植
年
月

備

考

原

淳
二

徳
島

九

一
九
五
九
、
六

大
水
照
夫

長
崎

八

一
九
五
九
、
六

サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出

川
田
敏
之

長
崎

八

一
九
五
九
、
六

一
九
六
三
、
ト
レ
ー
ゼ
・

デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
に
転
出

坂
野

譲

神
奈
川

六

一
九
五
九
、
六

サ
ン
パ
ウ
ロ
経
由
、
帰
国

中
瀬
泰
三

兵
庫

六

一
九
五
九
、
六

キ
ナ
リ
ー
町
へ
転
出

藤
木
福
松

大
阪

六

一
九
五
九
、
六

一
九
六
五
、
八
、
ベ
レ
ー

ン
経
由
サ
ン
タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州
ラ
ー

モ
ス
植
民
地
へ
転
出

菊
地
信
一
郎
神
奈
川

九

一
九
五
九
、
八

長
男
信
男
、
次
女
玲
子
、

四
男
達
夫
、
一
九
六
四
、
四
、
Ｂ
Ｒ
―



一
四
国
道
実
験
農
家
と
し
て
入
植

岩
中
藤
光

佐
賀

五

一
九
五
九
、
八

帰
国

立
石
忠
治

長
崎

六

一
九
五
九
、
八

西
沢
正
治

長
崎

七

一
九
五
九
、
八

浜
口

寛

熊
本

八

一
九
五
九
、
八

福
田
正
弘

佐
賀

一
九
五
九
、
八

守
屋

謙

広
島

六

一
九
五
九
、
八

リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
へ
転
出

・
昭
和
三
十
三
年

（
一
九
五
八
年
）

五
月
六
日
、農
林
省
振
興
局
第
一
一
四

二
号
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
ア
ク
レ
直
轄
州
キ
ナ
リ
ー
地
区
移
住
者
募
集
要
項

一
、
所
在
地

ブ
ラ
ジ
ル
国
ア
ク
レ
直
轄
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
郡
キ
ナ
リ
ー

二
、
移
住
者
の
種
類
及
び
世
帯
数

自
営
開
拓
農
十
世
帯
（
本
年
度
下
半
期
に
約
二
十
五
世
帯
募
集
の
予
定
）

三
、
引
受
機
関

日
本
海
外
協
会
連
合
会
ア
マ
ゾ
ン
支
部

四
、
募
集
方
法

福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
熊
本
各
県
公
募

五
、
手
続
書
類
並
び
に
推
薦
期
日

（
一
）
手
続
書
類
「
農
業
移
住
者
募
集
選
考
及
び
実
務
講
習
実
施
要
項
」
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。



（
二
）
推
薦
期
日

地
方
協
会
は
五
月
二
十
日
ま
で
に
連

合
会
に
適
格

者
を
推
薦
す
る

六
、
合
格
者
の
決
定

日
本
海
外
協
会
連
合
会
は
五
月
二
十
五
日
ま
で
に
決
定

し
、直
ち
に
地

方
協
会
を
通
じ
て
当
該
世
帯
に
合
格
通

知
を
行
う
。

七
、
実
務
講
習

六
月
上
旬
実
施
の
予
定
で
あ
り
、講
習
会
場
そ
の
他
細

部
に
つ
い
て
は

迫
っ
て
示
す
。

八
、
送
出
期
日

七
月
二
日
神
戸
出
港
の

「
あ
ふ
り
か
丸
」

で
送
出
予
定
。

九
、
移
住
者
の
資
格

（
一
）

農
業
者
で
あ
る
こ
と

（
二
）

開
拓
意
欲
が
旺
盛
で
あ
る
こ
と

（
三
）

世
帯
の
構
成
は
一
夫
婦
を
基
幹
と
し
て
、満
十
五

歳
以
上
五
十
歳
未

満
の
稼
働
者
三
人
以
上
を
有
す

る
こ
と
。世
帯
は
三
親
等
以
内
の
者
で
構
成

さ
れ

た
自
然
家
族
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
四
）

世
帯
員
は
す
べ
て
身
体
強
健
か
つ
次
の
病
気
及
び

身
体
的
欠
陥
の
な

い
こ
と
。

（
イ
）
伝
染
病
、（
ロ
）
ト
ラ
コ
ー
マ
、（
ハ
）
結
核
性
疾
患
、（
ニ
）
象
皮
病
、

（
へ
）

ガ
ン
、（
ト
）
感
染
期
に
あ
る
性
病
、（
チ
）
精
神
病
、（
リ
）
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
、（
ヌ
）
麻
薬
嗜
好
症
、（
ル
）
不
具
廃
疾
、（
ヲ
）
慢
性
胃
腸
障
害
、（
ワ
）

腺
病
体
質
、（
カ
）
遺
伝
性
疾
患
、（
ヨ
）
盲
聾
唖
、（
タ
）
労
働
に
支
障
あ
り
と

認
め
ら
れ
る
身
体
障
害



（
五
）
思
想
堅
実
で
極
右
、
極
左
の
思
想
信
奉
者
で
な
い
こ
と
。

（
六
）
犯
罪
、
そ
の
他
反
社
会
的
行
為
を
し
た
こ
と
の
な
い
こ
と
。

（
七
）
ブ
ラ
ジ
ル
国
に
永
住
の
目
的
で
渡
航
す
る
こ
と
。

（
八
）
再
渡
航
者
で
な
い
こ
と
。

（
九
）
携
行
資
金
と
し
て
十
二
万
円
以
上
用
意
で
き
る
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

十
、
入
植
条
件

（
一
）
州
は
一
世
帯
あ
た
り
三
十
町
歩
の
土
地
の
仮
地
権
証
を
支
附
し
、
更
に
三

カ
年
同
地
区
内
で
生
産
に
従
事
し
た
者
に
は
無
償
で
本
地
権
証
を
支
附
す
る
。

（
二
）
州
は
生
活
資
金
と
し
て
各
世
帯
に
対
し
毎
月
千
七
百
ク
ル
ゼ
イ
ロ
ス
を
八

ケ
月
間
支
給
す
る
。

（
三
）
州
は
住
宅
（
広
間
、
台
所
、
寝
室
、
約
十
三
坪
）
を
あ
ら
か
じ
め
建
設
す

る
。

（
四
）
州
は
割
当
地
の
中
、
四
町
歩
を
伐
採
し
、
地
均
し
等
の
準
備
を
し
て
お
く
。

（
五
）
州
は
州
都
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
に
達
す
る
道
路
十
九
キ
ロ
は
八
月
の
乾
燥
期
に

整
備
す
る
。
又
、
生
産
物
輸
送
の
た
め
、
最
初
の
一
カ
年
は
週
二
回
政
府
所
属
の

ト
ラ
ッ
ク
を
首
都
と
の
往
復
に
無
償
使
用
せ
し
め
る
。

十
一
、
移
住
者
の
義
務

ブ
ラ
ジ
ル
国
の
諸
法
規
を
守
り
、原
則
と
し
て
最
小
限
四
年
間
植
民
地
管
理
者

の
指
導
の
下
に
営
農
に
従
事
し
、そ
の
期
間
に
十
町
歩
以
上
の
植
え
付
け
を
す
る

こ
と
。



十
二
、
渡
航
費

ベ
レ
ー
ン
港
ま
で
の
渡
航
費
全
額
を
日
本
政
府
が
貸
与
す
る
。償
還
条
件

は

四
カ
年
据
え
置
き
（
据
え
置
き
期
間
中
の
利
子
は
支
払
う
こ
と
）、
そ
の
後
八
ヵ

年
年
元
利
均
等
年
賦
償
還
と
す
る
。ベ
レ
ー
ン
港
か
ら
入
植
地
ま
で
は
州
の
負
担

で
輸
送
す
る
。



〔
執
筆
者
略
歴
〕

川
田
敏
之
（
か
わ
だ
と
し
ゆ
き
）
一
九
三
〇
年
、
長
崎
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
九
年
六
月
、
ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
に
入
植
。
一
九
六
三
年
、
ト

レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
へ
転
住
後
、
マ
ナ
オ
ス
市
に
移
転
。
ア
マ
ゾ
ナ
ス
日

系
商
工
会
議
所
会
頭
な
ど
を
務
め
、
現
在
に
至
る
。



入
植
当
時
の
移
住
地
で
の
暮
ら
し
（1963

年

村
山
氏
所
蔵
）

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
（
上
段
左
か
ら
右
へ
）

1963

年
の
キ
ナ
リ
ー
村

佐
々
木
氏
の
農
場

原
氏
住
宅

佐
々
木
氏
住
宅

マ
ン
ジ
ョ
カ
畑
で

浜
口
氏
、
原
氏

精
米
所



ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地

高
木
正
敏

出
田

務

・
任
意
移
住
地
の
開
設

マ
ナ
オ
ス
市
中
心
地
よ
り
八
キ
ロ
の
地
点
。
創
設
当
時
は
、
中
心
地
か
ら
五
キ

ロ
の
と
こ
ろ
よ
り
原
生
林
、
ま
た
は
再
生
林
地
帯
で
用
材
、
薪
を
搬
出
す
る
た
め

の
ト
ラ
ッ
ク
が
ど
う
に
か
通
る
道
路
ら
し
き
道
が
通
じ
て
い
た
。
当
然
、
自
家
用

車
は
ジ
ー
プ
以
外
通
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

一
九
六
七
年
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
於
い
て
、北
伯
開
発
を
行
う
と
の
目
的
で
マ
ナ
オ

ス
市
が
自
由
貿
易
地
域
に
指
定
さ
れ
た
。
産
業
と
し
て
、
こ
れ
と
言
っ
た
工
場
も

な
か
っ
た
マ
ナ
オ
ス
市
に
一
大
工
業
団
地
が
創
設
さ
れ
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
は
大
き

な
話
題
を
呼
び
、二
ヵ
所
所
に
あ
っ
た
移
住
地
の
人
た
ち
や
マ
ナ
オ
ス
市
内
に
て

小
商
を
し
て
い
た
人
た
ち
の
中
で
も
大
き
な
話
題
で
あ
っ
た
。

当
時
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
よ
り
マ
ナ
オ
ス
市
内
に
出
て
モ
ト
・
イ
ン
ポ
ル
タ

ド
ー
ラ
、
日
本
船
舶
エ
ン
ジ
ン
（
ダ
イ
ア
）
の
代
理
店
の
社
員
と
し
て
働
い
て
い

た
門
正
一
氏
を
通
じ
て
社
長
夫
人
の
所
有
す
る
土
地
を
売
っ
て
も
よ
い
と
の
承
諾

を
得
て
、
門
氏
は
有
志
数
人
で
近
郊
農
業
の
希
望
者
に
呼
び
か
け
た
。

当
時
集
ま
っ
た
者
は
十
一
名
。（
敬
称
略
）

門

正
一
、
羽
田
重
吉
、
安
井

眞
、
藤
本

操
、
辻

信
義
、
大
原

勝
工
、

中
谷
清
作
、
高
木
正
敏
、
武
野
辰
治
、
出
口
国
義
、
渋
谷
金
男

一
九
六
七
年
六
月
十
八
日
、十
一
名
の
名
義
に
よ
り
登
記
所
に
て
正
式
に
売
買



の
手
続
き
を
完
了
し
た
。（
地
券
書
面
積
三
、
〇
八
九
、
八
九
七
平
方
メ
ー
ト
ル
）

・
耕
地
の
配
分

地
形
と
し
て
は
、
中
央
に
小
川
が
流
れ
、
ま
た
南
西
に
向
か
っ
て
流
れ
る
川
が

境
界
線
に
な
っ
て
い
る
。
中
央
の
小
川
で
線
を
引
き
、
一
耕
地
の
間
口
を
百
十
四

メ
ー
ト
ル
と
し
て
十
一
耕
地
を
割
り
当
て
抽
選
に
て
各
人
に
振
り
分
け
た
。残
る

約
半
分
の
土
地
は
今
後
日
本
人
の
希
望
者
に
売
買
し
、そ
の
売
上
金
を
道
路
外
の

施
設
費
と
し
て
活
用
す
る
約
束
で
、同
じ
く
百
十
四
メ
ー
ト
ル
の
間
口
の
耕
地
十

八
区
画
を
用
意
し
た
。

十
一
名
の
耕
地
割
り
当
て
を
終
え
、
前
途
を
視
す
目
的
で
、
一
九
六
七
年
十
二

月
十
八
日
、中
央
に
あ
た
る
中
谷
氏
の
耕
地
に
て
第
二
代
マ
ナ
オ
ス
領
事
館
領
事

中
川
忠
氏
他
、
関
係
者
と
し
て
農
務
長
官
、
多
数
の
日
本
人
の
参
加
の
も
と
入
植

祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
、
中
川
領
事
、
農
務
長
官
に
よ
り
記
念
植
樹
が
な

さ
れ
た
。



・
道
路
整
備
工
事

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
や
ベ
ラ
ビ
ス
タ
な
ど
の
移
住
地
か
ら
、
当
時
五

百
コ
ン
ト
で
土
地
を
購
入
し
、
自
主
的
に
転
入
植
し
て
き
た
任
意
植
民
地
で
あ

り
、
日
本
の
移
住
事
業
と
何
ら
関
わ
り
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
日
本
政

府
、
伯
国
側
に
し
て
も
何
一
つ
援
助
は
な
く
、
当
時
の
入
植
者
と
し
て
も
強
い
要

求
を
求
め
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
道
路
工
事
に
要
す
る
予
算
で
あ
る
各
地
よ
り
集

ま
っ
た
希
望
者
五
家
族
に
土
地
を
販
売
し
た
代
金
は
、当
時
と
し
て
は
か
な
り
の

金
額
で
あ
っ
た
。
こ
の
一
部
は
十
一
名
に
対
し
配
当
も
さ
れ
て
い
た
。
重
機
械
の

ト
ラ
ク
タ
ー
を
入
れ
、
延
長
約
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
完
成
し
た
。
二
カ

所
の
小
川
に
架
か
る
橋
が
、
大
雨
の
時
通
行
不
能
に
な
る
他
は
、
こ
の
道
幅
の
あ

る
道
路
に
入
植
者
一
同
満
足
し
、
日
毎
の
家
業
に
精
を
出
し
た
。
ど
こ
か
ら
の
援

助
も
望
め
な
い
こ
と
を
知
っ
た
入
植
者
は
、ま
ず
市
内
に
通
じ
る
二
千
五
百
メ
ー

ト
ル
の
道
路
を
自
ら
管
理
す
る
た
め
に
は
責
任
者
が
必
要
と
の
こ
と
で
、道
路
委

員
会
が
発
足
し
た
。

地
域
内
道
路
に
関
し
、
補
修
工
事
の
予
算
を
計
上
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

・
地
券
不
備
発
覚

現
地
の
耕
地
割
を
見
学
に
訪
れ
る
人
の
数
は
日
増
し
に
増
え
、三
十
六
耕
地
は

数
年
間
に
し
て
す
べ
て
販
売
さ
れ
た
。
各
自
の
所
有
地
と
な
る
と
、
予
想
も
し
な

か
っ
た
大
問
題
が
発
覚
し
た
。
本
地
券
面
積
三
、
〇
八
九
、
八
九
七
を
三
十
六
耕

地
に
配
分
し
た
十
一
名
の
代
表
者
に
対
し
、分
割
登
記
を
要
請
す
る
た
め
代
表
者

数
人
で
登
記
所
に
出
向
き
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
本
地
券
面
積
と
、
こ
れ
に
添
付
さ



れ
て
い
る
（
所
有
者
を
示
し
た
地
図
）
面
積
に
約
八
十
町
歩
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の

誤
差
が
あ
る
こ
と
が
発
覚
。

古
い
地
券
書
は
、
正
確
な
測
量
な
ど
を
し
て
お
ら
ず
、
書
類
上
だ
け
の
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
二
重
登
記
が
起
こ
っ
て
お
り
、
登
記
官
は
八
十

町
歩
の
面
積
は
州
有
地
で
あ
ろ
う
と
言
い
、州
知
事
の
認
可
を
要
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
三
十
六
名
の
土
地
所
有
者
で
近
郊
農
業
と
し
て
生
産
物
を
出
荷
し
、経

済
的
に
も
富
を
得
て
コ
ロ
ニ
ア
と
し
て
発
展
し
て
き
た
が
、地
券
整
備
が
出
来
な

い
た
め
様
々
な
難
問
題
が
起
き
、
特
に
銀
行
融
資
等
も
対
象
に
な
ら
ず
、
約
十
五

年
間
に
亘
っ
て
こ
の
地
券
整
備
を
す
る
た
め
に
四
代
の
州
知
事
に
嘆
願
要
請
を
続

け
て
き
た
。



こ
の
頃
、植
民
地
開
設
者
の
門
氏
と
孝
橋
氏
が
殺
さ
れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件

も
起
こ
っ
た
。
こ
の
事
件
は
謎
に
包
ま
れ
た
ま
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
起
こ
っ

た
の
か
知
る
人
は
い
な
い
。

こ
の
間
、
地
券
整
備
に
対
す
る
経
費
も
す
べ
て
土
地
所
有
者
が
支
払
っ
た
が
、
一

九
八
五
年
、
親
日
家
で
あ
っ
た
ジ
ュ
ベ
ル
ト
州
知
事
に
よ
り
、
旧
本
地
券
（
不
備
）

か
ら
新
本
地
券
が
三
十
六
名
の
土
地
所
有
者
に
対
し
手
交
わ
さ
れ
た
。

・
植
民
地
内
唯
一
の
ト
ラ
ッ
ク
。
物
資
の
運
搬
に
活
躍
し
た
。

・
原
生
林
を
開
い
た
後
の
中
谷
氏
（
羽
田
氏
所
蔵
）



・
本
地
券
交
付
式

こ
の
日
、コ
ロ
ニ
ア
と
し
て
は
約
十
五
年
間
の
難
問
題
解
決
の
悲
願
達
成
に
あ

た
り
、
天
幕
張
り
の
会
場
、
農
産
物
展
示
会
、
来
賓
者
特
別
席
、
各
地
域
か
ら
の

招
待
客
約
三
百
名
の
出
席
の
も
と
本
地
券
交
付
式
が
行
わ
れ
、
こ
の
後
、
州
知

事
、
市
長
、
来
賓
の
伯
国
人
を
交
え
て
盛
大
に
盆
踊
り
大
会
が
催
さ
れ
、
夜
更
け

ま
で
続
い
た
。
ま
た
、
農
産
物
展
示
品
は
来
賓
者
に
全
品
土
産
物
と
し
て
渡
さ
れ

好
評
で
あ
っ
た
。

・
コ
ロ
ニ
ア
内
の
諸
施
設

ジ
ュ
ベ
ル
ト
州
知
事
と
の
約
束
事
で
あ
っ
た
道
路
問
題
は
地
券
交
付
と
同
時
期

に
解
決
さ
れ
は
じ
め
、不
便
で
あ
っ
た
行
き
止
ま
り
道
路
が
市
内
に
通
じ
迂
回
路

が
出
来
上
が
り
、
市
内
中
心
地
ま
で
二
十
分
で
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
小
児
の
通
学
や
生
産
物
の
搬
出
等
が
容
易
に
な
り
、
入
植
者
は
生
産
に
励

ん
だ
。
施
設
と
し
て
は
、
日
伯
協
会
所
有
の
ス
ポ
ー
ツ
目
的
の
運
動
場
、
併
設
さ

れ
た
老
人
ク
ラ
ブ「
憩
い
の
園
」、自
然
博
物
館（
橋
本
捷
治
館
長
）、カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
併
設
さ
れ
た
ゴ
ル
フ
場
（
マ
ナ
オ
ス
に
唯
一
）、
全
日
制
ジ
ョ
ゼ

フ
ィ
ー
ナ
小
、
中
学
校
（
中
田
智
之
牧
師
）、
天
理
教
協
会
（
音
成
忠
考
代
表
）、

ア
マ
ゾ
ン
オ
ル
キ
ジ
ア
（
五
町
歩
）、
日
本
文
化
振
興
会
運
営
の
日
本
人
学
校
、
養

魚
場
（
出
田
農
場
、
約
三
町
歩
の
敷
地
内
で
二
万
匹
養
魚
中
）、
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
・

ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
社
所
有
地
（
約
五
十
町
歩
、
自
然
林
保
護
目
的
）。
ま
た
、
一

九
七
九
年
ア
マ
ゾ
ン
移
住
五
十
周
年
祭
の
年
に
、移
住
地
内
に
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日

伯
協
会
会
館
を
建
設
す
る
計
画
も
あ
っ
た
が
、
地
券
が
な
く
、
そ
の
当
時
地
券
が

出
る
見
込
み
が
立
た
な
か
っ
た
の
で
、
計
画
を
断
念
し
た
と
い
う
経
緯
も
あ
る
。



コ
ロ
ニ
ア
居
住
者
は
養
鶏
、
果
樹
、
野
菜
等
の
栽
培
を
し
、
都
市
近
郊
で
あ
っ

た
の
で
組
合
を
組
織
し
な
く
て
も
野
菜
の
生
産
、
出
荷
が
何
と
か
出
来
、
他
地
域

と
異
な
る
日
系
人
の
集
団
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

・
今
後
の
展
望

現
在
、
植
民
地
内
で
は
蘭
栽
培
、
レ
タ
ス
の
水
耕
栽
培
、
養
鶏
が
行
わ
れ
て
い

る
他
、
野
菜
の
生
産
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

マ
ナ
オ
ス
市
の
発
展
拡
大
に
よ
り
、
周
囲
は
住
宅
地
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
近
郊
農
業
目
的
で
成
果
を
あ
げ
て
き
た
移
住
地
で
あ
る
が
、住
宅
地
と

し
て
変
わ
り
ゆ
く
日
ま
で
あ
と
何
年
だ
ろ
う
か
と
の
見
通
し
の
中
、営
農
意
欲
が

段
々
と
薄
れ
、
特
に
近
年
の
農
産
物
価
格
の
下
落
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
も
あ

り
、
近
郊
農
業
が
姿
を
消
し
つ
つ
あ
る
。
残
念
な
が
ら
植
民
地
と
し
て
は
衰
退
の



道
を
歩
ん
で
い
る
が
、
市
内
に
近
く
、
ま
た
拡
大
し
続
け
る
マ
ナ
オ
ス
市
の
状
況

を
考
え
る
と
、
時
代
の
流
れ
と
し
て
仕
方
な
く
感
じ
ら
れ
る
。

・
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域

マ
ナ
オ
ス
市
よ
り
直
線
で
八
キ
ロ
の
地
点
で
あ
り
な
が
ら
、二
本
の
小
川
は
水

量
に
恵
ま
れ
、
冷
た
く
実
に
清
ら
か
な
水
で
あ
っ
た
。
当
初
入
植
者
は
約
十
年
間



ほ
ど
は
こ
の
水
が
飲
料
水
と
し
て
使
用
で
き
、
ま
た
、
潅
水
用
水
と
も
利
用
水
源

が
近
く
、
小
型
エ
ン
ジ
ン
で
潅
水
が
可
能
で
あ
っ
た
。
原
生
林
が
面
積
の
半
分
は

残
さ
れ
、こ
の
お
か
げ
で
市
内
と
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
涼
し
さ
で
実
に
住
み
良

い
地
域
で
あ
っ
た
が
、
近
年
周
囲
が
住
宅
街
と
変
わ
り
、
小
川
の
水
は
汚
染
さ
れ

農
産
物
の
潅
水
用
に
も
利
用
不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

・
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
自
主
植
民
地
沿
革
史

一
九
六
七
年

六
月
十
八
日
、
十
一
人
名
義
に
よ
り
登
記
所
に
て
名
義
変
更
（
地

券
面
積
三
、
〇
八
九
、
八
九
七
Ｍ
）

十
二
月
十
八
日
、
中
川
忠
第
二
代
在
マ
ナ
オ
ス
領
事
、
州
代
表
他
多
数
の
日
本
人

の
参
加
を
得
て
中
谷
清
作
氏
耕
地
に
て
入
植
祭
が
催
さ
れ
、
中
川
領
事
、
州
代
表

者
に
よ
り
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

一
九
七
二
年

植
民
地
の
名
称
に
つ
い
て
は
意
見
が
ま
と
ま
ら
ず
、難
問
題
が
多

く
、
串
田
領
事
他
事
業
団
支
所
長
に
も
心
配
を
か
け
て
き
た
が
、
西
領
事
の
ご
配

慮
に
よ
り
自
治
会
が
発
足
し
、
一
応
安
定
し
た
諸
計
画
が
進
行
し
た
。

一
九
七
三
年

当
時
、地
主
と
し
て
は
約
二
十
家
族
と
な
る
も
地
権
書
問
題
で
も

め
事
が
多
く
、
数
回
に
わ
た
り
解
決
方
針
の
懇
談
会
を
行
う
。
八
月
二
十
四
日
、

パ
ラ
グ
ア
イ
大
統
領
就
任
式
典
に
参
加
帰
途
、マ
ナ
オ
ス
市
を
来
訪
さ
れ
た
海
外

移
住
家
族
会
連
合
会
田
中
龍
雄
会
長
が
、問
題
の
多
い
植
民
地
三
耕
地
を
視
察
さ

れ
る
。



十
一
月
三
日
、
外
務
省
移
住
部
長
、
在
マ
ナ
オ
ス
西
領
事
及
び
賀
茂
事
業
団
支
所

長
当
地
を
訪
問
。
本
地
券
等
に
つ
い
て
調
査
の
た
め
。

一
九
七
七
年

一
九
七
六
年
、
エ
フ
ィ
ジ
ユ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
で
は
日
本

国
領
事
館
及
び
事
業
団
か
ら
の
援
助
に
よ
り
農
相
電
化
が
実
現
し
た
が
、当
植
民

地
は
こ
の
対
象
に
な
ら
ず
、
必
要
に
迫
ら
れ
た
当
コ
ロ
ニ
ア
と
し
て
は
、
一
丸
と

な
っ
て
マ
ナ
オ
ス
電
力
会
社
（CEM
）
と
祈
衝
、
偶
然
、
顔
見
知
り
の
所
長
が
来

訪
さ
れ
、
農
村
電
化
と
し
て
電
力
導
入
が
一
銭
の
負
担
な
く
こ
の
年
度
に
完
了
。

電
化
農
業
に
よ
り
、
他
に
は
な
い
電
力
湛
水
の
営
農
に
変
わ
る
。

一
九
七
九
年

ア
マ
ゾ
ン
移
住
五
十
周
年
記
念
事
業
の
中
で
、日
伯
会
館
建
設
候

補
地
と
し
て
現
在
の
日
伯
協
会
所
有
地
の
購
入
（
所
有
者
出
田
務
、
三
町
歩
三
百

ク
ル
ゼ
イ
ロ
）
市
及
び
州
の
協
力
を
得
て
整
地
工
事
完
了
。
こ
の
一
角
に
先
没
者

百
二
十
四
柱
の
霊
を
祭
る
た
め
、当
時
厚
生
大
臣
で
あ
ら
れ
た
岡
山
県
出
身
の
橋

本
龍
太
郎
氏
の
揮
毫
に
よ
り
慰
霊
碑
を
建
立
。

一
九
八
三
年

二
月
二
十
四
日
、
移
住
地
内
で
門
正
一
氏
、
孝
橋
常
男
氏
殺
人
事

件
発
生
。
未
解
決
。

一
九
八
四
年

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
発
足
。（
プ
ー
ル
そ
の
他
、
各
種
施
設
が
完

了
）

一
九
八
五
年

本
地
券
受
領
。願
望
の
地
券
交
付
は
ジ
ュ
ベ
ル
ト
州
知
事
及
び
ア



マ
ゾ
ニ
ー
ノ
市
長
が
コ
ロ
ニ
ア
内
で
手
交
わ
す
と
の
こ
と
で
、目
伯
運
動
場
に
会

場
を
急
設
、
農
産
物
展
示
会
、
盆
踊
り
大
会
を
催
し
無
事
終
了
。（
地
券
受
領
者

三
十
六
地
主
）

一
九
八
六
年

全
額
コ
ロ
ニ
ア
負
担
に
よ
り
電
話
導
入
。

一
九
八
八
年

ア
マ
ゾ
ン
自
然
科
学
博
物
館
落
成
（
館
長
橋
本
捷
治
）。

秋
篠
宮
マ
ナ
オ
ス
ご
来
訪
に
基
づ
き
、コ
ロ
ニ
ア
内
に
約
千
二
百
メ
ー
ト
ル
の

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
完
了
。
自
然
科
学
博
物
館
ご
視
察
と
慰
霊
碑
献
花
を
賜
る
。

一
九
九
〇
年

二
月
五
日
、
全
日
制
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
小
中
学
校
開
校
（
責
任
者

中
田
智
之
牧
師
）
日
系
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
を
対
象
に
全
日
制
で
運
営
さ
れ
て
い

る
。
現
在
生
徒
数
九
十
九
名
（
中
学
ま
で
）。
計
画
は
大
学
ま
で
。

日
本
人
学
校
移
転
開
校
。
現
在
生
徒
数
四
十
二
名
。

一
九
九
四
年
九
月
、
天
理
教
教
会
落
成
。
落
成
と
同
時
に
日
本
語
学
校
を
開
設
。

・
移
住
地
名
の
変
遷

門
氏
を
通
じ
て
土
地
を
購
入
、取
得
し
開
か
れ
た
自
主
植
民
地
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
誰
か
ら
と
も
な
く
こ
の
移
住
地
を
「
門
植
民
地
」
と
呼
び
始
め
た
が
、
若
い

人
の
名
前
を
地
名
に
す
る
の
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
言
う
意
見
か
ら
、入
植
者
で

話
し
合
い
、「
あ
か
つ
き
村
」
と
い
う
呼
称
に
変
更
。
し
か
し
、
こ
の
呼
称
は
正

式
な
地
名
で
は
な
か
っ
た
た
め
、事
業
団
の
管
轄
に
入
っ
て
か
ら
元
々
の
地
名
で



あ
っ
た
「
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
植
民
地
」
が
正
式
に
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

・
現
在
の
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
土
地
地
券
所
有
者

阿
部
則
夫
、
坂
本
五
三
男
、
高
木
正
敏
、
中
崎
一
馬
、
橋
本
捷
治
、
石
沢
力
雄
、

酒
井
清
一
、
武
野
貞
男
、
中
谷

裕
、
橋
本
義
博
、

出
田
ひ
さ
え
、
音
成
忠
孝
、
宍
戸
秀
安
、
辻

信
義
、
鍋
島

正
、
羽
田
重
吉
、

渋
谷

奨
、
辻

一
夫
、
鍋
島
保
寿
、
藤
本

操
、

安
井
恵
美
子
、
吉
田
孝
安
、
村
上
輝
夫
、
武
田
要
一
、
武
田
商
会
、
ア
マ
ゾ
ン
・

オ
ル
キ
ジ
ア
社
、
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
・
デ
・
メ
ー
ロ
校
、
西

部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会

・
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
、
土
地
購
入
者

氏

名

備

考

阿
部
則
夫

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
よ
り
転
住
。

石
沢
勝
太
郎

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
二
次
入
植
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
へ
転

住
後
再
転
住
。
現
在
、
ソ
リ
モ
ン
エ
ス
流
域
へ
転
出
。
土
地
は
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社

へ
売
却
。

出
田

務

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
、
死
亡
。

岩
本
広
治

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
第
四
次
入
植
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

土
地
の
み
購
入
。

江
崎
繁
一

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
六
次
入
植
。
帰
国
。

大
原
勝
工

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
、
死
亡
。



岡
村

猛

バ
イ
シ
ョ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
よ
り
転
住
。
土
地
の
み
購
入
。

門

正
一

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
、
死
亡
。

木
庭

貢

在
マ
ナ
オ
ス
、
木
庭
商
会
。
土
地
の
み
購
入
。

孝
橋
常
男

ベ
ル
テ
ー
ラ
入
植
、
イ
ベ
サ
バ
へ
転
住
後
再
転
住
、
死
亡
。

坂
本
籐
吉

ベ
ラ
ビ
ス
タ
へ
転
住
。

宍
戸
秀
安

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
。

渋
谷

奨

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
第
二
次
入
植
。

高
木
正
敏

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
よ
り
転
住
。

武
田
輿
洋

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
第
一
次
入
植
。
土
地
の
み
購
入
。

武
野
辰
治

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
、
仁
平
家
族
よ
り
独
立
。
死
亡
。

辻
一
夫

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
二
次
入
植
、
辻
福
重
よ
り
独
立
、
ボ
ア
ビ
ス
タ
在

住
。
土
地
の
み
購
入
。

辻

信
義

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
。

出
口
国
義

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
よ
り
転
住
、
ベ
レ
ー
ン
へ
転
出
。
帰
国
。

中
崎
一
馬

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
、
タ
イ
ア
ー
ノ
よ
り
転
住
。

中
谷
清
作

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
。
死
亡
。

鍋
島
保
寿

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
。

橋
本

博

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
六
次
入
植
。
死
亡
。

羽
田
重
吉

第
一
次
ジ
ュ
ー
ト
移
民
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
。

藤
本

操

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
五
次
入
植
。

松
浦
信
治

バ
イ
シ
ョ
・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
入
植
。
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
土
地
の
み
購

入
。
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
・
デ
・
メ
ー
ロ
校
へ
売
却
。

村
上
輝
夫

ボ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
よ
り
転
住
。
マ
ナ
オ
ス
在
住
。



安
井

真

安
井
宇
宙
（
兄
）
の
呼
び
寄
せ
、
海
協
連
職
員
退
職
後
入
植
、
死

亡
。

吉
田
一
憲

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
。
死
亡
。

井
上
正
吾

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
一
次
入
植
。
死
亡
。
長
男
充
が
土
地
所
有
、
マ
ナ

オ
ス
在
住
。

石
沢

力

ベ
ラ
ビ
ス
タ
第
二
次
入
植
。
死
亡
。

山
崎
四
郎

コ
チ
ア
青
年
と
し
て
来
伯
。
後
に
、
マ
ナ
オ
ス
に
転
住
。
建
設
用

の
砂
を
採
取
す
る
た
め
一
町
歩
購
入
。
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
へ
転
出
し
た
後
、BR

一

七
四
沿
い
に
再
転
住
。



〔
執
筆
者
略
歴
〕

高
木
正
敏
（
た
か
ぎ
ま
さ
と
し
）
一
九
一
七
年
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
四
年
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
市
郊
外
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ

テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
に
計
画
移
住
、
四
年
の
契
約
を
終
え
た
後
、
一
九
五
八
年
、
マ

ナ
オ
ス
に
転
出
し
、メ
ル
カ
ー
ド
で
働
い
た
後
、一
九
六
七
年
、カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・

グ
ラ
ン
ジ
自
主
植
民
地
開
設
時
に
入
植
、
現
在
に
至
る
。

出
田

務
（
い
で
た
つ
と
む
）
一
九
二
五
年
、
熊
本
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
四
年
十
一
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
第
四
次
農
業
移
民
と
し
て
入
植
。
翌

年
十
一
月
、
リ
オ
・
ネ
グ
ロ
河
畔
に
転
住
し
た
後
、
一
九
六
七
年
、
カ
シ
ョ
エ
イ

ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
開
設
と
と
も
に
、
同
移
住
地
へ
再
転
住
。
日
伯
協
会
会
長

を
務
め
た
後
、
七
〇
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
長
と
な
る
が
、
一
九
九
八
年
十
一

月
、
病
気
の
た
め
逝
去
。



■
技
術
、
花
嫁
、
近
親
呼
び
寄
せ
移
住
、
開
発
青
年
の
動
静
―
■

梅
津
あ
や
子

一
、
ア
マ
ゾ
ン
地
域
へ
の
技
術
移
住
者
の
動
静

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
共
和
国
へ
の
技
術
移
住
者
は
、一
九
五

三
年
に
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
州
の
ガ
ス
パ
リ
ア
ン
紡
績
工
場
へ
十
六
名
の
技

術
移
住
者
が
移
住
し
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
の
後
、
一
九
八
一
年
九
月
ブ
ラ
ジ
ル

政
府
の
移
住
政
策
の
変
更
に
よ
り
、政
府
間
レ
ベ
ル
で
の
技
術
移
住
は
一
旦
中
止

し
た
。

そ
の
後
、
一
九
八
五
年
、
再
度
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
の
移
住
政
策
の
変
更
に
よ
り
、

ブ
ラ
ジ
ル
在
住
日
本
人
工
業
技
術
移
住
者
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
い
る「
工
業
移

住
者
協
会
」が
技
術
移
住
者
導
入
業
務
の
代
行
機
関
と
し
て
伯
国
政
府
よ
り
認
め

ら
れ
て
再
開
し
、細
々
な
が
ら
も
工
業
移
住
者
の
ル
ー
ト
は
つ
な
が
っ
て
今
日
に

至
り
、
二
千
人
以
上
の
技
術
移
住
者
が
政
府
間
レ
ベ
ル
の
政
策
移
住
者
と
し
て
、

戦
後
伯
国
へ
移
住
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
九
年
十
月
二
十
日
付
け
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
に
よ
れ
ば
、一
九
六
一
年
に

工
業
技
術
移
住
が
始
ま
っ
て
か
ら
三
十
八
年
間
の
工
業
技
術
移
住
者
の
数
は
千
六

百
人
を
数
え
る
と
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
数
を
採
る
に
し
て
も
、
伯
国
へ
の
工
業
技

術
移
住
者
の
数
は
農
業
技
術
移
住
者
に
比
較
し
て
微
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

現
在
ま
で
の
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
へ
の
直
接
の
工
業
技
術
移
住
者
は
一
九
七
七
年

六
月
十
日
に
セ
レ
ー
ジ
ャ
・
エ
レ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
の
呼
び
寄
せ
で
消
防
設
備
士
と



し
て
移
住
し
た
橋
本
捷
治
氏
、
一
九
八
二
年
に
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
株
式
会
社
へ
就
職

し
た
石
井
雄
二
氏
の
二
人
だ
け
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

・
伯
国
へ
の
形
態
別
日
系
移
住
者
の
推
移

年
度

農
業

技
術

商
業
他

指
名
呼
寄
せ

1952

～1959
16

，191
251

44
14

，124

1960

～1969
8

，309
1

，365
41

8

，406

1970

～1979
1

，564
1

，377
41

628

1980
67

58
7

56

1981
80

32
4

45

1982
13

16
0

32

1983
58

5
0

21

1984
44

0
1

15

1985
19

0
4

22

1986
31

0
0

20

1987
23

0
0

17

1988
25

1
0

0

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
の
工
業
技
術
移
住
者
は
、最
初
か
ら
ア
マ
ゾ
ン
を
目
指
し
た
の
で

は
な
く
、
移
住
の
段
階
で
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
内
に
あ
る
企
業
へ
の
技
術
移
住
と

い
う
形
で
伯
国
へ
入
り
、
人
生
の
プ
ラ
ン
を
自
ら
変
更
、
も
し
く
は
勤
務
し
て
い

た
会
社
内
で
の
転
勤
に
よ
っ
て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
へ
た
ど
り
着
い
た
と
い
う
者
が
ほ



と
ん
ど
で
あ
っ
た
。従
っ
て
一
九
七
七
年
六
月
十
日
に
直
接
マ
ナ
オ
ス
へ
入
っ
た

橋
本
氏
以
前
か
ら
数
人
の
技
術
移
住
者
が
マ
ナ
オ
ス
市
に
居
住
し
て
い
た
の
で
あ

る
。

一
九
五
七
年
マ
ナ
オ
ス
市
は
ア
マ
ゾ
ン
開
発
の
た
め
自
由
貿
易
港
と
し
て
法
制
化

さ
れ
、
工
業
団
地
造
成
が
ス
タ
ー
ト
し
、
日
本
の
優
良
企
業
が
進
出
し
操
業
を
始

め
た
。
一
九
八
二
年
マ
ナ
オ
ス
市
に
於
い
て
、
工
業
技
術
移
住
者
の
親
睦
団
体

「
な
か
ま
」の
会
―
マ
ナ
オ
ス
支
部
―
が
山
下
明
会
長
体
制
で
発
足
し
た
当
時
は
、

会
員
数
二
十
三
名
を
数
え
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
一
九
九
一
年
の
コ
ロ
ー
ル

大
統
領
政
権
の
汚
職
リ
コ
ー
ル
に
よ
る
経
済
界
の
大
不
況
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ



れ
た
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
旋
風
で
、転
勤
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
か
ら
移
り
住
ん
で
い
た
が

失
業
し
、
や
む
お
え
ず
マ
ナ
オ
ス
を
あ
と
に
し
た
技
術
移
住
者
や
、
企
業
内
で
の

転
勤
で
、
数
年
マ
ナ
オ
ス
に
居
住
し
、
再
転
勤
で
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
引
き
上
げ
た
技

術
移
住
者
が
数
名
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

マ
ナ
オ
ス
在
住
の
技
術
移
住
者
の
大
部
分
が
移
住
後
、
独
立
、
ま
た
は
勤
務
し

て
い
た
会
社
以
外
の
所
か
ら
の
引
き
抜
き
や
、
自
己
の
意
志
、
社
会
的
状
況
の
変

化
に
よ
り
、
数
回
転
職
を
経
験
し
て
い
る
が
、
石
井
氏
の
場
合
、
唯
一
転
職
経
験

を
持
た
な
い
技
術
移
住
者
で
、
八
十
二
年
に
移
住
し
て
以
来
、
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社

で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
、日
本
在
住
時
と
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ
ー
ン
の
日
常
生
活
を

送
っ
て
お
り
、起
伏
の
少
な
い
人
生
を
過
ご
し
て
い
る
の
は
例
外
中
の
例
外
で
あ

る
。

一
九
六
八
年
か
ら
七
三
年
に
か
け
て
、国
内
総
生
産
指
数
の
上
昇
率
が
十
一
パ
ー

セ
ン
ト
、
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
奇
跡
と
言
わ
れ
た
時
期
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
も
第
三
期

興
隆
期
を
迎
え
た
が
、
そ
の
黄
金
時
代
、
あ
る
一
時
期
長
期
出
張
な
ど
で
、
半
年

以
上
一
年
以
内
マ
ナ
オ
ス
市
に
継
続
し
て
滞
在
し
、
現
在
は
他
州
に
居
住
し
た

り
、
日
本
へ
引
き
揚
げ
て
し
ま
っ
た
技
術
移
住
者
を
含
め
て
も
、
戦
後
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
に
居
住
し
た
技
術
移
住
者
は
三
十
人
程
度
で
、現
在
も
マ
ナ
オ
ス
市
に
居
住

し
て
い
る
の
は
六
人
に
す
ぎ
な
い
。



・
マ
ナ
オ
ス
在
住
工
業
技
術
移
住
者
名
簿
（1998

年11

月
現
在
）

・
山
下
明
氏
の
場
合

マ
ナ
オ
ス
に
現
住
す
る
技
術
移
住
者
の
中
で
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
限
り
の
、

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
へ
最
初
に
居
住
し
た
、
山
下
明
氏
の
場
合
を
と
り
あ
げ
て
見
る



と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
三
九
年
七
月
五
日

神
奈
川
県
横
浜
市
生
ま
れ

一
九
六
三
年
五
月
十
四
日

さ
く
ら
丸
に
て
渡
伯

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
セ
ル
マ
ー
ル
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
系
の
会
社
の
呼
び
寄
せ
だ
が
、

実
際
は
リ
オ
の
ベ
ロ
ル
メ
造
船
会
社
へ
入
社
し
た
。

一
九
五
九
年
自
分
の
志
望
す
る
大
学
の
受
験
に
失
敗
し
た
山
下
さ
ん
は
、横
浜
市

神
奈
川
区
の
実
家
を
出
て
寺
に
下
宿
し
、
大
学
受
験
浪
人
生
活
を
始
め
た
。

（
以
下
、
本
人
談
）

本
来
自
分
ら
し
く
生
き
る
と
は
、人
間
ら
し
く
生
き
る
と
は
と
模
索
し
続
け
て

い
た
の
だ
が
、
下
宿
先
の
、
寺
の
住
職
の
影
響
で
、
大
学
に
入
学
し
て
も
ど
う
も

そ
の
答
え
は
見
つ
か
り
そ
う
に
な
い
、い
っ
そ
大
学
受
験
な
ど
や
め
よ
う
と
決
意

す
る
に
至
っ
た
。
実
家
か
ら
の
、「
家
に
戻
っ
て
家
業
で
あ
る
鉄
工
会
社
経
営
を

手
伝
え
」
と
言
う
の
を
退
け
、
さ
ら
に
下
宿
先
の
寺
を
出
て
、
そ
れ
か
ら
四
、
五

年
間
正
規
の
就
職
は
せ
ず
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
食
い
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
と
日
本
各
地
を
、
い
わ
ゆ
る
放
浪
の
旅
を
続
け
た
。
そ
の
間
様
々
な
人
と

の
出
会
い
を
か
さ
ね
、六
十
年
代
当
時
最
盛
期
だ
っ
た
学
生
運
動
の
青
同
盟
の
闘

志
と
知
り
合
っ
た
り
、宗
教
団
体
の
創
価
学
会
の
青
年
部
の
人
と
知
り
合
っ
た
り

し
た
が
、
納
得
の
い
く
答
え
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
な
く
、
自
分
が
日
本
の
社
会
機

構
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
生
き
て
い
く
の
に
適
さ
な
い
人
間
で
あ
る
と
い
う
思
い

は
ま
す
ま
す
募
っ
て
い
っ
た
。

自
分
ら
し
く
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、ど
こ
か
ら
ど
う
手
を
つ
け
た
ら

よ
い
も
の
か
、ど
う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
考
え
続
け
て
い
た
一
九
六
三
年
の
初
頭

の
あ
る
日
、山
手
線
の
電
車
に
乗
っ
て
ぼ
ん
や
り
と
車
内
の
吊
り
広
告
を
見
て
い



た
ら
、当
時
の
海
外
移
住
事
業
団
が
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
技
術
移
住
者
を
募
集
し
て
い

る
公
告
が
目
に
と
ま
っ
た
の
で
、
そ
の
ま
ま
新
宿
で
山
手
線
を
下
車
し
、
移
住
事

業
団
の
事
務
所
を
訪
ね
た
。四
月
に
出
発
す
る
船
の
人
員
を
募
集
し
て
い
る
の
で

申
込
書
を
出
す
よ
う
指
導
さ
れ
、
申
込
書
を
書
い
て
出
す
と
、
す
ん
な
り
渡
伯
が

決
ま
っ
た
。

三
月
末
に
横
浜
の
移
住
セ
ン
タ
ー
に
入
り
、秦
野
の
職
業
訓
練
校
に
二
日
間
の

み
行
っ
た
だ
け
で
、
一
九
六
三
年
四
月
二
日
に
日
本
を
出
発
し
、
五
月
十
四
日
に

サ
ン
ト
ス
港
に
到
着
し
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
到
着
後
、
呼
び
寄
せ
て
く
れ
た
セ
ル
マ
ー

ル
社
に
は
自
分
に
適
し
た
職
種
が
な
い
こ
と
が
分
か
り
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
に
あ
る
ベ
ロ
ル
メ
造
船
会
社
に
就
職
し
、
そ
こ
で
足
か
け
五
年
を
過
ご
し
た
。

ベ
ロ
ル
メ
社
在
社
中
は
、
給
料
が
い
い
上
、
様
々
な
特
典
が
あ
り
、
家
賃
は
当
時

の
水
準
で
言
っ
て
も
破
格
と
言
え
る
ほ
ど
安
く
、生
活
に
あ
ま
り
お
金
が
か
か
ら

な
か
っ
た
た
め
、
か
な
り
の
額
の
貯
金
を
貯
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
金
銭
的
に
は

恵
ま
れ
た
生
活
で
あ
っ
た
が
、精
神
的
に
は
ぬ
る
ま
湯
に
つ
か
っ
て
い
る
よ
う
で

一
抹
の
満
た
さ
れ
な
い
物
が
あ
っ
た
。

そ
ん
な
五
年
目
の
あ
る
日
、ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
て
共
同
経
営
で
会
社
を
設
立
し
な

い
か
と
の
話
が
あ
り
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
移
り
住
ん
だ
が
、種
々
の
事
情
で
会
社
設
立

が
実
現
せ
ず
、
ベ
ロ
ル
メ
社
在
社
中
に
貯
め
た
資
金
も
底
を
つ
き
、
か
と
言
っ
て

妻
は
日
系
二
世
、
二
人
の
息
子
は
全
く
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
し
て
育
て
て
い
た
の

で
、
家
族
の
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
日
本
に
引
き
揚
げ
る
訳
に
も
い
か
ず
、
食

べ
る
に
も
事
欠
く
ほ
ど
困
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、当
時
の
あ
る
国
会
議
員
の
紹
介
で

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
あ
る
シ
デ
ラ
マ
社
宛
の
紹
介
状
を
携
え
、一
九
六
九
年
六
月
家

族
を
ブ
ラ
ジ
リ
ア
に
残
し
、
一
人
で
マ
ナ
オ
ス
に
向
け
て
出
発
し
た
。
マ
ナ
オ
ス



に
着
く
ま
で
の
船
中
で
、リ
オ
に
い
た
と
き
の
同
僚
が
マ
ナ
オ
ス
に
て
造
船
所
を

や
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、自
分
は
マ
ナ
オ
ス
に
仕
事
を
探
し
に
行
く
途
中

で
あ
る
こ
と
を
話
し
た
ら
、
マ
ナ
オ
ス
下
船
後
す
ぐ
に
、
そ
の
人
が
や
っ
て
い
る

エ
ス
タ
ナ
ベ
造
船
会
社
か
ら
迎
え
の
車
が
来
て
、
担
当
者
の
「
い
つ
か
ら
仕
事
を

す
る
か
」
と
言
う
一
言
で
入
社
が
決
ま
り
、
そ
の
後
一
九
七
二
年
に
ペ
ト
ロ
・
ブ

ラ
ス
社
が
エ
ス
タ
ナ
ベ
社
を
買
収
す
る
ま
で
勤
務
し
た
。

一
九
七
三
年
四
月
二
十
五
日
に
イ
ン
コ
ト
ー
キ
ョ
ー
鉄
工
作
会
社
を
設
立
し
経
営

し
て
い
た
が
、
一
九
九
五
年
二
月
に
ア
ン
ド
レ
、
リ
カ
ル
ド
の
二
人
の
息
子
に
イ

ン
コ
ト
ー
キ
ョ
ー
の
経
営
を
任
せ
、
妻
セ
リ
ー
ナ
和
子
の
希
望
も
あ
っ
て
、
よ
り

人
間
ら
し
い
人
生
、
自
分
ら
し
い
人
生
を
求
め
続
け
て
リ
オ
・
プ
レ
ッ
ト
・
ダ
・

エ
ヴ
ア
郡
に
耕
地
を
購
入
し
、
現
在
妻
セ
リ
ー
ナ
和
子
と
共
に
、
日
本
に
い
た
ら

決
し
て
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
、本
物
の
大
自
然
に
親
し
む
人
生

を
送
っ
て
い
る
。（
一
九
九
八
年
九
月
）

・
か
つ
て
一
年
以
上
マ
ナ
オ
ス
に
居
住
し
た
こ
と
の
あ
る
技
術
移
住
者
名
簿

（
期
間
が
短
か
す
ぎ
、
調
査
が
不
十
分
で
あ
る
が
、
判
明
し
た
限
り
を
記
載
）

氏

名

備

考

倉
石
典
明

メ
タ
ル
フ
ィ
ー
ノ
に
勤
務
し
て
い
た
が
日
本
へ
転
勤
。

五
木
田
尊
久

一
九
六
九
年
十
月
渡
伯
。
一
九
八
四
～
九
一
年
ま
で
ヤ
マ

ハ
・
モ
ト
ー
ル
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
社
在
勤
中
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
企
業
内
転
勤

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
。
現
在
ヤ
マ
ハ
・
モ
ト
ー
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
社
勤
務
。

財
津

久

一
九
七
〇
年
四
月
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
で
渡
伯
。一
九
八
四
、



三
、
三
十
～
一
九
九
四
、
三
、
三
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
移
転
。
自

営
業
。

野
原
三
郎

一
九
六
九
年
六
月
渡
伯
。八
十
五
年
～
八
十
八
年
の
間
ヤ
マ

ハ
・
モ
ト
ー
ル
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
社
在
勤
中
、
マ
ナ
オ
ス
居
住
。
企
業
内
転
勤

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
。
現
在
ヤ
マ
ハ
・
モ
ト
ー
ル
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
社
勤
務
。

堀
川
正
雄

一
九
六
八
年
モ
ト
ラ
ジ
オ
。一
九
八
五
年
～
一
九
八
八
年
日

伯
勤
務
。
一
九
八
八
年
リ
オ
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
居
後
、
日
本
へ
帰
国
。

後
藤

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
経
営
、
一
九
八
〇

年
代
中
期
頃
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
そ
の
後
日
本
へ
帰
国
、
現
在
別
府
在
住
。

野
田
宗
弘

一
九
八
〇
年
代
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
塗
装
工
。
ホ
ン
ダ
を
退
職

し
九
〇
年
ヤ
マ
ハ
に
入
社
、
九
一
年
退
職
後
、
九
三
年
頃
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
行

き
、
現
在
も
日
本
在
住
。

小
松
た
け
し

一
九
八
八
年
か
ら
ヤ
マ
ハ
・
モ
ト
ー
ル
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア

勤
務
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
九
十
一
年
サ
ン
パ
ウ
ロ
移
転
、
そ
の
後
ヤ
マ
ハ
を
退
職

し
て
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
、
現
在
も
日
本
在
住
。

石
森

勉

さ
く
ら
丸
。
山
下
明
氏
と
同
船
者
、
近
況
不
明
。

坂
野
義
信

ホ
ビ
エ
ル
大
和
創
立
当
時
マ
ナ
オ
ス
在
住
。
ホ
ビ
エ
ル
大
和
社

は
一
九
九
八
年
年
末
頃
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
撤
退
。

高
瀬
屋
利
充

ホ
ビ
エ
ル
大
和
創
立
当
時
マ
ナ
オ
ス
在
住
。ボ
ビ
エ
ル
大
和
社
は

一
九
九
八
年
年
末
頃
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
撤
退
。
日
本
へ
帰
国
。



二
、
高
拓
生
関
係
花
嫁
呼
び
寄
せ

花
嫁
リ
ス
ト
を
列
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

高
拓
生
氏
名

花
嫁
氏
名

備
考

越
智

栄

恒
子

一
九
八
一
年
死
亡
。

佐
藤
行
夫

ま
す
よ

南

政

富
子

野
村

弘

和
枝

山
口

論

敏
子

一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
三
月
三
十
日
。
一
九

三
四
年
、
ぶ
え
の
す
あ
い
れ
す
丸
。

新
保
宗
雄

む
つ
え

土
師
郁
郎

美
恵

畑
原

穣

起
予
子

小
野
三
郎

保
代

森

進
一
郎

キ
ヌ
子

伊
原
只
郎

清
子

安
井
宇
宙

信
子

三
、
高
拓
生
以
外
の
花
嫁
呼
び
寄
せ
移
住
者

花
嫁
移
住
者
の
中
で
も
、呼
び
寄
せ
者
が
農
業
移
住
者
の
場
合
は
氏
名
を
列
記
す

る
に
と
ど
め
る
。



・
花
嫁
呼
び
寄
せ
移
住
者
リ
ス
ト

花
嫁
氏
名

呼
寄
者
氏
名

備
考

三
輪
文
子

三
輪

勇

吉
留
正
子

吉
留
憲
政

マ
ナ
オ
ス
在
住
、
旧
姓
山
崎
。

為
沢
佳
子

為
沢
義
美

旧
姓
斉
藤
、
日
本
へ
帰
国
。

岡
田
す
み
こ

薬
師
寺
光
雄

一
九
五
九
～
六
〇
年
頃
渡
伯
、
後
に
岡

田
秀
臣
と
結
婚
。

中
ノ
目
た
い

中
ノ
目
正
明

一
九
六
〇
年
渡
伯
。
ウ
ル
カ
ラ
で
牧
場

経
営
。

三
木
久
子

三
木
祥
弘

一
九
六
一
年
七
月
九
日
あ
め
り
か
丸
。ロ

ラ
イ
マ
州
タ
イ
ア
ー
ノ
移
住
地
入
植
。
現
在
は
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移

住
地
在
住
。

渋
谷
リ
イ
子

渋
谷

奨

一
九
六
二
年
九
月
渡
伯
、カ
シ
ョ
エ
イ

ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
在
住
。

丸
山
つ
ね

種
子
田
秀
雄

一
九
四
一
年
生
、
拓
大
卒
、
一
九
七
〇
年

五
月
さ
く
ら
丸
で
サ
ン
ト
ス
着
。
丸
山
芳
次
と
結
婚
。
ウ
リ
ク
リ
ツ
ー
バ
で
牧
場

経
営
。

橋
本
美
代
子

橋
本
捷
治

一
九
五
二
年
四
月
二
十
八
日
生
、一
九
八
一
年
十

一
月
一
日
渡
伯
。

木
場
孝
子

木
場
孝
一

一
九
八
二
年
十
二
月
十
九
日
渡
伯
、マ
ナ
オ
ス
市

内
在
住
。
小
南
み
よ
先
生
の
主
宰
す
る
海
外
女
子
研
修
セ
ン
タ
ー
出
身
者
。

川
島
悦
子

川
島
博
友

一
九
八
八
年
渡
伯
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
在
住
。

小
南
み
よ
先
生
の
主
宰
す
る
海
外
女
子
研
修
セ
ン
タ
ー
出
身
者
。



・
橋
本
捷
治
氏
夫
人
美
代
子
さ
ん
の
場
合

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
現
住
す
る
技
術
移
住
者
が
呼
び
寄
せ
た
、唯
一
の
花
嫁
移
住

者
で
あ
る
。

一
九
五
三
年
四
月
二
十
八
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
生
ま
れ

一
九
八
一
年
十
一
月
一
日

飛
行
機
に
て
渡
伯
。

御
主
人
の
橋
本
捷
治
氏
は
、
移
住
以
前
に
南
米
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
、
特
に
ア
マ
ゾ

ン
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
昆
虫
採
集
を
し
、子
供
の
頃
か
ら
夢
見
て
い
た
ア
マ
ゾ
ン
の

動
物
昆
虫
博
物
館
建
設
実
現
の
た
め
に
、
移
住
を
志
し
た
人
で
あ
る
。
移
住
名
目

は
技
術
移
住
で
あ
る
。

橋
本
捷
治
氏
は
、
一
九
四
五
年
四
月
三
日
群
馬
県
太
田
市
で
生
ま
れ
た
。

小
学
生
の
頃
切
手
収
集
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
お
父
さ
ん
宛
に
来
た

葉
書
に
は
ら
れ
て
い
た
、
切
手
の
動
物
や
花
を
見
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
来
る
夢
を
抱

い
た
。
一
九
七
〇
年
十
月
二
十
九
日
あ
る
ぜ
ん
ち
な
丸
で
初
渡
航
、
十
二
月
十
八

日
ラ
プ
ラ
タ
川
河
口
の
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
最
大
の
港
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
入
港

上
陸
、そ
こ
か
ら
バ
ス
で
ア
ン
デ
ス
山
脈
を
越
え
て
各
地
で
昆
虫
採
集
を
し
な
が

ら
、
一
年
後
の
一
九
七
一
年
暮
れ
サ
ン
パ
ウ
ロ
着
、
バ
ス
で
ベ
レ
ー
ン
を
経
マ
ナ

オ
ス
に
入
っ
た
。
南
米
の
旅
は
四
万
キ
ロ
、
地
球
を
一
周
す
る
位
の
距
離
に
及
ん

だ
。
一
九
七
二
年
六
月
に
一
旦
帰
国
し
、
一
九
七
五
年
再
渡
伯
し
、
マ
ナ
オ
ス
を

拠
点
に
し
て
、
動
、
植
物
、
昆
虫
採
集
活
動
を
続
け
た
。
一
九
七
七
年
六
月
十
日

に
移
住
し
、
永
住
権
取
得
、
一
九
八
五
年
博
物
館
建
設
に
着
手
、
一
九
八
八
年
に

完
成
す
る
ま
で
に
数
回
、
博
物
館
建
設
資
金
調
達
の
た
め
日
本
に
帰
国
、
あ
る
帰



国
の
折
り
お
互
い
の
友
人
同
士
か
ら
紹
介
さ
れ
て
、宇
都
宮
出
身
の
美
代
子
さ
ん

と
知
り
合
い
、
一
九
八
一
年
帰
国
し
結
婚
し
た
。

美
代
子
さ
ん
は

「
移
住
し
て
か
ら
の
苦
労
？
え
ー
と
？
」
と
考
え
る
。

も
ち
ろ
ん
苦
労
が
な
い
訳
は
な
い
が
、
農
業
移
住
者
の
花
嫁
呼
び
寄
せ
移
住
者

が
、
そ
れ
こ
そ
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
し
た
い
位
の
、
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
と
分
か

る
苦
労
を
し
て
い
る
の
と
違
い
、技
術
移
住
者
の
花
嫁
は
生
命
の
存
続
の
危
機
に

さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
苦
労
は
な
か
っ
た
。
苦
労
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日

本
に
住
ん
で
い
て
も
、
も
し
く
は
世
界
中
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
す
る
苦
労
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
、
近
親
呼
び
寄
せ
移
住
者

・
近
親
呼
び
寄
せ
移
住
者
リ
ス
ト

移
住
者
氏
名

呼
寄
者
氏
名

出
身

備
考

黒
田
長
一
郎

黒
田
重
大

福
岡

一
九
六
一
、
六
渡
航
。
一
九
六
一
、

八
、
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
入
植
。

出
口
国
義

府
内
清
太

熊
本

一
九
六
一
、
六
渡
航
。
一
九
六
一
、

八
、
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
入
植
。
一
九
六
二
十
二
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
へ
転
住
、

日
本
へ
帰
国
。

吉
田
貞
雄

武
野
辰
次

青
森

一
九
六
三
、
九
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
入
植
。

飯
盛
信
幸

飯
盛

明

長
崎

一
九
六
一
、
八
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
転
出
。



陣
川
義
治

飯
盛

明

長
崎

一
九
六
一
、
八
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
、
マ
ウ
エ
ス
へ
転
住
。

貞
弘
貞
男

錦
戸
理
平

石
川

一
九
六
〇
、
九
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
、
マ
ナ
オ
ス
市
在
住
。

慶
子

英
子

西
脇
竜
男

坂
本
善
太
郎

青
森

一
九
六
二
、
十
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
。

坂
本
忠
光

坂
本
善
太
郎

青
森

一
九
六
二
、
八
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
、
交
通
事
故
死
。

山
形

稔

佐
藤
義
一

青
森

一
九
六
〇
、
三
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
入
植
。

桃
井
勇
一

桃
井
喚
一

石
川

一
九
六
一
、
十
二
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ

オ
・
サ
ー
レ
ス
入
植
、
後
リ
オ
・
グ
ラ
ン
デ
・
ド
・
ス
ー
ル
へ
転
出
。
藤
井
史
郎

辻
田
熊
市

奈
良

一
九
五
三
年
九
月
二
日
着
。あ
め
り
か
丸
に
て
マ
ナ

オ
ス
着
。

辻
田
富
美
子

辻
田
熊
市

奈
良

一
九
五
三
年
九
月
二
日
着
。あ
め
り
か
丸

に
て
マ
ナ
オ
ス
着
。
ベ
レ
ー
ン
着
は
八
月
十
五
日
頃
。

茂
子

富
巳
男

三
千
子



・
近
親
呼
び
寄
せ
辻
田
三
千
子
さ
ん
の
場
合

辻
田
三
千
子
さ
ん
は
、
一
九
四
三
年
十
二
月
二
十
二
日
朝
鮮
、
釜
山
で
生
ま
れ

た
。
一
九
四
四
年
八
月
こ
ろ
、
辻
田
さ
ん
が
一
歳
に
な
ら
な
い
う
ち
に
第
二
次
世

界
大
戦
の
影
響
で
、
一
家
で
日
本
へ
引
き
揚
げ
た
が
、
当
時
の
日
本
は
戦
争
混
乱

の
時
代
で
、
国
内
で
生
活
し
て
い
た
者
に
と
っ
て
は
も
ち
ろ
ん
、
引
揚
者
に
と
っ

て
も
非
常
に
厳
し
い
生
活
環
境
で
あ
っ
た
。

七
人
家
族
の
辻
田
家
は
、こ
の
厳
し
い
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
伯
国
へ
の
移
住

を
計
画
、
お
父
さ
ん
の
熊
市
さ
ん
と
上
の
男
の
子
一
人
、
女
の
子
一
人
は
、
戦
後

の
第
一
次
移
民
船
で
ジ
ュ
ッ
タ
移
民
と
し
て
移
住
し
た
。

な
ぜ
お
父
さ
ん
と
上
の
男
の
子
一
人
、女
の
子
一
人
だ
け
が
先
に
移
住
し
た
の

か
は
、移
住
当
時
九
歳
と
小
さ
か
っ
た
三
千
子
さ
ん
以
外
の
家
族
が
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
今
と
な
っ
て
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
辻
田
家
の
事
情
で
は
な
く
、

こ
の
と
き
の
同
船
者
の
家
族
構
成
を
見
て
み
る
と
、ど
う
も
当
時
の
ジ
ュ
ッ
タ
移

住
基
準
が
、家
長
と
二
人
の
労
働
能
力
を
持
つ
者
と
い
う
基
準
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
わ
れ
る
。
お
母
さ
ん
と
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
、
当
時
九
歳
の
三
千
子
さ
ん
の

四
人
は
一
九
五
三
年
九
月
二
日
に
、お
父
さ
ん
熊
市
さ
ん
の
呼
び
寄
せ
移
民
と
し

て
到
着
し
、
お
父
さ
ん
の
待
つ
イ
タ
ピ
ラ
ン
ガ
郡
に
入
植
し
た
。

十
五
歳
頃
イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ
郡
の
リ
オ
・
ウ
ル
ブ
へ
家
族
で
移
転
し
十
七
歳
ま

で
そ
こ
で
過
ご
し
た
。
十
七
歳
の
と
き
、
ペ
ト
ロ
・
ブ
ラ
ス
の
技
師
と
し
て
赴
任

し
て
き
た
ド
イ
ツ
系
の
オ
ラ
フ
氏
と
巡
り
合
い
結
婚
し
、ベ
レ
ー
ン
市
に
足
か
け

六
年
居
住
し
た
。

一
九
六
六
年
初
頭
、二
十
二
歳
の
と
き
長
男
出
産
の
た
め
大
事
を
と
っ
て
早
め
に



里
帰
り
、
飛
行
機
で
の
旅
行
で
あ
っ
た
が
、
旅
行
の
無
理
が
た
た
っ
た
の
か
マ
ラ

リ
ヤ
に
か
か
り
体
調
を
く
ず
し
て
し
ま
い
、
四
月
四
日
、
七
ケ
月
の
早
産
で
長
男

の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
さ
ん
を
出
産
し
た
。

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
産
婦
の
枕
元
で
ラ
ン
プ
の
灯
り
を
頼
り
に
、婦
人
雑

誌
を
読
み
研
究
し
な
が
ら
孫
の
へ
そ
の
緒
を
切
っ
た
。
新
生
児
は
未
熟
児
の
た

め
、
自
分
の
体
温
を
保
つ
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
リ
ッ
ト
ル
瓶
に
お
湯
を

入
れ
湯
た
ん
ぽ
代
わ
り
に
し
た
が
、子
ど
も
の
ほ
う
が
リ
ッ
ト
ル
瓶
よ
り
小
さ
く

み
え
た
そ
う
で
あ
る
。

長
男
出
産
の
そ
の
年
一
九
六
六
年
十
二
月
二
十
五
日
、
御
主
人
の
オ
ラ
フ
氏

は
、
出
張
先
の
ペ
ル
ー
か
ら
の
帰
途
、
乗
っ
て
い
た
ア
ビ
ア
ン
カ
航
空
会
社
の
飛

行
機
が
ア
ン
デ
ス
山
中
に
墜
落
し
、
そ
の
事
故
で
死
亡
し
た
。

実
家
に
帰
り
移
住
地
で
の
生
活
が
始
ま
っ
た
が
、
こ
の
間
お
父
さ
ん
、
お
兄
さ

ん
、
お
姉
さ
ん
と
次
々
と
肉
親
を
亡
く
し
、
家
計
の
支
え
手
と
な
る
。

六
十
九
年
七
月
、
息
子
さ
ん
が
三
歳
の
と
き
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス

移
住
地
の
農
業
協
同
組
合
に
事
務
員
と
し
て
就
職
の
た
め
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・

サ
ー
レ
ス
移
住
地
に
転
居
し
、七
十
五
年
初
頭
ま
で
約
五
年
半
農
協
に
事
務
員
と

し
て
勤
務
し
た
。

七
十
五
年
二
月
、
息
子
さ
ん
の
教
育
の
こ
と
を
考
え
、
移
住
地
を
あ
と
に
す
る

決
心
を
す
る
。
二
月
に
日
系
企
業
の
サ
ン
ヨ
ー
社
に
採
用
さ
れ
、
マ
ナ
オ
ス
市
内

へ
転
居
し
た
。
お
母
さ
ん
と
長
男
の
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
の
死
後
引

き
取
っ
て
育
て
て
い
た
遺
児
が
お
嫁
に
行
く
ま
で
四
人
家
族
の
生
活
が
続
い
た
。

サ
ン
ヨ
ー
社
勤
務
時
代
、
一
九
七
九
年
七
月
二
十
二
日
に
、
赴
任
し
て
い
た
社

長
の
夫
人
が
到
着
し
た
歓
迎
会
の
た
め
社
員
三
十
人
位
で
ア
マ
ゾ
ン
ク
ル
ー
ズ
に



出
掛
け
、
船
は
新
し
か
っ
た
の
だ
が
、
モ
ー
タ
ー
を
回
転
さ
せ
た
あ
と
船
外
へ
水

を
出
す
た
め
の
装
置
が
作
動
し
て
い
な
っ
か
た
の
で
、ト
ロ
ピ
カ
ル
ホ
テ
ル
沖
で

浸
水
沈
没
し
て
し
ま
っ
た
。

当
時
は
船
に
無
線
が
あ
る
わ
け
も
な
く
、駐
在
員
の
柳
原
氏
と
二
人
で
救
助
を
求

め
て
夕
方
四
時
頃
か
ら
泳
ぎ
は
じ
め
、夜
中
の
十
二
時
頃
サ
ン
ジ
ョ
ル
ジ
に
あ
る

沿
岸
警
備
隊
の
基
地
の
あ
る
砂
浜
に
泳
ぎ
着
き
、軍
隊
の
人
た
ち
に
助
け
あ
げ
ら

れ
た
。
そ
の
頃
、
河
に
残
さ
れ
た
人
達
が
バ
ナ
ナ
の
輸
送
船
に
救
助
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
ト
ロ
ピ
カ
ル
ホ
テ
ル
に
連
れ
て
い
か
れ
て
初
め
て
知
っ
た
そ
う
で
あ
る
。

サ
ン
ヨ
ー
社
に
は
九
四
年
八
月
ま
で
足
か
け
二
十
年
間
勤
め
て
退
職
し
、九
五
年

当
時
、日
伯
協
会
が
建
設
中
で
あ
っ
た
老
人
ホ
ー
ム
に
老
人
ケ
ア
の
職
員
が
必
要

と
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
九
五
年
六
月
に
日
伯
協
会
に
採
用
さ
れ
、
九
五
年
九
月

か
ら
十
一
月
ま
で
三
ケ
月
間
日
本
へJICA

の
日
系
人
移
住
者
技
術
研
修
制
度
で

研
修
に
行
き
、
日
伯
協
会
の
職
員
と
し
て
今
日
に
至
る
。

五
、
開
発
青
年
（
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

開
発
青
年
制
度
は
日
伯
間
の
移
住
政
策
の
変
化
に
よ
り
、一
九
八
六
年
に
体
験

移
住
の
目
的
で
誕
生
し
た
も
の
で
あ
り
、一
九
九
七
年
に
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
名
称
変
更
し
、
目
的
も
移
住
の
下
見
、
実
体
験
的
な
も
の
か
ら
日
系
社

会
の
発
展
の
援
護
に
切
り
替
わ
り
、期
間
も
従
来
の
三
年
間
か
ら
二
年
間
へ
と
短

縮
し
、
農
業
で
も
永
住
権
取
得
権
利
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

氏
名

活
動
経
歴



平
野
貞
二

一
九
八
七
年
二
月
～
一
九
九
〇
年
二
月
（
開
発
青
年
二
回
生
）。
西

部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校

日
本
語
教
師
と
し
て
三
カ
年
勤
務
。

井
田

繁

一
九
八
八
年
～
一
九
九
一
年
（
開
発
青
年
三
回
生
）。
ト
レ
ゼ
・
デ
・

セ
テ
ン
ブ
ロ
日
伯
協
会
日
本
語
学
校

日
本
語
教
師
と
し
て
三
カ
年
勤
務
。

村
瀬
る
り
子

一
九
九
〇
年
三
月
～
一
九
九
三
年
三
月
（
開
発
青
年
五
回
生
）。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
マ
ナ
オ
ス
日
伯
診
療
所
看
護
婦
と
し
て
三
カ
年
勤
務
。

中
別
府
万
里
子

一
九
九
〇
年
三
月
～
一
九
九
三
年
三
月（
開
発
青
年
五
回
生
）。

ポ
リ
ネ
ス
教
会
ま
な
み
幼
稚
園
で
幼
児
教
育
に
携
わ
り
、
三
カ
年
勤
務
。

沢
田
八
重
子

一
九
九
三
年
三
月
～
一
九
九
六
年
三
月
（
開
発
青
年
八
回
生
）。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
マ
ナ
オ
ス
目
伯
診
療
所
看
護
婦
と
し
て
三
カ
年
勤
務
。

中
野
宗
雄

一
九
九
三
年
三
月
～
一
九
九
六
年
三
月
（
開
発
青
年
八
回
生
）。ATS

ア
マ
ゾ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
に
三
カ
年
勤
務
。
帰
国
後
、
再
渡
伯
し
、
現
在

モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社
に
勤
務
。

松
村
朋
枝

一
九
九
六
年
三
月
～
一
九
九
九
年
三
月
（
開
発
青
年
十
一
回
生
）。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校
日
本
語
教
師
と
し
て
三
カ
年
勤
務
。一
九

九
七
年
五
月
よ
り
、教
師
不
在
の
た
め
一
九
八
六
年
暮
れ
か
ら
閉
校
さ
れ
て
い
た

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
自
治
会
日
本
語
学
校
を
再
興
し
、週
一
回
土
曜
日
に
出
張
授

業
を
開
始
し
、
九
十
八
年
十
月
ま
で
勤
務
し
た
。

綱
島

孝

一
九
九
七
年
三
月
～
二
〇
〇
〇
年
三
月（
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
二

回
生
）。
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
事
務
職
員
と
し
て
勤
務

中
。

中
野
敦
彦

一
九
九
九
年
四
月
二
〇
〇
一
年
四
月（
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
十
四
回

生
）。
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
事
務
職
員
と
し
て
勤
務
中
。



六
、
日
系
社
会
シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

寺
山
照
子

一
九
九
二
年
七
月
～
一
九
九
四
年
七
月
。西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会

日
本
語
専
門
家
。

西
野
義
男

一
九
九
八
年
七
月
～
二
〇
〇
〇
年
二
月
。西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会

冒
本
譜
指
導
教
師
。
病
気
の
た
め
任
期
短
縮
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

梅
津
あ
や
子
（
う
め
つ
あ
や
こ
）

一
九
四
九
年
、
岩
手
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
七
三
年
七
月
、飛
行
機
移
住
第
一
便
で
技
術
者
の
夫
と
共
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ

移
住
。
一
九
八
四
年
、
マ
ナ
オ
ス
に
転
住
し
、
一
九
九
四
年
よ
り
西
部
ア
マ
ゾ
ン

日
伯
協
会
日
本
語
学
校
講
師
と
し
て
勤
務
。
現
在
に
至
る
。



■
マ
ナ
オ
ス
に
お
け
る
日
本
語
教
育
―
■

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会

日
本
語
学
校
の
沿
革

三
木

祥
弘

・
学
校
名

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校

E
s
c
o
l
a

d
e

L
i
n
g
u
a

J
a
p
o
n
e
s
a

d
a

A
s
s
o
c
i
a
c
a
o

N
i
p
o

‐

Brasileirada
Amazonia

Ocidental

・
所
在
地

Rua
Terezina

95,Adrianopolis,Manaus,Amazonas,Brasil

Cep
69057

‐070
Tel

（092

）234

‐7185

／Fax
（092

）232

‐3694

・
沿
革
史

一
九
七
二
年
頃

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
内
に
て
個
人
的
な
日
本
語

教
育
が
日
系
子
弟
に
実
施
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
マ
ナ
オ
ス
日
伯
文
化
協
会
に

て
「
マ
ナ
オ
ス
日
語
学
級
」
と
し
て
日
本
語
教
育
が
な
さ
れ
る
。

一
九
八
〇
年

日
本
人
移
住
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
日
伯
会
館
が
建
設
さ

れ
、
日
語
学
級
は
工
事
期
間
中
一
時
休
校
と
な
る
。
同
年
八
月
、
日
伯
協
会
マ
ナ

オ
ス
支
部
の
運
営
に
よ
り
日
語
学
級
の
授
業
を
再
開
し
、非
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
子

弟
、
二
世
、
三
世
の
混
血
児
対
象
の
特
別
ク
ラ
ス
が
編
成
さ
れ
る
。
日
語
学
級
に

は
百
五
十
名
以
上
も
の
生
徒
が
在
学
す
る
盛
況
さ
で
あ
っ
た
。

一
九
八
七
年

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
マ
ナ
オ
ス
支
部
が
運
営
す
る「
マ
ナ
オ

ス
日
語
学
級
」
の
経
営
母
体
が
日
伯
協
会
に
移
管
さ
れ
る
。
国
際
交
流
基
金
の
助



成
も
あ
っ
て
教
師
研
修
や
日
本
語
学
習
成
績
優
秀
者
の
日
本
研
修
制
度
が
も
う
け

ら
れ
、
夜
間
部
に
活
気
が
わ
い
た
。

一
九
八
九
年

国
際
協
力
事
業
団
の
助
成
に
よ
り
、西
部
ア
マ
ゾ
ン
地
域
日
本
人

移
住
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
鉄
筋
煉
瓦
二
階
建
て
の
校
舎
が
完
成
し
た
。

一
九
九
四
年

一
九
九
三
年
ま
で
は
過
土
曜
日
の
み
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、本
年

よ
り
日
本
語
学
校
と
成
人
対
象
の
日
本
語
講
座
を
一
体
化
し
て
昼
夜
開
講
制
と

し
、
昼
間
部
過
二
回
（
水
、
土
曜
）、
夜
間
部
は
週
三
回
（
月
、
水
、
土
曜
）
授

業
と
し
て
現
在
に
至
る
。

・
日
本
語
教
師
の
変
遷
（
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校
）

一
九
八
〇
年

出
田
ひ
さ
え
、
丸
岡
す
み
子
、
大
場

智
子
、
野
沢
み
つ
子

一
九
八
一
年

小
茄
子
川
力
雄
、
丸
岡
す
み
子
、
大
場

智
子
、
野
沢
み
つ
子
、

為
沢

佳
子

一
九
八
二
年

小
茄
子
川
力
雄
、
丸
岡
す
み
子
、
為
沢

佳
子
、
後
藤
博
子
、
松

崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ

一
九
八
三
年

後
藤

博
子
、
丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
坂

本
満
津
子
、
山
田
芙
美
江

一
九
八
四
年

小
茄
子
川
力
雄
、
丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、

坂
本
満
津
子
、
山
田
芙
美
江
、
清
藤

慶
子

一
九
八
五
年

丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
山
田
芙
美
江
、
清

藤

慶
子
、
宮
腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
蕉
木

節
子

一
九
八
六
年

丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
山
田
芙
美
江
、
宮

腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、

蕉
木

節
子
、
藤
井

将
視



一
九
八
七
年

丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
山
田
芙
美
江
、
宮

腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
蕉
木

節
子
、
平
野

貞
二
（
開
発
青
年
）

一
九
八
八
年

丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
山
田
芙
美
江
、
宮

腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
蕉
木

節
子
、
木
幡
あ
や
子
、
鈴
木
七
末
子
、
平
野

貞
二(

開
発
青
年
）

一
九
八
九
年

丸
岡
す
み
子
、
松
崎

尚
子
、
柿
本

ソ
メ
、
山
田
芙
美
江
、
宮

腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
蕉
木

節
子
、
木
幡
あ
や
子
、
鈴
木
七
末
子
、
平
野

貞
二
（
開
発
青
年
）

一
九
九
〇
年

丸
岡
す
み
子
、
山
田
芙
美
江
、
宮
腰

陽
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
蕉

木

節
子
、
木
幡
あ
や
子
、
錦
戸

健
、
半
田
律
子
、
五
木
田
洋
子
、
野
沢
美
香

一
九
九
一
年

丸
岡
す
み
子
、
鈴
木
ナ
ナ
江
、
木
幡
あ
や
子
、
錦
戸

健
、
野
沢

美
香
、
音
成

博
子
、
三
宅

竜
子
、
舟
崎

逸
子

一
九
九
二
年

丸
岡
す
み
子
、
宮
本
ナ
ナ
江
、
木
幡
あ
や
子
、
錦
戸

健
、
野
沢

美
香
、
音
成

博
子
、
半
田

律
子
、
米
倉
美
喜
子
、
中
別
府
万
里
子
（
開
発

青
年
）

一
九
九
三
年

丸
岡
す
み
子
、
宮
本
ナ
ナ
江
、
木
幡
あ
や
子
、
錦
戸

健
、
野
沢

美
香
、
音
成

博
子
、
半
田

律
子
、
米
倉
美
喜
子

一
九
九
四
～
一
九
九
五
年

錦
戸

健
、
半
田

律
子
、
柿
本

ソ
メ
、
柿
本

充
江
、
三
木

祥
弘
、
梅
津
あ
や
子
、
小
森
田
利
恵
子
、
錦
戸
み
ど
り
、
村
田
あ

け
み
、
生
野

リ
カ
、
南

恵
子

一
九
九
六
～
一
九
九
七
年

錦
戸

健
、
半
田

律
子
、
柿
本

ソ
メ
、
柿
本

充
江
、
三
木

祥
弘
、
梅
津
あ
や
子
、
小
森
田
利
恵
子
、
錦
戸
み
ど
り
、
村
田
あ

け
み
、
沢
内

則
子
、
松
村

朋
枝
（
開
発
青
年
）



一
九
九
八
年

錦
戸

健
、
半
田

律
子
、
梅
津
あ
や
子
、
小
森
田
利
恵
子
、
沢

内

則
子
、
モ
リ

則
子
、
松
村

朋
枝
（
開
発
青
年
）、
西
野

義
男
（
日
系

社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

・
運
営
母
体

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
理
事
会

・
教
師
構
成
（
一
九
九
九
年
度
）

錦
戸

健

教
育
部
長
、
昼
、
夜
間
部
担
当

梅
津
あ
や
子

昼
、
夜
間
部
担
当

半
田
律
子

夜
間
部
担
当

小
森
田
利
恵
子

夜
間
部
担
当

モ
リ
則
子

昼
間
部
担
当

西
野
義
男

JICA

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
昼
、
夜
間
部
担
当

沢
内
則
子

昼
間
部
担
当
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
総
領
事
館
領
事
夫
人
）

・
入
学
年
齢

六
歳
～
十
五
歳
（
昼
間
部
）、
及
び
十
六
歳
以
上
成
人
ク
ラ
ス
（
夜
間
部
）

・
授
業
期
間
、
及
び
授
業
時
間

昼
間
部

二
月
初
旬
～
六
月
下
旬
、
八
月
上
旬
～
十
二
月
上
旬
。
水
曜
日
、
八
時

～
十
一
時
、
十
四
時
～
十
六
時
。
土
曜
日
、
十
四
時
～
十
七
時
。

夜
間
部

二
月
初
旬
～
六
月
下
旬
、
八
月
上
旬
～
十
二
月
上
旬
、
月
、
水
曜
日
、

十
八
時
半
～
二
十
時
。
土
曜
日

十
四
時
～
十
六
時
。



・
年
間
行
事

昼
間
部

一
月

入
学
申
込
み
受
付

二
月

前
期
始
業

五
月

母
の
日
行
事

七
月

休
暇

八
月
上
旬

後
期
始
業

九
月
頃

弁
論
大
会

十
二
月
上
旬

終
業
式

夜
間
部

一
月

入
学
申
込
み
受
付

二
月

一
学
年
期
始
業

六
月
下
旬

一
学
年
期
終
了

七
月

休
暇

七
月
下
旬

入
学
申
込
み
受
付

八
月
上
旬

新
規
及
び
二
学
年
期
始
業

九
月
頃

弁
論
大
会

十
二
月
上
旬

終
業
式

・
運
営
方
針
及
び
教
育
目
標

日
本
語
教
育
を
通
じ
て
ブ
ラ
ジ
ル
国
並
び
に
国
際
社
会
で
友
好
親
善
に
貢
献
で



き
る
有
能
な
人
材
の
育
成
と
日
本
語
能
力
の
向
上
に
努
め
る
と
共
に
、教
授
法
や

教
材
の
開
発
並
び
に
研
究
と
研
鑽
を
計
る
。

教
育
目
標
と
し
て
昼
間
部
は
進
取
、
協
調
、
強
健
と
調
和
の
と
れ
た
人
間
性
の

追
求
。
夜
間
部
は
会
話
力
の
充
実
に
よ
る
学
問
の
習
得
に
主
眼
を
置
く
。

・
教
育
環
境

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
は
マ
ナ
オ
ス
市
中
心
部
ア
ド
リ
ア
ー
ノ
ポ
リ
ス
地
区

に
所
在
し
、
周
辺
に
は
邸
宅
、
看
護
大
学
、
小
中
学
校
、
病
院
が
あ
り
教
育
環
境

と
し
て
は
恵
ま
れ
て
い
る
。

日
本
語
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
と
し
て
、西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学

校
ほ
か
、
市
内
に
は
ね
む
の
木
学
園
（
天
理
教
）、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
・
デ
・
メ
ー

ロ
小
学
校
（
日
本
語
指
導
あ
り
）、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
文
化
コ
ー
ス
（
日
系

子
弟
十
五
歳
ま
で
）
が
あ
り
、
こ
の
他
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地

自
治
会
が
経
営
す
る
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
日
本
語
学
校
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ

移
住
地
自
治
会
経
営
の
ベ
ラ
ビ
ス
タ
日
本
語
学
校
が
あ
る
。

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
日
本
語
学
校
の
沿
革

木
場

克
子

・
学
校
名
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
日
本
語
学
校

Escola
Japones

de
Efigenio

de
Sales

・
所
在
地



Associacao
Comunitaria

Nipo
Brasileira

Efigenio
de

Sales

Rodovia
Am010-km40,Manaus,AM

CEP69000

・
沿
革
史

一
九
七
五
年
十
二
月

当
時
の
青
年
団
（
木
場
逸
雄
団
長
）
が
日
本
語
学
校
設
立

一
九
七
六
年
二
月

日
本
で
教
職
を
営
ん
で
い
た
三
木
祥
弘
氏
が
初
代
教
師
と

し
て
着
任
し
、
日
本
語
教
育
が
始
ま
っ
た
。

一
九
七
八
年

教
師
不
在
の
た
め
、
一
時
休
校
。

一
九
七
九
年

こ
の
年
か
ら
、
小
学
校
教
師
木
場
克
子
先
生
が
後
任

の
日
本
語
教
師
が
見
つ
か
る
ま
で
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
学
校
再
開
。

一
九
八
一
年

学
校
の
在
籍
者
が
四
十
八
名
と
な
る
。

一
九
九
四
年
八
月

一
九
九
五
年
六
月
ま
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
日
本
語
教
師
の

寺
山
テ
ル
子
先
生
を
受
け
入
れ
る
。

・
運
営
母
体

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
自
治
会

・
教
師
構
成

木
場
克
子
一
名
で
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

・
日
本
語
学
校
生
い
立
ち
か
ら
の
変
遷
の
記
録

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
日
本
語
学
校
は
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
州
都
マ
ナ
オ

ス
市
よ
り
北
へ
走
る
州
道
一
〇
号
線
の
四
十
一
キ
ロ
地
点
を
中
心
と
す
る
、
エ

フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
に
所
在
す
る
自
治
会
館
二
階
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。当
移
住
地
は
一
九
五
八
年
十
一
月
の
第
一
次
入
植
か
ら
今
年
で
四
十
一
年



に
な
る
。
入
植
当
時
は
、
入
植
者
一
同
熱
帯
地
の
原
生
林
の
中
で
発
生
す
る
風
土

病
と
戦
い
な
が
ら
の
生
活
で
、
大
変
苦
労
し
た
。

入
植
か
ら
十
数
年
後
、
生
活
が
少
し
安
定
し
て
き
た
と
き
、
そ
の
当
時
の
青
年

た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
子
供
の
親
と
な
り
、子
供
の
教
育
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

年
齢
に
達
し
て
い
た
。ブ
ラ
ジ
ル
の
教
育
は
国
の
制
度
に
従
っ
て
運
営
さ
れ
る
の

で
心
配
は
い
ら
な
い
。
し
か
し
、
子
供
た
ち
は
二
、
三
世
で
あ
り
、
両
親
が
日
系

人
で
あ
る
な
ら
ば
身
体
上
は
立
派
な
日
本
人
で
あ
る
。い
く
ら
自
分
が
ブ
ラ
ジ
ル

生
ま
れ
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
だ
と
主
張
し
て
も
、非
日
系
人
か
ら
見
る
と
完
全
に
日
本

人
な
の
で
あ
る
。
親
た
ち
は
自
分
の
祖
国
の
文
化
を
消
滅
さ
せ
た
く
な
い
だ
ろ

う
。
従
っ
て
、
か
わ
い
い
我
が
子
で
あ
る
な
ら
ば
、
誰
し
も
自
分
の
故
郷
の
あ
る

日
本
の
文
化
を
伝
承
し
た
い
だ
ろ
う
。
エ
フ
ィ
ジ
ユ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
の
子
供
た

ち
は
日
本
語
で
育
っ
て
き
た
（
一
九
八
〇
年
代
半
ば
ま
で
）。
そ
れ
故
、
普
通
の

生
活
の
中
で
も
日
本
の
文
化
を
身
に
つ
け
さ
せ
ら
れ
る
。し
か
し
学
校
で
の
学
習

の
中
で
習
得
さ
れ
る
文
化
は
格
別
で
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
の
様
な
事
を
思
っ
た
当

時
の
青
年
団
（
木
場
逸
雄
団
長
）
の
メ
ン
バ
ー
は
、
日
本
語
学
校
設
立
を
考
え
た
。

そ
し
て
一
九
七
五
年
十
二
月
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
日
本
語
学
校
が
誕

生
し
た
。
翌
年
二
月
、
日
本
で
教
職
を
営
ん
で
い
た
三
木
祥
弘
氏
（
現
自
治
会
長
）

が
初
代
教
師
と
し
て
着
任
し
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
の
日
本
語
教
育
が

始
ま
っ
た
。日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
て
の
教
育
は
学
童
に
と
っ
て
最
適
で
あ
っ

た
が
、
氏
は
当
時
農
協
の
組
合
長
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
惜
し
く
も
二
年
後

に
退
任
し
、
後
任
と
し
て
青
年
団
の
役
員
を
し
て
い
た
堀
川
氏
が
、
そ
の
後
日
本

か
ら
当
農
協
に
実
習
生
と
し
て
来
て
い
た
江
川
青
年
が
、そ
れ
ぞ
れ
三
ケ
月
か
ら

五
ケ
月
間
担
当
し
退
任
。
そ
し
て
日
本
語
学
校
は
教
師
な
し
の
為
休
校
。
翌
年
ブ



ラ
ジ
ル
語
学
校
の
新
学
期
が
始
ま
っ
て
も
日
本
語
学
校
は
休
校
。生
徒
た
ち
は
私

が
担
当
し
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
語
市
立
小
学
校
の
生
徒
で
も
あ
り
、私
自
身
子
供
の

頃
か
ら
日
本
語
教
育
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、後
任
の
先
生
が
見
つ
か
る
ま
で
自

ら
日
本
語
教
師
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
は
幼
い
頃
か
ら
日
本
語
学
校
に
緑
が
あ
っ
た
。サ
ン
パ
ウ
ロ
に
住
ん
で
い
た

と
き
、
父
が
開
校
し
た
日
本
語
学
校
に
通
う
の
が
何
よ
り
楽
し
く
、
学
習
に
遊
び

に
一
生
懸
命
で
あ
っ
た
。
私
が
十
三
歳
に
な
っ
た
と
き
、
大
和
魂
の
持
ち
主
で

あ
っ
た
父
が
、日
本
の
教
育
を
受
け
さ
せ
な
け
れ
ば
現
地
人
同
様
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
日
本
へ
一
時
帰
国
し
、
私
た
ち
兄
弟
姉
妹
七
名
を
五
年

間
日
本
で
学
ば
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
学
業
の
み
で
な
く
人
間
的
に
も
、

日
本
人
の
考
え
方
や
、
心
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。
数
多
く
の
忘
れ
ら
れ
な
い
良

い
思
い
出
が
山
積
み
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。移
住
地
の
子
供

た
ち
も
、
日
本
語
を
通
し
て
少
し
で
も
多
く
の
幸
せ
を
つ
か
め
た
ら
、
と
思
っ
て

い
る
。

以
下
、
開
校
か
ら
こ
れ
ま
で
の
教
師
の
動
き
を
記
す
。

一
九
七
六
年
～
一
九
七
八
年

三
木
祥
弘

一
九
七
八
年

堀
川
、
江
川
（
実
習
生
）

一
九
七
九
年
～
一
九
八
七
年

木
場
克
子

一
九
八
〇
年

錦
戸
理
平
（
三
ケ
月
間
、
上
級
生
を
担
当
）

一
九
八
二
年

木
場
孝
子
（
三
ケ
月
間
、
下
級
生
を
担
当
）

一
九
八
七
年
～
一
九
九
〇
年

三
木
敏
江
（
下
級
生
を
担
当
）

一
九
九
〇
年
～
一
九
九
二
年

木
場
千
恵
美
（
下
級
生
を
担
当
）

一
九
九
一
年
～
一
九
九
四
年
三
月

室
谷
春
江
（
会
話
組
を
担
当
）



一
九
九
二
年
～
一
九
九
三
年

佐
藤
絵
利
加
（
下
級
生
を
担
当
）

一
九
九
四
年
四
月
～
一
九
九
六
年
五
月

室
谷
喜
久
江
（
会
話
組
を
担
当
）

一
九
九
四
年
八
月
～
一
九
九
五
年
六
月

寺
山
テ
ル
子
（JICA

派
遣
日
本
語
教

師
）

一
九
九
五
年
三
月
～
一
九
九
七
年
八
月

岩
本
邦
広
（
下
級
生
を
担
当
）

私
は
一
九
八
七
年
か
ら
一
九
九
六
年
三
月
ま
で
上
級
生
の
み
の
担
当
だ
っ
た

が
、
一
九
九
七
年
八
月
か
ら
再
び
私
の
み
に
な
っ
た
。
上
記
の
よ
う
に
教
師
の
異

動
が
多
い
の
は
、
教
師
が
日
本
語
学
校
の
上
級
生
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
大
学
生

で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
学
業
終
了
後
は
研
修
、
留
学
、
就
職
、
ま
た

訪
日
を
し
た
り
、研
修
後
も
再
び
学
部
の
研
究
生
と
し
て
在
籍
す
る
な
ど
日
本
語

教
師
を
専
任
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。

本
校
創
立
二
十
三
年
、
振
り
返
っ
て
見
る
と
学
習
面
、
行
動
面
、
体
育
面
等
本

当
に
多
く
の
懐
か
し
い
思
い
出
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
。当
校
は
ラ
ジ
オ
体
操
で
始
ま

り
、
国
語
の
学
習
、
唱
歌
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
で
そ
の
日
の
授
業

を
終
わ
ら
せ
て
い
た
。
時
に
は
グ
ラ
ン
ド
の
草
取
り
、
会
館
の
大
掃
除
を
し
、
小

さ
な
子
で
も
誰
一
人
不
平
を
も
ら
す
こ
と
な
く
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
た
。

そ
の
後
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
主
催
の
マ
ナ
オ
ス
弁
論
大
会
に
も
出
場
し
、

多
く
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
。最
近
で
は
全
伯
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
他
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
移

住
地
を
代
表
し
て
参
加
し
て
い
る
。

結
果
と
し
て
、
こ
の
三
つ
の
面
を
し
め
く
く
る
と
、
理
解
力
、
表
現
力
、
自
主



性
、
責
任
感
、
奉
仕
性
、
忍
耐
力
等
が
い
ろ
ん
な
催
し
物
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い

る
様
に
思
わ
れ
る
。
私
は
教
職
に
就
い
て
三
十
三
年
に
な
っ
た
。
受
け
持
ち
の
子

供
た
ち
が
育
っ
て
い
く
の
を
見
る
の
は
こ
の
上
な
く
楽
し
い
も
の
で
あ
る
。そ
の

反
面
、
教
師
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
教
え
る
こ
と
の
難
し
さ
、
教
育
と
い
う
仕
事
の

重
要
さ
を
痛
感
す
る
。最
近
は
入
学
し
て
く
る
生
徒
た
ち
の
中
で
日
本
語
の
会
話

力
の
な
い
子
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、そ
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
。

私
が
長
い
間
教
育
と
い
う
職
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、生
徒
を
か
わ
い
い

と
思
い
、
少
し
で
も
分
か
る
授
業
を
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
営
め
る
こ
と
を
目
指

し
て
夢
中
に
な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
団
体
、
及
び
父
兄
の
方
々
の
暖
か

い
支
援
の
お
陰
だ
と
心
よ
り
有
り
難
く
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

最
後
に
、
志
の
あ
る
人
に
は
、
ぜ
ひ
良
き
教
師
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
年
の
功
と
言
う
が
、
若
い
人
の
た
め
に
何
か
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕
木
場

佐
藤

克
子
・
テ
レ
ー
ザ
（
こ
ば
さ
と
う
か
つ
こ
て
れ
ー

ざ
）

一
九
四
〇
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
生
ま
れ
る
。
戦
後
、
日
本
（
青
森
県
）
に
帰
国
、

五
年
間
滞
在
の
後
、
一
九
五
八
年
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
第
一
次
移
住

者
と
し
て
入
植
。
一
九
六
六
年
三
月
、
移
住
地
の
オ
ビ
ド
ー
ル
・
サ
ン
パ
イ
オ
小

学
校
教
員
に
任
命
さ
れ
る
。
現
在
、
当
小
学
校
校
長
と
な
り
、
教
育
業
務
に
携
っ

て
い
る
。



ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
日
本
語
学
校
の
沿
革

中
村
弥
寿
平

・
学
校
名

ベ
ラ
ビ
ス
タ
日
本
語
学
校

・
所
在
地

Rodvia070
（Manoel

Urbano

）km17,Iranduba,Am.

・
沿
革
史

一
九
五
四
年
下
半
期

各
地
区
（
カ
ル
デ
ロ
ン
、
カ
カ
オ
ペ
レ
イ
ラ
、
ア
グ
ア
フ

リ
ア
、
ア
リ
ア
ウ
）
の
篤
志
家
の
自
宅
に
て
、
辻
拓
子
（
ツ
ジ
セ
キ
コ
）
氏
（
カ

ル
デ
ロ
ン
地
区
）、
出
田
ひ
さ
え
氏
（
ア
リ
ア
ウ
地
区
）
等
が
移
住
者
の
子
弟
に

日
本
語
を
教
え
て
い
た
が
、そ
の
後
耕
地
を
捨
て
て
他
の
州
へ
移
動
す
る
者
が
多

く
、
子
弟
の
数
が
急
激
に
減
少
し
何
時
の
ま
に
か
立
ち
消
え
に
な
っ
た
。

一
九
五
九
年

日
本
語
学
級
と
し
て
生
徒
を
集
め
た
の
は
、藤
田
猛
氏
の
伯
父
に

当
た
る
藤
田
勝
治
氏
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
移
住
地
を
訪
問
さ
れ
た
と
き
、藤
田
宅

の
近
所
の
児
童
を
集
め
て
日
本
語
を
教
え
た
の
が
始
ま
り
で
あ
っ
た
。し
か
し
な

が
ら
六
ケ
月
後
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
帰
ら
れ
た
た
め
自
然
に
消
滅
し
た
。

一
九
六
二
年

再
び
藤
田
勝
治
氏
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
移
住
地
に
来
ら
れ
、日
本

語
学
級
を
開
か
れ
た
が
、前
回
と
同
じ
く
六
ケ
月
後
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
帰
ら
れ
る

と
自
然
に
消
滅
し
た
。

一
九
七
六
年
六
月

自
治
会
館
が
建
設
さ
れ
、
日
本
語
教
育
の
話
が
出
始
め
、
週

一
回
土
曜
日
に
日
本
語
学
校
と
し
て
再
開
さ
れ
た
。最
初
の
教
師
と
し
て
臨
時
に

中
村
弥
寿
平
が
な
り
、
生
徒
数
は
十
四
名
で
あ
っ
た
。

一
九
八
〇
年
初
頭

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
日
本
語
教
師
本
邦
研
修
に
行
っ
て
い
た
小
茄
子

川
力
雄
氏
が
帰
っ
て
こ
ら
れ
、小
茄
子
川
先
生
の
元
で
日
本
語
学
校
が
続
け
ら
れ



た
。
生
徒
数
は
平
均
し
て
十
五
名
内
外
で
、
教
師
一
名
で
学
力
の
違
う
生
徒
を
教

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変
な
苦
労
で
あ
っ
た
。
生
徒
数
は
常
時
十
四
名
か
ら
十

八
名
以
内
で
あ
ま
り
生
徒
数
に
増
減
は
な
か
っ
た
。小
茄
子
川
先
生
は
こ
の
後
引

き
続
き
日
本
語
教
師
を
続
け
た
。

一
九
八
三
年

日
本
か
ら
坂
本
藤
吉
氏
の
娘
さ
ん
が
来
ら
れ
、日
本
語
学
校
の
先

生
と
し
て
お
手
伝
い
さ
せ
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
、こ
の
年
か
ら
坂
本
満
津
子
先

生
と
二
名
で
授
業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

教
師
が
二
名
に
な
っ
た
こ
と
で
初
級
組
と
少
し
上
級
の
組
に
分
け
て
授
業
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
、
生
徒
の
覚
え
方
も
良
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。

一
九
八
四
年
、
八
五
年

引
き
続
き
教
師
二
名
で
授
業
が
行
わ
れ
た
が
、
坂
本
満

津
子
先
生
が
日
本
に
帰
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
と
小
茄
子
川
先
生
も
家
庭
の
事

情
で
一
九
八
五
年
度
末
に
て
二
人
の
先
生
が
辞
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
八
六
年

藤
田
猛
氏
が
引
き
続
き
日
本
語
学
校
の
先
生
と
し
て
授
業
を
行
っ

た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
学
校
へ
行
く
た
め
に
年
長
の
生
徒
が
マ
ナ
オ
ス
市
に
出
て

行
っ
た
た
め
、生
徒
数
の
減
少
を
来
し
こ
の
年
末
を
持
っ
て
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地

の
日
本
語
学
校
を
閉
鎖
し
た
。

一
九
九
四
年
頃

数
名
か
ら
日
本
語
学
校
を
再
開
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ

た
が
、
教
師
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
と
、
生
徒
数
が
少
く
な
く
運
営
が
赤
字

に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
三
名
の
生
徒
が
週
二
回
、
通
学
に
二
時
間
以
上
か
け
て
移

住
地
よ
り
マ
ナ
オ
ス
の
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
語
学
校
に
通
っ
た
。

一
九
九
六
年

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
松
村
朋
枝
青
年
が
着

任
し
た
の
で
、移
住
地
自
治
会
よ
り
松
村
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
西
部
ア
マ
ゾ
ン

日
伯
協
会
に
お
願
い
し
て
、一
九
九
七
年
よ
り
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
の
自
治
会
館



に
て
日
本
語
学
校
を
週
一
回
土
曜
日
に
開
校
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ

た
。

一
九
九
八
年
七
月

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
西
野
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日

伯
協
会
に
着
任
。
松
村
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
本
年
度
に
任
期
終
了
、
帰
国
の
た

め
、
十
月
よ
り
西
野
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
交
代
し
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
日
本
語
学

校
の
教
師
を
引
継
ぎ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

・
運
営
母
体

ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会

・
教
師
構
成

一
九
九
九
年
現
在
、西
野
義
雄
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
名
で
授
業
を

行
っ
て
い
る
。

・
授
業
期
間
及
び
授
業
時
間

毎
週
土
曜
日
、
八
時
三
〇
分
か
ら
十
時
三
〇
分

日
本
語
学
校
「
ね
む
の
木
学
園
」
の
沿
革

音
成

博
子

・
学
校
名

日
本
語
学
校
「
ね
む
の
木
学
園
」NEMUNOKIGAKUEN

・
所
在
地

E
s
t
r
a
d
a

B
e
l
e
m
1
6
7
0
-

Ａ.
C
o
l
o
n
i
a

C
a
c
h
o
e
i
r
a

G
r
a
n
d
e
,

Manaus,Amazonas
Cep69060-000

Tel

（092

）644-4112

／Fax

（092

）



644-5801
・
沿
革
史

一
九
九
五
年

二
月
四
日
、天
理
教
マ
ナ
オ
ス
布
教
所
の
付
属
建
物
提
供
と
運
営

の
全
面
協
力
を
得
て
、
教
師
、
丸
岡
す
み
子
、
米
倉
美
喜
子
、
木
幡
あ
や
子
、
野

沢
美
香
（
当
時
）、
松
崎
尚
子
、
音
成
博
子
の
六
名
の
「
会
話
を
中
心
と
し
た
授

業
」
を
と
い
う
熱
い
思
い
と
父
兄
、
生
徒
七
十
四
名
の
思
い
と
で
始
ま
っ
た
。
年

間
行
事
に
は
「
雛
祭
り
」、「
端
午
の
節
句
」、「
七
夕
祭
」、
ま
た
「
お
話
を
読
む

会
」
な
ど
も
折
り
込
み
、
運
動
会
等
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
四
技
能
を
養
っ
た
。

授
業
の
進
め
方
、
教
材
の
設
定
、
副
教
材
の
制
作
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
、
あ

る
い
は
諸
問
題
の
解
決
に
は
毎
回
授
業
（
土
曜
日
の
み
）
終
了
時
に
教
師
会
を
開

き
、
教
師
を
中
心
に
そ
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

一
九
九
六
年

教
師
二
名
が
や
む
な
く
日
本
へ
出
稼
ぎ
に
行
っ
た
た
め
、四
名
で

六
十
二
名
の
生
徒
を
指
導
。二
教
師
が
時
間
を
ず
ら
し
て
二
ク
ラ
ス
を
受
け
持
っ

た
。

一
九
九
七
年

丸
岡
、
野
沢
両
教
師
が
日
本
人
学
校
勤
務
の
傍
ら
授
業
を
行
い
、

米
倉
教
師
が
病
気
治
療
の
た
め
退
職
と
、
教
師
不
足
に
な
っ
た
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
人

教
師
ベ
ゼ
ー
ハ
氏
の
協
力
を
得
て
、
教
師
四
名
、
生
徒
五
十
五
名
で
行
っ
た
。
こ

の
年
よ
り
、
日
系
人
学
習
者
が
減
少
、
ま
た
非
日
系
人
の
学
習
定
着
率
の
減
少
が

目
立
ち
、
授
業
の
あ
り
方
の
変
化
を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

一
九
九
八
年

教
師
も
一
変
し
、
日
系
人
一
名
、
混
血
一
名
、
非
日
系
人
一
名
の

計
三
名
と
な
り
生
徒
も
非
日
系
人
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
た
。
人
数
も
減
少
し
、

四
十
七
名
と
な
っ
た
。



一
九
九
九
年

教
師
一
名
、
ア
シ
ス
タ
ン
ト
二
名
で
「
聞
く
、
話
す
」、「
書
く
、

読
む
」
の
授
業
を
区
別
し
、
能
率
的
か
つ
効
率
的
な
授
業
を
生
徒
三
十
名
に
行
っ

て
い
る
。

・
運
営
母
体

天
理
教
マ
ナ
オ
ス
布
教
所

・
教
師
構
成

一
九
九
九
年
現
在
、
音
成
博
子
一
名
に
よ
り
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

・
授
業
時
間

毎
週
一
回
、
土
曜
日
、
一
四
時
か
ら
十
七
時

・
年
間
行
事

学
校
全
体
の
行
事
と
し
て
は
、
九
月
の
マ
ナ
オ
ス
弁
論
大
会
、
お
話
し
大
会
出

場
、
十
二
月
の
学
習
発
表
会
（
日
本
人
学
校
）
参
加
。

・
運
営
方
針
、
教
育
目
的

日
系
移
住
地
の
日
本
語
学
校
と
違
い
、ま
っ
た
く
日
本
語
に
接
し
て
い
な
い
非

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
生
徒
が
多
い
と
い
う
性
格
上
、過
一
回
の
授
業
で
は
な
か
な

か
日
本
語
能
力
の
習
得
が
難
し
い
が
、日
本
語
を
学
習
す
る
こ
と
を
通
し
て
日
本

文
化
に
触
れ
、
日
本
文
化
の
理
解
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

音
成
博
子
（
お
と
な
り
ひ
ろ
こ
）

一
九
四
九
年
、
大
分
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
七
四
年
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
移
住
し
、
一
九
七
六
年
マ
ナ
オ
ス
市
に
転
住
。
天



理
教
マ
ナ
オ
ス
布
教
所
運
営
の
か
た
わ
ら
、
ね
む
の
木
学
園
を
ひ
ら
き
、
日
本
語

教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
の
沿
革

神
田

久
彦

・
学
校
名

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校

Associacao
Civil

de
Divulgacao

Cultural
Japonesa

de
Manaus

(

現

地
名
称
）

・
所
在
地

Estrada
Jaity

Chaves
S/N.Colonia

Cachoeira
Grande,bairro

de

Parque
10

de
Novembro,Manaus,Amazonas,Brasil

Tel

（092

）644-2188

／Fax

（092

）644-3491

E-mail:ass-japao@amazonet.com.br

Homepage:http://www2.amazonet.com.br/ass-japao

・
学
校
の
ス
テ
イ
タ
ス

ブ
ラ
ジ
ル
政
府
公
認
民
事
団
体

ブ
ラ
ジ
ル
の
法
律
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
に
居
住
す
る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
外

国
語
に
よ
る
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
禁
止
し
て
い
る
。マ
ナ
オ
ス



日
本
人
学
校
は
、日
本
政
府
文
部
省
か
ら
は
正
式
に
学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
て
い

る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
か
ら
は
学
校
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ブ
ラ
ジ
ル
政

府
公
認
民
事
団
体
と
し
て
の
「
マ
ナ
オ
ス
日
本
文
化
振
興
会
」
が
行
う
日
伯
文
化

交
流
活
動
の
一
環
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

・
沿
革
史

一
九
七
九
年
十
月
、マ
ナ
オ
ス
進
出
企
業
各
社
に
よ
る
日
本
人
学
校
設
立
に
関
す

る
第
一
回
会
合
二
月
、
マ
ナ
オ
ス
全
日
制
日
本
人
学
校
設
立
準
備
委
員
会
発
足

一
九
八
〇
年
四
月
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
子
弟
教
育
振
興
会
設
立
。

十
月
、
補
修
校
幼
児
部
を
開
校
。

十
二
月
、
補
修
校
開
校
式
を
挙
行
、
こ
の
日
（
十
二
月
二
十
日
）
を
開
校
記
念
日

と
す
る
。

一
九
八
一
年
四
月
、「
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
子
弟
教
育
振
興
会
」
を
「
マ
ナ
オ
ス
日

本
文
化
振
興
会
」
と
改
称
。
加
藤
校
長
着
任
、
正
式
認
可
校
と
し
て
補
修
校
の
授

業
を
開
始
。

一
九
八
二
年
四
月
、
昭
和
五
十
七
年
度
派
遣
教
員

島
教
諭
着
任
。

五
月
、
全
日
制
日
本
人
学
校
設
立
申
請
書
再
提
出
。

一
九
八
三
年

四
月
、
日
本
大
学
校
正
式
認
可
。

派
遣
教
員
四
名
（
清
藤
校
長
、
丸
山
・
巻
田
・
宮
田
教
諭
）
着
任
。
マ
ナ
オ
ス
日

本
人
学
校
第
一
回
入
学
式
。

九
月
、
ピ
ア
ノ
購
入
、
加
藤
補
修
校
校
長
離
任
、
松
浦
教
諭
着
任
。

十
月
、
運
動
場
造
成
（
一
周
七
十
メ
ー
ト
ル
）
三
月
、
第
一
回
卒
業
証
書
授
与
式
、

島
教
諭
離
任
。

一
九
八
四
年
四
月
、
派
遣
教
員
二
名
（
水
口
・
森
村
教
諭
）
着
任
。



五
月
、
三
教
室
増
築
工
事
完
了
、
落
成
式
挙
行
。

十
二
月
、
第
四
回
開
校
記
念
式
典
挙
行
、
校
歌
、
校
章
制
定

一
九
八
五
年
五
月
、
全
国
県
議
団
学
校
訪
問
。

九
月
、
校
門
か
ら
の
進
入
路
、
バ
ス
車
庫
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
工
事
完
了
。

三
月
、
清
藤
校
長
、
丸
山
・
巻
田
・
宮
田
教
諭
離
任

一
九
八
六
年
四
月
、
派
遣
教
員
四
名
（
島
田
校
長
、
瀬
戸
・
大
熊
・
高
橋
教
諭
）

着
任
。

三
月
、
水
口
・
森
村
教
諭
離
任
、
松
浦
・
山
田
・
森
村
講
師
離
任

一
九
八
七
年
四
月
、
派
遣
教
員
三
名
（
鈴
木
・
山
野
・
石
井
教
諭
）
着
任
、
瀬
戸
・

大
熊
・
イ
ウ
ー
ダ
島
袋
講
師
着
任
。

七
月
、
校
舎
周
辺
小
グ
ラ
ン
ド
整
備
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
造
成
。

十
月
、
新
校
舎
建
設
委
員
会
発
足
一
月
、
マ
ナ
オ
ス
カ
ル
タ
大
会
（
毎
年
一
回
実

施
）

一
九
八
八
年
五
月
、「
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
新
校
舎
建
設
計
画
書
」

外
務
省
に
提
出
。
新
校
舎
建
設
政
府
補
助
金
申
請
書
提
出
。

七
月
、
昭
和
六
十
三
年
度
文
部
省
海
外
子
女
教
育
施
設
研
究
指
定
校
に
指
定
（
平

成
二
年
度
ま
で
三
年
間
）
九
月
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
新
校
舎
建
設
起
工
式
、

土
地
造
成
着
手
。
派
遣
教
員
橋
本
教
諭
着
任
。

三
月
、
島
田
校
長
、
瀬
戸
・
大
熊
・
高
橋
教
諭
離
任
、
瀬
戸
・
大
熊
講
師
離
任

一
九
八
九
年
四
月
、
派
遣
教
員
四
名
（
篠
原
校
長
、
藤
原
・
中
野
・
三
浦
教
諭
）

着
任
。
橋
本
講
師
着
任
。
五
月
、
国
際
学
校
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ａ
校
と
交
流
（
受
入
、
訪

問
各
二
度
）。

六
月
、

現
地
校COLEGIO

NOSSA
SENHORA

AUXILIADORA

校
）
訪
問
。



十
一
月
、
橋
本
講
師
退
職

十
二
月
、
新
校
舎
工
事
完
了

一
九
九
九
年
二
月
、
新
校
舎
移
転

三
月
、
新
校
舎
落
成
式
、
鈴
木
・
山
野
・
石
井
教
諭
離
任

ポ
ン
タ
ネ
グ
ラ
校
で
の
体
育
の
授
業
風
景
（1986

年

日
本
人
学
校
所
蔵
）

一
九
九
〇
年
四
月
、
派
遣
教
員
三
名
（
舟
崎
・
福
島
・
三
栖
教
諭
）
着
任
。

五
月
、
水
泳
記
録
会
（
毎
年
一
回
実
施
）

十
月
、
Ｉ.

Ｅ.

Ａ.

校
訪
問
。



三
月
、
派
遣
教
員
橋
本
教
諭
離
任

一
九
九
一
年
四
月
、
派
遣
教
員
藤
塚
教
諭
着
任
。

十
一
月
、ACLIA

校
と
交
流
、
運
動
会
参
加
、
合
同
授
業
。
ア
マ
ゾ
ナ
ス
大
学
音

楽
発
表
会
参
加
、
楽
器
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
発
表
会
。

三
月
、
篠
原
校
長
、
藤
原
・
中
野
・
三
浦
教
諭
離
任

一
九
九
二
年
四
月
、
派
遣
教
員
三
名
（
金
武
校
長
、
桂
川
・
末
木
教
諭
）
着
任
、

末
木
講
師
着
任
。

十
一
月
、ACLIA

校
来
校
、
収
穫
祭

十
二
月
、
開
校
十
周
年
記
念
式
典
、
植
樹
、
餅
つ
き
、
祝
賀
会
三
月
、
舟
崎
・
福

島
三
栖
教
諭
離
任

一
九
九
三
年
四
月
、
派
遣
教
員
（
河
野
・
渡
辺
・
伊
藤
教
諭
）
着
任
。

日
本
文
化
コ
ー
ス
開
講
式

十
二
月
、
新
ス
ク
ー
ル
バ
ス
到
着
（
日
本
船
舶
振
興
会

寄
贈
）

三
月
、
藤
塚
教
諭
離
任

一
九
九
四
年
十
月
、
第
二
十
四
回
在
伯
在
外
教
育
施
設
合
同
研
修
会
（
マ
ナ
オ

ス
）

三
月
、
金
武
校
長
、
桂
川
・
末
木
教
諭
離
任

一
九
九
五
年
四
月
、
派
遣
教
員
二
名
（
鞠
子
校
長
、
高
木
教
諭
）
着
任
。

三
月
、
渡
辺
・
伊
藤
教
諭
離
任

一
九
九
六
年
四
月
、
派
遣
教
員
三
名
（
瀬
戸
・
村
松
・
中
島
教
諭
）
着
任
。

一
月
、
書
初
集
会
（
毎
年
一
回
実
施
）

三
月
、
河
野
・
中
島
教
諭
離
任

一
九
九
七
年
四
月
、
派
遣
教
員
二
名
（
細
田
・
中
教
諭
）
着
任
。



五
月
、
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ー
ナ
校
と
の
第
一
回
交
流
学
習
（
以
後
毎
年
実
施
）
三
月
、

鞠
子
校
長
、
高
木
・
瀬
戸
教
諭
離
任

一
九
九
八
年
四
月
、
派
遣
教
員
四
名
（
中
川
校
長
、
金
子
・
佐
藤
・
松
野
教
諭
）

着
任
。

七
月
、
ミ
ニ
弁
論
大
会

三
月
、
村
松
教
諭
離
任

一
九
九
九
年
四
月
、
派
遣
教
員
（
大
金
教
諭
）
着
任
。



・
運
営
母
体

マ
ナ
オ
ス
日
本
文
化
振
興
会
（
現
地
名
称
は
学
校
の
名
前
と
同
じ
）

・
職
員
構
成

（
平
成
十
一
年
現
在
）

校
長

中
川
信
壽

教
諭

中

里
絵
子
（
小
二
担
任
）

同

佐
藤
之
保

（
小
三
担
任
）

同

金
子
明
夫

（
小
四
担
任
）

同

細
田
正
央

（
小
五
、
六
担
任
）

同

大
金

斉

（
中
二

二
担
任
）

同

松
野
文
則

講
師

丸
岡
す
み
子
（
日
本
文
化
コ
ー
ス
担
任
）

同

宍
戸
美
香

（
日
本
文
化
コ
ー
ス
副
担
任
）

同

ホ
ベ
ル
ト
・
ト
ン
プ
ソ
ン

（
英
会
話
）

職
員

神
田
久
彦

（
事
務
員
）

同

山
田
勇
夫

（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
転
手
）

用
務
員

オ
ズ
ー
マ
・
メ
ン
デ
ス
・
ネ
ー
ビ
ス
・
フ
ィ
ー
リ
ョ

同

マ
リ
ー
ア
・
セ
リ
ー
ア
・
メ
ン
デ
ス
・
ブ
ラ
ー
ガ

・
授
業
形
態

年
間
基
本
授
業
目
数
を
二
百
五
日
（
三
十
八
週
）
と
し
、
教
科
授
業
日
数
を
年

間
三
十
五
週
、
行
事
・
欠
時
数
を
三
週
程
度
、
そ
の
他
道
徳
、
学
活
、
ク
ラ
ブ
を

年
間
三
十
五
週
で
計
算
す
る
。

児
童
生
徒
の
在
校
時
間
は
七
時
五
〇
分
～
十
六
時
を
基
本
と
し
、一
単
位
時
間



は
小
、
中
学
部
共
に
四
十
五
分
と
す
る
。

・
主
な
年
間
行
事

四
月

着
任
式
、
入
学
式
、
開
講
式
、PTA

総
会

六
月

運
動
会

七
月

修
学
旅
行
、
遠
足

九
月

体
験
学
習

十
一
月

学
習
発
表
会

一
月

書
初
集
会

二
月

全
日
一
日
入
学
、
水
泳
記
録
会

三
月

卒
業
式
、
終
了
式
、
離
任
式

・
運
営
方
針
及
び
、
教
育
目
標

（
一
）

日
本
国
憲
法
、
教
育
基
本
法
、
学
校
教
育
法
等
の
精
神
に
則
り
、
日
本
国

内
に
お
け
る
義
務
教
育
に
相
当
す
る
教
育
を
行
う
。

（
二
）

在
外
日
本
人
学
校
の
特
性
を
生
か
し
、豊
か
な
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
た

児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め
る
。

（
三
）

小
規
模
・
小
人
数
の
特
色
を
生
か
し
、個
別
指
導
の
徹
底
を
図
り
、個
性
・

能
力
の
伸
長
に
努
め
る
。

（
四
）

父
母
、
関
係
者
と
連
携
を
密
に
し
、
児
童
生
徒
が
健
康
で
安
全
な
学
校
生

活
が
出
来
る
よ
う
施
設
設
備
の
整
備
、
充
実
に
努
め
る
。

（
五
）

在
外
日
本
人
学
校
教
師
と
し
て
の
使
命
を
自
覚
し
、
研
修
を
深
め
、
専
門

性
の
向
上
に
努
め
る
。

教
育
目
標
と
し
て
は
、「
個
性
を
伸
ば
し
、
豊
か
な
人
間
性
・
国
際
感
覚
を
身



に
つ
け
た
、
心
身
と
も
た
く
ま
し
い
児
童
生
徒
」
を
育
成
す
る
こ
と
で
あ
り
、
目

指
す
児
童
生
徒
像
は
、「
自
ら
進
ん
で
学
び
取
る
子
供
」「
礼
儀
正
し
く
、
思
い
や

り
の
あ
る
子
供
」「
心
と
体
を
鍛
え
る
子
供
」
で
あ
る
。

・
年
度
別
入
学
、
卒
業
生
徒
数

・
日
本
文
化
コ
ー
ス
の
運
営



日
本
語
運
用
能
力
の
向
上
、
日
本
文
化
や
日
本
の
学
校
生
活
に
つ
い
て
の
理
解
、

情
操
豊
か
な
人
間
の
育
成
、行
事
や
日
常
生
活
か
ら
相
互
理
解
と
協
力
の
尊
さ
を

学
ば
せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
講
。
国
語
、
技
能
教
科
（
音
楽
、
図
工
、
体
育
）
を

低
・
中
学
年
（
一
～
四
年
）、
高
学
年
・
中
学
部
（
五
年
～
中
学
三
年
）
に
分
か

れ
て
合
同
授
業
で
実
施
。

〔
執
筆
者
略
歴
〕

神
田
久
彦
（
か
ん
だ
ひ
さ
ひ
こ
）

一
九
二
七
年
、
香
川
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
五
四
年
六
月
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
第
二
次
農
業
移
民
と
し
て
入
植
。

一
九
五
五
年
、
マ
ナ
オ
ス
市
に
転
住
し
、
中
央
市
場
に
て
青
果
物
販
売
に
従
事
の

後
、
一
九
六
六
年
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会
に
勤
務
。
一
九
八
二
年
よ
り
マ
ナ
オ
ス

日
本
文
化
振
興
会
事
務
局
（
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
）
に
勤
務
し
、
現
在
に
至
る
。



■
マ
ナ
オ
ス
進
出
日
系
企
業
の
変
遷
―
■

ア
マ
ゾ
ナ
ス
日
系
商
工
会
議
所

一
九
五
七
年
～
六
九
年

・ZFM

全
体
の
動
き

一
九
五
七
年
六
月
六
日
付
法
令
第
三
一
七
三
号
に
よ
り
ジ
ユ
セ
リ
ー
ノ
・
ク
ビ

チ
ェ
ッ
ク
大
統
領
は
マ
ナ
オ
ス
を
自
由
商
業
地
区
に
指
定
、十
年
後
の
一
九
六
七

年
二
月
二
十
八
日
に
カ
ス
テ
ロ
・
ブ
ラ
ン
コ
大
統
領
は
大
統
領
令
第
二
八
八
号
に

よ
り
マ
ナ
オ
ス
を
自
由
港
に
指
定
し
工
業
、
商
業
、
農
業
に
わ
た
る
現
地
の
事
業

に
三
十
年
間
の
期
限
で
税
制
恩
典
を
供
与
し
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な

フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
（
以
下
Ｚ
Ｆ
Ｍ
）
が
誕
生
し
た
。
こ
の
Ｚ
Ｆ
Ｍ
と
はZ

o
n
a

Franca
de

Manaus

の
頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
で
、
マ
ナ
オ
ス
・
フ
リ
ー
ゾ
ー

ン
を
意
味
し
、ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
開
発
と
国
家
保
安
の
確
立
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
輸
出
入
の
自
由
化
及
び
特
別
税
制
恩
典
を
与
え
、
商
、
工
、
農
業
誘
致

の
誘
致
で
現
地
産
品
の
競
争
力
を
つ
け
る
こ
と
が
使
命
と
さ
れ
る
。

一
九
六
七
年
八
月
二
十
八
日
付
で
発
令
さ
れ
た
大
統
領
令
第
六
一
二
四
四
号
で

Ｚ
Ｆ
Ｍ
の
地
域
と
税
制
恩
典
の
詳
細
と
運
営
母
体
で
あ
る
マ
ナ
オ
ス
・
フ
リ
ー

ゾ
ー
ン
監
督
庁
（
以
下
ス
フ
ラ
マ
）
の
設
立
が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
八
年
八
月
十

五
日
付
の
大
統
領
令
第
三
五
六
号
に
よ
り
ス
フ
ラ
マ
が
包
括
す
る
地
域
は
ア
マ
ゾ

ナ
ス
州
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ク
レ
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
、
ロ
ラ
イ
マ
と
四
州
に
わ
た
り
、

そ
の
面
積
は
ブ
ラ
ジ
ル
全
国
土
の
四
分
の
一
で
そ
の
総
称
を
「
西
部
ア
マ
ゾ
ン
」

と
す
る
。



・
法
律
関
係
の
動
き

連
邦
大
統
領
令
第
二
八
八
号
（
一
九
六
七
年
二
月
二
十
八
日
）
マ
ナ
オ
ス
・
フ

リ
ー
ゾ
ー
ン
（
以
下
Ｚ
Ｆ
Ｍ
）
税
制
恩
典
制
度
を
制
定
。

連
邦
大
統
領
令
第
参
四
〇
号
（
一
九
六
七
年
十
二
月
二
十
二
日
）・
・
・
酒
、
タ

バ
コ
、
香
水
、
武
器
、
あ
る
い
は
自
動
車
な
ど
の
輸
入
制
限
が
施
行
。

市
法
第
二
十
七
号
（
一
九
六
七
年
三
月
十
七
日
）、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
税
の
免
除
。

連
邦
大
統
領
令
第
七
五
六
号
（
一
九
六
九
年
八
月
十
一
日
）、
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｍ
に

よ
る
恩
典
。

一
九
七
〇
年

Sharp
do

Brasil

社
の
前
身
で
あ
るCimpro
社
がSharp
Corporation

と
の
電
卓
の
輸
入
販
売
契
約
を
機
に
従
来
のC

i
m
p
r
o

か
らS

h
a
r
p

Equipamentos
Eletronicos

Ltda

に
社
名
変
更
し
て
正
式
に
発
足
し
た
。

一
九
七
一
年

Sharp
Equipamentos

Eletronicos

社
は
マ
ナ
オ
ス
に
正
式
にSharp

do

Brasil

社
を
開
設
、こ
れ
に
併
せ
て
シ
ャ
ー
プ
株
式
会
社
は
シ
ャ
ー
プ
駐
在
員
事

務
所
を
マ
ナ
オ
ス
に
開
設
し
た
。

一
九
七
二
年

Sharp
do

Brasil

社
は
マ
ナ
オ
ス
自
由
貿
易
監
督
庁
（
以
下
ス
フ
ラ
マ
）
か

ら
認
可
を
得
て
、こ
の
年
の
五
月
マ
ナ
オ
ス
で
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
電
卓
生
産
を
三
十

九
名
の
従
業
員
に
よ
っ
て
開
始
し
た
。こ
の
工
場
の
落
成
式
に
は
当
時
の
共
和
国



副
大
統
領Almirante

Augusto
Rademacker

氏
が
列
席
さ
れ
た
。
当
時
は
ま

だ
工
業
団
地
内
に
工
場
が
な
く
、
旧
市
街
地
の
倉
庫
を
改
修
し
工
場
と
し
て
い

た
。
日
本
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｌ
社
（
現
富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
）
か
ら
技
術
供
与
を
受

け
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
社
が
、
マ
ナ
オ
ス
で
も
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ａ
Ｌ
・

Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
電
卓
生
産
を
開
始
し
た
。

Imp.
e

Exp.
New

Tokio

社
が
設
立
さ
れ
、
野
菜
、
果
実
栽
培
を
営
ん
で
い

る
日
本
人
移
住
者
の
た
め
の
農
薬
販
売
を
始
め
た
。

一
九
七
三
年

Sanyo
da

Amazonia

社
の
前
身
で
あ
る
プ
リ
ア
セ
ル
電
子
工
業
株
式
会
社
が

ペ
レ
イ
ラ
・
ロ
ペ
ス
・
イ
ベ
ー
ザ
社
、
丸
紅
商
事
、
三
洋
株
式
会
社
の
合
弁
会
社

と
し
て
設
立
さ
れ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の
生
産
が
開
始
さ
れ
た
。
進
出
し
て
き
た
日

系
企
業
を
ア
テ
ン
ド
す
る
た
め
に
富
士
銀
行
と
提
携
の
あ
る
南
米
銀
行
が
三
月
か

ら
マ
ナ
オ
ス
支
店
を
開
設
し
た
。

一
九
七
四
年

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
日
本
進
出
企
業
は
最
高
の
百
三
十
二
件
を
記
録
し
、第
一
回
日

伯
経
済
合
同
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
マ
ゾ
ン
・
ア
ル
ミ
、
紙
パ
ル
プ
、
セ
ラ
ー

ド
開
発
な
ど
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
打
ち
出
さ
れ
た
。

Sharp
do

Brasil

社
が
工
業
団
地
に
新
工
場
（
現
第
一
工
場
）
を
建
設
、

こ
の
工
場
で
の
最
初
の
生
産
は
ブ
ラ
ジ
ル
カ
ラ
ー
放
送
方
式
に
準
じ
た
Ｐ
Ａ
Ｌ-

Ｍ
方
式
の
二
十
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
で
、国
産
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
市
場
へ
送
り
出

さ
れ
た
。



ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
の
年
で
あ
り
、こ
れ
に
併
せ
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
の

販
売
に
向
け
た
積
極
的
な
販
促
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

一
九
七
五
年

Sanyo
da

Amazonia
社
が
が
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ス
テ
レ
オ
シ
ス
テ
ム
の

生
産
を
開
始
し
、Sharp

do
Brasil

社
は
昨
年
の
二
十
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
次

い
で
、
十
六
型
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
を
発
売
し
た
。
マ
ナ
オ
ス
で
初
め
て
の
チ
ュ
ー

ナ
ー
付
ス
テ
レ
オ
セ
ッ
ト
の
生
産
も
開
始
さ
れ
、
ス
テ
レ
オ
第
一
号
が
誕
生
し

た
。五

月
に
設
立
し
たM.T.I.Exp.e

Rep

社
は
、
松
下
電
器
貿
易
（
株
）
の
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
ス
タ
ー
ト
、
輸
入
商
品
の
卸
販
売
も
始
め

た
。
一
月
、
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ

＆

CIA

社
は
セ
ア
ザ
（
中
央
卸
売
市
場
）
で
、
日
系

初
の
野
菜
、
果
物
の
卸
売
を
始
め
た
。Imp.e

Exp.New
Tokio

社
は
ベ
レ
ン
の

永
大
産
業
の
合
板
販
売
を
始
め
、ZFM

で
製
造
さ
れ
るTV

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に
も
大

い
に
使
用
さ
れ
た
。

六
月
、
ア
グ
リ
ア
ス
工
商
企
画
社
が
ア
マ
ゾ
ン
に
進
出
し
た
。

一
九
七
六
年

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
十
一
月
四
日
に
創
立
、
十
一
月
十
四
日
か

ら
生
産
を
開
始
。
当
初
は
Ｃ
Ｇ
一
二
五
と
い
う
一
二
五cc

モ
デ
ル
で
従
業
員
二

百
七
十
六
名
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。

一
月
、
日
系
初
の
薬
品
販
売
業
でTakeda

Comercio

社
の
前
身
で
あ
る
武
田



兄
弟
商
会
が
マ
ナ
オ
ス
に
開
業
し
た
。

四
月
、
ア
グ
リ
ア
ス
工
商
企
画
社
は
、
ピ
ラ
ル
ク
、
ピ
ラ
ニ
ア
の
剥
製
の
輸
出

を
始
め
た
。

一
九
七
七
年

九
月
、
テ
レ
ビ
、
音
響
製
品
会
社
のSemp

社
に
日
本
の
東
芝
が
資
本
参
加
を

し
、
日
伯
合
弁
会
社Semp

Toshiba
Amazonia

社
が
設
立
さ
れ
た
。

七
月
、Moto

Hondada
Amazonia

社
は
昨
年
の
機
種
モ
デ
ルCG

一
二
五
の

ニ
ュ
ー
モ
デ
ル
を
発
表
し
た
。

一
九
七
八
年

一
月Semp

Toshiba

社
よ
り
東
芝
ブ
ラ
ン
ド
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
が
ラ
イ
ン
オ

フ
し
た
。

七
月Moto

Honda
da

Amazonia

社
はCG

一
二
五-TURUNA
機
種
を
発
表

し
た
。

Construtora
Shimizu

do
Brasil

社
の
二
名
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
がHonda

Componentes
da

Amazonia

社
の
工
場
建
設
の
た
め
に
マ
ナ
オ
ス
に
来
た
。

二
月
二
十
八
日
、Amazon
Travel

Service

社
が
開
設
さ
れ
当
時
日
本
航

空
北
伯
販
売
総
代
理
店
と
し
て
出
発
し
た
。

ア
グ
リ
ア
ス
工
商
企
画
社
製
作
の2.4

メ
ー
ト
ル
の
ピ
ラ
ル
ク
剥
製
が
マ
ナ
オ

ス
を
訪
問
さ
れ
た
皇
太
子
殿
下
に
日
系
コ
ロ
ニ
ア
よ
り
献
上
さ
れ
た
。

一
九
七
九
年



Sanyo
da

Amazonia

社
がZFM

で
初
め
て
電
子
レ
ン
ジ
生
産
を
開
始
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
七
四
年
に
建
て
た
テ
レ
ビ
の
基
板
組
立
て
第
一
工
場

の
す
ぐ
隣
に
基
板
専
用
工
場
（CAPE

）
を
建
設
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
はMOHOVI

社
を
買
収
し
、
時
計
業
界
で
は

Orient
Relogios

da
Amazonia

社
が
七
月
に
設
立
さ
れ
、
ま
た
飲
食
業
界

で
は
日
本
食
のRestaurante

Suzuran

が
五
月
に
開
店
し
た
。
マ
ナ
オ
ス
地
域

の
日
系
企
業
を
中
心
に
運
送
、
火
災
、
車
両
な
ど
の
保
険
業
務
を
ア
テ
ン
ド
す
る

た
め
に
、
七
月
に
南
米
安
田
保
険
株
式
会
社
が
、
九
月
に
日
本
の
東
京
海
上
火
災

保
険
会
社
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
明
治
生
命
保
険
会
社
九
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
資
に
よ

るAmerica
Latina

Cia
de

Seguros

社
が
マ
ナ
オ
ス
に
支
店
を
開
設
し
た
。

十
月
に
マ
ナ
オ
ス
進
出
日
本
企
業
に
よ
る
日
本
人
学
校
設
立
に
関
す
る
第
一
回
の

会
合
が
開
か
れ
た
。

一
九
八
〇
年

Sharp
do

Brasil

社
は
先
の
二
十
型
、
十
六
型
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
に
続
き
、

ボ
タ
ン
に
軽
く
タ
ッ
チ
す
る
だ
け
で
選
局
が
可
能
な
画
期
的
な
十
四
型
の
新
製
品

を
生
産
開
始
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
四
月
に
ニ
ュ
ー
モ
デ
ルCB

四
〇
〇
を
発

表
、
こ
の
年
か
ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
市
場
へ
の
輸
出
を
開
始
し
、
品
質
向
上
、
生
産

性
改
善
を
狙
い
、
全
社
的
なQC

サ
ー
ク
ル
活
動
が
始
ま
っ
た
。

Orient
Relogios

da
Amazonia

社
は
一
月
よ
－
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
時
計

のCHABLON

の
組
立
て
を
開
始
し
た
。

Construtora
Shimizu

do
Brasil

社
は
マ
ナ
オ
ス
の
ア
ド
リ
ア
ノ
ー
ポ



リ
ス
地
区
に
仮
事
務
所
を
開
設
し
た
。

Imp.e
Exp.New

Tokio

社
は
こ
の
年
か
ら
日
本
よ
－
食
料
品
と
書
籍
輸
入
を

開
始
し
た
。

十
二
月
二
十
日
に
ポ
ン
タ
ネ
グ
ラ
の
モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社
の
社
員
ク
ラ
ブ
を
校
舎

と
し
て
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
補
習
校
が
開
校
し
た
。

一
九
八
一
年

Springer
National

da
Amazonia

社
は
ス
プ
リ
ン
ジ
ャ
ー
社
と
合
弁
契

約
締
結
を
し
て
マ
ナ
オ
ス
へ
参
入
、
テ
レ
ビ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
の
生
産
を
開
始
し

た
。

Sharp
do

Brasil

社
が
十
二
月
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
業
界
で
初
め
て
の
ビ
デ
オ

テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー(VTR)

の
生
産
を
開
始
し
た
。

Moto
Hondada

Amazonia

社
はCicro

Norte

社
の
買
収
に
成
功
、
二
月
に

は
前
年
政
府
が
打
ち
出
し
た
ア
ル
コ
ー
ル
車
奨
励
政
策
に
対
応
し
た
一
二
五cc

オ
ー
ト
バ
イ
の
ア
ル
コ
ー
ル
機
種
を
発
表
し
た
。オ
ー
ト
バ
イ
の
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ

ソ
ー
バ
ー
の
国
内
安
定
供
給
を
目
的
にShowa

do
Brasil

社
がMoto

Honda

da
Amazonia

社
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
の
出
資
を
得
て
マ
ナ
オ
ス
に
進
出
し
た
。
日

系
時
計
業
界
か
ら
もSeiko
lndustrial

da
Amazonia

社
が
マ
ナ
オ
ス
に
進

出
し
た
。

四
月
に
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
補
習
校
が
正
式
に
認
可
さ
れ
、日
本
の
文
部
省

よ
り
派
遣
教
員
が
着
任
し
た
。

一
九
八
二
年



浩
宮
親
王
殿
下
が
（
現
皇
太
子
）
マ
ナ
オ
ス
を
ご
訪
問
さ
れ
、Moto

Hondada

Amazonia

社
な
ど
を
ご
見
学
さ
れ
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
工
業
団
地
に
新
た
な
工
場
を
建
設
、
本
格
的
な
テ
レ

ビ
生
産
工
場
と
し
て
稼
動
さ
せ
十
四
型
、二
十
型
の
テ
レ
ビ
の
本
格
生
産
が
開
始

し
た
。
又
、
テ
レ
ビ
の
基
幹
部
品
で
あ
る
フ
ラ
イ
ト
バ
ッ
ク
ト
ラ
ン
ス
の
自
社
生

産
も
開
始
さ
れ
た
。

Douglas
Mitsumi

Eletronica

社
が
一
月
か
ら
コ
イ
ル
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、

リ
モ
コ
ン
な
ど
電
子
部
品
の
製
造
販
売
を
開
始
し
た
。

Showa
do

Brasil

社
が
組
立
て
工
程
の
生
産
を
開
始
し
、
初
年
度
約
十
五
万

台
の
オ
ー
ト
バ
イ
用
シ
ョ
ッ
ク
ア
ブ
ソ
ー
バ
ー
が
生
産
さ
れ
、Moto

Honda
da

Amazonia

社
に
納
入
さ
れ
た
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
ア
ル
ミ
ダ
イ
ガ
ス
ト
部
品
を
製
造
し
て
い
る

日
本
の
㈱METTS

社
最
初
の
海
外
工
場
と
し
て
五
月
に
マ
ナ
オ
ス
に
設
立
さ
れ

た
。

Seiko
lndl.da

Amazonia

社
が
五
月
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
組
立
て
時
計
第
一
回

の
出
荷
を
行
な
い
六
月
に
は
時
計
の
内
部
に
あ
る
メ
カ
ム
ー
ブ
メ
ン
組
立
て
も
開

始
し
た
。

Brasciti
lnd.Com.Relogios

da
AM

杜
が
側
付
け
、
バ
ン
ド
付
け
の
み

の
マ
ナ
オ
ス
組
立
て
を
開
始
し
た
。

Construtora
Shimizu

do
Brasil

社
が
マ
ナ
オ
ス
の
建
設
業
界
の
草
分

け
と
し
て
進
出
し
た
。

三
井
海
上
火
災
保
険
会
社
と
共
栄
海
上
火
災
保
険
会
社
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
出
資

し
た
現
地
会
社Concordia

保
険
会
社
が
マ
ナ
オ
ス
に
進
出
し
た
。



Amazon
Travel

Service

社
が
常
駐
者
を
設
置
し
た
。

一
九
八
三
年

Sanyo
da

Amazonia

社
の
前
身
で
あ
る
プ
リ
ア
セ
ル
電
子
工
業
株
式
会
社
は

ペ
レ
イ
ラ
・
ロ
ペ
ス
・
イ
ぺ
ー
ザ
社
が
レ
フ
リ
パ
ー
ル
社
に
買
収
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
社
名
を
プ
リ
ア
セ
ル
電
子
工
業
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
三
洋
（
株
）
と
変
更
し
た
。

S.M.K.da
Amazonia

社
は
三
月
に
マ
ナ
オ
ス
で
の
リ
モ
コ
ン
生
産
を
す
る
た

め
に
工
場
を
設
立
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
四
月
にHDA-HDB

の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
契
約

を
完
了
、
十
月
に
は
輸
入DIST

の
買
収
に
成
功
し
た
。

Showa
do

Brasil

社
は
四
月
、
現
地
材
料
部
品
の
購
入
事
務
所
と
し
て
、
サ

ン
パ
ウ
ロ
にShowa

lnd.e
Com.Ltda

を
設
立
し
た
。

Seiko
lndl.da

Amazonia

社
は
ア
ナ
ロ
グ
ク
ォ
ー
ツ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
組

立
て
と
ケ
ー
シ
ン
グ
を
開
始
し
た
。

Brasciti
lnd.Com.Relogios

da
AM

社
もSeiko

lndl.da
Amazonia

社
に
つ
づ
い
て
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
組
立
て
を
開
始
す
る
。

Takeda
Comercio

社
は
五
月
に
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
の
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
に
支

店
を
開
設
し
た
。

一
九
八
四
年

Sony
da

Amazonia

社
が
十
月
十
七
日
に
創
立
、
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器
の
生
産

を
開
始
し
た
。
当
初
は
シ
ス
テ
ム
ス
テ
レ
オ
生
産
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
プ
リ
ア

セ
ル
電
子
工
業
ク
リ
マ
ッ
ク
ス
三
洋
（
株
）
は
レ
フ
リ
パ
ー
ル
社
と
の
合
弁
契
約



を
解
消
し
三
洋
が
多
数
株
主
と
な
っ
て
経
営
権
を
取
得
し
た
こ
と
か
ら
社
名
を

Sanyo
da

Amazonia
S.A.

に
変
更
し
た
。

S.M.K.da
Amazonia

社
は
八
月
よ
り
リ
モ
コ
ン
の
生
産
を
開
始
し
た
。
当
初

の
生
産
は
五
万
個
で
あ
っ
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
こ
の
年
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
向
け
て
初

め
て
輸
出
を
開
始
し
、三
月
に
は
第
三
者
へ
の
オ
ー
ト
バ
イ
用
部
品
の
販
売
を
も

開
始
し
た
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
一
九
八
四
年
十
一
月
に
に
工
場
を
完
成
し
、

設
備
装
置
も
完
了
す
る
。

Toko
da

Amazonia

社
は
オ
ー
デ
ィ
オ
や
ビ
デ
オ
用
の
電
子
部
品
生
産
を
八

月
か
ら
開
始
す
る
。

一
九
八
五
年

Springer
National

da
Amazonia

社
は
電
子
レ
ン
ジ
の
マ
ナ
オ
ス
で
の

生
産
を
開
始
し
、
ま
た
、
技
術
面
で
は
プ
リ
ン
ト
基
板
へ
の
部
品
の
挿
入
を
機
械

で
自
動
的
に
行
う
方
法
を
稼
動
さ
せ
て
効
率
改
善
を
図
っ
た
。

Sony
da

Amazonia

は
基
板
組
み
立
て
工
場
と
し
てSony

Componentes

社

を
同
工
業
団
地
内
に
設
立
し
た
。
同
時
に
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ラ
ジ
カ
セ
、
レ

コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
、ベ
ー
タ
マ
ッ
ク
ス
方
式
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

マ
ナ
オ
ス
で
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sanyo
da

Amazonia

社
も
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
ユ
ニ
ッ
ト
組
立
て
に
よ
る
複
写
機
の
生
産
を
マ
ナ
オ

ス
で
開
始
し
た
。



Moto
Honda

da
Amazonia

社
が
同
年
五
月
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
に
よ
る

部
品
会
社Honda

Componentes
da

Amazonia

社
を
設
立
し
た
。

YamahaMotor
da

Amazonia

社
がMoto

Honda
da

Amazonia

社
に
次
い

で
日
系
二
輪
企
業
二
番
手
で
十
月
マ
ナ
オ
ス
へ
進
出
し
た
。

Seiko
lndl.da

Amazonia

社
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
使
用
の
腕
時
計
、

SPEEDO

の
販
売
を
開
始
し
た
。

Construtora
Shimizu

do
Brasil

社
は
現
在
の
事
務
所
に
移
転
し
た
。

工
場
建
物
建
設
に
伴
う
電
気
工
事
（
電
圧
、
受
電
、
低
圧
）、
配
管
工
事
、
空
調

工
事
を
す
る
ボ
ビ
エ
ル
ヤ
マ
ト
設
備
工
業
が
マ
ナ
オ
ス
に
支
店
を
開
設
し
た
。

Kiba&
Cia

社
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
商
品
買
付
け
の
た
め
、
事
務
所
（
現
本
店
）

を
開
設
し
た
。
一
月
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
地
区
に
養
鶏
用
の
飼
料
工

場
が
完
成
し
た
。

一
九
八
六
年

Springer
National

da
Amazonia

社
が
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

マ
ナ
オ
ス
で
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
業
界
初
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
ユ
ニ
ッ
ト

組
立
て
生
産
を
開
始
し
た
。

Murata
da

Amazonia
lnd.e

Com

社
が
四
月
に
電
子
部
品
製
造
販
売
会
社

と
し
て
登
録
創
立
さ
れ
、
十
月
に
は
工
業
団
地
内
に
工
場
建
設
を
着
工
、
翌
年
十

二
月
に
落
成
し
た
。

Tojo
da

Amazonia

社
は
三
月
車
載
オ
ー
デ
ィ
オ
の
製
造
を
開
始
し
た
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
は
四
月
工
場
完
成
と
共
に
プ
レ
ス
溶
接
、



塗
装
組
立
て
機
械
加
工
保
全
等
の
一
連
の
工
程
を
設
置
完
了
し
た
。

Seiko
Indl.da

Amazonia

社
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
初
め
て
の
ソ
ー
ラ
ー
電
池

式
デ
ジ
タ
ル
腕
時
計
（LORUS

）
を
発
表
し
た
。

現Casa
Roma

の
前
身
、
メ
ル
カ
ジ
ー
ニ
ョ
・
ロ
ー
マ
が
カ
ン
ポ
ス
・
エ
リ
ー

ゼ
オ
ス
地
区
に
野
菜
・
果
物
の
小
売
店
を
開
業
し
た
。

日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
都
は
、
十
二
月
に
現
在
の
オ
ー
ナ
ー
に
代
替
わ
り
し
た
。

ア
マ
ゾ
ン
ナ
チ
ュ
リ
ス
ト
協
会
は
ア
マ
ゾ
ン
自
然
の
観
察
、保
護
を
目
的
と
し

て
ア
マ
ゾ
ナ
ス
自
然
科
学
博
物
館
設
立
の
工
事
を
着
工
し
た
。

Para
Amazona

Turismo

社
が
九
月
国
内
外
航
空
券
販
売
の
観
光
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。

一
九
八
七
年

Sony
da

Amazonia

社
が
レ
シ
ー
バ
ー
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Murata
da

Amazonia
lnd.e

COm

社
が
昨
年
よ
り
建
設
を
進
め
て
い
た
新

工
場
の
落
成
式
が
十
二
月
に
行
な
わ
れ
た
。

FGL
da

Amazonia
Eletronica

Ind.e
Com.

社
が
日
本
の
富
士
通
ゼ
ネ
ラ

ル
の
海
外
工
場
と
し
て
二
月
に
設
立
さ
れ
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
こ
の
年
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
フ
ラ
ン
ス
に
一
二

五cc

オ
ー
ト
バ
イ
の
輸
出
を
始
め
、
九
月
に
は
マ
ナ
オ
ス
工
場
累
計
生
産
百
万

台
を
生
産
開
始
以
来
約
十
年
で
達
成
し
て
い
る
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
は
鋳
造
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
及
び
第
一
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
行
っ
た
。

Brasciti
Ind.Com.Relogios

da
AM

社
は
イ
オ
ン
プ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
イ



オ
ン
蒸
着
方
式
）
の
従
来
と
違
う
全
く
新
し
い
メ
ッ
キ
方
式
を
導
入
し
た
。
現

在
の
レ
ス
ト
ラ
ン
都
が
一
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

日
用
品
か
ら
食
料
品
ま
で
取
り
扱
う
ミ
ニ
マ
ー
トlrmaos

Tsuji

を
開
店
す
る
。

メ
ル
カ
ジ
ー
ニ
ョ
・
ロ
ー
マ
が
取
扱
い
商
品
を
広
げ
、
百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル

か
ら
千
六
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
拡
張
工
事
を
開
始
す

る
。

一
九
八
八
年

Sony
da

Amazonia

社
が
ポ
ー
タ
ブ
ルCD
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
マ
ナ
オ
ス
で
の
電
子
レ
ン
ジ
の
生
産
を
始
め
た
。

Murata
da

Amazonia
lnd.e

Com.

は
工
場
落
成
に
続
き
本
年
一
月
よ
テ
レ

ビ
、
オ
ー
デ
ィ
オ
用
セ
ラ
ミ
ッ
ク
フ
ィ
ル
タ
ー
及
び
セ
ラ
ミ
ッ
ク
消
磁
素
子
、
セ

ラ
ミ
ッ
ク
発
振
子
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
な
ど
の
製
品
の
生
産
を
開
始
へ
、
三
月
に
は
こ

れ
ら
商
品
が
初
出
荷
さ
れ
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
マ
ナ
オ
ス
で
初
め
て
大
型
バ
イ
ク750cc

を
一
月
に
発
表
、
ま
た
、
四
月
に
は
小
型150cc

ク
ラ
ス
二
種
を
発
表
す
る
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
工
場
を
拡
張
し
た
。

Minolta
Copiadora

do
Amazonas

社
が
十
月
に
白
黒
普
通
紙
複
写
機
製

造
の
た
め
に
マ
ナ
オ
ス
に
進
出
し
た
。

Seiko
lndl.da

Amazonia

社
は
生
産
の
増
強
の
た
め
に
現
工
場
の
増
設
を

決
定
し
た
。

Takeda
Comercio

社
は
四
月
に
ア
ク
レ
州
の
リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ
市
に
支
店
を



開
設
し
た
。
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
は
一
月
に
マ
ナ
オ
ス

市
内
総
販
売
所
をDarcy

Vargas

大
通
り
完
成
し
、
鶏
卵
の
卸
販
売
並
び
に
小

売
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ス
ー
パ
ーCasa

Roma

が
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
店
を
開
店
し
た
。

六
月
十
五
日
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
八
十
周
年
を
記
念
し
て
ア
マ
ゾ
ン
自
然
博
物

館
オ
ー
プ
ン
、
第
一
号
ゲ
ス
ト
に
礼
宮
殿
下
（
現
秋
篠
宮
殿
下
）
を
お
迎
え
し
た
。

一
九
八
九
年

Sony
da

Amazonia

社
が
八
ミ
リ
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Minolta
Copiadora

do
Amazonas

社
三
月
に
同
工
場
で
複
写
機
の
組
立
て

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し
た
。

Omron
Componentes

Eletro-Eletronicos.da
Amazonia

社
が
マ
ナ
オ

ス
で
の
操
業
を
開
始
し
て
お
り
、
光
電
ス
イ
ッ
チ
形E3S

（
十
九
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

の
商
品
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
。

Rohm
Amazonia

Eletronica

社
が
五
月
に
設
立
さ
れ
、八
月
よ
り
セ
ラ
ミ
ッ

ク
・
コ
ン
デ
ン
サ
ー
製
造
を
開
始
す
る
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
生
産
の
一
層
の
品
質
向
上

を
図
る
べ
く
新
た
に
品
質
道
場
を
開
校
し
、社
員
へ
の
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

推
し
進
め
Ｃ
Ｋ
Ｄ
方
式
で
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
に
向
け
て
一
二
五cc

バ
イ
ク
の
輸
出

も
始
め
た
。

Brasciti
lnd.Com.Relogios

da
AM

社
は
従
来
輸
入
に
頼
っ

て
い
た
腕
時
計
用
の
バ
ン
ド
製
造
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Takeda
Comercio

社
、
ベ
レ
ン
に
も
支
店
を
開
設
し
た
。

一
二
月Para

Amazoans
Turismo

社
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
横
の
通
り
の
現
住



所
に
店
舗
を
購
入
し
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
だ
け
で
な
く
ホ
テ
ル
、
車
の
手
配
、
旅
客

受
入
れ
業
務
な
ど
の
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
会
社
と
し
て
の
業
務
も
行
う
。

一
九
九
〇
年

Sony
da

Amazonia
社
は
九
、
二
十
一
、
二
十
五
、
二
十
九
イ
ン
チ
の
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
は
マ
ナ
オ
ス
で
初
め
て
投
射
型
の
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
、
及
び
フ
ァ
ッ
ク
シ
ミ
リ
機
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
七
月
に
ニ
ュ
ー
モ
デ
ル"

サ
ハ
ラ"

を
発

表
し
た
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
は
事
務
棟
の
建
設
を
完
了
し
た
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
新
し
く
食
堂
を
建
設
し
た
。

Fuji
Photo

Film
da

Amazonia

社
が
マ
ナ
オ
ス
に
工
場
開
設
の
た
め
、
ス

フ
ラ
マ
の
認
可
を
取
得
し
た
。

ス
ー
パ
ー

Casa
Roma

が
ア
パ
レ
シ
ー
ダ
店
を
閉
店
し
た
。

三
月
に
、
プ
ー
ル
、
体
育
館
、
図
書
室
、
音
楽
室
、
理
科
室
な
ど
の
施
設
を
完

備
し
た
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
の
新
校
舎
落
成
式
が
催
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年

Springer
National

da
Amazonia

社
はSpringer

Panasonic
da

Amazonia
S.A

と
社
名
を
変
更
し
た
。

Sony
da

Amazonia

社
が
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
の
生
産
を
開
始
し
た
。

FGL
da

Amazonia
Eletronica

lnd.e
Com

社
がGENTEK

社
の
委
託
生
産



の
電
卓
を
自
社
生
産
に
切
り
換
え
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
向
け
に
一
二
五cc

バ
イ
ク

完
成
車
の
輸
出
を
開
始
す
る
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
は
、
小
型
ボ
ー
ト
用
の
船
外
機
の
製
造
を

四
月
に
開
始
し
、
九
月
に
は
第
二
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
設
置
を
完
了
し
た
。

Brasciti
lnd.Com.Relogios

da
Amazonia

社
が
八
十
九
年
に
始
め
た

バ
ン
ド
製
造
を
中
止
し
た
。

一
九
九
二
年

Sony
da

Amazonia

社
は
シ
ス
テ
ム
ス
テ
レ
オ
の
輸
出
を
開
始
し
た
。

Sanyo
da

Amazonia

杜
は
マ
ナ
オ
ス
で
の
一
体
型
エ
ア
コ
ン
の
生
産
を
開
始

し
た
。

FGL
da

Amazonia
Eletronica

lnd.e
Com.

社
が
電
子
レ
ジ
ス
タ
ー
及
び

テ
ラ
ー
ズ
マ
シ
ン
も
自
社
生
産
へ
の
切
り
替
え
を
行
っ
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
同
社
百
パ
ー
セ
ン
ト
出
資
でHonda

Tecnologia
de

Amazonia

社
を
設
立
、
ま
た
こ
の
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
一
二

五cc

バ
イ
ク
をCKD

方
式
で
輸
出
し
始
め
、
九
月
に
は
一
〇
〇cc

小
型
バ
イ
ク

「
ド
リ
ー
ム
」
を
発
表
、
四
輪
車
の
輸
入
も
開
始
し
て
い
る
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
が
二
月
か
ら
マ
ナ
オ
ス
で
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
・

ヴ
ィ
ー
ク
ル
（
水
上
バ
イ
ク
）
製
造
を
開
始
し
た
。

Seiko
lndl.da

Amazonia

社
は
電
池
の
要
ら
な
い
ブ
ラ
ジ
ル
初
の
ソ
ー
ラ
ー

電
池
、
ア
ナ
ロ
グ
式
腕
時
計
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Brasciti
lnd.Com.Relogios

da
Amazonia

社
は
マ
ナ
オ
ス
で
の
ム
ー



ブ
メ
ン
ト
の
組
立
て
を
中
止
し
、
そ
の
代
替
を
輸
入
に
切
り
替
え
た
。

Imp.e
Exp.New

Tokio

社
は
マ
ナ
オ
ス
で
の
ラ
ン
栽
培
の
可
否
を
確
か
め
る

べ
く
試
験
的
に
栽
培
を
始
め
た
。

Kiba&Cia
社
、
バ
ウ
ビ
ー
ナ
支
店
を
閉
店
し
た
。

Grupo
Roma

は
食
品
工
業
部
門
でCasa

Roma
lndustria

de
Alimentos

社
を
設
立
、
二
千
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
工
場
で
マ
ナ
オ
ス
で
初
め
て
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
用
食
パ
ン
や
ロ
ー
ル
パ
ン
の
大
量
生
産
を
始
め
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
部
門
で
は
面
積
二
千
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
全
自
動
化
さ
れ
た
明
る
く
清

潔
な
ス
ー
パ
ーCasa

Roma

ボ
レ
バ
ウ
ド
支
店
を
五
月
に
開
店
し
、
マ
ナ
オ
ス
庶

民
に
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
、
食
肉
始
め
日
本
食
品
の
提
供
を
図
っ
た
。

一
九
九
三
年

Springer
Panasonic

da
Amazonia

社
が
世
界
戦
略
と
し
てPanasonic

da
Amazonia

社
と
社
名
を
変
更
す
る
。

Sanyo
da

Amzonia

社
は
家
庭
用
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
機
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Sony
Componentes

社
はTV

、
ビ
デ
オ
、
音
響
機
器
な
ど
の
基
板
を
生
産
す

る
新
工
場
を
十
月
八
日
に
開
設
し
た
。
又
、CD

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
輸
出
も
開
始
し

た
。

Murata
da

Amazonia
lnd.e

Com

社
は
九
月
に
い
ち
早
く
日
本
の
公
定
審

査
機
関
で
あ
るRCJ

に
よ
っ
てISO

九
〇
〇
二
の
認
証
取
得
を
果
た
し
た
。

Rohm
Amazonia

Eletronica

社
は
こ
の
年
よ
り
電
子
部
品
販
売
を
行
う
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
が
小
型
発
電
機
の
内
作
を
三
月
に
開
始
し
た
。



Yamaha
Motor

da
Amazonia

杜
は
こ
の
年
ホ
イ
ー
ル
の
組
立
て
を
開
始
す

る
と
共
に
鋳
造
及
び
機
械
加
工
の
工
程
の
閉
鎖
に
踏
み
切
っ
た
。

Mitsucar
lndustria

da
Amazonia

社
は
、PIC-UPL

二
〇
〇
の
組
立
て

を
月
産
八
十
台
で
始
め
た
。

Noritsu
da

Amazonia
lndustria

e
Comercio

社
がNoritsu

do
Brasil

の
子
会
社
と
し
て
九
月
に
設
立
さ
れ
、写
真
用
現
像
機
械
の
生
産
で
マ
ナ
オ
ス
に

進
出
し
た
。

Fuji
Photo

Film
da

Amazonia
社
が
マ
ナ
オ
ス
へ
進
出
工
場
の
移
転
も
行

な
い
、
写
真
用
印
画
紙
、
フ
ィ
ル
ム
の
生
産
及
び
出
荷
を
開
始
し
た
。

Imp.e
Exp.New

Tokio

社
は
こ
の
年
の
中
旬
、
ア
マ
ゾ
ン
で
の
ラ
ン
を
国
内

外
市
場
に
出
す
た
め
に
、
ア
マ
ゾ
ン
・
オ
ル
キ
ー
ジ
ア
杜
を
設
立
し
た
。

Casa
Roma

lndustria
de

Alimentos

社
は
「FRUNAT
」
商
標
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
ジ
ュ
ー
ス
用
冷
凍
果
肉
の
製
造
を
始
め
た
。

一
九
九
四
年

Sharp
do

Brazil

社
は
家
庭
で
簡
単
に
パ
ン
等
が
焼
け
る
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス

タ
ー
を
発
売
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
九
月
、
一
二
五cc

オ
ー
ト
バ
イTODAY

の

モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
を
行
な
い
、
ニ
ュ
ー
モ
デ
ルCG

一
二
五
「TITAN

」
の
発
売
に

踏
み
切
っ
た
。

Denso
lndustrial

da
Amazonia

社
が
ク
リ
チ
バ
のDenso

do
Brasil

社
の
子
会
社
と
し
て
マ
ナ
オ
ス
へ
進
出
し
て
き
た
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
工
場
を
拡
張
し
て
総
務
部
を
作
っ
た
。



Seiko
lndl.da

Amazonia

社
は
発
電
機
能
内
蔵
腕
時
計
の
新
製
品KINETIC

の
マ
ナ
オ
ス
で
の
組
立
て
、
販
売
を
開
始
し
た
。

Noritsu
da

Amazonia
lnd.e

Com

社
が
ミ
ニ
ラ
ボ
（
迅
速
写
真
処
理
機

器
）
の
製
造
を
三
月
に
開
始
し
、
五
月
に
マ
ナ
オ
ス
で
の
生
産
第
一
号
機
を
完

成
、
出
荷
し
た
。

Fuji
Photo

Film
da

Amazonia

社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
がSIC

に
認
可
さ
れ

ミ
ニ
ラ
ボ
（
写
真
現
像
機
）
の
生
産
開
始
に
伴
い
、
工
業
団
地
以
外
に
工
場
を
移

転
、
本
社
の
移
転
も
併
せ
て
行
な
わ
れ
た
。

Takeda
Comercio

社
は
八
月
に
フ
ォ
ル
タ
レ
ー
ザ
市
に
支
店
を
開
設
し
た
。

Amazon
Orquidea

社
の
デ
ン
フ
ァ
レ
種
の
ラ
ン
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
の
市
場
向
け

に
初
出
荷
さ
れ
た
。

Tai
Engenharia

e
Construcoes

社
が
九
月
、
マ
ナ
オ
ス
に
設
立
し
た
。

Miura
Corretora

de
Seguros

社
が
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ロ
ー
カ
と
し
て

マ
ナ
オ
ス
で
開
業
し
た
。

Casa
Roma

lndustria
de

Alimentos

社
は
商
標
「BROTHAR

」
で
多
種
多

様
の
パ
ン
の
製
造
販
売
を
始
め
た
。

一
九
九
五
年

Panasonic
da

Amazonia

社
が
二
月
にISO

九
〇
〇
二
の
認
証
取
得
し
、
電

子
レ
ン
ジ
が
初
め
て
ペ
ル
ー
へ
輸
出
さ
れ
た
。

Sony
da

Amazonia

社
がISO

九
〇
〇
二
の
認
証
を
取
得
、
こ
の
年,

ソ
ニ
ー
株
式
会
社
の
大
賀
典
雄
会
長
は
、日
本
ブ
ラ
ジ
ル
修
好
百
周
年
記
念
事



業
の
一
環
と
し
て
専
用
機
を
自
ら
操
縦
し
マ
ナ
オ
ス
に
来
訪
、ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場

で
サ
ン
パ
ウ
ロ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
に
見
事
な
タ
ク

ト
さ
ば
き
を
披
露
し
た
。

Sharp
do

Brasil

社
もISO

九
〇
〇
二
の
認
証
取
得
に
成
功
、
ブ
ラ
ジ
ル
中

北
部
で
初
め
て
測
定
機
用
校
正
機
関
の
校
正
業
務
の
認
証
も
取
得
し
、多
様
化
す

る
マ
ナ
オ
ス
工
業
団
地
内
な
ど
の
測
定
機
校
正
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
好
評
を
得
て

い
る
。

セ
ン
プ
東
芝
社
が
モ
ニ
タ
ー
・
テ
レ
ビ
を
発
表
し
た
。

Yamaha
Motor

da
Amazonia

社
は
二
月
に
マ
ナ
ウ
ス
の
オ
ー
ト
バ
イ
、
船

舶
用
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
と
し
て
初
め
て
のISO
九
〇
〇
二
認
証
取
得
に
成
功

し
、FRP

の
加
工
工
程
も
設
置
し
加
工
を
は
じ
め
た
。

Moto
Hondada

Amazonia

社
が
マ
ナ
オ
ス
でYAMAHA
社
に
次
い
で
四
月
、ISO

九
〇
〇
二
認
証
を
取
得
し
た
。

こ
の
他
、Showa

do
Brasil

社
、Fuji

Photo
Film

da
Amazonia

社
と

多
く
の
企
業
がISO

九
〇
〇
二
認
証
を
取
得
し
た
。

六
月
にMitsui

O.S.K.Lines
Agencia

Maritima

社
は
日
本
の
三
井OSK

ラ
イ
ン
の
ブ
ラ
ジ
ル
二
番
目
の
事
務
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

Kiba&Cia

社
は
ビ
ス
コ
ン
デ
街
に
第
二
支
店
を
開
設
し
、創
立
二
十
周
年
祝
っ

た
。

Tai
Engenharia

e
Construcoes

社
はMoto

Honda
da

Amazonia

社
の

保
全
倉
庫
、Showa

do
Brasil

社
の
保
全
建
物
、Sony

Componentes

社
の

食
堂
を
建
設
、ま
た
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
横
の
サ
ン
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
広
場
の
修
復
工

事
も
手
が
け
た
。



エ
フ
イ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
で
五
月
か
ら
鶏
卵
共
同
選
卵
選

別
が
始
ま
っ
た
。

Casa
Roma

lndustria
de

Alimentos

社
は
十
月
に
マ
ナ
オ
ス
で
初
め

て
自
家
製
パ
ネ
ト
ネ
を
発
売
し
た
。

一
九
九
六
年

Panasonic
da

Amazonia
社
が
テ
レ
ビ
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
輸
出
を
開
始
し

た
。

Sharp
do

Brasil

社
が
液
晶
付
き
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ"

ビ
ュ
ー
カ
ム"

の
生
産

を
開
始
、
ま
たVTR

は
累
計
生
産
二
百
万
台
を
達
成
し
、
電
子
レ
ン
ジ
生
産
も
累

計
生
産
百
万
台
を
達
成
し
た
。

S
o
n
y

d
a

A
m
a
z
o
n
i
a

社
は
車
載
オ
ー
デ
ィ
オ
の
生
産
を
開
始
し
、S

o
n
y

Plasticos
da

Amazonia

社
は
プ
ス
ラ
チ
ッ
ク
部
品
の
生
産
を
開
始
し
た
。又
、

十
七
イ
ン
チ
の
カ
ラ
ー
モ
ニ
タ
ー
テ
レ
ビ
の
生
産
も
開
始
し
た
。

JVC

社
は
グ
ラ
ジ
エ
ン
テ
社
と
の
合
弁
販
売
会
社
、JVC

do
Brasil

Ltda.

を
設
立
し
、
グ
ラ
ジ
エ
ン
テ
社
（
マ
ナ
オ
ス
工
場
）
に
てJVC

技
術
指
導
の
元
、

オ
ー
デ
ィ
オ
、TV

、
ビ
デ
オ
カ
ム
コ
ー
ダ
ー
の
委
託
生
産
を
開
始
し
た
。

FGL
da

Amazonia
Eletronica

lnd.e
Com

社
は
工
場
が
手
狭
に
な
っ
た

た
め
、
現
住
所
に
工
場
を
移
転
し
た
。

Fujitsu
da

Amazonia

社
はFujitsu

do
Brasil

Ltda.

の
子
会
社
と
し

て
、
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
メ
イ
ン
フ
レ
ー
ム
製
造
で
二
月
に
マ
ナ
オ
ス
に
進

出
し
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
成
形
の
昭
和
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
が
マ
ナ
オ
ス
に
進
出
し
、



五
月
にShowpla

Brasil

社
を
設
立
し
た
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
操
業
し
て
か
ら
二
十
五
年
と

な
り
、
六
月
に
は
二
百
万
台
生
産
を
達
成
、XLR

一
二
五
機
種
の
オ
ー
ト
バ
イ
を

発
売
し
た
。

三
菱
の
ト
ラ
ッ
ク
を
組
立
て
て
い
たMitsucar

lndustria
da

Amazonia

社
は
、
こ
の
年
マ
ナ
オ
ス
で
の
生
産
を
打
ち
切
っ
た
。

Noritsu
da

Amazonia
lnd.e

Com

社
が
九
月
生
産
機
種
三
機
種
を
新
た
に

立
ち
上
げ
た
。

Tai
Eng.e

Construcoes

社
は
、Sony

da
Amazonia

社
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
ル
ー
ム
、Metalfino

da
Amazonia

社
の
工
場
拡
張
工
事
、Showa

do

Brasil

社
の
鋳
造
工
場
と
第
二
食
堂
の
工
事
を
手
が
け
た
。

Mitsui
O.S.K.Lines

Agencia
Maritima

社
は
現
住
所
に
移
転
し
た
。

一
九
八
二
年
か
ら
マ
ナ
オ
ス
に
開
設
さ
れ
た
コ
ン
コ
ル
ジ
ア
保
険
会
社
は
、
日

本
の
三
井
海
上
火
災
と
共
栄
海
上
火
災
の
日
本
資
本
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。

一
九
九
七
年

四
月
十
七
日Showpla

Brasil

社
は
南
米
で
最
初
の
工
場
を
第
二
工
業
団
地

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
機
械
設
備
は
日
本
の
最
新
技
術
を
導
入
し
、
材
料
の
調
達
か

ら
成
形
品
の
完
成
ま
で
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
一
貫
生
産
体
制
を

し
き
、
テ
レ
ビ
外
観
部
品
の
生
産
で
ス
タ
ー
ト
、
後
日
ビ
デ
オ
外
観
部
品
、
ア
ッ

セ
ン
ブ
リ
ー

、
二
輪
車
樹
脂
部
品
な
ど
の
成
形
も
始
め
た
。

Nissin
Brake

do
Brasil

社
が
四
月
に
二
輪
の
ブ
レ
ー
キ
製
造
で
進
出
し

た
。



八
月
にSUFRAMA

と
九
月
にSUDAM

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
認
可
が
お
り
て
い
る
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
十
一
月
にCB

五
〇
〇
とVT

六
〇
○
の
二

種
類
の
大
型
機
種
を
販
売
、
ま
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
は
四
輪
部
門
が
独
立
し
、
新
会

社
を
設
立
し
た
。

Denso
lndustrial

da
Amazonia

社
は
二
月
に
カ
ー
エ
ア
コ
ン
、
バ
ス
用

エ
ア
コ
ン
で
操
業
を
開
始
し
、
同
七
月
に
二
輪
用
発
電
機
の
生
産
を
開
始
し
た
。

Showa
do

Brasil

社
は
三
月
に
同
敷
地
内
に
第
二
工
場
と
し
て
鋳
造
工
場
を

建
設
し
た
。

Metalfino
da

Amazonia

社
は
工
場
内
鋳
造
部
門
を
拡
張
し
、
新
し
い
倉
庫

も
建
設
し
た
。

こ
の
年
にISO

九
〇
〇
二
認
証
をMetalfino

da
Amazonia

社
、Seiko

lndl.da
Amazonia

社
、Noritsu

da
Amazonia

lnd.e
Com

社
、Minolta

Copiadora
do

Amazonia

社
が
取
得
し
た
。

Fujitsu
da

Amazonia

社
は
こ
の
年
の
下
半
期
よ
り
大
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
製
造
を
開
始
し
た
。

Tai
Engenharia

e
Construcoes

社
は
、Moto

Honda
da

Amazonia
社

の
第
二
駐
車
場
、
ソ
ニ
ー
コ
ン
ポ
ネ
ン
テ
社
の
改
造
、Noritsu

da
Amazonia

lnd.e
Com

社
の
新
工
場
、Nissin

Brake
do

Brasil

社
の
新
工
場
、Murata

da
Amazonia

社
の
食
堂
建
設
を
手
が
け
た
。

武
田
兄
弟
商
会
はTakeda

Comercio
Ltda.

と
社
名
を
改
名
し
た
。

Kiba&Cia

社
は
ビ
ス
コ
ン
デ
第
二
支
店
を
閉
店
し
、本
店
で
の
業
務
一
本
化
に

し
た
。

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
は
二
月
ア
メ
リ
カ
向
け
に
プ



プ
ー
ニ
ャ
椰
子
の
パ
ウ
ミ
ッ
ト
の
輸
出
を
試
み
る
が
数
回
で
中
止
と
な
っ
た
。

五
月
に
北
伯
ア
マ
ゾ
ン
地
区
最
古
の
日
系
旅
行
社
と
し
て
一
九
七
八
年
か
ら
営

業
し
て
い
た
ア
マ
ゾ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
社
マ
ナ
オ
ス
店
が
Ａ
Ｔ
Ｓ
・
Ｔ

Ｕ
Ｒ
と
し
て
独
立
し
た
。

EMK
Informatica

社
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
の
日
系
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
部
門
で

最
初
にIBM

ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
認
定
をIBM

本
社
か
ら
受
け

た
。

MIURA

保
険
サ
ー
ビ
ス
社
はMiura

Corretora
de

Seguros
S/C

Ltda.

と
改
名
。
こ
の
年
の
十
月
にISO

九
〇
〇
二
の
認
証
を
受
け
た
。

コ
ン
コ
ル
ジ
ア
保
険
会
社
は
こ
の
年
の
七
月
にMitsui

Marine&Kyoei
Fire

Seguros
S.A.

と
社
名
を
変
更
し
、十
二
月
にTakeda

Corretora
de

Seguros

S/C

社
が
設
立
さ
れ
た
。

一
九
九
八
年

Panasonic
da

Amazonia

社
がZFM

全
工
業
の
中
で
四
番
目
、
日
系
企
業
で

は
一
番
乗
り
で
「ISO

一
四
〇
〇
〇
」
認
証
を
取
得
し
た
。

十
二
月
、Tojo

da
Amazonia

社
は
工
場
閉
鎖
。

Moto
Honda

da
Amazonia

社
は
三
月
小
回
り
の
利
き
、
女
性
に
も
気
軽
に

乗
れ
る
オ
シ
ャ
レ
な
ス
ク
ー
タ
ー
、BIZ

を
全
国
一
斉
発
売
、
十
一
月
に
は
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
い
わ
れ
て
い
るISO

一
四
〇
〇
一
認
証
を
取
得
し
た
。

翌
一
九
九
九
年
二
月
に
、
三
百
万
台
生
産
を
達
成
し
て
い
る
。

Showa
do

Brasil

社
が
四
十
三
万
五
千
台
生
産
を
記
録
し
た
。

Nissin
Brake

do
Brasil

社
が
二
輪
車
用
の
ブ
レ
ー
キ
の
生
産
を
開
始
し



た
。

Denso
lndustrial

da
Amazonia

社
は
工
業
団
地
内
に
既
存
工
場
を
購
入

し
、
一
九
九
九
年
稼
働
を
メ
ド
に
移
転
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

Noritsu
da

Amazonia
lnd.e

Com

社
はShowa

do
Brasil

社
の
向
か
い

側
に
新
工
場
を
建
設
し'

三
月
に
落
成
式
を
行
い
工
場
を
移
転
し
た
。

十
一
月
に
は
生
産
機
種
一
機
種
を
新
た
に
立
ち
上
げ
た
。

こ
の
年I

S
O

九
〇
〇
二
認
証
を
取
得
し
た
の
は

S
h
o
w
p
l
a

B
r
a
s
i
l

社
、

Murata
da

Amazonia

社
、Denso

lndustrial
da

Amazonia

社
、Fujitsu

da
Amazonia

社
、FGL

da
Amazonia

Eletronica
lnd.e

Com

社
で
あ
っ

た
。

Fuji
Photo

Film
da

Amazonia

社
はPRB

（
基
礎
製
造
工
程
）
の
認
可
を

受
け
、
第
三
棟
を
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
増
設
、
ま
たISO
一
四
〇
〇
〇
認
証
も
取

得
し
た
。

Fujitsu
da

Amazonia

社
の"

デ
ィ
ス
ク
・
ユ
ニ
ッ
ト
・
サ
ブ
シ
ス
テ
ム"

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
フ
ラ
マ
よ
り
認
可
さ
れ
た
。

Banco
America

do
Sul

（
南
米
銀
行
）
は
イ
タ
リ
ア
系
銀
行SUDAMERIS

銀
行
に
吸
収
さ
れ
た
。

Cia
de

Seguros
America

do
Sul

Yasuda

社
は
南
米
銀
行
の
買
収
に
伴

い
、
日
本
の
安
田
火
災
は
出
資
比
率
を
引
き
下
げ
、
社
名
もYasuda

Seguro

S.A

と
変
更
し
た
。

住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社
が
進
出
、
一
月
にS

u
m
i
t
k
a
i
j
o

Representacoes

を
設
立
し
た
。

Tai
Engenharia

e
Construcoes

社
は
本
社
を
建
設
し
た
。



Casa
Roma

lndustria
de

Alimentos

社
は
製
造
工
程
の
オ
ー
ト
メ
化
を

図
り
新
し
い
設
備
を
備
え
付
け
た
。

資
料
・
年
表

【
ア
マ
ゾ
ン
移
住
の
歴
史

移
住
年
表
】

一
六
一
六

ア
マ
ゾ
ン
河
口
に
ベ
レ
ー
ン
市
が
創
設
さ
れ
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
に

よ
る
植
民
事
業
が
始
ま
る
。

一
七
五
三

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
業
者
が
ベ
レ
ー
ン
州
グ
ァ
マ
河
畔
に



オ
ー
レ
ン
村
を
創
設
し
た
、
北
太
平
洋
上
に
あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
領

ア
ゾ
レ
ス
島
よ
り
三
百
家
族
が
移
住
途
中
に
半
分
を
失
い
百
五
十
家
族
が

入
植
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
植
民
地
創
設
の
最
初
で
あ
る
。

一
七
五
六

ポ
ル
ト
ガ
ル
植
民
業
者
の
間
で
農
園
労
働
者
が
不
足
し
へ
、

ア
フ
リ
カ
黒
人
を
奴
隷
と
し
て
輸
入
後
に
現
地
イ
ン
ヂ
オ
と
雑
婚
し

ム
ラ
ト
と
な
っ
た
。

一
八
七
二

イ
ギ
リ
ス
は
先
行
投
資
を
計
り
、
ア
マ
ゾ
ン
河
汽
船
航
行
会
社
を

設
立
。

一
八
七
二
～
一
九
一
二

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
マ
デ
イ
ラ
～
マ
モ
レ
鉄
道
工
事
に

ペ
ル
ー
下
り
の
日
本
人
労
働
者
が
従
事
し
た
が
、
記
録
は
な
い
。

一
八
七
七
～
一
八
七
八

ブ
ラ
ジ
ル
東
北
地
方
、殊
に
セ
ア
ラ
州
の
大
旱
魃
と
飢

饉
に
よ
り
東
北
難
民
が
自
然
ゴ
ム
採
集
の
た
め
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
に
移
動
し
植
民
地

を
開
設
し
た
。

一
八
九
五

イ
ギ
リ
ス
は
ア
マ
ゾ
ン
電
信
電
話
会
社
を
設
立
。
こ
の
時
代
に
パ

ラ
ー
州
知
事
ホ
ラ
ウ
ド
・
ソ
ド
レ
は
地
方
産
業
発
展
の
た
め
に
多
数
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
他
に
日
本
人
移
住
者
の
誘
入
を
熱
心
に
希
望
し
た
。

八
月
二
十
一
日
付
、
パ
ラ
ー
州
土
地
局
と
「
東
洋
移
民
貿
易
会
社
」
の
代
表
者

と
日
本
人
移
住
者
、三
千
人
の
誘
入
に
関
す
る
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
の
記
録
が

あ
る
。
こ
の
契
約
は
日
伯
修
好
通
商
航
海
条
約
前
で
あ
り
、
元
来
同
会
社
は
日
本

の
会
社
で
も
な
く
、ま
た
契
約
履
行
の
た
め
に
日
本
国
側
と
交
渉
し
た
事
実
も
な

い
。

一
八
九
八

イ
ギ
リ
ス
は
パ
ラ
ガ
ス
会
社
を
設
立
。

一
八
九
九

ペ
ル
ー
国
に
日
本
人
の
契
約
移
住
者
が
入
国
し
た
。



一
九
〇
二
～
一
九
〇
九

イ
ギ
リ
ス
は
マ
ナ
オ
ス
築
港
営
業
会
社
、パ
ラ
ー
電
鉄

電
灯
会
社
、
マ
ナ
オ
ス
市
改
良
会
社
、
パ
ラ
ー
工
事
会
社
等
を
設
立
。

一
九
〇
五

ペ
ル
ー
国
リ
マ
市
駐
在
の
野
田
良
治
が
ペ
ル
ー
領
ア
マ
ゾ
ン
地
域
、

タ
ン
ポ
パ
ッ
タ
河
流
城
の
天
然
ゴ
ム
採
集
の
日
本
人
状
態
を
詳
細
に
調
査
し
、同

地
方
の
ゴ
ム
林
へ
の
日
本
人
移
住
の
賛
成
意
見
を
上
申
し
て
い
る
。ペ
ル
ー
国
下

り
の
日
本
人
が
ア
マ
ゾ
ン
地
域
へ
第
一
歩
を
印
し
た
。

一
九
〇
六

ア
メ
リ
カ
も
ベ
レ
ー
ン
州
築
港
営
業
会
社
を
設
立
。

一
九
〇
七

ア
メ
リ
カ
は
マ
デ
イ
ラ
～
マ
モ
レ
鉄
道
会
社
設
立
。

一
九
〇
九

サ
ン
パ
ウ
ロ
の
松
下
正
彦
が
マ
ナ
オ
ス
で
色
紙
の
扇
、
団
扇
、

紙
風
船
、
竹
ト
ン
ボ
等
の
行
商
を
し
た
。
ア
マ
ゾ
ン
奥
地
の
ゴ
ム
採
集
が

目
的
だ
っ
た
ら
し
い
。

一
九
一
二

笠
戸
丸
以
前
か
ら
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
居
住
し
て
い
た
鈴
木
貞
次
郎
は

ア
マ
ゾ
ン
地
域
を
調
査
。

一
九
一
五

ベ
レ
ー
ン
～
ブ
ラ
ガ
ン
サ
二
百
四
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

鉄
道
敷
設
の
た
め
、
そ
の
沿
線
地
帯
に
十
数
個
所
の
移
住
地
が
建
設
さ
れ

入
植
者
数
は
数
万
人
に
な
っ
た
と
記
録
に
あ
る
。

ペ
ル
ー
下
り
の
山
根
武
一
が
ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
に
到
着
、
野
菜
作
り
に

従
事
し
、
そ
の
後
マ
ウ
エ
ス
に
転
住
し
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
に
従
事
。

一
九
一
五

ペ
ル
ー
下
り
玄
場
松
一
が
ベ
レ
ー
ン
市
に
転
住
し
商
業
に
従
事
。

ペ
ル
ー
下
り
の
中
吉
誠
寿
が
ボ
リ
ビ
ア
国
境
の
シ
ャ
ブ
リ
市
に

居
住
定
着
。

一
九
一
六

マ
ナ
オ
ス
で
コ
ン
デ
コ
マ
（
前
田
光
世
）
と
佐
竹
信
四
郎
も

格
闘
技
興
行
す
る
。



ペ
ル
ー
下
り
高
橋
庄
助
が
ベ
レ
ー
ン
に
転
住
定
着
。

一
九
一
七

ペ
ル
ー
下
り
の
古
野
功
が
ア
ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
に
到
着
し
定

着
。

一
九
一
八

東
京
に
海
外
植
民
学
校
が
創
設
さ
れ
崎
山
比
佐
衛
が
校
長
に
就
任
。

一
九
一
九

駐
伯
特
命
全
権
公
使
堀
口
丸
萬
が
パ
ラ
ー
州
ベ
レ
ー
ン
を
視
察
し
、

ア
マ
ゾ
ン
流
域
を
視
察
。

一
九
二
〇

ペ
ル
ー
下
り
川
本
清
八
が
ベ
レ
ー
ン
に
転
住
し
野
菜
栽
培
に
従
事
。

一
九
二
一

ア
ク
レ
州
第
二
の
町
、
ク
ル
ゼ
イ
ロ
・
ド
・
ス
ー
ル
で
ア
ン
デ
ス
お

ろ
し
の
た
め7.3

度
記
録
。

一
九
二
二

コ
ン
デ
コ
マ
（
前
田
光
世
）
が
ブ
ラ
ジ
ル
国
に
帰
化
し
ベ
レ
ー
ン
市

に
定
住
し
た
。

ペ
ル
ー
下
り
広
繁
利
吉
が
マ
ナ
オ
ス
に
到
着
。

一
九
二
三

パ
ラ
ー
州
知
事
ジ
オ
ニ
ジ
オ
・
ベ
ン
テ
ス
が
駐
伯
特
命
全
権
大
使
田

付
七
太
に
日
本
人
移
民
の
誘
入
を
具
申
し
た
。

大
石
小
作
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
で
ブ
ラ
ジ
ル
に
入
国
し
農
工
業
を
調
査
。

黄
色
人
種
の
入
国
制
限
法
案
、
同
案
賛
成
公
開
文
の
発
表
。

一
九
二
五

ペ
ル
ー
下
り
高
橋
数
馬
が
マ
ナ
オ
ス
に
到
着
し
職
業
を
転
々
と
か

え
、
一
九
三
九
年
対
岸
の
カ
ル
デ
ロ
ン
に
転
住
し
野
菜
栽
培
に
従
事
定
着
。

一
九
二
六

ア
メ
リ
カ
の
自
動
車
王
フ
ォ
ー
ド
が
パ
ラ
ー
州
サ
ン
タ
レ
ン
の

タ
バ
ジ
ョ
ス
河
畔
に
ゴ
ム
園
を
創
設
し
た
。

大
石
小
作
は
ア
マ
ゾ
ン
地
域
視
察
中
に
福
原
調
査
団
の
一
員
に
加
わ
り
調
査

終
了
後
、
単
独
で
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス
（
？
）
に
て
グ
ァ
ラ
ナ
の
栽
培
調
査

を
す
る
。



一
九
二
七

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
と
山
西
・
粟
津
両
名
と
の
間
に
土
地
の

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
調
印
。

一
九
二
八

上
塚
司
の
尽
力
に
よ
り
ア
マ
ゾ
ン
地
方
調
査
隊
が
派
遣
さ
れ
る
。

南
米
拓
殖
株
式
会
社
が
設
立
さ
れ
る
。

大
石
小
作
ほ
か
七
名
は
神
戸
港
発
さ
ん
と
す
丸
で
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
を
経
由
し
て
、
マ
ウ
エ
ス
に
到
着
。
百
五
町
歩
を
開
伐
、
こ
れ
が
西
部
ア

マ
ゾ
ン
地
域
で
日
本
人
が
開
拓
の
斧
を
入
れ
た
最
初
で
あ
る
。

東
京
で
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
創
立
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
政
府
と
の
間
に
州
有
地
二
万
五
千
町
歩
の
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
に
関
す
る
契
約
を
締
結
。

マ
ナ
オ
ス
市
連
邦
農
事
監
督
事
務
所
に
事
業
地
本
部
の
所
在
地
を「
サ

レ
シ
」
と
手
続
き
し
た
。「
サ
レ
シ
」
と
は
当
時
の
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
知
事
エ
フ
ィ

ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
の
姓
名
で
あ
る
サ
ー
レ
ス
の
サ
レ
と
日
本
語
の
「
市
」
の

（
シ
）
を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
あ
る
。

一
九
二
九

南
米
拓
殖
株
式
会
社
が
パ
ラ
ー
州
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ
に
直
轄
農
場

を
開
設
。

コ
ン
パ
ニ
ア
・
ニ
ポ
ニ
カ
・
デ
・
プ
ラ
ン
タ
ソ
ン
・
ド
・
ブ
ラ
ジ
ル
と
称
す

る
伯
国
会
社
を
設
立
し
日
本
人
移
住
者
の
入
植
が
始
ま
る
。

一
九
二
九

神
戸
出
港
大
阪
商
船
も
ん
て
び
で
お
丸
で
四
十
三
家
族
と
単
身
を
含

む
百
八
十
九
名
が
九
月
二
十
二
日
午
前
八
時
半
、ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地
桟
橋
に
到

着
。
以
後
一
九
三
七
年
ま
で
に
三
百
五
十
二
家
族
、（
二
千
百
四
名
）
が
入
植
し

た
。



パ
ラ
ー
州
知
事
と
前
田
光
世
と
の
土
地
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
契
約
の
締
結
。

一
九
三
〇

ア
マ
ゾ
ン
開
拓
青
年
練
習
生
制
度
発
足
。

上
塚
司
が
国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
を
創
設
。

上
塚
司
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
で
ア
マ
ゾ
ン
調
査
団
を
組
織
し
た
。

三
輪
勇
隊
員
は
調
査
終
了
後
マ
ナ
オ
ス
に
残
留
定
住
し
た
。

調
査
隊
一
行
は
十
月
二
十
日
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
郡
ビ
ラ
・
バ
チ

ス
タ
に
到
着
。

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
本
館
の
建
設
地
を
決
定
し
、

ビ
ラ
・
バ
チ
ス
タ
・
イ
ン
ス
チ
ト
ゥ
ー
ト
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
と
改
称
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
マ
ウ
エ
ス
移
住
者
七
家
族
五
十
名
は
、十
月
二

十
七
日
神
戸
出
港
さ
ん
と
す
丸
で
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
経
由
で
一
九
三
一
年

一
月
五
日
に
現
地
入
植
。

一
九
三
一

神
戸
出
港
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
丸
で
三
十
名
のYMCA

ア
マ
ゾ

ン
開
拓
青
年
が
パ
ラ
ー
州
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ
近
郊
の
サ
ン
タ
・
ロ
ー
ザ
に
入

植
。
五
反
田
貴
巳
団
長
、
平
賀
副
団
長
の
開
拓
青
年
団
一
行
。

神
戸
出
港
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
丸
で
前
田
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
土
地
に
日

本
人
が
入
植
し
た
が
入
値
者
は
四
散
し
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
移
住
地
と
な
っ
た
。

ジ
ュ
ー
ト
の
試
作
、
日
本
種
、
パ
ウ
リ
ス
タ
種
、
イ
ン
ド
種
共
に
成
績
不
良
。

国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
第
一
回
卒
業
生
四
十
七
名
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
到
着
。

一
九
三
二

国
士
舘
高
等
拓
殖
学
校
第
二
回
卒
業
生
五
十
四
名
と
一
般
移
住
者

十
五
名
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
到
着
。
国
士
館
高
等
拓
殖
学
校
よ
り
分
離
し
て
、

日
本
高
等
拓
殖
学
校
と
改
称
し

毎
年
卒
業
生
を
送
出
。
崎
山
比
佐
衛
校
長

一
家
一
行
十
名
が
九
月
に
マ
ウ
エ
ス
に
到
着
、
海
外
植
民
学
校
南
米
分
校
が

設
立
さ
れ
る
。



一
九
三
三

臼
井
牧
之
助
に
よ
り
南
洋
種
ピ
メ
ン
タ
苗
二
十
木
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

港
で
購
入
、
ト
メ
ア
ス
ー
に
二
本
の
み
が
活
着
し
た
。

財
団
法
人
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス
植
民
地
に
マ
ウ
エ
ス
日
本
人
会
が
組
織
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
ア
ン
ジ
ェ
ラ
河
畔
に
模
範
農
業
植
民
地
が

建
設
さ
れ
る
。

ジ
ュ
ー
ト
印
度
種
を
低
湿
地
に
播
種
し
た
が
結
果
は
不
良
で
あ
っ
た
が
、岡

山
県
人

尾
山
良
太
の
耕
地
に
二
本
の
新
品
種
を
発
見
、
幹
高
二
メ
ー
ト
ル
枝
が

出
ず
、
三
ケ
月
で
三
メ
ー
ト
ル
、
四
ケ
月
で
一
本
が
順
調
に
生
育
し
、
数
十
粒
の

種
子
を
採
取
。

一
九
三
五

ジ
ュ
ー
ト
新
品
種
の
種
子
三
キ
ロ
を
採
集
。

高
拓
五
回
生
十
八
名
到
着
。

内
閣
総
理
大
臣
官
邸
に
て
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
の
設
立
が
決
定
し
た
。

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
会
社
が
成
立
。

一
九
三
六

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
創
立
総
会
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
登
記
役
場
に
て
会
社
設
立
の
登
記
完
了
し

取
締
役
に
上
塚
司
、
取
締
役
支
配
人
に
辻
小
太
郎
が
就
任
。

神
戸
出
港
ラ
プ
ラ
タ
丸
で
日
本
高
等
拓
殖
学
校
第
六
回
生
と
一
般
入
植
者

五
十
七
名
を
引
率
し
て
上
塚
団
長
パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
に
向

け
て
出
発
。

ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
研
究
所
で
新
品
種
の
ジ
ュ
ー
ト
種
子
三
十
キ
ロ
を
採
集

し
、
尾
山
良
太
へ
十
五
キ
ロ
、
中
内
義
正
に
十
五
キ
ロ
を
分
譲
し
ジ
ュ
ー
ト
栽
培

を
依
頼
。



前
田
光
世
が
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
の
取
締
役
に
就
任
。一
九
四
一

年
ベ
レ
ー
ン
市
で
死
亡
。

一
九
三
七

ベ
レ
ー
ン
市
マ
ル
チ
ン
・
ジ
ョ
ル
ジ
商
会
へ
二
千
七
百
七
十
キ
ロ
、

七
月
に
同
商
会
へ
六
千
百
七
十
一
キ
ロ
の
ジ
ュ
ー
ト
製
品
を
納
入
、日
本
人
に
よ

る
ア
マ
ゾ
ン
に
お
け
る
ジ
ュ
ー
ト
が
世
界
市
場
に
販
売
さ
れ
た
最
初
で
あ
る
。

日
本
高
等
拓
殖
学
校
第
七
回
生
四
名
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
到
着
。第
一

回
か
ら
第
七
回
生
ま
で
四
百
十
名
が
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
入
植
。

ジ
ュ
ー
ト
の
新
品
種
が
尾
山
良
太
の
名
前
を
と
っ
て
尾
山
種
と
命
名
さ
れ
る
。

一
九
三
八

日
本
高
等
拓
殖
学
校
が
閉
鎖
さ
れ
る
。

六
月
に
総
計
六
十
ト
ン
の
ジ
ュ
ー
ト
が
生
産
さ
れ
る
。

一
九
四
〇

パ
リ
ン
チ
ン
ス
、
ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
創
立
十
周
年
記
念
に

八
紘
会
館
が
建
設
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
は
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
に

合
併
さ
れ
る
。

一
九
四
一

第
二
次
世
界
大
戦
勃
発

ヴ
ィ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
資
産
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
接
収
さ
れ
、
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
第
一
の
財
閥
Ｊ
Ｇ
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
商
会
に
七
百
コ
ン
ト
ス
で
売
却
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産
業
株
式
会
社
は
消
滅
し
た
。

崎
山
比
佐
衛
は
六
十
七
才
の
高
貴
な
る
一
生
を
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ウ
エ
ス

で
終
わ
る
。

一
九
四
二

一
月
二
十
八
日
第
二
次
世
界
大
戦
で
日
伯
両
国
間
の
国
交
断
絶

と
な
り
、
入
植
者
は
敵
国
人
と
し
て
重
圧
を
受
け
る
。

一
九
四
四

六
月
六
日
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は
日
本
に
宣
戦
布
告
。



一
九
四
五

八
月
十
四
日
、
日
本
降
伏
。

一
九
四
六

パ
ラ
ー
州
ト
メ
ア
ス
ー
で
農
民
同
志
会
が
結
成
さ
れ
る
。

一
九
四
八

パ
ラ
ー
州
グ
ァ
マ
植
民
地
水
田
式
米
作
植
民
地
計
画
が
発
表
さ
れ

る
。

一
九
四
九

パ
ラ
ー
州
ア
カ
ラ
農
民
同
志
会
は
ト
メ
ア
ス
ー
植
民
地
の
一
元
化
の

た
め
に
ト
メ
ア
ス
ー
産
業
組
合
と
改
称
。

一
九
五
一

辻
小
太
郎
に
よ
る
ア
マ
ゾ
ン
計
画
移
民
の
受
入
業
務
開
始
。

一
九
五
二

ア
マ
パ
直
轄
州
マ
カ
パ
郡
内
に
マ
タ
ピ
ー
植
民
地
を
開
設
。

一
九
五
三

ジ
ュ
ー
ト
栽
培
の
戦
後
家
族
移
民
十
七
家
族
五
十
四
名
が
ア
マ
ゾ
ナ

ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
に
入
植
。
ア
マ
ゾ
ン
河
大
洪
水
の
年
で
あ
っ
た
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
ベ
ラ
ビ
ス
タ
植
民
地
第
一
次
移
民

二
十
三
家
族
百
三
十
九
名
が
入
植
。

ア
マ
パ
直
轄
州
マ
タ
ピ
ー
植
民
地
へ
二
十
四
家
族
、フ
ァ
ゼ
ン
ジ
ニ
ャ

に
五
家
族
入
植
。

戦
後
移
住
者
二
十
九
家
族
百
八
十
一
名
が
パ
ラ
ー
州
ト
メ
ア
ス
ー
に
入

植
。

一
九
五
四

日
本
海
外
移
住
協
会
連
合
会
が
設
立
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
植
民
地（
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
の
旧
称
）

へ
三
十
八
家
族
二
百
十
八
名
が
入
植
。

（
六
月
）
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
植
民
地
へ
七
家
族
三
十
六
名
が
入
植
。

（
七
月
）
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
植
民
地
へ
二
十
九
家
族

百
八
十
一
名
が
入
植
。（
七
月
）
ア
マ
ゾ
ン
産
業
研
究
所
の
二
十
周
年
記
念

祝
賀
会
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
で
挙
行
。



ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
植
民
地
へ
三
十
家
族

百
八
十
三
名
が
入
植
。（
八
月
）
ア
マ
パ
ー
直
轄
州
マ
タ
ピ
ー
植
民
地
へ

二
十
一
家
族
が
入
植
。（
八
月
）
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
カ
プ
ル
ー
植
民
地
へ

二
十
七
家
族
百
六
十
六
名
が
入
植
。（
十
一
月
）
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
ヴ
ィ
ラ
・

ア
マ
ゾ
ニ
ア
の
ア
ラ
ウ
ジ
ョ
耕
地
に
八
家
族
五
十
名
が
入
植
（
十
二
月
）

一
九
五
五

連
邦
政
府
移
植
民
院
は
外
国
人
コ
ロ
ノ
（
契
約
労
働
者
）

ア
マ
ゾ
ン
地
域
へ
の
誘
入
を
禁
止
。パ
ラ
ー
州
フ
ォ
ー
ド
ゴ
ム
園
の
ベ
ル
デ
ー
ラ

植
民
地
と
フ
ォ
ー
ド
ラ
ン
ジ
ア
植
民
地
の
百
二
十
二
家
族
（
七
百
八
十
五
名
）

は
農
務
省
の
指
示
で
退
去
さ
せ
ら
れ
、
八
ヶ
所
に
離
散
し
た
。

（
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ
五
十
五
家
族
三
百
五
十
八
名
、
ベ
レ
ー
ン
近
郊
二
十

一
家
族
百
二
十
七
名
、
ベ
レ
ー
ン
州
グ
ァ
マ
植
民
地
十
五
家
族
百
一
名
、
リ
オ
ブ

ラ
ン
コ
直
轄
州
十
二
家
族
七
十
一
名
、
サ
ン
タ
レ
ン
近
郊
七
家
族
四
十
三
名
、
ア

レ
ン
ケ
ー
ル
五
家
族
三
十
六
名
、
ア
カ
ラ
植
民
地
四
家
族
二
十
六
名
、
マ
ナ
オ
ス

IB

サ
バ
農
地
三
家
族
二
十
三
名
。）

ア
ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
で
ア
ン
デ
ス
お
ろ
し
の
影
響
で8.8

度
を
記
録
。

十
一
月
ベ
ル
テ
ー
ラ
ゴ
ム
園
よ
り
二
家
族
十
三
名
が
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州

ボ
ア
ビ
ス
タ
市
で
の
野
菜
栽
培
の
た
め
転
住
、同
じ
く
ゴ
ム
園
よ
り
七
家
族
と
マ

ナ
カ
プ
ル
ー
よ
り
二
家
族
の
九
家
族
、
五
十
四
名
が
転
住
し
た
。

一
九
五
六

日
本
海
外
移
住
振
興
会
社
の
現
地
法
人
と
し
てJAMIC

移
植
民
有
限

責
任
持
分
会
社
が
、
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ベ
レ
ー
ン
、

ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
、
レ
シ
ー
フ
ェ
の
都
市
に
設
置
さ
れ
る
。

一
九
五
七

マ
ナ
オ
ス
自
由
貿
易
地
域
と
し
て
法
制
化
さ
れ
る
。

日
本
海
外
協
会
連
合
会
ア
マ
ゾ
ン
支
部
で
モ
ン
テ
・
ア
レ
グ
レ
に
種
苗
育



成
園
が
開
設
さ
れ
る
。

パ
ラ
ー
州
グ
ァ
マ
米
作
移
住
地
へ
一
九
五
五
年
か
ら
一
九
五
七
年
に
か
け
て
百

二
十
五
家
族
八
百
二
十
二
名
入
植
。

ア
マ
パ
ー
直
轄
州
マ
ザ
ゴ
ン
植
民
地
十
七
家
族
四
十
三
名
が
入
植
。(

十
月
）

一
九
五
八

57,410
ト
ン
の
ジ
ュ
ー
ト
が
製
品
化
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
へ

十
七
家
族
百
二
十
一
名
入
植
。

一
九
五
九

ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
へ
四
月
、
六
家
族
四
十
四
名
入
植
。

ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
移
住
地
へ
六
月
、
七
家
族
四
十
七
名
入
植
。

ア
マ
ゾ
ン
移
住
三
十
周
年
記
念
祭
挙
行
。

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
第
二
次
六
家
族
三
十
名
入
植
。

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
の
前
身
、
マ
ナ
オ
ス
農
業
協

同
組
合
を
設
立
。

一
九
六
〇

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
～
ク
イ
ア
バ
の
道
路
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
第
三
次
十
五
家
族
、
九
十
一
名
入

植
。

VISAO

誌
八
月
号
に
「
ア
マ
ゾ
ン
で
活
躍
す
る
日
本
移
民
」
が
紹
介
さ
れ
る
。

一
九
六
一

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
第
四
次
十
六
家
族
九
十
三
名

が
入
植
。

ロ
ラ
イ
マ
州
タ
イ
ア
ー
ノ
移
住
地
に
九
家
族
五
十
二
名
と
単
身
一
名
が
入

植
。

一
九
六
二

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ア
リ
ケ
メ
ス
市
と
ジ
・
バ
ラ
ナ
市
にINCRA

（
内
国
植
民
農
地
改
革
院
）
が
植
民
地
を
開
設
、
パ
ラ
ナ
州
か
ら
日
系
人
五
十
八



家
族
二
百
八
十
七
名
転
入
植
。

一
九
六
三

ア
ク
レ
州
政
府
の
農
務
長
官
に
日
系
二
世
大
川
潔
（
当
時
二
十
七

才
）
が
任
命
さ
れ
る
。

マ
ウ
エ
ス
入
植
の
大
川
博
氏
の
長
男
で
ビ
ラ
シ
カ
バ
農
大
卒
業
。

ア
ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
で
、
ア
リ
ア
ン
サ
出
身
の
日
系
医
師
、
川
田
哲

夫
氏
が
キ
ナ
リ
ー
入
植
者
に
医
療
活
動
を
さ
れ
る
。

沢
田
美
喜
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
サ
ン
タ
ー
ズ
・
ホ
ー
ム
（
戦
争
孤
児
院
）
が
、

パ
ラ
ー
州
ト
メ
ア
ス
ー
に
聖
ス
テ
ハ
ノ
農
園
を
取
得
。

高
砂
香
料
が
ト
メ
ア
ス
ー
に
ア
マ
ゾ
ン
香
料
研
究
所
を
設
置
。

一
九
六
四

胡
椒
油
製
造
の
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
鐘
紡
化
学
ト
メ
ア
ス
ー
工
場

が
落
成
。

一
九
六
五

マ
ナ
オ
ス
市
に
日
本
国
領
事
館
が
開
設
さ
れ
初
代
領
事
に

福
島
茂
吉
氏
が
着
任
。

ベ
レ
ー
ン
市
に
移
民
援
護
協
会
（
初
代
会
長
戸
田
子
郎
）

が
発
足
。

池
田
重
二
著
「
ア
マ
ゾ
ン
邦
人
発
展
史
」
が
刊
行
さ
れ
る
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会
発
足
。

一
九
六
六

海
外
移
住
事
業
団
が
北
伯
雇
用
青
年
制
度
開
始
。

マ
ナ
オ
ス
市
郊
外
に
日
本
人
有
志
に
よ
る
任
意
植
民
地
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
グ

ラ
ン
ジ
植
民
地
が
造
成
さ
れ
る
。

一
九
六
七

ジ
ュ
ー
ト
尾
山
種
の
尾
山
良
太
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
名
誉
市
民
権

を
受
領
。マ

ナ
オ
ス
市
が
自
由
貿
易
地
域
と
し
て
活
動
を
開
始
す
る
。



マ
ナ
オ
ス
学
生
寮
が
日
伯
協
会
内
に
建
設
さ
れ
る
。

ペ
ル
ー
国
プ
カ
ル
パ
ヘ
ピ
メ
ン
タ
栽
培
の
た
め
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
植
民
地
と

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
植
民
地
よ
り
数
家
族
転
出
。

辻
小
太
郎
、
戸
田
義
雄
、
中
内
義
臣
の
三
名
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ

ン
ス
市
の
名
誉
市
民
権
が
贈
ら
れ
る
。

一
九
六
九

ア
マ
ゾ
ナ
ス
日
本
人
移
住
四
十
周
年
記
念
祭
挙
行
。

ベ
レ
ー
ン
市
に
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
援
護
協
会
病
院
落
成
。

ト
メ
ア
ス
ー
移
住
地
に
胡
淑
の
根
腐
れ
痛
が
蔓
延
し
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
も
侵

害
。マ

ナ
オ
ス
日
本
人
会
会
館
落
成
記
念
式
典
の
開
催
。

一
九
七
〇

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
～
ア
ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
五
百
四
十
キ
ロ
の

BR364

開
通
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会
が
発
展
改
称
し
た
マ
ナ
オ
ス
日
伯
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ

る
。

一
九
七
四

ベ
レ
ー
ン
市
の
日
伯
移
民
援
護
協
会
が
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
援
護
協
会

に
改
組
。

パ
ラ
ー
州
カ
ス
タ
ニ
ャ
ー
ル
で
ハ
ワ
イ
マ
モ
ン
（
パ
パ
イ
ヤ
）
栽
培
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、
ア
マ
ゾ
ン
一
帯
に
拡
が
る
。

日
本
人
無
縁
仏
を
探
し
て
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
を
廻
っ
た
海
外
移
住
家
族
会
連
合

会
の
藤
川
辰
雄
専
務
理
事
が
北
伯
に
無
縁
仏
が
多
い
と
発
表
。

一
九
七
五

国
際
協
力
事
業
団
の
助
成
に
よ
り
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
会
館
の

建
設
工
事
開
始
。

マ
ナ
オ
ス
自
由
貿
易
地
域
に
日
本
企
業
の
進
出
が
相
次
ぐ
。



一
九
七
七

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
の
電
化
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
の
電
化
点
灯
。

一
九
七
八

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
十
周
年
式
典
後
、
皇
太
子
夫
妻
（
当
時
）
は
、

北
パ
ラ
ナ
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
、
ベ
レ
ー
ン
、
マ
ナ
オ
ス
を
訪
問
さ
れ
帰
国
。

一
九
七
九

ア
ク
レ
州
キ
ナ
リ
ー
入
植
二
十
周
年
記
念
祭
開
催
。

ア
ク
レ
州
の
日
系
医
師
川
田
哲
夫
氏
へ
国
際
協
力
事
業
団
ベ
レ
ー
ン
事
務
所

よ
り
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ン
地
域
日
本
人
移
住
五
十
周
年
記
念
式
典
が
、
ベ
レ
ー
ン
、
ト
メ
ア

ス
ー
、
マ
ナ
オ
ス
、
パ
リ
ン
チ
ン
ス
で
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
日
本
よ
り
慶
祝
使
節

団
が
来
訪
。

一
九
八
〇

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
入
植
二
十
五
周

年
記
念
祭
開
催
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
文
化
協
会
の
発
展
解
消
に
伴
い
、
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会

が
設
立
さ
れ
る
。

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ア
リ
ケ
メ
ス
に
内
国
移
住
者
三
十
七
家
族
百
七
十
九
名
入
植
。

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ジ
・
バ
ラ
ナ
に
内
国
移
住
者
二
十
一
家
族
百
八
名
入
植
。

ブ
ラ
ジ
ル
連
邦
政
府
は
ロ
ラ
イ
マ
州
の
植
民
地
計
画
を
発
表
。

一
九
八
一

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
に
電
話
架
設
工

事
開
始
。

マ
ナ
オ
ス
領
事
館
が
総
領
事
館
に
昇
格
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
パ
リ
ン
チ
ン
ス
市
で
高
拓
生
入
植
五
十
周
年
祭
挙
行
。

一
九
八
二

浩
宮
徳
仁
親
王
が
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
到
着
後
ブ
ラ
ジ
ル
各
地

を
廻
り
、
マ
ナ
オ
ス
か
ら
メ
キ
シ
コ
経
由
で
帰
国
。



一
九
八
三

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
電
化
点
灯
式
と
入
植
三
十
周
年

記
念
式
典
開
催
。

一
九
八
四

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ア
リ
ケ
メ
ス
は
百
四
十
九
家
族
の
入
植
数
を
数
え
、

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
最
大
の
日
系
移
住
地
と
な
る
。

一
九
八
五

国
際
協
力
事
業
団
海
外
開
発
青
年
制
度
の
発
足
。

マ
ナ
オ
ス
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
。

一
九
八
六

マ
ナ
オ
ス
に
日
本
企
業
の
進
出
が
盛
ん
と
な
る
。

一
九
八
七

ア
マ
ゾ
ン
地
域
か
ら
日
本
へ
の
出
稼
ぎ
が
盛
ん
に
な
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
農
業
協
同
組
合
に
無
線
電
話

を
導
入
、
数
年
後
に
入
植
者
全
戸
に
無
線
電
話
を
架
設
。

マ
ナ
オ
ス
市
に
ア
マ
ゾ
ナ
ス
日
系
商
工
会
議
所
が
設
立
さ
れ
る
。

一
九
八
八

リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
直
轄
州
は
ロ
ラ
イ
マ
州
と
し
て
州
名
を
変
更
し
州
に

昇
格
。礼

宮
（
現
秋
篠
宮
）
マ
ナ
オ
ス
ご
訪
問
。
歓
迎
式
典
を
日
伯
会
館
で
挙
行
。

マ
ナ
オ
ス
市
内
に
日
系
人
個
人
で
ア
マ
ゾ
ン
自
然
科
学
博
物
館
が
建
設
さ
れ

る
。

一
九
八
九

ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
を
、
ト
メ
ア
ス
ー
、

ベ
レ
ー
ン
、
マ
ナ
オ
ス
で
開
催
。

マ
ナ
オ
ス
市
に
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校
モ
デ
ル
校
が
国
際
協

力
事
業
団
の
助
成
と
地
元
日
系
人
の
協
力
に
よ
り
落
成
。六
十
周
年
記
念
祭
と
併

せ
て
式
典
を
挙
行
。

一
九
九
〇

ふ
る
さ
と
創
生
訪
日
団
二
百
四
十
九
名
は
十
日
間
の
日
伯
交
流
を

果
た
し
帰
国
。
マ
ナ
オ
ス
よ
り
数
名
参
加
。



一
九
九
一

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ア
リ
ケ
メ
ス
移
住
地
、
ジ
・
バ
ラ
ナ
移
住
地
よ
り

出
稼
ぎ
が
続
出
し
、
日
本
人
会
は
自
然
消
滅
し
た
。

一
九
九
三

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
マ
ナ
オ
ス
市
会
議
員
に
日
系
二
世
マ
サ
ミ
・

ミ
キ
氏
が
初
当
選
。（
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
出
身
）

ロ
ラ
イ
マ
州
ボ
ア
ビ
ス
タ
市
に
農
科
大
学
が
新
設
さ
れ
初
代
学
長
に
日
系
二
世

シ
ン
ホ
氏
就
任
。
パ
リ
ン
チ
ン
ス
出
身
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
は
就
学
児
童
の
減
少
に
伴
い
、地
元
日
系
人
に
も
門
戸

を
開
放
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
文
化
コ
ー
ス
と
し
て
開
講
し
た
。

一
九
九
四

ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
入
植
四
十
周
年

記
念
祭
挙
行
。

一
九
九
五

第
一
回
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
サ
ン
パ
ウ
ロ
で

開
催
さ
れ
、
マ
ナ
オ
ス
よ
り
日
系
一
名
、
非
日
系
一
名
が
参
加
。

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
碑
を
マ
ナ
オ
ス
市
内
の
一
角
に
建
設
。

マ
ナ
オ
ス
市
議
会
は
日
本
週
間
の
条
令
を
制
定
。

一
九
九
六

第
二
回
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
リ
オ
・
デ
・

ジ
ャ
ン
ネ
イ
ロ
で
開
催
さ
れ
、
マ
ナ
オ
ス
よ
り
日
系
、
非
日
系
各
一
名
が
参
加
。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
老
人
ホ
ー
ム
「
憩
い
の
園
」
が
国
際
協
力
事
業
団

の
助
成
と
地
元
の
協
力
で
竣
工
。

一
九
九
七

第
三
回
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
ク
リ
チ
ー
バ
で

開
催
さ
れ
マ
ナ
オ
ス
よ
り
日
系
、
非
日
系
各
一
名
が
参
加
。

第
二
回
ア
マ
ゾ
ン
俳
句
大
会
が
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
ベ
レ
ー
ン
を
公
式
訪
問
さ
れ
る
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
日
系
商
工
会
議
所
創
立
十
周
年
記
念
祭
を
ト
ロ
ピ
カ
ル
ホ
テ
ル



広
間
で
開
催
。

【
マ
ナ
オ
ス
の
日
本
人
組
織
の
始
ま
り
】

一
九
六
四
年
よ
り
、海
協
連
職
員
高
村
正
寿
氏
の
提
案
に
よ
り
同
氏
宅
に
お
い

て
羽
田
重
吉
、
門
正
一
、
村
山
惟
元
、
大
和
田
誠
一
郎
、
神
田
久
彦
、
三
輪
勇
、

安
井
眞
各
氏
が
集
ま
り
、
会
合
が
数
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
一
九

六
五
年
、
マ
ナ
オ
ス
領
事
館
が
設
置
さ
れ
、
福
島
初
代
領
事
着
任
挨
拶
の
会
場
に

集
ま
っ
た
日
本
人
に
よ
り
日
本
人
会
発
足
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。

同
年
五
月
、
日
本
人
会
設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
、「
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会
」
が

発
足
。
会
長
と
し
て
、
高
拓
一
回
生
で
有
識
者
で
あ
っ
た
中
島
敏
三
氏
が
就
任
し

た
が
、
リ
オ
・
マ
デ
イ
ラ
在
住
で
あ
り
、
な
か
な
か
マ
ナ
オ
ス
へ
出
て
来
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
、
一
九
六
六
年
、
マ
ナ
オ
ス
在
住
で
、
当
時
ア
マ
ゾ
ン

流
域
の
日
本
人
宅
を
ア
ウ
ロ
ラ
号
で
行
商
し
て
ま
わ
り
、ア
マ
ゾ
ン
の
日
本
人
通

で
あ
っ
た
高
拓
一
回
生
の
佐
藤
行
夫
氏
が
就
任
し
た
。

一
九
六
九
年
、
ナ
ザ
レ
教
会
に
お
い
て
移
住
四
十
年
祭
、
ミ
サ
が
執
り
行
わ
れ

た
。（
十
年
前
の
一
九
五
九
年
十
月
二
十
一
日
に
は
マ
ナ
オ
ス
で
入
植
三
十
周
年

記
念
祭
が
開
催
さ
れ
、
三
日
間
に
わ
た
り
式
典
、
農
産
品
評
会
、
日
本
映
画
な
ど

の
行
事
が
行
わ
れ
た
。）

移
住
四
十
年
祭
に
先
立
つ
一
九
六
九
年
四
月
二
十
九
日
に
は
マ
ナ
オ
ス
日
本
入

会
婦
人
部
を
結
成
、
翌
一
九
七
〇
年
三
月
十
五
日
に
は
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会
が

発
展
改
称
し
た
「
マ
ナ
オ
ス
日
伯
文
化
協
会
」
の
設
立
総
会
が
行
わ
れ
、
会
と
し



て
の
組
織
が
固
ま
っ
た
。

こ
の
頃
よ
り
活
動
の
場
と
し
て
の
会
館
を
持
ち
た
い
と
の
思
い
が
強
く
な
り
、以

前
よ
り
海
協
連
が
所
有
し
、遠
隔
地
在
住
日
本
人
子
弟
の
マ
ナ
オ
ス
で
の
勉
学
の

た
め
一
九
六
七
年
よ
り
学
生
寮
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
現
在
の
日
伯
会
館
の
敷

地
内
に
、
壁
が
な
く
屋
根
だ
け
の
日
本
人
会
館
の
建
設
に
着
手
し
た
。

同
年
十

月
四
日
、
念
願
の
日
本
人
会
館
が
落
成
。
そ
れ
ま
で
催
物
を
行
う
際
に
使
用
し
て

い
た
移
動
式
の
ス
テ
ー
ジ
を
内
部
に
設
置
し
、
ま
た
、
片
隅
に
映
写
室
を
設
け
、

三
五
ミ
リ
の
映
写
機
を
設
置
。
会
館
の
こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
、
第
一
回
マ
ナ
オ

ス
紅
白
歌
合
戦
、
及
び
「
人
妻
椿
」
の
映
写
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
後
長
年
に

わ
た
っ
て
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
新
聞
社
よ
り
日
本
映
画
を
借
り
、
毎
週
の
よ
う
に
映
写

会
を
開
催
し
、当
時
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
マ
ナ
オ
ス
の
日
本
人
が
会
館
に
集
ま
る

よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
会
の
活
動
、
会
員
の
集
ま
り
の
始
ま
り
で
あ
り
、
毎
年
開
催
の
紅
白
歌
合

戦
と
と
も
に
各
家
庭
に
テ
レ
ビ
が
普
及
す
る
ま
で
続
い
た
。

1970

年
に
落
成
し
た
日
本
人
会
館
（
羽
田
氏
所
蔵
）



様
々
な
催
物
が
行
わ
れ
、
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
の
集
合

場
所
と
な
っ
た
。
後
方
に
は
映
写
用
の
穴
が
見
え
る
。

一
九
七
九
年
、
移
住
五
十
周
年
記
念
祭
の
際
、
記
念
事
業
と
し
て
新
し
い
会
館

を
建
設
。
一
九
八
〇
年
に
「
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
」
と
組
織
が
発
展
改
称
し

現
在
に
至
る
。

当
時
の
役
員
を
調
査
で
き
た
範
囲
で
記
す
。

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
会

一
九
六
五
年

会
長

中
島
敏
三

高
拓
一
回
生

一
九
六
六
年

会
長

佐
藤
行
夫

高
拓
一
回
生

一
九
六
九
年

会
長

高
野
達
弥

会
計

村
山
惟
元

監
事

三
輪

勇

金
子
力
太

武
田
興
洋

事
務
局
長

神
田
久
彦

一
九
六
九
年

移
住
四
十
周
年
祭
典
委
員
長

高
村
正
寿

マ
ナ
オ
ス
日
伯
文
化
協
会

一
九
七
〇
年

会
長

羽
田
重
吉

第
一
副
会
長

井
上
正
吾

第
二
副
会
長

高
木
正
敏

第
一
書
記

神
田
久
彦



第
二
書
記

高
野
連
弥

第
一
会
計

武
田
輿
洋

第
二
会
計

出
田

務

文
化
部
長

門

正
一

一
九
七
五
年

会
長

井
上
正
吾

第
一
副
会
長

羽
田
重
吉

第
二
副
会
長

出
田

務

第
一
会
計

寺
野
義
勝

第
二
会
計

川
田
敏
之

第
一
書
記

野
沢
清
一

第
二
書
記

村
山
惟
元

一
九
七
九
年

移
住
五
十
周
年
祭
典
委
員
長

出
田

務



【
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
概
要
】

一
．
設
立
年
月
日

一
九
八
〇
年
五
月
一
日

マ
ナ
オ
ス
日
伯
文
化
協
会
の
発
展
改
称
に
伴
い
、在
マ
ナ
オ
ス
日
系
人
を
中
心

に
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
並
び
に
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
の
日
系

人
、
パ
リ
ン
チ
ン
ス
日
伯
協
会
、
ア
ク
レ
日
伯
協
会
、
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
日
系

ク
ラ
ブ
、
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
自
治
会
、
ボ
ア
ビ
ス
タ
日
本
人

会
、
ア
リ
ケ
メ
ス
日
伯
体
育
文
化
協
会
等
の
日
系
団
体
を
傘
下
に
置
き
、
国
際
協

力
事
業
団
の
委
託
業
務
の
他
、
教
育
、
文
化
、
体
育
の
他
、
各
地
区
団
体
と
の
親

睦
を
図
る
。

二
．
会
員
数

（
一
）
普
通
会
員

マ
ナ
オ
ス
地
区

百
四
十
九
家
族
（
七
百
八
十
一
名
）、
ベ

ラ
ビ
ス
タ
地
区

二
十
一
家
族
（
百
十
一
名
）、
エ
・
サ
ー
レ
ス
地
区

三
十
二

家
族
（
百
五
十
名
）

（
二
）
特
別
会
員

日
系
進
出
企
業

二
十
三
社
（
約
五
十
名
）、
日
本
人
学
校

派
遣
教
員

七
名

（
三
）
団
体
加
入

・
パ
リ
ン
チ
ン
ス
日
伯
協
会

百
十
家
族
、
会
長

猪
俣
エ
リ
ゼ
ウ

・
ポ
ル
ト
・
ベ
ー
リ
ョ
日
系
ク
ラ
ブ

六
十
家
族
、
会
長

岡
村
タ
ケ
シ



・
ト
レ
ー
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
自
治
会

二
十
五
家
族
、
会
長

松
野
克
彦

・
ボ
ア
ビ
ス
タ
日
本
入
会

三
十
家
族
、
会
長

辻
一
夫

・
ア
リ
ケ
メ
ス
日
伯
体
育
文
化
協
会

九
十
家
族
、
会
長

平
間
ア
ン
ト
ニ
オ
・

マ
サ
オ

三
．
組
織

理
事
会
は
マ
ナ
オ
ス
地
区
選
出
理
事
六
名
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
地

区
選
出
理
事
四
名
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
選
出
理
事
三
名
か
ら
構
成
、
任
期
は
二
年

間
。監

事
会
は
、
マ
ナ
オ
ス
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
各
地

区
選
出
三
名
に
よ
り
構
成
、
任
期
は
二
年
間
。

四
、
役
員
構
成

（
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
）

一
九
八
〇
～
八
一
年
度

理
事
会

会
長

寺
野
義
勝

副
会
長

佐
藤
義
一

副
会
長

渋
谷

奨

会
計

矢
野
健
一

第
二
会
計

内
藤
ジ
ョ
ー
ジ



理
事

小
野
ト
ビ
ア
ス

理
事

松
浦
信
治

理
事

泉
田
マ
リ
オ

監
事
会

岡
本
春
雄

吉
田
一
憲

野
沢
幸
助

(

補)

鈴
木
五
郎

(

補)

武
野
辰
治

(

補)

錦
戸
理
平

一
九
八
二
年
度

理
事
会

会
長

寺
野
義
勝

副
会
長

出
田

務

副
会
長

野
沢
幸
助

副
会
長

藤
田

猛

第
一
会
計

中
田
智
之

第
二
会
計

東

龍
次

援
護
担
当

川
田
敏
之



（
補
）
野
地
忠
雄

（
補
）
岩
本
広
治

教
育
担
当

西
木
広
司

（
補
）
府
内
清
太

（
補
）
神
田
久
彦

渉
外
担
当

小
野
ト
ビ
ア
ス

（
補
）
福
島
ヒ
サ
ト

文
化
担
当

呉

義
成

（
補
）
金
子
恒
雄

（
補
）
橋
本

博

体
育
担
当

松
下

博

（
補
）
山
田
五
男

（
補
）
音
成
忠
孝

監
事
会

宮
本
竹
一

辻

信
義

小
茄
子
川
力
雄

学
生
寮
舎
監

中
田
智
之

一
九
八
三
年
度



理
事
会

会
長

東

龍
次

副
会
長

矢
野
健
一

副
会
長

川
田
敏
之

副
会
長

室
谷
貞
二

会
計

矢
野
健
一

理
事

松
下

博

理
事

中
村
弥
寿
平

監
事
会

野
沢
幸
助

藤
井
勝
義

岡

留
久

一
九
八
四
～
一
九
八
五
年
度

理
事
会

会
長

東

龍
次

第
一
副
会
長

矢
野
健
一

第
二
副
会
長

中
田
智
之

第
三
副
会
長

江
藤
て
ら
し

常
任

岩
本
広
治

第
一
会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

高
木
正
敏



教
育

羽
田
重
吉

援
護

出
田

務

文
化

呉

義
成

（
補
）
小
口

茂

体
育

友
田
時
広

監
事
会

亀
崎
満
義

西
木
広
司

金
子
恒
雄

一
九
八
六
～
一
九
八
七
年
度

理
事
会

会
長

江
藤
て
ら
し

第
一
副
会
長

羽
田
重
吉

第
二
副
会
長

友
田
時
広

第
三
副
会
長

宮
本
竹
一

常
任

羽
田
重
吉

第
一
会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

浅
井
外
次



教
育

羽
田
重
吉

援
護

川
田
敏
之

文
化

松
浦
信
治

体
育

友
田
時
広

理
事

松
下

博

理
事

橋
田
幸
生

理
事

辻

佳
治

（
八
七
年
度
）
笹
原
俊
雄

監
事
会

寺
野
義
勝

三
木
祥
弘

金
子
恒
雄

一
九
八
八
～
一
九
八
九
年
度

理
事
会

会
長

羽
田
重
吉

第
一
副
会
長

三
木
祥
弘

第
二
副
会
長

岡

留
久

総
務

出
田

務

会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

清
水
矩
夫

教
育

寺
野
義
勝



援
護

出
田

務

文
化

松
浦
信
治

体
育

友
田
時
広

理
事

松
下

博

理
事

木
場
逸
雄

理
事

宍
戸
秀
安

監
事
会

西
木
広
司

山
形

稔

畑
原

勝

移
住
六
十
周
年
祭
典
委
員
長

出
田

務

一
九
九
〇
～
一
九
九
一
年
度

理
事
会

会
長

江
藤
て
ら
し

第
一
副
会
長

出
田

務

第
二
副
会
長

三
木
祥
弘

第
三
副
会
長

友
田
時
広

会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

野
沢
清
一



援
護

出
田

務

文
化

東

博
之

体
育

山
田
五
男

理
事

浅
井
外
次

理
事

橋
本
博
美

理
事

松
下

博

（
九
一
年
度
）
藤
井

治

監
事
会

村
山
惟
元

西
木
和
栄

佐
藤
五
郎

一
九
九
二
～
一
九
九
三
年
度

理
事
会

会
長

出
田

務

第
一
副
会
長

三
木
祥
弘

第
二
副
会
長

友
田
時
広

第
三
副
会
長

松
浦
信
治

会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

浅
井
外
次

教
育

松
浦
信
治



文
化

東

博
之

援
護

久
保

勝

体
育

宮
本
倫
克

理
事

野
沢
清
一

理
事

大
貫
政
治

監
事
会

川
田
敏
之

江
藤
て
ら
し

金
子
恒
雄

一
九
九
四
～
一
九
九
五
年
度

理
事
会

会
長

出
田

務

第
一
副
会
長

三
木
祥
弘

第
二
副
会
長

友
田
時
広

第
三
副
会
長

松
浦
信
治

会
計

中
村
弥
寿
平

第
二
会
計

浅
井
外
次

教
育

錦
戸

健

文
化

神
田
久
彦

援
護

松
浦
信
治

体
育

宮
本
倫
克



理
事

野
沢
清
一

理
事

松
下

博

常
任

三
木
祥
弘

監
事
会

村
山
惟
元

山
形

稔

大
谷
広
行

一
九
九
六
～
一
九
九
七
年
度

理
事
会

会
長

出
田

務

第
一
副
会
長

三
木
祥
弘

第
二
副
会
長

松
浦
信
治

第
三
副
会
長

金
子
恒
雄

総
務

三
木
祥
弘

会
計

久
保

勝

第
二
会
計

岩
本
逸
男

教
育

錦
戸

健

援
護

松
浦
信
治

文
化

神
田
久
彦

体
育

松
下

博



議
長

宮
本
倫
克

監
事
会

川
田
敏
之

亀
崎
満
義

友
田
時
広

一
九
九
八
～
一
九
九
九
年
度

理
事
会

会
長

村
山
惟
元

第
一
副
会
長

三
木
祥
弘

第
二
副
会
長

友
田
時
弘

第
三
副
会
長

松
下

博

総
務

三
木
祥
弘

会
計

久
保

勝

第
二
会
計

清
水
矩
夫

教
育

錦
戸

健

文
化

神
田
久
彦

援
護

亀
崎
満
義

体
育

坂
本
五
三
男

議
長

宮
本
倫
克

理
事

西
木
和
栄



理
事

宍
戸
宏
光

理
事

辻

佳
治

監
事
会

佐
藤
五
郎

三
木
孝
美

永
田
敏
雄

五
．
老
人
ホ
ー
ム
「
憩
い
の
園
」
施
設

一
九
九
六
年
、
国
際
協
力
事
業
団
助
成
金
及
び
、
地
元
日
系
企
業
、
会
員
の
浄

財
に
よ
り
着
工
。
カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
日
伯
運
動
場
隣
接
地
に
建

設
さ
れ
る
。
現
在
入
居
者
は
皆
無
で
あ
る
が
、
西
部
ア
マ
ゾ
ン
老
人
ク
ラ
ブ
の
集

会
場
と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、
土
曜
、
日
曜
日
に
会
員
の
憩
い
の
場
と
し
て
開
放

し
、
ま
た
会
員
の
申
込
に
応
じ
て
運
営
中
で
あ
る
。
施
設
と
し
て
は
、
玄
関
を

入
っ
て
左
側
に
管
理
人
室
、
炊
事
場
、
食
堂
、
男
女
別
大
浴
場
と
続
き
、
玄
関
右

側
に
は
畳
敷
き
の
娯
楽
大
部
屋
が
あ
り
、
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。



・
憩
い
の
園
（1999

年
撮
影

日
伯
協
会
所
蔵
）

六
、
慰
霊
碑

ア
マ
ゾ
ン
入
植
五
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
る
。

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
内
の
日
伯
運
動
場
の
一
角
に
建
立
さ
れ
、
慰

霊
碑
文
字
は
当
時
厚
生
大
臣
で
あ
っ
た
橋
本
龍
太
郎
氏
の
揮
毫
に
よ
る
も
の
で
、

当
地
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
が
彫
っ
た
も
の
で
あ
る
。

七
、
協
会
施
設

（
一
）
日
伯
協
会
事
務
所

本
館
二
階
に
事
務
所
と
会
長
室
兼
応
接
室
及
び
付
帯
設
備
。

事
務
所
隣
は
ア
マ
ゾ
ナ
ス
日
系
商
工
会
議
所
、会
計
士
事
務
所
に
貸
事
務
所
を
賃

貸
。

（
二
）
日
本
語
学
校
、
講
座

二
階
建
て
教
室
十
三
室
。
一
階
に
図
書
室
、
教
員
室
。
二
階
大
部
屋
を
公
文
式



塾
に
賃
貸
。

（
三
）
診
療
所

医
科
診
療
所
は
一
九
九
八
年
二
月
に
閉
鎖
し
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
材
を
州
政
府

ジ
ュ
タ
イ
郡
病
院
へ
無
償
譲
渡
し
た
。

歯
科
診
療
所
は
日
系
歯
科
医
二
名（
女
性
、日
本
語
可
）が
診
察
、治
療
に
あ
た
っ

て
い
る
。
現
在
一
名
が
国
費
留
学
で
日
本
研
修
中
で
あ
る
。

（
四
）
会
館

四
百
名
収
容
、
冷
房
完
備

（
五
）
協
会
ア
パ
ー
ト

本
館
事
務
所
に
続
き
、
二
階
に2LDK

の
二
部
屋
が
あ
る
。

（
六
）
貸
部
屋

養
鶏
協
会
、
旅
行
会
社
、
青
年
に
賃
貸
、
ま
た
管
理
人
宿
舎
と
し
て
使
用
。

（
七
）
運
動
場

カ
シ
ョ
エ
イ
ラ
・
グ
ラ
ン
ジ
移
住
地
内
、
日
本
人
学
校
に
隣
接
。



【
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
年
表
】

一
九
八
〇
年
度

五
・
一

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
発
足

六
・
十
五

塩
崎
、
南
医
師
に
よ
る
医
療
、
診
療
相
談
開
始

七
・
十
三

臨
時
総
会

八
・
四

監
事
長
召
集
に
よ
る
各
支
部
長
と
の
懇
談
会
開
催

八
・
二
十
四

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
オ
ス
支
部
よ
り
生
活
改
善
用
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
十
四

巻
受
領



十
二
・
二
十
六

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
所
有
財
産
（
学
生
寮
）
の
譲
渡
要
請
文
書
を
マ
ナ
オ

ス
支
所
長
へ
提
出

一
九
八
一
年
度

一
・
二
十

マ
ナ
オ
ス
共
同
販
売
所
の
譲
渡
処
理
に
つ
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
オ

ス
支
所
長
よ
り
文
書
受
領

三
・
二
十

塩
崎
医
師
に
よ
る
ボ
ア
ビ
ス
タ
方
面
の
巡
回
診
療
実
施

五
・
二
十
二

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
援
護
協
会
の
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
加
入

案
内
書
受
領

六
・
十
八

第
二
回
通
常
総
会

六
・
二
十
七

ミ
ス
・
コ
ロ
ニ
ア
選
出
、Suely

Nagury
Nakai

入
賞

七
・
十
六

ミ
ス
・
コ
ロ
ニ
ア
、
ベ
レ
ー
ン
へ
出
張

八
・
二
十
九

ブ
ラ
ジ
ル
国
士
舘
大
学
協
会
よ
り
柔
道
、
剣
道
、
空
手
等
の
実
演

公
開

九
・
二
十

娯
楽
大
会

十
・
十

仝
ア
マ
ゾ
ン
野
球
大
会

十
・
十
九

高
拓
生
ア
マ
ゾ
ン
入
植
五
十
年
祭
が
二
十
一
日
ま
で
三
日
間
に
わ
た

り
パ
リ
ン
チ
ン
ス
市
で
行
わ
れ
た

十
一
・
三
十

日
本
語
学
校
生
徒
が
大
阪
商
船
パ
ナ
マ
丸
を
見
学

十
二
・
二
十
三

紅
白
歌
合
戦
開
催

一
九
八
二
年
度

一
・
十
七

成
人
式



二
・
六

マ
ナ
オ
ス
日
語
学
級
開
校
式

二
・
九

学
生
寮
入
居
者
募
集
を
各
地
区
へ
連
絡

四
・
四

第
三
回
通
常
総
会

☆
一
九
八
二
年
五
月
よ
り
一
九
八
四
年
ま
で
の
記
録
、
資
料
は
、
雨
漏
り
に
よ
る

損
害
、
ま
た
会
館
改
修
工
事
の
際
の
紛
失
に
よ
り
残
っ
て
い
な
い
。

一
九
八
五
年

一
・
三

サ
ン
パ
ウ
ロ
東
本
願
寺
別
院

芳
野

悟
氏
来
訪

四

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
文
化
協
会

富
永
氏
来
訪

十
二

マ
ナ
オ
ス
支
部
新
年
会

十
五

成
人
式

成
人
者
十
五
名
の
他
、
参
加
二
十
一
名
出
席

十
六

福
井
総
領
事
、
藤
田
領
事
歓
送
迎
会

二
十

ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
援
護
協
会
二
十
周
年
記
念
祭
（
ベ
レ
ー
ン
市
）

二
十
八

サ
ン
パ
ウ
ロ
日
伯
援
護
協
会
副
会
長
来
訪

二
・
四

マ
ナ
オ
ス
支
部
老
人
会
役
員
会

十
五

日
本
語
教
師
研
修
会

二
十

野
々
垣
哲
夫
総
領
事
歓
迎
会

二
十
四

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会

第
三
回
敬
老
慰
安
演
芸
会

三
・
二

総
領
事
館
主
催
の
造
花
講
習
会

三

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
学
習
発
表
会

四
・
二
十
一

タ
ン
ク
レ
ー
ド
・
ネ
ー
ベ
ス
大
統
領
死
去

二
十
六

藤
田
総
領
事
、
主
代
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
オ
ス
支
所
長
、
松
下
新
支



所
長
の
歓
送
迎
会

五
・
十
一

エ
ス
ポ
ジ
ソ
ン
・
フ
ロ
ー
・
ア
ー
チ
が
日
伯
協
会
、
農
務
局
、EMATEL

共
催
で
開
催
さ
れ
る

六
・
十
九

堀
川
正
雄
氏
日
伯
協
会
事
務
局
勤
務
に
就
任

七
・
十
四

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会
盆
踊
り
大
会

二
十
五

サ
ン
パ
ウ
ロ
、
ス
ザ
ノ
市

真
言
宗
金
剛
寺
住
職
、
山
田
明

照
氏
他
十
七
名
来
訪
さ
れ
、
日
伯
慰
霊
碑
に
参
拝
さ
れ
る

二
十
八

第
五
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

八
・
七

東
会
長
、
病
気
療
養
の
た
め
、
中
田
副
会
長
が
会
長
代
行
と
な
る

十
七

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
盆
踊
り
大
会

二
十
三

日
伯
グ
ラ
ン
ド
の
登
記
手
続
き

二
十
八

マ
ナ
オ
ス
慈
善
公
演
、民
謡
の
祭
典
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
で
開

催
さ
れ
る

九
・
一

高
村
正
寿
氏
夫
人
、
シ
ク
さ
ん
が
死
去
さ
れ
、
日
伯
協
会
葬
を
執
行

十
・
五

学
生
寮
入
居
者
と
の
懇
談
会

十
二

第
五
回
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
主
催
野
球
大
会
、エ
フ
ィ
ジ
ェ

ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
球
場
で
開
催

十
八

移
住
家
族
会
の
訪
日
団
員
と
し
て
、
岩
田

清
氏
参
加
訪
日

二
十
四

自
由
党
政
令
指
定
都
市
議
会
議
員
海
外
研
修
団
十
三
名
来
訪

十
一
・
十

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
支
部
、
入
植
記
念
敬
老
大
運
動
会

十
五

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ
巡
回
診
療

十
二
・
三

東
会
長
復
職

八

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
開
所
式
、



マ
ナ
オ
ス
支
部
で
紅
白
歌
合
戦

十
七

ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地
自
治
会
長

須
藤
巌
氏
交

通
事
故
で
死
去
と
の
連
絡
受
領

一
九
八
六
年

一
・
二

戸
田
建
設
に
よ
り
診
療
所
の
建
設
工
事
開
始

十
五

成
人
式

二
・
二
十
三

日
本
語
教
師
合
同
研
修
会

三
・
二

第
七
回
通
常
総
会

三
十
一

医
療
基
金
診
療
所
イ
ナ
グ
ラ
ソ
ン

四
・
一

医
療
基
金
診
療
所
の
開
業

男
子
学
生
寮
の
改
装
工
事
開
始

二
十
九

東

龍
次
氏
、
宍
戸
良
雄
氏
の
叙
勲

天
皇
誕
生
祝
賀
会
が
総
領
事
館
で
開
催
さ
れ
る

六
・
二
十
二

マ
ナ
オ
ス
日
伯
診
療
所
運
営
資
金
捻
出
バ
ザ
ー
開
催

七
・
一

ブ
ラ
ジ
ル
松
下
電
器KK

社
長

山
田
利
郎
氏
来
訪
さ
れ
一
万
五
千
ク

ル
ゼ
ッ
タ
の
寄
付
を
受
領
す
る

九

国
際
女
子
研
修
セ
ン
タ
ー
小
南
理
事
長
来
訪

十

北
伯
野
球
大
会
出
場
選
手
一
行
ベ
レ
ー
ン
へ
出
発

十
三

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会
盆
踊
り
大
会

二
十
一

外
航
船
員
事
業
団
役
員
来
訪
さ
れ
診
療
所
を
視
察

八
・
三

日
伯
協
会
主
催

第
六
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

十
一

事
業
団
よ
り
ワ
ー
プ
ロ
の
寄
贈
受
領



十
六

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
盆
踊
り
大
会

三
十
一

高
村
シ
ク
さ
ん
の
一
周
忌
法
要
を
会
館
で
執
行

九
・
一

総
領
事
館
国
費
留
学
試
験

日
本
語
学
校
教
室
で
実
施

十
・
五

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
運
動
場
に
て
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
運
動
会

十
二

日
伯
協
会
主
催

第
六
回
西
部
ア
マ
ゾ
ン
野
球
大
会
を
エ
フ
ィ

ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
球
場
で
開
催

十
三

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
移
住
者
子
弟
研
修
員
選
考
会

十
四

日
本
語
学
校
校
舎
の
落
成
式

十
一
・
九

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
入
植
記
念
運
動
会

十
二
・
十
四

マ
ナ
オ
ス
支
部

紅
白
歌
合
戦

一
九
八
七
年

一
・
五

大
沢
武
丸
氏

日
伯
協
会
事
務
局
勤
務

十

堀
川
正
雄
氏

日
伯
協
会
事
務
局
一
身
上
の
都
合
で
退
職

十
五

成
人
式

二
・
二
十
六

海
外
開
発
青
年

平
野
貞
二
氏

日
本
語
教
師
と
し
て
着
任
、
三

年
間
勤
務

三
・
二
十

サ
ン
パ
ウ
ロ
浪
曲
協
会
の
浪
曲
の
夕
べ
開
催

四
・
五

第
八
回
通
常
総
会

六
・
二
十
八

蒲
田
領
事
、
河
野
領
事
の
歓
送
迎
会

二
十
九

駐
伯
小
村
大
使
管
内
視
察
に
来
訪
さ
れ
、
慰
霊
碑
に
献
花

七
・
二

小
村
大
便
の
歓
迎
会
を
日
伯
協
会
で
挙
行

七

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
事
業
の
打
ち
合
わ
せ
会



を
開
催

十
二

マ
ナ
オ
ス
盆
踊
り
大
会

十
四

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
祭
典
委
員
会
を
設
立

八
・
六

出
田
ひ
さ
え
講
師
に
よ
る
造
花
教
室
が
毎
週
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る

十
六

マ
ナ
オ
ス
支
部
麻
雀
大
会

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
祭
典
委
員
会

九
・
七

中
村
会
計
理
事
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
堅
技
術
向
上
研
修
に
参
加
訪
日
（
六
ケ
月

の
予
定
）二

十
九

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
建
設
に
つ
い
て
、マ
ナ
オ
ス
日
本
文
化

振
興
会
と
の
懇
談
会
開
催

十
・
五

ア
セ
ロ
ー
ラ
栽
培
講
習
会
を
会
館
で
開
催

十
一

マ
ナ
オ
ス
支
部

紅
白
歌
合
戦
を
会
館
で
開
催

十
六

東
海
林
善
之
進
氏

第
二
十
次
海
外
移
住
家
族
会
訪
日
団
員
と
し

て
出
発
（
約
一
ケ
月
）

三
十
一

第
一
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会

十
一
・
十
三

遠
隔
地
巡
回
診
療

大
貫
医
師
、
羽
田
理
事
帰
着

二
十
一

野
々
垣
総
領
事
歓
送
会
を
会
館
で
開
催

二
十
二

一
九
八
七
年
度
慰
霊
祭
開
催

二
十
五

日
本
都
道
府
県
議
会
議
長
会
一
行
来
訪
さ
れ
、慰
霊
碑
に
参
拝

献
花

二
十
八

造
花
教
室
終
了
式
を
会
館
で
開
催

二
十
九

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
巡
回
診
療
（
大
貫
医
師
）

十
二
・
五

日
本
語
学
校
教
師
研
修
会
、
二
日
間
に
わ
た
り
開
催



二
十
九

業
務
納
め

一
九
八
八
年

一
・
四

業
務
始
め

十
五

成
人
式

十
六

岡
田
昭
男
総
領
事
着
任

二
・
六

岡
田
総
領
事
歓
迎
会

三
・
十
三

日
伯
協
会
グ
ラ
ン
ド
完
成
運
動
会

二
十
五

マ
ナ
オ
ス
日
本
文
化
振
興
会
と
の
マ
ナ
オ
ス
日
本
大
学
校
敷
地

の
土
地
賃
貸
契
約

四
・
二

日
本
語
教
師
研
修
会

十
七

第
九
回
通
常
総
会

二
十

会
館
の
補
修
工
事
開
始

五
・
二

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

皇
族
歓
迎
委
員
会
を
設
立

六
・
二
十
一

文
仁
親
王
殿
下
（
秋
篠
宮
殿
下
）
歓
迎
会
を
会
館
で
開
催

二
十
二

文
仁
親
王
殿
下
慰
霊
碑
に
参
拝
献
花
を
さ
れ
る

七
・
一

学
生
寮
閉
鎖

改
装
の
た
め
に
寮
生
保
護
者
に
通
知
発
送

十
七

一
九
八
八
年
度
慰
霊
祭
執
行

二
十
九

日
本
語
教
師
研
修
会

八
・
四

JICA

移
住
者
子
弟
研
修
員
選
考
委
員
会

二
十
七

志
賀
山
文
化
使
節
団
来
訪
、
鉱
山
技
術
学
校
で
公
演

九
・
三

造
花
教
室
開
講

出
田
ひ
さ
え
講
師
に
よ
り
毎
週
土
曜
日
に
開
講



二
十
一

先
進
地
農
業
研
修
に
高
野
富
弥
君
、
南
伯
方
面
に
出
発

学
生
寮
の
改
築
工
事
開
始

二
十
四

第
二
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会

二
十
五

マ
ナ
オ
ス
支
部

娯
楽
大
会

十
・
二

日
本
人
学
校
運
動
会

三

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

七

日
本
語
教
師
合
同
研
修
会

二
日
間

二
十

JICA

マ
ナ
オ
ス
支
所
長

安
本

勉
氏
就
任

二
十
三

日
伯
協
会
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
日
伯
グ
ラ
ン
ド
で
開
催

JICA

マ
ナ
オ
ス
支
所
長

松
下
、
安
本
両
氏
の
歓
送
迎
会
を
会
館
で
開
催

十
一

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

二
十
六

造
花
教
室
終
了
式

十
二
・
九

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

十
一

マ
ナ
オ
ス
支
部

紅
白
歌
合
戦
開
催

一
九
八
九
年

一
・
四

業
務
始
め

七

天
皇
陛
下
崩
御
さ
れ
る

十
五

成
人
式

二
十

総
領
事
公
邸
で
日
本
語
学
校
教
師
と
の
懇
談
会
及
び
夕
食
会
が
開

催
さ
れ
る

二
・
十
三

羽
田
会
長
「
大
喪
の
礼
」
参
列
の
た
め
訪
日
、
出
田
会
長
代
行
に
就



任二
十
四

昭
和
天
皇
剣
葬
の
遥
拝
式
を
総
領
事
館
と
共
催
で
開
催

三
・
二
十
九

日
伯
協
会
会
議
室
に
て
総
領
事
館
主
催

折
り
紙
教
室
開
催
（
二

日
間
）

四
・
二

第
十
回
通
常
総
会

十
四

日
本
海
外
協
会
理
事
長

今
村
忠
雄
氏
来
訪

二
十
二

羽
田
会
長
帰
着
さ
れ
復
職

六
・
十
五

岡

史
朗
歌
手
の
マ
ナ
オ
ス
公
演

六
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
開

催

七
・
十
七

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

十
九

日
本
語
学
校
増
築
工
事
懇
談
会

八
・
十
五

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
慶
祝
使
節
団

福
島
県
知
事
代
理
他
三
名
表
敬
に
訪
問

日
系
人
協
会

長
崎
常
務
理
事
来
訪
さ
れ
歓
迎
会
開
催

十
七

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

二
十

津
軽
三
味
線
マ
ナ
オ
ス
公
演
（
セ
コ
ミ
ス
講
堂
）

二
十
一

津
軽
三
味
線
公
演
団
員
と
の
歓
迎
会
を
日
伯
会
館
で
開
催

二
十
五

日
本
語
学
校
増
築
起
工
式
を
執
行

二
十
八

日
本
語
学
校
増
築
工
事
開
始

二
十
九

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
移
住
者
子
弟
研
修
員
選
考
委
員
会

九
・
十
一

日
本
海
外
協
会

今
村
理
事
長
六
十
周
年
祭
典
の
調
査
に
来
訪

三
十

日
本
語
学
校
教
師
合
同
研
修
会
（
二
日
間
）



十
・
十
五

日
本
語
学
校
増
築
棟
上
式
を
挙
行

六
十
周
年
祭
の
リ
ー
フ
ァ
抽
選
会
を
会
館
で
開
催

十
一
・
八

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

二
十
二

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
を
二
日
に
わ

た
り
開
催

十
二
・
十
四

海
外
移
住
家
族
会
連
合
会
移
住
者
子
弟
技
術
研
修
生
の
選
考
筆
記

試
験
実
施

十
六

第
二
回
六
十
周
年
祭
の
リ
ー
フ
ァ
抽
選
会

一
九
九
〇
年

一
・
四

業
務
始
め

七

岡
田
総
領
事
帰
国
歓
送
会

二
・
十

海
外
開
発
青
年

平
野
貞
二
氏
日
本
語
学
校
教
師
と
し
て
日
伯
協
会
に

着
任
後
三
カ
年
の
業
務
を
終
了
、
帰
国
の
た
め
送
別
会
を
開
催

二
十
四

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
マ
ナ
オ
ス
青
年
会
共
催
で
二
十
四
日
か
ら

二
十
七
日
の
四
日
間
に
わ
た
り
カ
ル
ナ
バ
ル
を
会
館
で
開
催
。

三
・
十

海
外
開
発
青
年
看
護
婦

村
瀬
ル
リ
子

日
伯
診
療
所
勤
務
と
し
て
着

任
（
三
カ
年
）

二
十
三

海
外
法
人
医
療
基
金
よ
り
新
谷
次
長
来
訪
さ
れ
日
伯
診
療
所
運
営

委
員
と
懇
談

四
・
一

峰
川
領
事
着
任
歓
迎
会
を
開
催

五
・
二
十

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
六
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
会

三
十
一

大
貫
医
師

日
本
研
修
を
終
わ
り
帰
国



六
・
三

マ
ナ
オ
ス
支
部
主
催
娯
楽
大
会

七
・
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
監
査
室
室
長
他
一
名
来
訪

日
本
語
学
校
を
視
察

十
八

中
村
理
事

日
系
人
本
邦
招
聘
説
明
会
出
席
の
た
め
ベ
レ
ー
ン
出

張二
十
九

加
藤
総
領
事
歓
迎
会
を
会
館
で
開
催

八
・
六

江
藤
会
長
の
訪
日
に
伴
い
出
田
第
一
副
会
長

会
長
代
行
に
就
任

九
・
十
三

海
外
移
住
家
族
会
連
合
会
訪
日
団
員
と
し
て
小
田
モ
ニ
カ
さ
ん
訪

日
出
発

十
七

大
貫
医
師
、
村
瀬
看
護
婦
、
荒
井
日
伯
診
療
所
運
営
委
員

ポ
ル

ト
ベ
ー
リ
ョ
方
面
へ
巡
回
診
療
に
出
発

二
十

日
伯
協
会
創
立
十
周
年
記
念
行
事
懇
談
会

二
十
九

マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会

十
・
五

加
藤
総
領
事
の
招
待
に
よ
る
弁
論
大
会
慰
労
昼
食
会
が
公
邸
で
開
催

さ
れ
る

十
五

海
外
移
住
家
族
会
訪
日
団
員

小
田
モ
ニ
カ
さ
ん
帰
伯

十
九

友
田
理
事

外
務
省
中
堅
指
導
者
研
修
に
参
加
の
た
め
訪
日

二
十
七

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
創
立
十
周
年
記
念
野
球
大
会
を
エ
フ

ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
球
場
で
開
催

十
一
・
十
七

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
創
立
十
周
年
記
念
慰
霊
祭
を
開
催
、
並

び
に
式
典
を
開
催

賀
陽
大
便
ご
夫
妻
の
歓
迎
会
を
開
催

十
八

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
創
立
十
周
年
記
念
文
化
祭
、リ
ー
フ
ァ

抽
選
会
を
開
催



二
十
四

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
日
本
語
指
導
教
師

星
野
和
雄
氏
来
訪

一
九
九
一
年

一
・
四

業
務
始
め

十
九

文
化
講
演
会
開
催

二
十
七

マ
ナ
オ
ス
支
部
主
催
娯
楽
大
会

十
四

山
田
芙
美
江
職
員
退
職

二
十
一

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
マ
ナ
オ
ス
支
所
長

安
本

勉
氏
の
送
別
会

二
十
四

第
十
二
回
通
常
総
会

三
十
一

JICA

マ
ナ
オ
ス
支
所
、
本
日
を
も
っ
て
閉
鎖
さ
れ
る

四
・
十
三

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣

星
野
日
本
語
指
導
教
師
と
日
本
語
教
師
一
同
懇
談

会
十
五

徳
田
マ
リ
ア
・
イ
ベ
チ
さ
ん
事
務
所
勤
務

二
十
九

日
本
人
学
校
生
徒

日
伯
診
療
所
で
健
康
診
断
を
実
施

五
・
八

海
外
法
人
医
療
基
金

長
宗
事
務
局
長
、
千
葉
労
災
病
院
副
院
長

加
藤
医
学
博
士
来
訪
さ
れ
診
療
所
を
視
察
さ
れ
る
。
併
せ
て
、
移
住
地
を
視
察
訪

問

十

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
地
区
の
巡
回
診
療

十
三

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
巡
回
診
療

二
十
一

国
際
交
流
基
金

日
本
語
学
習
成
績
優
秀
者
本
邦
研
修
に
元
木
セ

ル
ジ
オ
受
講
生
が
決
定

六
・
二
十
三

マ
ナ
オ
ス
老
人
会
の
懇
談
会

七
・
四

ソ
ニ
ー
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
会
社
よ
り
テ
レ
ビ
二
十
九
イ
ン
チ
の



寄
贈
を
受
領

八

パ
リ
ン
チ
ン
ス
日
伯
文
化
協
会
会
長

猪
股

正
氏
来
訪
さ
れ
懇

談十
四

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会
の
盆
踊
り
大
会
が
会
館
で
挙
行
さ
れ
る

二
十
八

マ
ナ
オ
ス
支
部
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
武
田
グ
ラ
ン
ド
で
開

催

八
・
二

長
崎
県
雲
仙
普
賢
岳
大
火
砕
流
の
援
助
募
金
を
送
金

十
八

一
九
九
一
年
度
慰
霊
祭
を
会
館
で
執
行

二
十
八

総
領
事
館
の
国
費
留
学
生
選
考
試
験
を
日
本
語
学
校
教
室
で
実
施

三
十
一

第
四
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会

九
・
十
六

汎
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
交
流
セ
ン
タ
ー
落
成
式
に
、
江
藤
会
長
と
出
田

副
会
長
出
席
の
た
め
、
ベ
レ
ー
ン
へ
出
張

十
九

セ
イ
コ
ー
・
ダ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
会
社
よ
り
、
会
社
創
立
十
周
年
記

念
と
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
寄
贈
を
受
領
す
る

二
十
四

万
国
博
覧
会
基
金
へ
補
助
金
交
付
要
望
書
を
総
領
事
館
へ
提
出

十
・
九

海
外
移
住
家
族
会
連
合
会

第
二
十
四
次
訪
日
団
員
古
賀
邦
次
氏

帰
伯
の
挨
拶
に
来
訪

十
三

老
人
ク
ラ
ブ
創
立
総
会
の
開
催
及
び
慰
問
浪
曲
公
演
の
開
催

二
十

高
拓
生
入
植
六
十
周
年
ミ
サ
並
び
に
記
念
式
典
が
会
館
で
開
催
さ

れ
る
。

二
十
六

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣

星
野
日
本
語
指
導
教
師

来
所
さ
れ
授
業
参
観

と
研
修
会
を
開
催

十
一
・
六

老
人
ク
ラ
ブ
第
一
回
役
員
会
開
催



十
二
・
二
十
二

総
領
事
館
、
日
伯
協
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
共
催
に
よ
る
天
皇
誕
生

祝
賀
会
開
催

室
谷
貞
二
氏

（
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
）
へ
勲

章
、
勲
記
の
伝
達
式老

人
ク
ラ
ブ
忘
年
会
を
開
催

二
十
八

業
務
納
め

一
九
九
二
年

一
・
六

業
務
始
め

十

加
藤
総
領
事
招
待
に
よ
る
日
伯
協
会
理
事
と
の
夕
食
懇
談
会

十
九

成
人
式

二
十
二

マ
ナ
オ
ス
青
年
会
幹
部
十
四
名
、加
藤
総
領
事
他
館
員
及
び
日
伯
協

会
理
事
と
の
懇
談
会

二
・
十
七

大
沢
事
務
局
長
病
気
の
た
め
三
月
末
日
ま
で
休
職

三
・
一

第
十
三
回
通
常
総
会

二
十

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
社
よ
り
レ
ー
ザ
ー
ジ
ス
コ
の
寄
贈

二
十
三

日
系
団
体
代
表
者
会
議
参
加
の
た
め
、出
田
会
長
ベ
レ
ー
ン
へ
出
張

四
・
一

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
レ
ー
ン
事
務
所
長

前
川
洋
右
氏
帰
国
の
挨
拶
に
来
訪

九

村
瀬
看
護
婦
メ
キ
シ
コ
へ
研
修
出
発

二
十
八
日
に
帰
着

二
十
八

日
伯
診
療
所
内
部
の
改
装
工
事

五
・
二
十
三

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
巡
回
診
療

三
十

日
本
語
学
校
教
師
研
修
会

六
・
二
十
三

丸
同
様
よ
り
図
書
二
百
六
冊
寄
贈
さ
れ
、
図
書
室
へ
収
納



二
十
五

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
レ
ー
ン
事
務
所
長

森
下
朝
充
氏

所
長
就
任
の
挨
拶

に
来
訪

三
十

近
藤
副
領
事
（
総
領
事
館
日
伯
協
会
担
当
）
送
別
会
を
日
伯
協
会
理

事
会
、
日
伯
診
療
所
運
営
委
員
会
で
開
催

七
・
十

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
シ
ニ
ア
専
門
家

寺
山
テ
ル
子
氏
着
任
、
二
カ
年
の

滞
在
で
日
本
語
指
導
に
当
た
る

八
・
十
一

万
国
博
覧
会
基
金
よ
り
補
助
金
交
付
決
定
通
知
受
領
、
会
館
へ
大
型

冷
房
装
置
の
設
置

十
五

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣

星
野
日
本
語
指
導
教
師

来
訪
さ
れ
教
師
合
同
研

修
会
開
催

二
十
四

会
館
改
装
工
事
開
始

二
十
七

海
外
移
住
家
族
会
訪
日
団
員
に
森

源
吾
氏
の
決
定
通
知
受
領

九
・
八

移
住
者
子
弟
技
術
研
修
員
選
考
筆
記
試
験
を
実
施

二
十

峰
川
領
事
送
別
会
、
岩
間
領
事
、
秋
岡
副
領
事
歓
迎
会
を
会
館
で
開

催
二
十
三

日
本
語
生
徒
本
邦
研
修
員
の
選
考
、
面
接
と
筆
記
試
験
を
実
施

十
・
十
八

マ
ナ
オ
ス
支
部
、
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
共
催

第
一
回
運
動
会

二
十
六

大
沢
事
務
局
長

心
臓
精
密
検
査
の
た
め
二
ケ
月
の
休
職
と
な
る

十
一
・
二

村
角

泰
駐
ブ
ラ
ジ
ル
大
使
ご
夫
妻
来
訪
さ
れ
慰
霊
碑
へ
参
拝
献

花
さ
れ
る

三

村
角
大
使
ご
夫
妻
の
歓
迎
会
を
会
館
で
開
催

七

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
入
植
三
十
四
周
年
記
念
式
典
並
び
に

敬
老
会
が
開
催
さ
れ
る



十

海
外
移
住
家
族
会
連
合
会

会
長

田
中
龍
夫
氏
よ
り
日
伯
協
会
へ

の
表
彰
状
を
訪
日
団
員
森
源
吾
氏
に
託
送
さ
れ
受
領

十
三

会
館
用
大
型
冷
房
機
材
を
ヒ
タ
チ
・
ア
ー
ル
・
フ
リ
オ
会
社
に
発
注

十
四

野
沢
幸
助
氏
（
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
）
叙
勲
伝
達
式
が
日

伯
会
館
で
挙
行
さ
れ
る

第
五
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会

浜
田
副
領
事
の
送
別
会
を
都
食
堂
で
開
催

十
七

会
館
内
の
冷
房
装
置
の
基
礎
工
事
開
始

十
八

日
本
道
路
緑
化
協
会
南
米
調
査
団
一
行
四
十
二
名
来
訪

二
十
二

査
察
担
当
大
使

恩
田

宗
氏
他
来
訪

十
二
・
五

日
伯
協
会
主
催

日
本
語
検
定
試
験
実
施

一
九
九
三
年

一
・
一

日
伯
協
会
会
館
で
新
年
名
刺
交
換
会
を
開
催

四

業
務
始
め

十
七

平
成
五
年
度
（
一
九
九
三
年
）
成
人
式
を
挙
行

二
十
五

日
伯
協
会
会
議
室
に
て
総
領
事
館
主
催
の
生
け
花
教
室
開
講

三
十
一

慰
霊
祭
開
催

会
館
内
装
工
事
完
成
視
い
を
挙
行

二
・
九

村
瀬
看
護
婦

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
開
発
青
年
三
カ
年
の
業
務
を
終
了
、
帰
国

の
た
め
送
別
会
開
催

十
一

神
内
良
一
国
際
福
祉
事
務
所
長
ご
夫
妻
他
一
行
サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
ベ

レ
ー
ン
を
経
由
マ
ナ
オ
ス
観
光
に
来
訪
さ
れ
日
伯
協
会
で
懇
談
会
開
催



十
二

神
内
良
一
氏
他
一
行
の
歓
迎
会
を
会
館
で
挙
行
、日
伯
協
会
施
設
の

増
改
築
資
金
の
援
助
を
確
約
さ
れ
て
ア
マ
ゾ
ン
河
観
光
を
楽
し
ま
れ
帰
国
さ
れ
る

三
・
七

高
村
正
寿
氏
日
本
帰
国
の
た
め
に
送
別
会
を
会
館
で
開
催

開
発
青
年

村
瀬
ル
リ
子
さ
ん
任
期
を
終
了
し
本
日
帰
国

九

出
田
会
長

開
発
青
年
受
入
の
た
め
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
レ
ー
ン
へ
出
張

十

開
発
青
年

沢
田
八
重
子
さ
ん
出
田
会
長
と
同
道
で
着
任
、日
伯
診

療
所
勤
務
と
な
る

十
四

第
十
四
回
通
常
総
会

四
・
八

平
野

稔
総
領
事
着
任
マ
ナ
オ
ス
空
港
へ
出
迎
え
る

十
八

平
野
総
領
事
並
び
に
後
藤
領
事
の
歓
迎
会
を
会
館
で
開
催

十
九

マ
ナ
オ
ス
地
区
巡
回
診
療

二
十
二

藤
江
保
子
ア
マ
ゾ
ニ
ア
援
護
協
会
勤
務
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
シ
ニ
ア
専

門
家
（
福
祉
士
）
来
訪
さ
れ
、
市
内
及
び
移
住
地
の
高
齢
者
を
訪
問
さ
れ
る

五
月
二
十
六
日
ま
で
滞
在

二
十
四

ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
巡
回
診
療

六
・
十
六

汎
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
協
会

堤
事
務
局
長
来
訪

二
十
六

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
レ
ー
ン
森
下
所
長
、須
藤
所
員
来
訪
さ
れ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研

修
員
近
況
報
告
会
を
開
催

七
・
十
八

マ
ナ
オ
ス
支
部
の
盆
踊
り
大
会
を
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催

八
・
二

ブ
ラ
ジ
ル
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
相
談
役

三
橋
誠
一
氏
来
訪

十
六

総
領
事
館

国
費
留
学
生
選
考
試
験
を
日
本
語
学
校
教
室
で
実
施

二
十
八

沢
田
看
護
婦
に
よ
る
ベ
ラ
ビ
ス
タ
地
区
の
健
康
相
談

二
十
九

マ
ナ
オ
ス
支
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
武
田
グ
ラ
ン
ド
）
開
催



九
・
二

神
内
基
金
に
よ
る
会
館
増
改
築
工
事
着
工
地
鎮
祭
を
執
行

十
一

第
六
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
語
弁
論
大
会
開
催

十
・
二

総
領
事
館
よ
り
大
原
友
信
氏
に
支
給
の
保
護
謝
金
、
第
二
回
目
申
請

を
受
領
、
六
ケ
月
間
毎
月
本
人
に
支
給
す
る

十
一
・
一

日
伯
協
会
事
務
職
員
と
し
て

寺
野
カ
ツ
ミ
さ
ん
勤
務

十
四

日
本
県
議
会
議
長
会
来
訪
さ
れ
慰
霊
碑
に
参
拝

十
二
・
十
一

マ
ナ
オ
ス
日
本
大
学
校
開
校
記
念
式
典
を
学
校
講
堂
で
開
催

十
二

日
伯
協
会
、
日
系
商
工
会
、
日
本
文
化
振
興
会
の
共
催
に
よ
る
忘

年
会
を
会
館
で
開
催

十
三

パ
リ
ン
チ
ン
ス
日
系
人
調
査
の
た
め
、
出
田
会
長
、
大
沢
事
務
局
長
、

寺
山
シ
ニ
ア
専
門
家
、
沢
田
看
護
婦
が
同
地
へ
出
張

十
八

沢
田
看
護
婦

年
末
年
始
の
休
暇
を
利
用
し
国
内
視
察
旅
行
に
出
発

二
十

出
田
会
長
、
中
村
理
事
ベ
レ
ー
ン
へ
出
張

一
九
九
四
年

一
・
五

業
務
始
め

十
五

成
人
式
、
慰
霊
祭
、
老
人
会
総
会
等
が
開
催
さ
れ
る

十
九

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ブ
ラ
ジ
ル
事
務
所
長

鈴
木

功
氏
、管
内
視
察
に
来
訪

二
・
三

中
村
理
事

弓
場
バ
レ
ー
団
受
入
に
つ
い
て
サ
ン
パ
ウ
ロ
へ
出
張

五

神
内
施
設
の
竣
工
式
を
会
館
で
挙
行

弓
場
バ
レ
ー
団
の
マ
ナ
オ
ス
公
演
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
で
開
催
さ
れ
る

十
四

海
外
移
住
家
族
会
連
合
会
よ
り
西
脇
祐
平
氏

研
修
員
の
実
態
調
査

に
来
訪



三
・
八

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会
よ
り
什
器
備
品
の
日
伯
協
会
へ
移
管
、
寄
贈
品

目
録
を
受
領

二
十
四

出
田
会
長

サ
ン
パ
ウ
ロ
で
開
催
の
日
系
団
体
代
表
者
会
議
に
出
席

の
た
め
出
張

四
・
三

第
十
五
回
通
常
総
会

十

研
修
生
懇
談
会

五
・
十
一

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会
の
発
足

十
二

ア
マ
ゾ
ニ
ア
援
護
協
会
の
藤
江
福
祉
士
と
太
田
援
護
部
長
来
訪

二
十

総
領
事
公
邸
で
寺
山
シ
ニ
ア
専
門
家
の
送
別
会
が
開
催
さ
れ
る

二
十
四

総
領
事
公
邸
で
岡

留
久
氏
の
叙
勲
伝
達
式
が
開
催
さ
れ
る

二
十
八

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地
の
巡
回
診
察

大
貫
医
師
、
白
柳
女
医
、
沢
田
看
護
婦
に
よ
る

三
十
一

総
領
事
公
邸
で
国
費
留
学
研
修
生OB

会
結
成
準
備
会
が
開
催
さ
れ

る

六
・
十
二

マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
の
運
動
会
が
日
伯
運
動
場
に
て
行
わ
れ
る

十
八

日
伯
協
会
日
本
語
学
校
の
学
習
発
表
会

二
十
三

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会
開
催

二
十
五

創
価
学
会
環
境
問
題
研
究
所
開
所
式
に
三
木
副
会
長
と
錦
戸
理
事
が

出
席

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
シ
ニ
ア
専
門
家

寺
山
テ
ル
子
氏
の
送
別
会
開
催

七
・
二

立
川
談
志
一
行
四
名
と
サ
ン
パ
ウ
ロ

ガ
ル
ポ
ン
ブ
エ
ノ
尾
西
貞
夫

氏
同
道
で
来
訪

三

立
川
談
志
の
公
演
を
会
館
で
開
催
、午
前
中
は
ア
マ
ゾ
ン
河
の
観



光
を
楽
し
ま
れ
た

十
五

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会

二
十
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
大
能
ベ
レ
ー
ン
支
所
長
来
訪

ア
ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
、
ロ
ン
ド
ニ
ア
州
ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ

市
、
ア
リ
ケ
メ
ス
市
、
ジ
パ
ラ
ナ
市
の
日
系
人
調
査
に
三
木
副
会
長
と
大
沢

事
務
局
長
一
週
間
の
予
定
で
出
張

八
・
十
三

パ
リ
ン
チ
ン
ス
の
日
系
人
調
査
に
松
浦
理
事
と
松
下
理
事
が
出
張

十
八

海
外
移
住
家
族
会
訪
日
団
員

猪
股

正
氏
に
決
定
通
知
受
領
、九

月
初
め
に
訪
日

二
十

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
健
康
相
談
（
沢
田
看
護
婦
）

二
十
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
主
催
高
校
生
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
四
名

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
川
端
職
員
に
引
率
さ
れ
来
訪
、
市
内
観
光
、
移
住
地
訪
問

さ
れ
る

マ
ナ
オ
ス
地
区
健
康
相
談
（
沢
田
看
護
婦
）

二
十
八

マ
ナ
オ
ス
支
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
武
田
グ
ラ
ン
ド
）

九
・
二

三
木
副
会
長
、
中
村
理
事
、
沢
田
看
護
婦

ロ
ラ
イ
マ
州
ボ
ア
ビ
ス

タ
市
の
日
系
人
調
査
に
出
張
、
九
月
八
日
帰
着

十
八

通
産
大
臣
表
彰
式
に
列
席
の
た
め
出
田
会
長
訪
日
、帰
伯
ま
で
の
期

間
三
木
副
会
長
代
行

十
・
一

第
七
回
日
本
語
弁
論
大
会

十
六

マ
ナ
オ
ス
支
部
主
催
運
動
会

二
十
七

出
田
会
長
帰
着

十
一
・
十

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会



十
三

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
入
植
三
十
六
周
年
記
念
式
典
開
催

十
二
・
二
十
一

イ
ピ
シ
ュ
ー
ナ
郡
行
救
援
物
資
の
譲
渡
式
（
百
周
年
委
貞
会
）

一
九
九
五
年

一
・
一

新
年
視
賀
会
を
会
館
で
挙
行

三

協
会
事
務
所
に
盗
賊
侵
入
し
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ワ
ー
プ
ロ
他

盗
難
に
遭
う
。
被
害
額
約
一
万
ド
ル
に
な
る

六

野
々
垣
元
マ
ナ
オ
ス
総
領
事
夫
妻
来
訪
さ
れ
、有
志
に
よ
り
歓
迎
会

を
会
議
室
で
開
催

八

高
拓
会
会
合
を
会
議
室
で
開
催

十
五

成
人
式

十
七

兵
庫
県
南
部
、
淡
路
、
神
戸
地
方
に
地
震
発
生
被
害
甚
大
の
ニ
ュ
ー

ス
の
発
表

十
九

出
田
会
長

国
際
交
流
基
金
の
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

開
催
に
関
す
る
連
絡
会
議
に
参
加
出
席
の
為
サ
ン
パ
ウ
ロ
に
出
発

二
・
十
二

「
が
ん
ば
れ
コ
ー
ベ
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
を
西
部
ア
マ
ゾ

ン
日
伯
協
会
日
本
語
学
校
生
徒
並
び
に
教
師
一
同
に
よ
り
開
催
、利
益
金
を

救
済
委
員
会
へ
納
入
し
た

二
十
二

日
系
医
師
と
の
日
伯
診
療
所
運
営
に
関
す
る
競
技
会
を
開
催

三
・
二

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会

六

JICA

派
遣
中
元
指
導
教
師
来
訪
、
錦
戸
教
育
担
当
理
事
同
道
で
ア

ク
レ
州
リ
オ
ブ
ラ
ン
コ
市
の
教
育
事
情
調
査
に
出
張

十
九

第
十
六
回
通
常
総
会



二
十
八

日
伯
修
好
百
周
年
記
念
事
業
運
営
委
員
会

五
・
十
九

浅
井
外
次
氏
の
叙
勲
伝
達
式
が
総
領
事
公
邸
で
開
催
さ
れ
る

二
十
五

岩
間
領
事
、
秋
岡
副
領
事
帰
国
、
野
々
村
副
領
事
着
任
の
歓
送
迎
会

を
会
館
で
開
催

二
十
八

日
本
語
教
師
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
会
議
室
で
開
催

六
・
五

安
全
対
策
連
絡
協
議
会
が
総
領
事
公
邸
で
開
催
さ
れ
る

十
一

第
十
五
回
マ
ナ
オ
ス
日
本
人
学
校
の
運
動
会

十
九

辻
田
三
千
子
さ
ん
事
務
局
勤
務
と
な
る

二
十
三

血
液
検
査
器
の
修
理
終
了

サ
ン
パ
ウ
ロ
よ
り
到
着

二
十
六

大
沢
事
務
局
長
退
職
に
伴
い
送
別
会
を
役
職
員
で
開
催

七
・
十
七

佐
藤
エ
リ
カ
事
務
局
勤
務
と
な
る

八
・
五

巡
回
診
療

十
二

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
入
植
三
十
七
同
年
記
念
盆
踊
り
大
会

十
三

辻
田
職
員
ベ
レ
ー
ン
日
伯
援
護
協
会
厚
生
ホ
ー
ム
へ
一
週
間
の
予
定

で
研
修
の
た
め
出
発

二
十
三

大
阪
、
京
都
外
国
語
大
学
生
三
十
四
名
来
訪
、
診
療
所
へ
医
療
品
を

寄
贈

八
・
二
十
七

マ
ナ
オ
ス
支
部
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
十
九

辻
田
職
員
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
堅
技
術
向
上
研
修
（
福
祉
関
係
）
三
ケ
月
の

予
定
で
訪
日

九
・
四

「
振
り
返
れ
ば
百
年
ブ
ラ
ジ
ル
と
日
本
」
パ
ネ
ル
展
を
会
館
で
開
催

八

総
理
府
派
遣
訪
伯
団
大
学
生
十
一
名
と
社
会
人
三
名
（
団
長
、
副

団
長
、
通
訳
）
来
訪
、
懇
談
会
を
会
議
室
で
開
催



十
二

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
都
道
府
県
入
会
連
合
会
「
移
民
の
故
郷
巡
り
」
一
行

八
十
七
名
来
訪
さ
れ
、
歓
迎
会
を
会
館
で
開
催

十
五

総
領
事
館
主
催
現
代
ポ
ス
タ
ー
展
が
会
館
で
開
催
さ
れ
る

国
際
協
力
事
業
団
ブ
ラ
ジ
ル
事
務
所
長

松
本
宣
彦
氏
管
内
視
察

に
来
訪

九
・
二
十
三

大
賀
ソ
ニ
ー
会
長
の
演
奏
会
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
で
開
催
さ
れ
る

十
・
八

釣
田
領
事
着
任
歓
迎
会

十
二

医
療
基
金
よ
り
辻
専
務
理
事
来
訪
、
一
週
間
の
滞
在

二
十
八

第
八
回
日
本
語
弁
論
大
会

十
一
・
五

百
周
年
記
念
事
業
始
ま
る
。
盆
踊
り
、
慰
霊
祭
、
記
念
碑
除
幕
式
、

文
化
祭

十
五

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
入
植
三
十
七
周
年
記
念
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
と
記
念
式
典

十
七

み
や
ら
び
太
鼓
の
マ
ナ
オ
ス
公
演

二
十
四

出
田

務
氏
の
叙
勲
伝
達
式
が
総
領
事
公
邸
で
開
催
さ
れ
る

十
二
・
二

日
本
人
学
校
学
習
発
表
会
が
会
館
で
開
催
さ
れ
る

十
七

出
田
氏
の
叙
勲
、神
田
久
彦
氏
の
外
務
大
臣
表
彰
祝
賀
会
を
会
館

で
開
催

二
十
二

業
務
納
め

休
暇
に
入
り
一
九
九
五
年
度
終
了

一
九
九
六
年

一
・
五

新
年
視
賀
会

十
四

成
人
式



十
九

沢
田
看
護
婦
三
カ
年
の
業
務
終
了

二
・
五

沢
田
看
護
婦
帰
国
送
別
会

三
・
六

開
発
青
年

松
村
朋
枝
着
任

九

平
野
総
領
事
帰
国
送
別
会

十

第
十
七
回
通
常
総
会

四
・
一

大
貫
医
師

日
伯
診
療
所
運
営

六

木
場
克
子

日
本
語
教
師
短
期
研
修
、
木
場
千
恵
美JICA

上
級

研
修
訪
日

八

中
村
総
領
事
夫
妻
を
空
港
に
出
迎
え
る

二
十

中
村
弥
寿
平
前
理
事
訪
日
に
伴
い
夕
食
懇
親
会
を
開
催

二
十
三

中
村
総
領
事
着
任
歓
迎
会
開
催

五
・
二
十
二

江
藤
て
ら
し
氏
の
勲
章
伝
達
式
が
総
領
事
公
邸
で
開
催
さ
れ
る

六
・
四

モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社
バ
イ
ク
二
百
万
台
生
産
達
成
記
念
式
典
。
会
長

出
席
。

六

海
外
日
本
語
学
校
成
績
優
秀
者

ア
ル
ベ
ル
タ
・
モ
ラ
ン
ゴ
訪
日

研
修

十

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
本
語
研
修
に
錦
戸

健
理
事
訪
日
出
発

老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
着
工

七
・
十
六

日
本
週
間
運
営
委
員
会

九
・
九

「
ハ
ル
」
音
楽
グ
ル
ー
プ
表
敬
訪
問

十
一

「
ハ
ル
」
親
善
公
演
を
会
館
で
開
催

十
五

東
洋
大
学
藤
木
三
千
人
教
授
、
日
系
人
調
査
に
表
敬
訪
間

二
十
四

モ
ト
・
ホ
ン
ダ
社
専
用
船
ピ
ラ
ル
ク
二
世
号
進
水
記
念
航
海
船
上



パ
ー
テ
ィ
ー
に
関
係
者
招
待

二
十
七

移
住
家
族
会
訪
日
団
員
と
し
て
森
進
一
郎
夫
妻
訪
日

二
十
八

第
九
回
日
本
語
弁
論
大
会

十
・
二
十
六

日
本
語
教
師
合
同
研
修
会

十
一
・
二

第
二
回
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
で
開
催
さ
れ
、
梅
津
教
師
引
率
で
日
系
、
非
日
系
各
一
名
参
加

九

憩
い
の
園
落
成
式

十
二
・
七

黄
熱
病
予
防
接
種
を
日
伯
協
会
に
て
行
う

十
五

憩
い
の
園
開
園
、
施
設
紹
介
招
待

中
村
総
領
事
他
、
企
業
代
表

二
十
一

白
柳
ク
ラ
ラ
女
医
、
日
本
研
修
を
終
わ
り
帰
伯

二
十
四

一
九
九
六
年
度
業
務
納
め

二
十
九

忘
年
会
を
憩
い
の
園
で
開
催

一
九
九
七
年

一
・
四

JICA

医
師
再
研
修
に
大
貫
医
師
訪
日

五

新
年
会

十
二

成
人
式

三
十
一

日
伯
管
理
人
シ
ュ
ウ
イ
チ
ロ
ウ
・
ナ
カ
ム
ラ
退
職
し
、
マ
ル
コ

ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
採
用

二
・
十
六

寺
野
義
勝
氏
夫
妻

憩
い
の
園
管
理
人
と
し
て
入
居

二
十
六

マ
ナ
オ
ス
市
役
所
へISS

（Imposto
Sobre

Serviso

）
の

免
税
申
請



三
・
二
十

ベ
ラ
ビ
ス
タ
自
治
会
よ
り
日
本
語
成
人
講
座
開
講
の
要
請

三
十

第
十
八
回
通
常
総
会

三
十
一

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
上
級
研
修
員

矢
野
幸
重
、
大
貫
医
師
帰
伯

四
・
一

海
外
移
住
家
族
会
移
住
者
子
弟
研
修
員

酒
井
勇
樹
帰
伯

十
七

シ
ョ
ー
プ
ラ
工
場
の
イ
ナ
グ
ラ
ソ
ン
に
日
伯
協
会
理
事
出
席

五
・
二
十
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ベ
レ
ー
ン
支
所
長

鈴
木
達
男
氏
、
大
西
所
貞
来
訪

三
十
一

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ベ
レ
ー
ン
訪
問
、
歓
迎
会
に
出
田
会
長
出
席

六
・
一

第
二
回
ア
マ
ゾ
ン
俳
句
大
会
が
日
伯
会
館
で
開
催
さ
れ
る

七
・
九

警
備
会
社
と
契
約

十
日
よ
り
警
備
員
派
遣
さ
れ
る

十
四

ソ
ニ
ー
片
岡
代
表
よ
り
カ
ラ
オ
ケ
室
に
小
型
ス
ピ
ー
カ
ー
四
台

寄
贈
受
領

八
・
二

七
十
周
年
祭
典
委
員
会
開
催

九
・
三

出
田
会
長
移
住
七
十
周
年
祭
典
準
備
の
た
め
十
四
日
の
予
定
で
訪

日
、
三
木
副
会
長
が
代
行

十

椎
茸
栽
培
講
習
会

三
分
一
講
師

二
十
七

第
十
回
弁
論
大
会
並
び
に
第
一
回
お
話
し
大
会

二
十
八

マ
ナ
オ
ス
婦
人
会
「
高
齢
者
感
謝
の
日
」

二
十
九

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
一
般
技
術
員

室
谷
美
帆
帰
伯

十
・
八

出
田
会
長
帰
伯
。

二
十
一

日
本
海
外
協
会
理
事
長

今
村
忠
雄
氏
の
七
十
周
年
日
本
側
委
員

を
委
嘱
す
る

二
十
五

第
三
回
全
伯
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
錦
戸
理
事
引
率
で
岩
本

さ
と
み
と
エ
ロ
イ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
が
ク
リ
チ
ー
バ
に
出
張



三
十

寺
野

憩
い
の
園
管
理
人
退
職

十
一
・
九

「
ハ
ル
」
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
を
テ
ア
ト
ロ
ア
マ
ゾ
ナ
ス
で
開
催

二
十
七

日
本
海
外
協
会

今
村
理
事
長
来
訪

憩
い
の
園
宿
泊

十
二
・
四

天
皇
誕
生
視
賀
会

二
十

日
伯
協
会
役
職
員
教
師
の
忘
年
会

憩
い
の
園

二
十
四

一
九
九
七
年
度
業
務
納
め

一
九
九
八
年

一
・
四

新
年
会

十
一

成
人
式

十
二

中
村
弥
寿
平
氏
目
伯
職
員
と
し
て
勤
務

二
十
五

憩
い
の
園
で
老
人
会
の
会
合
四
十
二
名
参
加

二
・
十
五

塚
田
千
裕
大
使
夫
妻
を
空
港
で
迎
え

十
六

塚
田
大
使
歓
迎
会

三
・
十
五

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
上
級
技
術
研
修
員

木
場
千
恵
美
二
カ
年
の
研
修
終
了

帰
伯

四
・
二

中
村
総
領
事
夫
妻
歓
送
会

二
十
五

小
林
健
一
総
領
事
歓
迎
会

六
・
一

ラ
ジ
オ
体
操
一
行
十
一
名
来
訪

憩
い
の
園
で
老
人
会
会
員
と
懇
親

会
開
催

十
七

七
十
周
年
祭
典
委
員
会

二
十
九

七
十
年
誌
編
纂
委
員
会

七
・
二
十
三

日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
西
野
義
男
氏
着
任

三
十

熊
本
県
副
知
事
一
行
マ
ナ
オ
ス
来
訪



八
・
二
十
三

「
こ
だ
ま
」
テ
ア
ト
ロ
ア
マ
ゾ
ナ
ス
に
て
マ
ナ
オ
ス
公
演

外
務
大
臣
表
彰

ア
ク
レ
小
池

修
氏
、
ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
山
口
宣
行

氏
、
ベ
ラ
ビ
ス
タ
友
田
ち
よ
の
氏
、
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
佐
藤
ち
よ
氏

九
・
十
二

ベ
ラ
ビ
ス
タ
四
十
五
周
年
入
植
記
念
祭

十
九

第
十
一
回
日
本
語
弁
論
大
会

第
二
回
お
話
し
大
会

十
・
九

Sociedade
Bras-de

Estado
Municipalista

よ
り
、
日

本
人
移
住
九
十
周
年
の
表
彰
額
を
受
領

十
一
・
七

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
四
十
周
年
入
植
記
念
祭

八

日
伯
慰
霊
祭

日
伯
盆
踊
り
大
会

第
四
回
日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

ブ
ラ
ジ
リ
ア
大
会

半
田
講
師
と

二
名
出
発

十
二
・
十
八

リ
オ
ネ
グ
ロ
横
断
競
泳
大
会

二
十
四

一
九
九
八
年
度
業
務
納
め

一
九
九
九
年
度

一
・
三

日
伯
協
会
新
年
会

十

成
人
式

二
・
一

ボ
ア
ビ
ス
タ
方
面
巡
回
診
療
実
施

二
十
七

JICA

開
発
青
年

松
村
朋
枝
、
任
期
終
了
帰
国

二
十
八

第
二
十
回
通
常
総
会

三
・
三

在
マ
ナ
オ
ス
総
領
事
公
邸
の
移
転
通
知
受
領

四
・
十
三

JICA

日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
野
敦
彦
着
任

十
九

武
田
商
会
よ
り
会
館
舞
台
幕
寄
贈

二
十
五

第
一
回
敬
老
慰
安
会



六
・
七

関
西
大
学
探
検
部
学
生
三
名
が
ア
マ
ゾ
ン
事
前
調
査
に
来
訪

十
五

五
十
年
以
上
一
度
も
帰
国
し
た
こ
と
の
な
い
日
本
人
へ
の
第
三
十

二
次
海
外
日
系
人
訪
日
団
員
募
集
要
項
受
領

十
八

海
外
日
系
人
協
会
賛
助
会
員
申
込
書
と
年
会
費
を
送
金

七
・
二
十
二

旧
診
療
所
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
機
材
一
式
を
ジ
ュ
タ
イ
郡
政
府
診
療
所

へ
無
償
譲
渡
手
続
き
開
始

二
十
五

慰
霊
祭
、
日
伯
盆
踊
り
大
会

八
・
十
二

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
派
遣
農
業
専
門
家
、
近
藤
四
郎
氏
来
訪
、
サ
ー
レ
ス
、

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
訪
問

十
六

宗
田
千
恵
子
一
行
三
名
、
マ
ナ
オ
ス
公
演
の
た
め
来
訪
、
十
八
日

に
日
伯
会
館
で
公
演

九
・
十
八

第
十
三
回
日
本
語
弁
論
大
会
、
第
三
回
お
話
し
大
会
を
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ

Ｉ
講
堂
で
開
催

十
・
二

二
日
間
に
わ
た
り
、APAE

（
身
障
者
の
親
と
支
援
す
る
友
の
会
）

バ
ザ
ー
開
催

十

マ
ナ
オ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
日
伯
協
会
共
催
運
動
会

十
一
・
六

日
伯
会
館
で
西
部
ア
マ
ゾ
ン
移
住
七
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
、

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｉ
講
堂
で
第
五
回
全
伯
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
。

七

式
典
出
席
来
賓
と
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
を
招
待
し
た
ア
マ

ゾ
ン
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
、創
舞
流
舞
踊
と

歌
手
菅
原
や
す
の
り
マ
ナ
オ
ス

公
演
が
ア
マ
ゾ
ナ
ス
劇
場
で
開
催
さ
れ
る



【
日
本
人
叙
勲
者
一
覧
】

在
マ
ナ
オ
ス
総
領
事
館
（
一
九
九
九
年
十
一
月
二
十
三
日
現
在
）

（
年

度
）（
氏

名
）（
勲

等
）（
受
章
時
年
齢
）（
在
伯
年
数
）（
功
績
、
備
考
）

昭
和
四
十
一
年
秋

尾
山
良
太

勲
五
等
瑞
宝
章

八
十
四

三
十
三

ジ
ュ
ー

ト
の
新
種
発
見
・
普
及
。
死
亡
。
三
十
三
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
五
十
周
年
「
黄
綬

褒
章
」。



昭
和
四
十
四
年
秋

大
石
小
作

勲
五
等
瑞
宝
章

八
十

三
十
九

グ
ァ
ラ
ナ

栽
培
。
死
亡
。

昭
和
四
十
五
年
春

高
村
正
寿

勲
五
等
瑞
宝
章

六
十
八

三
十
七

ジ
ュ
ー

ト
及
び
戦
後
移
住
導
入
。
帰
国
。

昭
和
四
十
八
年
春

中
内
義
正

勲
六
等
単
光
旭
日
章

六
十
九

四
十

ジ
ュ
ー
ト
死
後
叙
勲
。

昭
和
五
十
年
秋

岡
田
秀
臣

勲
六
等
瑞
宝
章

七
十
九

四
十
五

医
療
援

護
。
死
亡
。

中
島
敏
三

勲
六
等
瑞
宝
章

六
十
四

四
十
四

邦
人
援

護
死
後
叙
勲
。

昭
和
五
十
一
年
春

杉
山
義
見

勲
六
等
瑞
宝
章

七
十
三

四
十
五

ジ
ュ
ー

ト
及
び
ピ
メ
ン
タ
。
死
亡
。

昭
和
五
十
二
年
春

内
山
健
吉

勲
六
等
瑞
宝
章

八
十
八

四
十
八

ジ
ュ
ー

ト
及
び
邦
人
援
護
。
死
亡
。

昭
和
五
十
三
年
春

松
野
浩
生

勲
六
等
単
光
旭
日
章

五
十
九

二
十
四

営

農
普
及
、
邦
人
援
護
。
死
亡
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
七
十
周
年
。

矢
野
健
一

勲
六
等
単
光
旭
日
章

六
十
四

二
十
四

営
農
普
及
、

邦
人
援
護
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
七
十
周
年
。

藤
田

猛

勲
六
等
単
光
旭
日
章

六
十
三

四
十
五

邦
人
援
護
、

日
伯
交
流
。
死
亡
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
七
十
周
年
。

錦
戸
理
平

勲
六
等
単
光
旭
日
章

六
十
七

二
十

組
合
関
係
。ブ

ラ
ジ
ル
移
住
七
十
周
年
。

昭
和
五
十
七
年
春

高
野
連
弥

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
一

二
十
二

邦



人
援
護
。
死
亡
。

昭
和
五
十
七
年
秋

辻

福
重

勲
六
等
単
光
旭
日
章

六
十
九

二
十
八

営

農
普
及
、
邦
人
援
護
。

岡
部
鶴
吉

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十

二
十
八

営
農
普
及
、邦

人
援
護
。
死
亡
。

昭
和
五
十
八
年
春

佐
藤
義
一

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
一

二
十
五

農

業
協
同
組
合
。
死
亡
。

昭
和
五
十
九
年
秋

金
子
力
太

勲
六
等
単
光
旭
日
章

八
十

二
十
九

邦
人

援
護
死
亡
。南

政

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
五

五
十
二

邦
人
援
護
死

亡
。

昭
和
六
十
一
年
春

東

龍
次

勲
互
等
瑞
宝
章

七
十
一

二
十
七

農
業
協

同
組
合
、
邦
人
援
護
。
死
亡
。

宍
戸
良
雄

勲
六
等
単
光
旭
日
章

八
十
五

三
十
二

農
業
改
善
、

邦
人
援
護
。
死
亡
。

昭
和
六
十
一
年
秋

古
野

功

勲
六
等
瑞
宝
章

九
十
一

六
十
六

農
業
改

善
、
邦
人
援
護
。
死
亡
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
住70

周
年
「
外
務
大
臣
表
彰
」。

昭
和
六
十
二
年
春

宮
本
竹
一

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
一

二
十
八

組

合
関
係
、
邦
人
援
護
。
死
亡
。

昭
和
六
十
三
年
春

高
木
正
敏

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十

三
十
四

自
治

会
関
係
。

川
上
顕
二

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十

五
十
二

ジ
ュ
ー

ト
、
自
治
会
組
織
結
成
。
死
亡
。



平
成
二
年
秋

羽
田
重
吉

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
一

三
十
七

自
治
会

組
織
結
成
、
邦
人
援
護
。

岩
本
康
治

勲
六
等
瑞
宝
章

七
十

二
十
九

組
合
関
係
。

平
成
三
年
秋

室
谷
貞
二

勲
六
等
瑞
宝
章

七
十

三
十
一

組
合
関
係
。死

亡
。

平
成
四
年
秋

野
澤
幸
助

勲
六
等
瑞
宝
章

七
十
四

三
十
八

営
農
普
及
、

組
合
関
係
。

平
成
六
年
春

岡

留
久

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
二

四
十

組
合
関

係
、
自
治
会
関
係
。

平
成
七
年
春

浅
井
外
次

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十

三
十
五

組
合
関

係
。

平
成
七
年
秋

出
田

務

勲
五
等
双
光
旭
日
章

七
十

四
十
一

日
系
団
体

関
係
。
死
亡
。

平
成
八
年
春

江
藤
て
ら
し

勲
六
等
単
光
旭
日
章

七
十
一

三
十
人

組
合

関
係
、
自
治
会
関
係
。

【
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
系
人
調
査
協
力
者
氏
名
】

1999

年
初
め
よ
り1999

年11

月
に
か
け
て
西
部
ア
マ
ゾ
ン
在
住
日
系
人
調
査
を

行
い
、
以
下
の
方
々
に
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

マ
ナ
オ
ス

Tamiko
Miyazaki

宮
崎
泰
美
子

1sei



Teruo
Murakami

村
上

輝
夫

1sei

Youichi
Takeda

武
田

要
一

1sei

Kusuo
Kitagawa

北
川
九
州
男

1sei

Ryuko
Kohashi

孝
橋

龍
虎

1sei

Nobuji
Matsuura

松
浦

信
治

1sei

Yoshiji
Maruyama

丸
山

芳
次

1sei

Hajime
Hattori

服
部

元
2sei

Michiko
Tsujita

辻
田
三
千
子

1sei

Sadao
Sadahiro

貞
弘

貞
男

1sei

Hiroshi
Matsushita

松
下

博

1sei

Kenya
Konasugawa

小
茄
子
川
健
家

1sei

Naoki
Hashimoto

橋
本

直
樹

1sei

Kiyoshi
Miki

三
木

清
司

2sei

Katsumi
Muroya

室
谷

克
己

1sei

Takayoshi
Miki

三
木

孝
美

1sei

Kenjiro
Nishi

西

健
二
郎

1sei

Masao
Nagaoka

長
岡

正
雄

1sei

Maria
Okada

2sei

Shiro
Yamazaki

山
崎

四
郎

1sei

Hachiro
Sato

佐
藤

八
郎

1sei

Takayasu
Yoshida

吉
田

孝
安

1sei

Hideyasu
Shishido

宍
戸

秀
安

1sei

Hiroshi
Nakatani

中
谷

裕

1sei



Nobuyoshi
Tsuji

辻

信
義

1sei

Kazuma
Nakazaki

中
崎

一
馬

1sei

Rikio
Ishizawa

石
沢

力
雄

1sei

Seiki
Ideta

出
田

世
紀

1sei

Yoji
Ideta

出
田

洋
次

1sei

Isao
Sakamoto

坂
本
五
三
男

1sei

Susumu
Shibuya

渋
谷

奨
1sei

Masatoshi
Takagi

高
木

正
敏

1sei

Shoji
Hashimoto

橋
本

捷
治

1sei

Misao
Fujimoto

藤
本

操

1sei

Emiko
Yasui

安
井
恵
美
子

1sei

Sukeo
Sato

佐
藤

助
夫

1sei

Tadataka
Otonari

音
成

忠
孝

1sei

Yukisachi
Nagata

永
田

行
幸

1sei

Yoshiteru
Yamaguchi

山
口

芳
輝

1sei

Hiroshi
Nishiki

西
木

広
司

1sei

Shigeo
Nozawa

野
沢

重
夫

1sei

Masahiko
Watanabe

渡
辺

正
彦

1sei

Osamu
Fujii

藤
井

治

1sei

Hidenobu
Yano

矢
野

秀
信

1sei

Takafusa
Matsuzaki

松
崎

孝
房

1sei

Shigeichi
Hazaoka

羽
座
岡

繁
一

1sei

Masaru
Kubo

久
保

勝

1sei



Kazuo
Oka

岡

一
雄

1sei

Hideyuki
Nozawa

野
沢

英
幸

1sei

Hiroyuki
Higashi

東

博
之

1sei

Yoshiharu
Tsuji

辻

佳
治

1sei

Yukio
Hashiguchi

橋
口

幸
生

1sei

Takeshi
Okamura

岡
村

猛

1sei

Hatsuo
Kimura

木
村

始
生

1sei

Mitsue
Osawa

大
沢
み
つ
え

1sei

Koremoto
Murayama

村
山

惟
元

1sei

Hakuei
Murayama

村
山

伯
英

2sei

Norimoto
Murayama

村
山

伯
元

2sei

Senchiro
Owada

大
和
田
誠
一
郎

1sei

Hayao
Shibuya

渋
谷

捷
男

1sei

Takemaru
Osawa

大
沢

武
丸

1ei

Ken
Nishikido

錦
戸

健

1sei

Jirson
Handa

2sei

Toshiyuki
Kawada

川
田

敏
之

1sei

Pedro
Hideo

Ashitani
2sei

Manabu
Shibuya

渋
谷

学

1sei

Koyo
Takeda

武
田

興
洋

1sei

Chiaki
Takeda

武
田

千
昭

1sei

Yasumi
Takeda

武
田

靖
視

1sei

Kazuhiro
Takeda

武
田

和
洋

1sei



Seiichi
Nozawa

野
沢

清
一

1sei

Mitsugu
Kiba

木
庭

貢

1sei

Shizuko
Kashimura

樫
村

静
子

1sei

Hiroshi
Koguchi

小
口
ひ
ろ
し

2sei

Shoshi
Otani

大
谷

尚
視

1sei

Toshio
Sasahara

笹
原

俊
雄

1sei

Koichi
Koba

木
場

孝
一

1sei

Hiroya
Takano

高
野

裕
弥

1sei

Toshiko
Inoue

井
上

俊
子

1sei

Kazuteru
Noguchi

野
口

和
照

1sei

Toshiro
Takano

高
野

俊
郎

2sei

Masuyo
Sato

佐
藤
ま
す
よ

1sei

Masahide
Kurosawa

黒
沢

昌
英

1sei

Sadaji
Yonekura

米
倉

定
治

1sei

Yuji
Ishii

石
井

雄
二

1sei

Jukichi
Hada

羽
田

重
吉

1sei

Felix
Ossamu

Hada
2sei

Takuya
Tsukuda

佃

拓
也

1sei

Shiro
Fujii

藤
井

志
朗

1sei

Kazunori
Noguchi

野
口

和
則

1sei

Kuniko
Yamaguchi

山
口
久
仁
子

1sei

Raimunda
Ikuno

Brito
2sei

Tomoyuki
Nakata

中
田

智
之

1sei



Minoru
Iwata

岩
田

実

1sei

Fusako
Shiroyanagi

白
柳

房
子

1sei

Takashi
Yoshida

吉
田

貴
志

1sei

Choko
Yanai

矢
内

長
幸

1sei

Chotoku
Yanai

矢
内

長
徳

1sei

Osvaldo
Kenjiro

Sassaki
2sei

Kiyomi
Okubo

Mota
2sei

Matsuyoshi
Hanada

花
田

松
義

1sei

Tatsuro
Ijichi

伊
地
知
龍
郎

2sei

Ivo
Kiyoshi

Iegami
2sei

Arthur
Seiji

Onuki
2sei

Seiichi
Sakai

酒
井

清
一

1sei

Ken
Sakai

酒
井

健

1sei

Kanji
Sakai

酒
井

完
治

1sei

Eizo
Sato

佐
藤

栄
三

1sei

Akira
Yamashita

山
下

明

1esi

Isao
Yamada

山
田

勇
夫

1sei

Hisahiko
Kanda

神
田

久
彦

1sei

Yoshiharu
Ito

伊
藤

吉
春

1sei

Takahiro
Komorita

小
森
田
隆
博

1sei

Massamitsu
Masuda

2sei

Pedro
Noboru

Hiraishi
2sei

Mari
Otsuka

de
Lima

2sei



Sumiko
Okada

岡
田
す
み
子

1sei

Hisashi
Hayashida

林
田

久

1sei

Yoichi
Otsuka

大
塚

洋
一

1sei

Osmar
Kazuo

Kabashima
2sei

Roberto
K.

Inamasu
2sei

Roberto
Teisuke

Maruoka
2sei

Yoji
Aoki

青
木

陽
次

1sei

Hamilton
Nakano

2sei

Some
Kakimoto

柿
本

ソ
メ

1sei

Luis
Motoya

Nishiwaki
2sei

Takuya
Kawada

川
田

拓
哉

1sei

Katsuo
Ito

伊
藤

勝
男

1sei

Mie
Maeda

前
田

ミ
エ

1sei

Hagime
Takayama

高
山

一

2sei

Yoshikatsu
Terano

寺
野

義
勝

1sei

Paulo
Outi

2sei

Tomoaki
Takeno

竹
野

友
章

2sei

Sumiko
Higashi

Claro
2sei

Shuji
Yamauchi

山
内

修
二

1sei

Paulo
Youiti

Nomura
2sei

Bernardo
Yoshihiko

Nishiwaki
2sei

Jorge
Kenichi

Naito
2sei

Amazonia
Alfaia

Esashika
2sei



Deusdete
Hada

2sei

Yoshidi
Alan

Yokota
2sei

Kenji
Miki

三
木

健
児

2sei

Yumiko
Nakayama

中
山
裕
美
子

2sei

Helio
Katsuhiro

Harano
2sei

Nonko
Mori

1sei

Celso
Kiyoku

2sei

Hideaki
Tashiro

2sei

Katsuhito
Takita

2sei

Lucas
Masaharu

Nozawa

野
沢

正
晴

2sei

Xisto
Tsuji

2sei

Hitoshi
Otani

大
谷

等

1sei

Kensyu
Otani

大
谷

賢
収

1sei

Hisashi
Umetsu

梅
津

久

1sei

Satomi
Murayama

Chaar
2sei

Yoshimitsu
Ikuno

生
野

芳
光

1sei

Rei
Shibuya

渋
谷

励

2sei

Nobuo
Miki

三
木

信
夫

2sei

Tamiko
Suzuki

鈴
木
多
美
子

1sei

Kyouhei
Hada

羽
田

恭
平

1sei

Rikio
Ishizawa

石
沢

力
男

1sei

Kunihiro
Kakizoe

垣
添

邦
広

1sei

Ivone
Assako

Murayama
2sei



Kunitaka
Ideta

出
田

邦
隆

1sei

Antonio
Adachi

Iwata
2sei

Tereza
Iwata

2sei

Hiromi
Iwata

2sei

Francisco
Jose

Iwata
2sei

Maria
Jose

Ramos
Iwata

2sei

Aureho
Ramos

Iwata
2sei

Jose
Maria

Ramos
Iwata

2sei

Junice
Vasconcelos

Iwayta
2sei

Bento
Antonildo

Pereira
Iwata

3sei

Yoshihiro
Hashimoto

橋
本

嘉
博

1sei

Yasutoshi
Nabeshima

鍋
島

保
寿

1sei

Tadashi
Nabeshima

鍋
島

正

1sei

Shizuko
Kashimura

樫
村

静
子

1sei

Takuo
Yamamoto

山
本

拓
男

1sei

Mamoru
Jmnai

陣
内

衛

1sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
移
住
地

Yoshihiro
Miki

三
木

祥
弘

1sei

Takano
Kinya

高
野

欣
也

1sei

Tomiya
Takano

高
野

富
弥

2sei

Hideo
Ishizawa

石
沢

秀
雄

1sei



Kouichi
Eto

江
藤

幸
一

1sei

Hayao
Iwamoto

岩
本

逸
男

1sei

heisuke
Matsukuma

松
隈

平
介

1sei

Kayoko
Iimori

飯
盛
嘉
代
子

1sei

Norio
Shimizu

清
水

矩
夫

1sei

Nobuyuki
Yano

矢
野

信
幸

1sei

Takao
Ito

伊
藤

孝
男

1sei

Norikatsu
Miyamoto

宮
本

倫
克

1sei

Nobuyuki
Higashi

東

信
之

1sei

Minoru
Yamagata

山
形

稔

1sei

Goto
Sato

佐
藤

五
郎

2sei

Teruyuki
Matsugu

真
次

照
幸

1sei

Hideaki
Eto

江
藤

英
明

1sei

Shigeru
Eto

江
藤

茂

2sei

Ikuya
Eto

江
藤

育
也

1sei

Masao
Asai

浅
井

正
男

1sei

Itsuo
Koba

木
場

逸
雄

1sei

Fujiki
Fujii

藤
井

藤
記

1sei

Takashi
Nozawa

野
沢

孝
志

1sei

Mutsuo
Sato

佐
藤
陸
奥
雄

1sei

Etsuji
Satono

里
野

悦
次

1sei

Akira
Sakamoto

坂
本

明

1sei

Katsumi
Muroya

室
谷

克
巳

1sei



Masanori
Tahara

多
原

正
則

1sei

Norio
Muroya

室
谷

捷
男

1sei

Zentaro
Sakamoto

坂
本
善
太
郎

1sei

Mitsuyoshi
Kamezaki

亀
崎

満
義

1sei

Fumiaki
Matsugu

真
次

文
明

1sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地

Tsuneo
Kaneko

金
子
恒
雄

1sei

Tokihiro
Tomoda

友
田
時
広

1sei

Hiromitsu
Shishido

宍
戸
宏
光

1sei

Kazuyoshi
Nishiki

西
木
和
栄

1sei

Hiroyuki
Otani

大
谷
広
行

1sei

Fukushige
Tsuji

辻

福
重

1sei

Takao
Otake

大
竹
隆
雄

1sei

Kenichi
Yano

矢
野
健
一

1sei

Tadao
Noji

野
地
忠
雄

1sei

Minoru
Nagata

永
田

実

1sei

Toshio
Nagata

永
田
敏
雄

1sei

Yasuhei
Nakamura

中
村
弥
寿
平

1sei

Tomio
Hirata

平
田
富
夫

1sei

Hiromi
Hashimoto

橋
本
博
美

1sei

Masayoshi
Ishihara

石
原
正
義

1sei



Hirotomo
Kawashima

川
島
博
知

1sei

Tomehisa
Oka

岡

留
久

1sei

Keiji
Kaneko

金
子
啓
次

1sei

Kenji
Takahashi

高
橋
健
次

1sei

Shigeki
Makimoto

蒔
本
茂
樹

1sei

Hiroshi
Takahashi

高
橋
裕
志

1sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

パ
リ
ン
チ
ン
ス

Avenilza
Tokuta

Castro
2sei

Celso
F.

Kakauchi
Filho

2sei

Alberto
Kimura

2sei

Alaide
Akiko

Sakamoto
2sei

Aluysio
Mory

2sei

Aderb
al

Kunimuny
2sei

Cedo
M.

Yamaguchi
2sei

Celina
Nomura

2sei

Celso
Toyoshigi

Nakauchi
2sei

Dilermando
M.

Sakamoto
2sei

Enedina
K.

Yoshii
2sei

Francisco
da

Silva
Hatta

2sei

Francinaldo
Okamura

Brandao

Hileia
da

Silva
Hatta



Hissato
Fugiwara

da
Silva

2sei

Homero
H.

Hidaka
2sei

Yoshimachi
Yoshii

吉
井
ヨ
シ
マ
チ

1sei

Tadahisa
Shoji

東
海
林
タ
ダ
ヒ
サ

1sei

Irene
Yshima

Sakamoto

Yoshinaka
Taketomi

武
富
ヨ
シ
ナ
カ

1sei

Inalda
Ois

Leal
2sei

Ilson
Sena

Inomata
2sei

Jose
Elizeu

Sena
Ynomata

2sei

Olinda
da

Silva
Hatta

2sei

Liziete
T.

Sakamoto
2sei

Leopoldo
M

Sakamoto
2sei

Luiz
F.

Sakamoto
2sei

Luiz
Alberto

Kimura
3sei

Massaki
Nakanome

中
の
目
正
明

1sei

Maria
Zete

Tokuta
2sei

Matian
Nakanome

Maria
das

Gracas
Ono

2sei

Maria
Izabel

Kataki
3sei

Maria
da

Conceicao
Kimura

Viuva
do

1sei

Munekazu
Kimura

木
村
ム
ネ
カ
ズ

1sei

Maria
lvonete

Sena
Inomata

2sei



Mario
Sakamoto

2sei

Mario
Jorge

Barroso
2sei

Margareth
Brandao

Okamura
3sei

Marina
de

Santos
Yamane

2sei

Mana
Sena

Inomata
2sei

Marilene
Okamura

Pinheiro
2sei

Nelson
F.

Nakauchi
2sei

Nelson
M.

Sakamoto
2sei

Nilda
Kimura

Okamura
2sei

Nachiko
Yoshii

2sei

Benlardo
Kawakami

3sei

Orlando
da

Silva
Hatta

2sei

Ozorio
Oliviera

Koga
2sei

Otoniel
N.

Toguchi
2sei

Osila
Koga

Preste
2sei

Oscar
Oliveira

Koga
2sei

Roberto
da

Silva
Hatta

2sei

Heissu
Kataki

2sei

Ronaldo
Taketomi

2sei

Raimunda
Oliveira

Koga

Bras.
Mae

do
2sei

Raimundo
Evail

Sena
Inomata

2sei

Roberto
Lima

Kimura
2sei



Satoshi
Okamura

2sei

Zennonshin
Shoji

東
海
林
善
之
進

1sei

Maria
Sonia

Sakamoto

Takashi
Kawakami

2sei

Tamon
Oyama

尾
山

多
門

1sei

Vibarto
Hidaka

2sei

Valda
Tokuta

Gama
2sei

Kleber
Tsunematsu

Hatta
2sei

Genji
Tokuta

徳
田

源
治

1sei

Elves
F.

Nakauchi
3sei

Ademar
Correa

dos
Santos

2sei

Liezio
Correa

dos
Santos

2sei

Humbert
Correa

dos
Santos

2sei

Kyoi
Ono

de
Souza

Jose
Raimundo

Kataki
3sei

Fsterrofiin
Yoshu

de
Souza

2sei

Dorinilce
Shoji

da
Costa

3sei

Ronaldo
da

Silva
Hatta

2sei

Paulo
M.

Sakamoto
2sei

Katia
Helena

Sakamoto
3sei

Marilena
Okamura

Farias
2sei

Neyde
Yoshii

2sei

Helinara
Prata

Tokuta



Lia
Santarem

dos
Santos

2sei

Lenize
Santarem

dos
Santos

Ana
Gorete

Sakamoto
2sei

Aldenor
da

Suva
Hatta

Piedade
Inomata

Pimentel
2sei

Juscelino
Sena

Inomata
2sei

Everaldo
Sena

Inornata

Aldair
Kimura

2sei

Jitsuko
Kawakami

川
上

実
子

1sei

Joaquim
Azedo

Kawakami
2sei

Mariana
Shoji

de
Castro

2sei

Nery
Sakamoto

Pontes
2sei

Edmar
Sakamoto

Pontes
2sei

Tobias
Satoshi

Hara
2sei

Marilia
Okamura

Brandao
2sei

Suzana
Mary

Kawakami
Oliveira

3sei

Maria
da

Silva
Hatta

Bras.
Mae

da
2sei

Erivaldo
Vilkson

Sakamoto
2sei

Mauricio
Nomiyama

2sei

Aderaide
T.de

Sousa
Kimura

Karla
Rose

Kimura
Seixas

3sei

Kelcilena
Nakauth

2sei

Takacy
Tokuta

2sei



Shinichiro
Mori

森

進
一
郎

1sei

Tinete
Nathico

Yoshii
Souza

25sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

マ
ウ
エ
ス

Yoshiharu
Iimori

飯
盛

義
治

1sei

Rozalia
Koide

da
Silva

3sei

Sumiko
Dailza

Koide
da

Silva
2sei

Midiam
Koide

da
Silva

Cabral
3sei

Maria
Valdely

Koide
da

Silva
3sei

Maria
Celia

Koide
da

Silva
3sei

Maria
Kumiko

Patacho
Koide

2sei

Ilorencio
Cazuo

Kuriyama
2sei

Simao
Kuriyama

2sei

Maria
Madalena

Kuriyama
da

Fonseca
2sei

Yataro
Kuriyama

2sei

Sandra
Maria

de
Matos

Kuriyama
3sei

Maria
Kuriyama

Cavalcante
2sei

Nilda
Shizue

Kuriyama
de

Oliveira
3sei

Ruth
Hatehuell

Monteiro
3sei

Jackson
Nagai

Hatehuell
3sei

Estelita
Nagai

Hatehuell
2sei

Jsaoc
Nagai

Hatehuell
3sei

Gerson
Moyses

Levy
3sei



Choichi
Tomioka

2sei

Jose
Aderson

Tamioka
2sei

Takeo
Tomioka

2sei

Silvana
Tomioka

Ouintino
3sei

Minami
Argentina

Tamioka
Levy

2sei

Renato
Lima

Uchiyama
2sei

Elcana
Uchiyama

Levy
2sei

Taketoshi
Yamaue

2sei

Massanoli
Neo

2sei

Kiyomi
Neo

2sei

Naomi
Neo

de
Oliveira

2sei

Masaharu
Neo

2sei

Massakatsu
Neo

2sei

Toshiko
Neo

Gomes
2sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

イ
タ
コ
ア
チ
ア
ラ

Silvia
Keiko

Oda
2sei

Tomiko
Oda

da
Silva

2sei

Kayoko
Oda

Sarubi
2sei

Raimunda
oda

da
Silva

2sei

Maria
Silmar

Oda
Sarubi

Costa
2sei

Francinei
Oda

da
Silva

2sei

Francilmar
Oda

da
Silva

2sei



Francisco
Monteiro

da
Silva

Filho
2sei

Silvana
Maria

Oda
da

Silva
2sei

Mary
Ane

Tatikawa
Miranda

3sei

Miano
Pereira

Kato
2sei

Ciro
Ito

2sei

Pedro
Kitami

Osaki
2sei

Tereza
Osaki

Lopes
2sei

Naoshi
Kawati

2sei

Yoshito
Kawati

2sei

Yorikuni
Kawati

河
内
よ
り
く
に

1sei

Ely
Samuel

Osaky
Lopes

2sei

Fileto
dos

Santos
Lopes

Neto
3sei

Joao
Batista

Lopes
Sobrinho

3sei

Morika
Oda

小
田
も
り
か

1sei

Isao
Kakizoe

垣
添

勲

1sei

Paulo
Tomihiko

lmay
2sei

Jorge
Kakizoe

2sei

Mana
do

Carmo
Osaki

Conceicao
2sei

Paulo
Jose

Ozaki
Lopes

3sei

Vanda
dos

Santos
Osaky

Dia
3sei

Masaru
Kitami

Osaki
2sei

Henrique
Yamane

2sei

Terezinha
Osaki

Lopes
da

Cunha
3sei



Helio
Jose

Osaki
Lopes

3sei

Maria
Ines

Oda
da

Silva
2sei

Quito
Tatikawa

2sei

Edison
Gengute

Mori
2sei

Camoes
Ono

2sei

Sebastiao
Kitami

Osaky
2sei

Caetano
Kitami

Osaki
2sei

Oreste
Choso

Tatikawa
2sei

Irene
Hissako

Oda
2sei

Sheila
Oda

da
Silva

2sei

Margrete
Oda

da
Silva

Maciel
2sei

Francisca
V.Iwata

Viuva
da

2sei

Amelia
Maria

Iwata
Andrade

Rabello
3sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

コ
ア
リ

Katsuo
Yamaguchi

山
口
勝
男

1sei

Tatsuo
Nakanishi

中
西
達
男

1sei

ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

テ
フ
ェ

Sigeru
Alfaia

Esashika
2sei

Robson
Alfaia

Esashika
2sei

Roberval
Takafaz

2sei



ア
マ
ゾ
ナ
ス
州

ア
ウ
タ
ー
ゼ
ス

Ivana
Suguiyama

Nakajima
2sei

Harumi
Nagata

da
Rocha

永
田

晴
美

1sei

ロ
ラ
イ
マ
州

ボ
ア
・
ビ
ス
タ

Luiza
Maya

Doi
Chan

2sei

Shigeko
Doi

Ribeiro

リ
ベ
イ
ロ
土
井
茂
子

1sei

Tatsuro
Doi

土
井
タ
ツ
ロ

1sei

Tsuyoshi
Doi

2sei

Moyo
Doi

土
井

モ
ヨ

1sei

Cesario
Hirokichi

Eda
2sei

Pedro
Hiromasa

Eda
2sei

Hiroshi
Eda

江
田
ひ
ろ
し

1sei

Sumi
Eda

江
田

す
み

1sei

Yasuko
Eda

江
田
や
す
こ

1sei

Masaru
Eda

江
田
ま
さ
る

1sei

Tetsuo
Eda

江
田
て
つ
お

1sei

Clovis
Hiromi

Eda
2sei

Mizuko
Hideshima

秀
島

瑞
子

1sei

Yasunobu
Hideshima

秀
島
や
す
の
ぶ

1sei

Kazuto
Hideshima

2sei

Yoichi
Nakamura

中
村
よ
う
い
ち

1sei

Tadashi
Nakayama

中
山

正

1sei



ChizukoTsukuda

佃

千
鶴
子

1sei

Sandra
Lea

Tsukuda
2sei

HaruyoTsukuda

佃

晴
代

1sei

Kazuo
Tsuji

辻

一
夫

1sei

Minoru
Kuchida

朽
田
み
の
る

1sei

Eduardo
Satoshi

Yamaguchi
2sei

Katsue
Taniguchi

谷
口
か
つ
え

1sei

Shiro
Seki

2sei

Shoichi
Kato

加
藤

奨
一

1sei

Masahiro
Sotodate

外
館

雅
弘

1sei

ロ
ン
ド
ニ
ア
州

ト
レ
ゼ
・
デ
・
セ
テ
ン
ブ
ロ
移
住
地

Katsuhiko
Matsuno

松
野

克
彦

1sei

Michio
Kadowaki

門
脇

道
雄

1sei

Heishiro
Kuriyama

栗
山

平
四
郎

1sei

Takayuki
Okabe

岡
部

隆
之

1sei

Norio
Kadowaki

門
脇

法
雄

1sei

Tamotsu
Isohata

磯
畑

保

1sei

Shigeto
Kuroda

黒
田

重
人

1sei

Nonyuki
Yamaguchi

山
口

宣
行

1sei

Takeshi
Maru

丸

猛

1sei

Shinichi
Kawada

川
田

信
一

1sei

Shunsuke
Tanabe

田
辺

俊
介

1sei



Keiki
Matsuzaki

松
崎

恵
樹

1sei

Yoshihiko
Matsuno

松
野

良
彦

1sei

Paulo
Tsutomu

Sudo
2sei

Edgard
Brasil

Junior
Marido

da
2sei

Koichi
Kuroda

黒
田

孝
一

2sei

Alberto
Nobuo

Kuroda
黒
田

信
夫

2sei

Susumu
Kadowaki

門
脇

進
2sei

Munehiro
Okabe

岡
部

宗
弘

1sei

Wader
Sales

da
Silva

Mando
da

2sei

Michiko
Kuroda

黒
田
三
千
子

1sei

Satsuki
Kida

木
田

五
月

1sei

Fumiko
Okabayashi

岡
林
冨
美
子

1sei

Claudio
Eiji

Okabe

岡
部

栄
二

2sei

Osamu
Kuriyama

栗
山

修

1sei

ロ
ン
ド
ニ
ア
州

グ
ア
ラ
ジ
ャ
ミ
リ
ン

Mihoko
Mukouyama

向
山
美
保
子

1sei

ロ
ン
ド
ニ
ア
州

ポ
ル
ト
ベ
ー
リ
ョ

Shigeo
Ono

2sei

Osmar
Garcia

Ribeiro
3sei

Kan
Kikuchi

菊
地

カ
ン

1sei

Luiz
Ossamu

Ishida
2sei



Maria
Luiza

Ribeiro
Gomes

3sei

Emilia
Keiko

Kikuchi
Vasconcelos

2sei

Edoson
Issao

Oikawa
3sei

Celso
Massakatsu

Ezaki
3sei

Alice
Kiyoko

Kikuchi
Yamura

2sei

Ronaldo
Sawada

Viegas
3sei

Mario
Ouiyoshi

Marubayashi
3sei

Cynthia
Rosario

Ishizuka
3sei

Hiromi
Sawada

Viegas

Yoichi
Natori

名
取

よ
う
い
ち

1sei

Anderson
Makoto

Kayama
2sei

Antonio
Hidemi

Nakamura
2sei

Durval
Shiguetoshi

Ezaki
3sei

Egina
Ruriko

Natori

Edisom
Mimura

Iguchi
2sei

Emilia
Yoshimi

Iguchi
2sei

Guerino
Imada

2sei

Heiko
Adoriana

Kuroki
Souza

3sei

Jacy
Yosio

Kussaba

Paulo
Akira

Okabayashi
3sei

Rosangela
Megumi

Tanabe
Hijazi

Suzana
Massumi

Shirota
2sei

Tereza
Hiromi

Iguchi
Sato

2sei



Yoichi
Abematsu

あ
べ
ま
つ

よ
う
い
ち

1sei
ロ
ン
ド
ニ
ア
州

ア
リ
ケ
メ
ス
移
住
地

Antonio
Kjueiro

Aida
2sei

Francisca
Takano

Aoyama
2sei

Helio
N.

Aoyama
2sei

Roberto
Shiutsu

Aoyama
2sei

Ruzuberto
Tomiya

Aoyama
2sei

Shideo
Aoyama

2sei

Mario
Akira

Asano
2sei

Celso
Asano

2sei

Miguel
Asano

2sei

Helena
Tiyoko

Aoyama
Breda

2sei

Anderson
Pedro

de
Gasperi

2sei

Claudio
Massahiro

Goto
2sei

Tadashi
Hayashi

林

た
だ
し

1sei

Daniel
Takeshi

Higuti
2sei

Milton
Katsumi

Higuti
2sei

Toshio
Higuti

2sei

Vitono
Massatoshi

Higuti
2sei

Antonio
Massao

Hirama
2sei

Haruo
Hirama

3sei

Hisako
Dina

Ishida
do

Nascimento
2sei



Kenhyti
Ishitani

2sei

Luiz
Alberto

Tadashi
Ishitani

2sei

Gilson
Tetsuo

Kamiya
2sei

Masami
Kamiya

か
み
や

ま
さ
み

1sei

Wilson
Sussumu

Kamiya
2sei

Marcia
Kanazawa

2sei

Mario
Minoru

Kanazawa
2sei

Dorival
Kotti

2sei

Tetsuo
Kozima

2sei

Luiz
Yoshiaki

Kubota
2sei

Celina
Teriko

Kubotani
2sei

Gilberto
Hiromi

Kubotani
2sei

Jose
Kubotani

2sei

Tereza
Harue

Kubotani
2sei

Tony
Massaharu

Kubotani
2sei

Roberto
Yoshio

Kuwano
2sei

Cleide
Yumiko

Maeda
2sei

Aracildo
de

Castro
Lopes

2sei

Edith
Takeuti

Matsubara
2sei

Oscar
Hissao

Matsubara
2sei

Pedro
Toshio

Matsubara
2sei

Amauri
Matsumoto

2sei

Jorge
Matsumoto

2sei



Paulo
Matsumoto

2sei

Valter
Akira

Miasato
3sei

Ponardo
Massaiuqui

Nagahiro
2sei

Hiromu
Nakamura

中
村
ひ
ろ
む

1sei

Tetsuro
Nakamura

中
村
て
つ
ろ
う

1sei

Paulo
Yoshiyuki

Nakassugui
2sei

Hissao
Nakayama

2sei

Alexandre
Akira

Ochiai
4sei

Leandro
Kensi

Ochiai
4sei

Mario
Mitsuyuki

Ochiai
2sei

Nai
Ayako

Ochiai
3sei

Sergio
Terumitsu

Ochiai
3sei

Jose
Kazuyoshi

Okamoto
2sei

Massato
Okamoto

2sei

Augusto
Saito

2sei

Gilberto
Massaharu

Saito
2sei

Marli
Sakamoto

2sei

Antonio
Nobuo

Sato
2sei

Marcia
Ota

da
Silva

3sei

Bokuichi
Suzuki

鈴
木
ぼ
く
い
ち

1sei

Mineo
Suzuki

2sei

Jiro
Takahashi

2sei

Joaquim
Seiji

Ueda
2sei



Julio
Luiz

Pedri
Valenca

2sei

Agenor
Yabumoto

2sei

Flavio
Tetsuyoshi

Yamagishi
2sei

Julio
Hidemitsu

Yamagishi
2sei

Mauro
Shigueo

Yamagishi
2sei

Roberto
Yurio

Yamagishi
2sei

ア
ク
レ
州

リ
オ
・
ブ
ラ
ン
コ

Gilberto
Furuno

3sei

Julho
Kamei

2sei

Seitoku
Mori

森

清
徳

3sei

Toshiro
Iwai

岩
井

敏
郎

2sei

Tomoko
lwakura

岩
倉

朋
子

2sei

Hisako
Kimura

木
村

久
子

2sei

Yutaka
Nakamura

中
村

豊

3sei

Shiro
Takahashi

高
橋

四
郎

2sei

Joao
Calos

Ueno
3sei

Jose
Ueno

3sei

Katsuyoshi
Fujita

藤
田
か
つ
よ
し

1sei

Mitsuyo
Nishizawa

西
沢

光
代

1sei

Yoshio
Nakamura

中
村

好
夫

3sei

Tomas
Kimura

3sei

Takashi
Takahara

高
原

孝

2sei



Katsuichi
Takagi

高
木

勝
一

2sei

Nozomu
Haga

芳
賀

望

2sei

Mario
Sasagawa

3sei

Atsushi
Sasai

笹
井

厚

2sei

Takashi
Sasai

笹
井

隆

2sei

Tetsuo
Kawada

川
田

哲
夫

2sei

Yoneo
Sano

佐
野

米
夫

1sei

Toshiko
Komatsu

小
松

年
子

1sei

Masako
Yonekura

米
倉

正
子

1sei

Hisashi
Sekiguchi

関
口

久

1sei

Ichi
Nishizawa

西
沢

イ
チ

1sei

Hiroshi
Nishizawa

西
沢

広
司

1sei

Masaichi
Nishizawa

西
沢

正
一

1sei

Kazuko
Hamaguchi

浜
口

カ
ズ
子

1sei

Hironori
Hamaguci

浜
口

博
典

1sei

Noriyo
Hamaguchi

浜
口

典
代

1sei

Keiko
Hamaguchi

浜
口

啓
子

1sei

Augusto
Hamaguchi

2sei

Mayumi
Hamaguchi

2sei

Hideo
Nakamura

中
村

秀
夫

3sei

Arberto
Jorge

Ishii
2sei

Antonio
Iharagi

Gilberto
Minoru

Marui
3sei



Takeshi
Murata

村
田

剛

2sei

Tadashi
Yonekura

米
倉

正

3sei

Eiji
Yonekura

米
倉

英
治

3sei

Minoru
Inada

稲
田

稔

2sei

Kouji
Maeda

前
田

康
司

2sei

Yoshio
Seiku

清
久
良
夫

2sei

Hako
Taromaru

田
呂
丸

は
こ

2sei

Jizelda
Furuno

3sei

Zejimar
Furuno

3sei

Jorge
Furuno

3sei

Zejilda
Furuno

3sei

Zizeli
Furuno

3sei

Sueno
Furuno

古
野

末
乃

2sei

Valquilha
Furuno

2sei

Zejivaldo
Furuno

3sei

Vilma
Furuno

3sei

Valter
Furuno

3sei

Valderci
Furuno

3sei

Valdir
Furuno

3sei

Osamu
Koike

小
池

修

1sei

Keiji
Matsuo

松
尾

啓
二

3sei

Vanda
Furuno

3sei













■
参
考
文
献
一
覧

当
七
十
周
年
記
念
誌
の
執
筆
、
編
纂
に
際
し
ま
し
て
、
次
の
文
献
を
参
考
、
一
部

引
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
に
執
筆
さ
れ
た
原
稿
に
参
考
文
献

が
記
入
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
掲
載
し
た
部
分
が
あ
り
ま
す
が
、

ご
了
承
願
い
ま
す
。
・
高
拓
生
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
の
歴
史
（
高
拓
生
ア
マ
ゾ
ン
入
植

五
十
周
年
誌

小
谷
祐
次
、
安
井
宇
宙
、
原
田
公
三
、
丸
岡
京
、
佐
脇
忠

共
著
）

・
高
拓
会
会
員
名
簿

・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
に
お
け
る
日
本
移
民
の
歴
史
（
川
田
拓
哉
著
）

・
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
十
年
史（
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
七
十
年
史
編
纂
委
員
会

一
九
八
〇
年
）

・
機
関
紙
「
な
か
ま
」

・
ア
マ
ゾ
ン
移
住
三
十
周
年
誌
（
生
島
重
一
著
）

・
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
、
日
系
社
会
史
年
表
（
サ
ン
パ
ウ
ロ
人
文
科
学
研
究
所
編

一

九
九
六
年
）

・
ア
マ
ゾ
ン
移
住
日
本
人
移
民
六
十
周
年
記
念
誌（
汎
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
協
会
編

一
九
九
四
年
）

・
ア
マ
ゾ
ン
開
拓
は
夢
の
ご
と
し
（
安
井
宇
宙

著

一
九
九
八
年
草
思
社
）

・
奥
ア
マ
ゾ
ン
の
日
系
人
（
中
武
幹
雄
著

一
九
九
八
年

鉱
脈
社
）

・
ア
マ
ゾ
ン
に
か
け
た
夢
（
藤
崎
康
夫
著

一
九
九
三
年

国
土
社
）

・
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
お
け
る
邦
人
移
住
の
あ
ゆ
み

・
移
住
五
十
五
周
年
記
念
号
（
汎
ア
マ
ゾ
ニ
ア
日
伯
協
会
編
）



・
移
住
地
概
要

昭
和
五
十
六
年
度
版
（
国
際
協
力
事
業
団
）

・
ア
マ
ゾ
ナ
ス
州
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
創
設
三
十
年
史（
ベ
ラ
ビ
ス
タ
移
住
地
自

治
会
一
九
八
六
年
）

・
天
園
歩
み
二
十
年
の
譜
（
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
植
民
地
二
十
年
誌
刊

行
委
員
会

一
九
八
三
年
）

・
天
園
第
二
部

そ
の
後
の
十
年
の
譜
（
エ
フ
ィ
ジ
ェ
ニ
オ
・
サ
ー
レ
ス
自
治
会

三
十
年
誌
刊
行
委
員
会

一
九
九
三
年
）

結
び
の
辞

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
誌
の
発

行
が
企
画
さ
れ
、
約
二
年
余
り
、
乏
し
い
資
料
か
ら
、
そ
し
て
各
移
住
地
の
関
係

者
か
ら
の
心
温
ま
る
執
筆
を
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

西
部
ア
マ
ゾ
ン
地
域
に
は
、
戦
前
の
移
住
地
が
あ
り
ま
す
。
グ
ァ
ラ
ナ
栽
培
目

的
で
設
立
さ
れ
た
ア
マ
ゾ
ン
興
業
株
式
会
社
に
よ
る
マ
ウ
エ
ス
、ブ
ラ
ジ
ル
の
経

済
発
展
に
貢
献
し
た
高
拓
生
に
よ
る
ジ
ュ
ー
ト
産
業
発
祥
の
地
、パ
リ
ン
チ
ン
ス

の
ビ
ラ
・
ア
マ
ゾ
ニ
ア
。
こ
れ
ら
日
本
人
が
最
初
に
入
植
し
た
大
原
始
林
に
開
拓

の
斧
が
振
ら
れ
て
か
ら
七
十
年
の
歳
月
が
流
れ
ま
し
た
。
戦
後
の
移
住
地
に
は
、



西
部
ア
マ
ゾ
ン
四
州
に
ま
た
が
り
、
八
地
域
の
移
住
地
が
造
成
さ
れ
、
多
く
の
日

本
人
入
植
者
は
過
酷
な
立
地
条
件
と
戦
い
、
生
活
の
基
盤
を
求
め
て
大
都
市
へ

と
転
住
し
た
人
も
多
数
で
、現
在
で
は
幻
の
移
住
地
と
し
て
消
滅
し
た
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
移
住
者
は
そ
の
地
域
の
経
済
発
展
に
協
力
し
て
参
り
ま
し

た
。
一
世
移
住
者
は
後
継
者
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
営
農
の
拡
張
と
子
弟
教
育
に

日
本
人
と
し
て
の
誇
り
を
失
う
こ
と
な
く
生
活
の
安
住
が
確
立
し
て
い
る
の
も
、

ア
マ
ゾ
ン
に
入
植
さ
れ
た
七
十
年
前
の
日
本
人
の
脈
々
と
流
れ
る
勤
勉
さ
の
賜
物

と
感
謝
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

七
十
周
年
記
念
誌
の
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま
で
に
、ア
マ
ゾ
ン
移
住
五
十
周
年

記
念
に
さ
か
の
ぼ
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
編
纂
委
員
長
の
病
気
の
た
め
に
挫
折

し
、
多
数
の
資
料
が
紛
失
、
つ
い
で
六
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
企
画
し
ま
し
た

が
、
原
稿
等
の
収
集
に
終
り
、
資
金
面
に
行
き
詰
ま
り
、
七
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
故
出
田
務
七
十
周
年
記
念
祭
典
委
員
長
の
訪
日
、国
際
協
力
事
業
団
と
の
折

衝
に
よ
り
、
助
成
金
の
決
定
を
受
け
、
記
念
事
業
と
し
て
の
陽
の
目
を
見
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。戦
前
戦
後
の
移
住
の
歴
史
や
記
録
は
多
数
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

が
、こ
の
七
十
周
年
記
念
誌
は
移
住
し
た
農
民
が
綴
っ
た
開
拓
の
記
録
で
あ
り
ま

す
。発

刊
に
あ
た
り
、こ
の
事
業
の
た
め
に
心
温
ま
る
助
成
金
を
賜
り
ま
し
た
国
際

協
力
事
業
団
、
並
び
に
当
地
マ
ナ
オ
ス
で
操
業
中
の
日
系
企
業
、
そ
し
て
会
員
各

位
の
資
金
援
助
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
、
内
閣
総
理
大
臣
小
渕
恵
三
殿
、
外
務
大
臣
河
野
洋
平
殿
、
国
際
協
力
事
業

団
総
裁
藤
田
公
郎
殿
、
駐
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
国
全
権
特
命
大
使
鈴
木
勝
也
殿
、
在
マ



ナ
オ
ス
日
本
国
総
領
事
小
林
健
一
殿
よ
り
、
発
刊
に
際
し
祝
辞
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
長
の
逝
去
に
伴
い
中
断
し
、
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
本
誌
の
編
集
に

関
し
、
国
際
協
力
事
業
団
、
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
派
遣
さ
れ
た

中
野
敦
彦
君
に
よ
る
、
原
稿
打
ち
込
み
か
ら
、
構
成
、
内
容
確
認
調
査
、
文
章
修

正
及
び
校
正
、
写
真
の
収
集
、
本
誌
レ
イ
ア
ウ
ト
と
編
集
全
般
に
わ
た
る
尽
力
、

奮
闘
が
な
け
れ
ば
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
、
総
領
事
館
領
事
沢
内
民
雄
殿
は
じ
め
、
様
々
な
方

か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と
や
、パ
ラ
ー
高
拓
会
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
こ
と

に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

七
十
年
間
の
記
録
と
し
て
は
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、西
部
ア
マ
ゾ

ン
地
域
の
開
拓
に
た
ず
さ
わ
っ
た
日
本
人
の
記
録
と
し
、本
誌
発
刊
の
結
び
の
辞

と
さ
せ
て
戴
き
ま
す
。

一
九
九
九
年
十
一
月
六
日

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住
七
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
委
員
長

三
木

祥
弘

西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住70

周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会

委
員
長

三
木

祥
弘

委

員

村
山

惟
元
、
中
村
弥
寿
平
、
久
保

勝
、
梅
津
あ
や
子



記
念
誌
編
集
を
終
え
て

マ
ナ
オ
ス
、
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
伯
協
会
に
昨
年
の4

月
に
着
任
し
て
か
ら
数
カ

月
、
よ
う
や
く
西
部
ア
マ
ゾ
ン
日
本
人
移
住70

周
年
記
念
誌
の
編
集
を
終
え
、
印

刷
、
出
版
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

着
任
当
初
、
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
原
稿
の
パ
ソ
コ
ン
入
力
か
ら
始
め
、
原
稿
の

内
容
確
認
の
た
め
執
筆
者
、ま
た
長
年
そ
の
移
住
地
に
生
活
さ
れ
て
い
る
方
の
お

宅
を
何
度
も
訪
問
し
、
そ
の
都
度
加
筆
修
正
、
ま
た
写
真
の
収
集
を
行
い
、
原
稿

が
出
来
上
が
る
と
校
正
を
し
、さ
ら
に
内
容
再
確
認
と
一
連
の
編
集
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
こ
の
過
程
の
中
で
、
多
く
の
移
住
者
の
方
々
に
出
会
い
、
ア
マ
ゾ

ン
に
つ
い
て
、
ま
た
、
入
植
地
や
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々

な
話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
た
の
は
私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と
な
り
ま

し
た
。
独
特
な
個
性
を
持
っ
た
移
住
者
の
方
々
は
、
苦
労
し
な
が
ら
も
そ
れ
以
上

に
ア
マ
ゾ
ン
で
の
生
活
を
楽
し
む
す
べ
を
知
っ
て
お
り
、
日
本
か
ら
来
た
私
に

と
っ
て
、
年
老
い
て
も
尚
生
き
生
き
と
し
た
彼
ら
の
目
か
ら
、
現
在
の
日
本
で
は

消
え
つ
つ
あ
る
、
な
に
か
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
新
鮮
な
感
じ
を
受
け
ま
し

た
。記

念
誌
編
纂
が
長
い
間
中
断
し
て
い
た
せ
い
も
あ
り
、
当
初
、
委
員
会
は
機
能

し
て
お
ら
ず
、
本
の
企
画
・
構
成
も
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
編
集
に
関

し
、
私
個
人
が
独
断
で
突
っ
走
っ
た
り
と
周
囲
の
方
々
に
は
迷
惑
を
か
け
て
し

ま
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
仕
上
が
り
つ
つ
あ
る
本
を

見
て
、
完
璧
な
編
集
内
容
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の

体
験
や
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
記
憶
を
後
世
に
残
す
に
は
十
分
な
も
の
が
で
き
た
の
で



は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

ア
マ
ゾ
ン
の
地
に
赴
任
し
、
移
住70

周
年
と
い
う
節
目
の
年
に
記
念
誌
編
纂

を
は
じ
め
、
様
々
な
記
念
行
事
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
れ
た
こ
と
を
、
多
忙
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
私
自
身
幸
運
に
思
う
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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